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町 章

4km四方に響く洋鐘
(オランダ製スイングル
ベル2.815t)

100フィートの百年記念塔 ちっぷゆう&ゆ広場(平成6年6月20日撮影)



秩父別町長「後藤義博 (平成6年2月10日撮影)

発
刊
の
辞

平
成
六
年
五
月
十
五
日、
開
村
記
念
碑
前
に
お
き
ま
し
て、
開
町
百
年

の
奉
告
式
を
行
い、
六
月三
十
日
「開
基
百
年
記
念
碑」
の
除
幕
式
と、

内
外
多
数
の
皆
様
の
ご
来
臨
を
賜
り
ま
し
て
、
開
町
百
年
記
念
式
を
、
全

町
民
の
喜
び
の
中
に
挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

明
治
二
十
八
年、
屯
田
兵
の
入
地
に
よ
っ
て、
開
拓
の
鍬
が
入
り
ま
し

て
か
ら
、
こ
こ
に
百
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
開
拓
に
従
事
さ
れ
た
人

び
と
、
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
人
達
の、
た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
積
み

重
ね
が
あ
っ
て、
今
日
の
秩
父
別
町
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
百
年
の
過
程
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は、
今
の
時
代
に
生

き
る
私
達
の
責
務
で
あ
り
、
使
命
で
あ
り
ま
す
。

町
史
に
つ
き
ま
し
て
は、
昭
和二
十
九
年
発
行
の
秩
父
別
村
史
(六
十

年
史
)、
昭
和三
十
九
年
発
行
の
秩
父
別
町
史
(七
十
年
史)、

そ
し
て
昭

和
六
十二
年
発
行
の
秩
父
別
町
史
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら、
今
回
は
百
年
の
記
念
事
業
と
し
て
発
刊
を
計

画
し
ま
し
た
が、
重
複
を
避
け
る
意
味
から
も、
昭
和
六
十二
年
町
史
の



助役 松本徳一 町長 後藤義博
教育長 門間 悟 収入役 早川正雄

(町長室にて平成7年3月5日撮影)

若
干
の
補
完
と
、昭
和
六
十二
年
以
降
平
成
六
年
に
至
る
期
間
に
つ
いて
、

収
録
編
纂
し、
「続
巻
」
と
し、
百
年
の
仕
上
げ
と
い
た
し
た
も
ので
あ
り

ま
す
。

期
間
的
に
は
八
年
間
で
あ
り
、
史
料
等
に
つ
い
て
も
揃
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら、
町
史
各
論
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
が
担
当
し
、
取
纏
め
を
行
い

い
わ
ゆ
る
手
づ
く
り
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「鐘
の
な
る
ま
ち
、
秩
父
別
」
開
町
百
年
を
記
念
し
て
建
設
し
た
百
年

記
念
塔
の
鐘
が、
此
の
地
に
住
み、
生
れ
育
っ
た
人
び
と
の
心
に
し
っ
か

り
と
刻
ま
れ、
町
発
展
の
礎
と
し
て
永
遠
に
鳴
り
響
く
こ
と
を
願
っ
て
已

み
ま
せ
ん
。

本
史
の
編
集
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
委
員
各
位
並
び
に
事
務
局
に、
心
か

ら
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
し
て
発
刊
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
八
年
三月

秩
父
別
町
長
後
藤
義
博
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事務局員

議長 吉澤 國太郎副議長 大 山 勇
(平成7年3月15日撮影)

二
大山
味

收入 没
長

建設課長

秩父別町議会議場 (平成6年12月19日撮影)



歴
代
首
長

第 3代町長
梅 澤 宗 純

歴
代
議
長

第10代議長
宮 本 光 男

第9代議長
松 本 義 正





秩父別町市街全景 日の出町内上空から (平成6年8月撮影)



秩父別町開基100年百年の輝く動け

開基百年之財

開 基 百 年 之 碑 役場前庭 (平成6年7月撮影)

ちっぷぺン

即迎ぱりなるまち

mm

歓迎アーチ 鐘のなる町ちっぷべつ 2条1丁目図書館前 (平成6年6月撮影)



百 年 の 輝 く軌 跡 未 来 へ 伸 び る

秩父別町開基100年記念式 典

吉澤議長謝辞

後藤町長式辞 開基100年記念式。ファミリースポーツセン
ター (平成6年6月30日撮影)

綾南町と記念品交換
左綾南町長藤井賢・右秩父別町長後藤義博

各種表彰・感謝状の贈呈



歡 迎 綾南町のみなさんようこそ

綾 內 町

H

綾南町との交流 小・中生と引率者一行15名を迎えてのレセプション 交流会館にて (平成
6年2月1日撮影)

INTERNATIONAL FESTIVAL

国 際 交 流 広 場
NG A

0
1
7
2
2

国際交流広場 外国青年を迎え第3回交流会 交流会館にて (平成6年10月15日撮影)



冒険の森公園展望台
4条東1丁目

(平成6年8月撮影)

秩父別町営プール 幼児から一般まで利用できる 2条1丁目
(平成7年8月撮影)

ふ れ あい プラザ

ふれあいプラザ ふれ愛ゾーン21構想の中核として建設され全天候型多目的運動広場として利
用 2条1丁目 (平成5年12月19日撮影)



�文別町図書館

PUBLICLIBRARY

秩父別町立図書館 ニューメディアを駆使した近代的図書館 2条1丁目 (平成5年8月撮
影)

ちっぷ・ゆう&ゆ
ちっぷ・ゆう&ゆ

レストラン

秩父別温泉ちっぷゆう&ゆ うるおいのある住空間公園の中核として 「憩と語らいの場」
2条1丁目 (平成2年4月10月オープン撮影)

歡交談田ティペービスセンペーー

デイサービスセンター 体の不自由な老人福祉の拠点として 2条2丁目 (平成7年3月1
日オープン撮影)



百祥圖

百 祿 園 自然木のイチイを植樹した純日本式庭園・秩父別温泉の横手 (平成3年10月
撮影)

E

NO.3-1

NO.4-2

公 営 住 宅 気候・風土に合わせた快適な高床式住まい 3条2丁目 (平成6年7月撮影)

浄化センター オキシディションデッチ方式を用
いて快適な環境づくり1条3丁目 (平成6年8
月撮影)



航 空 防 除

GTパワ・フルターン

CANGET
am 3000

SEK

大型機械化と多様化する農業事情 3条7丁目付近 (平成7年9月撮影)

ブロッコリー栽培 花卉栽培 スターチス (平成6年9月撮影)

とんでん祭り・役場前庭
(毎年8月上旬)

雪んこ祭り スポー
ツセンター (毎年2
月撮影)いちご

852
404

-151かぼちゃ
カスミ草
トルコキキョウ

秩父神社まつり 滝の上獅子MATo
舞 秩父神社境内 (毎年9月
撮影) ジ



例

言

一
本
町
史
は、
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ、
秩
父
別
町
史
(
前
町
史
・
昭
六
二
発
刊)
の
「続
巻」
と

し
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
から
平
成
六
年
度
(一
九
八
六
年
～
一
九
九
四
年
)
ま
で
の、
お
よ
そ
十
年
間
の
史
実
を
集
録し
た
も
の

で
あ
る
。

1

開
基
百
年
記
念
事
業
に
つ
いて
は、
「
特
集
編」
と
し
て
巻
末
に
編
を
設
け
記
載
し
て
あ
る
。

1

本
町
史
は、
補
遺
版
と
し
て
の
性
格も
併
せも
ち
、
前
町
史
記
事
の
中
の
説
明
不
足
や
誤
り
の
あ
った
も
の
に
つ
い
て
補
説
し
て
あ

る
。

一

本
町
史
の
構
成
・
文
体
・
用
字
等
は、
前
町
史
に
準
じ
た
扱
い
と
し
て
い
る
。
尚、
第
三
編
「開
拓」
に
つ
い
て
は
、
記
事
が
な
い

1

の
で
全
面
削
除
し、
節
以
下
の
小
項
目
に
つ
いて
は、
整
理
統
合
し
た
ケ
所
が
あ
る
。

目
次
に
は、
前
町
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
頁
を
、「
前
〇
〇
〇
」
と
記
載
し
、
章
・
節
ま
で
を
表
記
し
て
あ
る
。

本
文
中
で
は、
前
町
史
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
た
め、
以
前
の
史
実
にも
ふ
れ、
理
解
を
深
め
る
手
が
か
り
と
し
た
ケ
所
が
あ

一
る
。
尚
、
表
・
統
計
等
の
資
料
は、
前
町
史
に
続
け
る
よ
う
記
載
し
て
あ
る
。

一
人
名
は、
総
て
敬
称
を
省
き、
参
考
と
し
た
資
料
は
巻
末
に
一括
掲
載
し
て
あ
る
。
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史
続
巻
目
次

例 口

発
刊
の
辞

言 絵 辞

第
一
編
自
然
と
人
文

第
一
章
調
査
記
録
に
よ
る
秩
父
別
と
そ
の
周
辺

第
一
節
北
海
道
殖
民
地
撰
定
報
文
(
抄)

第
二
章
秩
父
別
の
地
誌

第
一
節
位
置
・
面
積
・
地
勢

1
位
置
・
面
積
の
一部
修
正

第
二
節
気

1
そ
の
後
の
気
象
統
計

象
:

第
四
章
秩
父
別
の
生
物

・・

第
三
章
秩
父
別
の
地
質

物
・

前
系

前
云

前
二元

前
一九

前
一六

前
一六

前
三

前
三

五 五 三 三 三

目

1

第
一
節
動

次

町
長
後
藤
義
博

前
町
史
頁
一
続
巻
頁

頁



目

次

物
・

第
五章
第
一
節
概

第
二
節
秩
父
別
の
築
山
群

第
三
節
松
浦
武
四
郎
と
秩
父
別

第
六
章
秩
父
別
の
地
名
考
・

第
一
節
概

要
第
二
節
字
名
の
起
源
・

第
三
節
付
近
の
地
名

第
二編

北
海
道
抄
史

第
一
章
近
世
ま
で
の
北
海
道

第
一
節
古
代
・
中
世
の
北
海
道

第
二
節
近
世
の
北
海
道

第
二
章
開
拓
の
進
展

開
拓
の
経
過
・

土
地
政
策
の
変
遷

移
民
政
策
の
変
遷

第
四
節
雨
竜
原
野
の
開
拓

・前
一10

・前
10円
・前
九
前
八六

前
八六

前
八

前
七五

・前
七五

前
六六

前
三

前
天

前
兵

前
吾

前
吾

前
吾

前
ち

・前
四

11

第
二節

植秩
父
別
の
先
史
・

要
・

第
三
節

第
二
節

第
一節



三

前
二〇五

前
二〇五

前
100

・前
一九〇

前
一八四

…
前
一七五

前
一七O

前
一三

前
一六三|

前
一四九

前
一三

前 前 ・前
二
六

�� 一五

一五

二三 二三 三

目
次

村
第
一
節
兵

第
一
章
屯
田
兵
に
よ
る
開
拓・

第
三
章
北
海
道
の
屯
田
兵
制・

第
一
節
屯
田
兵
制
度
の
成
立
経
過

第
二
節
屯
田
兵
村
の
建
設
と
召
募
移
住
・

第
三
節
屯
田
兵
諸
規
程
と
兵
村
の
展
開
・

第
四
節
屯
田
兵
村
の
実
態
と
成
果

第
四
章
北
海
道
の
行
政

第
一
節
開
拓
使
時
代

第
二
節

三
県
一
局
時
代

北
海
道
庁
時
代

第
三
節

第
四
節
北
海
道
時
代

1
そ
の
後
の
経
緯・・

第
五
章
空
知
の
概
要拓

第
六
章
地
元
出
身
者
の
活
躍

2
歴
代
空
知
支
庁
長

1
管
内
市
町
村
の
状
況
と
人
口
の
推
移・

第
三
編
開

二三



次

第
二節

屯
田
兵
の
生
活

追
給
地
の
開
拓

兵
村
当
時
の
古
文
書

移
住
当
時
の
思
い
出

兵
村
外
地
区
の
開
拓・

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
二章

第
五
節

第
一
節
滝
の
上
地
区
・

第
二
節
東
山
地
区
・

第
三
節
中
山
地
区
・

第
四
節
南
山
地
区
・

兵
村
周
辺
地
区

第
六
節
雨
竜
川
沿
岸
地
区

第
三
章
戦
後
開
拓

第
一
節
開
拓
以
前
の
状
況

・
第
二
節
開
拓
行
政、
施
策
の
推
進

第
三
節
開
拓
地
代
行
開
墾
事
業

第
四
節

第
五
節
入
植
と
開
拓
営
農

開
拓
農
業
協
同
組
合

前
言
一

・前
三

前 前
三
八

前
三三

・前
三三

・前
三
六

前
三
四

前
三
三

前
三0

前
三〇七

前
三
三

前
三
三

前
二八六

前
一七六

前
二七〇

前
二四〇

目

四



政

革
第
一
節
屯
田
兵
現
役
時
代

第
二
節
戸
長
役
場
時
代

第
三
節
二
級
町
村
制
時
代

第
四
節
一
級
町
村
制
時
代

第
五
節
地
方
制
度
の
改
革

第
六
節
町
制
施
行
・

町
界
と
字
界
の
変
更

第
七
節

第
八
節
町
政
の
展
開
・

1
町
総
合
計
画

・
概
要

・町
政
の
展
開

・
秩
父
別
町
振
興
公
社

三

目 4
広
域
行
政

次

五

二九

二六

三 三

・前
四
四

・前
四
三

前
三
七

前 1 前
美
七

前
三
七

前
三七
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三
七

・前
三四七

第
四
編

行

第
一
章
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町
政
懇
談
会
・
町
内
放
送

・
町
勢
要
覧

3
広
報
・
公
聴
・

・
秩
父
別
町
土
地
開
発
公
社

2
公
社
等
の
設
立
・



目

六

四六 四五 四四

前
四
六

前
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・前
四四六

1
交
流
の
状
況

第
十
節
開
基
記
念
式
・

例
年
記
念
式
・

12
開
基
百
年
記
念
式

第
十
一
節
戸
数
・
人
口

秩
父
別
町
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と
人
口
の
推
移
・

第
十
二
節
庁
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と
事
務
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構

現
在
の
事
務
機
構

1
・
事
務
機
構

・
出
納
室
制

2
歴
代
三
役

各
委
員
会
と
委
員

4 3

3
歴
代
幹
部
職
員
:

•
過
疎
地
域
振
興
対
策
・
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

第
九
節
姉
妹
町
締
結

・
地
域
開
発
の
促
進

6
地
域
振
興
・

・
進
出
企
業

5
企
業
誘
致
・

次

・
概
況

・北
空
知
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興
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会

・前
四四一
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・
公
平
委
員
会
・他
の
委
員
会
委
員

1
町
内
会
館
と
歴
代
町
内
会
長

・
町
内
会
館

・会
館
新
築
状
況
・
歴
代
町
内
会
長

第
二
章

財
政

・
納
税
奨
励
・年
度
別
収
入
未
済
額
・
不
納
欠
損
額

税
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会•
納
税
貯
蓄
組
合

目 1
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
状
況

次

第
三
節
特
別
会
計

七

・前
五六六

前
四八五

六三 六三 六〇

・
概
況
・
税
収
の
実
績

1
税

第
二
節
税
収
お
よ
び
税
外
収
入

収
.

・
現
況
・目
的
別
地
方
債
借入
状
況

3
町

債

2
基
金
の
設
定
・

・
概
況

・
一般
会
計
の
推
移
・
一般
会
計
決
算

一
般
会
計
の
推
移

第
一
節

一般
会
計
の
変
遷

1
40 0

・前
四九七

前
四九

四七
第
十
三
節
町
内
会
活
動

・前
五七八

2
納



・
議
会
の
運
営

・議
会
と
各
委
員
会
・
議
会
だ
よ
り
の
発
行
・議
会
の
審
議
活
動
状
況

・前
六六七

前
六五

前
六三二

・前
六四

前
六四二

前
六三

・前
六〇九

・・前
六
三

七七 七七 七七 七六 天六 七三

七三

次

・
特
別
会
計
の
推
移
・国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況
(
そ
の
一
、
そ
の
二
企
業
会
計
)

会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況

第
四
節
財

産
・

1
公
有
財
産
調

・
財
産
諸
表

2
基
本
財
産
・

第
五
節
出
納
検
査

1
歴
代
監
査
委
員

第
六
節
指
定
金
融
機
関

第
三
章
議
決
機
関

・・

第
二
節

第
一
節
戸
長
役
場
時
代

二
級
町
村
制
時
代

一
級
町
村
制
時
代

第
三
節

第
四
節
地
方
自
治
法
公
布
後

昭
和
六
十
一
年
以
後
の
議
会

1

・
老
人
保
健
特
別

目

八



・
歴
代
議
長
・
副
議
長
•
議
会
事
務
局
長

第
四
章
選

挙
第
一
節
選
挙
法
の
改
正

改
正
の
経
緯

1第
二
節
選
挙
管
理
委
員
会

1
選
挙
管
理
規
定
...

歴
代
選
挙
管
理
委
員

第
三
節
選
挙
投
票
状
況

1
各
選
挙
の
状
況
・

国
政
選
挙
と
投
票
率

地
方
選
挙
と
投
票
率

(2)

第
五
章
戦
争
と
行
政

第
一
節
徴
兵
制
度
・

典

第
二
節

第
三節

戦
争
の
終
結
・・

第
六
章

栄
第
一
節
叙
勲
お
よ
び
褒
賞

戦
時
下
の
秩
父
別

1目
九

・前
七
八

前
七
八

前
七四五

前
七〇七

・前
七〇一

前
七01

尖 尖 尖

次

叙
位
・
叙
勲

・前
六九九

・前
六八七

前
六八七

2



一〇
目

次

賞

第
二
節
名
誉
町
民
・

2
褒

4
農
産
物
検
査

10八

一〇六

101

3
産
米
改
良
・

2
作
付
と
収
量
・

•
概
要

・秩
父
別
町
農
業
構
造
政
策
推
進
会
議

1
近
年
の
稲
作
状
況

第
四
節
稲

作
第
三節

村
営
に
よ
る
潅
漑
工
事

・前
八一四

前
七九八

前
七九六

前
七九

前
七九一

九七

第
五
編
産
業
と
経
済

第
一
章
農

業
第
一
節
草
創
期
・

第
二
節
水
稲
の
試
作・

•
品
種
別
上
位
作
付
状
況

•
等
級
別
出
荷
数
量

前
七
一

・前
七七七

1
町
政
功
労
者
・

1
名
誉
町
民
・

第
三
節
町
政
功
労
者・

・
水
稲
品
種
と
そ
の変
遷

・
面
積
と
反
収

・
一〇
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
の
推
移



一
一

・
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
転
作
作
物

目
次

・
現
況

菜 作

第
五
節
畑
作
と
果
樹

10

・
概
要

農
業
気
象

・
近
年
の
災
害
状
況

9
災
害
状
況
・

・
共
同
利
用
に
よ
る
大
型
化

8
農
機

具

・
採
種
ほ
組
合

7
水
稲
原
採
種
ほ

・
生
産
調
整
と
転
作

6
米
の
生
産
調
整

•
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量

5
産
米
事
情
の
変
遷

・
米
・
麦
の
検
査
結
果

・
米
価
の
変
動

2 1
前
八八六

三三 二
八

二
七

二一五

二
三

110

•
品
種
別
採
種
面
積
お
よ
び
生
産
量

・
農
用
機
械
所
有
台
数
の
推
移

・
産
米
出
荷
量
と
販
売
高
の
推
移

蔬 畑・
畑
作
の
状
況



第
十
三
節
土
地
改
良
事
業

2
農
業
委
員
会

1
農
家
数
お
よ
び
経
営
規
模

第
十
二
節
農
地
改
革
(農
業
の
推
移
)

第
十
一
節
戦
後
開
拓

・
概
要

1
近
年
の
取
り
組
み

第
十節

農
産
物
加
工
・

第
九
節
内
水
面
漁
業・

第
八
節
養

蚕
・
生
産
と
販
売

・手
紡
ぎ
研
究
会

2
緬

羊

・
概
要
・畜
産
組
合

畜
産
業
の
状
況・

1
第
七
節
畜

第
六
節
林

・
現
況

3 目

花

次

卉

産
・

業

・前
九五

・前
九三三

前
九三 前 前 前九三三

九三 九三

一三〇

一二九

一三五
前
九00

・前
八九四

一
二

二三四

一臺

三



1
国
営
土
地
改
良
事
業
の
概
要

2
道
営
土
地
改
良
事
業
の
概
況
・

•
圃
場
整
備
事
業
・土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

第
十
四
節
新
農
村
建
設
総
合
対
策
事
業

3
秩
父
别
土
地
改
良
区

第
十
五
節
農
業
構
造
改
善
事
業

新
農
業
構
造
改
善
事
業

1
・
事
業
(施
設
)
の
概
要

第
十
六
節
農
地
開
発
事
業

第
十
七
節
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

1
概

要

第
十
八
節
農
政
一
般

1
近
年
の
振
興
対
策
事
業

・
講
習
会
・
研
修
会
・産
業
後
継
者
対
策

各
団
体
の
活
動
状
況

・
空
知
北
部
地
区
農
業
改
良
普
及
所

・秩
父
別
町
農
業
改
良
普
及
事
業
推
進
協
議
会
•
秩
父
別
町

農
業
振
興
基
金
運
用
委
員
会

・
秩
父
別
農
業
協
同
組
合

・秩
父
別
農
業
協
同
組
合
青
年
部
・
婦
人
部
・北
空
知
農
業
共
済
組
合

一四五

一四四

一四四

一四二

前
九九七

一四二

前
九九二

100

一四0

一元 一元 11

目
次

一三

2

前
1000

前
九七三

前
九七四



目

次

・
秩
父
別
町
農
民
協
議
会
・
秩
父
別
町
稲
作
経
営
研
究
会
・秩
父
別
猟
友
会
•
農
業
生
産
組
合

一
四

1�0

一六七

一六三

一六一

一九 一五七

一毛 一五七

一五四

1
推
移
状
況
・

第
二
節

工
業

第
三
節
商
工
業
統
計

5
関
係
団
体
・

・
商
工
会
婦
人
部
の
活
動

・
秩
父
別
商
工
会
の
状
況

4
商

工
会

・
商
工
会
の
部
会
活
動

・
地
域
行
事
へ
の
協
賛
・
特
産
品

・
商
工
会
青
年
部
の
活
動

前
一〇七五

前
1000

前
一〇四

前
一〇四九

前
一〇三元

・
秩
父
別
町
青
果
・
蔬
菜
園
芸
振
興
協
議
会

・秩
父
別
町
農
業
者
年
金
協
議
会

第
十
九
節
農
業
主
要
指
標

第
二
章
商

工
業

第
一
節
商
業
お
よ
び
工
業

商
業
の
概
況
と
現
状

・
概
況

・業
種
別
小
売
業
商
店
数
・
従
業
者
規
模
別
卸
小
売
店
数

2
商
業
振
興
・

1

・
経
営
改
善
・金
融
機
関

3
工
業
の
概
況
と
現
状

・
概
況

・
工
業
の
推
移

・
企
業
誘
致



一
五

目 (2)日
本
庭
園
「百
祿
園
」

次

一八七

一八四

一八四 一八三 一八三

一八一

一七 七

一七七

一七四

一七四

第
三
章
観

光
第
一
節
観
光
資
源

1
潤
い
の
あ
る
住
空
間
公
園

●
概
要

・整
備
図

2
施
設
設
備
・

(1) 2

秩
父
別
温
泉
ち
っ
ぷ
ゆ
う
&
ゆ

交
流
会
館

・
概
要

・施
設
設
備

(2)

・
概
要
・利
用
状
況

(3)

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

・
概
要

・利
用
状
況

開
基
百
年
記
念
塔

(4)

・
概
要

公
3(1)

こ
ど
も
冒
険
の
森
公
園
と
自
然
と
語
ら
う
公
園

園

・
こ
ど
も
冒
険
の
森
公
園
概
要
と
施
設
設
備
・
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
共
和
国
の
誕
生

・
自
然
と
語
ら
う
公
園
概
要
と
施
設
設
備

・前
一0八一

前
一〇八二|

一七四



・
秩
父
別
町
教
育
委
員
会

・
歴
代
教
育
委
員
会
委
員
と
教
育
長
・
奨
学
制
度
と
貸
付
状
況

1
教
育
行
政
機
関

第
二
節
教
育
体
制
:

・
概
況

・
国
際
理
解
と
交
流
•
生
涯
学習

・
教
育
の
改
革

1
近
年
の
教
育
事
情

第
一
節
教
育
制
度
の
変
遷

第
一
章
教
育
行
政

第
六
編
教
育
・
文
化

・
歴
代
会
長

秩
父
別
町
観
光
協
会

記
念

碑
・

・
公
衆
便
所

・朝
市

・
ゴ
ル
フ
場

・
さ
わ
や
か
ト
イ
レ

・
ふ
る
さ
と
特
産
物
展
示
館
・
み
ち
の
駅

・前
二
二

・前
一〇九七

・前
一〇九七

九 一九八 一九五

一九五

一九五

一九三 一九三

一八八

一八八 一八

目

•
概
要 次

一
六

(3)
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
<
第
六
編
第
三
章
第
三
節
2
に
収
録
>

6 5

5 4
そ
の
他
の
施
設
設
備

・
概
要
と
施
設
設
備

(4)百
年
記
念
西
公
園



・
教
職
員
住
宅
の
整
備
<
第
七
編
第
四
章
第
一
節
1
に
収
録
>

2
そ

の
他
・

・
学
校
健
康
会
・
北
海
道
教
職
員
組
合
北
空
知
支
部
秩
父
別
支
会

・空
知
教
職
員
組
合
深
川
支
部
秩
父
別
分
会

第
二
章
学
校
教
育

第
一
節
小
学

校
・

秩
父
別
小
学
校

・
現
況

・歴
代
小
学
校
長

・施
設
設
備
の
充
実

2
通
学
の
確
保

・
ス
クー

ル
バ
ス
の
運
行

3
児
童
数
の
推
移
ほ
か

・
学
年
別
学
級
数
・
児
童
数
お
よ
び
教
員
数

4
秩
父
別
小
学
校
開
校
百
年

・
沿
革
の
概
要
・百
年
記
念
協
賛
会

・
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀会

・
記
念
事
業

前
二六

前
二
三元

三
四

三
四

二〇九

二〇七

二〇四

二〇二

二〇 三

11011

100

目
次

一七

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
語
学
指
導
助
手

・
施
設
設
備
の
充
実

1
秩
父
別
中
学
校
・

第
二
節
中

学
校
・

・
現
況

・歴
代
中
学
校
長

・学
年
別
学
級
数
・
生
徒
数
お
よ
び
教
員
数

前
二
元

1



前
二
〇三

前
二
六
一三
三 三
九
三 二三七

三六

三三三

三 三三
〇

三
〇

目
次

第
三
節
学
校
給
食
・
特
殊
教
育
等

1
学
校
給
食
・

・
給
食
セン
タ
ー
事
業
実
績
・
設
備・
賄
用
品
の
改
善

・
卒
業
生
の
進
路
状
況
・
秩
父
別
高
等
学
校
P
T
A

・
歴
代
高
等
学
校
長

・
秩
父
別
高
等
学
校
対
策
協
議
会

第
五
節
各
種
学
校
・

・
そ
の
他
の
教
育
活
動

・
学
年
別
学
級
数
・
生
徒
数
お
よ
び
教
員
数

2
生
徒
数
の
推
移
ほ
か

・
現
況

・施
設
設
備
の
充
実

1
秩
父
別
高
等
学
校

第
四
節
高
等
学
校
・

・
歴
代
校
医

・秩
父
別
小
学
校
P
T
A

・秩
父
別
中
学
校
P
T
A
・
秩
父
別
町
連
合
P
T
A

3
校
医
ほ
か

・
特
殊
学
級

(2)

中
学
校

・
特
殊
学
級
・
精
神
薄
弱

・
施
設
設
備
の
整
備

前
二
八五

一
八

・
給
食
の
改善

・
歴
代
正
・
副
運
営
委
員
長
セ
ン
タ
ー
正
副
長

(1) 22

・
小
学
校

特
殊
教
育



第
六
節
そ
の
他
の
教
育
機
関

1
教
育
機
関
・

・
北
空
知
視
聴
覚
教
育
研
究
協
議
会

・
北
空
知
地
区
就
学
指
導
協
議会

・
北
空
知
地
区
就
学
指
導
委
員
会

・
北
空
知
生
徒
指
導
協
議
会

2
教
職
員
研
修
団
体

・
秩
父
別
町
教
育
研
究
会
・北
空
知
学
校
放
送
教
育
研
究
会

第
三
章
社
会
教
育

第
一
節
社
会
教
育
の
変
遷

1
歴
代
社
会
教
育
委
員

第
二
節
社
会
教
育
活
動

1
社
会
教
育
活
動
の
拡
充

2
・
社
会
教
育
推
進
計
画
(昭
六
一策
定
)
と
事
業
状況

・
歴
代
体
育
指
導
員

・町
民
運
動
会

青
少
年
教
育

・
成
人
式
・秩
父
別
町
青
少
年
問
題
協
議
会

3
婦
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・
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療
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追
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自
然
と
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開拓100年 米どころ秩父別町 荒井山から百年記念塔を望む (平成6年5月撮影)





第
二
章
秩
父
別
の
地
誌

第
一
節
位
置
・
面
積
・
地
勢

1
位
置
・
面
積
の
一部
修
正

建
設
省
国
土
地
理
院
で
は、
昭
和三
十
年
に
五
万
分
の
一
地
形
図
を
基
準
と
し
て、
全
国
の
市
町
村
別
面
積
の
測
定
を
行
い、
三
十
六

年
に
基
本
測
量
成
果
と
し
て
公
表
し
て
以
来
、
毎
年
所
定
の
修
正
を
加
え
て
発
表
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で、
こ
の
面
積
値
は
五
万
分
の
一
の
地
形
図
を
基
準
と
し
て
測
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
後
測
定
法
も
向
上
し
、

精
度
の
高
い
数
値
が
算
出
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
測
量
法
の
規
定
に
基
づ
く
「基
本
測
量
に
関
す
る
長
期
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、
二
万

五
千
分
の
一
の
地
形
図
を
基
準
と
し
た
六
十三
年
十
月
一
日
現
在
の
新
し
い
面
積
値
が
測
定
さ
れ
た。
そ
の
結
果、
前
町
史
に
記
載
さ
れ

た
数
値
に
差
異
が
生
じ
た
の
で
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
(昭
和
六
十
三
年
十
一
月
十
日
官
報
告
示
に
よ
り
公
表
)。

位
置
東
経
一
四
一
度
五
七
分
北
緯
四三
度
四
五
分、
海
抜
四
六
メ
ー
ト
ル
。

面
積
最
長
東
西
九
・
三
キ
ロメ
ー
ト
ル、
南
北
七
・
九
キ
ロ
メー
ト
ル
で、
ほ
ぼ
開
い
た
扇
状
形
を
な
し
、
総
面
積
四
七
・
二
六

平
方
キ
ロ
メー
ト
ル
。

総
面
積
に
占
め
る
各
地
目
別
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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章
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父
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誌

111
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面

(注)

構
成
比
2 積

総
面

積
宅

三
・
〇
〇

一
・
四
三 地

六〇
・
四
六

二
八・
三
一

田

八
・
三
二

三
・
九
四

畑

山

八・
三
五

四
・〇
五 林

二・
七
六

一・
三
一

沼
・
原
野

一七
・
一三

八
・
二
二

そ
の

他

「そ
の
他
」
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
公
園
・
遊
園
地
・
墓
地
・
境
内
地
等
を
総
合
し
た
も
の

象

そ
の
後
の
気
象
統
計

近
年、
地
球
を
取
り
巻
く
大
気
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、
世
界
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
南
米
チ
リ
ー
沖
の
エ
ルニ
ー
ニ
ョ現
象
、
乱
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
、
二

酸
化
炭
素
の
過
剰
排
出、
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
放
出
等
が
原
因
と
な
っ
て、
地
球
の
温
暖
化
が

進
ん
で
い
る
。
特
に
炭
酸
ガ
ス
の
一
万
倍
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
大

気
中
へ
の
放
出
は、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
て
紫
外
線
を
増
大
さ
せ
、
地
球
上
へ
の
太
陽
光

線
の
異
常
照
射
を
も
た
ら
し
、
地
表
や
そ
の
付
近
の
気
象
状
況
に
大
き
な
変
化
を
起
こ
し

つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る。

町
で
は、
昭
和
六
十
三
年
に
「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」
の
交
付
を
受
け
、
こ
の
資
金
で

五
第
二
章
秩
父
別
の
地
誌

アメダス気象観測器 (平成7年8月撮影)
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・ 南

十
二
十

二
傾
向

(単
位

メー
ト
ル)

六
第
一
編
自
然
と
人
文

独
自
の
気
象
観
測
装
置
を
設
置
(
五
条二
丁
目
)
し、
平
成
元
年
十
月
よ
り
稼
働、
同
二
年
一
月
から
各
観
測
デ
ー
タ
の
記
録
を
農
業
や

生
活
に
役
立
た
せ
て
い
る
。

風
向
表
(秩
父
別
町
農
業
気
象
観
測
所
記
録
)

平
成
二
年
以
降
の
本
町
の
観
測
デ
ー
タ
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
・
六

南 一

二
・
七

北
東

三
・
四

南
南
西

南 南
南
三
・
五

南
南
西

南 111
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・
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一
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四
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一
三
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北
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八・四
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三
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1
三・三
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0.0
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三・二
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1
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三
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10.
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-
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一五・五
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九・0
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三・七
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一四六

七 一六九 一〇九
101

十
月
十
一
月
十
二
月

降
水
量
月
計
(沼
田
気
象
通
報
所
)

昭 年

平
元
六三 六二

... 月

三
*

一五八 八
100 八

一
月

二
月

三
月

四
月
五
月

六
月
七
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月
九
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四六

五C

七九

三 一五 二六
110

100
一九一 六八 九六
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一五一 10五 101
一五六

一九五
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一六四
一七 一 一天

(単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル)

(注)
平
成
二
年
度
以
降
は
、
秩
父
別
町
農
業
気
象
観
測
所
デ
ー
タ
で
あ
る
。

一
月
二
月
三

月
四
月

五
月
六
月
七
月
八
月
九
月
十
月
十
一
月
十
二
月

(単
位
摂
氏
・
度
)

平 昭
六〇

六三 六二 六一
二 元

1
三
五
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(
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三
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三
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三
・〇

一五・三

平
均
気
温
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気
象
通
報
所
)
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八・六
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日
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成
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年
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秩
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別
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象
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所
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。
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川
農
業
気
象
観
測
所
)

六 五 四 三

六四

二六

六三
八・三

二・三

九・二五

九・六

八・二

二・二

九・二四

九・五

八・一五

二・三 九・二五

九・七

九・二〇

九・二四

九・一

七・二七

五五 四 六八 七六

九・一九

九三 九・一

一〇・二五

九・三

九・三七

九・五

10・10

～
五・二六

五・六

五・八
～
10・二三

10.11
～
六・一

五・二〇

～
六・二10

～
七・二

六・三九

四・
七

S

九

平 昭 年

二

二

元 六
三
六
二
六
一

六〇

初
日

(注)
平
成二
年
以
降
は
秩
父
別
農
業
気
象
観
測
所
デ
ー
タ
ー
よ
り

三三 元 気

日
終
月

雪

初
月

日
日

～
五・三二

六•10 四・二七
PO 九三

初

四|

111



(注)
平
成
二
年
度
以
降
は、
秩
父
別
町
農
業
気
象
観
測
所
のデ
ー
タ
で
あ
る
。
*==デ

ー
タ
欠
落

平 昭年六三
六二
六
一

六
〇 月

元
・八
五九・六

五五・五
四〇・一
六八・一
六三・八
六四・六
三
・九
三九・五
八五・九
一三八・八

一三八・七
五
・六
五八・九
八八・七
九七・八
九六・四
二
三・ニ

二三
・七

一五二・四
一〇六・〇
二
〇・五
三六
・一

一六四・九 *
180.0
一六二・七
一八八・六

一九六・三
一七一・四
一八七・五
一九一・七
一七三・六
二五五・七

二〇九・六
九六・〇
二三
・八

一七七・三
一四五・二
一六八・〇
一五三・〇
一九五・五
二五六・六
二三四・七
六
月

七
月
|

一六四・五

----------

一六〇・一
二〇・七
一七九・八
一二七・四
一九一•四
二元・三
九三・〇
一九〇・〇
二〇七・九

八
月
九
月
|

一天・三

一四四・五
二三三・九
一五五・三
一四三・三
10三・ 〇
一七八・一
一五二・五
一九二・七
二〇〇・七

八・七
九三・九
一三・六
101.0
一六一・七
一二七・二
一〇七・九
一四八・八
一五六・〇
一六二・三

十
月

点計

検器

六三・一
五
・六
八九・七
五九・七
10四・七
六
・〇
四九・〇
九七・五

十
一
月

(単
位

10円・一
三九・三
三四・八
三
・
七

四八・三

一九・八
五
・〇
五三・四
六三・四

十
二
月

日
照
時
間
(沼
田
気
象
通
報
所
)

六
一〇
・
二
三

第
一
編
自
然
と
人
文

四
・
九

一
〇
・
二〇

四
・
九

一二
・
三

四
・
二
一

一
〇一
三
九

(注
)
平
成
二
年
以
降
は、
秩
父
別
町
農
業
気
象
観
測
デ
ー
タ
に
よ
る
。

*
=
デ
ー
タ
欠
落

5

七 六 五 四 三

一五七・六
一九四・一
九九・〇
10五・〇

一四五・三
一五八・六
一四五・三
一九七・六
二〇〇・四

一九九・五
一四八・八
一八〇・九
三三三七・八

一二〇・三
一九二・八
一八九・〇
一九二・八
一0六・八
一六七・一
一八三・三

一五九・六

三三三・
九六・三

一
月

二
月
三
月
四
月
五
月
|

九〇・一
七九・八 *

一四五・四

一九五・〇
一〇五・六

時
間
)

二 元
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第
四
章
北
海
道
の
行
政

第
四
節
北
海
道
時
代

1
そ
の
後
の
経
緯

昭
和
五
十
八
年
四
月
から
道
政
を
担
当
し
た
横
路
知
事
は、
六
十二
年
四
月
に再
選
、
平
成三
年
四
月
に三
選
を
果
し、
三
期
に
わ
た

り
北
海
道
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
。
五
十三
年
度
か
ら
十
年
計
画
で
行
わ
れ
た
第
四
次
北
海
道
発
展
計
画
の
あ
と
を
受
け
て、
六
十
三

年
度
か
ら
は
第
五
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
を
実
施
に
移
し
、
目
下
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
間
ソ
連
極
東
地
域
を
訪
問
し
、
初
の
ノ
モン
ハ
ン
慰
霊
団、
択
捉
・
国
後
・
色
丹
島
へ
の
北
方
墓
参
団
の
派
遣、
北
方
領
土
か
ら

の
ビ
ザ
な
し
渡
航
の
受
け
入
れ
等
実
現
し
て
き
た
が
、
政
治
体
制
変
革
直
後
の
ロ
シ
ア
政
府
を
相
手
と
す
る
北
方
領
土
問
題
は
依
然
未
解

決
の
ま
ま
で
あ
る
。

経
済
面
で
は、
か
つ
て
強
大
な
生
産
量
を
誇
っ
た
道
内
石
炭
産
業
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
需
要
変
化
に
伴
っ
て
次
第
に
斜
陽
化
の
道
を

た
ど
る
こと
に
な
り
、
大
手
炭
鉱
が
次
々
に
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
た。
ま
た
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
も
、
減
反
政
策
に
加
え
て
農
産
物
輸

入
自
由
化
の
外
圧
を
受
け、
牛
肉
・
オ
レン
ジ
に
続
い
て
米
市
場
の
開
放
も
決
定
さ
れ
て、
道
内
農
業
の
今
後
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
平
成
五
年
は
記
録
的
な
日
照
不
足
に
災
い
さ
れ
て
冷
害
と
な
り
、
そ
の
被
害
額
は
全
道
で
一、
九
七

四
億
円
に
の
ぼ
り
、
農
家
経
済
は
深
刻
な
大
打
撃
を
受
け
て
そ
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
る。
流
通
の
基
盤
で
あ
る
道
路
網
は
年
整々
備
が

第
四
章
北
海
道
の
行
政

一
三
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進
み、
道
央
自
動
車
道
の
区
間
延
長、
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
二
七
四
号
線
の
完
成、
国
道二
三
一
号
線
の
延
長
等
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

更
に、
深
川
・
留
萌
間
の
高
規
格
道
の
建
設
も
始
ま
り、
秩
父
別
町
に
I
・
C
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポー
ツ
面
で
は
、
平
成
元
年
に
「
は
ま
な
す
国
体」
が
開
催
さ
れ、
秋
季
大
会
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
、
体
育
の

祭
典
が
盛
大
に
展
開
さ
れ
た
。

平
成
五
年
七
月
十
二
日二
二
時
一
七
分
道
南
西
沖
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
七
・
八
の
大
地
震
お
よ
び
同
六
年
十
月
四
日
東
方
沖

に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
八
・
一の
大
地
震
に
よ
り、
沿
岸
各
地
に
被
害
が
発
生
し
、
特
に
奥
尻
島
は
津
波
と
火
災
に
よ
っ
て
甚
大

な
被
害
を
受
け
た。



第
五
章
空
知
の
概
要

管
内
市
町
村
の
状
況
と
人
口
の
推
移

空
知
管
内
の
市
町
村
は
従
前
と
変
わ
り
が
な
い
が、
人
口
動
態
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る。
こ
れ
は
近
年
の
出
生
率
の
低
下
と
相

ま
っ
て
、
経
済
変
動
の
影
響
に
よ
り
転
出
等
の
結
果
で
あ
る
。
石
炭
の
需
要
減
少
に
よ
っ
て
産
炭
地
は
次
と々
閉
山
に
追
い
込
ま
れ、
従

業
員
は
他
に
職
を
求
め、
離
山
し
て
過
疎
現
象
を
招
い
た。
農
村
地
域
に
お
いて
は、
後
継
者
不
足
、
就
業
者
の
高
齢
化
等
で
や
む
な
く

離
農
し
た
た
め
の
農
業
人
口
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
。
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
不
合
理
な
転
作
や、
農
産
物
輸
入
自
由
化
方
針
に
よ
る
国

内
生
産
へ
の
圧
迫
な
ど
、
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
農
業
不
振
と
な
り
、
過
疎
現
象
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十三
年
以
降
の
管
内
人
口
の
推
移
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

管
内
市
町
村
の
人
口
の
推
移
(
毎
年
十
月
一
日
現
在
)

北 三 美 岩 夕「
見

笠 唄 張
沢

村 市 市 市 市

戸 昭

一、
二三七

七、
八四八

三
、
五七〇

二六、
七六九

10、
六壹 数

人

四、
七三三

二0、
二八〇

壹
、
六四二

八三、
四九二

二七、
〇五一

六三
ロ
戸
平

一、〇九三
六、
六
八

一三、
五四九

一天、
五
四

へ、
七六六 数

人

四、
三五〇

一七、〇四九
壹壹、
一七六

八〇、
四三三

二〇、
九六九

二

ロ

=
戸
平一、

二〇六
六、
九〇五

一三、
二〇三

三
、
〇二五

八、
七〇六

数

人四、
三
四

一六、
三七七

云
、
一八八

一九、
九一九 口

戸
口

戸

平

一、
〇九八

六、八三
一三、
二七四

三
、
四〇六

八、
三
三 数
人

四、
二五七

一五、
七二八

三
、
五
八

八四、
四六一

一八、
五〇三 六

口

総
務
庁
統
計
局

市
町
村
名
項
目

年
度

1第
五
章
空
知
の
概
要

一五

四
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北
海
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史

一、
六三

二、
〇七五

六
、
二三

一、
二四〇

三、
六九五

三、〇五九
二、
九三一

三、
吾四五

八、三
三

一八、
八二四

八、
〇八一

10、
五六六

七九、
九〇七

一、
六九八

五、三七八
三、
七〇三

三、
四六六

一、
五八三

三、
一三

五、
五二五

三
、
九六一

一六六、
九四六

三、
九八八

八、
九九

三、�
五

七、
五七六

八、
五
六

九、二七ニ
二四、
七七七

五
、
三

三
、
一旦三

一
、
九七〇

二三九、
四七三

五、
二八三

一六、
七七〇

二三、
七九七

八、
二五四

五、
八四一

九、言

一、
三
六

10、
六一七

△
四、
三
一

五五、
七六二

一、
二〇九

三、
五七四
九四〇

三、
六二

二、
七九三

三、
一八〇

八、
一臺

一七、
七四四

七、
三〇一

九、
三五七

△
五、
〇三五

七四、
八七三

一、
六〇六

五、
三七五

三、
五一七

二、
三九三

一、
五四六

三、
七八七

五、00三
三
、
六七四

△
二
、
〇九六

一五五、
八五〇

三、
九八一

八、
七八七

三、〇天
六、
四
九

八、〇七五
八、
二七九

三、
一吾

乳九、
五
一

一九、
四〇九

二五、
〇七九

△
一五、
五六一

三三、
九三

五、
五三元

一六、
101

三
、
二八三

七、
八一〇

五、
六六五

八、
吾
八

一、
五五三

二、
二六四

四、
三
六

五九、
九七八

一、
三七九

三、
七七四
九五六

三、
七五〇

二、
八八二

三、
二四八

八、
六三

一九、
四八二

七、
七九三

10、
〇八

五、
五九九

八〇、
四七一

一、
七三三

五、
五〇五

三、八二四
三、
四五四

三、
二三九

三、
九七〇

四、
九一八

二
、
六三

△
二、
五二一

一
、
二
九

三、八五一
八、
六八ニ

三、〇三九
六、二〇九
八、
〇二五

七、
九七五

三
、
七
三

乳
、
二三三

一八、
九七五

一四、
六九〇

一三三
三三、
七七O

五、〇三三
一五、
九八二

一二、
三九九

七、
七〇円

七、
〇八一

八、
四三一

△

一、
五四四

二、
三
七

三五九

五
、
六一九

一、
四〇九

三、
七九八

一、
二一四

三、
六七〇

三、
九〇七

三、
一五六

八、
六七六

一九、
七一一

七、
六〇三

10、
00六

一、
九10

八三、
完
一

一、
七一九

五、
七七一

三、
九三〇

二、
四八一

三、
六二

三、
九四五

四、
七〇四

二八、
九三

△
九、
三〇四

一四、
四〇三

三、
七九七

八、
四七五

三、
010

五、
九八八

七、
九六二

七、
四八七

三、
九九

八四、
九10

一八、
000

二三、
六四七

三
九

三三、
九八九

四、
八九八

一五、
八九九

三三、
四
三

七、
五六九

八、
五九四

八、〇八六

妹 深背
川

牛

中空知 南空知 月 栗 長 由 南 栗

前
回
比

計

雨 新 浦 上 奈 歌 砂 滝 赤 芦
十 砂 井 志

竜 津 臼
川

川 川 平 別
川 江 内

前
回
比

形 山 沼 仁 幌 沢
計

町 市 町 町 町 町 町 市 市 市 市 市 町 町 町 町 町 町

一六

九七〇



第
五
章
空
知
の
概
要

一七

今 細 青 出 清川 木 葉 水 廚

氏斎
藤
外
一 名

平
六
・
四

秀
人
平
四
・
四
平
六
・三

平
二・
四
平
四
・
三

平
元
・
四
平

二・
三

平
元
・
三

昭
六
二
・三

退
任
年
月

備
考

歴
代
空
知
支
庁
長

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
歴
代
空
知
支
庁
長
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

北空知 幌 沼 北 秩

前 加 父
回|計 内 別

比 町 町 町 町歴
代
空
知
支
庁
長 五二、
九九三

三、
九〇円

五、
三九四

三、二五一
三、
九天

△
七六一

一六、
七六五

九六五
一、
六八三
ハヤO

一、
二〇五

△
ニ、
六八〇

吾
、
三
三

三、
六堂

五、二〇六
三、〇〇九
三、
七三五

△
ニ、
一七五

四八、
一天

三、
五七六

五、
〇三七

三、九八九
三、
六セニ

一七、
七八六

九八○
一、
七七四

一、
一九一

△
六五三

四七、
五〇六

三、
五一六

四、
八四三

二、
九三〇

三、
六〇一

計 田 竜
√

一七、
五
六

九八四
一、
七五四
九〇五

一、
一八六

七九一
一七、
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第
八
節
町
政
の
展
開

1
町
総
合
計
画

概
要
秩
父
別
町
は、
戦
後
経
済
の
復
興
と
共
に
大
き
く
発
展
を
し
て
き
た
が、
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
我
が
国
の
経
済

社
会
は
高
度
成
長
期
を
迎
え、
都
市
部
と
郡
部
に
大
き
な
変
動
が
生
じ
た
。
過
密
と
過
疎、
産
業
間
格
差、
地
域
格
差

を
起
こ
し
、
農
業
を
中心
と
す
る
本
町
も
人
口の
流
失、
若
年
労
働
力
の
不
足
な
ど
、
経
済
的
・
社
会
的
な
問
題
が
起
き
て
き
た。

町
で
は、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め、
長
期
的
展
望
に
立
った
計
画
的・
総
合
的
な行
政
を
推
進
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き

た
。
こ
の
た
め、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で
五
年
間
を
期
間
と
し
た
「秩
父
別
町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
。
こ
の
計
画
に

引
き
続
き
五
十
一
年
度
か
ら
六
十
年
度
を
目
標
と
し
た
「
第二
次
秩
父
別
町
総
合
開
発
計
画
」
が
立
案
さ
れ
た。

更
に、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
を
目
標
と
し
た
「第三

次
秩
父
別
町
総
合
計
画」
が
策
定
さ
れ、
次
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
町
の
行
政
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

調
和
あ
る
発
展
の
た
め
の
基
盤
整
備

一二
町
の
活
力
を
創
る
産
業
の
振
興

革

三
安
全
で
快
適
に
暮
ら
す
た
め
の
生
活
環
境
の
整
備
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一
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第
四
編
行

四
健
や
かで
生
き
が
いの
あ
る
暮
ら
し
の
た
め
の
医
療
・
福
祉
の
充
実

五
ゆ
と
り
あ
る
教
育
の
推
進
と
個
性
的
な
文
化
の
創
造

六
開
基
百
年
に
向
け
て
の
行
財
政
の
運
営

町
政
の
展
開
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
改
善
の
一
環
と
し
て
、
自
治
省
か
ら
各
市
町
村
に
対
し
行
政
の
効
率
的
運
営
を
図
る
た
め
の

改
革
を
指
導
し
て
き
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
本
町
で
も
六
十
年
秋
に
「秩
父
別
町
行
政
改
革
懇
談
会」
を
発
足
さ
せ、

庁
内
に
も
「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
を
設
け
て
、
両
者
相
ま
っ
て
行
政
改
革
の
検
討
を
進
め
た
。
そ
し
て
六
十
一
年
春
、
懇
談
会
から
答

申
が
提
出
さ
れ、
こ
れ
に
基
づ
い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
「
秩
父
別
町
行
政
改
革
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
た
。
内
容
は
事
務
事
業
の
見
直

し
、
組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化、
給
与
の
適
正
化
、
定
員
管
理
の
適
正
化
、
民
間
委
託
・
〇
A
化
等
事
務
改
革
の
推
進、
会
館
等
公
共

施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営
の
合
理
化、
町
議
会
議
員
の
定
数
の
合
理
化
と
な
っ
て
お
り、
三
か
年
で
達
成
で
き
る
も
の
と
直
ち
に
着
手

す
る
も
の
に
区
分
し
、
逐
次
具
体
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
八
日
執
行
さ
れ
た
町
長
選
挙
に
お
い
て
後
藤
義
博
が
当
選
し
、
二
期
八
年
に
わ
た
り
町
政
を
担
当
し
た
梅
澤

宗
純
と
のバ
トン
タ
ッ
チが
行
わ
れ
た
。
昭
和
六
十
二
年
度
当
初
予
算
は、
町
長
交
替
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
骨
格
予
算
と
な
っ
た
が
、

本
町
が
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
豊
か
に、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
発
展
の
基
礎
を
作
る
こ
と
、
特
に
各
分
野
に
わ
た
る
人
材
育
成
に
重
点

を
お
き
、
し
か
も
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
調
和
の
と
れ
た
施
策
の
展
開
を
図
る
よ
う
編
成
さ
れ
た
。

農
業
経
営
の
安
定
化
対
策
の
実
施、
農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
秩
父
別
農
業
大
学
の
開
校、
地
域
活
動
の
場
と
し
て
の
新
盛
コミ

ュ

ニ
テ
ィ
会
館
の
建
設
等
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し、
転
作
面
積
の
増
加、
奨
励
補
助
金
の
減
額
、
生
産
者
米
価
の
値
下
げ
、
台
風
被
害
に
よ

る
減
収
等
の
要
因
に
よ
っ
て、
農
業
部
門
総
体
と
し
て
は
か
な
り
の
マ
イ
ナ
ス
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

町
長
選
挙
と
同
日
に行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
第
二
六
期
の
一
四
名
の
新
議
員
が
選
出
さ
れ、
三
月
三
十
一
日
招
集
さ
れ

二
二



道路が川となり、床下浸水 (昭和63年8月26日・3
条2丁目付近) た

臨
時
議
会
に
お
いて
、
議
長
に
宮
本
光
男、
副
議
長
に
川
原
喜
延
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
て
い
る
。

六
十
三
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
わ
た
る
集
中
豪
雨
に
よ
り、
開
町
以
来

初
め
て
の
降
雨
量
四
〇
〇
ミ
リ
を
記
録
し、
総
額
一三
億
余
円
の
被
害
が
発
生
し
、
水

害
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ、
復
旧
事
業
が
行
わ
れ
た。
ま
た、
市
街
地区
に
お
け
る
生

活
雑
排
水
を
処
理
す
る
浄
化
セン
ター
が
完
成
し
、
こ
れ
に
伴
う
集
落
排
水
処
理
業
務

も
開
始
さ
れ
て
い
る
。

一方
、
町
長
の
諮
問
に
応
え
て
本
町
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
め
ざ
し
て
「
秩
父
別

町
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が、
六
月
十三
日
に
発
足
し
た
。
設
置
の
基
本
的
な
考
え
方

は、
本
町
が
創
造
性
に
富
ん
だ
個
性
豊
か
な
町
と
し
て、
二
十
一世
紀
へ
の
確
か
な
あ

し
ど
り
を
も
つ
た
め
に
は、
町
民
が
広
い
視
野
と
高
い
知
性、
優
れ
た
技
術
を
身
に
つ

け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
人
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
将
来
こ
れ
ら
の
課
題
を
実
際
に
担
当
す
る
現
在
の
青
年
た
ち
か
ら
、
自
由
な
立
場
に
お
い
て
幅
広
い

意
見
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
点
を
掘
り
起
こ
し
て
論
議
し
、
提
言
を
求
め
た
い
事
項
と
し
て
は
、
産
業
・
保
健
福
祉
・

生
活
環
境
・
教
育
文
化
等
の
面
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標、
ま
ち
お
こ
し
の
対
策
、
実
施
す
る
各
機
関
の
人
の
育
成
方
策
等

を
、
協
議
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た。

六
十
四
年
一
月
七
日
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
し
、
二
月
二
十
四
日
大
喪
の
礼
が
新
宿
御
苑
で
執
行
さ
れ
て、
激
動
の
昭
和
時
代
が
終
わ
っ

た
。
皇
太
子
明
仁
親
王
が
践
祚
し、
平
成
と
改
元
さ
れ
た
。
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平
成
元
年
は、
秩
父
別
町
開
基
九
十
五
年
の
節
目
の
年
に
当
た
るの
で、
基
幹
産
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
い
が、
農
業
者
自
身
の
意

欲
的
な
取
組
み
と
、
将
来
に
見
通
し
を
も
っ
た
経
営
努
力
に
期
待
し
、
担
い
手
育
成、
農
地
流
動
化
の
推
進、
地
域
複
合
化
を
含
め
て、

新
し
い
経
営
発
想
等
問
題
点
の
解
明
を
図
り
な
が
ら
、
一丸
と
な
っ
て
打
開
に
邁
進
す
る
決
意
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
た
、
本
町
の
シ
ン
ボ
ルテ
ー
マ
と
し
て
「
鐘
の
な
る
ま
ち
ち
っ
ぷべ
つ」
が
決
定
し
た
。
九
月
に
は
第
四
四
回
は
ま
な
す
国
体
の
大

会
旗
と
炬
火
の
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
。
一方
、
国
際
化
時
代
に
備
え、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ロー
マ
ス・
ダ
イ
ア
ン
を
語
学
指
導
助
手
と
し
て

迎
え
、
小
・
中
・
高
校
で
語
学
指
導
を
中
心
に、
外
国
人
と
の
触
れ
合
い、
更
に
生
活
・
文
化
に
も
目
を
向
け
、
国
際
社
会
人
と
し
て
の

教
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
り、
地
域
一
般
の
希
望
者
の
語
学
指
導
を
行
っ
た
。

平
成
二
年
に
は、
昭
和
六
十
三
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
「ま
ち
づ
く
り
懇
談
会」
が
二
年
が
か
り
で
ま
と
め
た
答
申
書
が、
一月
十
八

日
付
で
町
長
に
提
出
さ
れ
た
。
発
足
以
来
延
べ
一
三
回
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
て
慎
重
に
集
大
成
し
た
も
の
で
、
本
町
が
将
来
と
も
豊
か

に
発
展
を
続
け
る
う
え
で、
人
材
の
育
成
と
連
動
さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
ま
ち
お
こ
し
の
あ
り
方
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
答
申
書

の
内
容
は、
推
進
課
題
と
し
て
人
口、
交
通、
産
業
・
雇
用、
生
活
環
境
、
高
齢
化
の
五
項
目
に
大
別
さ
れ、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
提

言
の
基
本
的
な
考
え
方
、
振
興
方
策
の
提
言
等
が
述べ
ら
れ
て
い
る
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
町
で
は
こ
の
提
言
を
反
映
さ
せ
た

施
策
の
具
体
化
に
取
り
組ん
で
き
て
い
る
。

一 一

地
域
社
会
の
活
力
を
高
め
る
た
め、
こ
れ
を
支
え
る
若
年
層
が
雇
用
さ
れ
る
場
を
創
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
農

業
を
活
性
化
し
、
特
産
品
づく
り
に
よ
る
地
域
産
業
お
こ
し
や
観
光
開
発
な
ど
、
町
の
特
性
に
応
じ
た
振
興
方
策
を
進
め
る

二
町
の
活
性
化
を
進
める
た
め、
隣
接
す
る
市
町
が
協
力
し
て
実
施
す
る
も
の
、
町
と
地
方
都
市
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
対
策
等
、
広
域

的
な
対
策
を
展
開
す
る

三
高
齢
者
が
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
対
策
や
福
祉
対
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に、
生
き
が
い
対
策
を
講じ
て



い
く

四
活
性
化
へ
の
意
欲
を
高
め
る
た
め、
都
市
など
地
域
間
の
交
流
を
図
り、
地
域
の
再
認
識
や
自
立
意
識
を
確
立
す
る
。
ま
た、
独
自

性
と
主
体
性
を
発
揮
し
た
交
流
を
多
角
的
に
進
め、
個
性
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る

五
町
に
定
住
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
施
設
の
整
備
だ
け
で
な
く、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
な
ど
のソ
フ
ト
面
を
充
実
す
る

六
第
一
次
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め、
基
盤
の
整
備
に
加
え
、
流
通
販
売
対
策
に
も
力
を
入
れ
る
。
ま
た、
物
産
館
な
ど
特
産
品
展
示

販
売
施
設
の
整
備
を
進
め、
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る

更
に
、
か
ね
て
建
設
中
で
あ
っ
た
秩
父
別
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
が
、
四
月
に
「ち
っ
ぷ
ゆ
う
&
ゆ
」
と
命
名
さ
れ
て
オ
ープ
ン
し
た
が
、

十
二
月
四
日
に
は
入
館
一〇
万
人
を
突
破
す
る
盛
況
で
あ
り
、
同
月
十
七
日
に
は
宿
泊
施
設
も
完
成
し
て
営
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
町
の

活
力
を
高
め
る
方
策
と
し
て
推
進
し
て
き
た
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は、
本
年
は
滝
川
通
運
と
宇
佐
美
材
木
店
の
誘
致
が
実
現
で
き
た。

平
成
三
年
二
月
に
公
示
さ
れ
た
町
長
選
挙
で、
後
藤
義
博
が
無
投
票
再
選
さ
れ、
引
き
続
き
町
政
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
豊
か
な
緑、

魅
力
に
満
ち
た
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
った
。
町
議
会
議
員
選
挙
で
は、
一五
名
が
立
候
補
し
、
初
当
選
二
名
を
含
む
一
四

名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
た。
そ
し
て
改
選
後
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
に
吉
澤
國
太
郎、
副
議
長
に
大
山
勇
が
選
出
さ
れ
た
。

平
成
五
年
、
全
国
的
な
米
作
の
冷
害
は
本
町
で
も
例
外
で
な
く
、
空
知
農
業
共
済
組
合
管
内
の
共
済
金
は、
三
九
五
億
円
と
過
去
最
高
と

な
り
、九
九
・
四
パ
ー
セン
ト
の
農
家
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。ま
た、深

川
～
留
萌
間
の
高
規
格
道
路
の
高
架
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
か
ら
着
手
し
た
、
「ふ
れ
愛
ゾ
ー
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の
諸
施
設
が
十
二
月
に
完
成、
本
年
を
も
っ
て
こ
の
事

業
は
、
完
了
し
た
。

平
成
六
年
は
本
町
にと
っ
て
開
基
百
年
を
迎
え
た
画
期
的
な
年
で
あ
っ
て、
六
月
三
十
日
フ
ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と

し
て
、
盛
大
な
記
念
式
典
が
執
行
さ
れ、
引
き
続
い
て
ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ
に
お
い
て
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
一
章
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政黄金の穂波と百年記念塔 1条東1丁
目あたりから (平成6年9月末)

ま
た、
七
月
一
日
に
高
齢
者
事
業
団
が
発
足
し
、
同
月
契
約
満
了
と
な
っ
た
語
学
指
導
助
手
の
サ

マン
サ・
グ
デ
ィ
ン
グ
が
退
任
帰
国
し
、
後
任
に
ト
ー
マ
ス
・
ロバ
ー
ト
が
着
任
し
た
。
語
学
指
導

助
手
に
つ
い
て
は、
第
六
編
教
育
、
文
化
に
詳
述
し
た
。

九
月
定
例
議
会
に
お
い
て、
助
役
の
高
崎
正
義
の
退
任
に
伴
い、
後
任
に
松
本
徳
一が
選
任
さ
れ

た
。更
に、
親
子
二
代
に
わ
た
って
、
町
の
医
療
に
尽
さ
れ
た
早
川
医
院
の
閉
院
に
伴
い
、
建
設
中
で

あ
っ
た
町
立
診
療
所
が
完
成
し
、
十
二
月
一
日
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
。

2
公
社
等
の
設
立

秩
父
別
町
土
当
初
町
役
場
産
業
課が
所
管
し
て
い
た
が、
平
成二
年
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
総

地
開
発
公
社
務
課
所
管
と
な
っ
た
。
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
事
業
実
績
お
よ
び
歴
代
役
員
は、

次
表
のと
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
土
地
開
発
公
社
事
業
一覧

年

三 三
平
元

昭
六
三 度

一 三 二

件
数

五
六
四
・
〇

四〇
九
・
八
六
二
ク

地

二
七
九
・
〇

積

三
、
六
二
〇
〃

一、
七〇
〇
〃

m2
二
、
九
四
七
千
円

金

額

道
路
用
地
購
入

摘
要
(目
的
・
処
分
等
)

二
六

第
四
編
行

農村道路の改修工事 9条通り (昭和
63年頃)



秩
父
別
町
土
地
開
発
公
社
歴
代
役
員

革

後
藤

正
夫

同
上

松
本

徳
一

総
務
課
長

佐
々
木

弘
振
興
課
長

早川 産業
課
長正
雄

二
・
五
退
任

同
上

同
上

一同
上

同
上

平
三
・
三

同
上 1

同
上

同
上

同
上

同
上 高
鶴
光
雄

議
会
経
済
委
員
長

萩
野
正
晴

議
会
総
務
委
員
長

副
議
長大
山

勇

同
上

平
三
・
四‒‒

森
久
夫

代
表
監
査
委
員

六
・
一一
就

佐
々
木

総
務
課
長

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

助
役
六
・
九
就
任

松
本
徳
一

平
五
・
四
‒‒

平
七
・
三

二
七

監 事理
務
局
長事

" "

"1 "

理
事

理
事
長

役
職
名

事
代
表
監
査
委
員

産
業
課
長
早川

正
雄

総
務
課
長

渡邉
慎
二

収
入
役

議
会
経
済
委
員
長

吉
澤
國
太
郎

篠
田

議
会
総
務
委
員
長章

副
議
長川
原
喜
延

助
「
役高
崎
正
義

平
元
・
三

昭
和
六
二
・
四‒‒

平
元
・
四‒‒出11

●下納
五 室
就英長
任樹

四
・
一
二
退
任

四 振
・神興
一 数課
二 長
就
任武

四 産
・佐業
一々課
二木長
就
任弘

四
・
一二
就
任

正
雄

収
入
役

平
五
・
三

任弘

四
・
一二
退
任

四
・
一
二
退
任

久
夫

在
任期
間第
一
章
沿



監
査
役

"1 11 11

取
締

常
務
取
締
役

専
務
取
締
役

改役

期名

取
締
役
社
長

商
工
会
長
石
塚
健
二

経
済
委
員
長
吉
澤
國
太
郎 章

喜
延

光
男

久
夫 博

役
高
崎
正
義

町町
長
後
藤
義
博

昭
六
二
年
改
選

商
工
会
長
原
田
森
成
商
工
会
長
原
田

経
済
委
員
長

総副議収

総
務
委
員
長

議 入
長長役

篠
田 川 宮森

原本

(
事
務
局
長
)

産
業
課
長

早
川
正
雄

助
役
高
崎

町
長
後
藤

平
元
年
改
選吉
澤
國
太
郎 章

喜
延

光
男

久
夫

(事
務
局
長
)

産
業
課
長
早
川
正
雄

助
役
高
崎

町

平
三
年
改
選

森
成
光
雄 英 正

樹晴

昭三 正
義

長
後
藤
義
博

商
工
会
長

経
済
委
員
長

収
入
役

総
務
委
員
長

副
議
長
大
山

(支
配
人
)

(事
務
局
長
)

産
業
課
長
佐
木々
弘

役
高
崎
正
義

町
長
後藤

平
五
年
改
選

森
成

光
雄 正 正

雄晴

役

総副議収

総
務
委
員
長

議
長

入
役

篠
田 川宮森

原本

(事
務
局
長
)

産
業
課
長
坂
本

助

秩
父
別
町
振
興
公
社
歴
代
役
員

秩
父
別
町
振
興
公
社
平
成
二
年
四
月
か
ら
、
温
泉
管
理
・
運
営
業
務
が
加
わ
っ
た
。
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
歴
代
役
員
は、
次
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

"
農
業
委
員
会
長

嶋
林
政
弘
同
上

第
四
編
行

政

同
上
五
・
七
退
任

阿
部
五
・
七
就

任夫

農
業
委
員
会
長

二
八

同
上

経
済
委
員
長

出
納
室
長

総
務
委
員
長

議
長
大
山

長
吉
澤
國
太
郎

梅
村

高
鶴 山萩

下野

公副議

(支
配
人
)

長

長

原 高
田鶴

早 萩
野川

吉
澤
國
太
郎

梅
村

昭
三

義
博

助助
正
義

義
博

選職
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町内放送アナウンス (平成4年9月・
役場防災無線室)

町政懇談会 (平成7年11月上旬・コ
ミュニティ会館)

3
広
報
・
公
聴

町
政
懇
談
会
町
政
懇
談
会
は、
地
域
住
民
と
町
長
を
はじ
め
役
場
の
実
務
担
当
者
が
一
堂
に

会
し
て
、
町
の
施
策
の
説
明
や
町
政
に
関
し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
意
見
や
要

望
を
直
接
話
し
合
う
場
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
お
お
む
ね
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
各
町
内

会
単
位
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
会
館
で
行
わ
れ
て
い
る
。
懇
談
会
で
住
民
か
ら
出
さ
れ
る
要
望
事
項

は
、
道
路
・
河
川
・
公
園
等
生
活
環
境
の
改
善
・
整
備、
老
人
問
題
・
公
住
建
設
等
社
会
福
祉、

教
育
の
充
実
な
ど
、
身
近
な
問
題
が
ほと
ん
ど
で
あ
る
。
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
は
、
翌
年
度
以

降
の
政
策
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

町
内
放
送

従
来
の
有
線
放
送
を
取
り
や
め、
平
成
二
年
十
二
月
か
ら
防
災
無
線
に
よ
る

町
内
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
、
毎
日
朝
・
昼
・
夕
の
三
回
定
時
放
送
が

行
わ
れ、住

民
へ
周
知
を
図
って
いる
。町
民
の
死
亡
等
の
急
を
要
す
る
も
の
は
臨
時
に
放
送
さ
れ

る
。
市
街
地
に
は
放
送
塔
四
基
が
設
置
さ
れ、
農
家
地
区
に
は
各
戸
に
受
信
機
が
置
か
れ
て
い
る
。

町
勢
要
覧

町
の
概
要
を
写
真
等
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
町
勢
要
覧
は、
三
～
四
年
に
一
度

本
冊
を、
そ
れ
以
外
の
年
は
コン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
たミ
ニ
版
を
発
行
し
て

二
九
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広報ファイル い
る。
近
年
で
は平
成二
年
に
「
鐘
の
な
る
ま
ち
秩
父
別・90年

町
勢
要
覧」
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。
本
冊
は
A
4
判三
二
ペ
ー
ジ
、
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
写
真
で
収
録
さ
れ
て

お
り
、
町
の
位
置
地
勢、
行
政、
産
業
、
教
育、
福
祉
衛
生、
生
活
環
境、
名
所、
諸

行
事
等
、
本
町
に
関
す
る
す
べ
て
の
実
態
を
、
正
確
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
って
、
来

町
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た、
付
録
と
し
て
資
料
編
が
添
付
さ
れ
、
人
口
・
行
政

組
織
・
財
政・
産
業
・
教
育
・
交
通
通
信
等
各
種
デ
ー
タ
が
編
集
さ
れ
て
い
る
。
平
成

六
年
に
は、
開
基
百
年
記
念
要
覧
と
し
て
「耳
を
す
ま
し
て
ご
ら
ん
」
を
全
戸
に
配
布

し
た
。

4
広
域
行
政

況
現
在
事
務
処
理
の
共
同
化
を
行
っ
て
い
る
組
織
は、
次
のと
お
り
で
あ
る
。

概北
空
知
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
(し
尿)

北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

深
川
地
区
消
防
組
合

北
空
知
衛
生
施
設
組
合
(じ
ん
芥
)

北
空
知
葬
齋
組
合

な
お、
こ
の
う
ち
、
次
の
二
組
合
に
つ
いて
は、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
組
織
変
更
が
行
わ
れ
た
。

北
空
知
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
‒‒昭

和
六
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
構
成
団
体
が、

一
市
二
町
(深
川
市
・
秩
父
別
町
・
妹
背
牛
町
)

か
ら、

一市
五
町
(深
川
・
幌
加
内
・
沼
田
・
秩
父
別
・
北
竜
・
妹
背
牛)
に
変
更
、
名
称
を
現
在

名
と
し
た。

新 広報



北
空
知
葬
齋
組
合
‒‒平

成
七
年
四
月
一
日
よ
り
北
竜
町
の
加
入
によ
り、
一市三

町
の
組
合
に
組
織
を
変
更
し
た
。

北
空
知
圈
振
興
協
議
会
地
域
住
民
の
日
常
生
活
圏
の
拡
大、人

口
の
大
幅
な
流
出
な
ど
地
域
社
会
の
著
し
い
変
化
に
対
応
す
る
た
め、

昭
和
四
十
六
年
に
北
空
知
一
市
五
町
で
構
成
す
る
「
北
空
知
地
区
広
域
市
町
村
圏
」
の
自
治
省
指
定
を
受
け
、

「北
空
知
圏
振
興
協
議
会」
が
設
立
さ
れ
た
。
協
議
会
の
委
員
は
関
係
市
町
長
で
あ
り、
事
務
局
は
深
川
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

住
民
生
活
の
向
上
と
圏
域
の
発
展
を
期
す
た
め、
長
期
展
望
に
立
っ
て、
新
北
空
知
広
域
市
町
村
圏
振
興
計
画
(昭
五
五
年
度～
六三

年
度
の
九
ヶ
年
計
画
)
を
策
定、
引
き
続
き
六
十三
年
に
は
平
成
元
年
度
か
ら
九
年
度
ま

で
の
九
ケ
年
を
目
標
と
し
た
「
第三
次
北
空
知
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
計
画
」
を
策
定

し
て
い
る
。
こ
の
振
興
計
画
は、
「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」「
第
五
期
北
海
道
総
合

開
発
計
画
」
お
よ
び
「
北
海
道
新
長
期
総
合
計
画
」
等
、
国
、
道
の
計
画
を
踏
ま
え
、
圏

域
の
発
展
方
向
や
将
来
像
お
よ
び
具
体
的
施
策
を示
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
“北
育
ち

元
気
村
’
構
想
を
平
成
五
年
に
策
定
し
て
い
る
が、
市
町
単
位
で
は
実
施
不
可
能
な
事
業

に
つ
いて
、
広
域
共
通
事
項
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
発
展
の
可
能
性
あ
る
事
項

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
圏
域
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

第
一
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滝 川 通 運 (平成2年6月29日・開業)

5
企
業
誘
致

進
出
企
業
平
成
二
年
に、
二
企
業
の
誘
致
が
実
現
し
て
お
り
、
そ
の
概
要
お
よ

三
一
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宇佐美材木店 (平成2年12月1日・開業)

び
立
地
状
況
は、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

滝
川
通
運
株
式
会
社

滝
川
市
に
本
社
を
置
く
滝
川
通
運
株
式
会
社
が、
平
成
二
年
六
月
二
十
九
日
に
本
町
の

一
条
通
り
国
道
沿
い
に
「
北
空
知
営
業
所
」
を
開
設
し
た
。

営
業
所
に
は
現
在
一二
名
の
従
業
員
を
置
い
て
お
り
、
業
務
が
運
送
業
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク、
クレ
ー
ン
車
を
揃
え
、
建
設
機
械
や
農
産
物、
一般
資
材
な
ど

多
様
な
運
送
業
務
を
、
北
空
知
地
区
を
中
心
に行
っ
て
い
る
。

宇
佐
美
材
木
店

深
川
市
に
お
い
て、
創
業
八
十二
年
の
歴
史
を
も
つ株
式
会
社
宇
佐
美
材
木
店
が
、
本

町
の
、
一条
通
り
国
道
沿
い
に
新
工
場
を
設
け、
平
成二
年
十
二
月
一
日
か
ら
操
業
を
開

始
し
た。

会
社
は
現
在
一
五
名
の
従
業
員
を
置
き、
業
務
は
主
に
製
材、
木
材
の
売
買
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

誘
致
企
業
の
立
地
状
況

3
資
本
金

一二
〇
、〇
〇
〇
千
円

取
締
役
社
長
明
円
高
志

滝
川
市
流
通
団地

滝
川
通
運
株
式
会
社
(北
空
知
営
業
所
)

(創
業
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
)

深
川
市
北
光
町

(創
業
明
治
四
十
二
年
)

二
四
、
〇
〇
〇
千
円

代
表
取
締
役
真
保
市
造

株
式
会
社
宇
佐
美
材
木
店

2
代
表
者

1
本
社
所
在
地

項
目

企
業
名

... :....
6
]



革
三
三

地
域
開
発
の
促
進
昭
和
五
十
一
年
に
発
足
し
た
第
二
次
秩
父
別
町
総
合
開
発
計
画
の
あ
と
を
う
け
て
、
六
十
一
年三
月
に
第三
次
秩

父
別
町
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
本
町
は
基
幹
産
業
の
農
業
を
はじ
め
と
す
る
産
業
の
低
迷、
若
年
労
働
力
の

流
出、
人
口
の
高
齢
化
な
ど
、
長
期
的
な
展
望
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
国
や
道
の
計
画

も
、
六
十
年
を
契
機
と
し
て
大
幅
に
見
直
さ
れ
た
の
で、
こ
れ
ら
と
の
整
合
性と
関
連
性
を
確
保
す
る
た
め
、
町
が
地
域
開
発
の
課
題
を

6

1
そ
の
他

10
従
業
員

9
営
(操
)業
開
始

8
造
成
工
事
期
間

7
用
地
取
得
面
積
九、
三
四
八
世

一
般
自
動
車
運
送

(町
道
一
条
国
道
地
先
)

二
一
〇
三
番
地
の
一〇
九
・
一
一〇

・
国
内
航
空
貨
物
取
扱

・
自
動
車
分
解
整
備

・
一般
貨
物
自
動
車
運
送
•
通
運
事
業

(配
車
の
状
況
)大
型
ト
ラ
ッ
ク
九
台
・
ク
レ
ー
ン
車
一台

一
二
名

平
二
・
六・
二九

着
手
平
二
・
三
下
旬
完
了
平
二
・
六
中
旬

一四
、
二二七

右
記
5
と
同
じ

(町
道
一
条
国
道
地
先)

一八
四
七
番
地
の
一
お
よ
び
一
六
六
〇
番
地
の
一

・
有
価
証
券
及
び
不
動
産
の
所
有

・
木
材
・
山
林
・
立
木
の
売
買

・
山
林
の
伐
採
及
び
製
材

(平
七・
三
・三
一
現)

・
土
木
建
築
の
請
負

56
業

種

本
町
立
地
場
所

4
事
業
内
容

(平
七
・
三
・
三
一現
)

・
自
動
車
運
送
取
扱

・
内
航
運
送
取
扱

一五
名

平
二
・
一
二
・
一

着
手
平
二
・
九
・
一七

完
了
平
二
・
一
一
・
三
〇

地
域
振
興

第
一
章
沿



政
三
四

第
四
編
行

抽
出
し
、
新
し
い
視
点
か
ら
将
来
を
展
望
す
る
必
要
が
で
て
き
た
。
そ
し
て
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
へ
の
対
策、
町
内
雇
用
機
会
の
拡

充
対
策、
住
み
よ
い環
境
の
保
全
と
活
用
対
策、
生
涯
教
育
の
観
点
に
立
っ
た
人
づ
く
り
対
策、
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
広
域
的

な
役
割
遂
行
対
策
等
に
つ
い
て、
総
合
的
な
検
討
を
加
え
た
結
果、
第
三
次
総
合
計
画
が
ま
と
め
れ
ら
た。
そ
し
て
六
十
一
年
度
から
平

成
七
年
度
ま
で
の
、
一〇
年
間
に
わ
た
り
こ
の
計
画が
実
施
さ
れ
た
。

過
疎
地
域
振
興
対
策
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
施
行
さ
れ
た
「
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法」
は、

一〇
年
間
の
時
限
立
法
で
あ

り、
平
成
二
年
三
月
末
失
効
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
この
制
度
の
実
効
は
十
分
上
った
と
い
え
ず
、
同
年
四
月
一
日
「
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
(略
称
新
過
疎
法)」

が
向
こ
う
一〇
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ
れ
た。
秩
父
別
町
は
こ
の
新
過
疎
法
に
基
づ
く
指
定
を
受
け
、
平
成
二
年
度
か
ら
六
年
度

ま
で
五
ヶ
年
間
の
「
秩
父
別
町
過
疎
地
域
活
性
化
前
期
計
画
」
を
策
定
し
、
過
疎
対
策
事
業
を
実
施
し
て
き
た。

平
成
七
年
一
月
に
は、
七
年
度
か
ら
十
一
年
度
ま
で
の
後
期
五
ヶ
年
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基づ
い
て
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
。

主
な
過
疎
対
策
事
業
の
実
績
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

冒
険
の
森
公
園
整
備
・
コミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
建
設
・
除
雪
車
購
入
・
農
村
情
報
連
絡
施
設
整
備
・町
道
農
道
整
備
・ふ
れ
あ
いプ
ラ

ザ
建
設
等

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
昭
和
六
十
三
年
十
一
月、
国
は
町
お
こ
し
村
お
こ
し
の
た
め
、
全
国
市
町
村
に
一
律
一
億
円
の
「ふ
る
さ
と
創

生
資
金
」
の
交
付
を
発
表
し
た
。
こ
の
資
金
は、
市
町
村
の
魅
力
的
な
地
域
つ
く
り
に
使
用
す
る、
と
さ
れ
て

お
り、
本
町
で
は
ま
ず
平
成
元
年三
月
に
「
秩
父
別
町
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条
例」
を
設
定
し
、
有
効
利
用
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。



こ
れ
に
伴
い、
町
民
から
寄
せら
れ
た二
六
件
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て、
前
年
六
月
に
発
足
し
た
「ま
ち
づ
く
り
懇
談
会」
や、
町

内
各
団
体
各
層
の
代
表
者
で
、
構
成
さ
れ
た
「ふ
る
さ
と
創
生
事
業
懇
談
会」
な
ど
の、
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
、
次
の

よ
う
に
集
約
さ
れ
た
。

一
町の
発
展
を
担
う
人
材
の
育
成
～
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成、
青
年
層
を
国
内
外
に
研
修
派
遣を
す
る

二
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
～
個
性
的
で
創
造
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
・
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
の
建
設
を
進
め
る

歡迎 綾南町のみなさんようこそ

第
一
章
沿

革

綾南町のみなさんを迎え秩父別小・中学生の歓迎会
(平成5年2月12日)三

多
目
的
に
使
用
の
で
き
る
グ
ラ
ンド
の
造
成
～
活
性
化
に
向
け、
大
学
・
社
会
人

の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
合
宿
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
目
的
と
す
る

四
気
象
情
報
施
設
の
整
備～
農
業
経
営
を
は
じ
め
日
常
の
生
活
の
中
で
気
象
情
報
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

五
地
場
産
業
の
育
成
～
農
産
物
の
加
工
な
ど
地
域
特
産
品
の
開
発
に
向
け
て
加
工

場
・
研
究
施
設
の
充
実
を
図
る

第
九
節
姉
妹
町
締
結

1
交
流
の
状
況

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
五
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交
流
活
動
の
概
要

綾
南
町
親
善
訪
問
(二
名
)
広
報
取
材
の
た
め

秩
父
別
町
梅
澤
町
長
綾
南
町
表
敬
訪
問

綾
南
町
う
ど
ん
親
善
使
節
団
(
一〇
名)
来
町、
う
ど
ん
打
実
技
披
露

一

綾
南
町
藤
井
町
長
来
町

綾
南
町
藤
井
町
長
・
細
谷
町
議
来
町

秩
父
別
町
ち
く
し
神
楽
獅
子
舞
一
行
(一
二名
)
瀬
戸
大
橋
博
綾
南
町
の
日
に
会
場
で
披
露
。
秩
父
別
町

後
藤
町
長
・
議
会
議
員
一
行
綾
南
町
訪
問

綾
南
町
農
業
委
員
一
行
来
町

綾
南
町
藤
井
町
長
・
細
谷
議
長
他
親
善
交
流
団
(二
三
名
)
来
町

一
綾
南
町
民
生
委
員
一
行
来
町

三
〇
秩
父
別
町
親
善
交
流
使
節
団
(教
育
関
係
者
五
名、
児
童
生
徒
一〇
名
)
綾
南
町
訪
問
(八
月二
日
ま
で)

綾
南
町
親
善
交
流
団
一
行
(一
五
名
)
来
町、
ス
キ
ー
・
ス
ケー
ト
で
親
善

二二～
一五
綾
南
町
農
業
親
善
視
察
団
来
町

一
を
本
町
へ
相
互
に
送
り
、
展
示
し
て
一
般
に
公
開

秩
父
別
町
郷
土
資
料
「屯
田
の
鐘」
ほ
か
七
八
点
を
綾
南
町
へ、
綾
南
町
埋
蔵
文
化
財
「
短
甲」
ほ
か三
五
点

北
海
道
立
秩
父
別
高
校
生
徒
(七
名
)
綾
南
町
の
香
川
県
立
農
業
経
営
高
校
を
親
善
訪
問

綾
南
町
水
本
議
会
議
長
来
町

一
四
秩
父
別
町
親
善
交
流
使
節
団
(教
育
関
係
者
五
名、
児
童
生
徒
一〇
名
)
綾
南
町
訪
問

綾
南
町
スポ
ー
ツ
交
流
団
一
行
(一
二
名
)
来
町

秩
父
別
町
愛
郷
会
一
行
(九
名
)
親
善
交
流
に
綾
南
町
訪
問

一二
～
一
綾
南
町
児
童
生
徒
親
善
交
流
団
一行
(一
五
名)
来
町

容

平

三 二 元

六
三

六
二

昭
六
一 年

六 五 四

月一
〇 七 ー 七 七 九 七 六 六 八 八 三 三二 八七

二
一
九～三
七～
九

元
～三

二
～三二九五
10～
二

日

一
九 〇 三 四四

一六～
一九

五 10

三
六

内

第
四
編
行



七 六

二 八 七 六 二六10～111

五五～六六
三
〇

二
一一八～三

秩
父
別
町
スポ
ー
ツ
振
興
交
流
団
一行
(一
五
名
)
綾
南
町
訪
問

秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
式
出
席
の
た
め
綾
南
町
藤
井
町
長
・
水
本
議
会
議
長
一
行
(二
二
名
)
来
町

秩
父
別
町
親
善
交
流
団
一
行
(教
育
関
係
者
五
名
、
児
童
生
徒
一〇
名
)
綾
南
町
訪
問

秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
事
業
と
ん
で
ん
祭
り
参
加
の
た
め、
綾
南
町
郷
土
芸
能
交
流
団
一
行(四

七
名
)来
町

綾
南
町
児
童
生
徒
親
善
交
流
訪
問
団
一
行
(一五

名
)
来
町

開
基
記
念
式

1
例
年
記
念
式

例
年
の
開
基
記
念式
は、
毎
年
五
月
十
五
日
に
秩
父
神
社
境
内
の
開
拓記
念
碑
前
で
行

わ
れ
て
い
る
。2

開
基
百
年
記
念
式

平
成
六
年
は、
開
町
百
年
の
年
に
当
た
る
の
で、
五
月
十
五
日
に
は
開
拓
記
念
碑
前
に

後
藤
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
九
〇
名
が
参
列
し
て、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。
後
藤
町

長
が
式
辞
を
読
み
上
げ
た
あ
と
、
参
列
し
た
各
団
体
代
表
な
ど
が
玉
串
を
捧
げ
、
一世
紀

の
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
先
人
に
感
謝
し
た
。

三
七

第
一
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後藤町長式辞 開村記念碑前

第
十
節



政

第
十
一
節
戸
数
・
人
口

秩
父
別
町
の戸
数
と
人
口
の
推
移

平
成二
年
に
行
わ
れ
た
第
一
五
回
国
勢
調
査
で
は、
本
町
の
世
帯
数
は
一、
一〇
五
戸
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
が
、
人
口
は
三、
七

三
五
人
で
約
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
た
。
離
農
等
に
よ
る
転
出
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
く
、
出
生
率
の
低
下
が
主
因
で
、
こ
の

状
態
は
近
年
の
日
本
全
体
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
反
面、
老
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
産
業
の
担
い
手
と
し
て
の
階
層
の
中
で
は
、

若
年
層
が
減
少
し
、
中
高
年
層
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

前
町
史
以
降
の
人
口の
推
移
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

世
帯
数
お
よ
び
人
口
の
推
移

””””” 平〃 〃昭

六六六
六五四三二元三ニー

一
、 1

,

九八八七

一
七
一

一四五

一
〇
五
ノ

〇九
三
々

、
一〇
七
ク

一
、
一〇
七
ク

一
、
一
一七
戸

世
帯

数

三
、
六
〇
一
ク

三
、
六
二
五
〃

三
、
六
七
二
か

三
、
七
四
三
〃

三
、
七三
五
〃

三
、
八
五
三
〃

三
、
九
二
一
ク

三
、
九
五
〇
〃

四
、
〇
一
六
人

総
数
人

一 一
、

一
、

七七七七七八 男二八六 七三七九三
四七三四 四八一四七

1111 人

口

八
九
八

九
三
四

九
七
九

一
、
九
六
一

一、
〇
一
五

二
、
〇
五
〇
か

二
、
〇
五
六
ク

二
、
〇
七
九
人

女

二

二

〇六

●
一
九

二
・
三
八
か

三
・
五
二
ノ

三
・
五
四
ノ

三
・
五
六
!

三
・
五
九
人

平
均
人
口

一戸
当
り

!

1 111110有〃〃 〃10

摘
" " "

0
/
住
民
基
本
台
帳

第
十
五
回
国
勢
調
査

1 11 11

少/
住
民
基
本
台
帳

要

役
場
基
本
台
帳

一、 1. 一
、
八
七

一
、

111

1111

年
度

三
八

第
四
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近
年
五
年
間
の
五
才
別
、
男
女
別
の
構
成
比
較
を
参
考
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
。

上記年の男女別人口総数

人 口
総 数

男 女

平 2 3,735 1,774 1,961

昭 60 4,003 1,922 2,081

第
一
章
沿

革

平成2年年令別 (5才別)男女別人口構成比較
昭和60年

(後掲基本台帳より作図)

87 80～
以上

1169263 75～79 7382

70～74 107 昭60103 65～69 107
123 60～ 145
110

64 121
166 156
137

55～59

155
122 50～54

163
130 45～49 156
114 40～44 145
120 111
122

35～39 139
107 30～34

93

74
25～ 104

106

29 9662

20～24

119
107 15～19

150
115 10～ 114

148

14 142
113

5～ 86

117 9 12286 0～ 88

106

4 79男 女

9176

104 平 282

11791

149
177

143
135

130
130

122 115

9477

120
133

53

三
九



最近10か年の人口動態(1月～12月)
(単位 人)

自 然 動 態 社 会 動 態 増 減
年 度

出 生 死 亡 増 減 転 入 転 出 増 減 人 口

昭 60

39 27 12 217 230 △13 △1

61 40 44 △ 4 122 185 △63 △67

62 37 52 △15 114 178 △64 △79

63 36 36 0

153 176 △23 △23

平 元

32 45

△13 123 173 △50 △63

2 28 53 △25 140 166 △26 △51

3 28 48 △20 110 159 △49 △69

4 22 51 △29 115 134 △19 △48

5 25 46 △21 121 157 △36 △57

6 29 53 △24 136 128 8 △16

昭和60年
平成2年

国勢調査産業別15歳以上の就業人口

男女別 総 数 男 女

項 人 口 構成比 人 口 構成比 人 口 構成比

総
業種別 数

第一次産業 1164
954

53.0
45.9

608
492

49.7
43.6

556 57.3
48.6

農 業 1160
951

52.8 607
492

49.6 553 57.0

林業・狩猟業 4 0.1

1 0 3

0.33 0 0 0 3

0.3

漁業・水産業 / / /0 0

/
0

/
0

第二次産業 374 17.0 239
255

19.5 135 13.9
411 19.8 22.6 156 16.4

鉱 業業 /

1 / 1

/ /1 0 1 0 0 0

第
四
編
行

政

%

1223人
1126

% 970人
949

%2193人
2075

45.8 43.6 459

462

48.3

0 0 四
〇
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金融・保険業

18 0.8 5 0.4

13

1.320 0.9 5 0.4

15 1.5

不 動 産 業 / / / 1

1
0 0

運輸・通信業

58 2.6

54 4.4 4 0.453 2.5

47 4.1 6 0.6

電気・ガス・水道業 6 0.2 4 0.3 2 0.2
3 0.1 3 0.2

0 0

サ ー ビス業 309 14.0 164
178

13.4
15.8

145
192

14.9
307 17.8 20.2

公務その他

63 2.8

51 4.1

12 1.274 3.5

55 4.8

19 2.0

建 設 業 263
253

11.9
12.1

202
200

16.5
17.7

61 6.2
5.5

製 造 業 111
157

5.0

37 54 4.7 103
7.6
10.8

第三次産業 655
710

29.8 376
379

30.7
33.6

279 28.7
34.8

卸・小 売 業 201 9.1

98

8.0 103 10.5
187 9.0

88 7.8

99 10.43

/
3 0.1 3 0.2

33134.2

7.5
3.0

74
53

四
一



政

第
四
編
行

第
十
二
節
庁
舎
と
事
務
機
構

1
現
在
の
事
務
機
構3%

事務の能率化 役場事務室(平成6年9月)

事
務
機
構

本
町
の
事
務
機
構
は、
基
本
的
に
は
大
き
な
変
動
は
な
い
が、
そ
の

後
の
社
会
お
よ
び
町
内
の
情
勢
変
化
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
等
に
よ
り、

若
干
の
変
更
が
あ
り、
課
の
名
称
で
は、
従
前
の
社
会
課
が
住
民
課
と
変
更
さ
れ、
各
課

内
の
係
で
は、
新
設
・
統
廃
合
・
名
称
等
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。

最
近
の
事
務
機
構
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

出
納
室
制

平
成
二
年
五
月
一
日
か
ら
収
入
役
制
廃
止
に
伴
い、
出
納
室
を
設
置

し
た
。
こ
の
た
め
収
入
役
の
職
務
は
助
役
が
兼
掌
し
、
実
質
的
事
務

は
出
納
室
長
が
分
掌
す
る
こ
と
と
な
った。

そ
の
後
、
平
成
四
年
十
二
月二
十
五
日、
制

度
が
改
めら
れ、
収
入
役
が
選
任
さ
れ
て
、
出
納
室
を
廃
止
し
た
。

四
二



行政機構図 (平成7年3月末日)
町

長

助

収
入
役

役

革

建
設
課

産
業
課

住
民
課

振
興
課

総
務
課

出 土 建 事 水
務務 道 道

水
道

事
務
係

道
路
管
理
係

農
政

農
産
・
畜
産
・
林
業
係 係

農
村
計
画
係

住
民
福
祉
係

保
健
衛
生
係

保
健
指
導
係

戸
籍
・
国
民
年
金
係

係 係

庶
務
・
広
報
・
統
計
係

交
通
安
全
対
策
係

‒
務

係

管
財
・
経
理
・
職
員
厚
生
係

開
基
百
年
記
念
事
業
係係
(指
定
金
融
機
関)

係 係 係

議 教
育
委
員
会

教
育
長

農
業
委

員
会

選
挙
管
理
委
員
会

監
査

委
員

公
平
委

員
会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

深
川
地
区
消
防
組
合

議
会
事
務
局

生
涯
学
習
推
進
室

総
務
学
校
教
育
係

社
会
教
育

係

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
総
務
課
兼
務

事
務
局
議
会
事
務
兼
務

事
務
局
総
務
課
兼
務

事
務
局
総
務
課
兼
務

秩
父
别
消
防
支
署

給
食
セン
タ
ー

-中
学
校

・小
学
校

商 企

|財

税

納 木 築

建
築 画 政政

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

保
育

所

会

係 係

工

第
一
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祝

選

後藤町長おめでとうございます

後藤義博町長3期目の初登庁祝賀レセプション

一三
代

一二
代 代

九 八 七

代 代 代

代

四
代

三
代

代

早
川
正
雄

氏

歴
代
収
入
役

松
本
徳
一

高
崎
正
義

後
藤
義
博

氏

歴
代
助
役

後
藤
義
博

梅
澤
宗
純

氏
名

平
四
・
一二
・
二
五

就

平
六
・
九
・
一九

昭
六
一
・
九
・
一九

平
六・

九
・
一八

昭
六
一
・
九
・
三

昭
六
二
・
三・
二
五

退

任 任 任

現
在

現
在

ま
で
収
入
役
兼
掌

四
・
一二
・
二
四

平
二
・
七
・
一
二

備

現
在

備

考 考 考

歴
代
町
長

2
歴
代
三
役

第
四
編
行

政
四
四

前
町
史
収
録
以
降
の
歴
代三
役
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
六
二
・
三
・
二
六

昭
五
四
・
三
・
二
六

就

任 任 任

退

森
久
夫
|昭
六
〇
・
三
・
二
九
|
平
二・

四
・
三
〇

名 名
就

昭
五
四
・
四
・
四

退

備



3
歴
代
幹
部
職
員

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
町
歴
代
幹
部
職
員
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

長 議
会
事
務
局

建
設
課
長

産
業
課
長

会
)
課
長

住
民
(旧
社

振
興
課
長

総
務
課
長

職
名 氏
名期
間

五
九
・
一〇
・
一

早
川

梅
村

坂
本

篠
原

渡
邉

昭
六
一

正
雄→

昭
三→ 博→ 勉→

"

慎
二
→

ク
→

昭
六
二→
→ →

一

四
・
一

松
本
徳
一

"1

四
・
一

早
川
正
雄
→

11 "

昭
六
三

一
関
博
幸

四
・
一

小
玉
直
幸→

" 四
・
一

坂
本

博

新
設
四
・
一

佐
木々
弘
→

→
松
本
徳
一↓

平
元

安
部 平

" 11 四
・
一

博
幸
→
ク

→
ン
→
→

平
三

→

→

一
二
・
二
五

佐
木々
弘
→
か

一
二
・
二
五

山
下
英
樹
→
ノ

一
二・
二
五

神
薮

"

平
四

→
ク

" "

平
五

伊
藤

神
薮

一
よ
り

平
六
・
四
・

住
民
課
と
改

11

一
一・
一〇

一関
博
幸

一
一・

一〇
佐
木々
弘

平
六

四
五

一
一
・
一〇

→

一一
・
一〇 武

11

廣

課
長
等
の
氏
名
お
よ
び
在
任
期
間
(兼
務
職
を
除
く
)

六
〇
・
四
・
一

九
・
一九

九
・
一九

11 " 11

五
八
・
七
・
三
〇

四
・
一

四
・
一

"

二
一

準
一
→
少 →
ン →

一
関

四
・
一

11

11 "1

武
士
心

第
一
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四
六

第
四
編
行

政

出
納
室
長

長 教
委
教
育
次
松
本

六
〇
・
四
・
一 徳
一→

"

一
一 山
下
英
樹

四
・
一

11

新
設
四
・
二
五

山
下

英
樹→
ク

神
薮
四
・
二
五 武
士
々

→
廃
止

一二
・
二
四

一
二
・
二
五

一
関
博
幸
→
ク

一
一・
一〇

安
部
準
一

4
各
委
員
会
と
委
員

公
平
委
員
会
歴
代
の
委
員
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
公
平
委
員
会
委
員

任
期

現
在

現
在

現
在

間
平
元
よ
り
委
員
長

備

他
の
委
員
会
委
員

。
教
育
委
員
会
(第
六
編
第
一
章
第
二
節
)

。
農
業
委
員
会
(第
五
編
第
十
二
節
)

。
監
査
委
員
(
第
四
編
第
五
節
)

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
(第
四
編
第
二
章
第
二
節)

。
選
挙
管
理
委
員
会
(第
四
編
第
四
章
第
二
節
)

考

宮
森

青
木
貞
良

惣
伊
田
勇
作

後
藤
数
雄 茂

氏
名

在

平
元
・
一二
・二
〇
～

昭
四
九
・
三
・
一二
～

昭
六〇
・
一
二・
二
〇
～
平
元
・
一
二
・
一九

昭
五
七
・
三
・
二二
～



第
十
三
節
町
内
会
活
動

1
町
内
会
館と
歴
代
町
内
会
長

町
内
会
館
町
内
会
活
動
の
拠
点
と
な
る
会
館
の
建
設
は、
町
内
会
単
位
に
進
ん
で
い
る
。

第
一
章
沿

革

新盛コミュニティ会館(昭和62年12月1日・3条5丁目)

北部コミュニティ会館(平成3年12月1日・6条3丁目)

四
七

東コミュニティ会館(平成4年12月1日・7条東通り)



新 屯 南 協 東 日
の

盛 田 栄 出

戸
数

四
三
六
二
三
三
六
一
二
九
七
七
戸

年
度

前

田

中
川
造
田

村
重
山
崎

熊
田

進
幸
一 昇

忠
司博 正

西
田
義
雄

今
川
孝
雄

大
友
伍

村
重
博

山
崎
忠
司

熊
田
正

平
元 元

高
崎
順
夫

小
笠
原
喜
一

大
友

上
ヶ
島
力
雄

青
木

昭
雄

境
谷 平

二

高
桑 コ

坂
下 早

川
青 境
木 容

陽
優 進 毅

上
ヶ
島
力
雄
昭
雄

照
男

平
三

篠
原

宮
本
光
男

山
森

秀
雄

上
ヶ
島
力
雄

青
木
昭
雄

中
村
政
美

平
四

篠
原

前
田

池
川

中
村 平

「
勉

英
一

豊 美

岡 宮 早

稲
澤
池
川

飯
沼

島 本 川 平
秀 光 貞 六
雄 男 毅 博 豊 雄

歴
代
町
内
会
長

備 財
源
(千
円
)

工
事
費
(千
円
)

構
造
規
模
正

開
設
年
月
日

敷 位
項
目
/
会
館
名

町
債
二
五、
六〇
〇

二
六
、
四
八
〇

二
五
二
・九
八

木
造
平
屋
建

昭
六
二
・
一一
・
一

一、
〇
〇
〇

二〇
三
四
番
地
の
七
九

新
盛
コミ
ュニ
テ
ィ
会
館

再
建
(別
地
)

町
債
二
七
、
四
〇
〇

二
八、
九
四
三

二九
六
・
〇
四

木
造
平
屋
建

平
三
・
一二
・
1

一、
五
七
五

二〇
五
二
番
地
の
一
四

北
部
コミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

旧
校
跡
地
を
利
用

町
債
二
五、

一〇
〇

二
五
、
七
五
〇

一
九
一
・
七

木
造
平
屋
建

平
四
・
一二・

一

五、
五
六
七

九
五
番
地
の
一
二

東
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
会
館

北
電
事
務
所
跡
地

一三
五・
〇
六

木
造
モ
ル
タ
ル
造

平
四
・
一
一・

一

五
〇
八
・
六二

一二
七
三
番
地
の
八

ち
く
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

会
館
新
築
状
況
昭
和
六
十二
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
四
編
行

政
四
八

歴
代
町
内
会
長
昭
和
六
十
三
年
以
降
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

考

地
m2 置

昭
六
三

伍伍

照
男

勉
宮
本
光
男

上
ヶ
島
力
雄

政 五
町
内
会
名
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駅 旭 筑 中 中 西 北
央 央

前 紫 東 西 栄 部

一
、
二
二
二
戸

六
八

一七
七

一二
四

一
一
四

二〇
四
六
三
六
六

戸
数
は、
平
成
六
年
一
月
一日
現
在
森 北 岡
川 田

正 秀
剛 義 夫 正

森 内 畑

田
忠

剛 孝 昇

正
植
田
純
次

小
竹
美
数

鈴
木
利
博

庄
司 主相 内 畑馬 田

勝 忠
隆 由 孝 昇 正 人 実 允

坂 内 畑 東

澁
谷

前
田

川
西

忠 政

勉 孝 昇 正 人 実 巌

坂 内 畑 東 澁 後 川
本 田 谷 藤 西

忠 政 武
勉 孝 昇 正 人 司 巌

坂 内 畑 東
本 田

澁
谷

政
人

後
藤
武
司

博
義

坂 内 内 栗 森 飛 後
本 田 田 岡 藤

博
勉 孝 成 初

久
夫

博 義

東 植
田
純
次

小
竹
美
数

生
田
光
太
郎

東
東 澁
谷

政
人
政

前
田
大
西

章

本 田

後
藤

忠
勉 孝 昇 正

四
九

計



政

第
二
章

財一
般
会
計
の
変
遷

1
一
般
会
計
の
推
移

概
況
本
町
は、
前
記
「
第
一
章
第
八
節
1
町
総
合
計
画
」
で
述
べ
た
よ
う
に、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の
秩
父
別
町
を
築
く

た
め
の
基
礎
固
め
と
し
て
、
第
三
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
六
十
一
年
度
か
ら
の
一
〇
年
間
の
実
施
計
画
を
た
て
、
そ

の
諸
施
策
を
実
現
す
る
た
め、
財
政
事
情
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
健
全
財
政
を
維
持
し
、
調
和
を
図
り
な
が
ら
一
般
会
計
予
算
を
執
行
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一般
会
計
の
歳
入
に
占
め
る
町
税
の
割
合
は
、
昭
和
六
十
年
度
が
一〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
以
降
年
下々
降
線
を

た
ど
り、
平
成三
年
度
に
は
四
・
九
パ
ー
セン
ト
、
同
四
年
度
に
は
五
・
二パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ
の
反
面
地
方
交
付
税

は
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ
り、
国
・
道
支
出
金
も
ほ
ぼ
一
五
パ
ー
セン
ト
台
で
あ
って、

本
町
の
財
政
構
造
は
依
存
財
源
に
よ
る
と
こ

ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
今
後
の
財
政
需
要
に
備
え
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で、
「秩
父
別
町
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
いて
事
務
・
事
業
の
見
直
し
、
組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化
、
給
与
の
適
正
化
、
定
員
管
理
の
適
正
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
事

業
・
施
策
を
厳
選
し、
効
率
的
な
財
政
運
営
を
計
っ
て
い
る
。

五〇
第
四
編
行

政

第
一
節



一般会計の推移
(単位 円)

年度 歳 入 歳 出出 残 額 基金積立等

昭
60 1,741,978,226 1,739,939,469 2,038,757

財政調整基金積立
2,038,757

11

61

2,001,287,785 1,993,171,796 8,115,989 8,115,989

"

62 2,036,957,274 2,004,899,099 32,058,175 32,058,175

63 2,518,585,120 2,518,047,120 538,000
翌年度繰越し

538,000平
元

2,898,563,023 2,894,961,122 3,601,901
財政調整基金積立

3,601,901

2 3,704,448,740 3,701,366,715 3,082,025

11

3

3,530,318,439 3,523,625,610 6,692,829 6,692,829

11

4

3,676,559,303 3,628,822,729 47,736,574 47,736,574

5 4,409,147,940 4,370,615,436 38,532,504

翌年度繰越し
13,067,000

財政調整基金積立
25,465,504

6 3,939,508,461 3,877,408,81262,099,649

翌年度繰越し
31,352,000

財政調整基金積立
30,747,649

政

一般
会
計
決
算
昭
和
六
十
年
以
降
の
決
算
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
章
財

五
一

一般
会
計
の
推
移
昭
和
六
十
年
度
以
降
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

11

3,082,025



(単位 円)

平 元

2 3 4 5 6

181,373,063 176,614,725 174,680,878 192,706,476 203,359,191 213,414,735
48,085,000 53,050,000 55,329,000 59,176,000 63,495,000 64,587,000
3,794,000 7,936,000 7,792,000 5,152,000 5,758,000 6,324,000

ゴルフ場利用税交付金
10,119,045

ゴルフ場利用税交付金
12,713,941

ゴルフ場利用交付金
14,638,484

ゴルフ場利用交付金
15,176,482

ゴルフ場利用交付金
13,132,555

ゴルフ場利用交付金
11,422,615

25,798,000 28,338,000 28,344,000 25,622,000 25,870,000 31,294,000
1,429,421,000 1,621,594,000 1,633,143,000 1,721,901,000 1,805,974,000 1,819,493,000
1,287,000 1,416,000 1,611,000 1,428,000 1,318,000 1,311,000
9,065,789 12,950,785 15,303,779 14,730,627 25,555,898 25,291,307
23,243,128 115,861,630 160,181,814 152,999,487 165,003,424 192,180,336

146,036,347 167,711,062 158,853,079 202,583,431 276,707,536 332,625,318
304,372,084 117,319,308 167,484,027 304,513,974 204,243,937 173,419,430
42,472,533 50,797,637 143,828,321 56,004,947 84,760,495 51,467,571
25,100,000 54,955,000 39,305,000 12,787,000 73,750,000 40,790,000
3,396,873 211,072,707 381,338,796 227,463,617 425,255,886 243,438,515

繰越金538,000 13,067,000
106,411,161 109,917,945 126,785,261 119,514,262 134,264,018 133,382,634
538,050,000 962,200,000 421,700,000 564,800,000 900,700,000 586,000,000

2,898,563,023 3,704,448,740 3,530,318,439 3,676,559,303 4,409,147,940 3,939,508,461

44,292,077 52,873,502 53,431,610 58,006,258 55,844,372 57,761,585
359,299,717 627,968,972 611,464,507 423,202,598 783,699,837 552,243,742
164,957,389 170,105,741 208,481,410 241,581,002 391,985,148 705,670,437

129,228,221 432,886,933 120,247,560 126,474,573 159,352,082 186,418,216
283,716 289,306 584,100 337,000 378,186 373,800

265,289,449 212,750,498 182,767,924 375,553,392 189,846,014 248,020,207
549,219,704 894,723,900 517,586,270 334,460,331 851,765,960 241,467,380
366,871,555 429,371,992 403,126,022 407,049,620 463,381,380 580,501,547
57,843,000 62,112,000 70,929,000 72,412,000 73,308,000 109,981,000
131,309,195 121,408,718 166,455,336 628,009,468 249,377,062 174,098,901
152,390,449 14,028,505 33,306,102 33,076,372 22,667,234 16,742,827
320,979,142 304,091,887 752,000,669 486,651,008 655,916,214 520,216,838
352,997,508 378,754,761 403,245,100 442,009,107 473,084,947 483,912,332

2,894,961,122 3,701,366,715 3,523,625,610 3,628,822,729 4,370,615,436 3,877,408,812

3,601,901 3,082,025 6,692,829 47,736,574 38,532,504 62,099,649

第
四
編
行

政
五
二



一般会計款別歳入歳出決算状況

科 目 昭 60

61 62 63

1. 町 税 178,217,315 181,104,769 204,459,998 191,104,020
2.地 方 譲 与 税 32,820,000 34,511,000 36,183,000 36,741,000
3.利子割交付金 1,561,000
4.娯楽施設利用税 7,633,921 7,514,522 7,592,150 9,298,974
5.自動車取得税交
付税 17,313,000 17,973,000 19,754,000 24,032,000

6.地 方 交 付 税 904,294,000 947,875,000 997,986,000 1,131,579,000
7.交通安全特別交
付金 1,787,000 1,452,000

8.分担金及び負担
金 9,522,678 10,818,019 11,222,300 10,682,267

9.使用料及び手数
料 14,289,971 15,942,607 17,565,929 19,692,236

10.国 庫 支 出 金 126,575,045 139,466,632 97,815,493 142,597,924
11.道 支 出 金 125,010,126 200,702,286 198,183,858 178,071,615
12.財 産 収 入 40,365,028 43,188,625 42,095,354 42,753,069
13.寄 付 15,330,000 12,850,000 25,575,000 15,174,000
14.繰 入 9,000,000 40,000,000 234,330,012
15.諸収 入 67,607,142 113,041,325 113,637,192 115,766,003
16.町 194,000,000 236,300,000 263,100,000 363,750,000

歳 入 合 計 1,741,978,226 2,001,287,785 2,036,957,274 2,518,585,120

1.議 会 43,287,626 40,964,181 40,564,828 43,292,184
2.総 務 £ 111,453,398 182,026,607 192,985,716 404,092,302
3. 民

生

費
費
費
費 133,010,671 180,846,543 182,568,466 150,612,380

歳 4. 衛 生 97,071,497 79,226,108 92,676,840 115,460,058
5. 労 働 費 283,050 337,270 291,570 291,518
6.農林水産業費 241,743,826 277,165,977 289,906,132 235,617,814
7.商 エ 費費 11,681,334 6,437,488 77,593,186 155,794,360
8.土 木 費 229,148,218 286,115,211 257,673,543 303,589,443
9.消 防 費 57,225,000 59,923,000 79,946,000 67,599,000
10.教 育

育 費

160,501,359 159,618,447 118,700,522 159,557,333
出 11.災 害 復 旧 費 32,047,398 100,727,981 32,939,625 100,012,663
12.公 債 費 313,082,636 298,485,877 306,348,946 440,612,121
13.職

員 費

309,403,456 321,297,106 332,703,725 341,515,944

歳 出 合 計 1,739,939,469 1,993,171,796 2,004,899,099 2,518,047,120

差 引 残 高 2,038,757 8,115,989 32,058,175 538,000

歳

政

第
二
章
財

五
三

入

金
金
入
債



政

2
基
金
の
設
定

昭
和
六
十
年
以
降
の
基
金
の
設
置
に
つ
いて
は、
農
業
振
興
基
金
(昭
和
六
十
年
)、
減
債
基
金
(昭
和
六
十
三
年
)、
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
お
よ
び
人
材
育
成
基
金
(平
成
元
年
)、
開
基
百
年
記
念
事
業
基
金
(平
成
二
年
)、
社
会
福
祉
基
金
お
よ
び
観
光
施
設
整
備
基
金

(平
成
三
年
)、
庁
舎
整
備
基
金
(平
成
四
年
)、
緬
羊
増
殖
振
興
基
金
(平
成
五
年
)
の
各
条
例
を
設
定
し
て
い
る
。

な
お、
奨
学
基
金
条
例
は
平
成
二
年
に
廃
止
さ
れ、
土
地
開
発
基
金
(昭
和
四
十
九
年
)
は
六
十
年
に
廃
止
さ
れ
た
が、
平
成三
年
に

再
度
条
例
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

3
債

町

現
況
町
債
は
長
期
・
低
利
な
政
府
資
金
が
多
いが
、
特
例
と
し
て、
縁
故
の
あ
る
金
融
機
関
か
ら
、
借
り
入
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
借
り
入
れ
の
条
件
は、
政
府
資
金・
縁
故
資
金
と
も
金
融
情
勢
の
動
向
に
よ
り
変
動
が
あ
る
。
償
還
期
限
は
一〇

年
前
後
で、
長
いも
の
で
は三
〇
年
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

昭
和
六
十
年
以
降
の
町
債
発
行
高
・
公
債
費
額
の
比
率
お
よび
現
債
高
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
四

第
四
編
行



(単
位
千
円
)

町
債の
状
況

歳
入
総
額
歳
出
総
額
歳
入
上
の
地
方

債
額

平

六 五 四 三 二 元

六

=

六
二 六
一

昭
六
〇

年
度 項
目

三、九三九、五〇九

四、四〇九、一四八

三、六七六、五五九

三、三三〇、三
八

三、七〇四、四四八
二、八九八、五六三
二、五一八、五八五

二、〇三天、九五七

三、〇〇一、二八八
一、七四一、九七八

三、八七七、四〇九

四、三七〇、六一五

三、六二八、八三三

三、五三
、六二六

三、七〇一、二六六

二、八九四、九六一

二、五一八、〇四七

二、〇〇四、八九九
一、九九三、ーセニ

一、七三九、九三九

五八六、000

九00～100

五六四、八〇〇

四三一、300

九六二、二〇〇

五元
、〇五〇

三天三、七五〇

二六三、一〇〇

二三
、三〇〇

一九四、000
二
・
四

三
三、〇八三

歳
出
上
の
公
債

費
額

五二
、三
七

六五五、九一六

四八五、六五一

七五三、00一

三〇四、〇九ニ
三〇、九七九

三
・
一%

一六・
ニ%

一七・
ミン

一六・
五ン

一七・
四ど

公
債
費
比
率

三、九三六、〇八五

三、六九七、四七一

三、二四二、四三九

二、九九ニ、八三
三、一四五、七一八
二、三五四、一四〇

二、〇二七、八八八

一、九七〇、四一八

一、八八四、二四三
二、〇〇三、四六三

地
方
債
の
歳
入

に
占
め
る
割
合

一四・
へたど

二〇・
四三り

一五・
芸
%

二・
九五ン。

二五・
九セン

一八・
系
%

一四・
四五ン

三
・
九
%

二
・
八 0%

一九八、四八六

一五
・一%

一五・
二

一五・
六%

(注)
町
債
発
行
高・
公
債
費
額
の
比
率
お
よ
び
現
債
高
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し、
公
債
費
比
率
は、
定
め
ら
れ
た
算
式
に
よ
り
計

算
さ
れ
た
も
の
で
、
公
債
費
と
歳
入
・
歳
出
額
と
の
比
で
は
な
い。

第
二
章
財

政
五
五

目
的
別
地
方
債
借
入
状
況
昭
和
六
十
年
度
以
降
の
借入
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
度
末
総
現
債
額

四四〇、六三

三〇六、三
九

三
・五



五
六

目
的
別
地
方
債
借
入
状
況

政

昭
六
〇

二、〇〇三、四六二

五、000

毛
、八〇〇

10五、一七一
五六三、八四〇
七
、八二
一二、一四三
三、一三三
一六、七八八
四一、三〇〇
七三〇

四八、〇八八
六〇一、四四九
三五六、五九〇
三
四、五三七

一、二九一、六一五

一、八八四、二四三

10、500

六四四、二三四
六五四、七二四
一九、七五六
一九、七五六
一五、〇九三
四四、100 0
五五、三四五
五六六、一四七
三八、101
二三〇、八七七
一、二〇九、七六三

一、九七〇、四一八

二〇、二六五

六三、三差五

七八四、五〇六
八六七、〇〇六
一八、五八九
一八、五八九
一三、三

五
四七、五三四
五、六00
七三、七七一
五〇五、九一七
二三
、五六六

二〇九、110
一、〇八四、八二三

二、○一七、八八八

二四、九七九
八八、九〇〇
七六、五七一
一五九、四六四
八三元、九四三
一、一八九、八兵六
三
、三
〇

三
、三七〇
三七、二九九
四八、九八〇
五、六00
九二、三

八
三五三、八七四
そ
、二一四

二三〇、五三七
七九四、六六三

二、三五四、一四〇

二三、八六四
四六六、二〇〇
七三、〇八六
三
三、八三四
八七一、四七一
一、五五七、五四五
三
、言四〇

三
、九天
六九、九二
五、六〇〇
一一四、三〇五
一九七、三

六
二八、七三ー
三
三、四三四
七六四、二五五

項

臨
時
公
共
事
業
債

公
共
事
業
等
臨
時
特
例
債

臨
時
財
政
特
例
債

地
域
総
合
整
備
債

調
整
債

財
源
対
策
債

過
疎
債

三
そ
の
他

土
木

二
災
害
復
旧

総
務

保
健
衛
生

民
生

公
営
住
宅

教
育

農
林

土
木

一
普
通
債

1
一
般
会
計

目
年

度 度
昭
六
一

昭
六
二

昭
六
三

平
元

(単
位
千
円
)

第
四
編
行

小
計



第
二
章
財
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九〇、七五三
ハゼニ、九六二
二、〇四二、六三九
三
、〇 三三
三
、〇三三
三
、九九八

五、〇四〇
一天
、三
七

二七四、六一九
一九、八三一

一、〇七三、〇四六

平
二

二、三
九、五七五

二
、一四

臺
大、一四九

六六、三三
八九一、九七〇
一、九〇九、九二四
二天、〇八七
二六、〇八七
一七、八三
三七三、五五九
四、四八〇
一九七、三九九
二四六、三

三
10、三七
一九七、〇三三
一、〇五六、八〇二

平
三

二、四七六、三八ニ

五九三、二三九

二四一、二七四
三五〇、八六五

二、七五一、一九一

七八〇、七七三

四三四、七五三
三五六、〇二〇

二、八八〇、四一九

八六三、五三一

四九一、七二
三七〇、八二〇

三
八兵

一、三
四、九三

二、七四六、九六九
10、二九三
二〇、二九三
一四、〇六六
三五五、八四七
二、八〇〇
二
、三
八

一八一、八三五
八、000
二四三、〇三七
一、一天、八三

平
六

(単
位
千
円
)

三、ニミニ、モモニ

九〇八、三三
五三〇、八〇四
三七七、四三八

2
特
別
会
計

財
源
対
策
債

過
疎
債

三
そ
の
他

土
木

二
災
害
復
旧

総
務

保
健
衛
生

民
生

公
営
住
宅

教
育

農
林

土
木

一普
通
債

1
一
般
会
計

項 合
計

小
計

二
農
業
集
落
排
水

一
簡
易
水
道

四六、六二三
九〇九、三七三
二、三
九、四一六
二五、六云
一五、六三六
二三、四六五
三天九、五

六
三、九二〇
二三三、〇九七
一八三、四三九
四、六〇〇
一七九、三三〇
九九七、三七七

平
四

二五、五一三
一、一七一、九三六
三、五八一、一九八
二三、九六八
三三、九六八
一八、八七〇
三
〇、三四八
三、三六〇

三〇七、一三三
一九二、八二三
四、六00
二〇六、一六三
一、〇九三、三〇五

平
五

目
年年

度

五
七



第
四
編
行

政

四、〇九二、二一五
九四六、三九七
吾四二、三

七
四〇五、二七O

三、一四五、七一八

二三、六九四
九八九、六00
六六、六三〇

三、六二三、八九七
六三
、〇八五

五三三
、七七〇

10八、三一五

二、九九ニ、八二三

三
、
モニ

八六九、四00
五九、八六一

三、八兵
、二八六

五九三、八五七

四九六、000
九七、八五七

三、二四二、四三九

一天、三
九

一、一八五、三七四
五一、六五七

四、二五三、六九七

五五六、三
六

四六九、九ニー
八六、三〇五

三、六九七、四七一

一八、000
二三
、五九四

一、二九九、一三三
四三、〇三四

四、四四一、一九四
五一五、一〇九

四四二、〇三四
七三、〇八五

三、九二六、〇八五
六八、九〇〇
一八、000
二〇、六三二

一、一九七、六八〇
三三、九六九

五
八

合
計

小
計

二
農
業
集
落
排
水

一
簡
易
水
道

2
特
別
会
計

小
計 臨
時
公
共
事
業
債

公
共
事
業
等
臨
時
特
例
債

臨
時
財
政
特
例
債

地
域
総
合
整
備
債

調
整
債1

税
収

第
二
節
税
収
お
よ
び
税
外
収
入

概
況
本
町
の
財
政
は、
歳
入
に
占
め
る
税
収
の
割
合
が
年
低々
下
し
、
地
方
交
付
税、
国
・
道
支
出
金
、
地
方
債
等
の
割
合

が
大
き
く
な
っ
て、
依
存
財
源
体
質
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
等
に
加
え
て、
大
型
優
良
企
業

の
誘
致
に
よ
る
大
幅
な
税
収
増
加
が
見
込
め
な
い
の
で、
今
後
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は、
地
方
債
の
借
り
入
れ
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
あ
る
。
し
か
し、
財
政
の
硬
直
化
を
防
ぐ
た
め
に
は、
高
い
公
債
比
率
を
抑
制
し
、
経
常
的
経
費
を
節
減
す



る
な
ど
の
自
助
努
力
を
尽
く
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
行
政
計
画
全
般

に
わ
た
っ
て
長
期
展
望
に
立
っ
た
財
政
の
健
全
運
用
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

税
制
の
改
正
は、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、
住
民
の
税
負
担
の
軽
減
お
よ
び
合
理
化
を
図
る
た
め、
年
所々
要
の

改
正
が
行
わ
れ
た
。
本
町
に
お
い
ても
、
中
央
の
方
針
に
沿
っ
て
町
税
条
例
等
の
改
正
を
行
い、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
負
担
の
公
平
適

正
化
を
図
る
た
め
個
人
住
民
税
の
所
得
割
・
均
等
割
の
税
率
見
直
し
、
基
礎
控
除
額
・
非
課
税
限
度
額
等
の
引
き
上
げ
、
事
業
所
税
の
資

産
割
税
率
の
見
直
し
な
ど
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
税
率
改
正
、
土
地
評
価
替
え
に
伴
う
固
定

資
産
税、
住
宅
用
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得
税
等
の
税
負
担
の
総
合
的
か
つ
適
切
な
調
整
措
置
等
も
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
平
成
六
年
度
分

の
個
人
の
町
民
税
に
限
り、
所
得
割
額
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
税
も
実
施
さ
れ
た
。

な
お、
課
税
の
該
当
が
な
い
た
め、
木
材
引
取
税
は
昭
和
六
十
一
年
度
に
廃
止
に
な
っ
た
。

税
収
の
実
績
昭
和
六
十
年
以
降
の
実
績
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

合 特
別
土
地
保
有
税

電
気
税

た
ば
こ
消
費
税

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

町 税
目

民
税

年
度

一八四、八七一
六、六六〇
七、七二五
一六、六〇三
三、九六一
六七、八七四
ハニ、〇四八

昭
六
〇

一八一、一〇五

八、〇三
三

一八、九七O
四、〇三〇
七一、八三
七八、二六〇

六
一

二〇四、四六〇

七、九四〇
一八、七二〇
四、一四九
七八、〇三五
九五、六二六

六
二

一九一、二〇八

七、九〇七
一八、三五六
四、一六七
七七、一四八
八三、五三〇

六
三

一七九、五二〇

一、五五八
一五、二六五
四、一五〇
七四、二九ニ
八四、三五五

平
元

一七六、六二三

一七、二〇四
四、一是七
七四、五三六
八〇、七四六

110
一七四、六八一 0

一六、一八〇
四、三三
七三、四六三
八〇、八〇六

111

一九三、七〇六

一六、〇五一
四、二八五
七五、九五九
九六、四二二 四

0

二〇三、三五九

一六、 〇〇二
四、三四四
八
、二三

10ニ、七七七 五
0

二
三
、四一五

一六、六五七
四、五六一
八三、六五六
10八、五四一 六0

第
二
章
財

政
五
九

(単
位
千
円
)

0

0

0

0



六〇

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
(定
員
三
名
)

氏
名博

平
五・

平
四
・

四・
一平

元
・
九
・
一
三

三
・
一八

昭
五
五
・

八
・
九

昭
五
五
・

四・
一

就
任
年
月
日

九
・
二一 一

平
五
・

退
任
年
月
日

現
在

七
・
一
四

現
在

現
在

平
元
・

九
・
一二

平
四
・
三
・
三
一

平
四
・
三・
二
五
委
員
長
に
就
任

備

稲
澤
阿
部
逸
夫

木
島
耕
平

澁
谷
政
人
|昭
五
八・

松 松
永本

猛
宇
吉2

納

納
税
奨
励

本
町
で
は、
昭
和
二
十
五
年
に設
け
ら
れ
た、
青
色
申
告
制
度
の
普
及
と
諸
税
完
納
の
促
進、
納
税
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め、
昭
和
六
十
年
八
月
二
十
三
日
農
協
大
ホー
ル
に
お
い
て
、
「青
色
申
告
と
諸
税
完
納
の
町
」
宣
言
式
を

行
っ
た。
昭
和
六
十
二
年
六
月
か
ら
は、
諸
税
の
納
入
の
便
宜
を
考
え
、
秩
父
別
農
協
・
北
空
知
信
用
金
庫
秩
父
別
支
店
に
お
け
る
、
税

金
の
振
替
納
入
の
取
り
扱
い
も
開
始
し
た。
ま
た、
平
成二
年
四
月
か
ら
町
税
納
期
の
改
正
を
行
い、
年
四
回
(六
月
・
八
月
・
十
月
・

十
二
月
)
と
し
た。

考

第
四
編
行

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
昭
和
六
十
年
以
降
の
委
員
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

政

税



年
度
別
収
入
未
済
額
・
不
納
欠
損
額
昭
和
六
十
年
以
降
の
額
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
度
別
収
入
未
済
額
・
不
納
欠
損
額

六
一

平

元

六三 六二 六
一

昭
六
〇

年
度

第
二
章
財

収
入
未
済
額

収
入
済
額

調
定
額
八
五、
七三
五、
四
七
一

不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額

収
入
済
額

調
定
額

不
納
欠
損
額

収
入
済
額

収
入
未
済
額

調
定
額

不
納
欠
損
額

収
入
済
額

収
入
未
済
額

調
定
額

不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額

収
入
済
額

調
定
額

項
目

一七、
八〇
〇

一、
六〇
二
、
七
四
五

八
五、
一四
七
、
四
六
五

一、
一五
五、
八
六
五

六
一
三
、
四
一六

九
五、
六二
五、
六
六
二

九
七
、
三
九
四、
九
四三

一、
八
二
二
、
〇
〇
七

七
八、
二
五
九、
六
四
六

八
〇
、
〇
八
一
、六
五三

一
、
三
五
三
、
九
四
八

八二
、
〇
四
八、
一〇
六

八
三
、
四〇
二
、
〇
五
四
六
七、
九
五
九、
一〇
〇

固
定
資
産
税

四
、
一四
九
、
六
〇
〇

四、
一四
九、
六〇
〇

四、
一六
七、
〇
〇

四、
一六
七、〇

〇

四
、
一四
八、
六〇
〇

四、
一四
八、
六〇
〇

四
、
〇
二
九
、
八
〇
C

四
、
〇
二
九、
八〇
〇

三
、
九六
〇
、
八〇〇

三
、
九
六
〇
、
八〇
〇

軽
自
動
車
税

二、
九
八〇
、
三
七三

一
七
八、
七三
五、
四
九
七

一
八
一、
七
一
五、
八
七〇

三、
〇
八
一、
六
七〇

一七
三
、
三三
五、
六
九〇

一
七
六
、
四
一
七、
三
六
〇 C

一
、
四
七〇
、
七
六
〇

一六
三
、
三
五
九、
五
五
〇

一
六
一、
八
八
八、
七
九〇

七
八
二
、
六
五
〇

一三
〇
、
八
八八、

五
五〇

一三
〇
、
一〇
五、
九〇
〇

六二
一
、
五
四〇

三
二
一
、
三
八〇

一二
四、
二
四
九、
三
三
〇

一二
五
、
一九二

、
二
五〇

国
民
健
康
保
険
料
(税
)

政 一、
四七
九、
九
八二

八
四
、
二
五
五、
四
八
九
七
四、
二
九二
、
四
二
〇

二
一
九、
四〇
〇

七
四、
五
一
一、
八二
〇 C

一六
五
、
五
二
〇

八三
、
五二
六、
九二
〇
七
七、

一四
七、
五
〇
〇

七
七、
三
一
三、
〇
二
〇

一
四〇
、
〇
六
〇

七
八、
〇
二
五、
二
六
〇

七
八、
一六
五、
三
二
〇

八二
、
九
七〇

七
一、
八二
一、
九
四〇

七
一、
九
〇
四、
九
一〇 C

八
五
、
二
九〇

六
七、
八
七三
、
八
一〇

町
民

税

O



納
税
貯
蓄
組
合
昭
和
六
十二
年
以
降
の
歴
代
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平

六 五 四 111 二不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額

収
入
済
額

調
定
額

収
入
未
済
額

不
納
欠
損
額

収
入
済
額

調
定
額

不
納
欠
損
額

調
定
額

不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額

収
入
済
額

調
定
額

不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額

収
入
済
額

調
定
額

不
納
欠
損
額

第
四
編
行

政

二
一、
六
二
一

一三
二
、
五
八
七

一〇八、
五
四〇
、
七
九三

一〇八、
六
九
五、
〇
〇
一

二
四二
、
六
九
八

10三、
七
七
六
、
九
八
九

一〇三、〇
一
九、
六
八
七 ○

収
入
未
済
額

二
二
四、
八
七
〇

収
入
済
額
九
六
、
四
一
二、
三
二三

九
六、
六三
七、
一九三 C

三
八
一
、
八
五
八

八〇
、
八〇
六、
四
三
五
七
三
、
四
六
二
、
七〇
〇

○
八
一、
一八八、

二
九三

一
、
二
八
一、
四
九二

七三
、
六
三
〇
、
五
〇
〇

三
〇
〇
、
〇
〇

七
四
、
五二
六、
七
〇
〇

八〇
、
七
四
六、
三
八〇

八二
、
〇
二
七、
八七二

八、
〇
〇

八
三
、
六
五
六、
三〇
〇

八
三
、
六
七
四、
三
〇
〇

一
九
七、
○
○

八〇
、
二三
六
、
三
〇
〇

八
〇
、
四三
三
、
三
〇
〇

一
七
八、
五
〇
〇

七
五、
九
五
八、
九〇
〇

七
六
、
一三
七
、
四〇
〇 C

一六
七、
八〇
C

四
、
二三
一
、
六
〇
〇

四
、
二三
一
、
六
〇
O

四
、
一三
七
、
〇
C

O
C

O

C

四、
三
四
四、
二〇
〇

四、
三
四
四、
二
〇
〇

四
、
二
八
四、
六〇
〇

四
、
二
八
四
、
六
〇
〇

一五
三
、
六
九
九、
九
九三

一
五〇
、
三
九
四、
八
五〇

一六
四、
七
七
九、
六
四三

一六
〇
、
六
八三
、
一四
〇

三
、
七
八〇
、
九
九
三

三
一
五、
五
一〇

四
、
二三
〇
、
五
四三

一
七
一、
七
七
五、
四
七
三

一六
七
、
五
四
四、
九
三
〇

五
四
六
、
六
九
〇

一、
五
三
五、
九
四
〇

一三
二
、
七
七
二
、
一〇
〇

一三
四、
八
五
四
、
七三
〇

三
、
六
五
二
、
二三
〇

一五
一、
一三
〇
、
八
一
三

一五
四、
七
八三
、
〇
四三

三、
三〇
五
、
一四三

O ○

四、
一三
七
、

四、
五
六
一
、
〇
〇

四、
五
六
一、
〇
〇

六
二

○

七
四、
八二
六
、
七
〇



平

年

二
元
元

六三
昭
六
二 度

畑 / / 植

植
田 田

純
次 名

平 年

六 五 四 三

度

宮
本

上
ケ
島

上 " 畑 氏畑 氏

光 カ

男 雄 昇

名

歴
代
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

昇

第
三
節
特
別
会
計

1
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
状
況

特
別
会
計
の
推
移
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
三

第
二
章
財

政

平
氏



特別会計の推移調
(単位 円)

会計
別 国民健康保険特別会計 簡易水道特別会計

年次 歳歳入 歳 出 残 額 歳 入入 歳 出 残 額

昭61 356,117,391356,117,391 0152,356,083152,356,083

0

62 309,178,602298,252,42910,926,174147,394,476147,394,476

0

63 352,413,399346,340,3636,073,036156,012,664156,012,664 0

平元 367,477,692367,477,692 0149,795,230149,795,230

0

2

386,818,212383,503,6483,314,564187,864,893187,864,893

0

3

388,731,098376,401,95312,329,145 93,548,231 91,734,0891,814,142

4 420,750,986413,340,6007,410,386 85,994,288 86,332,559△338,271

5 425,127,367412,286,13212,841,235105,314,395105,266,750 47,645

6 392,701,731390,875,4871,826,244 78,211,955 77,976,652235,303

会計
別 老人保健事業特別会計 農業集落排水事業特別会計

年次 歳 入 歳 出 残 額 歳 入 歳 出 残 額

昭61 394,914,825392,814,0382,100,787170,237,368170,237,368

0

62 435,770,395424,886,56310,883,832 466,665,183466,665,183

0

63 428,966,516426,726,4032,240,133274,510,219274,510,219 0

平元 477,413,483474,305,1543,108,329231,600,152231,600,152

0

2

533,751,012526,701,5407,049,472170,657,018170,657,018

0

3

574,540,582570,111,6634,428,919100,447,656100,447,656

0

4

574,453,374554,487,02719,966,347 85,717,424 85,717,424

0

5

556,497,347545,332,63011,164,717 79,347,965 79,347,965

0

6

555,576,034551,017,0354,558,999 76,866,090 76,843,282 22,808
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四
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国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
昭
和
五
十
八
年
に
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計、
五
十
九
年
十
月
に
退
職
者
医
療
制
度
の
創
設
が
あ
っ
てこ

会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況

こ
と
に
な
っ
た
。

れ
に
よ
る
給
付
も
開
始
さ
れ、
六
十三
年
に
は
国
の
制
度
改
革
に
よ
って
、
地
方
負
担
が
大
幅
に
増
え
る

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
決
算
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一三、ハニ九、二九三

三〇九、一七八、六〇三
六一九、七四一 0
二、七三三、一ハニ
二、一八七、四六三
吾四八、000

五、五〇四、〇五一

一
、六
八、三七六

一六一、八八八、七九〇

六
二

二
、天
三、七三

三五二、四二三、三九九
四六九、五八七
九、七六四、000
一、八三五、〇四七
六八五、○一六
四八二、000

五、五一八、四三三

一六〇、三
七、六�

七三、二三五、六九〇

六
三

二
、一六二、四六三

一天七、四七七、六九ニ
九二〇、三

五
一
、一五一、〇六九
二、七五六、ミや一
二、一七五、七〇五
四八三、〇〇〇

一五九、九五八、四九四

一七八、七三五、四九七

平
元

二三、四六〇、八霊
元
六、八
八、ミ
ニ

九、七〇四、ハ00
一八、〇六0.010

一三、七八五、〇五六
九、三九九、四一七
一、臺
五、000

一二、一六四、五九七

一七八、一九四、七八六
一九三、二三八、七四七

0

三

四

(単
位
円
)

第
二
章
財

1
総
務
費

二
、八一四、八八三

歳
入
合
計

9
諸
収
入

8
繰
入
金

7
財
産
収
入

6 5 4 3 200

交共道費療支国負一 保国
同 支交養

才給出 担 険

年
次

三
六、二
七、三九一

五六八、三五四
一四、六九〇、七二五
三、七九八、四六八
一、八八三、九七八
八1,000
三、八一九、000

二〇〇、四三九、九六六

一三〇、二〇五、九〇〇

昭
六
一

政
六
五

一七、二六〇、〇三八

四二○、七五〇、九八六
三、五五三、七六一
三五、七七三、八六六
七、〇三〇、四九二
六、八九一、六三

二三、八〇四、六四八
一、〇六四、 000

一五〇、三九四、八五〇

0

一六〇、六八三、一四〇

一六、五一四、三一五

天八、七三二、〇九八

九、四四二、八00
二、一四六、五七七

三、八二六、三〇二

11

0

一六七、五四四、九三〇

四、六八ニ、二一五
六九七、000

一六八、七八ニ、七八〇

一五、二00,000

0

科
目

1
国
民
健
康

金業 金金付金庫金部料康

0

0

0



2基
金
繰
入

差
引
残
額

歳
出
合
計

8
諸
支
出
金 債 立

設 出
費 金金 費健 金業

4
. 共
同
事
業

拠
出
金

老
人
保
健

給
付
費 除

三
六、二
七、三九一

七七、五七四
九三七、九二三

三、七九五、九七ニ

六〇六、六四五

二、〇四六、二七九

二三、四七四、七八〇

二三
四、三五三、一四六

10、九二六、一七四
10、九三六、一七四

一九八、二五三、四二九
六
六、言
〇、云
三 0

一、八三
、五五一

五三五、六〇六

二、六三五、一二九

一四八、九七三、五八七

一八〇、七八〇、ち三八

三天七、四七七、六九ニ

一、七〇一、〇一五 0

二、七五四、〇七五

六八五、八七八

二、九五三、吾四四

一五二、六六〇、二〇七

一九四、五六一、五10

三、三
四、五六四

三、三一四、五六四

ミ
ミ、五〇三、六四八

九七四、〇七四
八一、三〇六

三
、九
六、五一四

八五六、一八五

二、六五
、七五七

一二〇、二七四、三五一

三三、三
六、七
八

一二、三三九、一四五

一二、三三九、一四五

三七六、四〇一、九三三
0.000 0

一三、七八ニ、五六〇

八二八、三
三

二、九三八、八五九

一二〇、四
七、三五五

二三
、八八〇、六三

二四〇、こ
五、三
六

七、四二〇、三
六

七、四二〇、三八六

四二三、三四〇、六〇〇
九三九、八九四
二四八、三

九

七、〇三〇、四九三

三、六〇九、二九八

三、一七一、五九四

一四〇、六一五、八五

六
六

3 2 1
支国 負一 保国
出 担 険
金庫 金部 料康

科
目

、国
民
健
康

年
次

二一五、二七一、八六二 0

一五一、二三〇、八二三

平
五

一七六、一五五、六七八 0

一三
、七七ニ、100

六

(単
位
円
)

八一、七三九、五八三

一九七、七〇八、九八〇

八九、一〇九

二、七二九、六八六

四〇九、二八九

二、七四六、四八九

六、〇七三、〇三六

六、〇七三、〇三六

0 0

7 66 55
公 積基 施保 拠

3 保

第
四
編
行

政

0 0



基
金
繰
入

差
引
残
額

歳
出
合
計

8
諸
支
出
金

7

債 立

6

6 5 4

公 積基 施保 拠共
2 1
給保 総
付 務
費険 費

二〇七、九七一、三八五

10、八四九、三〇四

四三五、一三七、三六七

七、七四七、〇三四
二八、三

八、100
五、三一七、八六四

四、三
七、〇九四
九一七、000

二三、一八七、五〇〇

一、八二六、二四四

一、八二六、二四四

三九〇、八七五、四八七
三、四七三、三四九 0

三、七七八、三一三

三、四九九、三三

四、五六八、五八六
五、八三二、六二五

一五五、三
八、五四九

二〇九、〇八一、三
五

九、九九ニ、〇〇五

三三九、七〇一、七三一

五三六、七七六
五一、二二八、一壹
三、七七八、ミニ三
三、
モニ、七三九
八五五、000

二五五、三
三、000

六
七

第
二
章
財

政

三、八四一、二
五

一二、八四一、三、五

四三三、二八六、一三三
四、五二〇、一四八
四四八、七六七

五、二一七、八六四

三、二九〇、四01
出設

費 金金 費健金業

9
諸
収
入

8
繰
入
金

7
財
産
収
入

交
付
金

,共
同
事
業

5
道
支
出
金

費
交
付
金

4
療
養
給
付

歳
入
合
計

拠
出
金

3
老
人
保
健

一七五、四一九、六七七



基
金
繰
入
金

差
引

残
額

出
合

計

3
公

1
業

債 工 務

2
改
良

事

入
合

計

収 入

4
財

産
収

3
国
庫
支
出
金

2
給
水
料
及
び
手
数
料

1
分
担
金
及
び
負
担
金

年
次

一五二、三五六、〇八三

二五、九四六、一七〇
二五、九四〇、000
100、四六九、九一三

一五二、三五六、〇八三
一六、八00,000
二六、〇五七、八二九
四二、七一八、九七五
一、二〇六、三七九
八、四三0,000
五六、七四二、九〇〇

昭
六
一

一四七、三九四、四七六

一
、七三六、七二三
一天、七八八、〇六五
九一、八六九、六九八

一四七、三九四、四七六

12、100.000
一七、〇六0,000
四八、二八〇、一四七
七〇二、二八九
八、八九六、000
吾
、一兵六、〇四〇
100000

六
二

0 0

三
、四
三、五

六
二三、ニモニ、二九四
100、三九六、八四四

一兵
、〇二三、六六四
一四、八00.000
七
、三三

000
五六、五五七、六七九

六一、〇九四、六一五
二八〇、七三九
八、四一七、000
六二、七ゼニ、一四〇
四二二
000

平
元

0 0

三五、一九六、〇三
二五、二六七、二一三
八九、三三、一〇五

一四九、七九五、二三〇
一八七、八六四、八九三
四0、400.000
六、六五五、八六〇
五六、五〇七、八二五
一〇五、七四三

二
、四三
、000

六三、〇五五、四六五
三〇九、000

二

0 0

一八七、八六四、八九三

三
、一四七、九二四
六一、二九七、六二〇
八八、四一九、三四九

六
八

計
歳
入
歳
出
決
算
状
況
た
め、
平
成
三
年
度
か
ら
企
業
会
計
に
移
行
し
、
科
目
等が
変
更
さ
れ
た
。

第
四
編
行

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
決
算
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
が、
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
健
全
化
を
図
る

政

0 0

歳 歳

7 65
町 諸 繰

科

0 0
一系
、二二二、六六四

六
三四〇一、五〇五
七、四三0.000
五
、八一〇、四八〇
八00,000

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳入
歳
出
決
算
状
況
(そ
の
一
)

簡
易
水
道
事
業
特
別
会費 費 費 債 入 金 入 金人

目

一四九、七九五、二三〇

一六、八00、000
一八、七三六



第
二
章
財

政

当
年
度
純
利
益

そ
の
他
の
支
出

企
業
債
償
還
金

建
設
改
良
費

資
本
的
支
出

営
業
外
費
用

営
業
費
用

水
道
事
業
費
用

そ
の
他
の
収
入

.

庫 本
資 支 業 的

収
他
会
計
補
助
金

営
業
外
収
益

営
業
収
益

水
道
事
業
収
益

年
次

一、八一四、一四三
二
、六
六、六〇三

三〇四、五四四、二一三

一、七八四、四九五
三
七、六八五、三二一
一七、二三

、〇八ニ
七四、六〇三、〇〇七
九一、七三四、〇八九

三〇六、四四七、二七四
六、六一七、000
三、八二三、000
や、X00.000
三三四、四七七、二七四
一六、八九二、000
三
、四八一、七九ニ
六一、〇六六、四五元
九三、西四八、三三一

△
亮
、三
一

10、四五八、三七七
七、六一七、三六五

八、O七五、七四三
六、九三五、七ニー
七九、四〇六、八三八
八六、三三、五五九

五、三10.000

五、三00.000
一八、八00、000
一八、八八七、五二四
六七、二〇六、七六四
八五、九九四、二八八
四

四七、六四五

二、五五一、六八八
三、八八一、一四三
一五、四三三、八三一
六、一八七、五10
九九、〇七九、二四〇

10五、二六六、七五〇

五、七七五、八四四

五、七七五、八四四

一四、一六五、四00

一四、七八九、五〇円
九〇、五二四、八九一
10五、三

四、三九五

五

三
五、三
三

一三、二三〇、四六一
二、九六六、七〇九

一六、一八七、一七〇
五、三
六、六六九

七ニ、六〇九、九八三

七七、九七六、六五三

六、六二
、二三〇

六、六二
、三三〇

九、八00,000
10、三

三、〇三五
六七、八八八、九三〇
ただ、三

一、九五五
六

(単
位
円
)

六
九

支 出

収 入

種
別
資 本 的 支 出収 益的支出 資 本 的 収 入 収益的 収入

出 国 企 資

金 金 債 入

平
三

簡
易
水
道
事
業
会
計
歳入
歳
出
決
算
状
況
(そ
の二

企
業
会
計
)
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七
〇

老
人
保
健
特
別
会
計
人
口
の
高
齢
化
に
伴
う
総
合
的
な
老
人
対
策
が
必
要
と
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
に
こ
の
制
度
が
設
け
ら
れ、
医

歳
入
歳
出
決
算
状
況
療
費
を
国
・
地
方
公
共
団
体
各
保
険
者
が
負
担
区
分
に
応
じ
て
、
拠
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
決
算
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



老人保健特別会計歳入歳出決算状況

科 目

昭61

62 63 平元
2

1

支払基金交付金 272,027,345 300,792,874 299,476,194 329,551,000 369,184,683
2 国 庫 支 出 金 80,401,927 86,561,894 84,714,000 96,285,000 106,541,000
3 道 支 出 金 21,662,881 21,200,000 21,631,000 24,135,000 26,613,000
4 繰 入 20,671,000 24,639,000 10,000,000 24,933,000 28,304,000
5 繰 越 30,312 2,100,787 10,883,832 2,240,113 3,108,329
6「諸収 121,360 475,840 2,261,490 269,370 0

歳 入 合 計 394,914,825 435,770,395 428,966,516 477,413,483 533,751,012

1総総 務 費費 390,136 1,063,398 346,465
426,060,271
319,667 2,476,913

522,671,749
3,648,012

歳 出 合 計 392,814,038 424,886,563 426,726,403 474,305,154 526,701,540

差 引 残 額 2,100,787 10,883,832 2,240,113 3,108,329 7,049,472

翌 年 度 繰 越 2,100,787 10,883,832 2,240,113 3,108,329 7,049,472

科 目 3 4 5 6

支払基金交付金1 392,797,000 379,674,898 359,347,000369,736,000
2 国 庫 支 出 金 115,549,000 128,201,000 118,146,000116,203,000
3 道 支 出 金 28,817,000 31,371,000 29,928,000 29,064,000
4 繰 入 金金 30,102,000 29,540,000 29,110,000 29,408,317

5繰 越 金

金
入 7,049,472 4,428,919 19,966,347 11,164,717
C
O

諸

収 226,110 1,237,557

0 0

歳 入 合 計 574,540,582 574,453,374 556,497,347555,576,034

1 総 務 費費 638,813 770,205
2 医 療 諸 費

833,977
562,228,214
7,049,472

991,281
548,785,929
4,709,817

524,727,470539,082,113
3 諸 支 出 金 19,966,347 11,164,717

歳 出 合 計 570,111,663 554,487,027 545,332,630551,017,035

差 引 残 額 4,428,919 19,966,347 11,164,717 4,558,999

翌 年 度 繰 越 4,428,919 19,966,347 11,164,717 4,558,999七
一

第
二
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政

381,779
医 療 諸 費2 392,394,677 422,099,738

3 諸 支 出 金 29,225 1,723,427

389,149
471,439,092

越

金
金
入



農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算状況

科 目

昭61

62 63 平元
2

1

使 用料及び
手数料 13,811,180

71,024,150

21,421,290

39,565,925

3 繰 入 金 33,177,368

218,220,000

49,615,183

101,500,000

83,430,219 78,158,156 67,237,564
4 諸 収 入

5 町 債 63,500,000

30,000

198,800,000

1,880,000

87,700,000 61,300,000 34,100,000

歳 入 合 計 170,237,368 466,665,183 274,510,219 231,600,152170,657,018

1 農業集落排水
事業費 150,005,650 435,849,952

30,815,231

230,881,532

43,628,687

0

182,790,418

48,809,734

0

118,225,164

52,431,854

0

歳 出 合 計 170,237,368 466,665,183 274,510,219 231,600,152 170,657,018

差 引 残 額

0 0 0 0 0

翌年度繰越

0 0 0 0 0

科 目 3 1 5 6

1
使 用 料 及び
手 数 料 24,961,060 27,369,330 29,262,360 31,004,090

2 道 支 出 金 8,273,125

3 繰 入 金 50,912,591 54,048,094 48,655,605 45,518,000

4 諸 収 入 9,200,880 4,300,000 1,430,000 344,000

1
0

町 債

7,100,000

歳 入 合 計 100,447,656 85,717,424 79,347,965 76,866,090

1 農業集落排水
事業費 46,386,469 31,414,374 27,061,491 24,800,296

2 公 債 費 54,061,187 54,303,050 52,286,474 52,042,986

3 予 備 費

0 0 0 0

歳 出 合 計 100,447,656 85,717,424 79,347,965 76,843,282

差 引 残 額

0 0 0

22,808

翌年度繰越

0 0 0

22,808

政

第
四
編
行

政

2

公 債 費

3 予 備

0
0 予 備 費

20,231,718
0 0

7,306,666 8,332,239

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳入
歳
出
決
算
状
況
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
決
算
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
二

2

道 支 出 金 73,560,000
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政

第
四
節

1
公
有
財
産
調

財
産

公有財産調書

年 度 昭

60 昭 61

項 年度中増・減 年度末現在高 年度中増・減 年度末現在高
1

土 地
13,608m2 565,568m2 1,516m2 567,084m2

建 物 516m2 30,559m2 1,146m2 31,705m2
般 有価証 券 △ 160千円 2,130千円 0千円 2,130千円

出資による 4,118千円 78,627千円 4,045千円 82,672千円
権 利
物品(車輌)
基金(現金) △

△ 1台
1,294千円

17台
572,765千円

3台

42,087千円
20台

614,852千円

国
保

出資による
権 利

0千円 228千円 0千円 228千円

物品(車輌)
基金(現金) △ 7,224千円 80,521千円 △3,937千円 76,584千円

水
道

土
建

地
物 0m2 1,675m2 1,779n2

0n2
物品(車輌)

0台 1台

基金(現金) 395千円

438m21台

21,583千円 △4,946千円 16,637千円

七三

で
あ
る
。

財
産
諸
表
昭
和
六
十
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り

104m2
8m20台 446m2

会
計
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政

計 基金(現金) 17,543千円
23台

632,395千円 126,639千円
24台

759,034千円

国
保

出資による
権 利

0千円 228千円 0千円 228千円

物品(車輌)
基金(現金) △11,961千円 64,623千円 12,758千円 77,381千円

水
道

土
建

地
物 0n2

0m20台

5,111千円

1,779m2
446m21台

11,526千円

0m2
0m20台

1,779m2
446m2

物品(車輌)

1台

基金(現金) △ 3,443千円く 8,083千円

年 度 平 元 (昭64) 2

項 目 年度中増・減 年度末現在高 年度中増・減 年度末現在高
1 土 地 14,250m2 746,793n2 420,977m2 1,167,770m2
建 物 2,322m2 34,661m2 3,520m2 38,181n2

般 有価 証 券 0千円 2,130千円 0千円 2,130千円

会
出資による
権 利
物品(車輌)

1台

25台

0台

25台

計 基金(現金) 23,063千円 782,097千円 315,184千円 1,097,281千円

国
保

出資による
権 利

0千円 228千円 0千円 228千円

物品(車輌)
基金(現金) 8,828千円 86,209千円 15,592千円 101,801千円

水
道

土
建

地
物 0m2 1,779m2 △ 357m2 1,422m2

446m2
物品(車輌)

0m20台 446m21台 0台 1台

基金(現金) △ 5,117千円 2,966千円 292,134千円 295,100千円

1

土 地

1,081m2 568,165m2 164,378m2 732,543m2建 物

473m2 32,178m2 161m2 32,339m2
般 有価 証券 0千円 2,130千円 0千円

3,499千円
2,130千円

会
出資による
権 利

3,863千円 86,535千円 90,034千円

物品(車輌)

3台 1台

63年 度 昭

62

項 目 年度中増・減 年度末現在高 年度中増・減 年度末現在高

七
四

0n

4,046千円 94,080千円 0千円 94,080千円
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1 土 地 36,010m2 1,203,780m2 15,831m2 1,197,946m2建 物

867m2 39,048m2 214m2 39,262m2
般 有価 証 券 0千円 2,130千円 30千円 2,100千円
出資による【権 利 0千円 94,080千円 14,892千円 108,972千円

会
物品(車輌)

0台

25台
1,233,145千円 160,273千円

29台
1,393,418千円

国
保 物品(車輌)

基金(現金) 32,026千円 133,827千円 19,360千円 153,187千円

水
道

土
建

地
物 0m2 1,422m2

446m2 0m2 446m2
物品(車輌)

0台 1台 0台 1台

基金(現金)△295,100千円 0千円 0千円 0千円

年 度

5 6

項 目 年度中増・減 年度末現在高 年度中増・減 年度末現在高
1

土 地

△25,415m2 1,172,531m2 8,833m2 1,181,364m2建
七

物

3,385m2 42,647n2 2,577nº 45,224m2
般 有価 証 券 0千円 2,100千円 0千円 2,100千円

出資による[権

利
187千円 109,159千円 3,367千円 112,526千円

会
物品(車輌)

0台

計 基金(現金) 122,123千円
29台

1,515,541千円
△ 2台
76,565千円

27台
1,592,106千円

出資による
権 利

0千円 228千円 0千円 228千円国
保 物品(車輌)

基金(現金) 5,218千円 158,405千円 3,778千円 162,183千円

水
道

土
建

地
物

0m2 446m2 0m2 446m2
物品(車輌)

0台 0台 1台

基金(現金) 0千円

1台

0千円 0千円 0千円

政

年年
度

3 4

項

目 年度中増・減 年度末現在高 年度中増・減 年度末現在高

計 基金(現金) 135,863千円
0千円 228千円 0千円 288千円出資による

権 利

5台

0m2

七
五



政

2 第
四
編
行基
本
財
産

基
本
財
産
は、
開
拓
当
時
の
い
わ
ば
住
民
の
救
済
対
策
の
た
め
制
定
さ
れ
た
も
の
で、
昭
和
十
八
年
で
積
立
停
止と
な
り、
そ
の
後
は

一般
会
計
に
吸
収、
町
が
所
持
し
て
い
た
物
件
等
は、
昭
和
五
十
八
年
に、
深
川
カ
ン
ト
リー
クラ
ブ
に
売
却
し
た
土
地
を
最
後
に
消
滅

し
た。
詳
し
く
は、
前
町
史
六
一
六
～
六
三
〇
ペ
ー
ジ
お
よ
び
、
近
年
の
状
況
に
つ
い
て
は
第
一
節
一
般
会
計
の
変
遷
・
第
四
節
1
公
有

財
産
の
項
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い。

第
五
節

出
納
検
査

1
歴
代
監
査
委
員

昭
和
六
十
年
以
降
の
委
員
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

森篠大後金

田山藤子

氏

久

正

夫章勇夫港 名

五
・
四

平
三
・
四
・

ハ
六
二
・
三
・
三
一

ハ
六
〇
・
四
・

一
昭
五
四
・
四
・
四

在
任

任一

sssss
期

間現
在

現
在

"

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

備
考

歴
代
監
査
委
員

平
五
・
三
・
三
一

昭
六二
・
三
・三
〇
議
会
選
出

三
・
三・
三
〇
議
会
選
出

七
六



ifin

質疑応答中の後藤町長 (平成4年9月) 吉 澤 議 長 (平成7年3月10日)

第
三
章
議
決
機
関

第
四
節
地
方
自
治
法
公
布
後

1
昭
和
六
十
一
年
以
後
の
議
会

議
会
の
運
営
町
議
会
の
運
営
は、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基づ
い
て
制
定
さ
れ
た、
議
会
委
員
会

条
例
・
議
会
会
議
規
則
・
議
会
傍
聴
規
則
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
町
で
は
議

会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め、
定
例
会ご
と
に
正
副
議
長
・
常
任
委
員
長
会
議
を
開
い
て
き
た
が
、

平
成
三
年
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
によ
って、

地
方
議
会
に
議
会
運
営
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で、
同
年
八
月
、
議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
た
。

議
会
と
各
委
員
会
昭
和
五
十
九
年
六
月
議
会
で、
法
定
数
に
か
か
わ
ら
ず
議
員
定
数
を
一四
名
に

減
員
し
た
こ
と
に
伴
い、
議
会
委
員
会
条
例
が
改
正
さ
れ、
常
任
委
員
会
は
総

務
・
経
済
の
二
委
員
会
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
七
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
委
員
会
の

運
営
は
、
右
の
委
員
会
条
例
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が、
平
成三
年
の
地
方
自
治
法
(法
律
第
二
四
号
)

の
改
正
に
よ
って
、
意
見
聴
取
の
た
め
に
委
員
会
に
出
頭
を
求
め
る
、
参
考
人
制
度
の
新
設
お
よ
び
常

第
三
章
議
決
機
関

七
七
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編
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任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
と
は
別
に、
条
例
に
よ
り
議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
本
町
議
会

で
は、
同
年
八
月
に
議
会
委
員
会
条
例
を
一
部
改
正
し
、
委
員
五
名
に
よ
り
構
成
す
る
議
会
運
営
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
規
定
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
発
行
従
来
、
町
議
会
の
審
議
状
況
につ
い
て
は、
町
の
広
報
紙
「
広
報
ち
っ
ぷ
べ
つ
」
に
掲
載
し
て
き
た
が、
昭
和

六
十
三
年
六
月
委
員
四
名
に
よ
る
、
広
報
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
し
た
結
果
、
同
年
八
月
二
十
日
に

「ち
っ
ぷべ
つ
議
会
だ
よ
り」
創
刊
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た。
最
初
は
年二
回
発
行
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
平
成二
年
か
ら
は
年
四
回
、

お
お
む
ね
定
例
会
後
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

議
会
の
審
議
活
動
状
況
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ちっぷべつ

機会だより
第24号、
平成7年1月

発行/北海道秩父別町議会 編集/町議会広報特別委員会

おもな内容
おじさん

平成5年度決算を認定 1 こっちにも!!
デイサービス事業ほか、 1 1月2日、鶏工我恒例の
土瑞改良劑散布に助成 3 ミカンまきの風景です。
一般賞間・・

-5

今年は変年、子供たちの
委員会報告・意見書罐決 すこやかな成長を楽しみに
農業の「負債軽減策」開連 良い年でありますように。

ちょっとページを開いてみてください

議会だより

七
八
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議会の審議活動状況調
種 別
項年度

定 例 会 臨 時 会 常 任 委 員 会,目

開 催
回数

開 催
日数

付 議事件
延 件 数

開 催
回 数

開 催
日数

付 議 事件
延 件 数

名称委 員定 数
(カッ コ書き)

昭 61 4 8 47 7 7 25 (5)総 務 常任 委 員会
社 会文 教 常任 委員 会(5)
産 業 建設常任委 員会(5)

62

,4

9 46 7 7 21 総 務常任 委員会
経 済常 任 委 員会

(7)(7)63 4 9 81 6 6 24
平元

4 9 72 5 5 19

2 4 10 64 6 6 17 "

3 4 11 75 6 6 24 総 務常任 委員会
経 済 常 任 委員会
議会 運営 委員会 (5)

(7)
(7)

4 4 10 79 7 7 17 11

5 4 11 82 6 6 14

総 務常任委 員会 (7)6 4 12 83 6 6 17

経 済常 任 委 員会 (6)
議 会運 営 委員会 (5)

種別項
年
度
昭

常 任 委 員 会 特 別 委 員 会

目 開 催
延 日
数

付 託 事
件 延件
数

所 管事
務 調 査
日数

名称と委員数
(カ ッコ書 き) 設置数 開 催

延 日数

61 7 0 7

決 算審査特別委
員会(16)
予 算 審査特別委
員会(16)

2 4

議 員協議会
開 催 延日数5日

62 8 2 7

決 算審 査特別委
員 会(14)
予 算審査特別委
員 会(14)
地 熱開発利 用特
別委 員会(14)

3 10 7日

63 5 0 5 3 12 15日
平元

7 1 6 3 14 9日

2 7 0 7 3 5

16日

3 11 1 10

決算 審査特別委
員 会(14)
予算 審査特別委
員会(14)
リ ゾー ト開 発調
査特別委員会(14)

3 15

16日

4 12 0 9 3 8

13日

5 11 0 10 3 5 9日

2 4 2

決 算 審査特別委
員 会(14)6 3 8 3

予 算 審査特別 委
員 会(14)

1 11 7日

5 8 5

広 報特別 委員会
(4)

備 考

七
九



代
議
長
お
よび
副
議
長
は下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
議
長
・
副
議
長
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
歴

第
四
編
行

政

第26回 (昭和62年)選出議員 (平成3年2月14日・役
場大会議室)

議

副
議
長

正
副
議
長長

宮 萩 松 大 吉 高 松 篠 山 竹 田 早 上 川
本 野 本 山澤 鶴國

氏

光
男
正
晴

義
正

光 正

祥 正 喜勇
郎雄男章 明勇 司 剛 實 延

名

総
務

経
済

総
務

◎
経
済

○
経
済

○
総
務

◎
総
務

経
済

経
済

総
務
総
務

経
済

経
済 ◎
長
〇
副

所
属
常
任
委
員
会

第
二
十
六
回
昭
和
六
十二
年
選
挙

大吉宮松
西澤本本
國

章太光義
允郎 男正

氏 議

名

平 昭
六五

七三二八
●

5555

・
四
～
平
七

三
～
平
二

～
六
二

在
任

期
間 長

在三三三

早大川上
川山原ケ

島
正 喜力
剛勇延雄

氏
名

副

平 昭
六五

七三二八
議

三四三三
5555
現平平六
七ニニ

•

在
任

期
間

八〇

長

在三三三

内 中 |田原
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議
決
機
関

議
会
事
務
局
長
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
局
長

は
、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第27回 (平成3年)選出議員 (平成7年3月10日役場大
会議室)

四三ニー|代

伊安一松
藤部関本 氏
準博徳

廣一幸一 名

平平平昭

◎
経
済
総
務

総
務

総
務

の経
済

)総
務

経
済

経
済

○
総
務
経
済

総
務

経
済

総
務

所
属
常
任
委
員
会

議 副
議

長 長

大 早宇 大 上西川 野 山 田

田
中
萩
野

竹
内
川
上
椛
澤

得
能 斉 植 井

藤 田 上

氏

章
允

正
剛

幸
助

勇 實

祥司
正
晴

勇 徹

信弘
敏
幸
雅
博
顕
治

国
弘 名 名

総
務
・
広
報

○
経
済
〇
議
運

経
済

総
務

◎
広
報

○
総
務
◎
議
運

◎
総
務
・
議
運

◎
経
済
・
議
運

経
済

経
済
総
務
・
〇
広
報

経
済

総
務
・
議
運

総
務
・
広
報

所
属
常
任
委
員
会

(平
七
・
二
・
二十
八)

※任期、平成7年3月31日～平成11年3月30日まで(平成7年3月31日現在)

議 副
議
長

正
副
議
長

吉
澤
國
太
郎

高 松翠鶴 本

松
木

篠
田

大
西

萩
野
早
川
上
田
田中
竹
内
宇
野 北
垣 山

大

光
雄

義
正
和
男 章 章允

正
晴
正剛 實實
祥
司 勇
幸
助
一
弘 勇

第
二
十
七
回
平
成三
年
選
挙◎
長
〇
副四 四 四
・

10

一

平平平現
六 二・ 元・

一
一 三三

退
任
年
月
日

在 三三
九一一八

一

就
任
年
月
日

六
六二元三・

正
副
議
長

第
二
十
八
回
平
成
七
年
選
挙

◎
長
〇
副

氏
名

長



政

挙

第
四
編
行

第
四
章
選選
挙
法
の
改
正

第
一
節1

改
正
の
経
緯

国
の
公
の
各
種
選
挙
は、
昭
和二
十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
公
職
選
挙
法」
に
よ
り
執
行
さ
れ
て
お
り、
そ
の
後
社
会
情
勢
の
変
化
に

応
じ
て、
数
次
に
わ
た
る
一
部
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
平
成
元
年
十
二
月
に
公
布
さ
れ
た、
法
律
第
八
一
号
に
よ
る
改
正
が

二
年二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
選
挙
管
理
委
員
会

1
選
挙
管
理
規
定

公
職
選
挙
法
そ
の
他
の
法
令
に
基づ
き
、
秩
父
別
町
選
挙
管
理
委
員
会
が、
所
管
す
べ
き
選
挙
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て

昭
和
四
十
年
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
一
二号
に
よ
り
制
定
さ
れ
た、
「秩
父
別
町
選
挙
事
務
取
扱
規
程
」
によ
り
処
理
さ
れ
て
い
た
が、

こ
の
規
程
の
全
部
が
、
六
十
二
年
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
の
で、
現
在
は
同
規
程
で
定
め
ら
れ
た
必
要
事
項

八二



に
基
づ
いて
実
施
さ
れて
い
る
。

歴
代
選
挙
管
理
委
員

真 高 金 東 氏
島 橋 山

光 俊 徳
名雄 男美 正平

五
・
一〇
・
一三

平
三・
一
一・

昭
五
四
・
一
一
・
九

昭
五
八・
一
一・

九

在在
任

九
～ ～

現 現 現 現

在 在 在 在職
務
代
理
者
(
平
五
・
一〇
・
一三)

委
員
長
(平
五
・
一
〇
・
一三)

備
考

第
四
章
選

挙
八三

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

(1)

国
政
選
挙
と
投
票
率

1
各
選
挙
の
状
況

選
挙
投
票
状
況

第
三節 2

平
成
六
年
現
在
の
委
員
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

期
間SSSS

～



八
四

第
四
編
行

政

"

平
五・
七・
一八

平
四・
七・二五

平
二・
二・
一八

平元
・
七・三

執
行
年
月
日

"

一、�
三

一、二
三

一、三
七

一、三
九

男
人 有

"

一、五四七

一、五七六

"

一、六〇三

一、六〇五
女
人
計
人

者

"

二、九一〇

三、九三八

"

二、九七九

三、〇〇円

一、二五〇

一、二七四
一、〇三

一、一九五
一、二三七
一、二七九
男
人 投

一、三〇三

一、三五

一、二三六

一、四一六

一、四三四

一、三
〇

女
人
票

三、四五三

二、四九九

二、一五七

二、六二

二、六七一

二、四九九

計
人

三
三 一八九

三
一

一八二 一四0

三二〇

二四五

三 四五〇

一八六

一六八
二八五
女
人

四五八

四二二
七八一
云
八
三〇八

五〇五

計
人

八四・三七
八六・二三

六六・大
八九・ハミ
八四・二七

八四・一六

八五・六五

七一・四五
八八・完
八九・五一

八二・二四
男
%
女
%
計
%

投
票

率八四・二天
八五・八八
七三・四二

八七・六五

八三・一九

.

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

院
議
員

議
院
議
員

挙
別

昭
六
・
七・
一四

"

昭
六
・
二・三

昭
六
・
四・
三

執
行
年
月
日

無

無 〃

一、四三六

一、四二八
男
人 有

投
票

"

一、六00

"

一、五九三

権

"

三、〇三六

三
010

" "

一、三言 投

一、五七六

"1

一、二
四

票

"

二、九七四

"

三、五七八

二八

一八四 棄

“U”

二四

二四八

女
人

者

三二

四三二
計人

九八・〇四

八七・〇三
男
% 投

票九八・五〇

"

八四・四三
女
%
計

%

率

"

九八・二八

"

八五・六五

選

北
海
道
知
事

挙
別

秩
父
別
町
農
業
委
員
会
委
員

秩
父
別
町
議
会
議
員

秩
父
別
町
長

北
海
道
議
会
議
員

昭
和
六
十
一
年
八
月
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

選

議 議

(2)

地
方
選
挙
と
投
票
率

者

"

一女
人
計
人
男
人
女
人
計
人
男
人

者 者

男
人 棄
権

「
権

者

"
"

"

"

"

長 衆 参

権

一、三九八

11



八
五

第
四
章
選

挙

秩
父
別
町
議
会
議
員

秩
父
別
町
長

秩
父
別
町
農
業
委
員
会
委
員

秩
父
別
町
議
会
議
員

秩
父
別
町
長

北
海
道
議
会
議
員

北
海
道
知
事

平
七・
二・
三八

平
五・
七・
一四

"1 "

平
三・
四・
七

平
二・
七・
一四

無 一、二
六

無 一、云
四

一、云
四

ク " 投 投 一、天0

一、五七〇
一、五七〇

票 票二、九四六

三、九三四
二、九三四

一、三〇六

一、一四四
一、二四五

一、五三九

一、三
〇

一、三
〇

二、八四五

三、四六四

二、四六五

三
〇

三
九

四一 二五〇

二五〇

101

四七〇

四六九

九五・六〇
九七・四0

八四・〇八

八四・〇八

九六・五七

八三・九八
八四・〇一

平
三・
二・
二八

投 "

八三・九四



八六
第
四
編
行

政

典
第
六
章
栄

第
一
節
叙
勲
お
よ
び
褒
賞

1
叙
位
・
叙
勲

叙
位
・
叙
勲
者
氏
名

平
成
五
年
一
月
三
日
死
亡

(夕
張
郡
角
田
村)

明
治
三
十
六
年
六
月
四
日
生
平
成
五
年
三
月
十
日

生
年
月
日
(
出
生
地)

従
六
位

位受

文
章

年
月功

章日

功功
績

の

概
要

農
業
協
同
組
合
組
合
長
理
事
・
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

の
健
全
育
成、
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

外
各
種
要
職
を
歴
任
し
、
地
域
農
業
の
振
興
と
青
少
年

笹
木

正
信

氏
名
写
真



八七
第
六
章
栄

典 亡 平
成
六
年
八
月
二
十
五
日
死

(雨
竜
郡
秩
父
別
町
)

大
正
十三
年十
一
月
十
日
生

平川
原

早
川 林

喜

清 恒

延 視 夫

平
成
六
年三
月
二
十
日
死
亡

(雨
竜
郡
秩
父
別
町
)

明
治
四
十
年
十
月
十
六
日
生

(秩
父
別
町
九
八
番
地
)

大
正
六
年
十
月二
十
四
日
生
平
成
四
年
五
月
十
五
日

勲
六
等
瑞
宝
章

記平
成
六
年
八
月
二
十
五
日

位
に
叙
せ
ら
れ
る
旨
の
追

平
成
六
年
五
月
六
日
従
五

十
七
日
紺
綬
褒
章)

(昭
和
五
十
四
年
九
月
二

日 日
勲
四
等
瑞
宝
章

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
三

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

昭
和
八
年
秩
父
別
郵
便
局
に入
局
以
来
五
十
五
年
に
退

職
す
る
ま
で
、
四
七
年
に
わ
た
り
町
内
郵
便
業
務
に
尽

く
し
た
。

秩
父
別
町
長
・
秩
父
別
町
議
会
議
長
を
歴
任
し
本
町
発

展
に
貢
献
し
た。

り
地
方
自
治
の
育
成
発
展
に
貢
献
し
た。

秩
父
別
町
議
会
議
員、
副
議
長
を
歴
任、
永
年
に
わ
た

0



昭
和
五
十
五
年
以
降
は、
次
表
のと
お
り
で
あ
る
。

1
名
誉
町
民

第
二
節
名
誉
町
民

雨
竜
郡
秩父
別
町
東
山

昭
和
五
年
十
一
月三
十
日
生

平
成
五
年
五
月二
十
四
日

雨
竜
郡
秩
父
別
町
二
条二
丁
目

昭
和
三
年
九
月
十
一
日
生

受
章
当
時
の
住
所

月
日

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
九
日

受
章
年
月
日
及
び
種
類

功功
績

概
要

褒
章
受
賞
者
氏
名

2
樓

第
四
編
行

賞 政
八
八

十三
年
～
平
成
四
年
ま
で
)
に
わ
た
り
地
域
防
災
の
た

め
つ
と
め
た。

秩
父
別
消
防
団
員
・
団
長
と
し
て
四
五
年
間
(昭
和二

め
た
。
(行
政
相
談
件
数三
千
余
件
)

の

秩
父
別
中
学
校
教
師
・
常
楽
寺
住
職
の
か
た
わら
保
護

司
・
選
管
委
員
更
に
行
政
相
談
員
と
し
て
三
一
年
間

(昭
和
三
十
九
年
～
平
成
七
年
ま
で)
に
わ
た
り
つ
と

吉
澤
國
太
郎

山
本

常
信

氏
名

生
年



第 10 号 番称
号号

梅
氏澤澤

宗

名

純

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町

日
生
大
正
十
三
年
四
月
二
十
九

生
年
月
日
・
出
身
地

月
十
七
日

平
成
六
年
六

年
月
日

称
号
付
与

功

績

の

概

要

北
海
道
庁
立
留
萌
中
学
校
卒
業
、
自
治
大
学
第三
部
第
十
九
期

生
終
了
、
昭
和二
十
一
年
に
秩
父
別
町
役
場
に
奉
職
議
会
事
務

局
長
、
社
会
課
・
総
務
課
長
を
歴
任
し
、
四十
六
年
助
役、
五

十
四
年
町
長
に
当
選
、
二
期
八
年
に
わ
た
り
在
任
。
こ
の
間、

農
業
を
は
じ
め
商
工
・
教
育
・
福
祉
等
、々
町
発
展
に
貢
献し

た
。
四
十
六
年
全
国
町
村
会
自
治
功
労
表
彰、
六
十
一
年
に
北

海
道
社
会
貢
献
賞
受
賞
(自
治
功
労
賞)

な
お、
次
の
方
が
死
亡
さ
れ
た
。

第
七
号
笹
木
正
信
平
成
五
年
一
月
三
日
死
亡
(八
九
歳)

第
九
号
早
川
清
視
平
成
六
年三
月
二
十
日
死
亡
(
八
六
歳
)

第
三
節
町
政
功
労
者

1
町
政
功
労
者

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
被
表
彰
者
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
六
章
栄

典
八
九



政

秩
父
別
町
表
彰
条
例
に
よ
る
被
表
彰
者

122121120119118117116115114113112111110109108107106105104103102101100999897

宮笹津小北早内上大和青梅北橋大原竹東小 森須岡森吉境金
ケ 氏

崎 木野林垣川田島西泉木澤垣本広 田内 林 田藤島 岡 谷子

武正 ミ聡和清栄力昭虎貞宗幸市 森 卜宗信晃ふ秀保小照
シ み 三

一信子章雄視助雄一 雄良純子郎茂成子一 市司子雄男郎男港
m

名

大
六
・
一〇
・

六
明三
六
・
六・

四
大
一
二
・
一
一
・
二
五

大
三
・
一
二
・
一七

昭
二
・

二
・

明
四
〇
・
一〇
・

明
三
六
・

大
一
四
・
一〇
・

昭
二・

二・
大
一
〇
・

三
・

大
一
三
・
一〇
・

昭
四
・

一
・

大
一
五
・

四
・
一九

九
・
一三 二

昭
一
六
・

四
・
二
九

大
一
〇
・
一
二・
六 一四 一三

六
・
一八

五
・
一

二
五
一
七

三
一

一
・
二
五

聞
販 産社業

元
会
社
員

不
動
産
業

会
社
々長元
業
特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

自
治
功
労
(赤
)

特
別
功
労
(黄
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

会
社
役
員

特
別
功
労
(黄
)

元公
務
員

特
別
功
労
(黄
)

会
社
々
長

特
別
功
労
(黄)

特
別
功
労
(黄
)

公 社

務貝 未

特
別
功
労
(黄
)

自
治
功
労
(赤
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄)

産
業
功
労
(緑
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(
赤
)

功
労
の
種
別

11 11 11 11

11

11 11 11 " " 11 11 11 11

"1
昭
六三 " " " "

●
一
一
・

"六

1 11 11 11 11 " " " " 11 11 11 11 ""

11 !

" 11

平 平

" " " " 11 11 11 11 " "1 1 11 11 11 11 " 11 11 11 11 11 11

昭
六
二

年
度

1 元

昭
六
三

11 "1 11

"

一八

平
元
・
一
一 " "1 11

1
1

昭
六
二
・
一
一
・

表
彰
年
月
日

九
〇

生
年

月
日

三
・

二
・

四
・

二
・

七
・

一 九
一
・
一〇

獣
医
師 業

会
社
役
員

四
農

業
元
公
務
員

元
町
長

五
大
一
三
・

四
・
二
九

大
一
五
・

阳
三
・

明
四
一
・

昭
七
・

昭
二・

大
一
一
・

大
一
一・

大
一
一・

二・
大

九
・

大

一
八

一
六

工
場
長

元
郵
便
局
長

婦 業 業 業 :業

会
社
役
員

農 農 農 職
業

第
四
編
行

受
賞
番
号

!

平
二
・

業
特
別
功
労
(黄
)



152151150149148147146145144143142141140139138137136135134133132131130129128127126125124123

惣藤上出植渡熊北杉山梅蓑篠嶋後後松上杉松畑鈴高松森鈴金川宮山
伊 ケ
田 岡平淵田辺田垣本本村口原林藤藤村島本本 木鶴永 木倉原本森
勇胤勝孝伊達 和 米常昭公 政 正 憲力弥保 ハ信則 チ喜光政

二 太
作浩郎利郎夫正雄蔵信三夫勉弘夫登治雄郎義昇強勇 義直エ延男明

大
一
四
・
六

大
一
三
・

四
・

大
一
二・

四
・
二三

大
四
・

八・ 四
・
三
〇

会
社

農
自
治
功
労
(赤
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

平

111 11 11 11 1 1 11 11 11 11 11 1 11 11

11

11 11 三・

" " " "

11 " !

" " ! " "1
二

" 11 11 " " " "

11

" " " "

11 11

平 平 平

平
11 11 11 11 1 11 11 11" 1 1 11 11 11 11 11

六 五 四

11

九
・
一
一

僧
1 八 四

大
九
・

二・
二、

昭
二
一
・
七・
二三

大
一
二
・

昭
一
二
・
六
・
一
八

五
・
九

八
・
一三

三
・
三
一

三
・
一五

三
・
一五

昭
四
四
・
五・
二〇

大
一三
・
一一・

一〇
大
一
四
・
一
〇
・
一三

昭
一
一・
一
一・
二
八一 五 ○

元
団
体
職
員

業 々
長 業
々
長

社
々
長 侶

元
公
務
員

元
公
務
員

公
務
員 業

ム元
公
務
員

自
出
業

務
員

農 農 商

土農主元農坊農農農木 体

業

業業婦役業守業業業員

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

平
六
・

六
・
三
〇

平
五
・
一〇
・
五

平
五
・
八
・
五

平 平
五
・

五
・

七
・
二〇

11

二一

11 1
1

九
一

第
六
章
栄

典

昭 昭 昭 昭 昭
二・

大
一
二・

一
二
・
二
三

大
一
二
・

九
・

大
八
・

昭
二
五
・

四・
大
一
四
・
一〇・

1
業 業

元
団
体
職
員

明
三
七
・

大
一
一
・

明
四
五
・

大
四
・

八
・

一
・二
八

二
・
一八

九
・
二
五

三
・

三
・

三
・
六
・

四・
1

八
・
六

九
・

平
五
・
一
一

平
四
・

1
一

一
一

" 11 11 11

五
・

二
・

大
一
二
・

大
八
・

大
一
四
・

社社



177176175174173172171170169168167166165164163162161160159158157156155154153

梅上原造後山 早森加萩尾石北內戸田飯高齋谷安原木古植
ケ

澤 島田田藤下川 地野谷山 垣田田村沼松藤田部田島村田
宗力千忠京武マえ彦マ重 和 カフ亀幹保和幸行森耕豊純

代 キ 太 サ サ 之
純雄子士子夫 つ郎子良守雄 ネユ助生一 雄夫男成平一次

四
・

一〇
・

一〇
・二

大
一
三

大
一
四
・

昭
六
・

昭
四
・

昭
一
三・

昭
八
・

明
四
一
・

大
四・

明
三
七
・
三
・ 七・
一
四

大
一
二・

七
・
三

昭
二
・

大
二
・

三
〇

大
五
・
一
一
・
五

大
五
・

八
・
二
八

大
一二

・
四
・

四
・

昭
三
・

二
・

二
・

一 六
一
・二
九

七
・
二
〇

一
・
五

五
・
二三 五

五〇八

元農会農調事主主商会農農会サ農

町町 理務社
役

社
々

長業員業師所婦婦業員業業長

業
元
会
社
員

元サ
ー
ビ
ス
業業
特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

社
会
功
労
(紫
)

産
業
功
労
(緑
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

自
治
功
労
(赤
)

�
(黄
)

功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

特
別
功
労
(黄
)

11

" " " " " 11 11 11

平
六
・
六・
三〇

一平 九
二

六

第
四
編
行

政

大
一
昭 昭 昭

四
・

八
・

九
・

三
・
二
一 八

二

会:

農 軽
運
送
業

元
公
務
員

特
別
功

11 ! ! ! 11 "1

! ! ! ! ! " "

" 11 1 " " " " " 11 11

" ク

" " " " " " " " 1 11 11 1

昭 大
一
五
・

二
・

二
・

五

会社
員 業

体役
員

団
業

元
会
社
員

仕
々
長 業

四
・
六

一
・
二
三

" 11

大
九
・

九
・
一

昭
二
四
・
一
二
・

昭
六
・

五
・
一
一



第
六
章

栄

典 功労者顕彰式 (平成5年11月2日・役
場別館)

顕 祝 彰

功労者顕彰式・祝賀会(平成5年11月2日)

" "110 九

樋

口

秩
父
別
農
業
協
同
組
合組

ハ
ハ

大
広
建
設
機
械
リ
ー
ス
社

北
空
知
信
用
金
庫

寺
迫
工
業
株
式
会
社

興
和
建
設
株
式
会
社

北
垣
建
設
工
業
株
式
会
社

原
田
建
設
工
業
株
式
会
社

興
和
・
吉
保
・
協
同
企
業
体

原
田
建
設
工
業
株
式
会
社

社
名

昭
三
・
五
・

昭
二
三
・
四
・

昭
三
五
・
一〇
・

昭
二
五
・

八
・

昭
二
一・

三
・

昭
四
一
・
四
・

昭
一
七
・

四
・

昭
四
・

四
・

昭
四
一
・
四
・
二
七

昭
四
・

四
・

一

創
立
年
月
日

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞

功
労
の
種
別

"

平
六
・
六
・
三〇

"1 11

"1 11 11 " 11 11

" " "

平
五
・

五
・
七

平
四
・
一一・

二
平
元
・
一
一・

一
表
彰
年
月
日

平
六

平 平 平
"

五 四 元

年
度

九
三

平成5年度功労者頭彰式
法
人
一

受
賞
番
号

ク
セ

ク
六

少
五

小
四

ハ
三

少
二

一 一





第
五
編

産
業
と
経
済

1
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農

作

業

第
四
節
稲

1
近
年
の
稲
作
状
況

概

要

本
町
農
業
は、
明
治二
十
八
年、
二
十
九
年
に
入
植
し
た
屯
田
兵
四
〇
〇
戸
の
先
人
が、
心
血
を
注
い
で
荒
野
を
開
拓

し
、
水
田
耕
作
に
着
手
し
て
以
来、
雨
竜
川
流
域
の
自
然
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
水
稲
を
主
体
と
し
た
農
業
で
発
展

を
遂
げ
て
き
た
。
そ
し
て
輝
かし
い
開
基
百
年
を
迎
え
て、
町
と
し
て
の
新
世
紀
に
一
歩
踏
み
出
し
た
が、
厳
し
い
経
済
情
勢
下
に
あ
っ

て、
基
幹
産
業
の
農
業
を
はじ
め
と
す
る
、
産
業
の
低
迷、
若
年
労
働
力
の
流
出、
人
口
の
高
齢
化
な
ど
、
長
期
的
な
展
望
で
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
な
い
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
。

町
で
は、
新
し
い
農
業
・
農
村
構
築
の
た
め、
今
後
と
も
米
の
主
産
地
と
し
て、
国
際
競
争
力
を
も
つ
自
立
農
業
の
確
立
を
期
す
と
と

も
に、
農
業
を
経
済
的
な
側
面
か
ら
だ
け
で
は
なく
、
社
会
変
動
の
中
で
総
合
的
に
判
断
し
、
よ
り
一
層
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は、
米
を
生
産
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
蔬
菜
・
花
卉
等
の
栽
培
技
術
の
向
上
に
努
め、
付
加
価
値
の
高
い
産
業
の
創

出
な
ど
、
多
様
な
展
開
を
進
め、
経
営
構
造
の
安
定
強
化、
担
い
手
の
育
成
等
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
十
年
以
降、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は、
急
激
な
変
化
を
み
せ
て
お
り、
特
に
農
畜
産
物
の
総
体
的
な
過
剰
基
調
の
も
と
、
輸
入
自

由
化
圧
力、
食
糧
消
費
停
滞
に
よ
る
生
産
抑
制、
農
畜
産
物
価
格
の
引
き下
げ
等
が
進
み、
加
え
て
急
速
な
国
際
化
が
進
展
し
て、
か
つ

第
一
章

農
業

九
七
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産
業
と
経
済

て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い、
事
態
に
直
面
す
る
よう
に
な
った。

以
下
逐
年
そ
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
る。

六
十
一
年
は
好
天
に
恵
ま
れ、
作
況
指
数
一二
〇
と
い
う
開
町
以
来
の
大
豊
作
と
な
り、
全
道
一
の
一
等
米
出
荷
率、
九
〇
パ
ー
セン

ト
を
記
録
し
た
。
六
十
二
年
に
は
政
府
が
生
産
者
米
価
を
五
・
九
五
パ
ー
セン
ト
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
た
が、
九
月
に
は
台
風
被

害
に
よ
り
減
収
に
見
舞
わ
れ
た
。

六
十
三
年
に
入
っ
て、
農
業
情
勢
は、
米
の
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
の
実
施
、
農
産
物
の
市
場
開
放
要
求、
ガ
ッ
ト
一
〇
品
目
の
自
由

化
勧
告
等、
そ
の
風
圧
は
内
外
と
も
に
強
く
な
っ
て
き
た
。
八
月
下
旬
に
は
、
開
町
以
来
初
め
て
と
い
う
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が、

作
柄
は
平
年
を
上
回
る
こと
が
で
き
た
。

平
成
元
年
(六
十
四
年
)
は
後
半
の
好
天
に
よ
っ
て、
作
況
指
数
一〇
七
の
豊
作
に
恵
ま
れ、
加
え
て
新
品
種
「き
ら
ら
3
9
7
」
が

良
食
味
米
と
し
て
、
爆
発
的
な
人
気
を
呼
び
、
こ
れ
か
ら
の
稲
作
に
明
る
い
希
望
を
与
え
た
。
本
町
で
は
新
し
い
農
業
へ
の
取
り
組
み
も

意
欲
的
に
行
わ
れ、
高
級
果
菜
・
花
卉
等
の
生
産
技
術
も
著
し
く
進
歩し
、
作
付
け
も
増
加
し
て、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
果
を
あ
げ
た
が、
特

に
メ
ロン
は
販
売
額
が
待
望
の
一億
円
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
経
営
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
の
農
地
流
動
化
対
策
と
し
て
、
町
と
農
協
で

買
入
れ
利
息
の
助
成
を
行
っ
た。

二
年
の
稲
作
は、
作
況
指
数
一
〇三
の
豊
作
で、
か
つ
一
等
米
出
荷
率
九
〇
パ
ー
セン
ト
と
いう
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め、
メ
ロ

ン
等
高
級
果
菜、
ブ
ロ
ッ
コリ
ー
な
ど
の
、
飛
躍
的
作
付
け
増
加
が
あ
り、
花
卉
も
着
実
に
栽
培
技
術
を
高
め
て
き
た
。

三
年
の
稲
作
は、
作
況
指
数
一
〇
九
で、
予
想
以
上
の
成
果
を
遂
げ
、
史
上
希
に
み
る
良
質
米
の
生
産
と
な
り
、
出
荷
米
全
量
が
一
等

と
い
う
開
町
以
来
の
成
果
を
あ
げ
た
。
畑
作
も
良
好
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り、
特
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
道
内
一
の
評
価
を
得、
売
上
額
も

一
億
円
を
突
破
し
、
農
業
粗
収
入
が
、
四
〇
億
円
を
超
え
る
結
果
に
な
った
。
四
年
に
入
る
と
、
本
州
の
前
年
産
米
の
作
柄
不
良
と
在
庫

減
少
の
た
め、
国
は
四
年
度
の
転
作
等
目
標
面
積
を
、
一三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
緩
和
す
る
こ
と
を
決
定
、
本
町
は
前
年
度
に
比
べ
三
九
四
へ

九
八



ク
タ
ー
ル
軽
減
さ
れ
て、
五
六二

ヘ
ク
タ
ー
ルと
な
り
、
転
作
率
が
二
〇
・
八
五
パ
ー
セン
ト
と
な
っ
た
。
し
か
し
天
候
不
順
の
た
め
、

作
柄
は
平
年
を
下
回
る
九〇
パ
ー
セン
ト
程
度
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
日
本
の
米
づ
く
り
百
選
」
に
選
ば
れ
た
こ
と
の
名
声
の
維
持
と
、

安
定
し
た
良
質
米
生
産
地
と
し
て
の
声
価
を
高
め
る
た
め
、
関
係
者
が
努
力
し
た
結
果
、
前
年
に引
き
続
き
出
荷
米
全
量
が
一
等
米
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た。
ま
た
米
の
バ
ラ
集
荷
施
設
に
対
し
、
町
費
の
助
成
を
行
い
作
業
の
合
理
化
を
支
援
し
た
。

五
年
十
二
月
十
四
日、
政
府
は
閣
議
で
最
終
的
に
米
の
自
由
化
を
認
め、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
が
決
着
し
た
。
こ
の
た
め
水
田
農

業
確
立
対
策
に
代
わ
り
「水
田
営
農
活
性
化
対
策」
が
、
三
年
計
画
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
米
全
体
と
し
て
の
、
需
給
確
保
と
併

せ
て
、
米
の
制
度
別
・
用
途
別
需
給
均
衡
化
の
た
め
の、
総
合
的
実
施
要
綱
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
町
へ
の
転
作
等
面
積
配
分
は、

前
年
度
に
比
べ
一
七
四
ヘ
ク
ター
ル
軽
減
さ
れ
て、
三
八
八
ヘ
ク
ター
ルと
な
り
、
転
作
率
が
一
四
・
三
パ
ー
セン
ト
と
、
全
道
で
最
も

低
い
率
と
な
っ
た
。
こ
れ
は、
こ
れ
ま
で
の
本
町
の
米
づ
く
り
に
対
す
る
努
力
が
評
価
さ
れ
、
将
来
へ
の
期
待
が
も
た
れ
た
結
果
と
思
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
で
五
年
は
冷
夏
・
異
常
気
象、
南
西
沖
地
震
等
天
変
地
異
の
影
響
を
受
け
て
、
東
北
・
北
海
道
の
稲
作
は
戦
後
最
悪
の
不

作
と
な
り
、
本
町
で
は
六
分
作
と
い
う
、
苦
し
い
状
況
の
中
で
あ
っ
た
が、

一等
米
の
出
荷
率
八三
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
し
、
米
主
産
地

と
し
て
の
面
目
を
維
持
し
た。
し
か
し
、
政
府
は、
米
の
在
庫
僅
少
を
理
由
に、
緊
急
輸入
を
決
定
し
た
。

こ
れ
に
対
処
し
農
家
経
営
安
定
化
の
た
め
、
農
地
流
動
化
の
促
進、
市
場
調
査
を
は
じ
め
、
担
い
手
研
修
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
こ

れ
に
加
え
て
二
一
世
紀
への
新
し
い
農
業
ビ
ジ
ョ
ンづ
く
り
につ
いて
、
一〇
～
一
五
年
先
の
本
町
農
業
を
、
総
合
的
に
調
査
研
究
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「二
一
世
紀
農
村
ビ
ジ
ョン
策
定
会
議
」
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
農
業
を
魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
選
択
す
る
た
め
の
、
生

産
・
生
活
基
盤
を
一
体
と
し
た
農
村
社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
具
体
的
に
は
将
来
の
農
業
形
態
、
経
営
の
在
り
方
、
農
地・
住
宅
の
集

団
化
お
よ
び
水
洗
化
対
策
等
、
農
村
生
活
環
境
の
在
り
方
等
を
、
調
査
検
討
す
る
も
の
で
、
こ
の
会
議
の
委
員
は
各
生
産
組
合
単
位
に
選

ば
れ
た、
農
業
後
継
者
お
よ
び
担
い
手
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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六
年
の
水
田
営
農
活
性
化
対
策
は、
前
年
の
全
国
的
な
冷
害
か
ら、
米
の
需
要
量
確
保
が
困
難
と
な
り、
減
反
緩
和
策
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
本
町
へ
の
転
作
面
積
配
分
は、
前
年
度
に
比
べ
八
六
ヘ
ク
ター
ル
軽
減
さ
れ
て
三
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ルと
な
り
、
転
作
率
が
一
一・
一

パ
ー
セン
ト
と
全
道
一
低
い
率
と
な
った
。
この
年
の
天
候
は、
春
先
か
ら
高
温
・
多
照
に
恵
ま
れ
、
作
況
指
数
一〇
八
の
豊
作
と
な

り、
三
度
目
の
全
量
一
等
米
出
荷
を
達
成
し
た
。

9
.
3
:

ラジコンを使って農薬散布 (平成3年6月・4条6
丁目付近)

秩
父
別
町
農
業
構

造
政
策
推
進
会
議
「
前
述
の
と
お
り、
過
剰
米
に
端
を
発
し
た
減
反
政
策
に
よ

り
、
稲
作
農
業
は
大
き
く
揺
れ
動
き
、
政
策
の
変
動
に
伴
っ

て、
そ
の
都
度
、
生
産
現
場
は
この
対
策
推
進
の
た
め
の
組
織
を
編
成
し
て
き
た。

昭
和
四
十
五
年
から
五
十
年
ま
で
は、
米
生
産
調
整
対
策
協
議
会
、
五
十
一
年、
五

十
二
年
は
農
業
生
産
対
策
協
議
会、
五
十
三
年
か
ら
六
十
一
年
ま
で
は
、
水
田
利
用

再
編
対
策
協
議
会、
六
十
二
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
は、
水
田
農
業
確
立
対
策
協
議

会
、
三
年
以
降
は
確
立
対
策
に
代
わ
り
農
業
構
造
政
策
推
進
会
議
と
変
わ
っ
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
会
議
は、
各
組
織
を
代
表
す
る
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ、
会
議
は
町

長
が
主
宰
し
、
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
幹
事
会
を
設
け
た
。
この
会
議
の
事
務

局
は
役
場
産
業
課
に
置
か
れ
た
が
、
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

町
=
町
長
・
助
役

農
業
委
員
会
=
会
長
・
会
長
代
理

委
員
の
構
成

町
議
会
=
議
長
・
副
議
長
・
経
済
常
任
委
員
五
人

農
業
協
同
組
合
=
組
合
長
・
理
事
四
人



土
地
改
良
区
=
理
事
長
・
副
理
事
長

農
業
改
良
普
及
所
=
駐
在
員

生
産
組
合
長
会
=
会
長
・
副
会
長
食
糧
事
務
所
=
所
長

地
域
営
農
推
進
協
議
会
=
会
長・
副
会
長二
人

農
民
協
議
会
=
会
長
・
副
会
長
・
書
記
長
・
書
記
次
長

2
作
付
と
収
量

面
積
と
反
収
減
反
政
策
に
よ
る
生
産
調
整、
転
作
面
積
の
配
分
等
によ
り
、

稲
作
の
作
付
面
積
は
幾
多
の
変
遷
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
作
況

は、
天
候
等
に
左
右
さ
れ
た
が、
総
体
的
に
本
町
の
稲
作
は、
生
産
農
家
の
意
欲

と
努
力
に
よ
っ
て
相
応
の
成
績
を
あ
げ
、
一等
米
の
出
荷
が
九〇
パ
ー
セ
ン
ト、

あ
る
い
は
全
量
達
成
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
き
た
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
作
付
面
積
と
反
収
は、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

水稲作付反別と総収量

年
次 作付面積h� 総収量

t

昭62 2,020 10,200$3 2,010 11,400
平元 2,000 11,700
2 2,000 11,100
3 2,000 11,600
4 2,342 10,690
5 2,516 8,303

co 2,581 13,000

北海道農林水産統計年報
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水稲10アール当たり収量比較推移表
(単位 kg)

等
級別
出
荷
数量

摘 要
年

次
200

10a収量
400 600

100 300 500 700

昭62 507

63

566

平元 585

2 557

0
0 581

4 481

冷害
1
0 325

0 542

農林省北海道統計情報事務所

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
等
級
別
出
荷
数
量
(う
る
ち
米
限
度
数
量
)
は、
次
表
のと
お
り
で
あ
る
。

一〇
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
の
推
移

第
五
編
産
業
と
経
済

な
っ
て
いる
。

農
林
水
産
省
北
海
道
統
計
情
報
事
務
所
発
表
の
、
農
林
水
産
統
計
年
報
で
は、
次
表
の
よ
う
に

1011
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限度数量

153,799俵

昭 61

品 種

作付面積ha

一等米 (%)

俵

二等米 (%)

俵

三等米 (%)

俵

合 計

俵
みちこがね 1,019.7 88,363(93.0) 6,557(6.9) 94,984
キタヒカ リ 553.3 39,877(87.6) 5,502(12.1)

64(0.1)
127(0.3)
0

45,506
ゆきひか り 44.0 18,194(92.3) 1,527(7.7) 19,721
ともひか り 46.3 10,215(74.0)

678(56.1)
3,595(26.0)
531(43.9) 0 1,209

キ タアケ 24.3 50(7.6)
0 152(54.7) 126(45.3) 278

その他 2.7 56(14.8) 99(26.1) 224(59.1) 379

計 2,026.8 157,433
(89.2)

18,572
(10.5)

543
(0.3)

176,548
(114.8)

他用途利用米 4,559 11,095

うるち米合計 2,026.8 158,237 24,304 5,102 187,643

限度数量

144,770俵

昭 62

品 種

作付面積ha
一 等米(%)

俵

二等米(%)

俵

三等米 (%)
俵 俵

みちこがね 719.0 10,186(20.9) 37,488(76.7) 1,185(2.4)
527( 1.3)

48,859
キ タヒカ リ 566.4 6,474(15.8) 33,987(82.9) 40,988
ゆきひかり 510.5 26,290(70.9) 10,655(28.7)

896(19.3) 0 4,651
ともひか り 53.9 2,673(68.1)

158(35.9)0
0

1,177(30.0)
282(64.1)
0

501(57.1)
16(100.0)
377(42.9) 878

計 1,964.6 49,536
(36.2)

84,986
(62.1)

2,333
(1.7)

136,855
(94.5)

他用途利用米

12

(1.0)
3,588
(29.0)

8,676 12,386

うるち米合計 1,964.6 49,658
(33.3)

88,574
(59.3)

11,009 149,241

限度数量

142,226俵

昭 63

品 種種

作付面積ha

一等米(%)
俵

二等米 (%)
俵

三等米(%)
俵 俵

ゆきひか り 1,109.7 25,524(27.7) 63,058(68.4) 3,616(3.9) 92,198
空育 125号 438.3 22,321(71.3) 8,566(27.3) 437(1.4) 31,324
みちこがね 247.6 4,333(28.7)

927(10.9)
10,171(67.3) 609(4.0) 15,113

キタヒ カリ 100.2 7,141(84.3) 408(4.8) 8,476
きらら>397 55.8 531(26.2) 69(3.4) 2,027
ともひかり 7.6 183(43.1)

1,427(70.4)
242(56.9) 0 425

その他 2.5 0 3,057(92.6) 246(7.4) 3,303

0 13,810
ユ ー カ ラ 12.5

609(92.1) 2(0.3) 661
ともゆたか 24.6

804
(7.2)

5,732
(51.7)

155(0.4) 37,100
空育 125号 78.2 3,755(80.7)

73(1.9) 3,923
ユー カラ 4.9 0 440
キ タアケ 27.3

16

その他 4.4

(70.0)

(7.4)

合 計

1
O11)

等級別出荷数量(うるち米限度数量)

(41.1)

合 計



計 1,961.7 53,819
(35.2)

93,662
(61.3)

5,385
(3.5)

152,866
(107.5)

他用途利用米 905
(5.8)

10,171
(64.9)

4,587
(29.3)

15,663

うるち米合計 1,961.7 54,724
(32.5)

平 元

品 種

作付面積

ha

一等米 (%)

俵

二等米 (%)
俵

三等米 (%)
俵

合 計

俵
ゆきひかり
きらら 397
空育 125号

1,163.9
518.0
261.1

80,562(77.4)
10,522(36.4)
17,557(87.1)
329(100.0)
147(74.6)
0

23,031(22.1)
18,232(63.0)
2,593(12.9)

0

537(0.5)
170(0.6)

(0)6

104,130
28,924
20,156
329みちこがね 6.9

1.9 197キ タヒカ リ
ともひか り 0.6

0 2

その他 6.6 134(43.4)

50(25.4)
2(100.0)
175(56.6) 0 309

計 1,959.0 109,251
(70.9)

44,083
(28.6)

713
(0.5)

154,047
(109.4)

他用途利用米 1,409
(8.4)

12,588
(74.9)

2,815 16,812
(16.7)

うるち米合計 1,959.0 110,660
(64.8)

56,671
(33.2)

3,528 170,859
(2.0)

限度数量

141,552俵

平 2
合 計

品 種

作付面積

ha

一等米 (%)

俵

二等米(%)

俵

三等米 (%)

俵 俵
ゆきひかり 952.2

842.8
65,018(90.5)
51,305(88.0)
11,499(99.2)
316(56.4)

6,862(9.5)
7,002(12.0)
97(0.8)
244(43.6)

0 71,880
0 58,307
0 11,596
0 560

計 1,956.5 128,138
(90.0)

14,205
(10.0)

0 142,343

他用途利用米 0 5,571
(33.8)

10,931 16,502

うるち米合計 1,956.5 128,138(80.7) 19,776
(12.4)

10,931
(6.9) 158,845

限度数量

141,552俵

平 co

一等米 (%) 二等米 (%)
俵

三等米(%)

俵

合 計

俵品 種

1,036.3 80,147(100.0)
57,322(100.0)

0 0

57,322
171.6

0 0

11,397
5.1

11,397(100.0)
198(100.0)

0 0

198

計 1,950.1 149,064(100.0)

0 0 0

149,064

第
五
編
産
業
と
経
済

一〇
四

きらら 397
ゆきひか り
空育 125号
その他

0 0

80,147
737.1

作付面積ha 俵

きらら 397
空育 125号
その他

152.1
9.4

(66.2)

168,529103,833
(61.6)

9,972
(5.9)

限度数量

140,825俵

0
0
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他用途利用米 5,065
(30.2)

9,633
(57.4)

2,073
(12.4)

16,771

うるち米合計 1,950.1 154,129
(92.9)

9,633
(5.8)

2,073
(1.3)

165,835

限度数量

178,062俵

平 4

品 種

作付面積

ha

一 等米(%)
俵

二等米 (%)

俵

三等米 (%)

俵

合 計

俵

きらら 397
ゆきひか り
空育 125号
その他

1,303.3
819.0
212.3
7.1

76,717(100.0)
49,048(100.0)
9,515(100.0)
52(100.0)
0
0

0
0
0

76,717
49,048
9,51552

計

2,341.4 135,332(100.0)
0 0

135,332

他用途米 1,220 12,862
(9.0)

うるち米合計 148,194

限度数量
177,973俵 作付面積

ha

一 等米 (%)

俵

二等米 (%)
俵

三等米
(%)

俵

規 格 外
(%) 俵
|合 計
俵

きらら 397
ゆきひか り
空育 125号
その他

1,409.1
954.1
149.2
2.1

34,960(68.1)
51,215(91.1)
3,796(75.5)

8(12.1)

11,381(22.2)
4,128( 7.3)
1,086(21.7)

6(9.8)

245(0.5)
59(0.1)
79(1.6)
47(77.1)

4,697(9.2)
824(1.5)
51(1.0)
0

51,283
56,226
5,01263

計 2,514.5 89,978
(79.9)

16,601
(14.7)

430
(0.4)

5,572
(5.0)

112,572

他用途米 378
(7.6)

4,199
(83.9)

401
(8.0)

27

(0.5)
5,005

う る ち
米 合 計

90,357
(76.8)

20,800
(17.7)

831
(0.7)

5,580
(4.8)

117,587

限度数量

186,161俵

品 種

作付面積ha

一等米 (%)

俵
二等米 (%)

俵

三等米 (%)

俵

合 計

俵

きらら 397
ゆきひか り
空育 125号
その他

1,366.8
1,121.5
80.8
3.2

107,087(100.0)
89,790(100.0)
4,243(100.0)
209(100.0)

0 0

0 0
0

107,087
89,790
4,243
209

計 2,572.3 201,329(100.0)

0 0

201,329

他用途米 2,535(17.9) 11,344(80.2) 259(1.0) 14,138

うるち米合計 203,864(94.6) 11,344(5.3) 259(0.1) 215,467

1,841
(14.3)

9,801
(76.7)

0
0 0

137,173
(92.6)

9,801
(6.6)

1,220
(0.8)

平 5

品 種

一〇
五

平 6

0
0 0



第
五
編
産
業
と
経
済

3
産
米
改
良

水
稲
品
種
と
そ
の
変
遷
前
町
史
八三
〇
ペ
ー
ジ
以
降
に
は、
先
人
が
寒
冷
地
稲
作
に
向
い
た、
安
定
性
の
あ
る
品
種
を
追
及
し、
適

地
品
種
と
し
て
の
改
良、
導
入
に
取
り
組
ん
だ
経
過
が、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て、
終
戦
後
道

産
米
が
道
外
へ
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
本
州
米
と
比
較
さ
れ
て、
消
費
者
か
ら
の
批
判
も
厳
し
く
な
り
、
品
質
の
向
上
が
更
に
緊

急
課
題
と
な
っ
た
。
近
年
消
費
者
の
嗜
好
が、
良
質・
美
味
な
も
の
へと
進
み、
お
い
し
い
米
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た

め、
鋭
意
そ
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果、
栽
培
品
種
の
数
も
き
ら
ら
3
9
7
、
ゆ
き
ひ
か
り
、
空
育
一
二
五
号
な
ど
三
品
種
に

し
ば
ら
れ
て
き
て
い
る
。

品
種
別
上
位
作
付
状
況
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一〇
六



品種別上位作付一覧表
(単位 a、%)

順位

1 2 3
項目年次 品 種 面 積 率 品 種 面 積 率 品 種 面 積 率

昭 62 みちこがね 7,190 36.6 キ タヒカ リ 5,664 28.9 ゆきひか り 5,105 26.0

63

ゆきひかり 11,097 56.6 空育 125号 4,383 22.3 みちこがね 2,476 12.6

平 元 ゆきひか り 11,639 59.4 きらら 397 5,180 26.4 空育 125号 2,611 13.3

2 ゆきひかり 9,522 48.7 きらら 397 8,428 43.1 空育 125号 1,521 7.8

3 きらら 397 10,363 53.1 ゆきひかり 7,371 37.8 空育 125号 1,716 8.8

4 きらら397 13,050 55.7 ゆきひかり 8,190 35.0 空育 125号 2,120 9.0

5 きらら 397 14,090 56.0 ゆきひかり 9,540 37.9 空育 125号 1,490 5.9

6 きらら 397 13,668 53.2 ゆきひかり 11,215 43.6 空育 125号 808 3.0

4 5 6 7

品 種 面 積 率 品 種種 面 積 率 品 種 面 積 率 品 種 面 積 率

空育 125号 782 4.0ともひかり 539 2.7 キ タア ケ 273 1.4 ユー カ ラ

49

0.2

キタ ヒカ リ 1,002 5.1きらら397 558 2.8ともひかり

76

0.4

みちこがね

69

0.4キタヒカ リ

19

0.1

他 7
0.3

空育 139号

17

0.1 彩

10

0.1

(注) 線引欄は栽培されなくなったため

一〇
七

第
一
章
農

業



第
五
編
産
業
と
経
済

別 米 麦
級出荷数量 等 級 と 収 量 等 級 と 収 量 備 考

年 俵 1 2 3 規格外

1 2

規格外
昭 61 188,182158,237 24,470 5,300 175 30,419 16,008 14,411

(11,095)( 804)(5,732)(4,559)62

149,241 49,658 88,574 11,009 27,458 125 24,617 2,716
(12,386)( 122)(3,588)(8,676)63

168,529 54,724103,833 9,972 33,511 28,487 5,024
(15,663)( 905)(10,171)( 4,587)

平 元 170,859110,660 56,671 3,528 31,605 28,346 3,259
(16,812)(1,409)(12,588)(2,815)

2 158,845128,138 19,776 10,931 27,328 16,170 9,380 1,778
(16,502)( 0)(5,571)(10,931)

3 165,835154,129 9,633 2,073 22,250 12,466 8,209 1,575
(16,771)(5,065)(9,633)(2,073)

4 135,332135,332 11,635 3,500 7,005 1,130

(12,862)(1,841)(9,801)(1,220)
5 107,694 89,899 12,259 5,536 1,642 907 658

77

6

216,682204,936 11,344 259 123

47 68 8

(14,681)(3,078)(11,344) (259)

(注) ()は生産量の内、他用途利用米

平 昭
六六 六

年
度

一
八七

一
七
八、

一
四
一
、

一
四
一
、
五

一
四
〇
、
八二

一
四
二
、
二
二
六

一
四
四、
七
七〇

一
五
三
、
七
九
九

う
る
ち
米一 九〇五五八

六七二五五二二七
一三六二二五六〇九

以
降
な
し

も
ち

米

一七
、
三

一六
、

一
三
、
〇
五
一

一三
、
〇
五
一

一三
、
〇
三
九

一、
〇
九
五

他
用
途
利
用
米

(単
位
俵
)

込
限
度
数
量

事
前
売
渡
申 5

の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

米
・
麦
の
検
査
結
果
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
米
・
麦
の
検
査
結
果
は、
上

4
農
産
物
検
査

一〇
八八
一

一
六
、
八
一
二

一
六、
八
一二九三ー

二四ニニニ

昭
和
六
十
一
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

産
米
事
情
の
変
遷

四
〇
〇

年
度
別
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
の
変
遷
調

総生産量
俵

六五四三二元三二一

六も



産
米
出
荷
量
と
販
売
高
の
推
移
昭
和
六
十
一
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
俵

一八
六、
一六
一

一七
七、
九
七三

一七
八、
〇
六
二

一九
六、
八
六
〇

一六
九、
八〇
〇

一六
六、
三
六
四

一六
六
、
〇
五
〇

一六
六、
〇
一三

一八
六、
一一
七

備
考

秩
父
別
農
業
協
同
組
合

平 昭
六
一

年
度

二〇
一
、
八
五
八

一
一二、

六三
八

一四
八、
一九
四

一六
五、
八三
五

一五
八、
八
四
五

一七
〇
、
八
五
九

一九
一、
三
四
二

一四
九、
七
八
五

一八
八、
一八二

出
荷
数
量

俵
販

売
高
千
円

三
、
七
一七、三

三
〇

二、
三
九
一
、
七
一二

二
、
六七
二
、
五三
九

二
、
六
〇
九、
四
一
六

二、
三二
六、
九
八
八

二
、
五
五二
、
七
七
三

二
、
四
九
三
、
四
七二

二、
三
八
七、
一六〇

三、
二
五
七
、
二
六
四

米
価
の
変
動
食
糧
管
理
法
に
よ
る
政
府
買
入
れ
価
格
は、
昭
和
五
十
二
年
度
ま
で
は
う
る
ち
一
～
四
等、
五
十
三
年
度
は
一～
二

等
、
五
十
四
年
度
か
ら
は
品
質
格
差
導
入
(産
地
・
銘
柄
に
よ
る
区
分)
に
よ
り
、
一～
五
類、
一～二

等
の
そ
れ
ぞ

れ、
平
均
包
装
込
み
価
格
で
決
定
さ
れ、
平
成
元
年
四
月
以
降
は、
消
費
税
相
当
額
を
含
ん
だ
価
格
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
米
価
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
農

業
一〇
九

産
米
出
荷
量
と
販
売
高
の
推
移

11 11 元
六三
六
二



第
五
編
産
業
と
経
済

米価の移り変わりと当時の社会情勢

年 米価(60kg)
当り 円 社 会会情 勢

昭62 17,557 米価引下げ (生産・消費共)31
年ぶり、農産物輸入自由化枠拡
大阻止大会

63 16,743 JR津軽海峡線開通

平元 16,743 消費税3%、ベルリンの壁消える

2

16,500 台風19号日本列島縦断で被害甚
大

3 16,500 幕張メッセ米 (ア メリカ)産米
強行展示で日米コメ戦争過熱化

4 16,392 バブル崩壊進む、円高不況に入
る (ドル=101円台記録)

5 16,392 長雨・冷害で農作物不作、被害
戦後最悪、米の輸入最低量受入
れ (ガッ ト)

6 16,392 米自由化 (農産物)、全国10a
当 り544kgの史上最高、本町108
%全量一等米出荷3回目

きらら397の
開花

13 IS米

秩父別のエースきらら397新米奈 @

3
9

4180

$55340

きららの花と消費拡大キャンペーン (平成3年10月
19日・農協購買店舗)

一一〇

6
米
の
生
産
調
整

生
産
調
整
と
転
作
昭
和
六
十
年
代
に
入
る
と
、
国
内
の
農
畜
産
物
の
過
剰
傾
向
が
続
く
中
で、
食
糧
輸
入
自
由
化
の
圧
力
が
加
わ

り
、
生
産
の
抑
制、
価
格
の
引
き
下
げ
、
転
作
面
積
の
拡
大
等
が
進
ん
だ
。
六
十
二
年
か
ら
は
、
水
田
を
活
用
し

て
生
産
さ
れ
る
、
作
物
の
生
産
性
向
上
、
地
域
輪
作
農
法
の
確
立、
需
要
の
動
向
に
応
じ
た
米
の
計
画
生
産
等
を
、
生
産
者
お
よ
び
生
産



者
団
体
の
、
主
体
的
責
任
に
よ
り
推
進
さ
せ
る
施
策
と
し
て
、
前
期
三
年、
後
期
三
年
の
六
年
計
画
に
よ
る
「水
田
農
業
確
立
対
策」
が

実
施
に入
っ
た
。
平
成
五
年
か
ら
は、
新
た
に
「水
田
営
農
活
性
化
対
策」
が
三
年
計
画
で
始
ま
り、
米
の
需
給
事
情
に
応
じ
て、
機
動

的
か
つ
弾
力
的
に
生
産
・
集
荷
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
推
進
の
た
め
の
各
種
事
業
を
一
体
的
・
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ

ろが
五
年
は
天
候
不
順
で
不
作
で
あ
っ
たこ
と
も
あ
っ
て、
政
府
は
米
の
輸
入
自
由
化
を
決
定
し
、
外
国
産
米
の
緊
急
輸
入
を
実
施
し
て

いる
。
昭
和
六
十
二
年
以
降
の
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平 旺

六 五 四 三 二 元 � �三九、六八九

天
、八00

兵六、二00

九五、六〇〇

九五、六三一

九一、三
三

九一、三〇三
九二、三

九

面
積

転
作
等

100

100

100

100

100

100

100
100% 率 成 達

二二五 四七

四八 九三 六一

一、三
三

二、一八八
二、七七O

こ
し
等

と
う
も
ろ

一、一八〇

一、五五七

一、七五九

一、八六九

三
〇
〇

三、五〇三

三、五六七
二、八七五
牧
草

青
刈
り
永
年
性

飼
料
用
作
物

/ / / / / 三
八

四七五
五二

一言
一、八九六

一九、四一五

四一、一九九

四八、四七六

五三、八元

五
、三
モ

天
、三尺五

穀

八三四

二、七二八

一、九一五

二、九〇二

四、三〇二

一、七〇八

一、三
〇 一天六

一五九

二三

三、八二三

二、二四九

10 六二
一、〇六〇 豆

一、六三四

二、七五〇

四、一九九

八、二九六

八、三〇〇

八、七五八

八、二八六
七、五九八

類

/ / / /

二七九 //

二

\
一八 九円 七八

二三四 一九五
四01

花き花き花き花き花き花き花きき
買一送一毛

11

四三三四二 四 = 四

化
三 一四 四

て
ん
菜
花
き
類

(単
位

a)

1
1

第
一
章
農

業

米
の
生
産
調
整
年
度
別
実
績
(
飼
科
・
穀
類
作
物
)

年
度

小
麦
そ
ば
大
豆
小
豆
|そ
の
他

類

穀 飼

類 料



平 昭昭

六 五 四 三 二 元 � �

二
一 110 四五 六六

一言 一六一

三
七

三
八

き
ゅ
う
り
と
ま
と

五 五 五 五

一〇九

一美 三〇八

三
毛

1111 1111

0 元

二八六 10
二四六 六 一五
六三五

に
四六一
一天 三七五
三七二

い
も

三
八

二
五

一九三 三五六

一、七三六

一、四六九

一、〇七三

メ
ロ
ン

11 五五

い
ち
ご

一毛 1011 八四

二三 毛 七五八

一四四

四四0

コ
リ
ー

バブ
ロ
ッ

0 0 0

一天 二三 六七ニ

六云 三
三

三〇五

三
三 四六

1100

四三三 �

/
0 0 0

一、七二九 七五

三、ハーセ

八、四二六

八、二
九

一七、七二六

七、三〇九

/ /

増
進
作
物

/

五
1 11 11 " "

"1 す
み
草
な
ど

化
は
宿
根
性

備
考

第
五
編
産
業
と
経
済

米
の
生
産
調
整
年
度
別
実
績
(青
果
・
蔬
菜
・
地
力
増
進
作
物)

北
海
道
農
政
部
農
産
流
通
課

一
一
二

野
菜
(果
菜
・
業
菜
・
根
菜
・
洋
菜
な
ど
)
類

ハ =
10

" 11

四八

一八九

三
四

二
八

/ /

か
ぼ
ち
ゃ
そ
の
他
|ソ
ル
ガ
ム
え
ん
麦
永
年
性

そ
の
仲

/ /

年
度

加食



7

水
稲
原
採
種
ほ

採
種
ほ
組
合
米
不
足
の
時
代
は、
採
種
事
業
に
つ
いて
、
多
収
穫
品
種
の
需
要
が
多
く
あ
っ
た
が
、
消
費
が
減
退
し、
生
産
過
剰
の

時
代
に
な
る
と
、
量
よ
り
質
の
概
念
が
強
く
な
っ
た
た
め
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
米
の
生
産
が
急
務
と
な
っ

た
。
良
食
味
米
を
生
産
す
る
た
め
に
は、
優
良
奨
励
品
種
の
種
子
が
要
求
さ
れ
る
の
で、
採
種
組
合
と
し
て
は
、
今
後
と
も
消
費
者
に
好

ま
れ
る
食
味
と
価
格
の
納
得
がで
き
る
、
新
鮮
で
安
全
な
米
を
、
基
本と
し
た
種
が
作
ら
れ
て
い
る。
ま
た、
平
成
五
年
か
ら
は
種
子

乾
燥
は、

ハ
サ
か
け
自
然
乾
燥
から
、
労
働
力
の
軽
減
等
で
機
械
乾
燥
に
変
わ
っ
た
。

品
種
別
採
種
面
積
お
よ
び
生
産
量
昭
和
六
十二
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
農

業
一
一三



第
五
編
産
業
と
経
済

品種別採種面積と生産量
年 次
(採種農
の数)

採 種 ほ 原 種 ほ
生産数量 面 積ha kg

キ タアケ 26.80 115,240 0.30 630 27.10 115,870
昭 62 キタヒカ リ 23.00 98,900 0 23.00 98,900

みちこがね 19.28 82,900 0.90 370 20.18 83,270
空育 125号 15.00 81,200 0 15.00 81,200

(14戸) 計 84.08 378,240 1.2 1,000 85.28 379,240

上育397号 12.40 82,620 0.40 600 12.80 83,22063 ゆきひかり 19.00 92,060 0.30 1,190 19.30 93,250
空育125号 29.18 125,480 0.30 690 29.48 126,170
みちこがね 23.50 83,300 0.20 660 23.70 83,960

(13戸) 計 84.08 383,460 1.20 3,140 85.28 386,600

上育 397号 40.70 182,920 0.40 1,340 41.10 184,260
平 元 ゆきひか り 19.90 85,620 0.30 1,150 20.20 86,770

空育 125号 16,90 72,680 0.50 1,150 17.40 73,830

(13戸) 計 77.50 341,220 1.20 3,640 78.70 344,860

きらら 397 47.40 223,820 0.40 620 47.80 224,440
2 ゆきひかり 18.10 77,840 0.50 1,190 18.60 79,030
空育 125号 12.00 51,600 0.30 490 12.30 52,090

(13戸) 計 77.50 353,260 1.20 2,300 78.70 355,560
きらら 397 47.40 223,700 0.40 310 47.80 224,010

3 ゆきひかり 16.70 74,200 0.40 540 17.10 74,740
空育125号
彩

12.40 53,320 0.30 870 12.70 54,190

(13戸) 計 77.50 356,280 1.20 1,770 78.70 358,050

きらら 397 51.40 218,180 0.50 790 51.90 218,970
4 (機種5,940) (機種 5,940)
ゆきひかり 20.40 80,220 0.40 450 20.80 80,670

(機種 8,040) (機種 8,040)
空育 125号 9.00 47,240 0.50 440 9.50 47,680
彩 0.70 1,980 0.70 1,980

(13戸) 計 81.50 347,620
(機種13,980)

1.40 1,680 82.90 349,300
(機種13,980)

きらら397 69.80 216,450 0.50 1,450 70.30 217,900
5 ゆきひかり 17.40 69,390 0.50 1,450 17.90 70,840
空育 125号 20.60 84,220 0.20 580 20.80 84,800
彩 0.50 1,480 0,50 1,480

(13戸) 計 108.30 371,540 1.20 3,480 109.50 375,020

きらら 397 69.80 354,240 0.50 1,700 70.30 346,940
6 ゆきひか り 20.00 96,600 0.40 1,360 20.40 97,960
空育 125号
彩

21.20 98,580 0.30 1,020 21.50 99,600
0.40 1,860 0.40 1,860

(13戸) 計 111.40 542,280 1.20 4,080 112.60 546,360

面 ha

積 生産数量 面 精kg ha kg

計
生産数量品 種 別

1.00 5,060 0.10

50 1.10 5,110

一
一
四



8
農
機

具

共
同
利
用
に
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は、
生
産
抑
制、
生
産
価
格引
下
げ、
転
作
強
化
措
置
等
に
よ
っ
て、
極
め
て
厳
し
く
な
っ
て
お

よ
る
大
型
化
り、
稲
作
を
主
体
と
し
た
複
合
経
営
基
盤
の
確
立
に重
点
を
置
い
て
、
農
家
経
済
の
安
定
を
図
り
つ
つ
あ
る
。
現
在
農

家
が
所
有
し
て
いる
、
移
植
機
や
自
脱
コ
ンバ
イ
ン
等
は、
有
効
に
利
用
す
れ
ば、
い
ま
営
農
し
て
い
る
二
倍
前
後
の
面
積
の
耕
作
が
可

能
と
な
る
の
で、
農
業
機
械
の
作
業
能
力
に
合
わ
せ
た、
作
業
面
積
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
離
農
者
の
土
地
を
地
域
の
中
核
と

な
る
農
家
に
集
積
し
、
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
農
地
流
動
化
と
、
農
業
労
働
力
の
軽
減
対
策
も
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
近
代
的
営
農
技
術

に
対
応
し
た
機
械
の
、
大
型
化
も
進
ん
で
い
る
。

第
一
章
農

業

出荷作業の能率化 1tフレコン
(平成元年10月13日・JAライスセンター)

ま
た
、
経
営
費
中
に
占
め
る
、
農
業
機
械
費
の
ウ
ェ
イ
ト
が

大
き
い
こと
か
ら
、
農
機
具
の
共
同
利
用
の
促
進
と
、
農
作
業

受
、
委
託
の
実
施
な
ど
に
よ
る
稼
働
率
の
向
上
と
併
せ
て、
作

業
の
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、
機
械
の
効
率
的
利
用
を
積
極
的
に

推
進
し
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
っ
て
い
る
。

一方
、
ラ
イ
ス
セン
ター
事
業
は
、
幅
広
い
利
用
に
よ
っ
て

小
麦
お
よ
び
米
の
、
調
整
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
純
バ
ラ
方
式

に
よ
る
流
通
合
理
化
を
進
め
る
た
め、
一
ト
ン
規
模
の
フ
レ
コ

ン
方
式
や、
玄
米
バ
ラ
集
荷
施
設
も
導
入
し
、
フレ

コ
ン
製

一
一五
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種粉の収穫は手刈りで、刈り取りは大型機械で (平成4年の秋)

バ動動稲農ポビビへフミミ自普バ動乗動米
オルル 用

動力耕運機
農用トラクター

種
類

ルカ+● テーーイ 脱通 麦力 用 レカカ イカ型力
ク散 麦 トトンベー!1型型 ス
りぷ、粉用自ハハ1

用 七五三ニー一歩
ジアクコ ン田ピ防乾計000000PSSSSP行動 -

|んむ 動 ラ スソンダ植ド除燥
カ ベベベ ス

ラ機は 機機刈車ススス

ー
ベ
ス
タ
ー

イ
フ
ラ
イ
ン
型
)

ト
ッ
ト
型
)

ッハハ1機プ機
イイ

レ
ヤ
1 〃〃〃未満

1年
次

機 111 ’ソン

三 ーミ 三六七 一一 三
五 四二 五七六一五九〇二

○ーニ二〇〇‒五三一四一〇五三九二八五一〇六
六

三 三 七 1

五八五七 |三 八 二三九九七

二二二二
一四

個
人

共
同

昭
六
三

三 三 六 六 ーー
○ 六二 九五〇三〇八五一

11
1 平

〇〇〇三〇〇一八五九八二三六 二〇八六四四〇〇

二 二 七ー
000-000八〇一八一九〇

七ニミニ
五一三〇-000

個
人
共
同 11

ニー 三 二 二 五五 一
七ニニ〇 六二|八||九八三三七五 八
二六七ー〇〇〇〇三〇〇〇七二 九 八九八二五六〇〇八

個
人
|

平

||-|四一一
○二四〇-000000〇八〇 八 四三六七六三〇〇‒

共
同 五

北
海
道
農
業
基
本
調
査

一
一六

品
、
三
〇
キ
ロ紙
袋
製
品
等
を
着
実
に
出
荷
し
て
い
る
。
コ
ン
バ
イ
ン
事
業
は
、
農
協
所
有
の
普
通

型
を
小
麦
専
用
と
し、
稲
刈
取
り
に
は
組
合
員
の
自
脱
型
を
主
体
に、
受
委
託
推
進
に
よ
っ
て
作
業

を
進
め、
経
費
の
軽
減
と
機
械
の
有
効
利
用
で、
適
期
収
穫
が
図
ら
れ
て
い
る。

農
業
機
械
所
有
台
数
の
推
移

台
数
の
推
移

農
用
機
械
所
有

所
有
別

三
八 昭

二 四一|二
八六八七三〇〇四

三.六
一〇二四四〇〇〇五〇〇一二五 一 八二五二三八〇〇四

一 |二||‒七二三ー五
○八六〇三〇〇‒三〇〇〇七〇 四 五一二一五‒〇〇二

個
人

共
同
一

1

S

取 タタタ

1

S七五三ニS
以〇〇〇〇未型
上〃〃〃P満

昭
和
六
十
一
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



9
災
害
状
況

近
年
の
災
害
状
況
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
農
業
災
害
と
し
て
は、
六
十
三
年
八
月
の
集
中
豪
雨
禍
と
、
平
成
五
年
の
冷
害
が
特
筆
で

き
る
。

昭
和
六
十三
年
八
月
の
集
中
豪
雨
禍

前
線
の
影
響
で
大
量
に
発
生
し
た
雨
雲
に
よ
り、
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
降
っ
た
雨
は、
本
道
各
地
に
大
き
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
。
二
十
六
日
夜
ま
で
の
総
雨
量
は、
空
知
管
内
で
は
沼
田
町
で
四
二
五
ミ
リ
を
記
録
し
、
本
町
で
も
降
り
始
め
か
ら
の
二〇

時
間
に、
四
〇
〇
ミ
リ
を
超
す、
開
町
以
来
初
め
て
の
集
中
豪
雨
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
東
部
丘
陵
地
帯
から
の
異
常
流
水
で
、
市
街
地

を
はじ
め
低
位
地
帯
は
す
べ
て
浸
水
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
床
上
浸
水三
七
戸
、
床
下
浸
水
四
五
一戸
、
田
畑
の
浸
水
・
冠
水
一
、
〇

三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
、
農
地
の
流
出
・
埋
没
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
、
農
業
施
設
を
含
め
た
被
害
三
七
〇
余
件、
被
害
総
額
は
一
三
億
円
余

り
に
達
す
る
大
き
な
災
害
で
あ
っ
た。
農
地
の
被
害
につ
い
て
は、
畦
畔
の
決
壊二
六
箇
所、
土
砂
流
入
・
流
出
等
一
九
箇
所
等
相
当
の

損
害
が
あ
り、
そ
の
結
果
本
年
の
水
稲
作
況
は、
一〇
八
で
は
あ
った
が
、
収
量
・
品
質
と
も
に
低
下
し
、
一
等
米
の
出
荷
率
は
低
調
で

あ
っ
た
。
町
は
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
復
旧
に
全
力
を
注
い
だ
。
ま
た、
今
回
の
被
害
の
要
因
と
な
っ
た
国
・
道
費
河
川

の
秩
父
別
川
・
雨
竜
川
・
境
川
お
よ
び
農
業
用
水
路
の
改
修
・
流
域
の
低
地
帯
整
備
な
ど
、
早
急
に
総
合
的
治
水
事
業
の
必
要
性
を
、
各

関
係
機
関
に
強
力
に
要
望
し
た
。

平
成
五
年
の
冷
害

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
かけ
て
の、
出
穂
時
期
の
異
常
低
温
に
よ
り、
全
国
的
に
作
況
不
良
の
中
で、
北
海
道
は
昭
和三
十
一
年

第
一
章
農

業
一
一七
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五
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と
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済

の
作
況
指
数
五
一
を
下
回
る
、
四
六
の
凶
作
と
な
り、
本
町
の
農
業
被
害
は
一二
億
四、
五〇
〇
万
円
と
な
った
。
町
は、
被
害
農
家
救

済
の
措
置
と
し
て
、
町
民
税
の
減
免
お
よび
冷
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
六
年
度
の
水
稲
種
子
確
保
の
た
め
、
種
子
代
一
〇
ア
ー
ル

当
た
り
四
八
〇
円
を
、
稲
作
農
家
全
戸
の
全
作
付
面
積
に
対
し
助
成
し
た
。
ま
た
、
冷
害
に
よ
る
米
不
足
現
象
に、
消
費
者
が
手
持
ち
量

確
保
の
た
め
奔
走
す
る
こ
と
に
な
り、

一時
的
に
米
騒
動
の
様
相
を
呈
し
た。
政
府
は、
こ
の
対
策
と
し
て
年
内
に
加
工
用
米
を
、
年
明

け
に
主
食
用
米
を
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
中
国
・
タ
イ
等
か
ら
緊
急
輸
入
し
た
。

10
農
業
気
象

概

要

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や、
防
災
対
策
等
の
気
象
情
報
に
つ
い
て
は
、
沼
田
測
候
所
の
情
報
に
よ
り
対
応
し
て
い

たが
、
昭
和
六
十
三
年
に
「ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」
が
交
付
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
資
金
に
よ
り
高
度
化
す
る
農
業
技
術

に
対
処
す
る
た
め
、
本
町
独
自
の
農
業
気
象
観
測
装
置
を
設
置
し
た
。
こ
の
装
置
は、
五
条
二
丁
目
の
除
雪
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
に
設
置

さ
れ
、
こ
こ
で
自
動
的
に
計
測
さ
れ
た
数
値
が、
除
雪
セ
ン
タ
ー
事
務
所
内
の
機
械
に
集
め
ら
れ、
風
向
・
風
速
・
気
温
・
湿
度
・
気

圧
・
雨
量
・
日
照
時
間
等、
更
に
農
業
上
有
効
な
地
温
ま
で
の
記
録
が
時
計
・
日
計
・
月
計
と
し
て
、
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
元
年
十
月
か
ら
稼
働
し
た
。

こ
れ
ら
デ
ー
タ
は、
農
業
用
や、
冬
季
間
の
除
雪
作
業
用
に
活
用
さ
れ
る
が、
住
民
サー
ビ
スの
一
環
と
し
て
、
役
場
前
庭
に
設
置
し

た
標示
板
に、
デ
ジ
タ
ル
表
示
し
、
気
象
状
況
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

水
稲
耕
作
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
四
月
か
ら
十
月
の
気
温
・
日
照
時
間
・
降
水
量
は、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。



平 均 気 温 (C)
秩父別町気象観測所

月 4 5 6 7 8 9 10 5～9
積 算

召 62 2.5 10.3 15.9 19.3 19.1 15.6 9.8 80.263 3.5 9.9 16.4 18.1 21.9 15.8 8.0 82.1
平 元 4.9 9.9 14.2 20.7 21.4 16.2 9.2 82.4

2 5.6 11.5 16.8 20.4 21.1 15.9 10.0 85.7
3 5.4 11.7 17.4 19.0 19.7 15.5 10.2 83.3
4 4.3 10.2 15.1 19.0 19.2 13.8 8.4 77.3
5 3.4 10.1 14.6 17.9 18.5 14.8 8.6 75.9
6 2.9 11.3 15.5 20.7 22.3 17.3 7.8 87.1

平 昭

年
次 気
象

四〇・六
四二・〇
三四・五
九三・〇
八一・0

四七・〇
七一・〇

四

降
水
量

一六四・九

一四〇・九
一六
・〇
一八七・七
一四五・三
一天・
一四五・二

四

一九九・五

一八〇・九
三
七・八
一九三・五
一七一・
四

一八七・五
一九一・七

五 五

日 日

二〇九・六
九六・〇
二三
・八

一七七・三
二
・三

一八・〇
一三三・〇
一九五・五

六 照

一五
・六

三三
・
九六・三
二三〇・三
一八四・八
一八九・〇
一九二・八
一〇六・八

一六四・五
一六〇・一
110.�
一七九・C
一三九・七
一九一・四
一発・三
九三・〇

八

二二
・五

八三・五

一九九・五
二五七・〇
一八八・〇
四九・〇
六一・〇

九 一云
・三

一四四・五
二
三・九
一五五・三
一四一・四
一〇三・〇
一天・一
一三
・五

九

八一・七
九三・九
一三・六
101.0
一五七・一 -

一四八・八

10

h

六三
・〇

五一九・C
五三〇・〇
四四五・〇
五六九・C
五六四・〇
六九六・〇
四二二・〇

積
算

五
～
九

八六九・四
八六五・七
六三
六

八五
・七

七八三・三
八三・八
八五・六
七三九・五
積
算

五
～
九

日
照
時
間

P1.0
10.0
六六・〇
六七・〇
五九・0
七九・〇
三
・〇

六

水

三
・五

三
・五
一二五・〇
九八・〇

二四・〇 量

一六〇・〇
九〇・五
二八・〇
三毛
・五

三三
・〇

500・C
1011-C

八

(=\=)三
・五

一六九・〇
四二・五
10円・0
九九・〇
一七五・〇
一五一・〇
10五・〇

0

秩
父
別
町
気
象
観
測
所

平 昭

年
次

六 五 四 三 二 元 � �

月

気
象

六 五 四 三 二 元� �
月

降三
・〇
四九・〇
四四・0
五
・〇
五〇・〇

H0.0

五五
一六八・〇 七 七

時

間

秩
父
別
町
気
象
観
測
所

一
一九

第
一
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年次

一〇 七・九

一天八・七
一四八・八



気象観測集計図 (平均気温・降水量・日照時間)
平成2年 秩父別町農業気象観測所

20°℃ 20°℃

23.6℃
平均気温

平成2年観測集計

0°℃

0℃

年最低気温 -34.9℃ (1/28)
年平均気温 8.8℃ 深川10年平均
年間降水量 1082.5mm
年最高積雪 107cm(2/13)
年間日照時間 1658.6h-13.1℃ 元年度降雪量 853cm 149.0mm -20℃

100mm
日照時間 降水量

0h
上中下上中下|上|中|下上中下|上中下上中下上中下上中下上中下上中下|上中下上|中|下
1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

気象観測集計図 (平均気温・降水量・日照時間)
平成5年 秩父別町農業気象観測所

20°℃ 20°℃
※大凶昨年

平年値(深川30年平均)→ 20.2℃

平成5年観測集計
秩父別データ年最高気温 29.3℃(8/26)

年最低気温 -24.9°C(12/20)
年平均気温 6.0℃
年間降水量 903.0mm
年最高積雪 108cm(2/13)
年間日照時間 1,397.1h-7.6℃ 4年度降雪量
(H4.11～H5.4)

939cm

-20°℃ -20℃
100h 100mm

降水量日照時間

一二〇

0h

0mm上|中|下上|中||上中下|上|中|下上|中|下上|中|下上中下|上|中|下|上|中|下|上中下上|中|下上|中|下1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月

第
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T

秩父別データ

年最高気温 32.4°C(8/3) 1

-20℃|
100h

0mm

0°℃ 0°℃



第
五
節
畑
作
と
果
樹

1
畑

作

畑
作の
状
況
昭
和
六
十二
年
度
から
水
田
農
業
確
立
対
策
に引
き
継
が
れ
て、
小
麦
・
飼
料
作
物・
豆
類
等
を
中心
に転
作
作
物
の

団
地
化
が
進
み、
地
域
によ
っ
て
は
転
作
の
定
着
化
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
排
水
等
土
地
条
件
の
整
備
が
十
分
で
な
く

小
麦
等
特
定
の
作
物
に
偏
っ
た
こと
か
ら
、
連
作
障
害
が
発
生
し
た
地
域
も
あ
り
、
概
し
て
生
産
性
は
低
か
っ
た
。

平
成
元
年
度
か
ら
は、
農
地
流
動
化
対
策
が
促
進
さ
れ、
離
農
者
等
の
農
地
を
地
域
の
中
核
と
な
る
農
家
に
集
積
し
て
、
経
営
規
模
の

拡
大
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら
れ、

一方
小
規
模
経
営
農
家
に
対
し
て
は、
小
面
積
で
高
所
得
の
野
菜
・
施
設
園
芸
・
花
卉
等

収
益
性
が
高
く
労
働
集
約
型
作
物
へ
の
取
組
が
奨
励
さ
れ
た。
四
年
度
以
降
は
減
反
緩
和
政
策
に
伴
い、
各
作
物
の
作
付
面
積
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
以
降
の
作
目
別
作
付
面
積
の
収
量
の
推
移
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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飼 料

作 物

工芸

作物

雑 穀

乾 燥 子 実

春 植 え

ばれいし ょ
麦 類

種
類

計 牧も青
ろ刈
こと

草しう

計

て
ん
さ
い

計 い小大そ

し
ん
げ
ん

ん豆豆ば

計

ば
れ
い
し

計

え
ん
麦

面
・
収

麦

一九三 八五

八 三 三

一五 一八七九 八 八

六五一

六四〇

面

積ha

五、六三三

五、三〇〇

三
三 二〇九

二〇九 一八六 二吾五元

100
七 七

六四三

六四三

面

積ha

平
元

1
0

一三三 一七

三 三

一八八

100

三五 六 六

五二 五二

面

積ha

四、九七三

四、二五〇
七三三 二四〇

二四0 五 二〇八 六五

一九七 一五七

一、七七O

一、七七〇

収
量
t

11

一七一

一五五 一六 三 111

一七O

一発��

九 九 四四五

四四五

面

積ha
五、一九三

四、四八〇
七三 一九三

一九三

二〇八 一 七二六六

一九九

一九九
一、四六〇

一、四六〇

収
量
t

111

一六八

一五七

二 一1 1 三 空四兵 五 五

一〇六

二〇六

面

積ha

四、四九〇

四、O
O 四二〇 六〇 一七六

一六一

一三三

八 一1 1

九九 |�二� 三 三 三〇 三
面
積ha

四、三五〇

四、〇三〇

三
〇

五六

一七八

夫一先

九五 九五

面
積ha

一五三
四、七八四

一四四
四、二
八
四一六

一三 五五 七六

二六 三六 六

|六

収量 t

第
五
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年
度

昭
六三

作
目
別
作
付
面
積
と
収
量
の
推
移
(一
般
畑)

一五四

一四四 10 二 11

一四七

四、三七〇

三、九七〇

四00

一五七

一九七

二四四 一六

一八五

一八五

二、〇三〇

二、〇三〇

収
量
t10

一八六 一八六

三、一六五

二、一四〇

収
量
t

北
海
道
農
林
水
産
統
計

一
二
二九 六〇 |三 元 二 二 三 三

六

収
量
t 四

六

100

二
九

二
九

六三〇

収
量
t

五

二〇六



米
の
生
産
調
整
に
転
作
作
物
につ
いて
は、
収
益
性
の
高
い
作
物
を
作
る
た
め
の、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が、
要
は
転
作
に
適

よ
る
転
作
作
物
さ
な
い
地
帯
に
お
け
る
転
作
を
や
め、
連
作
障
害
を
避
け、
透
水
性
の
改
善
に
よ
る
水
田
の
汎
用
化、
客
土
・
土

づ
く
り
に
よ
る
地
力
の
増
強
等
、
土
地
基
盤
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に、
農
家
自
体
の
転
作
へ
の、
意
欲
の
高
揚
を
図
る
こ
と
で
あ
っ

た。
優
良
品
種
の
、
開
発
普
及
の
た
め
の
生
産
技
術
の
向
上
、
地
縁
的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
、
生
産
組
織
によ
る
転
作
作
物
の
統
一、

農
作
業
の
受
委
託
の
促
進、
適
正
な
機
械
化
作
業
単
位
を
確
保
で
き
る
転
作
の
団
地
化、
先
進
的
な
技
術
・
知
識
の
積
極
的
導
入
、
助
成

金
制
度
の
有
効
活
用
等
に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら
れ、
安
全
・
良
質
な
作
物
の
生
産
に
努
め
て
き
た
。

昭
和
六
十
年
以
降
の
転
作
作
目
別
作
付
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

転
作
作
目
別
作
付
面
積年

度

三四四
100

七、七二九
一、三00

五、〇六七
四一、八三七

四、〇四九

四三一

四七二

昭
六
〇

西�

四、六九〇
二、〇七八

八、六九〇
四四、〇七三

六、七九六

一、三
四

二、八五四
三、二八 100

六
一

四01
1100

一兵六

五八、二八五

六、三
一

五、一九五
五二

六
二

四四
二九〇

八、二八六
六二
一、三
〇

毛
、三
七

五、二三〇

一、八八二
二、長七
四七五

六三
平
元

七、四四三
四二0
二七八
二七九
八、二九や
二、二〇七
四、二九五
四、五四六
四三、九一七

三
〇
〇

七、三
五六 六一 二一

一七、七二六
三七五
一九四

八、二九六
三、八五一
二、九〇三
三六、七八九
一、九六二

一、八六九 九三 三

八、二
九
三
一
二
八

四、一五 二三三10
一、九二五 六
一九、四〇七
一、八〇七

一、七五九 四八

四

八、四二六
四六二三天

二、七五〇
二三
三、七二八

一、八九六

一、六〇四

一、五五七 四七 五

三、六六く
四

一、五八一
一四九
八三四

二三

一、三〇五

一、一八〇
一二五 六

(単
位

a)

一般 作 物 飼料作物
種

子牧青青
実草刈刈

地花て雑小大そ小小
力卉ん豆豆豆ば麦麦
増 菜
進

(
春
)

(秋
)

用え
ん
麦

え
ん
麦

別

作

計

刈
と
う
も
ろ
こ
し

第
一
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一二
三

四〇九
三
八
三
四

八、七五八
一、〇二七
一、七〇八

三
、八元

五、三二〇

一、二一五
三、五〇〇
三九七
三〇七

七、五九八
一、〇六〇0

二、七九一
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一、一九三
三五八

含
)

(加
工
用 一六五

五七、九三八

六三九

一、五四七

一七一

(⇒
)

1、00三

咒 三三発�

30

六〇、六
九

六八七

一、八六八

(⇒)

一、〇七三
二
八 三 八 六七、二一九

四六一

四、〇〇九

一五

三九 五

七五
一、七三天

六七一 一六一

六六、九〇七

六三五

一、四七三

七一、六四三 �

七三、五一七

二四六

六二九

三〇五 八宝玉西 |五翌

六
、七二 三
六

00

三
三

九 �え五七 五�

一六、九一五

三四四
一
元

一二
四

一、二七三

五〇三

四二 五三

七、三四九

三
九
一七〇

そ
の
他
野
菜

そア 食ブメイほか トき
ス 用 ロロチ うぼマ ゆ
他パ ば ツンゴれちトう
ラ れコ ん や

り

ガ

いリ 草
し1

計

特 定 作 物

補
償
田

加
工
ば
れ
い
し
ょ

(食
・
加
)

計

二
七〇、一八五

六、四七〇

三、〇三三

一、四

-七九

11

三二 四一

九三

一九

10

三
四 七五

一五二
三〇八
三三七

三七

空九

よ
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業

ブロッコリーの箱づめ
(平成5年9月20日 農協集荷センター)

2

蔬

菜

況
現

転
作
野
菜
は、
他
の
転
作
作
物
に
比べ
収
益
性
が
高
い
の
で、
小
規
模
経
営
で
農
業
所
得
を
確
保
す
る
う
え
で
有
効
な

作
物
で
あ
り
、
す
で
に
地
域
の
特
産
物と
し
て
定
着
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
か
ら
試
験
栽
培
さ
れ
た

ブ
ロ
ッ
コリ
ー
は、
翌
年
か
ら
本
格
的
な
栽
培
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
成三
年
に
は
道
内
一
の
評
価
を
受
け
、
一億
二
、
五〇
〇

万
円
の
販
売
実
績
を
あ
げ
た。
道
外
移
出
が
中
心
で
あ
る
が
、
計
画
的
な
輪
作
形
態
の

作
付
に
よ
り
、
東
京
・
京
都
な
ど
の
市
場
で
評
判が
高
く
、
経
営
の
中
核
に
成
長
し
て

い
る。
メ
ロン
も
元
年
に
は
売
上
額
が
一
億
円
を
突
破
し
、
三
年
の
施
設
園
芸
作
物
の

生
産
額
が三
億
八、
〇
〇
〇
万
円
に
達
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
施
設
園
芸
作
物
の
ほ
か

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
奨
励
な
ど
に
は、
助
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り、
豆
類
は
北

空
知
広
域
連
豆
類
調
整
工
場
に
搬
入
し
、
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
品
質
の
向
上
が
な

さ
れ、
有
利
な
販
売
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
野
菜
は、
冷
涼
な
気
象
条
件
を
利
用
し
て、
食
味
や
色
彩
に
優
れ、
市
場
で

の
評
価も
高
い
こと
か
ら
、
道
内
へ
の
安
定
供
給
は
も
と
よ
り
、
府
県
産
が
端
境
期
に

な
る
夏
場
に
向
け
た
、
移
出
野
菜
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
産
地
間
リ
レ
ー
出
荷
方
式

に
よ
る、
安
定
的
な
継
続
出
荷
体
制
の
確
立、
集
出
荷
施
設
の
充
実、
高
規
格
道
路
の

早
期
実
現
に
よ
る
長
距
離
・
短
時
間
輸
送
体
系
の
実
現
等
が
望
ま
れ
て
い
る
。

一二
五



蔬菜類の種類と生産状況 (12月末までの推定である)

年
次 種 類 栽培

戸 数
作付
面 積

ha 10a当 り
収 量

kg 出荷量
t
販売額

万円
メ ロ ン 45戸 8.3

0.83
2,493 207.9 7,108

イ チ ゴ

22

キ ュ ー リ

13

1.0 10,587 105.8 1,647
ホー レン草

10

0.36 1,556 5.6
トマ ト 5 0.25 5,764 14.4 2,060

ブ ロ ッ コ リー

45 52 4.0 445 17.8
278.8

607
9,703

トーマ ト

45

1.5 4,786 71.8
イチ ゴ

18

0.8 1,359 10.8 869
キ ュ ー リ

12

1.0 14,500 145.0
46.4 1,934

ブロ ッ コ リ ー

67

13.8 505

70

2,588
メ ロ ン

51

10.9 2,883 290 10,993
かぼ ち ゃ

34 16.6 1,084 178 1,061
イ チゴ

30

1.9 690

20

1,606
キ ュー リ

17

1.3 11,043 145 2,402
トーマ ト 5 2.9 3,652 104

ブ ロ ッ コ リー
67

24.3 467 113
327 9,753

かぼ ち ゃ
29

15.8 1,002 158 1,423
イチ ゴ

22

1.3 1,120

14 1,120
キ ュー リ

17

1.2 12,387 152 2,472

ブ ロ ッ コ リー

76

40.2 559 224.7
277.7

12,141
メ ロ ン

45

8.7 3,192 9,004
キ ュ ー リ

16

1.3 10,096 131.2 2,284
かぼ ち ゃ

16

9.5 1,177 111.8 1,629
3 イ チゴ

その他

13

1.0 1,087 10.9 757
10.3 2,977

ブ ロ ッ コ リー

62

31.2 441 137.6 7,721
メ ロ ン

42

7.2 2,921 210.3 8,691
キ ュー リ

14

1.1 9,695 106.6 1,961
かぼ ち ゃ

14

8.5 755 64.2 775
4 イチ ゴ

その 他
8 0.5 1,326 67.2 631

1,381

ブ ロ ッ コ リー

68

28.3 565 159.9 8,176
メ ロ ン

36

5.9 2,797 165.0 6,527
キ ュー リ

12

0.8 13,378
596 34.6 627

5 その 他 (アス 1,735
パ ラ ・イ チ ゴ
ほうれんそう)

ブ ロ ッ コ リー

40

14.21 549
3,009

78.0 4,392
メ ロ ン

32 4.8
キ ュ ー リ

11

0.9 11,402 99.0 1,883
かぼ ち ゃ

11

4.5 1,489 66.0 691
その他 1,308

第
五
編
産
業
と
経
済

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
蔬
菜
類
の
種
類
と
生
産
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一二
六

63

その他

18

4.6 2,585

平
元

メ ロ ン
49

11.0 2,963

2

メ ロ ン 10.4 2,680

1,467 12.1 800

昭
62

6

かぼ ち ゃ

11

5.8
107.0 2,551

145.0 3,969

1,957
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業 トルコキキョウ、スターチス、かすみ草の栽培風景(平成3年7月竹内圃場)

3

花

卉

現

況花
卉
の
生
産
は、
生
活
の
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
求
め
る
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
支

え
ら
れ
て、
全
国
的
に
切
り
花、
鉢
物
類
を
中
心
に
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
本

道
の
花
卉
は、
冷
涼
な
気
象
条
件
の
も
と
で
、
品
質
の
良
い
も
の
が
生
産
さ
れ、
道
央
を
中
心
に
転

作
作
物
と
し
て
、
産
地
化
が
進
ん
だ
。

本
町
で
は、
新
た
な
転
作
作
物
と
し
て
花
卉
生
産
が、
昭
和
六
十
三
年
度
に
一
五
戸
の
農
家
で
栽

培
を
開
始
し
、
平
成
元
年
度
に
は
四
〇
戸
に
増
え
、
作
付
面
積
も
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
さ
れ

た
。
そ
し
て
こ
の
生
産
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め、
元
年
度
よ
り
三
年
間
人
材
育
成
基
金
に
よ
り、
秩

父
別
町
青
果
そ
菜
園
芸
振
興
協
議
会
、
花
卉
部
会
員
を
毎
年三
名
、
花
卉
生
産
の
先
進
地
で
あ
る
、

鹿
児
島
県
フ
ラ
ワ
ー
セン
ター
に
派
遣
し
、
約
一
か
月
に
わ
た
り
花
卉
栽
培
に
つ
い
て
の
知
識
と
技

術
を
研
修
し
も
ち
帰
り
、
町
内
農
家
の
技
術
向
上
に
役
立
て
、
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

昭
和
六
十
三
年
以
降
の
花
卉
の
種
類
と
生
産
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。一
二
七
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花卉の種類と生産状況

年
次 品 種 栽培

戸数 栽培面積ha 収 量
(10a当り)本 出荷量 本

販売額
万 円

昭 かすみ草

戸 13 0.56 6,060 30,300

63
平

元

かすみ草
スターチス (シニ)

32 1.4 7,910
39,290
6,905

110,750
134,240
24,631

2

かすみ草
スターチス (ハイ)11 " (シニ)

29 1.4 10,759 146,17017 0.7 11,010 74,865

トル コキキ ョウ 6 0.2 23,885
55,480
47,770

かすみ草
スターチス (ハイ)11

27 1.6 7,428 118,848 2,03612

0.6 12,768 76,608 1,823
3 (シニ) 7 0.1 85,962 85,962 765

トルコ キキ ョウ 7 0.3 21,526 64,578 784
その他 0.6 1,822

宿根カスミ草
ス ター チス (ブル)11 1 (シニ)

32 1.2 5,605 67,260 90332 0.7 17,152 120,064 1,756

コスモス

32 0.1 23,538 23,538

42

その他

32 1.5 3,277
ラー クスパ ー
スターチス (1年)

11 0.6 31,753 190,518 1,87411 0.3 159,206 477,618 2,802
宿根スターチス

10 0.6 21,765 130,590 2,437
カス ミそう 9 0.4 22,172 88,688 887

アリス トロ メリ ア 8 0.6 11,875 71,250 1,378
トルコキキ ョウ 4 0.1 34,420 34,420 473
ブルー スプ レー

1
6

0.2 5,010 10,020 152
その他 482

スターチス (1年)

17 0.7 142,866 100,006 4,226
ラー クスパー

17 1.1 22,937 25,231 1,975
スターチス (宿根)

16 0.6 26,773 16,064 2,230
アリス トロメ リア 9 0.8 14,407 11,526 1,563
宿根カスミ草 8 0.4 18,786 7,514 341
その他 1,043

12

0.3
(ハイ)

11 0.4

5 0.08 73,090

191,940 1,120
4 32 0.3 63,980

5

276
デルフ ィニ ュー ム

6

一二
八



第
七
節
畜

産

1
畜
産
業
の
状
況

概

要

本
町
の
基
幹
産
業
は
稲
作
中
心
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
転
作

が
促
進
さ
れ
る
に
伴
い、
収
益
性
の
高
い
施
設
園
芸
等
へ
の

関
心
が
強
く
、
畜
産
業
へ
の
取
り
組
み
は
、
一
部
農
業
者
の
兼
業
に
委
ね
る
状

態
で
あ
る
。
特
に
牛
肉
輸
入
自
由
化
等
の
影
響
で、
羊
肉
を
含
め
畜
産
面
は
価

格
が
低
迷
し
て
お
り、
加
え
て
労
働
力
の
不
足
も
あ
っ
て
頭
数
・
戸
数
と
も
に

減
少
し
て
い
る
。

し
か
し、
連
作
障
害
の
発
生
等
か
ら
、
農
業
の
基
本
で
あ
る
土
づ
く
り
の
重

要
性
が
認
め
ら
れ、
中
で
も
園
芸
作
物
に
は、
家
畜
堆
肥
が
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
ので
、
関
係
者
の一
層
の
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
飼
育
の
拡
大
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
主
要
家
畜
飼
育
状
況
は、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

主要家畜飼育状況

牛 緬 羊/ 乳 肉
牛

肉
用

毛
用

頭

鶏 馬 豚
牛
頭 頭 頭 羽 頭 頭

昭 62 0
0 211 420 5,000

15 0

63 11 178 613 3,500

0 3

平 元

30 117 230 2,000

3 0

2 23 132 154 2,000

0 0

0
0

27 127 143 2,799

0 0

4 37 123 130 2,500

0 0

5.

33 8

108 2,600

0 0

6 43 54 123 1,500

0 0

第
一
章
農

業
一二
九

種
類

年
度
/



一三
〇

第
五
編
産
業
と
経
済

畜
産
組
合

現
在
の
畜
産
振興
組
合
の
中
に
は、
肉
牛・
緬
羊・
草
地利
用
の三
部
会
が
設
け
ら
れ
て
おり
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

に
所
属
す
る
会
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
組
合
長
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
組
合
長
吉
澤
國
太
郎
(昭
和
六
〇
～
平
五
)

2
緬

生
産
と
販
売
本
町
で
は、
平
成
三
年
四
月
か
ら
五
年
計
画
に
よ
り
、
緬
羊
の
振
興
対

策
を
進
め
て
お
り
、
消
流
・
増
殖
・
登
録
対
策
等
に
補
助
を
行
い、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
羊
肉
の
安
定
かつ
低
コ
ス
ト
の、
生
産
を
促
進
す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
消
費
を
拡
大
し
、
農
村
と
都
市
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
「ふ

る
さ
と
オ
ー
ナ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
、
本
町
特
産
品
の
サ
フ
ォ
ー
ク
種
緬
羊
の
、
市
場

開
拓
を
図
っ
て
い
る
。

昭
和
六
十
年
度
以
降
の
販
売
実
績
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

サフ ォークの放牧 (平成2年7月18日 東部丘陵地)

山
崎
忠
司
(平
六
～
現
在
)

羊



サ
フ
ォ
ー
ク
種
緬
羊
販
売
頭
数
調

販 販 数

計
頭 頭

年
度
昭
六〇

一〇
六

二
九

七
七

二
五
六

一
七
一
八
五

六
一

三
二
一

九
〇

二三
一

六
二

一
三
九

五
七
八
二 六三
平

元

一
三
三

二三
一
一〇

一
一三

四
三
七
〇 二 一

四
六

一
八
二
八

111

四
四 -四

三
〇 四

七三 二
六
四
七 五

秩
父
別
農
業
協
同
組
合六
七

三
二
三
五 六

手
紡
ぎ
研
究
会
緬
羊
飼
育
が
増
加
す
る
こ
と
に
伴
い
生
産
さ
れ
る
羊
毛
は、
最
初
の
う
ち
は
一般
家
庭
の、
布
団
綿
に
利
用
さ
れ
る

程
度
で
あ
っ
た
。
し
かし
こ
れ
を
活
用
し
て、
何
か二
次
製
品
が
作
れ
な
い
か
と
い
う
意
見
が
強
く
な
り
、
町
・
農

協
・
畜
産
振
興
組
合
も
地
場
産
業
に
育
て
た
い
と
力
を
入
れ、
昭
和
六
十
一
年
に
研
究
会
が
結
成
さ
れ、
農
家
ば
か
り
で
な
く
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
主
婦
も
参
加し
て
、
講
習
会
が
開
か
れ
た。
ま
た、
町
と
農
協
が
研
究
費
を
助
成
し、
小
型
の
モー
ター
付
手
紡
ぎ
機
一
〇
台
を

買
い
入
れ
て、
毛
糸
の
加
工
を
行
い、
草
木
染
め
の
染
色
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
こ
ら
し
て、
手
編
み
の
セー
タ
ー
・
マ
フラ
ー
・
シ
ョ
ー

ル
・
玄
関
マ
ッ
ト
等
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
った
。
そ
の
後
大
型
の
織
り
機
を
導
入
し
て
、
大
量
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
町
産
の

羊
毛
の
付
加
価
値
を
高
め
る
事
業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
研
究
会
の
組
織・
事
業
等
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
農

業
一
三
一



第
五
編
産
業
と
経
済

地元飼育の羊の毛を使っての紡毛 町加工センター
(平成元年9月頃2条2丁目)

予 設
立
年
月
日

名
称

算
|
そ
の
他

会
費

昭
和
六
十
一
年
月
日
九
月
十
七
日

秩
父
別
町
手
紡
ぎ
研
究
会

佐
藤
卜
!!

主
な
事
業

会
員

事
務
所

な
こと

〇
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要

●
作
品
発
表
会

○
研
究
会

二
五
名

秩
父
別
町
産
業
課
内

一三
二

1

第
十
節
農
産
物
加
工

歴
代
会
長

昭
六
一～
現
在

近
年
の
取
り
組
み

概
要
現
在
は
米
の
生
産
調
整
・
水
田
転
作
等
厳
し
い
農
業
事
情
で
あ
る
の
で
、
農
業
所
得
を
維
持
し
減
収
を
補
う
た
め、
昭

和
六
十
二
年
か
ら
一
部
の
農
家
で
、
生
食
用
ト
マ
ト
を
ジ
ュ
ー
ス
の
加
工
用
と
し
て
生
産
し
て
い
る
。
加
工
販
売
に
つ

い
て
は
秩
父
別
農
協
が
行
っ
て
お
り、
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん」
の
愛
称
で
特
産
品
ジ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
消
費
者
か
ら
好
評
を
受
け
、
販
売

面
で
は
定
着
し
て
いる
が
、
転
作
緩
和
など
か
ら
作
付
は
減
少
し
、
生
産
量
も
年
減々
少
の
傾
向
に
あ
る
。

昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
ト
マ
トジ

ュー
ス
の
生
産
販
売
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



トマトジュース「あかずきんちゃん」生産開始
(平成元年8月10日・農畜産物加工センター)

販 生
売千産
高円量l

別
年
度

二、四八五

一六、八五

昭
六

九、七九九

天
、五天

三
、三三三

六三、五
三

六三
平
元

三
、四吾
六五、四五八 二

二
、八毛
五
、一六六 三

一九、〇三一

三
、四九八 四

二三、七四七
二〇、五六三 五

七、七六一
一六、七八六 六

第
十
二
節
農
地
改
革
(農
業
の
推
移
)

1
農
家
数
お
よ
び
経
営
規
模

近
年
は、
離
農
者
の
増
加、
農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
等
に
対
応
し
て、
経

営
効
率
を
考
え
た、
農
地
流
動
化
対
策
が
進
め
ら
れ、
計
画
的
な
大
区
画
は
場
整
備
等
も
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で、
順
次
そ
の
形
態
を
変

え
つ
つ
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
経
営
規
模
別
農
家
数
は、
次
頁
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
農

業
一三
三

ト
マ
ト
ジ
ュー
ス
の
生
産量
と
販
売
高

秩
父
別
農
業
協
同
組
合



第
五
編
産
業
と
経
済

経営規模別農家数の推移調 (毎年2月1日現)

総 0.11
0

0.49ha

0.5
～
0.99ha

1.0

2.99ha

3.00
～
4.99ha

5.0

7.49ha

7.5

9.99ha

10.00

14.99ha 以 上ha

例
外
規
定

昭61
戸
478

戸
20 5

戸
54

戸
74 168

87 58

戸
8

62 458

19 1
0

45 68 163
85 63 10

63 476

19 0
0

43

8 143
94 67 12

平元 441

26 4 41 60 127

95 72 16

2

414

29 32 5 113

96 64 23

00 398

25 3 32 42 106

88 78 24

4

385

41 2 27 34 85 88 80 28

1
0 368

34 2 22 38 77 83 75 37

6

324
7 2 2 27 72 70 00 43

北海道農業基本調査

従
来
の
農
用
地
利
用
増
進
法
に
代
わ
り、
平
成
五
年
よ
り
施

行
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
は、
専
業
経
営
体
・
土

地
利
用
型
経
営
体
の
育
成
に
努
め、
所
有
権
・
賃
貸
借
権
の
設

定
に
よ
る
、
農
地
の
集
積
化
を
促
進
し
、
農
家
経
済
の
他
産
業

並
所
得
と
、
労
働
時
間
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
農

業
委
員
会
は、
こ
れ
等
基
本
施
策
の実
現
に
向
け
て、
重
要
な

役
割
を
果
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
以
降
の
農
業
委
員
会
委
員
お
よ
び
事
務
局

長
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

2
農
業
委
員
会

戸 戸 戸戸

一三
四

15.00

数



氏
藤 谷 崎 上

朋 順
於夫 徹

博 名

農
業
委
員
会
委
員

飯 遠 境 高 川 竹 山 高 岡
内 本 桑 内

稲
澤沼
貞
雄

好
夫
昭
六二
・
七
・
二〇
～
平
五
・七
・
一九

昭
六二
・
七
・
二〇
～
平
四・
一一
・二
六

昭
六二
・
七
・
二
〇
～
平
五
・七
・
一九

昭
六
二
・
七
・
二
〇
～
平
五
・七
・
一九

平
元
・
五
・
一
二～

現
平
二
・
七
・
二
〇
～
現

昭
六
一
・
四・

一～
平
元

・三
・
一九

昭
五
九
・
七
・
二
〇
～
平
元

・
五
・
一九在 在

昭
五三
・
七・
二
〇
～
平二

・七
・
一九

会
長
代
理

備

(昭
五
六
・
七
・
二
〇
～
平
二
・
七
・
一九
)

学
識
経
験
者

会
長
・
学
識
経
験
者

(昭
五
六
・
七
・
二
〇
～
平
五
・
七
・
一九
)

農
業
共
済
組
合

農
業
協
同
組
合
・
学
識
経
験
者

会
長
代
理
(平
二
・
七・
二〇
～
平
五
・
七・
一
九
)

農
業
共
済
組
合
(平
元
・
五
・
一二
～
現
在
)

第
一
章
農

一三
五

業

在
任

期
間

昭
五
六
・
七・
二
〇
～
昭
六
二
・
七
・
一九

昭
五
九
・
七
・
二〇
～
昭
六
二
・
七
・
一九

昭
五
九
・
七
・
二
〇
～
平
二

・七
・
一九

昭
五
六・
七
・
二〇
～
昭
六
二
・
七
・
一九

平
三
・
四・
二
六～
平
五
・七
・
一九

昭
五
六
・
七
・
二
〇
～
昭六
二
・
七・
一九

行
昭
五
九・
七・
二
〇
～
昭
六二
・
七
・
一九

椛
沢
後
藤
博
義

木
島
耕
平

信
弘
昭
五
九
・
七・
二〇
～
平
五
・七
・
一九

昭
五
九
・
七・
二
〇
～
平二

・七
・
一九

昭
五
六
・
七・
二〇
～
昭
六
二
・
七
・
一九

昭
四
七
・
七
・
二
〇
～
平
五
・七
・
一九

嶋
林
政
弘

高
崎

齋
藤

和
肇 雄

;高 飛
尺橋 谷

一 博

勇
明
生 優

貞
頼

考



一三六

戸 早東田 川

番
場
勇
治

川合
保
敏

吉
澤
邦
世
平

五
・
七
・
二
〇
～

平
五
・
七
・
二〇
～

五
・
七
・
二
〇
～

平
五
・
七
・二
〇
～
現

平
四
・
三
・
二
四
～
平
七

・三
・
一
一

平
二
・
七
・
二
〇
～
平
三

・
四
・
一〇

平
五
・
七
・
二
〇
～
現

平
二
・
七
・
二
〇
～
平四

平
二・
七
・二
〇
～
現

平
二・
七
・
二
〇
～
現

昭
六
二
・
七
・
二
〇
～
平
五

・七・
一九

昭
六
二
・
七
・
二
〇
～
平
五
・七
・
一九

農
業
協
同
組
合

農
業
協
同
組
合

学
識
経
験
者

農
業
協
同
組
合

会
長
代
理
(平
五
・
七
・
二〇
～
現
在)

神佐早坂
々

薮木川 本 氏

正
武弘雄博

名

農
業
委
員
会
事
務
局
長

平
六
・
一一
・一〇

～
現

平
四
・
一二
・
二
六
～
平
六・
一
一・

昭
六
三
・

四
・

一～
平
四・
一二
・二
五

昭
六
一・

六
・

一～
昭
六三
・
三・
三
一

在
任

期
間

在
"

" "

産
業
課
長
兼
務

備
考

勇
平
五
・
七
・
二〇
～

敏
治
平
五
・
七
・二
〇
～

平 平
五
・
七
・二
〇
～

現 現 現 現 現 現 現 現 現

在 在 在 在 在 在 在 在 在

・
三
・
一七在 在 在

河
原
秀
之
|

宏 勝
宮
森
杉
山

国
男

吉
澤
國
太
郎

阿
部
逸
夫

天
野
宏
一

渡
部
俊
英

山
森
勝
美 第
五
編
産
業
と
経
済

会
長
・
学
識
経
験
者
(平
五
・
七・
二〇
～
現
在
)

小
西
梅
太
郎

峠
勝
寛
平

五
・
七
・二
〇
～

平
七
・
三
・
二
三
～



第
十
三
節
土
地
改
良
事
業

1
国
営
土
地
改
良
事
業
の
概
要

国
営
雨
竜
川
中
央
地
区
潅
漑
排
水
事
業
は、

一市
五
町
に
わ
た
る
用
水
整
備
の
大
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
着
工
し
た
が、

そ
の
後
水
道
用
水
供
給
事
業
の
た
め、
計
画
変
更
が
行
わ
れ
、工
期
が
延
長
さ
れ
て
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
目
標
で
現
在
実
施
中
で
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
国
営
土
地
改
良
事
業
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
営
土
地
改
良
(
農
業
用
用
排
水
)
事
業
雨
竜
川
中
央
地
区

秩
父
别
土
地
改
良
区

全

区
分

体

総

二三、八六一、三六四

六九、四九0,000

事

額

二、六六五、や00

四〇、七二九、六六二

前
年
度
ま
で

業

二、〇元
、100

三、二月0,000

本
年

度

八、一五九、五六四

二五、五
〇、二
八

翌
年
度
以
降

費
千
円
進
捗云
・
六

六三・
三

率 %備

秩
父
別
土
地
改
良
区

平
七・三・三

・現 考

第
一
章
農

業
一三
七



一三八
第
五
編
産
業
と
経
済

2
道
営
土
地
改
良
事
業
の
概
況

本
事
業
地
区
は、
秩
父
別
町
・
妹
背
牛
町
・
深
川
市
の
一市
二
町
に
関
係
す
る
区
域
で
、
原
野
地
区
四
八
二
・
三
へ

ク
ター
ル・
千
秋
地
区
三
七
一
ヘ
ク
ター
ル・
桜
川
地
区
二
八
四
・
九
ヘ
ク
ター
ルの
水
田
を
大
型
に
整
備
改
良

し、
近
代
的
農
業
を
展
開
す
る
、
基
礎
づ
く
り
の
事
業
で
あ
る
。

土
地
改
良
総
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
た、
道
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
は、
西
南
・
中
央
・
筑
北
・
西
南
第
二
・
兵
村

合
整
備
事
業
の
五
地
区
を
対
象
に
進
め
ら
れ、
平
成
元
年
度
に
東
山
地
区
が
追
加
さ
れ
た
。
以
後、
二
年
度
に
中
央
地
区
、
三
年
度

に
筑
北
地
区
、
四
年
度
に
西
南
第
二
地
区
と
い
う
順
序
で
、
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
道
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

道
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

秩
父
別
土
地
改
良
区

地
区
名
|
事
業
費

百
万
用
水
路

事

業
客 客 晤

土
A
=

量

四
・
八
ク
昭
六〇
～
平
元

昭
五
九
～
昭
六
三

工

期

農
道
整
備
L
=
四、
六
八〇

ク
一※
地
区
面
積

三
七
七
・
七
〃

五
二
〇

排
水
路
L
=
一五
、
一
一八
〃

用
水
路

L
=
四、
六
六
〇
円

農
道
整
備
L
=
八、
九
一
五
〃
※
地
区
面
積

排
水
路
L
=
一三
、
四
三
九
〃

L
=
三
、
六
八
四
日
暗
渠
排
水
A
=
二
一六
・
七
ぬ

土
A
=

暗
渠
排
水
A
=
二
六
一
・
一段

二
七
五
・
三
ク

六
・
二
ノ

中 西
南央

圃
場
整
備
事
業四
六
八



第
一
章
農

業

一三
九

四
八二

四
六
六 六

秩
父
別
土
地
改
良
区

東

兵 筑

山 村 北

六
〇
三

七
一
〇

三
七
一

七
〇
五

農
道
整
備
L
=
二
、
三
二
〇
〃

排
水
路

用
水
路

農
道
整
備

排
水
路

用
水
路

農
道
整
備
L
=

排
水
路

用
水
路

農
道
整
備
L
=
一、
七
六
一
シ
※
地
区
面
積

排
水
路
L
=
一
四
、
七
五
四
〃

L
=
九、
〇
四
五
四

※
地
区
面
積

※
地
区
面
積

三
二
三
・
七
ッ

土
A
=
七〇
・
三
ノ

暗
渠
排
水
A
=
二
三
〇
・
一段

二
〇
七
・
〇
〃

二
・
九
ッ

五
三二

・
〇
ノ

土
A
=
三
一
・〇
ク

暗
渠
排
水
A
=
四
三
三
・
四
22

平
元
～
平
七

昭
六
三
～
平
五

昭
六
二
～
平
三

暗
渠
排
水
A
=
一
五
一
・
四
12

客

五
三
〇 二

五〇
九 三

五〇
九 四

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
組
合
員
数
の
変
遷
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

3
秩
父
別
土
地
改
良
区五
九
七

六
三

五
七
五

平
元

組
合
員
数
人

年
度

組
合
員
数
の
変
遷

六
三
〇

昭
六
二

用
水
路

L
=
二
、
七
五
五
〃

L
=
一
、
九
〇
〇
〃

L
=
五
、
七
〇
五
〃
客

L
=
七
、
三
〇
〇
Ⅱ

九
〇
二
〃
※
地
区
面
積

L
=
八、
八
五
一
シ
区
画
整
理
A
=

L
=
六、
五
九三
m

L
=
六
、
六
九
〇
円
暗
渠
排
水
A
=
二
五
〇
・
九
1

三
二
九
・
〇
ク

五

昭
六
一～
平
二

西
南
第二



第
五
編
産
業
と
経
済

第
十
五
節
農
業
構
造
改
善
事
業

1
新
農
業
構
造
改
善
事
業

昭
和
五
十
八
年
度
から
土
地
利
用
型
農
業
の
、
徹
底
し
た
構
造
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
後
期

対
策が
発
足
し
た
。

同
事
業
の
秩
父
別
地区
は、
昭
和
六
十
三
年
に
事
業
認
定
を
受
け、
平
成
元
年
度
に
農
産
物
集
出
荷
施
設
を
、
二
年
度
に
農
村
情
報
連

絡
施
設
の
整
備
を
行
っ
た
。
農
産
物
集
出
荷
施
設
は、
水
稲
・
小
麦
を
栽
培
す
る
土
地
利
用
型
農
業
と
、
果
菜
・
花
卉
等
を
取
り
入
れ
た

複
合
経
営
に、
経
営
形
態
が
分
類
さ
れ
つ
つ
あ
り、
果
菜
類
の
出
荷
品
質
の
向
上
に
よ
り
、
産
地
と
し
て
の
地
位
確
保
と
、
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
農
村
情
報
連
絡
施
設
は、
昭
和
五
十
一年
に
設
置
さ
れ
た
、
同
報
無
線
施
設
が
電
波
法
の
改
訂
に
よ
り
、
従

来
の
設
置
者
で
あ
る
秩
父
別
農
業
協
同
組
合
で
は、
無
線
局
の
認
可
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
防
災
無
線
と
し
て
秩
父
別
町
が
認
可
を
得

て、
行
政
に
関
す
る
連
絡
事
項・
農
業
に
関
す
る
各
種
の
情
報
提
供
・
災
害
時
の
緊
急
連
絡
施
設
と
し
て
設
置
し
た。

一
四〇



事
業
(
施
設)
の
概
要

新
農
業
構
造
改
善
事
業
(後
期
)

施
設
名

区
分

子副親
局局局二四

七
四

業
量

各
農
家

消
防
・
農
協

役
場

平
屋
建

鉄
骨
づ
く
り

設
置
ヶ
所 造

三
〇
、
七
一二

一五
、
五
六
四

国
庫
補
助
費

事

道
補
助
費

業
費

三
〇
、
八
〇
三

町
補
助
費 内

一
五、
五
六
六

自
己
資
金

訳
千
円

六
一、
五
一
五

三
一
、
一三
〇

計
千
円

絡
施
設

農
村
情
報
連

荷農
貯産
蔵物
施集
設出

一
棟 事

1

三
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル

予
冷
施
設

二
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル

構

農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て、
建
設
さ
れ
た
ラ
イ
ス
セン
ター
は、
時
勢
の変
化
に
伴
っ
て
各
種
の
改
善
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。

昭
和
六
十
二
年
度
に
は、
流
通
合
理
化
を
進
め
る
た
め
、
一ト
ン
規
模
の
フ
レ
コ
ン
方
式
に
よ
る
出
荷
が
実
施
さ
れ、
平
成
四
年
に

は、
生
産
者
段
階
で
の
労
力
節
減
と
、
秩
父
別
産
米
の
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、
先
進
的
農
業
生
産
総
合
推
進
事
業
に
よ
り
、
玄
米
の
バ

ラ
集
荷
・
均
質
化
施
設
が
増
設
さ
れ
た
。

第
一
章
農

業
一四
一



一
四
二

第
五
編
産
業
と
経
済

第
十
七
節
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

1
概

要

農
家
が
保
有
す
る
耕
地
と
、
生
活
環
境
整
備
を
一
体
的
に行
う
た
め、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
、
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
が
始
ま

り、
五
十
三
年
度
に
滝
の上
地
区
、
五
十
四
年
度
に
東
山
地
区
が
計
画
地
域
に
指
定
さ
れ
た。
そ
の
後
両
計
画
と
も
順
調
に
進
み、
滝
の

上
地
区
は
六
十
三
年
度
に、
東
山
地
区
は
六
十
二
年
度
に
完
了
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
路
線
別
実
績
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

滝
の
上
地
区

路

線

名

客 舗 改舗

舗客
土
一三三・九
六五〇
二、二八五
二、八七一
三、五三一
三、六〇六
六、 〇七六
八、六ハニ 日

二三六、100
三
、六一〇

二七一、七10
三〇二、三

〇

四四、四七〇

六三、八〇〇
千
円

舗
五三六
五云 日

六
十

一
年
度

三五,000
三五、000

舗
一、三
〇

一、三
〇 日

六
十
二
年
度

四五、000
四五、000

千
円

舗
九二五
九二五 日

六
十
三
年

度

元
、100
云
、100

千
円

事
業
量
事
業
費
|
事
業
量
事
業
費

千
円

事
業
量
事
業
費
事

業
量
事
業
費
|

全
体

保農一 九農 排用用農
用丁地目

道 路 路 水用
改路

全良線

条
路
線 水 水 排業



第
一
章
農

業

営
農
飲
雑
用
水

六
条
路
線

農
業
集
落
道

農
用
地
改
良
保
全

六
条
路
線

東
山
路
線

農
道 路
線

名

東
山
地
区

計

公
園
緑
地

路
線

東
一
丁
目

一
丁
目
路
線

農
業
集
落
道

認

改舗 舗

改舗 客 改 改

五
、
五二
八

五
四六
五
四
六

五
四
六

一
四三

七
九
五

七
七
六

一、
五
七
一

事
業

量
事四
〇
六、
〇
〇
〇

一〇
七、
二三
〇

六〇
、
一〇
〇

六〇
、
一〇
〇

一〇
八
、
四
三
〇

三
三
、
八
三
〇

九
六
、
四
一〇

一三
〇
、
二
四
〇

千
円

二、
七
七
六

二
九
〇

二
九
〇 m

六
十

一
年
度

一〇
八、
七〇
〇

四
九
、
二九
〇

五
九
、
四
一
〇

五
九、
四
一〇
千
円

舗
五
四
六

五
四
六

三
九
六

三
九
六 m

六
十
二
年
度

三
八、
六
四〇

一
七
、
二
〇
〇

一七
、
二〇
〇

二
一、
四
四
〇

二
一、
四
四
〇

千
円 費

全

m

五六五、000

四五、六八〇
二八、100
七三、七八〇

体業
費
事

業
量
事

業

二五、000
四五、000

費
事

業
量
事

業

云
、000

特

五

一、二三〇

一四
三

計



第
五
編
産
業
と
経
済F

産業後継者研修 講座とラジコンヘ リ研修 (平成3年交流会館)

第
十
八
節
農
政
一
般

1
近
年
の
振
興
対
策
事
業

講
習
会
・
研
修
会
技
術
・
機
械
の
進
歩
等
近
代
化
に
対
応
し
て、
農
業
者
の
研
さ
ん
は
新
し
い

品
種
の
生
産
技
術
の
習
得、
後
継
者
の
問
題
も
含
め
た
農
家
の
生
活
改
善
に

つ
い
て
広
く
研
修
を
重
ね
て
き
た
。
ま
た、
農
業
ゼ
ミ
ナー
ル
の
充
実
(水
稲・
園
芸
・
生
活
・
後

継
者
講
座
等)
研
修
・
講
習
・
学
習
会
な
ど
の
積
極
的
開
催、
視
察
研
修
の
実
施
等
を、
促
進
し
て

き
た
が
、
更
に
将
来
を
担
う
農
業
技
術
と
国
際
感
覚
を
備
え
た
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

育
成、
婦
人
の
地
位
向
上
を
図
る
た
めの
学
習
活
動、
グ
ルー
プ
育
成
等
目
的
別
・
機
能
別
の
活
動

に
応
じ
た
教
育
体
制
の、
充
実
を
進
め
て
き
て
い
る
。

産
業
後
継
者
対
策
農
業
お
よ
び
商
工
業
の
後
継
者
対
策
と
し
て
、
産
業
人
の
人
材
育
成、
活
力

溢
れ
る
農
村
社
会
の
育
成
に
つ
い
て
の
研
修・
結
婚
・
情
報
収
集
等
の
調
査

活
動
の
た
め、
平
成
四
年
四
月
に
秩
父
別
町
産
業
後
継
者
育
成
推
進
協
議
会
が
設
け
ら
れ、
農
業
お

よ
び
商
工
業
の
後
継
者
育
成、
生
活
安
定
の
た
め
の
各
種
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
い
る。

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は、
町
・
町
議
会
・
農
業
委
員
会
、
農
協
(青
年
部
・
婦
人
部
)
・商
工
会

一四
四



(青
年
部
・
婦
人
部)
・
民
生
委
員
協
議
会
・
農
民
協
議
会
・
農
業
改
良
普
及
所
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ、
更
に
事
業
の
円
滑
な
推
進

を
図
る
た
め、
協
議
会
内
に
農
村
青
年
育
成
会
議
が
設
け
ら
れ
て
、
そ
の
代
表
も
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。
育
成
会
議
は
議
長
と
一
〇
名

以
内
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
な
り
、
アド
バ
イ
ザ
ー
委
員
会
に
よ
っ
て
各
種
ア
ン
ケー
ト
調
査、
育
成
研
修
の
実
施
、
結
婚
の
相
談
等
が

進
めら
れ
て
い
る
。
な
お、
本
協
議
会
の
設
置
に
伴
い、
従
前
設
け
ら
れ
て
い
た
農
村
花
嫁
対
策
推
進
協
議
会
は、
平
成
四
年
三
月
三
十

一日
で
廃
止
さ
れ
た
。

2
各
団
体
の
活
動
状
況

空
知
北
部
地
区
現
在
深
川
市
所
在
の
空
知
北
部
地
区
農
業
改
良
普
及
所
の
担
当
普
及
員
が
地
区
内
を
巡
回し
て
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
。
な
お、
平
成
六
年
九
月
十
四
日
名
称
を
空
知
北
部
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
改
称
さ
れ
た
。

農
業
改
良
普
及
所

秩
父
別
町
農
業
改
良
普
昭
和三
十
五
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来、
関
係
団
体
相
互
の
協
調
連
携
に
よ
って
、
農
業
改
良
普
及
事
業
の
推

及
事
業
推
進
協
議
会
進
強
化
を
図
る
た
め
の
各
種
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
会
長
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
川
上
徹
(
昭
六
一～
六
三
)・
杉
山
国
男
(平
元
～
三
)
・
得
能
敏
幸
(平
四
～
現
)

基
金
運
用
委
員
会

秩
父
別
町
農
業
振
興
昭
和
六
十
年
条
例
第
一
六
号
「秩
父
別
町
農
業
振
興
基
金
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
六
十
年
度
か
ら
町
・
農
協
そ

れ
ぞ
れ二
分
の
一
ず
つ
の
出
資
に
よ
っ
て
基
金
会
計
を
設
置
し、
そ
の
利
子
に
よ
り
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

第
一
章

農
業

一
四
五



一
四
六

第
五
編
産
業
と
経
済

当
初
は二
、
〇
〇
〇
万
円
で
発
足
し
た。
対
象
事
業と
して
は
農
村
生
活
の
向
上、
農
村
青
少
年
婦
人
の
育
成、
農
業
指
導
体
制
の
整
備

強
化、
農
業
振
興
の
た
め
の
調
査
研
究
等
を
実
施
す
る
こと
と
し
た
。
そ
の
後
金
利
の引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
平
成
元
年
度
以
降
は
基

金
を
一
億
円
と
し
た。
運
用
の
内
容
に
つ
い
て
は、
農
業
ゼミ
ナー
ル
の
開
催・
婦
人
研
修・
移
出
作
物
市
場
調
査・
担
い
手
農
業
者
視

察
研
修
等
を
行
って
い
る。

基
金
会
計
設
置
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
農
業
振
興
基
金
調

年

六 五 四 111二

平
元
六
三
六
二
六
一

昭
六
〇 度

100、八七六、三九八
100、八〇〇、二〇八
一〇三、七三四、二〇七
一〇五、五七五、二三三
一〇四、三五五、五八九
ハニ、九四四、九七一
六三、五七七、一四五
四〇、七六三、六七六

基
金
の
額

繰
入
金

二、二二八、三九六
四、〇三一、二四〇
五、一九六、〇三九
七、〇七六、七七五
八、三五八、五五八
五、二三三、六四七
二、一九七、七八七
三、三八一、七八ニ
三、六三ー

基
金
利
子

一、八六八、八八一
三、九四五、一五三
七、一三〇、〇三八
九、九一七、七00
七、二三九、〇一五
三、七ニニ、〇三九
二、八二九、九六一
二、六六六、三一三
二、二三九、九四五

事
業
費

10一、二二五、八二
100、八七六、二九六
100、八〇〇、二〇八
一〇三、七三四、二〇七
一〇五、五七五、二三
一〇四、三五五、五八九
ハニ、九四四、九七一
六三、五七七、一四五
四〇、七六三、六七六

年
度
末
残
高

(単
位
円
)

秩
父
別
農
業
近
年
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

協
同
組
合
は
急
激
な
変
化
を
み
せ
て
お

り
、
特
に
農
畜
産
物
の
総
体
的
な
過
剰
基
調
に

加
え
て
、
輸
入
自
由
化
圧
力
、
消
費
停
滞
に
よ

る
生
産
抑
制
、
農
畜
産
物
価
格
の
引
き
下
げ
等

厳
し
い
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。
秩
父
別
農
業

協
同
組
合
で
は、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り、
二

十
一
世
紀
に
向
け
て
秩
父
別
農
業
が
躍
進
す
る

た
め
の
方
策
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
度
に
第
一

次
、
六
十
二
年
度
に
第二
次、
平
成三
年
度
に
第
三
次
農
協
経
営
刷
新
強
化
計
画
を
立
て
、
そ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
か
っ
て
組
合
員

お
よ
び
組
合
役
職
員
が
力
を
結
集
し
て
き
た。
そ
の
間
政
府
の
減
反
緩
和
措
置
等
に
よ
っ
て、
二
回
に
わ
た
り
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
、
より
徹
底
し
た
自
助
努
力
に
よ
っ
て
着
実
に
実
績
を
あ
げ
て
いる
。

二三、〇九八、000



昭
和
六
十
一
年
以
降
の
主
な
事
業
概
要
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
農
業
協
同
組
合

業

五 四 三

11

平
元

六三

六二

昭
六
一

年
度

さに 全国 と農「燥近 置雑低
し緩温 ○年薦し織
和̀農 来は 協の

全̀も米 ら織の集に 共と業 検三議再
一 国最需 れ改米出生 選労倉 討三に編
○的低給 事
○なの体 ○の く施段 重農るつ
ト不減制 たり設階 ね協 い

て役こて
をと率よ 選̀建の き員れの
再なと り 平の築労 たはは取

各二 蓄 °築
用が いな
種 ‘水減
子本稲反
と町作緩
しは付和
て作面と
供況積な 大国紙と
給指はり 会農袋更
を数約
行六二本 C協の規

Ⅰ同出模
運組荷拡10

は
稲

動合を大
展中増等
開央進生

王
国
新
聞
情
報
農
業
協
同
組
合
連
合
会

動
展
開
が
決
議
さ
れ
、
平
成
四
年
四
月
よ
り
農
協
の
呼
称
を
「J
A
」

会
・ 17

産
構
造
の
変
化
に
伴
う
作
業
効
率
の
合
理
化
の
た
め
の
穀
類
乾

送共
販
体
制
を
整
え
、
生
産
者
の
経
済
安
定
と
収
益
向
上
を

単建
築
(六
二
、一
〇
〇
俵
収
容
)、
こ
の
倉
庫
は
シ
ー
ト
ペ
レ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
入
庫
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
入
庫
時
の
混

の
軽
減
対
策
を
講
じ
、
低
温
保
管
収
容
力
の
拡
大
を
図
っ
た
。
畑
作
物
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
集
出
荷
加
工
処
理
施
設
を
設

っ
た
。

良
質
米
生
産
と
労
力
軽
減
の
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
散
事
業
を
開
始
し
、
適
期
防
除
を
実
施
し

り
組
み
、
生
産
組
合
組
織
再
編
成
、
農
協
役
員
推
薦
委
員
選
任
、
農
協
役
員
定
数
検
討
の
特
別
委
員
会
を
設

区
よ
り
二
〇
名
の
委
員
を
委
嘱
し
検
討
を
行
い、
答
申
を
受
け
て
最
終
的
に
生
産
組
合
は
一
二
、
役
員

と
な
っ
た
。

一
品
目
一
億
円
の
販
売
目
標
を
た
て
メ
ロ
ン
栽
培
で
一
億
一千
万
円
を
達
成
し
た
。

目
標
の
一
〇
〇
億
円
を
突
破
し
た
。

の
低
温
収
容
が
可
能
と
な
っ
た

農
産
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
新
築、
ま
た
前
年
に引
き
続
き
農
協
倉
庫
の
低
温
保
管
設
備
(三
二
、
四
〇
〇
俵
収
容)
を
施
し
約
八
万
俵

転
作
作
物
で
は
、

産
米
の
流
通
・
品
質
保
持
の
た
め
、
農
協
倉
庫
一
棟
(
四
七、
〇
〇
〇
俵
収
容)
を
低
温
保
管
設
備
に
改
装
し
た
。

畑
作
振
興
で
は、

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
加
工
生
産
を
手
掛
け
た
。
農
協
会
館
の
外
壁
等
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

一
方
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
で
、
純
バ
ラ
方
式
に
よ
る
一
ト
ン
フ
レ
コ
ン
を
導
入
し
、
米
麦
調
整
出
荷
を
初
め
て
行
っ
た
。

六
月
、
良
質
米
集
荷
優
良
農
協
と
し
て
食
糧
庁
長
官
表
彰
受
賞

れな 道内 改協日ば年

これ
一、

第
一
章
農

業

ン作反に め百をで

生っな大
産た り幅

成
三年
地
」
入
選
、
主

しフ
レ
コ
ン
製
品

働
者
不
足
、
高
齢
化
と
雨

全
国
農
協
大

で業でに
つー ‘町に

と
ど
め
、
良
質
米
産
地
と
し
て
準
種
子
の
確
保
を
ホ
ク
レ
ン
よ
り
依
頼

五
ヘ
ク
タ
ー
ルと

な
る
。
台
風
・
水
害
等
の
異
常
気
象
に
よ
り
例
年

作
の
安
定
性
・
一等
米
出
荷
率
・
自
主
米
出
荷
量
等
を
勘
案
さ
れ
、

生
産
資
材
店
舗
・
給
油
所
・
農
工
部
事
務
所
の
改
築
を
行
い、
貯
金
業
務
に
お
い
て
は
現
金
自
動
受
払
機
(ATM)

を
導
入
し
た
。

た革づ荷産 を ‘入に

事
業
で
は
、
貯
金
計

方
金
融

た数推置組

め組本ら特ーいで の

一
四
七



準組合員 正組合員 戸

合 そ
の
他
団
体

農
事
組
合
法
人

個 法 人 個

そ
の
他
の
法
人

農
事
組
合
法
人

数

計 人

1、10 三

人
典一、二〇八 六四 0

三三三

三 0

七三九

四六四

六
一

一、二三三 六〇 0

三
八

三 0

七三 四六三

六
二

一、三
六 六〇 0

三五〇

三 0

七三 四五六

一、二五一 六〇 0

三九四

三 0

六九四

四三八

六
三
平
元

一、二七三

四三五 二

一、
空 六九 0

四一石

三 0

六七五

四三三 三

一、一発 六六 0

四三三三

三 0

六六七

四二八 四

一、二四八 0

四二四

= 0

六六一

四二八 五

一、二元 五七 0

四三一

三 0

六天八

四三五

六

平

六 平
成
五
年
産
米
が
戦
後
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
冷
害
に
よ
る
米
パ
ニ
ッ
ク
現
象
が
起
き
、
米
騒
動
が
生
ず
る
異
常
状
態
と
な

り
、
米
の
緊
急
輸
入
の
事
態
が
発
生
し
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
スが
容
認
さ
れ
た
怒
り
と
不
安
な
状
況
の
中
で
一
時
的
な
低
温
を
除
き
順
調

第
五
編
産
業
と
経
済

一四
八

作
年
と
な
り
、
出
荷
米
全
量
が
平
成
三
、
四
年
に
続
き
一等
米
と
な
っ
て
、
努
力
が
報
わ
れ
た
年
と
な
る
。

農
業
協
同
組
合
員
数
・
戸
数

昭
和
六
十
年
以
降
の
組
合
員
と
戸
数
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
(
毎
年
三
月
末
)
度

昭
六〇

充人○人冥人 三人○人言人 四六戸

な
気
象
条
件
に
恵
ま
れ

(農
協
業
務
報
告
よ
り
)

0

四〇五

三 0

六九四



秩
父
別
農
業
協
同
組
秩
父
別
農
業
協
同
組
合
に
昭
和
二
十
七
年
四
月
に
青
年
部
が
、
同
年
八
月
に
婦
人
部
が
設
け
ら
れ
た。
両
部
と

合
青
年
部・
婦
人
部
も
健
全
な
農
家
生
活
の
確
立、
活
力
あ
る
農
村
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
両
部
長
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
沼
田
進
(
昭
六
二
)・
土
井
亨
(
昭
六
三
)・
竹
田
常
雄
(平
元
)・
吉
澤
淳
(平
二
)・
本
村
修
二
(平

三
)・
谷
田
純
一
(平
四)・

戸
田
毅
(平
五)・

田
中
康
雄
(平
六
)

・
北
原
スミ
子
(
昭
五
四
～
六
三
)・
稲
澤
弘
子
(平
元
～
五
・
二
)・
吉
澤
悦
子
(平
五
・三
～
現
)

婦
人
部
長

北
空
知
農
業
共
済
組
合
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た、
秩
父
別
農
業
共
済
組
合
が
、
昭
和
五
十
一
年三
月
一日
北
空
知

一市
六
町
の
一
一組
合
の
合
併
に
よ
り、
北
空
知
農
業
共
済
組
合
と
し
て
発
足
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

本
町
選
出
の
歴
代
役
員
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
岡
島
秀
雄
(昭
五
一～
六
三
)
・
齋
藤
和
雄
(昭
五
八
～
現
)
・
川
上
徹
(平
元
～
現)

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
農
業
共
済
金
支
払
額
の
推
移
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
農
業
共
済
金
支
払
額

他
そ
の

小
麦
共
済
金

水
稲
共
済
金

作
物
名 年
度
別
支
払
額
昭
六
一

一五、六〇一

一、 三〇三
一四、二九八

二
九、四八三

一〇四、八九八
九〇、三七二
二四、三

三

六
二

四四、六七六

六、七四〇
三
、六ち
四、二八六

六
三

三
、九五一
三、二五五
二九、六九六

平
元

三三、九天
二五、六九五
七、二六三

11

二八、九九五
一八、九九五
10'000

三

二〇七、三三

二三、七四六
一九四、〇六七

四五〇九

九三四、六七二

三、二
五

二、二四〇
九二九、三一七 五

六

五三四

北
空
知
農
業
共
済
組
合
(単
位
千
円
)

計

第
一
章
農

業
一四
九

一、一九〇
六兵

青
年
部
長



第
五
編
産
業
と
経
済

秩
父
別
町
農
民
協
議
会
昭
和二
十
一
年
に農
民
組
織と
して
結
成
さ
れ
て
以
来、
数
次
の
改
組
を
経
て
現
在
の
協
議
会
と
な
っ
て
お

り、
農
村
に
お
け
る
唯
一
の
主
体
性
を
確
立
し
た
、
農
政
運
動
組
織
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
会
長
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
阿
部
逸
夫
(昭
五
九
～
平
元
)・
得
能
敏
幸
(平
二
～
三
)・
山
森
武
(平
四
～
現)

秩
父
別
町
稲作

こ
の
会
は、
稲
作
経
営
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め、
町
内
外
の
技
術
の
交
流
に
努
め
、
地
域
稲
作
経
営
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
に
設
立
さ
れ、
以
来
各
種
共
励
会
・
講
習
会
・
研
究
会
・
座
談
会
等
を
行
っ

て
き
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
会
長
は、
次
のと
お
り
で
あ
る
。

・
高
桑
優
(昭
六
一～
平
元
)・
廣田

一征
(平
二
～
平
五
)・
速
見
章
一
(平
六
～
現
)

秩
父
別
猟
友
会
昭
和
二
十
三
年
四
月、
鳥
獣
の
保
護
、
有
害
鳥
獣
駆
除
と
会
員
の
親
睦
を
図
る
目
的
で
結
成
さ
れ
た。
そ
の
後
社
団

法
人
北
海
道
猟
友
会
北
空
知
支
部
秩
父
別
部
会
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
が、
自
然
環
境
の
変
化
お
よ
び
会
員
の
減
少

等
に
よ
っ
て、
六
十
三
年
度
で
解
散
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
会
長
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
永
川
薫
明
(昭
五
一
～
六
二
)・
菅
野
豪
夫
(
昭
六
三
)

一
五〇

経
営
研
究
会



農業生産組合組織再編成図 (平成7年3月末・現)

更新第

高德第
共成第干

沼田第四
高雄第二

.275

求
成

招
生
第
三 4

3

協栄北 東
沼田第一 .6.6

業 / 北電第二

5
・協栄南

別 中山林

新盛

水 屯田! 王築紫

栄

do

7 2
、東
栄 東光出

央
西

板 市

谷

日 尚板 谷

拓
西北京

東
北
量

相川城

農
業
生
産
組
合
こ
の
集
団
は
、
最
初
は
農
業
者
相
互
の
親
睦

的
集
団
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
結
成
さ
れ
た
が、

近
年
の
農
地
の
改
良、
生
産
技
術
の
向
上、
環
境
の
整
備、
機
械

化
の
普
及
等
農
業
の
進
展
に
伴
い、
次
第
に
農
業
経
営
に
か
か
わ

る
、
相
互
研
さ
ん
の
場
に
変
化
し
、
農
業
経
営
に
必
要
な
組
織
と

な
って
き
た。
そ
の
後、
後
継
者
不
足
・
高
齢
化・
過
疎
化
等
農

業
情
勢
の
変
化
に
よ
り、
生
産
組
合
を
時
勢
に
対
応
し
た
適
切
な

区
分
け
に、
再
編
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
農
業
協
同

組
合
は、
地
域
全
体
から
二
〇
名
の
委
員
を
委
嘱
し
て
特
別
委
員

会
を
設
け
、
平
成二
年
三
月
二
十二
日
付
で、
生
産
組
合
組
織
再

編
成
に
つ
い
て
の
検
討
を
諮
問
し
た
。
特
別
委
員
会
は、
基
本
的

に
地
域
性
を
尊
重
し
、
農
業
者
の
要
望
も
取
り
入
れ
て、
慎
重
に

審
議
研
究
し
た
結
果、
効
率
的
か
つ
地
縁
的
な
組
織
と
し
て
、
従

来
の
二
七
組
合
を
一
二
組
合
と
す
る
案
を、
同
年
八
月
十
八
日
に

答
申
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
三
年
一
月
一
日
か
ら
次
表
の
よ
う
な

編
成
と
な
っ
た
。

一
五
一

第
一
章
農

オーバー
北部

黃武山

中
の姿



一
五
二

第
五
編
産
業
と
経
済

筑 西 新 屯 南 中
紫 栄 盛 田

中
央
西

北
部

協
栄
北

協
栄
南

ぐ

東 東
栄

り

東
光
生
産
組
合

生
産
組
合
名

221814131211108 7421
231915

27 169 53
・ ・

2420

17

2521

26
‒‒ 東 ～筑

紫
西
栄

新
盛

南屯
田
か

旧
十
一
区
会
館

北
部

♪

協
栄

11 11

日
の
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

利
用
す
る
集
会
施
設
名

二
条
一
丁
目

二
条
八
丁
目

三
条
五
丁
目

二
条
四
丁
目

一
条
五
丁
目

一
条
二
丁
目

六
条
三
丁
目

五
条
一
丁
目

七
条
東
通
り

"

南
一
条
東
二
丁
目

場

所

平
4
・
1
・
1
北
電
建
物
譲
渡

昭
62

平
3
• 11 平

・
1
・
1
新

12・
1
新

平
4
・
1
2
・
1
新
、
旧
会
館
も
利
用

旧
会
館
も
利
用

備
考

こ
の
協
議
会
は、
青
果
・
蔬
菜
園
芸
作
物
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
複
合
経
営
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ

菜
園
芸
振
興
協
議
会
と
を
目
的
と
し
て、
昭
和
六
十
年
に
設
立
さ
れ
た
。
協
議
会
に
は
メ
ロ
ン
・
キ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
馬
鈴
薯
・

ホ
ー
レ
ン
草
・
花
卉
・
か
ぼ
ち
ゃ
・洋
菜
類
の
部
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
協
議
会
の
委
員
は
各
部
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
、
役
員
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
協
議
会
の
組
織・
事
業
等
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
青
果
・蔬

" " " " "1

11 11

" 11 11
.
co

旧
生
産
組
合

11 11 11

コミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館



名

称
助
成
金
・
負
担
金
そ
の
他
を
充
当

算

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
四
日

秩
父
別
町
青
果
・
蔬
菜
園
芸
振
興
協
議
会

会
員

事
務
所
九
団
体

青
果
・
蔬
菜
園
芸
作
物
の
導
入
に
よ
る
複
合
経
営
の
啓
蒙
推
進
・
普
及
・
栽
培
技
術
の
習
得
と
向
上

鉢
呂
博
巳
(平
元
～
三
)
榊
原
信
雪
(平
四
～
現
)

秩
父
別
町
農
業
こ
の
協
議
会
は、
農
業
者
年
金
の
加
入
者、
受
給
者
等
の
連
携
を
図
り、
農
業
者
年
金
制
度
の
拡
充
強
化
の
た
めの

者
年
金
協
議
会
諸
対
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
安
定
と
、
農
村
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て、
昭
和
五
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。
農
業
者
年
金
被
保
険
者
、
受
給
権
者
、
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
を、
会
員
と
し
て
組
織

さ
れ
て
い
る
。

六
十
一
年
以
降
の
協
議
会
の
組
織
・
事
業
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
農
業
者
年
金
協
議
会

会
員
・
賛
助
会
員
等
の
会
費
そ
の
他
を
充
当

農
業
者
年
金
制
度
の
拡
充
・
強
化
・
啓
蒙
普
及
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
安
定
・
向
上
等
。

歴
代
会
長

主
な
事
業

予

名設
立
年
月
日

称

算
昭
和
五
十
六
年
一
月
十
九
日

会
員

事
務
所
農
業
委
員
会
事
務
局
内

農
業
者
年
金
被
保
険
者
・
受
給
権
者
・
農
業
委
員
会

秩
父
別
農
業
協
同
組
合

第
一
章
農

業
一五
三

嶋
林
政
弘
(昭
六
一～
平
五
)
阿
部
逸
夫
(平
六
～
現
) 農
協
指
導
部
内

歴
代
会
長

主
な
活
動

予 設
立
年
月
日



第
五
編
産
業
と
経
済

第
十
九
節
農
業
主
要
指
標

農家数・農家人口の推移

区
年 分一度

農 家 戸 数 世 帯 員 数

総数 専業 兼業 総 数

男 女

戸

戸 戸 人 人 人
昭61 474 149 325 2,072 1,006 1,06662 458 148 310 2,007 973 1,03463 446 137 309 1,911 927 984
平元 441 127 314 1,897 917 980
2 414 106 308 1,790 870 920
3 398 116 282 1,715 832 883
4 385 106 279 1,637 829 808
5 368 100 268 1,575 784 791
6 356 131 225 1,507

利用別農用地面積の推移 (単位 ha)

区
F
/
6

田 畑
樹園地 採草・

牧草地 計

昭61 2,870.08 141.98 0 38.463,050.5262 2,855.65 140.29 0 54.833,050.7763 2,873.60 170.52 0 29.183,073.30
平元 2,876.89 199.96 0 45.28 3,122.13
2 2,810.54 190.09 0 23.30 3,023.93
3 2,796.97 204.41 0 45.11 3,046.49
4 2,799.64 199.82 0 40.51 3,039.97
5 2,863.22 164.32 0 22.703,050.24
6 2,757.21 163.18 0 12.10 2,920.39

農業従事者数 (単位 人)
人
年 数
度

総 数

男 女

昭63 1,345 678 667
平2 1,192 601 591
5 1,063 549 514

農
業
関
係
の
諸
資
料
等
は、
前
掲
各
節
の
当
該

箇
所
に
収
録
し
て
あ
る
が、
統
計
的
資
料
と
し
て

は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
農
家
数
・
農
家
人
口
の

推
移
・
利
用
別
農
用
地
面
積
の
推
移
は
、
上
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
以
降

の
農
業
労
働
力
の
推
移

は
、
上
表
の
と
お
り
で

あ
る
。 一
五
四

年



第
一
章
農

業

生産農業所得 農 業産 粗 生 産
耕

‒‒額
種

項
目農
業
専
従
者
一
人

農
家
一
戸
当
り

生
産
農
業
所
得

生
産
農
業
所
得

粗
生
産
額
合
計

計

そ に 乳 肉

の と 用 用

他

計

の 菜 も ・

他 き類 類 類 類
年
次

四、三〇三千
円

二、〇九一

四、三九三

110 10 三 八

四、二八三

四 0
一七三 一六

三
一

三、六五六

三、〇九九千
円

一、五〇六

三、四六一 九ニ 三 三八天
三、三六九
四 0

一八四 三 八五
二九ニ
二、七九ニ
六
二

三、五〇〇千
円

一、七〇一

三、六九六 七九 10
二 二

四七

三、六一七 六八自んき量三 七O六 八 八

三、九六五千
円

一、九
五

三、七二六 六六 九

10 一四

三、六七〇 三

八 八五

二四三
三、〇三五

四、二八七千
円

一、七七五

三、四九八 三 九 八 三 �

三、四四五 四六 八

六九
三二四
二、八七一

四、八元
千
円

二、〇 〇三

三、八二八 五一

三 八

10 1110

三、七七七 七一
二七三 三 七 一九五
三、一四五

三、八九一千
円

一、六二二

三、八五一 四O

三 六 四 毛 三 三三八

三、三〇四

四、八九一千
円

一、六九ニ

三、五八九 三

三 七

二三

三、五六七 一九

一九

三一五

三、〇九九

五

近
年
農
業
生
産
所
得
の
推
移

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
農
業
生
産
所
得
お
よ
び
、
農
業
粗
収
入
の
推
移
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
海
道
農
林
水
産
統
計
年
表
(単
位
百
万
円
)

二

三
四

三、八二

四

一
五
五

畜
そ 花 野 い 雑 麦 米

牛 牛
昭
六
一

三、九八二
六
三
平

元二六六

三

三



(構
成
比)

の
町
内
順
位
第
二
位
麦

八・五
。

農
業
粗
生
産
額
第
一
位
米
八五・四〉。

米
八二・九ン

当
り
生
産
農
業
所
得

第
三
位
野
菜
四・〇%

二、一九六千
円

野
菜
五・五ン

麦
八・七%

一、五八三千円
一、七八七千

円

野
菜
六
一%

麦
八・九
。

米
八二・四ソ。

二、〇二
千
円

麦
六・二%。

野
菜
六・八%

米
八三・ミン

二、三三
千
円

麦麦
五・0%

野
菜
八・ニツ

米
八〇・七ど

三、五一六千
円

麦
二・六
。

野
菜
六・三

米
八六・二%

二、〇三四千
円

雑
豆
三
四ツ

野
菜
五・六
。

米
八六・九ン

三、二
六千
円

第
五
編
産
業
と
経
済

一
五
六

麦
六・六ン

野
菜
七・三♡。

米
八二・七ど



第
二
章
商
工
業

第
一
節
商
業
お
よ
び
工
業

1
商
業
の
概
況
と
現
状

概
況
農
業が
基
幹
産
業
で
あ
る
本
町
は、
近
年
の
金
融
情
勢
を
背
景
と
し
たバ
ブ
ル経
済
の
崩
壊、
急
速
な
円
高、
国
内
景

気
の
沈
滞
等
に
よ
る
不
透
明
感
、
警
戒
感
が
強
ま
る
中
で
、
そ
の
影
響
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
高
度
化、
物
流
を
巡
る
状
況
の
悪
化
、
大
店
法
改
正
等
に
よ
る
、
地
域
小
売
業
者
を
と
り
ま

く
環
境
の
変
化
、
更
に
道
路
の
整
備
と
相
ま
っ
て
自
動
車
輸
送
時
代
に
入
っ
た
現
在、
貨
物
輸
送
は
も
と
よ
り
自
家
用
車
の
増
加、
バ
ス

路
線
の
拡
充
等
で
、
町
民
の
購
買
意
欲
が
深
川
・
旭
川
・
札
幌
方
面
へ指
向
す
る
状
況
で
あ
っ
て
は
、
人
口
の
減
少
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
要

件
も
加
わ
っ
て、
町
内
商
店
は
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
。

商
工
業
者
自
ら
の
創
意
工
夫
を
重
ね
た
経
営
努
力
に
よ
っ
て、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
、
よ
り
便
利
で
楽
し
く
快
適
な
買
い
物
の
場

を
構
築
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
本
町
も
近
隣
町
村
に
先
駆
け
て
、
文
化
・
教
養
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
施
設
の
充
実
を
図
っ

て
地
域
開
発
を
進
め
、
町
民
の
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
増
す
施
策
に
努
め
る
と
と
も
に、
他
地
域
か
ら
本
町
へ
の
流
入
を
促
進
す
る
よ
う
、

ゆ
う
&
ゆ
周
辺
の
整
備
、
朝
市
・
み
ち
の
駅
等
特
産
品
販
売
施
設
の
新
設
等
を
行
い、
商
工
業
の
振
興
発
展
、
地
域
の
活
性
化
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
今
後
と
も
商
工
組
織
の
強
化
と
そ
の
た
め
の
支
援、
中
小
企
業
融
資
制
度
の
充
実
と
、
融
資
枠
の
拡
大
等
を
図
り、
町
内
商

第
二
章
商
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業
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一五
八

業
の
健
全
育
成
と
振
興
等
そ
の
推
進
に努
め
て
い
る
。

第
五
編
産
業
と
経
済

業
種
別
小
売
業
商
店
数
・
従
業
者
規
模
別
卸
小
売
店
数
昭
和
六
十
年
以
降
の
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
売
業
別
商
店
数
調

状
況

年
別

一～
二
人

従
業
者
規
模
別
卸
・
小
売
店
数

そ
の
他
小
売
業
一
〇

ゆ
転動う

具器具車車
小 小

飲
食
料
品
小
売
業

衣
類
身
廻
り
品
小
売
業

各
種
商
品
小
売
業

総

小
売
業
別

数売
業 業

一二 三 三一 111 1

三
五
店 昭

五
六

二
一 ×

五
一

xX
‒
‒

一三
七
人 六〇
(六
月
)

一
〇

四 二 五 四

一 三
五
店 昭年

卸

種
別
人
数

八
四
二
八
六、
八
四二

XX X×

五
九

一
五 1

一七
六
人

六
三
(六
月
)

X× X

一二
三
、
二
九
五

七、
七
六〇

四
三
八、
〇
〇
九

商
店
数
従
業
者
数
年
間
販
売
高 万円

○ 店 平

五
七

一二 ×

五
四

× ×
人

1

商
工
会

一二
一
、
〇
二
三

一三、
一五
三 X

一
一九
、
四二
三

× ×

商
店
数
|従
業
者
数
年
間
販
売
高

三
(七
月
) 商
工
会

建じ家自自 飲年

卸

種
別
人
数

三

三
～
四
人
五
～
六
人
七
人
以
上

二
〇
七、
〇
〇
〇

二三
、
九
三
四 X

一
一〇
、
一三
五 X

四
五
三
、
六
一九

商
店
数
従
業
者
数
年
間
販
売
高 万円

つ

1

二

一
～
二
人
三
～
四
人
|
五
～
六
人
七
人
以
上

九 四 二 三 二

‒
‒

三
〇

万
円

:

七



平
二

六三
昭
六

小
売

卸

小
売

卸
小

売

一
三 三

一三 三 一五

一〇 O

一〇 ○ 九

三

1 111 1一 三商
業
振
興

六
小

売

卸

小
売

一
四 1

一二

七 ○

1
0

三 1 三

六 ○

経
営
改
善
商
工
業
の
よ
り
一
層
の発
展
と
時
代
の
要
求
によ
り、
中
小
企
業
経
営
の
合
理
化、

改
善
、
経
営
内
容
等
の
把
握
の
た
め
、
商
工
会
で
は
記
帳
の
機
械
化
オ
ン
ラ
イ
ン

(札
幌)
端
末
機
の
設
置
を
奨
励
し
て
い
る
。
ま
た、
商
工
業
者
会
員
を
業
種
ご
と
に
区
分
す
る
こ
と

に
よ
り、
業
種
ご
と
の
問
題
・
課
題
を
と
ら
え
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
事
業
を
掘
り
起
こ
し
、
展
開
す

る
た
め
の方
策
と
し
て
、
工
業
・
商
業
・
サー
ビ
ス
の三
部
会
を
設
置
し
、
情
報
や
意
見
交
換
を
通

じ
、
常
に
改
善
・
発
展
を
進
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

昭
和
六
十二
年
度
以
降
の
経
営
改
善
・
振
興
事
業
等
補
助
お
よ
び、
中
小
企
業
保
証
融
資
利
用
補
給

の状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一五
九

第
二
章
商

工
業
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平
四



金
融
機
関
戦
前
の
金
融
事
情
に
つ
いて
は、
前
町
史
一
〇
五
九
・
一〇
六
〇
ペ
ー
ジ
に、
戦
後
に
つ
い
て
は
、
一〇
六
六
ペ
ー
ジ

に
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
り、
現
在
町
内
の
金
融
機
関
と
し
て
は、
秩
父
別
農
業
協
同
組
合
と
北
空
知
信

用
金
庫
秩
父
別
支
店
と
が
あ
る
。
秩
父
別
農
業
協
同
組
合
は、

一般
金
融
機
関
と
し
て
の
扱
い
お
よ
び
為
替
業
務
の
ほ
か
、
専
ら
農
業
関

係
者
を
対
象
に
制
度
資
金
、
農
業
手
形
貸
付
等
を
行
い、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
る
。
昭
和
五
十
四
年
か
ら
町
の
指
定
金
融
機
関

に
指
定
し
、
公
金
の
収
納・
支
払
い
の
両
方
の
事
務
を
扱
って
お
り、
本
町
の
公
金
取
扱
い
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

限
度
額

預
託
金

利
子
補
給
額

借
入
件
数

年
度
別

中
小
企
業
保
証
融
資
利
子
補
給

一、
四〇
〇

三、
三
八
四

昭
六二

八、
八〇
〇

二
、
二〇
〇
二
八 四
戸

一、
四〇
〇

三
、
六
八
六

六三

八、
八〇
〇

二
、
二
〇
〇

六
一 七
戸

元元

八、
八〇
〇

二
、
二〇
〇

一〇
二 九
戸 九
三
〇

一、
六〇
〇

五、
一〇
八 二三〇
、
〇〇
〇

七、
五〇
〇

六二六 一七
戸

三 二〇
〇

一、
八〇
〇

六、
二
五
九 三

四
四
、
〇
〇
〇

一
一、
〇
〇
〇

八二三 一四
戸

四

二、
〇
〇
〇

六、
八二
九 四

四
四
、
〇
〇
〇

一
一、
〇〇
〇

九
一
〇

一九
戸

五

四
四
、
〇
〇
〇

一
一、
〇
〇
〇

一、
〇
一
五

一
九
戸

六

(金
額
単
位
千
円
)

一、
三
二
七

二、
〇
〇
〇

七
、
〇
四
二 六

(単
位
千
円
)

一六
〇

経
営
改
善
・
振
興
事
業
補
助

第
五
編
産
業
と
経
済

そ
の

他

(商
工
会
)

振
興
事
業
補
助

補
助
(商
工
会
)

経
営
改
善
事
業

年
度
別八、
八〇
〇

二
、
二〇
〇 六
一 五
戸

昭
六二

六
三

平

二
五〇

一、
六
五〇

四、
二
四
一

平
元

一

二、
〇
〇
〇

七
、
一四
八 五

事
業
別



装いも新に～北空知信金 (昭63年11月21日)

北
空
知
信
用
金
庫
秩
父
別
支
店
は、
前
町
史
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
経
過
を
経
て、
六

十三
年
十
一
月
二
十
一
日
に、
現
在
地
に
ユ
ニ
ー
ク
な
新
店
舗
を
建
設
し、
中
小
企
業
専

門
の
一
般
金
融
機
関
と
し
て
の、
取
扱
い
お
よ
び
為
替
業
務
の
ほ
か
、
平
成
三
年
十
月
か

ら
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
と
し
て
、
国
庫
金
の取
扱
い
も
開
始
し
て
い
る
。
職
員
は、

支
店
長
以
下
五
名
が
駐
在し
、
地
元
密
着
型
金
融
機
関
と
し
て
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
ま
た、
五
十
四
年
か
ら
町
の
収
納
代
理
機
関
と
し
て
、
指
定
を
う
け
て
収
納
事
務
を

扱
っ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
歴
代
支
店
長
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
新
名
達
彦
(昭
五
九
・
四
・
一～
六
三
・
三
・
三
一)・
山
下
昭
(昭
六
三
・

四
・
一～
平
三
・
三
・
三
一
)

・
津
川
慶
一
(平
三
・
四・
一～
六
・
三・
三
一)・
佐
藤
俊
男
(平
六
・
四
・

一～
現
)

3
工
業
の
概
況
と
現
状

概

況

一六
一

昭
和
四
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法
に
基
づ
き
、
四
十
八
年
に
本
町
は
農
村
地
域工
業
導
入
地

区
に
指
定
さ
れ
た
。
以
来
積
極
的
に工
場
誘
致
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ、
滝
川
通
運
株
式
会
社
北
空
知
営
業
所
が
平
成

二
年
六
月
に、
株
式
会
社
宇
佐
美
材
木
店
が、
同
年
十
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
進
出
し
て
い
る。
現
在
深
川
市
か
ら
秩
父
別
・
沼
田
経
由
で
留

第
二
章
商
工
業



萌
市
を
結
ぶ、
高
規
格
道
路の
建
設
が
進
ん
で
い
る
の
で、
完
成
後
は
当
該
指
定
地
域
が
そ
の
中
継
地
点
と
し
て
、
本
町
の
新
し
い
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

工
業
の
推
移

五 五 五 五

五 四 四
件

一
三
〇

一
二
七

一
六
一

一六
九

一六
六

一六
八

一
三二
人 数

1 1 1 1 1 1

一
件

八
四

七
八

〇
七

一
一
二一

二
一

三
三

一
一
一人

1 1 1 1 1

一
件

七 七七 七 八 九 八
人

二 二 二 二 1

一
件

二
七
二
九
二
九

三
〇
一
九 九
人

窯
業
・
土
石
製
品
|そ

の
他
製
造

1 1 1 1 1 1

飲
料
・
飼
料
等

一二 一三 一八
二〇 一八
一七

そ そ
一件
の

他 他

四
人 一
六
二

第
五
編
産
業
と
経
済

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
各
業
種
別
の
工
業
の
推
移
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

件

事
業
所
数
従
業
者
数
事
業
所
数
従
業
者
数
事
業
所
数
従
業
者
数
事
業
所
数
従
業
者
数
事
業
所
数
従
業
者
数
事
業
所
数
従
業
者
数

人

平 昭

六 五 四 三 二 元 一 総

業
種
別
工
業
の
推
移
(
従
業
員
四
名
以
上
)

衣
類
・
そ
の
他

1

企
業
誘
致
概
況
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
二
年
に
滝
川
通
運
株
式
会
社
北
空
知
営
業
所
と、
株
式
会
社
宇
佐
美
材
木
店
の
誘
致
に

成
功
し
て
い
る。
前
者
は
一
般
貨
物
自
動
車
運
送、
通
運
事
業、
自
動
車
分
解
整
備、
内
航
運
送
取
扱、
自
動
車
運
送

取
扱
を
主
な
事
業
と
し
て
い
る
。
後
者
は
山
林
の
伐
採
と
製
材、
土
木
建
築
の
請
負、
木
材
・
山
林
・
立
木
の
売
買
、
有
価
証
券
お
よ

び
、
不
動
産
の
所
有
を
主
な
事
業
と
し
て
い
る
。
両
社
と
も
本
町
経
済
活
動
の、
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
後
の
社
業
の



発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は、
第
四
編
第
一
章
第
八
節
5
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4
商
工
会

秩
父
別
商
工
会
の
状
況
中
小
商
工
業
の
地
域
的
改
善
発
達
と
、
事
業
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
て、
昭
和二
十
四
年
四
月
秩
父
別
商

工
会
議
所
(
任
意
)
と
し
て
設
立
以
来
各
種
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
が、
三
十
五
年
九
月
に
地
域
商

工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
展
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
商
工
会
と
し
て
法
制
化
さ
れ
、

ま
た
、
五
十
六
年
十
月
に
は
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
が
目
的
に
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
商
工
会
の
組
織
強
化
の
た
め
の
一
連
の
動
き
と

し
て
、
会
員
に
商
工
会
事
業
へ
の
発
言
と
参
画
の
機
会
を
多
く
与
え、
組
織
内
部
の
活
性
化
と
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
内
部

組
織
と
し
て
の
部
会
(工
業
・
商
業
・
サー
ビ
ス
業
)
を
設
置
し
た
。

商
工
会
は、
高
い
公
益
性
を
有
し
て
い
る
地
域
の
総
合
的
な
経
済
団
体
と
し
て、
中
小
企
業、
特
に
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
普
及

事
業
を
中
心
に
進
めら
れ、
経
営
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
て
き
た。
し
か
し
、
近
年
の
技
術
革
新、
情
報
化
の
進
展、
労
働
力
問
題
の
深

刻
化
等
、々
小
規
模
事
業
者
は
大
変
厳
し
い、
経
営
環
境
に
直
面
し
て
お
り、
次
第
に
事
業
所
数
が
減
少、
大
企
業
と
の
付
加
価
値
と
生

産
性
の
格
差
な
ど
が
拡
大
し
て
き
た。
加
え
て、
小
規
模
事
業
者
は、
規
模
が
小
さ
い
う
え
、
事
業
の
合
理
化
・
共
同
化
等
、
自
助
努
力

で
は、
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
いく
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め、
国
で
は
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
充
実
を
図
る
べ

く
、
平
成
五
年
八
月
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
関
す
る
法
律
(略
称
・
小
規
模
事
業
者
支
援
促
進
法)

が
施
行
さ
れ
た
。
経
営
改
善
普
及
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
別
の
指
導
等
を
中
心
と
し
た
体
系
か
ら
、
む
ら
お
こ
し
・
街
お
こ
し
と
い
っ

た
集
団
を
対
象
と
し
た
指
導
、
情
報
の
提
供
等
も
含
め
た、
多
面
的
な
体
系
へ
拡
充
し
て
いく
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
商
工
会
と

第
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一六
四

第
五
編
産
業
と
経
済

し
て
も
、
本
法
律
の
施
策
に
則
り
、
地
域
的
な
活
動
を
本
町
の
行
政
施
策
と
連
携
を
図
り
つ
つ
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

商
工
会
の
部
会
活
動
昭
和
五
十
六
年
十
月
部
会
活
動
が
奨
励
さ
れ、
定
款
の
改
正
等
が
実
施
さ
れ
た
が、
小
規
模
商
工
会
で
は、
会

員
数
が
少
な
い
た
め、
未
設
置
で
あ
った
。
し
かし
、
小
規
模
事
業
者
が
厳
し
い
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め、
平
成
二
年
二
月
工
業
・
商
業
・
サー
ビ
ス
業
の三
部
会
を
設
置
し
、
商
工
会
事
業
の
提
案
、
そ
の
事
業
の
実
施
母
体
と
し
て
活

動
を
開
始
し
た
。
特
に、
業
種
別
指
導
対
策
の
推
進
と
地
域
振
興
の
、
底
辺
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
と
し
て
は、
空
知
商
工
振
興
大
会
・
商
工
会
全
国
大
会
へ
の
参
加、
役
職
員
の
道
外
視
察
研
修
の
実
施、

空
知
商
工
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
空
知
ニ
ュ
ーフ
ロ
ンテ
ィア
フ
ェ
ステ
ィバ

ル
・
ち
っ
ぷ
商
工
フ
ェ
ステ
ィバ
ル
・
会
員
レ
クリ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
参
加
お
よ
び
実
施
等
が
あ
る
。
そ
し
て
年
度
ご
と
の
事
業
目
標
を
定
め
て
推
進
し
て
お
り
、
平
成
六
年
度
は
<
重
点

事
項
>
と
し
て
地
域
商
業
振
興
計
画
の
策
定
、
記
帳
機
械
化
事
業
の
推
進
、
貯
蓄
共
済
加
入
の
促
進
、
電
話
帳
の
作
成
、
広
域
経
営
改
善

事
業
の
推
進
等
、
<
経
営
改
善
普
及
事
業
>
と
し
て
地
域
活
性
化
推
進
に
係
る
調
査
・
検
討、
広
域
経
営
改
善
事
業
に
係
る
、
推
進
体
制

の
強
化
、
活
性
化
に
係
る
金
融
等
の
調
査
・
検
討
等、
<
地
域
総
合
振
興
事
業
>
と
し
て
は
総
合
・
商
業
・
工
業
そ
れ
ぞ
れ
の
振
興
対
策

事
業
が
計
画
さ
れ、
そ
の
実
現が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た、
商
工
会
関
係
各
団
体
へ
の
事
業
協
力
、
商
店
街
活
性
化
対
策
の
研
究
と
工
業

関
係
行
政
と
の
懇
談
会
の
開
催、
経
営
指
導
員
に
よ
る
各
種
講
習
会
、
白
色
・
青
色
申
告
の
指
導
等
も
進
め
て
い
る
。
な
お
、
平
成二
年

十
一
月
に
は、
「秩
父
別
町
商
工
史」
を
刊
行
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
商
工
会
長
お
よ
び
部
会
長
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
石
塚
健
二
(昭
四
八
～
六
三
)

・
原
田
森
成
(平
元
～
現
)

商
工
会
長

商
工
会
部
会
長

工
業
部
会

・
田
中
常
夫
(平
二
・
二～
五
・
三)

・
井
上
國
弘
(平
五
・
三
～
現
)



商
業
部
会

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
・
小林

商
工
会
青
年
部の
活
動
青
年
部
は、
商
工
会
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に、
商
工
業
の
後
継
者
た
るべ
き
青
年
経
営
者

と
し
て
の
資
質
の
向
上
と
、
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
図
り
、
併
せ
て
社
会
一
般
の
福
祉
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
に
結
成
さ
れ
た
。
青
年
部
の
事
業
と
し
て
は
、
経
営
改
善
に
関
す
る
研
修
活
動
、
調
査
研

究
活
動
、
広
報
お
よ
び
意
見
活
動
、
地
域
お
よ
び
商
工
業
の
振
興
活
動
、
社
会
一
般
の
福
祉
増
進
活
動
等
で
あ
っ
て、
地
域
の
諸
行
事
へ

の
協
賛
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
農
協
青
年
部
・
青
年
団
と
の三
団
体
交
流
に
努
め
て
い
る
。
な
お、
五
十
七
年
七
月
に
北
海
道
商
工

会
連
合
会
よ
り、
モ
デ
ル
商
工
会
青
年
部
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
商
工
会
青
年
部
長
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
寺
迫
公
裕
(昭
六
二
～
六
三
)
・
熊
田
政
人
(平
元
～
二
)

・
天
野
則
幸
(平
五
～
現
)

・
植
田
達
朗
(平
三
～
四
)

商
工
会
婦
人
部
の
活
動
商
工
会
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に、
商
工
業
に
携
わ
る
婦
人
と
し
て
の
経
営
知
識
と
教
養
を

深
め、
こ
れ
に
よ
り
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
図
り
、
併
せ
て
社
会
一
般
の
福
祉
増
進
に
資
す
る
組

織
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て、
昭
和
四
十
七
年
九
月
十
一
日
に
結
成
さ
れ
た
。
部
員
と
な
る
資
格
は、
会
員
で
あ
る
商
工
業
者
も
し
く

は
そ
の
配
偶
者
又
は、
本
商
工
会
の
会
員
た
る
商
工
業
者
の
親
族
で
あ
り、
か
つ
そ
の
会
員
の
経
営
す
る
事
業
に
従
事
す
る
、
女
子
と
規

定
さ
れ
て
い
る。
事
業
と
し
て
は、
経
営
知
識
の
研
修、
調
査
研
究、
視
察
活
動
、
広
報
お
よ
び
意
見
活
動、
地
域
レ
ク
リ
エー
シ
ョ
ン

第
二
章
商
工
業

一
六
五

・
宮
武
昭
博
(平
二
・
二
～
五
・
一二
)

頼
政
(平
二
・
二
～
五
・
三)

・
早
川
正
剛
(平
六
・
三
～
現
)

・
柴
田
壱
隆
(平
五
・
三
～
現
)



一六
六

第
五
編
産
業
と
経
済

活
動
、
奉
仕
活
動
、
生
活
改
善
活
動
、
社
会
一
般
の
福
祉
増
進
活
動
等
で
あ
っ
て、
地
域
の
諸
行
事
へ
の
協
賛
も
行
っ
て
お
り、
各
関
連

団
体
と
の
交
流
も
図
っ
て
いる
。
な
お、
平
成
六
年
五
月
に
北
海
道
商
工
会
連
合
会
よ
り、
モデ
ル
商
工
会
婦
人
部
と
し
て
の
、
指
定
を

受
け
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
商
工
会
婦
人
部
長
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
内
田
カ
ネ
(昭
五
七
～
現
)

地
域
行
事
へ
の
協
賛
商
工
会
お
よ
び
そ
の
青
年
部・
婦
人
部
は、
地
域
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で、
年
間
に
行
わ
れ
る
各
種
行

事
へ
の
協
賛
を
積
極
的
に
行
い、
そ
の
成
果
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
と
ん
で
ん
祭
り
の
共

催
、
商
工
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル・
町
民
納
涼
盆
踊
り
大
会
・
地
域
振
興
フ
ォー
ラ
ム・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
祭
り
等
へ
の
協
賛
、
町
観
光
協

会
へ
の
事
業
協
力
、
初
売
り
み
か
ん
ま
き
大
会
の
実
施、
ク
リ
スマ
ス
の
保
育
園
慰
問
等
を
行
う
ほ
か、
体
育
行
事
と
し
て
の
町
民
運
動

会
・
空
知
商
工
会
野
球
大
会
等
へ
の
参
加、
北
空
知
学
童
野
球
大
会
の
協
賛
等
が
、
進
め
ら
れ
て
い
る
。

特
産
品
近
年
は
一
村
一
品
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
生
産
品
の
特
性
を
生
か
し
た、
製
品
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り、
き
ら
ら

3
9
7
・
I
K
メ
ロン
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
愛
称
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
・
サ
フ
ォ
ー
ク
種
ラ
ム

肉
・
バ
ター

カ
ステ
ラ
の
開
拓
の
鐘
・
本
町
産
米
を
原
料
と
し
た
と
ん
で
ん
せ
んべ
い・
清
酒
ち
っ
ぷ
・
花
卉
等
の
生
産
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
ス
ポー
ツ
行
事、
商
工
祭
・
各
種
催
し
と
タ
イ
ア
ップ
し
て
、
販
売
の
拡
大
を
図
っ
て
き
た
結
果、
次
第
に
町
外
に
も
評
判
が
高

ま
り、
生
産
高
も
販
売
高
も
伸
び
て
い
る
の
で、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。



5
関
係
団
体

商
工
会
を
はじ
め
同
青
年
部・
婦
人
部
に、
更
に
商
工
業
関
係
団
体
を
加
え
、
総
合
的
な
協

力
体
制
の
中
で
、
町
の
祭
典
・
イ
ベ
ン
ト
・
各
種
大
会
等
ほ
と
ん
ど
の
事
業
・
行
事
等
に
参
加

し
、
特
に
料
飲
店
組
合
・
建
設
業
協
会
等
は、
そ
の
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
に

と
っ
て
は
大
き
な
活
動
団
体
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
各
団
体
の
概
要
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
組
合
長

主
な
事
業

設
立
年
月
日

名
称
秩
父
別
町
料
飲
店
組
合

関
係
機
関
と
連
携
を
保
ち
積
極
的
な
事
業
の
推
進
(税
対
策
・
風
俗
営
業
・
食
品
衛
生
管
理
・
交
通
安
全
対
策
・
共
済
制
度
等
)

一
五
名

昭
和
二
十
三
年
二
月
十
日

小
林
頼
政
(
昭
五
八・
一・
一～
現)

.

会
員
数

事
務
所
商
工
会

第
二
章
商
工
業

一六
七

参
考
戦
後
経
済
統
制
が
消
滅
し
自
由
な
経
済
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来、
現
在
に
至
る
。

S

商エフェスティバル (平成3年6月23日・ゆう&ゆ
広場)



一六
八

参

歴
代
商
店
会
長

主
な
事
業

設
立
年
月
日
昭
和三
十
一
年
六
月
二
十
二
日

秩
父
別
町
商
店
会

(一
部
前
町
史
と
重
複
)

正
(昭
五
二
・
四
～
現
)

会
員
数

事
務
所

一三
名

商
工
会

参 歴
代
支
部
長

主
な
事
業

設
立
年
月
日

名 参 主
な
事
業

設
立
年
月
日 称

(一
部
前
町
史
と
重
複
)

六
代
東

正
(平
二
・
五
～
六
・
六)

七
代
高
橋
健
二
郎
(平
六
・
六
～
現
)

ス
タン
プ
事
業、
売
り
出
し
、
招
待、
優
待
事
業、
商
品
交
換
等

食
品
衛
生
関
係
法
の
遵
守
に
徹
し
、
飲
食
に
起
因
す
る
事
故
防
止

昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
五
日

深
川
地方
食
品
衛
生
協
会
秩
父
別
支
部

会
員
数

事
務
所

二
九
名

柴
田
朝
男
(昭
五
六
・
四
～
五
八・三

)
出
淵
孝
利
(昭
五
八・
四
～
平
三
・三
)
小
林
頼
政
(平
三
・
四
～
現
)

歴
代
支
部
長

昭
和
二
十
二
年
に
食
品
衛
生
関
係
法
が
制
定
さ
れ
た
。

会
員
数

四
八
名

税
制
・
税
務
に
関
す
る
意
見
の
具
申
、
租
税
・
経
理
に
関
す
る
講
習
等、
指
導
・
誠
実
な
記
帳
の
適
正
申
告
の
推
進

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日

北
空
知
青
色
申
告
会
秩
父
別
支
部

事
務
所
商
工
会

町
役
場

第
五
編
産
業
と
経
済

名

考

称 考 考

称

三代
東

名



第
二
章
商
工
業

一六
九

参 歴
代
会
長

主
な
事
業

設
立
年
月
日 称 考

歴
代
協
会
長

主
な
事
業

設
立
年
月
日

名 参 歴
代
協
会
長

主
な
事
業

設
立
年
月
日 称

平
成
五
年
十
二
月
解
散

宮
武
昭
博
(
昭
五
七
・
一
一～
平
五
・
一二
)

び
っ
く
り
市
、
売
り
出
し
、
会
員
協
力、
共
同
体
制
の
研
究、
会
員
親
睦
等

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日

秩
父
別
専
門
店
会

(一
部
前
町
史
と
重
複)

北
垣
和
雄
(昭
五
一・
七～
現
)

技
能
尊
重
の
啓
発、
資
質
向
上、
奉
仕
事
業、
会
員
相
互
の
親
睦
等

昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
日

秩
父
別
町
技
能
協
会

(一
部
前
町
史
と
重
複)

松
木
和
男
(昭
六
一
・四
～
六
三
・
三
)
井
上
國
弘
(昭
六
三
・
四
～
平
四・
四
)
田
中

会
員
の
親
睦
お
よ
び
会
員
相
互
の
経
営
改
善
と
基
盤
の
強
化、
各
種
事
業
へ
の
協
力

会
員
数

事
務
所

九
店

商
工
会

七
〇
名

北
垣
建
設
株
式
会
社

参名 名
秩
父
別
建
設
業
協
会

会
員
数

事
務
所

会
員
数

事
務
所

一
三
社

寺
迫
工
業
株
式
会
社

常
夫
(平
四
・
四
～
現
)

昭
和
四
十
二
年
三
月
二
十
日

考 称 考



一
七〇

第
五
編
産
業
と
経
済

参 歴
代
支
部
長

主
な
事
業

設
立
年
月
日 称
深
川
地
方
法
人
会
秩
父
別
支
部

北
垣
和
雄
(平
二
・
四
～
現)

第
三
節
商
工
業
統
計

1
推
移
状
況

昭
和
六
十
年
以
降
の
産
業
別
就
業
者
・
事
業
所
・
商
業
・
製
造
工
場
の
推
移
状
況
は
、
次
の
各
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

産
業
別
就
業
者
の
推
移

第第
農

1
次

産
業 業
一、
二六
四

二、
一九
三
人
一、
二二
三
人

計

昭

六
〇
七

六
〇
八

男

六

つ

五
五三

五
五
六

九
七〇
人
二
、
〇
七
五
人

九
五
一

九
五
四

計

平

四
九
二

四
九
二

一、
一二
六
人

男

11

四
五
九

四
六
二

九
四
九
人

女

国
勢
調
査

男
女
別

年
次

業
一一
、
一六
〇

名

考
(一
部
前
町
史
と
重
複
)

二
代
原
田
森
成
(昭
五
二
・
四
～
平
二
・
四)

税
制
・
税
務
に
関
す
る
調
査
研
究
、
建
議
、
租
税
・
経
理
・
経
営
に
関
す
る
講
習
会
等
の
指
導
、
適
正
申
告
の
推
進

昭
和二
十
八
年
十
月
十
三
日

会
員
数
三
六
名

事
務
所
商
工
会

女
産
業
別

計



建 農

産
業
別

林

事
業
所
の
状
況

類 -

ビ
不

ビ
ス

業
ス

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業

運
輸

・
通
信
業

金
融
・
保
険
・
不
動
産
業

卸
売

・
小
売
業

第
三

次
造 設

第
二

次
産産

林
業

・
狩
猟
業
業

六三
三
〇
九 六
五
八
一
八

二〇
一

六
五
五

一
一
一

二
六
三 ○

三
七
四 四

五
一

一
六
四○

四四 五 ノ

九
八

三
七
六

三
七

二〇
二 ○

二三
九 1

C

一二一
一四
五 四

一
三

一〇
三

二
七
九

七
四
六
一

一三
五 111

○

七
四

三
七
〇 三
五
三
二
三

一
八
七

七
一
〇

一
五
七

二
五
三

○ 三

○

五
五

一
七
八 四

三 七 八 八

八

三
七
九

五
四 ○

二
五
五

○

二 〇 六 五

九
九

三
三
一

一〇
三 五三

一五
六 三

分

公 サ 製 建 鉱

第
二
章
商
工
業

設 水 計

産

年
次

業 業

項
目

昭

一
九 四

一二
三
件 六

四
一九
六〇

一、
〇
三
〇
人

事
業
所
数
事
業
者
数
事
業
所
数
|

平

一
七 四

一三
七
件

三

四
四
一
五
四

一、
三
四
一
人

事
業
者
数

事
業
所
統
計

一七
一

一九
九

一

務 業

産産
業
業 業 業

能

二

四
一
一

1



五
四
二

平
二
四
五

昭
六
三
三
九
戸
一
八
七
人

年
次 種
別 商
業
の
推
移

一〇
二

一
一四

一、
三
四
八

四
、
四
九
五 数

三 四 四

一
七 四

一
一人

卸
売
業
店五
一
二
七

二
五

三
五
戸
一
七
六
人

小
売

業一
、
一九〇

四、
三
八
一

店 店

一四
一
四
戸
1

飲

二
八 1

食
店

商
業
統
計
調
査

公 サ 電 運 金 卸 製
気

・ 輸 融 売
ガ ・ .

ビ ス 通 保 小 造

ス 水 信 険 売

道
務 業 業 業 業 業 業

三
四 |五一五

一 一八
四

二
八 五

一八
九

一四
六

四 四
六 五 一 九 二 五 八

六
四

三
三
七

八
四 六

一五
八

一九
五二
六
人

一〇
七

百
万

百
万

百
万

商
店
数
従
業
員
数
年
間
販
売
高
商
店
数
従
業
員
数
年
間
販
売
高
商
店
数
従
業
員
数
年
間
販
売
高
商
店
数
従
業
員
数
年
間
販
売
高

百
万

総

一
七
二

第
五
編
産
業
と
経
済

五 一 三 七

一
一四

六
七
七
四

二



製造工場の推移 工業統計

年 次 工場数 従業者数 出出荷 額 摘 要 (種類別工場数)
人 万円 畳床1 生コン1 衣服縫製1昭 61 4 132 1,413.96 コ ンテナ 1

62 4

138 1,385.57 生コン1 衣服縫製1
コン テナ 1

63 5

164 1,594.84 コ ンテナ 1 トマ トジュース 1

衣服縫製1 生コン1平 元 4 168 1,492.03 トマ トジュース1「コンテナ 1
衣服縫製1生コン 12 5

176 1,716.33 トマトジ ュース 1 コンテナ1
木材工1

3 5

169 1,912.42

11

4 5

161 1,723.36

"

5 5

127 2,072.40

11

6 5
130 1,510.43

11

(注) 4名以上の従業者工場を調べたものである。

一七三
第
二
章
商
工
業

畳床1

畳床1 生コン1 衣服縫製1



第
五
編
産
業
と
経
済

光
第
三
章
観

第
一
節
観
光
資
源

1
潤
い
の
あ
る
住
空
間
公
園

概
要
ゆ
と
り
の
時
間
は
健
康
を
維
持
増
進
し、
文
化
を
高
め、
創
造
性
を
養
い、
生
活
に
潤
い
や
充
実
感
を
与
え
て
く
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
心
身
の
活
力
を
培
う
憩
い
と
、
コミ
ュニ
ケー
シ
ョン
の
場
を
提
供
す
る
よ
う
、
二十
一
世
紀
を
展
望

し
た
「ふ
れ
愛
ゾ
ー
ン
21」
構
想
が
生
ま
れ
た。
本
町
の
気
候
や
風
土
、
そ
し
て
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
最
大
限
に
活
用
し
、
こ
の
町
に

住
む
人
び
と
が
、
より
快
適
な
生
活
空
間
を
も
て
る
よ
う
「潤
い
の
あ
る
住
空
間
構
想
」、
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ンを
大
切

に
し
、
心
の
や
す
ら
ぎ
あ
ふ
れ
る
「自
然
と
語
ろ
う
公
園
構
想
」
等
が
次
々
に
練
ら
れ、
年
次
計
画
で
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
昭
和
六
十三
年
度
に
潤
い
の
あ
る
住
空
間
整
備
事
業
用
地
の
取
得
に
着
手
し
、
平
成三
年
度
ま
で
に
六
万
五
九三
九
平
方
メ
ー

ト
ル
の
用
地
と
し
て
、
スポ
ー
ツ
セン
ター
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
東
側
に
隣
接
す
る
土
地
を
取
得
し
た
。
二
年
四
月
に、
同
構
想
の
核
と
な

る
施
設
と
し
て
、
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
&
ゆ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
憩
い
と
語
ら
い
の
場
と
し
て
多
く
の人
び
と
に
親
し
ま
れ
、
三
年
以
降

温
泉
施
設
と
有
機
的
な
利
用
機
能
を
も
た
せ
る
た
め、
潤
い
の
あ
る
住
空
間
基
本
構
想
に
よ
る
事
業
を
、
平
成
六
年
度
の
開
基
百
年
記
念

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
現
在
で
は
、
ゆ
う
&
ゆ
(温
泉
増
築
を
含
め
)
・
ふ
る
さ
と
特
産
物
展
示
館
・
交
流
会
館
・

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
陸
上
競
技
場
・
日
本
庭
園
「
百
祿
園
」・
開
基
百
年
記
念
塔
・
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
・
駐
車
場
等
を
擁
す
る
施
設
が
造

一
七
四



成
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て
関
連
施
設
と
し
て
B
&
G
財
団
秩
父
別
海
洋
セン
ター
・
図
書
館
・
歓
迎
アー
チ
等
も
設
け
ら
れ、
本
町
の
カ

ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
の、
機
能
を
も
た
せ
る
一
帯
と
し
て
、
町
づ
く
り
の
活
性
化
に
つ
と
め
て
い
る
。

整
備
図
平
成
六
年
十
二
月
現
在
の
、
潤
いの
あ
る
住
空
間
公
園
整
備
図
は、
次
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
章
観

光
一
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五
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経
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一七
六

潤
い
の
あ
る
住
空
間
公
園
整
備
図
(平
成
6
年
12月
現
在)

図
書
館

4‒‒‒

あセ一、税

青
年
会
館

歓
迎
ア
ー
チ

交
流会館

日 本
庭
園

「百 祿
園

1
ス
ケー
ト
リ
ン
ク・

スポーツセンター

秩
父
別
温
泉
「ちっ

ぷ
・
ゆう&

ゆ」
8
開
基百
年
記
念
塔

宿
泊
棟

温
泉
棟

駐
車
場

さ
わ
や
か
ト
イ
レ

海
洋
セ
ン
タ
ー

噴
水

郷
土
館

ミニ
ゴル
フ
場

池
イベ
ン
ト広
場

陸
上
競
技場

ライ
オン
ズ
の
森

バ
ッ
テ
ィン
グ

セ
ン
タ
ー

野
球
場

ふ
れ
あい
プ
ラ
ザ

野
外活動広場

青
少
年

ふ
る
さ
との
森

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

(8面)

町道一丁目路線

特
産
物

展
示
館

新
温
泉
棟

記
念の
森

テ
ニ
ス
コ
ー
ト



2
施
設
設
備

秩
父
別
温
泉
ち
っ
ぷ
ゆ
う
&
ゆ

(1)

第
三
章
観

光

サ
ー
タ
ーは
落
成
田
館
�
代
会
等

ラベンダーの馨る温泉ちっぷゆう&ゆ落成オープン
(平成2年4月10日 2の1)

概

要

昭
和
六
十二
年
十
月
か
ら
一
か
月
間、
地下
温
水

電
気
探
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ、
こ
の
地
帯
に
は
水

脈
の
あ
る
こと
が
確
認
さ
れ
た
の
で、
翌
六
十三
年
七
月
か
ら
十
二

月
に
わ
た
り
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い、
湯
脈
を
掘
り
当
て
た
。
掘
削
深

度
は
一、
三〇
四
メー
ト
ル
に
及
ん
だ
が、
湯
量
の
最
も
多
い
七
四

二
か
ら
一、
二〇
四
メー
ト
ル
の
間
で
汲
み
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
湯
は
毎
分
一二
〇
リ
ッ
ト
ル
湧
出
す
る
三
〇
度
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

塩
化
物
泉
で
あ
る
。
平
成
元
年
七
月
。
秩
父
別
町
二
の
一
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
ター
前
で
、
温
泉
棟
の
建
築
に
着
手
。
二
年
四
月
十
日
オ
ー
プ

ン
の
運
び
と
な
っ
た
。
最
初
は
宿
泊
施
設
が
な
か
っ
た
が
、
温
泉
利

用
者
か
ら
の
希
望
が
多
く
な
った
の
で、
同
年
十二
月
に
宿
泊
棟
を

併
設
し
、
更
に
五
年
に
温
泉
棟
に
一
部
増
築
を
行
っ
て
現
在
に
至
っ

て
いる
。
施
設
の
平
面
図
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
七
七
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秩父別温泉ゆう&ゆ平面図

宿 泊 棟

事務室温泉棟 機械室

新温泉棟

温泉棟平面図

1 新
温
泉
棟

ロビー 大 広 間
プレイ
ルーム 和室

入口 プールフ
ロ
ン
ト 売
店

wowc

厨
房 レス トラン プール

1F

研修室1

WC サウナ水ぶろ ミストルーム

ロッカー室
かぶりゆWC W C

洗い場 主浴槽
吹 抜 レスト

ルーム
ロビー サウナ 吹抜け

W 洗い場 シャワー 泡 沫 主浴槽
かぶりゆ

ロッカー室 歩行場
サウナ 水

ぶろ ミストルーム

香
湯 寝風呂研修室2

2F

一七
八
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光

宿泊棟平面図

玄関
▽

1

E
L
V レストラン(さくら) 十

ロビー

厨

11
F F 温泉棟

フロント 房

WC 事務所

機械室

E
L
V 吹 抜 研修室3

(あかしや)
研修室4
(しらかば)

リネンバン
トリー

201

温泉棟F

WC 広間4
(いちい)

広間5
(からまつ) 203 202

E
301 302 303 305 306 307リネンパントリー 308V

F
3

F
3

318 317 316 315 313 312 311 310

新温泉棟平面図
4

H
温泉棟 廊下 廊下
小

洗場 洗場
プレイルーム タワーサウナ

化粧コーナー 脱衣室

リハビリバス 水切場
水風呂

TO

カラオケ カラオケ
ローリングバス

バイブラ
バス 露天風呂

n ビート 主浴場
ヘルスバス リラックスバスバス

一七
九

+

喫茶(リラ)

大広間3(つつじ)

2
5

2
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第
五
編
産
業
と
経
済

管
理・
運
営
に
つ
いて
は、
町
振
興
公
社
に
委
託
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る。
他
市
町
村
か
ら
の
利
用
が
多く
、
商
工
業
にも
好
影
響

を
も
た
ら
し
て
お
り、
町
づ
く
り
を
目
指
す
各
種
研
修
の
場
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
町
外
か
ら
の
利
用
客
招
致
等
も
可
能
と
な

り、
観
光
施
設
と
し
ても
好
評
を
得
て
い
る
。
し
かし
、
最
近
近
隣
の
町
にも
同
種
の
温
泉
施
設
が
開
設
さ
れ、
競
合
に
よ
る
利
用
者
減

が
懸
念
さ
れ
て
いる
が、

一層
の
個
性
化、
サー
ビ
スの
向
上
に
努
め
て
利
用
者
の
増
を
図
り、
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て
充
実
を

期
し
て
い
る
。

施
設
設
備
秩
父
別
温
泉
の
概
要
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が、
温
泉
棟
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト二
階
建
で、
総
面
積
一、
七
三

三
・
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル、
一階
が
八
一四
・
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル、
二
階
が
七
六〇
・
一〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
機
械

室
が
一五
九
・
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で、

一階
は
ロビ
ー
・
フ
ロ
ン
ト
・
売
店
・
大
広
間
・
プ
ー
ル
等
、
二
階
は
研
修
室
・
レ
ス
ト
ル
ー

ム
・
ロ
ッ
カー
室
・
大
浴
場
と
な
っ
て
い
る
。
浴
場
は
近
代
的
各
種
施
設
を
備
え
て
お
り、
主
浴
場
の
ほ
か
水
風
呂
・
ボ
デ
ィシ

ャ

ワ
ー
・
泡
沫
浴
・
寝
風
呂
・
香
湯
・
歩
行
湯
・
か
ぶ
り
湯
・
サ
ウ
ナ室
・
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
室
等
が
あ
る
。

ま
た、
平
成
五
年
に
増
築
し
た
新
温
泉
棟
は、
鉄
筋
コン
クリ
ー
ト
平
屋
建
の
面
積
四
一
七
・
二
八
平
方
メー
ト
ル
で、
既
存
の
温
泉

棟
一
階
の
プ
レ
イ
ルー
ム
か
ら
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
り
、
独
立
し
た
温
泉
棟
と
な
っ
て
お
り
、
使
用
は
男
奇
数
日
・
女
偶
数
日
に
そ
れ
ぞ

れ
分
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
疲
労
回
復
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
、
機
能
的
な
施
設
と
し
て
好
評
で
あ
り、
特
に
サ
ウ
ナ
は、
近
隣
随

一と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
等
の
娯
楽
室
も
あ
る
。

宿
泊
施
設
は
鉄
筋
コン
ク
リー
ト三
階
建
の
総
面
積
二
、
〇
九
五
・
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル、

一階
が
七
一
一・
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で

ロ
ビ
ー
・
フ
ロン
ト
・
大
広
間
・
レ
ス
ト
ラン
が
あ
り
、
こ
れ
に
増
築
し
た
事
務
室
六
九
・
二
六
平
方
メ
ー
ト
ルが
併
設
さ
れ
て
い
る
。

二
階
は
六
四
七・
八〇
平
方
メ
ー
ト
ルで
、
研
修
用
の
大
小
の
部
屋
が
あ
り、
三
階
は
六
六
六
・
六
八平
方
メ
ー
ト
ル
で
宿
泊
用
個
室
と



---

秩父別町交流会館平面図 4

LO

WC(W) 食堂
9 厨房室

料理講習室
&ゲスト

WC (M) 控 室

0

エントランスホール水屋 廊 下

茶室
床の間

広
綠

受
事
務
室

風除室

光
ニポーチュ

-Z

(2)
交
流
会
館

秩父別町交流会館 (平成5年4月 ゆう&ゆ前庭)

概

要

会
議
・
講
演
会
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

に
幅
広
く
活
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー

ルが
必
要
と
な
り
、
温
泉
前
に
交
流
会
館
を
新
設
し

た
。
鉄
骨
造
平
屋
建
、
床
面
積
四
〇
四
・
六
四
平
方

メ
ー
ト
ル
で、
交
流
ホ
ー
ル
・
茶
室
・
食
堂
・
厨
房
を

設
け、
平
成
四
年
六
月
に
着
工
し
て
同
年
十
月
末
に完

エ
し
た
。
建
築
費
は
、
本
体
・
外
構
等
合
計
で
一
億

一、
七
四
〇
万
余
円
を
要し
た
が、
各
種
会
議
・
イ
ベ

ン
ト
は
も
と
よ
り
、
お
茶
会
・
料
理
講
習
会
も
で
き
る

施
設
で
あ
り
、
十
二
月
十
五
日
に
開
館
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
大
人
数
が
集
ま
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
道
内

の
英
語
指
導
助
手
を
中
心
と
し
た
、
会
合
も
十
分
行

え
、
国
際
交
流
広
場
も
こ
こ
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

ゆ
う
&
ゆ
の
宿
泊
研
修
施
設
等
既
存
の
施
設
と
の
有
機

一八
一

な
っ
て
お
り、
八〇
人
が
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。

物 置第
三
章
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済

的
な
利
用
に
よ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

交
流
会
館
の
利
用
状
況
は、
平
成
四
年
度
が
一三
件・
一、
一一
七
人
、
五
年
度
が
五
八
件
・
二
、
八
六
九
人
、
六

年
度
が
四
四
件・
二、
四
三
九
人
で
あ
った
。

3
ふれ
あ
いプ
ラ
ザ

(3)

ふれあいプラザ (平成6年12月・2条1丁目)

概

要

ふ
れ
愛
ゾ
ー
ン
21構
想
の
中
核
施
設
と
し
て、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
が

平
成
五
年
十
一
月
二
十
日
に
フ
ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン

ド
の
向
い
側
に
完
成
、
十
二
月
十
九
日
開
館
さ
れ
た
。
鉄
骨
造
平
屋
建
、
建
築
面
積
一
、

八
〇
九
・
五
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で、
ア
リ
ー
ナ
部
分
は
土
間
に
な
って
い
る
。
各
種
展
示

会
・
イベ
ン
ト
会
場
・
朝
市
の
開
催
等
の
ほ
か、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
テ
ニ
ス
等
の
練
習
や
試
合
も
で
き
、
冬
で
も
ス
ポ
ー
ツが
楽
し
め
る
な
ど
、
多
様
な

利
用が
可
能
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ
が
目
指
す
主
な
目
的
は、
1
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興、
2
産
業
の
振
興
、

3
高
齢
者
対
策
、
4
都
市
と
の
交
流
で
あ
っ
て、
四
季
や
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進
が
で
き
、
ま
た、
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
が
世
代
を
こ
え
て

交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
住
民
が
健
康
で
活
力
に
あ
ふ
れ、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

一
八二

利
用
状
況



な
お、
建
物
の
壁
面
の
一
面
は、
オー
バ
ー
ス
ライ
ダー
に
な
って
お
り
、
隣
接
す
る
イベ

ン
ト
広
場と
一
体
的
に
利
用
で
き
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

利
用
状
況
平
成
五
年
一二
月
一
九
日
オ
ープ
ン
し
、
五
年
度
(平
六
・
三
・
三
一)
末
で

は
、
延
四
六
四
名
が
利
用。
六
年
度
の
利
用
者
は、
二
〇
、
九
〇
八
名
で
あ
る
。

開
基
百
年
記
念
塔

(4)

概
記
念
塔
は、
「鐘
の
な
る
ま
ち
・
ち
っ
ぷ
べ
つ
」
の
シ
ン
ボ
ルと
な
る
も
の

要
で、
本
町
の
イ
メー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
観
光
振
興
に
寄
与
さ
せ
る
と
と
も
に、
町
民
の
愛
郷
心
の
高
揚
を
は
か
ろ
う

と
す
る
も
ので
、
開
基
百
年
を
期
し
て
後
世
に
残
す
事
業
と
して
温
泉
広
場
に
建
設
さ
れ
た。
鉄
骨
造
り
で、
塔
の
高
さ
は
開
基
百
年
に

合
わ
せ
て
一〇
〇
フ
ィ
ー
ト
(三
〇
・
四
八
メー
ト
ル)
と
し
、
茶
色
と
白
色
を
基
調と
し
た
色
彩
を
施
し
た。
最
頂
部
に
は
直
径
一
・

六
六
メー
ト
ル、
高
さ
一・
四
一
メー
ト
ル、
重
さ二
・
八
一
五
ト
ン
と
、
国
内
最
大
級
の
大
き
さ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
ロイ
ヤ
ル
ア
イ
ズ
バ

ウ
ッ
社
製
の
洋
鐘
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
は
銅
と
錫
製
で
、
コ
ン
ピ
ュー
タ
ー
制
御
に
よ
り
鳴
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
音
は
四
キ
ロ
メー
ト
ル
四
方
に
響
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た、
地
上
か
ら二
七
メ
ー
ト
ルの
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
た
展
望
室

か
ら
は
、
秩
父
別
町
ば
か
り
で
な
く
四
方
に
広
が
る
隣
接
市
町
が
眺
望
で
き
、
更
に
一
階
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
で
も
、
そ
の

眺
望
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
って
い
る
。
夜
は
一六
基
の
投
光
器
の
ラ
イ
ト
ア
ップ
で
、
北
空
知
一
の
こ
の
記
念
塔
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
る
。

第
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業
と
経
済

着
工
は
平
成
五
年
六
月三
十
日、
同
年
十
二
月
十
九
日
に
竣
功
し
、
総
工
費
は
二
億
一、
五
七〇
万
円
で
あ
った
。

展望室と洋鐘(平成6年8月・秩父別町温泉広場)百年記念塔

園

3
公

(1)
こど
も
冒
険
の
森
公
園
と
自
然
と
語
ら
う
公
園

こ
ど
も
冒
険
の
森
公
こ
の
公
園
は
、
市
街
地
か
ら
東
方
へ
二
キ
ロ
ば
か
り
の
丘
陵

園
概
要
と
施
設
設
備
地
帯
に、
造
成
面
積
四
万
二
、
四
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用

地
を
確
保
し
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
か
ら
着
工
し
て
、
翌
年
五
月
二
十
一
日
に
開
園
の

運
び
と
な
っ
た
。
園
内
に
は
フ
ィー
ルド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ロー
ラ
ー
滑
り
台
・
空
中

ブ
ラ
ン
コ
・
ネ
ッ
ト
渡
り
・
ロ
ー
プ
ス
イ
ン
グ
・
ピ
ラミ
ッ
ド
・
森
の
中
の
ホ
コ
ラ
・

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・
展
望
台・
噴
水
池
な
ど
の
施
設
が
配
置
さ
れ、
楽
し
く
遊
べ
て
呼
び

易
い
名
前
を
募
り
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
「な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」
(秩
小
六
年
早
川
裕

美
)
と
命
名
し
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。
な
お、
平
成
六
年
に
高
規
格
道
路
用
地
と
し

て
、
一部
が
買
収
と
な
っ
た。

な
か
よ
し
ラ
ン
ド
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
の
愛
称
が
あ
る
、
こど
も
冒
険
の
森
公
園
の

共
和
国
の
誕
生
利
用
を
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
、
ま
ち
お
こ
し
実
践
グ
ル
ー
プ
の

「若
い
芽」
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て、
アイ
デ
ア
を
練
っ
た
結
果、
共
和
国
の
建
国
が



こども冒険の森公園 自然と語らう公園

4一 n

簡易水道配水池
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台
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广道3条路線

十3

こども冒険の森
なかよしランド

子ども冒険の森入口
4条の東1

一八
五

林の中に設備されているアスレチック (奥)とロー
ラースベリ台(平成元年5月2日)
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第
五
編
産
業
と
経
済

こども冒険の森 開園式 (昭和63年5月21日)

ッス

レストハウス (平成3年10月・自然と語らう公園)

一八
六

遊水路、夏は自然探索 (平成3年10月・自然と語
らう公園)

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
若
者
た
ち
の
自
主
運
営
に
よ
る
共
和
国
が
、
宝
さ
が
し
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
等
、
子
ど
も
た
ち
の
要
望
を
と
り
入

れ
た
行
事
を
計
画
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
冒
険
の
森
の
活
用
も
さ
れ
て
い
る
。

自
然
と
語
ら
う
公
園
昭
和
六
十
三
年
か
ら
用
地
取
得
に
入
り
、
市
街
地
中
心
部
よ
り
北
へ
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
こ
ど
も
冒
険

概
要
と
施
設
設
備
の
森
に
隣
接し
た、
標
高
一〇
〇
メー
ト
ル
前
後
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
帯
一二
万
五、
二
八
五
平
方
メー
ト
ル

を
確
保
し
、
直
ち
に
造
成
に
着
手
し
た
。
工
事
は
年
次
計
画
で
進
め、
ま
ず
完
成
し
た
遊
水
路
を
平
成
元
年
四
月
に
オ
ープ
ン
し
、
年
々



百綠 園
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光 百 祿 園 (平成3年11月・2条1丁目温泉東) 施
設
を
増
や
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
園
内
は
自
転
車
モ
ト
ク
ロ
ス・
散
策
路
・
お
花
見
広
場
・

水
辺
の広
場
・
木
道
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑・
桜
の
杜・
ツ
ツ
ジ
園
・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
の
諸
施
設
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

2
日
本
庭
園
「百
祿
園
」

概

要潤
い
の
あ
る
住
空
間
公
園
建
設
構
想
の
一
環
と
し
て
、
秩
父
別
温
泉
隣
り
に、
日

本
庭
園
の
造
成
を
計
画
し
、
平
成三
年
八
月
に
起
工
、
同
年
十
月
に
完
成
し
た。

庭
園
は
老
松
水
松・
自
然
石
・
滝
・
せ
せ
ら
ぎ
・
遊
歩
道
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
い
る
が、
近
隣
町
村
か
ら
の
見
学
者も
多
く
訪
れ
て
い
る
。
庭
園
の
命
名
と
園
名
揮
毫

は
後
藤
町
長
で
、
命
名
の
「百
祿」
と
は、
中
国
の
詩
経
の
一
節
に
あ
る
言
葉
で、
多
く
の
幸
福
と

言
う
意
味が
あ
る
。

尚
、
こ
ろ
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
水
松
は、
自
然
の
風
雪
に
耐
え
育
った
も
の
で
あ
る
。
北
竜
町
三

谷
の
中
村
理
作
が、
昭
和
天
皇
の
即
位
を
記
念
し
て
昭
和
二
年
植
樹、
昭
和
五
十
年
秩
父
別
町
杉
本

弥
一
郎
が
、
在
町
四〇
年
を
記
念
し
、
自
己
の
庭
園
用
と
し
て
購
入、
三
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
移

植
育
成
し
て
き
た
。
平
成三
年、
町
の
水
松
自
然
公
園
造
成
計
画
に
応
え
た、
杉
本
弥
一
郎
の
好
意

に
よ
っ
て
一
二
一
本
を
譲
り
受
け、
植
栽
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
八
七



一八
八

第
五
編
産
業
と
経
済

Hos.

百年記念写公園

百年記念西公園 (平成6年8月・3条8丁目)

フ
ァミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
<
第
六
編
第三
章
第
三
節
2
に
収
録
>

(3)

百
年
記
念
西
公
園

(4)

概
要
と
施
設
設
備
快
適
な
農
村
環
境
の
整
備
と
、
町
民
の
心
身
の
活
力
を
培
う
憩
い

の
場
を、
開
基
百
年
記
念
事
業
の
一環
と
し
て
計
画
、
平
成
五
年

に
市
街
地
か
ら
西
へ約
四
キ
ロ
メー
ト
ル
の、
三
条
八丁
目
稲
荷
神
社
に
隣
接
す
る
用
地

三
、
三
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル
を
取
得
し
、
六
年
に
造
成
し
た
公
園
で
あ
る
。
名
称
を
「百

年
記
念
西
公
園
」
と
呼
称
す
る
。

4
そ
の
他
の
施
設
設
備

ゴ
ル
フ
場

ゴ
ルフ
場
に
つ
いて
は
前
町
史
一〇
八
四
ペ
ー
ジ
に
述べ
ら
れ
て
い

る
が
、
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

深
川
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
は、
昭
和
四
十
六
年
創
業
以
来、
逐
年
整
備
拡
充
を
図
り、

地
域
住
民
の
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
、
近
隣
市
町
は
も
と
よ
り
道
内
外
の
ゴ
ル

フ
ァー
を
満
喫
さ
せ
て
お
り
、
道
内
屈
指
の
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
発
展
を
続
け
、
地
域
経
済



に
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
企
業
に
成
長
し
た。

六
十
一
年
以
降、
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
普
及
と
と
も
に
、
ゴ
ル

フ
ラ
イ
フ
を
高
め
る
た
め
の
、
よ
り
充
実
し
た
施
設
が
求
め
ら
れ
て
き
た

ので
、
下
記
の
よ
う
な
整
備
が
行
わ
れ
た
。

さ
わ
や
か
ト
イ
レ
来
町
者
の
便
宜
を
考
え、
か
つ本
町
の
特
徴
つ
け

と
な
る
よ
う、
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
ト
イ
レ
を
「ち
っ

ぷ
・ゆ
う
&
ゆ
」
の
横
に
平
成
二
年
八
月
完
成
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
平
屋
建
て
の、
近
代
的
な
設
備
の
整
った
ト
イ
レ
と
し
て、
洋
式

ト
イ
レ
に
はウ
ォ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
トが
装
備
さ
れ
、
床
暖
房
付
き
で
冬
季
間

の
利
用
も
可
能
に
な
って
い
る。

深川カントリー倶楽部整備状況 平成6年12月1日現在

年度 整 備 状 況

平元 ・1 コース9ホール増設し、 3コース・27ホール
に整備
●コー ス全長10,080ヤード

(9,216.78メートル)
・コース面積 861,633平方メートル
・敷地総面積 1,071,202平方メートル

2 ・インドアゴルフ場建設 (30ヤード5打席)

0
0 ・屋外練習場開設 (25打席打ち放し)

4 ・倶楽部ハウス増改築 鉄筋コンクリートー部
二階建 (1,990平方メートル)
●創業20周年記念式典挙行 (5/18)

ふ
る
さ
と
特
町
の
特
産
物
を
展
示
・
販
売
す
る
施
設
と
し
て
「ち
っ

産
物
展
示
館
ぶ
・ゆ
う
&
ゆ
」
の、
西
隣
に
平
成
二
年
八
月
に
建
設

し
た
。
木
造
平
屋
建
て
で、
木
の
素
材
を
活
か
し
た
あ
ず
ま
屋
風
の
建
物

で
あ
って
、
特
産
品
の
羊
毛
織
物
作
品・
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス・
季
節
ご
と
の
農
産
物
・
菓
子
類
や、
北
空
知
管
内
の
特
産
物
を
展
示
・販

売
し
て
い
る
。第
三
章
観
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第
五
編
産
業
と
経
済

国道233号線沿いの みちの駅 (平成
6年8月・2条8丁目)

ふるさと特産物展示館 (平成2年8
月 温泉広場) コ

ン

WC

新設された水洗式の駅前公衆便所
(平成6年12月)

み
ち
の
駅
町
の
単
独
事

業
と
し
て
、

新
鮮
な
地
場
産
の
野
菜
・
果
物

を
は
じ
め、
特
産
物
の
販
売
を

行
う
町
の
独
自
施
設
「み
ち
の

駅
」
を
国
道
二
三
三
号
線
沿
い

に
平
成
六
年
建
設
し
た
。
市
街

地
か
ら
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
留

萌
寄
り
で、
直
売
所
・
ロ
グ
ハ

ウ
ス
風
ト
イ
レ・
駐
車
場
付
設

のも
の
で、
周
辺
農
家
二
五
戸

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「み
ち
の

駅
運
営
委
員
会
」
が
運
営
に
当

た
っ
て
い
る
。
車
で
通
行
す
る

人
び
と
に、
旬
の
メ
ロン
・
ス

リ
ー
等
を
安
価
で
販
売
し
、
併

せ
て
町
の
P
R
を
図
る
よ
う
推

イ
カ
・
カ
ボ
チ
ャ
・
ブ
ロ
ッ
コ

さわやかトイレ (平成3年11月 物
産館横)

TOILET
士ガやが

一
九
〇



進
さ
れ
て
お
り、
毎
年
十
月
末
ま
で
営
業
し
て
い
る
。

公
衆
便
所
昭
和
六
十二
年
に
国
鉄が
民
営
化
さ
れ、
新
生
の民
間
会
社
J
R
と
し
て
営
業
を
開
始
し
た
が
、
J
R
留
萌
線
も
合
理

化
が
図
ら
れ
、
秩
父
別
駅
は
無
人
駅
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
駅
の
ト
イ
レ
が
廃
止
さ
れ
て
不
便
と
な
っ
た
た
め
、
利

用
客
から
要
望
が
強
く
な
り、
こ
れ
に応
え
て、
平
成
六
年
十
二
月
駅
前
に公
衆
便
所
を
設
置
し
た
。
木
造
平
屋
建
九・
九
平
方
メー
ト

ル
の
ス
マ
ー
ト
な
建
物で
、
水
洗
式
にな
っ
て
お
り
、
清
潔
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で、
利
用
客
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

朝
市
農
業
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぎ
、
農
家
の
余
剰
野
菜
を
有
効
利
用
す

る
方
法
と
し
て
、
町
と
空
知
北
部
地
区
農
業
改
良
普
及
所
が
呼
び
掛
け

て
、「
朝
市
の
会」
が
平
成
六
年
三
月
に
発
足
し
た。
農
家
の
主
婦
が
集
い、
道
内
外
の

朝
市
先
進
地
の、
状
況
を
視
察
す
る
など
研
究
を
重
ね、
七
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
の
朝、

ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ
の
特
設
会
場
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
日
の
と
れ
た
新
鮮
な

野
菜
や
花
卉
を
低
価
格
で
販
売
し
て
お
り
、
消
費
者
に
喜
こ
ば
れ
る
高
品
質
の
生
産
物
が

提
供
で
き
る
よ
う
、
生
産
者
各
自
が
努
力
を
続
け
て
い
る
。
本
町
の
名
物
と
し
て
町
外
に

も
評
判
と
な
り
期
待
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
十
一
月
上
旬
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。

第
三
章
観

光

朝 市(平成6年7月・ふれあいプラザ)
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一



第
五
編
産
業
と
経
済

5
記
念
碑

本
町
内
に
は、
次
の
よ
う
な
新
し
い
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

・第
六
編
教
育
と
文
化
第
四
章
文
化
第
一節
文
化
財
保
護
1
記
念
碑
参
照

"
11

" 11
11

" 11
11

"1

2
そ
の
他
参
照

:

・
開
基
百
年
之
碑
・ …

・
風
雪
之
碑
:

・
郷
土
四
詩
人
顕
彰
碑…

〃

6
秩
父
別
町
観
光
協
会

・
石
塚
健
二
(昭
五
八～
六
三
)

・
原
田
森
成
(昭
六
三
～
現
)

歴
代
会
長
昭
和
六
十
二
年
以
降
の
本
協
会
会
長
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一九
二



第
六
編

教
育
・
文
化

装いも新たな秩父別中学校(平成5年9
月撮影・2条2丁目)

100年の歴史を大切にはばたけ秩父の子夢と希望に向けて
100 $

開校100年を迎えた秩父別小学校(平成6年8月撮影・2条2丁目)





第
一
章
教
育
行
政

第
一
節
教
育
制
度
の
変
遷

1
近
年
の
教
育
事
情

概

況都
市
集
中
に
よ
る
過
疎
化
の
進
展、
出
生
率
低
下
に
よ
る
児
童
数・
生
徒
数
の
減
少
等
が
顕
著
に
な
り、
道
内
の
学
校

の
統
廃
合
が
年
増々
加
す
る
事
態
と
な
って
い
る
。

最
近
の
教
育
事
情
は、
生
涯
学
習
の
推
進
に
伴
っ
て
、
そ
の
学
び
方
を
学
校
教
育
に
お
い
て
身
に
つ
け
る
よ
う
、
適
正
な
教
育
課
程
に

よ
り
教
育
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る。

一方
町
民
の
文
化
活
動
や、
学
習
環
境
に
対
す
る
欲
求
や
関
心
が、
高
ま
っ
て
来
て
い

る
の
で、
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
学
校
教育
・
社
会
教
育
・
ス
ポー
ツ・
文
化
の
各
般
に
わ
た
り
、
町
全
体
の
教
育
力
の
向
上
と
学
習
環

境
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
、
重
点
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

本
町
は、
町
民
憲
章
が
指
向
す
る
「
明
る
く
、
住
み
よ
い、
豊
か
な
田
園
の
町」
を
築
き
、
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
二
十
一

世
紀
を
展
望
し
て
発
展
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は、
社
会
環
境
に
適
切
に
対
応
で
き
る
創
造
力
と
、
た
く
ま
し
さ
を

も
っ
た
心
身
と
も
に
健
康
な
、
青
少
年
の
育
成
に
心
が
け
、
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
が
密
接
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も

つ
教
育
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

更
に、
基
礎
・
基
本
を
重
視
し
た
教
育
を
推
進し
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た、
人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
よ
う
、

第
一
章
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第
六
編
教
育
・
文
化

一九
六

能
力
・
適
性
に
応
じ
た
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
た
教
育
環
境
の
整
備
充
実
、
学
校
施
設
・
社
会
教
育
施
設
の
補
修
整

備
、
保
全
管
理
の
適
正
化
を
進
め、
施
設
の
有
効
利
用
も
図
っ
て
き
た
。

国
際
理
解
と
交
流
昨
今
全
般
的
に
国
際
化
が
進
み、
世
界
の
国
と々
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ、
我
が
国
の
国
際
社
会
へ
の
貢
献
も

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る。
この
情
勢
の
も
と
で
は、
国
際
協
調
が
不
可
欠
で
あ
って
、
国
際
的
視
野
に
立
った
教

育
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は、
か
ね
て
か
ら
国
際
感
覚
の
助
長
に
重
点
を
お
き
、
学
校
教
育
・
社
会
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
の
各
般
に
わ
た
り
推
進
を
図
って
いる
。
外
国
か
ら
の
語
学
指
導
助
手
の
招
へ
い
に
よ
る
英
語
指
導
・
見
聞
を
広

め
、
次
代
を
背
負
う
資
質
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
青
少
年
の
海
外
派
遣
、
国
際
交
流
広
場
の
開
催
に
よ
る
、
文
化
の
交
流

等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
お
り、
今
後
も
広
く
展
開
すべ
く
計
画
し
て
い
る
。
な
お、
青
少
年
の
海
外
派
遣
は、
北
海
道
青
少
年
連
絡
協

議
会
・
北
海
道
国
際
青
年
婦
人
交
流
セン
ター
の、
二
団
体
が
主
催
の
計
画
に
よ
り、
毎
年
数
名
が
世
界
各
地
に
派
遣
さ
れ、
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。

生
涯
学
習
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
我
が
国
が
創
造
的
で
活
力
の
あ
る、
文
化
の
香
り
高
い
国
家
と
し
て
発
展
し
、
世
界
に
積
極

的
に貢
献
し
て
いく
た
め
に
は、
国
民
の多
様
な
学
習
要
求
に
こ
た
え
、
一人
ひ
と
り
が
豊
か
な
自
己
実
現
を
図
れ
る

よ
う
、
生
涯
学
習
社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
本
町
に
お
いて
も
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
個

性
・
能
力
を
伸
長
し
、
生
き
が
い
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
生
涯
教
育
の
観
点
に
立
っ
た
諸
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
。
そ
し
て
平

成
四
年
度
に
は、
文
部
省
か
ら
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
、
モ
デ
ル
市
町
村
の
指
定
を
受
け
て
、
関
連
事
業
の
拡
充
を
進
め
る
と
と
も

に、
六
年
四
月
に
は
「
生
涯
学
習
の
町
宣
言
」
の
宣
言
大
会
を
挙
行
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
空
知
管
内
で
は
初
め
て
で
あ
り
、
道
内
で
は



三
番
目
の
も
の
で
あ
る
。

生
涯
学
習
は、
学
習
者
の
主
体
性
・
自
主
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
町
と
し
て
は
こ
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
こ
た
え
ら
れ

る
環
境
の
整
備
を
進
め、
援
助・
協
力
す
る
機
関
を
設
け、
家
庭
・
学
校
・
社
会
の
有
機
的
な
連
携
と
役
割
分
担
が
果
た
せ
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

教
育
の
改
革
昭
和
六
十
二
年、
教
育
課
程
審
議
会
の
最
終
答
申
が
出
さ
れ、
こ
れ
に
よ
り
六
十三
年
を
教
育
改
革
実
施
年と
定
め
、

教
育
改
革
の
試
み
が
進
めら
れ
た。
基
本
方
針
と
し
て、
人
間
性
の
育
成
を
掲
げ
、
二
十
一
世
紀
へ
の
教
育
目
標
と
し

て
は、
1
ひ
ろ
い
心
・
す
こ
や
か
な
身
体
・
豊
か
な
創
造
力
、
2
自
由・
自
律
と
公
共
の
精
神
、
3
世
界
の
中
の
日
本
人
を
創
り
出
す
教

育
と
決
定
し
た。
そ
の
一
環
と
し
て
小
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
案
が
平
成
元
年二
月
に
公
表
さ
れ、
小
学
校
は
四
年
か
ら
、
中
学

校
は
五
年
から
実
施
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
いて
、
小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
は、
人
間
形
成
の
た
め
の
基
礎
・

基
本
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
と
さ
れ、
こ
れ
に
沿
っ
た
適
切
な
移
行
措
置
を
取
り
入
れ
て
、
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。従
来
の
知
識
技
能
の
学
力
観
に
立
った
教
育
か
ら
、
新
し
い
学
力
観
(
意
欲・
判
断
力
・
思
考
力
・
表
現
力
)
に
立
っ
た
教
育
の
積
極

的
な
展
開
が
図
れ
る
よ
う
に
し
、
加
え
て
、
学
校
教
育
中
心
の
教
育
か
ら
、
国
際
化
・
情
報
化
・
高
度
技
術
化
・
高
齢
化
へ
対
応
す
る
た

め、
生
涯
学
習
体
系
へ
移
行
で
き
る
体
制
を
、
学
校
教
育
で
創
る
こ
と
が
求
め
ら
れ、
社
会
教
育
で
も
個
性
や
特
性
を
生
か
す
学
習
機
会

の
拡
充
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
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育
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教育行政機構 (平成7年3月現在)

教育機関及び
教育施設

教育行政機関 諮問機関及び
補助執行機関

小 学 校 教育委員会 社会教育委員

中 学 校 教 育 長 体育指導委員
郷 土 館 文化財保護委員
学校給食
セン ター

主 幹 教育次長 (獎学審査委員会)
(平元・廃止)

図 書 館 学校給食センター
運営委員会

青年会館
ファミリースポーツ
センター運営審議会

B&Gプール 生涯学習推進協議会

ゲートボール場

推
進
室

生
涯
学
習

社
会
教
育
係

学
校
教
育
係

総
務
係

ファミリー
スポーツセンター

1
教
育
行
政
機
関

第
二
節
教
育
体
制

第
六
編
教
育
・
文
化

一九
八

秩
父
別
町
教
育
委
員
会
平
成
七
年
三
月
現
在
の
教
育
行
政
機
構
は、
次
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

陸上競技場



歴
代
教
育
委
員
会
委
員
と
教
育
長
昭
和
六
十
一
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

永
守
よ
り
子

出
口
紗
恵
子

篠
原
裕
治

門
間

悟

福 榊
島 原

川
口

弘

氏
名

歴
代
教
育
委
員
会
委
員
・
教
育
長

平
六
・
一〇
・

一～
平

元
・
一〇
・

一～
昭
六
一・

九
・
一九
～

昭
五
九
・
一
〇
・

一～

昭
五
八
・
一〇
・

一～
現

昭
五
六
・
一〇
・

一～
平
元
・
九
・
三〇

昭
五
三
・
一〇
・

一～
平
六
・
九
・三
〇

期

在 在 在 在 在 間

平
六
・
一〇
・
一

教
育
長

平
六
・
一
〇
・
一

平
元
・
一〇
・
一
委
員
長
職
務
代
理

委
員
長
職
務
代
理

昭
五
八
・
一
〇
・
一

昭
五
八
・
一〇
・
一
委
員
長

昭
五
六
・
一〇
・二

備

委
員
長
職
務
代
理

考
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奨
学
制
度
と
貸
付
状
況
人
材
の
開
発
と
育
成
の
目
的
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
始
めら
れ
た
本
町
の
奨
学
制
度
は、
多
数
の
子
弟

の
勉
学
の
資
と
し
て
効
果
を
あ
げ
て
き
た。
し
か
し、
制
度
発
足
当
時
と
現
在
の
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に

よ
っ
て、
貸
付
応
募
件
数
が
年
減々
少
し
、
か
つ
他
の
奨
学
制
度
の
充
実
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
行
政
改
革
大
綱
に
よ
っ
て
制
度
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
奨
学
審
査
委
員
会
の
意
見
も
得
て、
平
成
元
年
度
か
ら
こ
の
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
貸
付
状
況
お
よ
び
こ
の
制
度
発
足
以
来
の
貸
付
件
数
・
金
額
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

正 信
春 雪

在
任

現 現 現 現

委
員
長
職
務
代
理

委
員
長
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奨
学
金
貸
付
件
数
・
金
額

一七
二
九、
四
二
〇
、
〇〇
〇
|

平
元
貸
付
制
度
廃
止

応
募
な
し

1

人
数

大

貸
付
額 学

円
人
数

短

三
一
二
、
五
一
四
、
〇
〇
〇

一二
〇
、
〇
〇
〇

一二
〇
、
〇
〇
〇

貸
付
額 大

円

一
〇

人
数

高

四
二
〇
、
〇
〇
〇

貸
付
額

円

校

一
一
三

1 二

人
数 合

一
二、
三
五
四、

一二
〇
、
○
○
○

三
〇
〇
、

貸
付
額

計
円

通
算

4
六三
♪
六
二

昭
六
一

年
度

貸
付

二
〇
〇

○
○
○

教
職
員
住
宅
の
整
備…
…
<
第
七
編
第
四
章
第
一
節
1
に
収
録
>

2
そ

の
他

学
校
健
康
会
昭
和三
十
五
年、
本
町
児
童
生
徒
の
安
全
お
よ
び
災
害
共
済
機
関
と
し
て
、
加
入
し
た
日
本
学
校
安
全
会
は、
五
十
七

年
に
日
本
学
校
健
康
会
と
な
っ
た
が、
更
に
六
十
一
年
に
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
と
改
組
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
お
り、
学
校
安
全
お
よ
び
、
災
害
共
済
給
付
関
係
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て、
北
海
道
日
本
学
校
健
康
会
支
部
は、

名
称
が
セン
ター
支
部
と
変
わ
っ
た
が
、
業
務
内
容
は
従
来
と
同
様
で
あ
る
。

1 1

一
八〇
、
〇〇〇



北
海
道
教
職
員
組
合
北
この
組
合
は、
昭
和
四
十
四
年
の
大
会
に
お
い
て、
一支
部
の
組
合
員
数
規
模
を
六〇
名
以
上
と
し
、
こ
れ

空
知
支
部
秩
父
別
支
会
を
割
る
支
部
は
統
合
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て、
六
十二
年
三
月
の
臨
時
大
会
に
お
い
て

空
知
管
内
五
支
部
の
統
合
が
提
案
さ
れ、
組
織
機
構
整
備
対
策
委
員
会
で
、
こ
の
問
題
の
検
討
に
入
った
。
そ
の
後
北
教
組
空
知
五
支
部

統
合
問
題
検
討
委
員
会
が
組
織
さ
れ、
各
支
部
固
有
の
組
織
実
態
等
を
交
流
し
て
、
統
合
に
向
け
て
検
討
を
進
め
た
が、
結
論
に
至
ら
な

か
っ
た
。
平
成三
年、
こ
れ
ま
で
の
組
織
を、
北
教
組
空
知
五
支
部
統
合
問
題
対
策
委
員
会
と
改
め
て、
協
議
を
開
始
し
、
折
か
ら
の
戦

後
教
育
の見
直
し
を
図
ろ
う
と
す
る、
臨
教
審
路
線
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、
空
知
五
支
部
を
一
本
化
す
べ
き
で、
こ
れ
以
上
統
合
問
題

を
先
送
り
す
る
状
況
で
は
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
統
合
は
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
八
年
に
三
支
部
に
統
合
、
十
年
に
は
二
支

部
に
統
合
す
る
計
画
で
、
そ
の
進
歩
が
図
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
歴
代
の
支
会
長
は、
岩
瀬
扶
(昭
六
三
)、
西
村
幸
緒
(平

元
)、
山
崎
真
一
(平
二
)、
原
田
忠
男
(平
三
)、
田
村
邦
晴
(平
四
)、
木
村
弘
子
(平
五
)、
鍛
治
功
男
(平
六
)
で
あ

る
。空
知
教
職
員
組
合
深

川
支
部
秩
父
別
分会

北
海
道
教
職
員
組
合
の方
針
に
危
惧
を
感
じ
た、
空
知
の
教
職
員
有
志
が
団
結
し
、
全
教
・
全
教
組
と
連
帯
し

て
活
動
す
る
組
合
を
、
平
成三
年
一
月
二
十
七
日
に
結
成
し
た
。
教
職
員
の
生
活と
労
働
条
件
の
向
上
、
教
職

員
お
よび
家
族
の
福
利
厚
生、
教
育
の
民
主
的
発
展
と
教
育
研
究
活
動
の
推
進
、
教
職
員
の
文
化
と
教
養
の
伸長
等
を
目
指
し
て
お
り
、

本
町
小
中
学
校
の
教
職
員
に
よ
り、
秩
父
別
分
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

歴
代
の
分
会
長

秩
父
別
小
学
校
分
会

秩
父
別
中
学
校
分
会

山
口
幸
一
(平
四
～
六
)

岩
瀬
扶
(平
四
～
現
)
後
藤
拓
(平
七
～
現
)

第
一
章
教
育
行
政

二〇
一
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二〇
二

校

第
二
章
学
校
教
育

小
第
一
節

学

1
秩
父
別
小
学
校

現
況
全
道
的
な
児
童
数
は
年
減々
少
傾
向
にあ
る
が
、
本
校
はこ
こ
数
年
横
ば
い
状
態
で
、
一〇
学
級
二
三
〇
名
ほど
を
維

持
し
て
い
る。
校
舎
の
改
修工
事
は
昭
和
六
十
一
年
八
月
に
終
わ
り
、
平
成
元
年
に
は
体
育
館
の
暖
房
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
か
ね
て
か
ら
人
間
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
目
指
し、
教
育
諸
条
件
の
整
備
に
努
め、

一貫
性
教
育
の
推
進
に
取
り
組
み、
児
童

の
個
性
を
生
か
す
教
育
活
動
を
行
って
い
る
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
支
援
機
関
の
一
環
と
し
て
の、
学
校
の
役
割
も
果
し
て
い
る
。
近
年

コ
ン
ピ
ュー
ター
の
著
し
い
普
及
状
況
か
ら
児
童
に
な
じ
ま
せ、
こ
れ
を
使
っ
て
必
要
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン教
室
が
平
成

六
年
八
月
に
開
室
さ
れ
た
。
更
に
国
際
化
時
代
に入
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
広
く
海
外
に
目
を
向
け
、
視
野
を
広
げ
て
も
ら
お
う
と
、
中

学
生
を
対
象
に
招
へ
いし
た
語
学
指
導
助
手
を
、
小
学
生
に
も
そ
の
機
会
を
設
け、
ユ
ニ
ーク
な
活
動
を
進
め、
人
材
の
育
成
を
図
っ
て

い
る
。
英
国
か
ら
迎
え
た
語
学
指
導
助
手
(AET)

と
楽
し
い
授
業
を
展
開
し
、
英
語
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
・
遊
び
を
通
じ
て
、
外

国
の
人
た
ち
の
生
活
にも
触
れ、
新
し
い
時
代
を背
負
う
子
ど
も
た
ち
に、
夢
と
希
望
を
与
え
、
豊
か
な
心
情
を
育
む
教
育
の
充
実
を

図
って
き
た
。
語
学
指
導
助
手
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ダ
イ
ア
ン
・
ロー
マ
ス
(平元

～
四
・
七)、

グ
デ
ィ
ン
グ・
サ
マ
ン
サ

(平
四
・
八
～
六
・
七)、

ロバ
ー
ト
・
ト
ー
マス

(平
六
・
八
～
現)
が
週
一
回
出
校
し
、
楽
し
い
教
室
を
開
設
し
て
い
る
。
な
お
最
初



ローマス先生
記念バ ラ園

ローマス先生「記念バラ園」(平成4年7月6日・
小学校)

の三
年
間
英
語
指
導
助
手
と
し
て
来
町
し
、
本
校
児
童
の
視
野
を
広
め、
外
国
の
文

化
に
も
触
れ
る、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
た、
ダ
イ
ア
ン
・
ロ
ー
マ
ス
の
偉
業

を
いつ
ま
で
も
残
そ
う
と
「ロ
ー
マ
ス
先
生
記
念
バ
ラ
園
」
を
造
成
し
、
現
在
は
美

し
い
花
園
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
ゲ
ン
ド
ロ
ス
校
と
の
国
際
交
流
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習

宣
言
の
町
と
し
て
、
一ペ
ージ
を
担
う
小
学
校
教
育
と
、
管
内
教
育
の
先
進
的
役
割

を
果
し
て
き
て
お
り、
新
し
い
教
育
へ
の
創
造
と
飛
躍
を
目
指
し
、
人
間
性
豊
か
な

児
童
の
育
成
に
つ
と
めて
い
る
。
平
成
六
年
開
校
百
年
の
年
を
迎
え
十
月
に
記
念
式

典
を
はじ
め
数
の々行
事
を
行
っ
て、
一世
紀
の
足
跡
を
祝
った
。

歴
代
小
学
校長

昭
和
六
十
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

九
代
八
代

七
代
六
代

五
代 代

尾 藤末福伊

藤 井原井藤

利 郁澄

功一宏郎夫 名

在

任

平
在

六
・
四
・
一
～
現

平
四
・
四
・
一～
平
六
・
三
・
三
一

平
二
・
四
・
一～
平

四
・三

・
三
一

昭
六
三
・
四
・
一～
平
二・
三
・三

昭
五
八
・
四
・
一～
昭
六
三
・
三
・
三
一

期
間

第
二
章
学
校
教
育

二〇
三

歴
代
小
学
校
長

氏



二〇
四
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施
設
設
備
の
充
実
校
舎・
体
育
館
の
改
修、
テレ
ビ
台
の
設
置、
そ
の
他
新
し
い
学
力
観
に
立
った
教
育
を
推
進
す
る
う
え
で、
必

要
な
施
設
設
備
の
充
実
に
努
め
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
六
年
八
月
に
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュー
ター

一〇
台
を
導
入
し
て、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
対
応
で
き
る
、
能
力
の
開
発
を
図
り
、
ま
た
、
た
く
ま
し
い
体
を
作
れ
る

よ
う
、
老
朽
化
し
た、
フ
ィー
ルド
ア
スレ
チ
ッ
ク
を
解
体
し
て、
新
し
く
一
基
を
設
置
す
る
な
ど
、
着
と々
整
備
を
進
め
て
い
る
。

な
お
前
述
の
と
お
り、

ロ
ー
マ
ス
退
任
後、
町
営
第
一
プ
ー
ル
跡
地
に
設
置
さ
れ
た
「ロ
ー
マ
ス
先
生
記
念
バ
ラ
園
」
は
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
世
界
各
国
の
美
し
いバ
ラ
の
花
が
咲
き
ほ
こ
り、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ラ
の
手
入
れ
作
業

は
、
町
文
化
連
盟
所
属
の
「
秩
父
別
バ
ラ
会
」
(
代
表
者
森
山
倫
子、
会
員
二
〇
名
)
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
交
流
活
動
も
含
め
て、

年
数
回
に
わ
た
る
奉
仕
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
雪
の
降
る
ま
で
次
と々
咲
き
乱
れ
る
花
は
、
多
く
の
人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
い

る
。

2
通
学
の
確
保

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
昭
和
六
十二
年
一
月
十
六
日
から
運
行
の
ス
ク
ー
ルバ
ス
は、
僻
地
児
童
生
徒
援
助
費
補
助
金で
二
台
を
購

入
。
一台
は
東
方
面、
一台
は
西
方
面
へ
の
運
行
を
し
て
い
る。
と
こ
ろ
で、
そ
れ
ま
で
走
っ
て
い
た
会
社

の
路
線
バ
ス
廃
止
に
よ
り
、
町
役
場
地
点
ま
で
七
キ
ロ
メー
ト
ル
以
上
も
あ
る
東
町
内
・
協
栄
町
内
の
一
部
住
民
は
、
他
の
交
通
機
関
が

な
い
の
で不
便
を
訴
え
、
特
に
高
齢
者
の
通
院
等
に
支
障
が
生
じ
る
の
で、
ス
クー
ル
バ
ス
へ
の
混
乗
を
要
請
し
て
き
た
。
そ
こ
で
町
は

「秩
父
別
町
ス
クー
ル
バ
ス
運
行
条
例」
を
改
正
し
て、
文
部
大
臣
お
よ
び
北
海
道
運
輸
局
旭
川
陸
運
支
局
長
の
認
可
を
受
け
て
六
十
二

年
四
月
二
十
一
日
か
ら
児
童
生
徒
の
登
下
校
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
遠
隔
地
一
般
住
民
の
混
乗
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
料
金
は、



秩父別町

新しいスクールバス (平成5年3月)

一乗
車
二
〇
〇
円
で
あ
る
。

六
十
三
年
四
月
、
そ
れ
ま
で
町
内
を
通
行
し
て
い
た
中
央バ
ス
は
更
に
合
理
化
を
図

り、
深
川
～
北
竜
町
青
雲
寺
間
四
往
復
と
、
妹
背
牛
～
秩
父
別
間
四
往
復
を
廃
止
し
た
。

そ
の
結
果
不
便
と
な
っ
た
西
栄
町
内
・
南
町
内
の
一
部
住
民
か
ら
、
東
方
面
と
同
様
に
西

方
面
ス
クー
ルバ
ス
へ
の、
混
乗
を
要
望
し
て
き
た。
そ
こで
こ
れ
も
、
平
成
二
年三
月

一
日
付
で
認
可
を
受
け
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
西
方
面
に
つ
い
て
も
、
混
乗
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

な
お、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
考
慮
し
て、
平
成
五
年
一月
に
一
台
、
同
年
三
月
に
一

台
を
そ
れ
ぞ
れ
新
車
に更
新
し
た。
ス
クー
ルバ
ス
の
運
行
路
線
図
は、
別
図
の
と
お
り

で
あ
る
。

第
二
章
学
校
教
育

二〇
五
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3
児
童
数
の
推
移
ほ
か

昭
和
六
十
一
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
りで
あ
る
。

6 3 6 2 昭 6 1 年
童 数

学
級
数

女 男 計 女 男

学
級
数

計 女 男

学
級
数

学
年

一
五

二
五 二

三
七

一
七

二〇 1
三
九
二二 一七 1

一七

二〇

一

三
八

二
一
一
七 1

四
六

二〇 二
六 11

二
一
一九 一

四
五

一
九
二
六

一

五
〇

二
四
二
六 二

四
年一九
二
六 二

四
八

二三 二
五

一

四
七 二七
二〇 二

五
年二二 二
六 二

四
九
二
八

二
一 二

四
三 一
八
二
五 二

二
八

二
一

四
一 一八
二三 二

五
二 二
七
二
五 二

特
殊
学
級

一
二
四

一三
八

一
二

二
六三
一二
八

一三
五
一二
二
八
一

一
四
〇

一
四
一

一三

五
一二 一七 五 三 一九

五 四

教
員
数

備
考

毎
年
五
月
一
日
調

小
学
校
学
年
別
学
級
数
・
児
童
数
・
教
員
数
調

学
年
別
学
級
数
・
児

童
数
お
よ
び
教
員
数

第
二
章
学
校
教
育

二〇
七

一 一

二

11 1 1 五 二 三 二 四

11 二

計
六
年

二

児 童 数 児 童 数

一
年

二
年

三
年
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二
四 二

四
〇

二
四

一六 二

二
八

一二 一
六 1

四
三 一
七

二六 二

四
〇 一
五
二
五

三
七

一
六 1

二
八

一
二
一
六 1

四
三

一七
二
六 二

二三 1

四
〇 一
七

二三 二

三
九

二
一

一
八 1

四
五

二
七

111
三
八
一
五

二
三

四
一

一
九
二
二 二

四
〇

二
一

一九 1

四
五

一九
二
六 二
四
八

二
三 1

四
〇

一
九

二
一

一

四
〇
二
一
一
九 1

四
五

一
八
二
七 二

四
八

二
二
二
六

一

四
九

一1 三 1

11 二 111 一

二 11 二 二 二 二

11 1 三

一
三
〇 九

二
三
五

一〇
七

一
二八 一
一

二三
三

一〇
九

一二
四

一
一

二
三
九

一〇
二

一
三
七

一
一

二
五
五

一
一三

一
四
二 一〇

二
六
二

八 六
一
○

一六 五

一
一

一
七 六
一
一

一
五

五 〇

一七 二〇
八

4 3 2

平 元

数
|
男

学
級
数

計 女 男 計 女 男 計 女 男 計 女 男 計

二
二 1

四
三 一九
二
四 一

四
〇

二
四

一六 二

三
〇

一二 一八 1

四
一

一六 二
五

四
〇一

四
〇

一八 1

四
三 一
七
二
六 二

三
八

一
五

三
九

一
五

二
四

四
〇 一
八
二
二

11

児 童 数 児児 童 数

学
級
数

児 童 数

学
級
数

児 童 数

学
級
数

学
級
数

1

1

一

一

一
六
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児 童 数

学
級
数

児 童

計 女 男 計

女

三
八

二
一 一七 1

三
九 一
七

三
八
一六
二
二 1

四
三 一
九

四
〇 一七
二三 二

三
九
二三

四
〇
二
四 一六 1

三
三
一
五

三
二 一五 一七 1

四
四

一
七

四
四

一
九
二
五 二

三
八
一
五

(三
)

(二
)

(一
) 11 一 1

二
三
二

一
一二
一二〇 一〇
二三
七

一〇
七

一
四

七 七

一
四

六

4

秩
父
別
小
学
校
開
校
百
年

沿
革
の
概
要
秩
父
別
小
学
校
が
歩
ん
だ
百
年
の
足
跡
は、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
二
八
年
秩
父
別
に
屯
田
兵
が
入
植、
う
っ
そ
う
た
る
原
始
林
に
開
拓
の
鍬
が
お
ろ
さ
れ
る
。

十
一
月
に
第
一
深
川
尋
常
小
学
校
が
開
設
さ
れ
る
(二
条
四丁
目)。

明
治
二
九
年
第
二
深
川
尋
常
小
学
校
開
校
(三
条
一
丁
目
)。

第
一・
第
二
尋
常
小
学
校
合
併、
秩
父
別
尋
常
高
等
小
学
校
と
し
て
開
校
(二
条二
丁
目
)。
<
旧
中
央
小
学
校
>

明
治三
四
年
深
川
村
よ
り
分
村
し
て
秩
父
別
村
と
な
る
。

私
立
教
育
所
開
設
(
滝
の
上
一
一番
)。
翌
三
九
年
秩
父
別
第
一
簡
易
教
育
場
と
改
称
。
<
旧
東
小
学
校
>

明
治
四
〇
年
筑
紫
尋
常
小
学
校
開
校
(五
条二
丁
目
)。
<
旧
北
小
学
校
>

第
二
章
学
校
教
育

二〇
九

明
治
三
八
年

(注
)
教
員
数
に
は、
学
校
長
・
事
務
職
員
を
含
む
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明
治
四二
年

明
治
四
四
年

大
正
元
年

昭
和
一
六
年
国
民
学
校
令
に
よ
り
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
国
民
学
校
と
改
称
。

学
制
改
革
に
よ
り
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
と
改
称

開
校
五
十
周
年
記
念
式
典
(秩
父
別
中
央
小
学
校)。

町
制
施
行
に
よ
り
、
各
校
町
立
中
央
・
東
・
西
・
北
・
小
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
改
称
。

学
校
統
合
新
設
。
秩
父
別
町
立
秩
父
別
小
学
校
と
な
る
(旧
中
央
小
と
旧
西
小
が
統
合)。

昭
和
四〇
年
旧
東
小
と
旧
北
小
が
新
設
の
秩
父
別
町
立
秩
父
別
小
学
校
に
統
合
。

昭
和
四
一
年
町
内
四
校
の
実
質
統
合
に
よ
る
新
校
舎
で
の
授
業
開
始
。
学
校
給
食
開
始
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
全
教
室
に
配
置
完
了
。

昭
和
四
六
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
七
年

フ
ィ
ー
ルド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
六
基
完
成。

米
飯
給
食
開
始
(週
一
回
)。

姉
妹
町
香
川
県
綾
南
町
親
善
訪
問
団
派
遣
(昭
五
四
年
姉
妹
町
締
結
)
交
流
開
始。

昭
和
五
九
年
開
校
九
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
(九
月
一
五
日)。

二
一〇

秩
父
别
尋
常
小
学
校
全
焼
。

秩
父
別
尋
常
高
等
小
学
校
特
別
教
場
開
校
(二
条
八
丁
目
)。
<
旧
西
小
学
校>

大
正
二
年
秩
父
别
第二
教
育
所

と
改
称
。

秩
父
尋
常
小
学
校
全
焼
後
の
改
築
三
期
工
事
竣
功
。
翌
二
年
屋
内
体
育
館
完
成
。

大
正
六
年
旧
東
・
北
・
西
の
各
校
が
そ
れ
ぞ
れ
改
称
独
立
、
秩
父
別
東
尋
常
小
学
校
・
秩
父
別
北
尋
常
小
学
校・
秩
父
別
西
尋

常
小
学
校
と
な
る
。

昭
和
二
二年

昭
和
二
六
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
九
年



平
成
四
年
平
成二
年
から
語
学
指
導
助
手、
ダ
イ
アン
・
ロー
マ
ス
を
受
け
入
れ
国
際
化
教
育
を
開
始、
四
年
に
任
期
満
了
で

退
任
、
記
念
に
ダ
イ
ア
ン
ロ
ー
マ
ス
先
生
記
念
バ
ラ
園
造
成。

平
成
六
年
開
校
百
年
記
念
式
典
挙
行
(十
月
二
二
日
)。

百
年
記
念
協
賛
会
輝
かし
い
歴
史
と
伝
統
を
築

いて
く
れ
た、
地
域
や
先
輩

に
対
し
感
謝
し
、
ま
た、
第
二
世
紀
に
一層
の
発
展

を
期
す
、
大
き
な
節
目
を
大
切
に
す
る
た
め、
記
念

事
業
の
企
画
・
推
進
を
目
的
と
し
て
協
賛
会
が
平
成

五
年
十
二
月
設
立
さ
れ
た。
一七
名
の
役
員
と
、
一

○
○
余
名
の
ス
タ
ッフ
の
協
力
を
得
な
が
ら、
事
業

を
展
開
し
た。
意
識
啓
発
の
た
め
児
童
か
ら
募
集
し

た
ス
ロー
ガ
ン
は
「
百
年
の
歴
史
を
大
切
に、
は、ば

た
け
秩
父
の子
、
夢
と
希
望
に
向
け
て」
(五
年
植

田
辰
徳
・
作
)「
天
を
仰
ぐ
稲
穂
の
よ
う
に
、
大
き

く
育
て
未
来
の
子
」
(塩
地
裕
美
・
作
)
の
二
作
を

選
び
、
お
よ
そ
一
年
有
半
に
わ
た
り
各
種
事
業
・
行

事
に
揚
げ
祝
意
の
高
揚
に
つ
と
め
た
。

第
二
章
学
校
教
育

秩父別小学校開校100年記念協賛会役員(平成6年7月・小学校)

(後
列
)

(中
列
)

北
守
智

岡
田
隆
俊

(前
列)

小
室
彰
三

得
能
修

遠
藤
正
幸

沼
田
進

南
洋
子

吉
澤
邦
世

藤
岡
浩
文

渡
辺
妙
子

廣
田
一
征

寺
迫
公
裕

得
能
敏
幸

尾
藤
功

植
田
孝
典

谷
田
剛

北
垣
芳
子

楠
本
典
子

岡
田
存
広

土
井
享

鈴
木
芳
恵

魚
津
澄
子

宮
本
寿
光

川
合
保
敏

造
田
聡

二
一
一
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記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
平
成
六
年
十
月
二
十
二
日
、
晴
れ
わ
た
っ
た
秋
空
の
も
と
、
お
よ

そ
四
〇
〇
名
に
の
ぼ
る
関
係
者
の
参
加
に
よ
り
、
記
念
式
典
は
午

前
一
〇
時
か
ら、
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ、
引
き
続
い
て午
後
零
時
半
か
ら、
ふ
れ
あ
いプ
ラ

ザ
に
お
いて
祝
賀
会
が
開
か
れ
た。
な
お
、
記
念
品
と
し
て
一
般
に
は記
念
て
ぬ
ぐ
い、
児
童
に

は
バ
ッ
ク
タ
ッ
クと
鉛
筆
が
贈
ら
れ
た
。

祝開 校100年 記 念 式 典

100年記念式典 尾藤功校長の式辞 (平成6年10月
22日)

100年の歴史を大切にははたけ秩父

子どもたちのよろこびの言葉(同上)

記念バック・タック

はばたけ秩父

史を大切に

夢と 希望 に 向 け
て

秩

6年10月22日交開校100年記念
思い出の集団画 (小学校体育館後方に掲示)

二
一
二
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二
一
三

稅開校100年記 念

開校百年記念式典(表彰)
(平成6年10月22日・小学校
体育館)

胡找百年老公

百年の歴史を刻んだ記念モニュメント
(平成6年9月・小学校前庭)

記
念
事
業
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
ほ
か、
開
校
百
年
を
記

念
し
て
数
の々
事
業
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
主

な
も
の
を
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
六
年
六
月
開
校
百
年
記
念
大
運
動
会

11
八
月

ア
ス
レ
チ
ッ
ク二
基
寄
贈

九
月
開
校
百
年
記
念
全
校
集
会
・
授
業

開
校
百
年
記
念
碑
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建

十
月

設開
校
百
年
記
念
作
品
展

!少
十
一
月
開
校
百
年
記
念
学
芸
会

七
年
二
月
開
校
百
年
記
念
文
集
発
行

以
上
の
ほ
か、
開
校
百
年
記
念
誌
「蒼
穂」
と
同
窓
会
名
簿
が

発
行
さ
れ
て
い
る。

!

"

"
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第
二
節

中
学
校

1
秩
父
別
中
学
校

改装なった中学校体育館(平成5年9月・2条2丁目)

現
況
新
入
児
童
の
減
少
に
伴
い
中
学
校
の
生
徒
数
も
、
年
わ々
ず
か
ず
つ
減

少
し
て
い
る
が、
進
路
希
望
状
況
は
平
成
四
年
度
が
全
員
高
校
進
学

で
、
秩
父
別
高
等
学
校
へ二
〇
名
、
深
川
西
高
等
学
校
へ
一
四
名
等
の
実
績
を
み
て
い

る
。
一方
、
核
家
族
化、
都
市
化
な
ど
に
伴
う
家
庭
や、
地
域
社
会
の
教
育
機
能
の
低下

と
、
連
帯
感
の
希
薄
化
、
学
歴
に
対
す
る
過
度
の
期
待
な
ど
か
ら
、
学
校
教
育
に
適
応
で

き
な
い
生
徒
の
実
態
等が
指
摘
さ
れ、
全
国
的
に
い
じ
め
・
非
行
・
暴
力
の
多
発
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本
校
と
し
て
も
、
こ
の
面
に
対
す
る
注
意
と
指
導
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に、
基
礎
・
基
本
を
重
視
し
た
教
育
、
創
造
性
を
培
う
教
育
に
心
が

け、
教
育
環
境
を
整
備
し
、
教
職
員
の
資
質
向
上
の
研
修
を
進
め
て
、
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
を
目
指し
て
努
力
し
て
い
る。
ま
た、
社
会
情
勢
が
い
ろ
い
ろ
の
面
で、
国
際
化
の

波
を
広
げ
て
い
る
折
か
ら、
町
教
育
委
員
会
で
は、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
語
学
指
導
助
手
(A

E
T
)
と
し
て
ダ
イ
ア
ン
・
ロー
マ
ス
(平
元
・
七～
四
・
七)、

グ
デ
ィン
グ
・
サ
マ

ン
サ
(平
四
・
八
～
六
・
七)、

ロ
バ
ー
ト・
ト
ー
マ
ス
(平
六
・
八
～
現
)
の
青
年
を



迎
え
て
、
地
域
で
の
国
際
交
流
事
業
を
促
進
す
る
と
と
も
に、
現
在
英
語
を
学
習
し
て
い
る
、
中
学
生
に
英
会
話
を
肌
で
感
じ
て
も
ら

い、
外
国
人
と
身
近
に
接
す
る
こ
と
によ
り、
国
際
的
感
覚
の涵
養
に
つと
め
て
き
て
い
る。
更
に、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
、
五
年

度
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
た
の
で
、
習
熟
度
別
学
習
の
促
進
、
選
択
教
科
の
多
様
化
対
策、
個
性
や
特
性
を
生
かし
た、
学
習
の
励
行
等
十

分
配
慮
し
て、
適
正
な
移
行
措
置
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ン
ト
エド
マ
ンズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ルと
の
、
交
流

提
携
も
実
施
し
て
い
る
。

歴
代
中
学
校
長
昭
和
六
十
年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一四
ノ

一三
〃

一二
〃

一
一代

代

佐 寺 坂 橋 氏

藤 坂 田 本

雅 信 堯

之 正 次 雄

名

平
五
・
四
・
一ー

現
平
二
・
四
・
一‒‒平

五
・
三
・
三
一

昭
六
三
・
四
・
一ー
平
二
・三
・三
一

在
任

期

在

間

歴
代
中
学
校
長

昭
六
〇
・
四
・
一‒‒昭

六
三
・
三
・
三
一

二
一
五

第
二
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学
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平元 63 62 昭61 年

生 徒 数 生 徒 数

学
級
数

計 女 男 計 女 男
学
級
数

学
年

四
七

二
七
二〇 二 四
一

一
九
二二 二

五
一

二
七

二
四 二

六
一

三
一

三
〇 二

四
一

一
九
二二 二
五二 二
七
二
五 二

六二

三
一

三
一 一

五
六

二
六

三〇 二

五
二 二
七
二
五 二
六
一
三
一
三
〇 二

五
五

二
五

三〇 二

六
二
三
四

二
八 二

特
殊
学
級

一四
一

七
三
六
八 七

一五
五

七
七
七
八 七

一六
八

八三
八
五 六

一
七
九

九
一

八
八 六

一
四 一ミ ー

一
四 三 一一 三=

一三 二 一一 一三 ==/ 毎
年
五
月
一
日
調考

学
年
別
学
級
数
・
生
徒
数
・
教
員
数
調
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学
年
別
学
級
数
・
生
徒
数
お
よ
び
教
員
数
昭
和
六
十
一
年
以
降
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

計 女 男

学
級
数

計|女 男

一
年

二
年

三
年

1 〇 一 1 1 1 1

計
教

員
数
備

二
一
六

生 徒 数 生 徒 数

学
級
数



第
二
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学
校
教
育

(注
)
教
員
数
に
は、
学
校
長、
事
務
職
員
を
含
む
。

三
八
一
五
二三 四
〇 一九
二
一 二

四
一

二
一

二〇 二
四
七
二〇 二七

四
九
二三
二
六 二

四
〇 二
〇
二
〇

四
〇
二
一
一
九 11
四
五
二〇
二
五 二
四
七
二
一
二六

四
七
二
七
二〇 二

四
〇 二一 一九

四
五
二〇 二
五

二

四
九
二
二
二
七 二

四
七
二
六
二
一

四
一
一九
二二

二

1 1 1

一
一八
五
六
六二 三
一二
五
六〇
六
五 六

一
三
五

六
三
七
二

一
四
一

六
七
七
四

一三
八

六
九
六
九

七

1

三 八 二 三 九

一三 三 一〇 一三

三
一
○

一
四 三
一
一

二
一七

6 5 4 3 2
生 徒 数 生 徒 数 生 徒 数
計 女 男 計 女 男 計 女 男

学
級
数

計 女 男 計 女 男

学
級
数

学
級
数

生 徒 数 生 徒 数

学
級
数

学
級
数

二

1

1 二

二1

六 六
1
1



二一
八

第
六
編
教
育
・
文
化

コンピュータールーム (平成5年1月・中学校)

施
設
設
備
の
充
実
本
校
の
校
舎
は、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
全
面
改

築
さ
れ
て
以
来
一
五
年
を
経
過
し
た
た
め
、
外
壁
や
給
水
設
備
等

に
傷
み
が
進
み
、
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
た
。
特
に
暖
房
設
備
は、
電
気
暖
房
を
使
用
し

て
い
た
が、
器
具
の
故
障
や
漏
電
が
起
こ
っ
て
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え

て、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
習
導
入
の
た
め、
教
室
の
改
造

も
必
要
と
な
っ
た
の
で
、
平
成
四
年
度
に
校
舎
関
係、
五
年
度
に
体
育
館
関
係
の
改
修
を

行
い
、
快
適
な
教
育
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

校
舎
は
、
外
壁
・
内
装
・
便
所
・
暖
房
機
器
・
給
排
水
設
備
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

改
造
等
の
工
事
を
実
施
し
て
、
建
物
の
耐
久
性
を
増
強
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
費
は
総
額

八、
五〇
〇
万
円
余、
内
起
債
対
象
事
業
費
は
七、
七
八〇
万
円
余
で
あ
った
。
体
育
館

は、
外
装
・
屋
根
改
修・
暖
房
設
備
の
工
事
で
あ
っ
て、
総
事
業
費
は
四、
二
〇
〇
余
万

円
に
な
っ
た
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
平
成
五
年
度
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課
程
が
本
格
実
施と
な
り、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
豊

ン
ピ
ュー
タ
ー

か
な
心
を
持
ち
、
たく
ま
し
く
生
き
る
人
間
の
育
成
を
目
指
し
た、
中
学
校
教
育
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
の
教
育
方
法
と
し
て
、
コン
ピ
ュ
ー
ター
の
設
置
が
義
務づ
け
ら
れ
た
の
で、
ま
ず
四
年
度
に
は
情
報
化
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
教
育
の
、
積
極
的
な
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
、
基
礎
操
作
・
基
本
的
技
能
の
早
期
修
得
の
た
め
の
、
コ
ンピ
ュ
ー
ター
学
習
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
決
定
し
た
。
教
室
を
改
修
整
備
し、
五
年
一
月
に
は
教
師
用・
生
徒
用
の
機
械
と
し
て
、
パ
ーソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー



協力教授による英語授業(平成元年9月・中学校)

(
N
E
C
9
8
0
-
F
S
)
二二
台
を
二
、
四〇
〇
万
円
で
購
入
し
、
設
置
し
た
。

語
学
指
導
助
手

<
ダ
イ
ア
ン
・
ロー
マ
ス
の
足
跡
>

15

ロ
ー
マ
ス
は
、
一九
六
五
年
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
出
身
女
性
で
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ア

ス
ト
ン
大
学
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
校
で
、
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
を
専
攻
し
た
人
で
あ
る
。
本

校
へ
の
着
任
は、
平
成
元
年
の
八
月
(二
学
期)
から
で
あ
っ
て、
初
め
て
外
国
人
教
師

を
迎
え
る
本
校
の
生
徒
・
教
職
員
は、
少
な
か
ら
ず
戸
惑
い
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
不
安
は、
彼
女
の
素
晴
ら
し
い人
柄
で
一
掃
さ
れ
た
。
本
校
で
の
授
業
は、
高

久
孝
一
と
の
週三
日
間
の
協
力
授
業
で、
生
徒
の
交
流
は
当
初
抱
い
て
い
た、
外
国
人
に

対
す
る
消
極
的
な
行
動
が
心
配
さ
れ
た
が、
教
室
で
も
廊
下
で
も
話
し
か
け
る
と
い
う、

理
想
に
近
い
形
で
交
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
よ
る
英
語
へ
の
関
心
も
高
ま

り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
、
空
知
英
語
暗
唱
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得
や、
在
任
中
の
三
か
年
で
、
高
校
「英
語
科
」
進
学三
人
と
い
う

結
果
が
で
た
。
ま
た
在
任
中
に
は、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
彼
女
の
母
親
や
姉
妹
の
来
校
も
あ
り
、
そ
の
都
度
授
業
へ
の
参
加、
歓
迎
集
会
等
を

開
い
て
交
流
を
深
め
た
。
一九
九
一
年
ロン
ド
ン
で
開
か
れ
た
ジ
ャパ
ンフ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
折
に
は
、
彼
女
の
世
話
で
イ
ギ
リ
ス
・

ソー
ル
ズ
ベ
リー
市
に
あ
る
、
セ
ン
ト・
エ
ド
マン
ズ
校
と
姉
妹
提
携
を
し
、
一九
九
二
年
本
校
職
員
・
地
域
住
民
数
名
が
、
セ
ン
ト
・

エド
マ
ンズ
校
を
訪
問
し
交
流
し
た。
現
在
英
語
ク
ラブ
の
生
徒
が
中
心
に
な
り
、
ビ
デ
オ
等
の
交
換
を
通
じ
交
流
を
続
け
て
い
る
。

<
グ
デ
ィン
グ
・
サ
マ
ン
サ
を
迎
え
て
>

第
二
章
学
校
教
育

二
一九



二
二
〇
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サ
マ
ン
サ
は
、
ロー
マ
ス
と
同
じ
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
女
性
教
師
で
あ
る
。
ョ
ー
ク
大
学
で
政
治
学
、
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
で
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
学
を
専
攻
し
、
四
年
七
月
に
来
町
し
た。
ロー
マ
ス
の
後
を
う
け
て
、
八
月
(二
学
期
)
に
本
校
に
着
任
し
、
ロー
マ
ス
と
同
じ
よ

う
に、
週
三
日
間
の
授
業
を
行
っ
て
いる
。
彼
女
も
ま
た
意
欲
的
で、
学
習
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
異
文
化
の
享
受
と
い
う
点
か
ら

も
、
本
校
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
た
が
、
平
成
六
年
七
月
に
任
期
終
了
で
帰
国
し
た。

<
ロバ
ー
ト
・
ト
ー
マ
ス
を
迎
え
て
>

ト
ー
マ
ス
も
同
じ
イ
ギ
リ
ス
出
身
の、
男
性
教
師
で
あ
る
。
六
年
の
七
月
に
来
町
し
、
サ
マ
ン
サ
の
後
を
受
け
て
、
同
じ
よ
う
に
授
業

を
行
っ
て
い
る
。
プ
リ
ス
ト
ル
大
学
で
仏
語
・
ロシ
ア
語
・
チ
ェ
コ語
を
専
攻
し
、
旅
行
・
水
泳
・
読
書
が
趣
味
で
、
視野
も
広
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
国
情
に
詳
し
く
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わし
い、
青
年
教
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

第
三節

学
校
給
食
・
特
殊
教
育
等

1
学
校
給
食

給
食
の
改
善
学
校
給
食
は、
こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
に
対
し
て
一
方
的・
画
一
的
に
配
膳
し
た
も
の
を、
提
供
す
る
方
式
で
実
施
さ
れ

て
き
た
が、
給
食
セン
ター
で
はこ
れ
を
改
善
し
て、
昭
和
六
十三
年
度
か
ら、
適
時バ
イ
キ
ン
グ
方
式
を
取
り
入
れ

る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
が
大
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
だ
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
デ
ザ
ー
ト
等
を
、
各
自
が
自
分
で
選
び
、
自
分

の
体
調
に
合
っ
た
適
量
を、
取
り
わ
け
て
食
べ
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を、
身
に
つ
け
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
学
校
で
は
学
期
中
に
平
均二
回
実
施
し
て
お
り、
こ
れ
に
よ
っ
て
食
事
に
対
す
る
、
マ
ナー
を
わ
き
ま
え
、
わ
が
ま
ま
や
自
分
勝
手



を
抑
え
る
と
と
も
に
、
偏
食・
小
食
・
大
食
・
早
食
い・
遅
食
い
等
を
矯
正
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
児
童
の
評
判
も
良
好
で

あ
る
。

こ
れ
と
は
別
に、
平
成
四
年
五
月
か
ら
、
セ
レ
ク
ト
給
食
と
い
う
方
式
も
実
施
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
はバ
イ
キ
ン
グ
給
食
で
は
なく
、

毎
日
の
給
食
時
に
主
菜
・
副
菜
・
デ
ザ
ー
ト
等
を
、
決
め
ら
れ
た
食
品
の
中
か
ら
選
択
し
、
食
生
活
の
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
ス
ム
ー
ズ
な
給
食
を
進
め、
一人
ひ
と
り
が
自
主
的
に、
よ
い
食
事
を
考
え
る
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

て、
随
時行
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
ロー
マ
ス
の
発
案
に
よ
り、
給
食
週
間
を
通
じ
て
、
主
菜
に
イ
ギ
リ
ス料
理

が
取
り
入
れ
ら
れ、
異
国
の
味
に
児
童
も
大
喜
び
で
あ
り、
こ
の
よ
う
な
趣
向
の
変
わ
っ

た
食
事
も
、
折
り
に
ふ
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た、
土
曜
給
食
は、
遠
距
離
通
学
児
に配
慮
し
て、
牛
乳
のみ
の
給
食
を
し
て
き
て

い
た
が、
学
校
日
課
の
変
化、
ス
ク
ー
ルバ
ス
の
運
行
に
伴
い、
必
要
性
が
な
く
な
っ
た

の
で
、
平
成
七
年
度
から
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

給
食
セン
タ
ー
事
業
実
績
昭
和
六
十
一年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
以
降、
調
理
用
機
器
の
取
り
替
え
、
小
・
中

学
生
用
食
器
の
購
入
等、
備
品
の
改
善
状
況
は、
次
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

二
二
一

第
二
章
学
校
教
育

バイキング給食 (平成3年5月・秩父別小学校)

設
備
・
賄
用
品
の
改
善
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給食センター事業実績
1日当た り給食数 1食当た り単価

年度
児 童 生 徒 職 員 児童 生 徒 職 員

総 事 業 費 従 事
(決算額) 職 員

備 考( )内
臨 時職員

給 食 セ ン タ ー
工事関係

小26食 小 208円
昭 61 281食 179食 中14 208円 249円中 249 21,693,099円 5人 (2)

11月18日事 務
室 外付設 特別
室の 塗装工事
118,000円

62

263 168 中13 208 249 中 249 20,903,835 5 (2)

63

262 156 中 15 208 249 中 249 19,819,263 5 (2)

平元 255 141 中 15 213 255 中 255 19,306,349 5 (2)

2 239 138 中 14 213 255 中 255 18,287,265 5 (2)

3 232 141 中14 213 255 中 255 18,444,849 5 (2)

4 235 135 中13 213 255 中 255 18,294,448 4 (2)
3月セン タ ー

5 237 125 中13 213 255 中 255 17,488,747 4 (2) 内 部調 理場の

6 232 118 中12 217 260 中 260 17,258,272 3 (2)

(注) センター長(副)は兼務で数に含めていない。従事職員は栄養士・事務員・調
理員である。

給食賄用備品一覧

名 称 数 量 購入年月日購入時の価格

備 考

カレー皿購入 210個 昭61.6.19 109,620円 単価 522円
どんぶ り!! 535 " 207,720 小 325枚× 360円

菜 皿 " 470 平元.5.9 175,310 小 170枚× 373円

温水器取替 2.9.10 967,000
小 皿 購 入 460 3.8.5 161,000 小中兼用
蒸気回転釜取替 4.8.25 659,200
LPガス遮断弁取替

"1

208,060
ボイラー用軟水器取替
蒸気回転釜取替 5.5.31 721,000
お椀とりかえ 420 7.27 110,313 小270個 中150個
菜 皿 購 入 450 6.6.23 231,544
蒸気回転釜取替 # 8.2 669,500

小 25 小 208

小 208小25

小 23 小 213

小 213

小 213

小 213

小 213小 24

小22 小 217 天井一 部塗装
100,000円

小 23

小24

小24

中 210枚× 432円

中 300枚× 373円

# 11.21 234,840 111111
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<設
置
ま
での
経
緯
>

言
語
障
害
(言
語
治
療
教
室
)

特
殊
学
級

磁器製に改善された食器類(平成3年5月給食センター)

平 昭
六六六 五 四 三 二 元 三二

年
度

(1) 2

特
殊

寺 造 造 川 川 川 吉 吉

迫 田 田 合 合 合 澤 澤

公 保 保 保 邦 邦

裕 聡 聡 敏 敏 敏 世 世

永 北 北 岡 岡 渡 渡 中

守 垣 垣 田 田 部 部 西

広 一 一 隆 隆 俊 俊 輝

吉 弘 弘 俊 俊 英 英 行

尾 藤 藤 末 末 福 福 伊

藤 井 井 原 原 井 井 藤

利 利 郁 郁 澄

功 一一 宏 宏 郎 郎 夫

魚 魚 河 河 渡 渡 土 土

津 津 原 原 辺 辺 橋 橋

澄 澄 亮 亮 久 久

子 子 二 二 智 智 利 利

委
員

長
副
委
員
長
|
セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
副
長

歴
代
学
校
給
食
セン
タ
ー
運
営
委
員
会
正
副
委
員
長
お
よ
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
正
副
長

昭
和
六
十
二
年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
正
・
副
運
営
委
員

長
セ
ン
タ
ー
正
副
長

小
学

校 育

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

二
二
三



二
二
四

'n trs

H

遊びの中から正しい発音を学習する (平成7年5月・小
学校)

ことばの教室内部 (平成7年5月・小学校)

第
六
編
教
育
・
文
化

言
語
の
障
害
お
よ
び
難
聴
等
の
た
め、
本
来
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
に
支
障
を
き
た
す
心

配
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
、
そ
の
障
害
を
除
去
ま
た
は
軽
減
す
る
た
め
の
、
特
別
な
個
人
的
配
慮
と
治
療
的
教
育
を
行
い、
心
身
の
健
全

な
発
達
と
、
社
会
適
応
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
六
十
年
九
月
、
深
川
市
こ
と
ば
の
教
室
の
教
育
相
談
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
本
校
に
も
開
設
の
希
望
が
強
く
な
り
、
同
教
室
の
協
力
を
得
て
児
童
の
調
査
を
行
った
。
六
十
一
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
深

川
市
の
教
室
に
お
い
て
、
担
当
内
定
者
の
短
期
研
修
を
八
回
受
け、
同
年
四
月
一
日
に
認
可
を
得
て
、
五
月
一
日
に
一
学
級
を
開
設
し
、

三
名
の
入
級
者
で
発
足
し
た
。

総
括
的
な
管
理
は
校
長
が
当
た
り、
本
校

教
諭
が
担
当
者
と
し
て
発
令
さ
れ、
別
に
担

当
教
諭
を
、
教
育
大
札
幌
分
校
に
長
期
研
修

生
と
し
て
派
遣
し
た
。
教
室
の
改
築
と
営

繕
、
設
備
備
品
の
整
備
を
行
い、
毎
週
二
回

放
課
後
に
一
時
間
ず
つ、
入
級
児
童
と
の
交

流
学
習
を
実
施
し
た。
同
年
十
一
月
に
は

「幼
児
こ
と
ば
の
教
室
」
が
本
校
こ
と
ば
の

教
室
に
併
設
さ
れ、
入
級
者
が
四
名
と
な
っ

た
。
六
十
二
年
四
月
一
日
に、
研
修
の
終

わ
っ
た
教
諭
が
担
当
に
発
令
さ
れ、
運
営・

研
さ
ん
・
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。



<
経
営
計
画
>

1
入
退
級
こ
の
学
級
に
入
級
を
希
望
す
る
児
童
に
つ
い
て
は、
ま
ず
校
内
障
害
児
指
導
委
員
会
で
検
討
し
、
北
空
知
地
区
就
学
指
導
委

員
会
(
秩
父
別
町
・
雨
竜
町
・
北
竜
町
・
沼
田
町
・
幌
加
内
町
・
妹
背
牛
町、
事
務
局
沼
田
町
教
育
委
員
会
)
に
判
定
を
依
頼
し
、
そ

の
結
果
に
基づ
い
て、
秩
父
別
町
教
育
委
員
会
が
決
定
す
る
。
退
級
に
つ
い
て
は
、
教
室
指
導
者
か
ら
、
校
内
障
害
児
指
導
委
員
会
に

申
告
し
て
、
そ
の
判
定
に
基づ
い
て、
学
校
長
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

2
目

標
こ
と
ば
の不
自
由
な
子
ど
も
に
対
し
て、
適
切
な
教
育
的
手
だ
て
(特
別
な
個
人
的
配
慮
と
治
療
的
教
育
)
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
健
全
な
学
校
生
活
が
営
め
る
よ
う
に、
そ
の
能
力
を
培
っ
て
い
く
。

3
方
針

1
適
切
な
診
断
に
基
づ
き
、
個
人
の
能
力
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
。

2
こ
と
ば
に
関
す
る
教
育
相
談
を
行
い、
適
切
な
処
理
を
す
る
。

3
言
語
障
害
児
教
育
に
関
す
る
研
修
を
行
う
(専
門
家
の
助
言
・
協
力
を
求
め、
連
絡
を
密
に
す
る
)。

4
児
童
の
担
任
教
師
、
両
親
と
の
連
絡、
交
流
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に、
言
語
障
害
児
教
育
の
啓
蒙
に
努
め
る
。

5
個
の々
障
害
に
対
応
し
た
諸
検
査
を
行
い、
実
態
把
握
に
努
め
る
。

6
自
作
教
材
の
作
成
に
努
め
る
。

7
母
親
教
室
の
開
催、
教
室
だ
よ
り
「
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ」
を
発
行
す
る
。

精
神
薄
弱

昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
学
級
を
開
設
し
て
き
たが
、
該
当
児
童
が
い
な
く
な
っ
た
た
め、
六
十三
年
四
月
一
日
から
平
成二
年
三
月三

第
二
章
学
校
教
育

二二
五



第
六
編
教
育・
文
化

十
一
日
ま
で
の
二
年
間
は
閉
級と
な
った
が、
二
年
四
月
一
日
から
再
度
開
級
さ
れ
て
現
在
に
至
って
い
る
。

施
設
設
備の
整
備

社
会
で
自
立
で
き
る
児
童
の
教
育
を
、
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
の
も
つ
、
心
身
の
故
障
を
克
服

で
き
る
教
育
施
設
・
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
殊
学
級
に入
級
し
て
く
る
、
児
童
の
状
況
に
合
わ
せ
た
設
備
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
。

(2)
中

学
校

特
殊
学
級

精
神
薄
弱

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た
学
級
は、
六
十
一、
六
十二
年
度
は
在
籍
者が
な
く、
平
成三
年
以
降
も
該
当
生
徒
が
なく
、
閉

級
さ
れ
る
こと
に
な
っ
た
。
学
級
の
充
実
に
つ
い
て
は、
自
立
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
に
適
応
で
き
る
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会

で
働
く
た
め
の
知
識
・
技
能・
態
度
を
養
う
こ
と
に
目
標
を
お
い
て
お
り、
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
1
教
育
課
程
の
改
善
に
努
め、

2
普
通
学
級
と
の
交
流
を
深
め、
集
団
活
動
の
場
を
設
定
し
、
3
北
空
知
精
薄
連
と
の
交
流
促
進
に
努
力
し
て
き
た
。

二
二
六



3
校
医
ほ
か

歴
代
校
医
歴
代
の
校
医
等
は、
次
表
のと
お
り
で
あ
る
。

布作佐早
々

川 田木川

昭 Ⅰ

雄忠人滋

氏
六 五四

二三
一八
一

一
八
五

一
九
六

二
〇
二

二
一五

二
一
二
戸

会
員
数

三
、
一二
〇

一
、
九
二
〇

一
、
九
二
〇

一、
九
二
〇

一、
九
二
〇

一、
九
二
〇

一
、
九
二
〇

一
、
九
二
〇

一、
九
二
〇
円

一戸
当
り
会
費

六
二
〇
、
一九
一

六
四
一、
四
八
六

六
一
八、
九
九三

六
四
四、
四三
六

六
四
七
、
九
四
三

六
七
八
、
五
四
九

六
七三
、
○
一
六

六
三
五
、
九
〇
七

六
五
三
、
二
七
五
円

総
予

算
額

寺造造川 川川吉吉萩
迫 田田合合 澤澤野

保 保保邦邦正
裕 聡聡敏敏敏世世晴

歴
代
会
長

平
元
六三 六二 項
目

秩
父
別
小
学
校P
T
A

平
六・
四
・
一～

昭
六〇
・
四
・三
～
現

昭
六
一
・
五
・
一～

現
昭
三
四・
五
・
一～
平
六
・
三・
三
一

在

任

期

在在在三 間

11 11 11

秩
父
別
町
公
立
学
校
校
医

備

校
医

薬
剤
師

歯
科
医

考

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
会
の
運
営
状
況
・
歴
代
会
長
等
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
度
昭
六
一

一一
七六ノ
三九〇

名

歴
代
校
医
等

第
二
章
学
校
教
育

二二
七



二二
八
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秩
父
別
中
学
校
P
T
A
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
会
の
運
営
状
況・
歴
代
会
長
等
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
度
項
目

一
一九

一二
九

一二
六

一
三
二

一
二
三

一
六
七

一
七
一

一
五
二

一
五
七
戸

会
員
数

三
、
六
〇
〇

三
、
六〇
〇

三
、
六〇

三
、
六〇
〇

三
、
六
〇

三
、
六〇

三
、
六
〇

三
、
六〇

三
、
六〇
〇
円

一戸
当
り
会
費

五
一
五、

五
二
七
、
〇

五
七
九、

五
八
九
、
(

五
八
一、

六
七
五
、
C

七
一
八、
C

六
一
六
、
C

予予
算

額

永
守
北
垣

北
垣

岡
田
岡
田

渡
部

渡
部

中
西
輝
行
輝
行

歴
代
会
長

広
吉

造
田

岡
田

隆
俊

隆
俊

川
合

保
敏

吉
澤
邦
世

中
西
輝
行

中
西
輝
行

歴
代
会
長

六三 六二 項
目

" " " "

11 11 11 "
会

小
中
高
P
T
A
の
三
団
体
負
担
金

費

一六
八、
九
一
七

一七
九、

一四
七

一
四
二
、
六三
九

一〇
七、
七
七
九

一
一三
、
八
八
五

一
一四
、
四
九
八

一
一九、

七〇
〇

一
二
四、
七
〇
〇

二
一
九
、
三〇
〇
円

予
算

年
度

六 五四三二二 六 五 四 三 二

平
元
六三 六二

昭
六
一

広
吉
一
弘
一
弘

隆
俊

隆
俊
俊
英
俊
英

六
三
五
、
〇
〇
〇
円
中
西

永
守
造
田

岡
田

秩
父
別
町
連
合
P
T
A
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
会
の
運
営
状
況
・歴
代
会
長
等
は
、
次
表
の
と
お
りで
あ
る
。

平
元

昭
六
一



第
四
節
高
等
学
校

1
秩
父
別
高
等
学
校
(道)

第
二
章
学
校
教
育

秩父別高等学校 (平成7年6月・2条2丁目)

現

況本
校
は
昭
和
六
十
三
年
に
開
校三
十
周
年
を
迎
え
、
同
年
十
一
月
二
十

こ
んべ
き

日
に
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
記
念
誌
「
墾
闢」
を
発
行
す
る
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
でこ
れ
を
祝
った
。

と
こ
ろ
で
道
教
育
庁
は、
平
成
元
年三
月
に
ま
と
め
た
「高
校
配
置
の
現
状
と
展
望
」

に
よ
り、
二
年
度
から
九
年
度
ま
で
の
高
校
進
学
志
望
者
数
や、
学
級
数
等
の
中
長
期
展

望
を
ま
と
め
た。
そ
し
て
こ
れ
に
基
づ
い
て
学
校
規
模
の
基
準
を
策
定
し
、
最
小
規
模
を

一
学
年二
学
級
に
置
い
た
た
め、
既
に
道
移
管
前
か
ら
二
学
級
で
運
営
し
て
き
た
本
校

は
、
道
教
育
庁
が
提
示
し
た
「平
成
三
年
度
公
立
高
等
学
校
適
性
配
置
計
画
第
一
次
計
画

案
」
の
適
用
に
よ
り、
三
年
度
か
ら
一
間
口
と
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
昭
和

六
十
二
年
度
当
時二
三
二
名
で
あ
っ
た
全
校
生
徒
数
が、
平
成
二
年
度
に
は
二
百
名
台
を

割
っ
て
一
九
二
名
と
な
り
、
志
願
者
数
が
年
減々
少
を
み
て
い
る
状
態
も
要
因
と
な
っ

て、
町
の
対
策
協
議
会
等
関
係
者
の、
精
力
的
な
陳
情
に
か
か
わ
ら
ず
減
級
と
な
り、
現

在
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二二
九



二三
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1234

パソコン学習 (平成2年9月高等学校)

し
か
し
本
校
は、
ミ
ニ
校
で
あ
る
だ
け
に、
生
徒
の
進
路
を
重
視
し、
生
徒
を

主
役
に
一人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て、
た
く
ま
し

い、
創
造
性
豊
か
な、
夢
多
い
生
徒
の
育
成
に
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。
自
ら

学
ぶ
強
い
意
志
を
養
い、
ワ
ー
プ
ロ・
パ
ソ
コ
ン
等
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
知

識
・
技
術
を
習
得
し
、
郷
土
を
愛
す
る
心
と
礼
儀
作
法
等、
人
間
と
し
て
の
常
識

を
身
に
つ
け
る
指
導
を
続
け
て
い
る
。
公
開
講
座
の
開
設
や
、
学
校
祭
等
を
と
お

し
て
、
町
の
人
々
に
広
く
解
放
さ
れ
た
学
校
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て、
地
域
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
和
敬
園
で
の
奉
仕
活
動
等
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た、
元
年
九
月
か
ら
語
学
指
導
助
手
に
よ
る、
語
学
指
導
と
国
際
理
解
の
教
育
活
動
を
は
じ
め、
生
涯
学
習
の
た
め
、
生
徒
の
主
体

的
自
発
的
な
学
習
で
個
性
を
伸
ば
す
よ
う
、
講
座
・
教
室
の
開
放
等
も
行
っ
て
い
る。
な
お、
平
成
四
年
九
月
十二
日
か
ら
、
学
校
五
日

制
が
施
行
さ
れ、
毎
月
第二
土
曜
日
が
休
校
日
と
な
っ
た
の
で、
ゆ
と
り
の
時
間
を
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
、
体
験
や
勤
労
学
習
を
展
開

し
て
い
る
。

施
設
設
備
の
充
実
平
成三
年
度
に
野
球
フ
ェ
ン
ス
の
拡
張
工
事
を
行
い、
教
材
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ
ーハ
台
を
購
入
し
た
。

歴
代
高
等
学
校
長
昭
和
六
十
二
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



歴
代
高
等
学
校
長

尾 伊 小 加 浪

山 藤 野 藤 花

鶴 正 正

静 勲 雄 司 雄
平
六
・
四
・
一～

現

在
任

期

間在

|
平

三
・
四
・
一～
平
六
・
三
・
三
一

平
元・
四・

一～
平
三
・三
・
三
一

昭
六二
・
四
・
一～
平
元
・
三
・
三
一

昭
五
八
・
四
・
一～
昭
六
二
・
三
・
三
一

秩
父
別
高
等
学
本
節
1
へ
現
況
>
で
述
べ
た
と
お
り、
平
成
元
年
以
来
道
教
育
庁
が
、
高
校
進
学
志
願
者
数
や
学
級
数
等
の
中
長

校
対
策
協
議
会
期
展
望
に
基
づ
い
て、
公
立
高
等
学
校
の
一
学
年
当
た
り
の、
学
級
数
の
枠
の
検
討
に
入
っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
、

秩
父
別
高
等
学
校
の
現
行
枠
を
維
持
す
る
対
策
を
協
議
し
、
遂
行
す
る
た
め
、
協
議
会
が
元
年
九
月二
十
五
日
に
設
立
さ
れ
た
。
本
協
議

会
は、
本
校
の
適
性
間
口
確
保
に
つ
いて
、
二
年
八
月
二
十
九
日
付
で
空
知
教
育
局
・
道
教
育
庁
に
陳
情
書
を
提
出
し
、
更
に
道
議
会
に

対
し
て
も
、
強
力
な
陳
情
を
重
ね
た
が、
三
年
四
月
の
新
学
期
か
ら
、
第
一
学
年
が
一
間
口と
決
定
さ
れ
た。
以
来、
本
校
の
現
状
お
よ

び
将
来
の
方
向
に
つ
い
て
協
議
し、
定
員
確
保
の
た
めの
生
徒
募
集
支
援
活
動、
特
色
あ
る
学
校づ
く
り
の
た
め
の、
支
援
に
努
力
し
て

い
る。

本
協
議
会
設
立
以
来
の
役
員
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
章
学
校
教
育

二
三
一

十 十ニー十九 八 代
氏

名 名



査

第
六
編
教
育
・
文
化

秩
父
別
高
等
学
校
対
策
協
議
会
役
員
名
簿

長

遠
藤

遠
藤

優
(高
校
P
T
A
会
長
)

吉
澤
國
太
郎
(町
議
会
議
長
)

中
西
輝
行
(高
校
P
T
A
会
長
)

吉
澤
國
太
郎
(町
議
会
議
長
)

吉
澤
國
太
郎
(町
議
会
議
長
)

中
西
輝
行
(高
校P
T
A
会
長
)

中
西
輝
行
(高
校
P
T
A
会
長
)
門
間
川
口

宮
本
光
男
(
町
議
会
議
長
)

後
藤
義
博
(町
長
)
中
西
輝
行
(高
校
P
T
A
会
長
)
門
間
川
口 理

静
(高
校
長
)

悟
(
教
育
長
)

弘
(教
育
委
員
長
)

悟
(教
育
長
)

勲
(高
校
長
)

弘
(教
育
委
員
長
)

悟
(教
育
長
)

勲
(高
校
長
)

悟
(
教
育
長
)

勲
(高
校
長
)

弘
(
教
育
委
員
長
)

鶴
雄
(高
校
長
)

悟
(
教
育
長
)

弘
(教
育
委
員
長
)

小
野
鶴
雄
(高
校
長
)

悟
(教
育
長
)

弘
(教
育
委
員
長
)

事

寺
迫
公
裕
(町
P
連
副
会
長
)

萩
野
正
晴
(町
議
会
総
務
委
)

伊
藤

門
間

川
口

伊
藤

門
間

川
口

伊
藤
門
間

川
口

小野
川
合
保
敏
(
町
P
連
副
会
長
)

篠
田

章
(町
議
会
総
務
委
)

川
合
保
敏
(町
P
連
副
会
長
)

篠
田 監

章
(町
議
会
総
務
委
)

二
三
二

会

長

五 四 三 二
平
元 年六
後
藤
義
博
(町
長
)

後
藤
義
博
(町
長
)

後
藤
義
博
(町
長
)

後
藤
義
博
(町
長
)

後
藤
義
博
(町
長
)

会

宮
本
光
男
(町
議
会
議
長
)

副

優
(
高
校
P
T
A
会
長
)

吉
澤
國
太
郎
(町
議
会
議
長
)

尾 門 川
山 間 口

萩
野
正
晴
(町
議
会
総
務
委
)

北
垣
一弘
(町
P
連
副
会
長)

北
垣
一弘
(町
P
連
副
会
長)

弘
(
教
育
委
員
長
)
萩
野
正
晴
(町
議
会
総
務
委
)

保
敏
(町
P
連
副
会
長
)

萩
野
正
晴
(
町
議
会
総
務
委
)

川合



第
二
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学
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二三
三

生
徒
の
進
路
を
大
切
に
す
る
よ
う
心
が
け
て
お
り、
進
学
希
望
者
に
は
教
養
コ
ー
ス、
就
職
希
望
者
に
は
生
活

コー
ス
を
設
け
て
指
導
に
当
っ
て
い
る
。
就
職
者
は、
そ
の
八〇
パ
ー
セン
ト
が
本
町
を
中
心
と
し
た
周
辺
の

二

平
元

六三

昭
六二

年
度

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

学
年

課
程

七
一 二
六
八 二

六
四 二
八
四

一 普 全

六
七

二
五九二

七
七 二
七七

二 二五
九 二

四二

七三 二 七
一 二 |三

一
九
二 六

二
〇
一 六

二
一
四 六

二三
二 六

科 制

計

二二

二
一

二
一

二
一

教
員
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

学
年 程

二
四

三
三

1 四一

二
八 一

三三 1 二
四 1

二
八 1
七〇

普普

二
四

四一
一 一
八一

六
八 二

六
四 二 |三

科 制

八
一 三

八
五 三 四

一
六二

計

五

一五

1
1 一八

二
〇

教
員
数

学
年
別
学
級
数
・
生
徒
数
お
よ
び
教員
数
調

学
年
別
学
級
数
・
生
徒
数
お
よ
び
教
員
数

2
生
徒
数
の
推
移
ほ
か

昭
和
六
十
二
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

六 五 四

平
三

年
度

課

1

全

通

日

一二
〇

卒
業
生
の
進
路
状
況

通 通 日



二
三
四

卒
業
生
の
進
路
状
況

年
度昭
六
二

進
路別

二
四
二
八
六
六

六三 五九
七
四
七
二
六
六

総
数

一
一

一
三
二
七

二
九

二
八

三〇 三四
三
〇 男

一三 一五
三
九

三
四

三
一
四
四
三
八
三
六 女

〇 九 四 五 三 三 三 七

総
数
|

四 四 八 二一 〇 二 三

男男

女六 五 六 三 二三一 四

C

二〇 一八 一 一
六
一
一

総
数

○ C
(1)

九 八 七 一 五

男男
女つ

一 〇 六五 六 名

一
四
一
五

四
二

三
三
三
七

五
八

五
二
四
五

総
数 就

七 八 八

一五
一
八
二
三 二〇

二〇 男

‒‒

七 七 四

一
八
一
九
三
五
三
二
二
五 女

者
名

○ 三 〇 五 一 〇 ‒ 三

総
数

〇 一 〇 三 ー 〇 ー 二 男

無

職

職
者

〇 二 〇 一 0

名

女
一人
未
定

(1
よ
り
入
所
者
数

は
就
職
先

備
考

秩
父
別
高
等

学
校
P
T
A
昭
和
五
十
四
年
設
立
以
来、
本
校
教
育
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
努
力
し
て
き
た
。
特
に
平
成三
年
度
か
ら
の
間
口
削

減
問
題
に
対
し
て
は、
町
・
町
議
会
・
町
教育
委
員
会
等と
協
力
し
て
、
現
状
維
持
に
関
す
る
強
力
な
陳
情
を
行
っ
て

き
た
。
更
に
入
学
志
願
者
が
減
る
こと
は、
学
校
自
体
の
存
廃
にも
な
り
か
ね
な
い
こ
と
な
の
で、
本
会
と
し
て
も
会
員
・
同
窓
会
の
組

織
を
と
お
し
て
、
生
徒
募
集
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る。
そ
の
他、
町
P
連
・
北
空
知
高
P
連
と
の
連
携
も
密
にし

て
お
り
、
本
校
の
学
校
祭
の、
自
由
市
場
へ
の
協
力
等
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
本
会
の
運
営
状
況
・
歴
代
会
長
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
六
編
教
育
・
文
化

地
元
企
業
へ
進
む
傾
向
に
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
元
六三

六 五 四 三 二
卒

業
者

名 名
進

学
者
名
入
学
(所
)
者

1

職

女



秩
父
別
高
等
学
校
P
T
A

六 五 四 三 二

平
元
六三

昭
六
二

年
度
会
員
数

八
一

八三
一一
七

一五
八

一
八
六

一
八
五

一
九
六

二
二
九
名

七
、
C

(入
)
千
円
を
含
む

七
、
〇
C

六、
○
C

六
、
〇
〇
〇

九
三
六、
〇

一、
一一
六
、
〇

一、
二
二〇、
〇

一、
一七
六
、
〇

一、
三
七
四
、
〇
〇
〇
円

算
額

遠
藤

遠
藤

遠
藤

椛
沢
中
西
輝行

早
川
正
剛

早
川
正
剛

山
森

優 優 優

そ
の
他
の
教
育
活
動

<
語
学
指
導
助
手
に
よ
る
教
育
>

語
学
指
導
助
手
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ダ
イ
アン
・
ロ
ー
マ
ス
が
、
本
町
に
赴
任
し
た
の
は
平
成
元
年
八
月
下
旬
で
、
以
来
本
校
に

お
い
て
毎
週
月
・
水
の
二
日、

一年
から
三
年
を
対
象
に
週
四
～
六
時
間
の
英
語
授
業
を
行
っ
た
。
従
来
の
よ
う
な
読
解
中
心
の
授
業
で

は
な
く
、
会
話
に
重
点
を
お
い
て、
教
科
書
に
よ
ら
な
い
自
由
な
雰
囲
気
の
授
業
が
行
わ
れ
た
の
で
、
生
徒
の
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
が

払
拭
さ
れ、
国
際
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

<
生
徒
の
活
躍
>

イ
ン
ター
ハ
イ
陸
上
・
柔
道、
国
体
ソ
フ
ト
ボー
ル、
高
校
野
球
大
会
等
各
種
競
技
に
活
躍
し
、
地
区
予
選
で
優
勝
し
て
、
全
道
大
会

第
二
章
学
校
教
育

予

六
九
五、
五〇
〇

七
五
〇
、
〇
〇
〇

七〇
二
、
〇
〇
〇

信
弘 武

歴
代
会
長

つ

六、
〇
〇
〇
円

一戸
当
た
り
会
費

六
、
C

六
、
C

六、
〇

二三
五



二三
六

第
六
編
教
育・
文
化

に
進
出
を
果
し
て
い
る
。

文
化
活
動
で
は、
平
成
四
年
度
に
書
道
同
好
会
が
、
高
文
連
書
道
部
全
道
大
会
に
進
出
し
、
特
選
三
名
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま

た
、
五
・
六
年
度
に
は
美
術
部
が、
高
文
連
美
術
部
全
道
大
会
に
進
出
し
て
、
入
選
を
果
し
て
い
る。

第
六
節

そ
の
他
の
教
育
機
関

1
教
育
機
関

北
空
知
視
聴
覚
教
昭
和
四
十
四
年
一
月、
管
内
一
市
五
町
に
よ
り
創
設
さ
れ、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
設
立
し
て
、
映
像
を
通
じ

育
研
究
協
議
会
て
教
育
効
果
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
が、
現
在
で
は
新
し
い
機
器
の
発
達
に
よ
り
、
組
織
・
機
構
は
存
続
し
て
い

る
も
の
の、
利
用
は
減
少
し
て
い
る
。

現
在
の
会
長
は、
第
四
代
の
河
野
順
吉
(深
川
市
長、
平
六
・
一〇
・
一五
～
現
在)
で
あ
る
。

村
上

北
空
知
地
区
就
学
指
導
協
議
会
前
町
史
以
降
特
に
変
更
は
な
く
、
会
長
が
次
の
よ
う
に
交
替
し
て
い
る
。

実
(昭
五
八・
一
・一
～
平
四
・
一〇
・
四
)

西
田
篤
正
(平
四
・
一〇
・
五
～
現
在
)

北
空
知
地
区
就
前
町
史
以
降、
医
療
機
関
の
中
村
医
院
が
昭
和
六
十
二
年
か
ら
沼
田
厚
生
病
院
長
に
改
ま
った
。
歴
代
会
長
は、
次

学
指
導
委
員
会
「
表
のと
お
り
で
あ
る
。



二

初
代 代
氏

北
空
知
生
徒
指
導
協
議
会
歴
代
会
長
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四 111

二
代 代
氏伊
賀

波
多
野

稔 栄

名

昭
六
二
・
九
・
五
～
現

昭
五
八
・
九
・
五
～
昭
六
二
・
九
・
四

任
期

在 間

1 11

沼
田
小
学
校
長

備

"

深
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長

備

澤
崎
洽
英
平
五
・四
・
一～

現
小
紙
雄
司

日
暮
行
思

名

在

期

在

平
二・
四・
一～
平
五
・三
・
三
一

昭
六
〇
・
四
・
一～
平
二
・
三
・
三
一

任

間

考

11

考

第
二
章
学
校
教
育

二三
七

秩
父
別
町
教
育
研
究
会
昭
和二
十
九
年
六
月
設
立
さ
れ
た
秩
父
別
町
教
育
振
興
会
は、
六
十
一
年
二
月
に
廃
止
さ
れ
、
組
織
を
改
め

て
同
年
四
月
一
日
に、
教
育
研
究
会
と
改
称
し
て
再
発
足
し
た
。
教
職
員
の
実
践
的
な
研
修
に
よ
り
資
質
の

向
上
と
専
門
性
を
高
め、
文
化
活
動
事
業
の
推
進
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
表
現
力
を
高
め、
併
せ
て
父
母
と
の
結
び
付
き
を
強
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め、
専
門
部
会
研
修
と
し
て
学
習
指
導
・
生
徒
指
導
・
保
健
指
導
の三
部
会
を
設
け
、
道
内
外
関
係
先
へ

の
視
察
研
修
派
遣
を
行
っ
て
い
る。
本
会
の
経
費
は、
町
費
から
の
助
成
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
充
て
て
お
り
、
事
務
局
は
秩
父
別
小
学

2
教
職
員
研
修
団
体

在



二
三
八

第
六
編
教
育
・
文
化

校
と
中
学
校
に
交
互
に
置
き
、
文
集
「
ほ
な
み
」
等
会
報
の
発
行
も
行
っ
て
い
る。

六
十
一
年
以
降
の
歴
代
会
長
は、
伊
藤
澄
雄
(昭
六
一)、

坂
田
信
次
(
昭六
二
)、
福
井
郁
郎
(
昭
六三
)、
寺
坂
正
(平

元
)、
末
原
宏
(平
二
)、
寺
坂
正
(平
三
)、
藤
井
利
一
(平
四
)、
佐
藤
雅
之
(平
五
)、
尾
藤
功
(平
六
)
で
あ
る
。

北
空
知
学
校
放
テレ
ビ
・
ビ
デ
オ
の
充
実
し
た
学
校
放
送
番
組
に
よ
っ
て
、
短
時
間
で
よ
り
確
か
な
全
教
科
に
わ
た
る
放
映が
行
わ

送
教
育
研
究
会
れ
、
し
かも
教
科
書
に
準
拠
し
て
い
る
の
で
利
用
し
や
す
く
、
そ
の
教
育
効
果
は
一
層
向
上
進
歩
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
昭
和
五
十
九
年
に
北
空
知
学
校
放
送
教
育
研
究
会
が、
管
内
六
町
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た。
全
国
組
織
と
し
て
全
国
放
送
教
育
研
究

会
連
盟
、
都
道
府
県
組
織と
し
て
、
北
海
道
地
方
放
送
教
育
研
究
協
議
会
が
あ
り
、
こ
の
全
道
組
織
の
中
の
空
知
放
送
教
育
研
究
会
の
単

位
組
織
と
し
て
本
研
究
会
が
存
在
す
る
も
の
で
、
毎
年
地
域
当
番
校
を
中
心
と
し
て
、
教
師
間
の
研
さ
ん
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

本
会
の
役
員
お
よ
び
事
務
局
は、
次
のと
お
り
決
定
さ
れ
て
お
り、
監
査
は
次
期
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
担
当
町
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

年
次
平
元
～
二

三
～
四

五
～
六

七
～
八
一九
～
一〇

二一
～
一二田

ブ
ロ
ッ
ク
会
長
お
よ
び
事
務
局
所
在

妹
背
牛
北

竜
雨

竜
幌
加
内
|秩

父
別
沼

ブ
ロ
ッ
ク
担
当
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社
会
教
育
の
変
遷

1
歴
代
社
会
教
育
委
員

昭
和
六
十
二
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

青
年
団
体

議
員

学
識
経
験
者

議
員
・
学
識
経
験
者

議
員
・
委
員
長

学
識
経
験
者

備

考

田中 吉
澤 橋

本

浪
花

尭
雄

正
雄

章
允

伊
藤
澄
夫

氏
名祥
司

悦
子
昭
六
一・
八・
ニ
～

昭
六
〇
・
四
・
一～

昭
五
八
・
四
・
六
～

昭
五
八
・
四・
六
っ

昭
五
八・
四
・
六～

在
任
期
間

六
三
・
三
・
三
一

六
三
・
三
・
三
一

六二
・
三
・
三一

六二
・
一・

六三
・三
・
三
一在
議
員

婦
人
団
体

中
学
校
長

高
等
学
校
長

議
員

小
学
校
長

備
考

第
三
章
社
会
教
育

本
村
修
二

篠
田

章

北
原
ス
ミ
子

大
山

勇

上
ケ
島
力
雄
昭
五
二
・
八
・
一二～

金
山
敏
江

氏
名

昭
五
七・
六
・
一～

昭
五
五
・六
・
一～

昭
五
四
・
四
・
一
六
～

昭
五
四
・四
・
一
八～

平
三・
三
・三
一

現 六
三
・
三
・
三
一

在
任
期
間

六
三
・
五・
三
一

平
七
・三
・三
一

平
二
・
五
・一

三 在

昭
五
一
・六
・
一～

:

二
三
九

昭
六
二
・三
・三
一～

現

二
九

歴
代
社
会
教
育
委
員

第
一
節

大
西



(注)
文
化
財
保
護
委
員
・
郷
土
館
運
営
協
議
会
委
員
・
図
書
館
協
議
会
委
員
を
兼
務

稲
澤
弘
子

土
佐
文
子 子

金
森

寺
坂

末
原

小
野
鶴
雄

永
守
よ
り
子

西
田
順
子

山
森

坂
田

福
井
郁
郎

正
司
|
昭
六
二
・
四
・
一～

平
六・
五
・
三
一

四
・三
・
三
一

四
・
五
・三
一

五
・
三
・
三
一

四
・
三
・三
一

三
・
三
・
三
一

平
六
・
九・
三
〇

平
二
・
五
・
三
一

平
二・
五
・
三
一

平
二
・
三
・三
一

平
二
・
三
・
三
一

平
元
・
三
・
三
一

学
識
経
験
者

婦
人
団
体

青
年
団
体

中
学
校
長

小
学
校
長

高
等
学
校
長

学
識
経
験
者

婦
人
団
体

青
年
団
体

中
学
校
長

小
学
校
長

高
等
学
校
長

近
藤
悦
子

吉
澤
悦子

小
釜

田

順
子 静 功
平
六
・
四
・
一～

平
五
・
四
・
一～

平
四
・
六
・
一～ 平
六
・
五
・
三
一

六
・
三
・
三
一

六
・
三
・
三
一

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

青
年
団
体

婦
人
団
体

高
等
学
校
長

小
学
校
長

中
学
校
長

婦
人
団
体

青
年
団
体

小
学
校
長

議
員

高
等
学
校
長

二
四
〇

加
藤

平
二
・
六
・
一～

平
二
・
六
・
一～

一
巳

正 宏平平
二・
六・
一～

二
・
四
・
一～

平
二・
四
・
一～

平
元
・四
・
一～

昭
六
三
・
六
・
一～

昭
六
三
・六
・
一～

昭
六
二
・
六
・
一～

昭
六
三
・四
・
一
～

昭
六
三
・四
・
一～

萩
野
正
晴

伊
藤

平
六
・
一〇
・
一

平
六
・
六
・
一

平
六
・
六・
一

平
六
・
六
・
一

平
六
・
四・
一～ 平
七
・
三
・
三
一

平
六
・
五
・
三
一

在 在 在 在 在在 在

勲
一
平
三
・
四
・
一～

現「 現「 現S現「 現S現S 現

平
四
・
四
・
一～

平
四
・
四
・
一～

信

西 尾
山

尾
藤 佐

藤雅
之

高
桑
富
子 弘
平
四
・
六
・
一～

原 藤 藤
井
利
一

聡

信
次 第
六
編
教
育
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第
二
節
社
会
教
育
活
動

1
社
会
教
育
活
動
の
拡
充

社
会
教
育
推
進
計
画
(昭

人
間
と
し
て
、
町
民
と
し
て
、
生
活
の
か
て
に、
心
の
よ
りど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
、
昭
和
四
十
五
年
七
月

六
一
策
定
)
と
事
業
状
況
に
秩
父
別
町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
、
社
会
教
育
も
大
き
く
変
革
す
る
こ
と
に

な
り
、
町
民
憲
章
の
趣
旨
や
教
育
目
標
の
内
容
に
十
分
配
慮
し
て
活
動
を
推
進
し
、
個
々
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
命
を
果
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
社
会
の
激
し
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て、
生
涯
学
習
の
重
要
性が
強
調
さ
れ
る
に
し
た
が
い、
本
町
に
お
け
る
社
会
教
育

も
生
涯
学
習
へ
指
向
す
る
長
期
的
な
見
通
し
に
立
っ
て、
そ
の
在
り
方
を
再
検
討
す
る
必
要
性
が
次
第
に
高
ま
っ
た
。
こ
れ
を
系
統
的
・

計
画
的
に
推
進
し
、
時
代
や
町
民
の
要
請
に
こ
た
え
得
る
も
の
と
す
る
よ
う
、
五
十
九
年
八
月
社
会
教
育
委
員
に
諮
問
し
、
六
十
年
十
二

月
に
受
け
た
答
申
を
基
礎
と
し
て
、
本
町
総
合
計
画
と
の
整
合
性
も
考
え
て、
策
定
さ
れ
た
の
が
「社
会
教
育
中
期
計
画
(昭
和
六
十
一

年
度
～
六
十
五
年
度
)」
で
あ
る
。
こ
れ
を
概
説
す
れ
ば、
本
町
の
社
会
教
育
は、
町
民
憲
章
を
基
礎
と
し
て
、
社
会
教
育
の
方
針
お
よ

び
重
点
を
明
ら
か
に
し
、
生
涯
学
習
の
観
点
から
町
民
の、
多
様
な
生
活
課
題
と
学
習
要
求
を
多
角
的
に
把
握
し
て
、
内
容
の
充
実
を

図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
は、
五
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
が
、
単
年
度
ご
と
に
推
進
計
画
が
立
て
ら
れ
、
社
会
教
育
行
政
施
策
の、
基
本
的
な
方

向
を
示
し
、
対
象
ご
と
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ
を
社
会
教
育
・
社
会
体
育
・
生
活
文
化
の三
領
域
に
分
け
て、
そ
れ
ぞ
れ
の
達

第
三
章
社
会
教
育

二
四
一



二
四二
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成
目
標
を
設
け
て
推
進
さ
れ
た。
こ
の
中
期
計
画
は、
年
次
を
積
み
重
ね
て
いく
た
め
の、
指
針
を示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
こ

の計
画
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
年
次
ご
と
に
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
の
最
も
効
果
的
な
方
法
で
、
軌
道
修
正
を
加
え
な
が
ら
遂
行
す
べ
き
も
の
と
き

れ、
社
会
教
育
の
現
状
と
課
題
につ
いて
、
大
別
し
て
青
少
年
教
育
、
婦
人
教
育、
成
人
(高
齢
者
を
含
む
)
教
育、
家
庭
教
育、
芸

術
・
文
化
活
動、
施
設
活
動
の六
分
野
に
わ
た
っ
て
細
部
の
分
析
と
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
た
充
実
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

実
践
項
目
と
し
て
は、

自
己
を
高
め、
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
築
く
学
習
活
動
の
推
進
を
は
か
る
。

1

健
康
を
ま
も
り
、
地
域
連
帯
を
育
む
、
コミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
。

二三
郷
土
の
生
活
に
根
ざ
し
た
、
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
。

四
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
く
、
住
民
活
動
の
促
進
を
図
る
。

五
社
会
教
育
施
設
・
設
備
の
整
備
充
実
と
、
指
導
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
。

の
五
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
。

以
降
こ
の計
画
の
基
本
方
針
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に、
前
年
度
の
成
果
と
問
題
点
を
十
分
に
検
討
し
な
がら
、
毎
年
度
の
推
進
計
画
を

策
定
し、
そ
の
実
践
が
図
ら
れ
て
い
る
。

歴
代
体
育
指
導
員
昭
和
六
十
二
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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夫 父 別 町民運動会日の出|東 西栄」中央業』
156511196570 68544568139138148

町民運動会 第41回目の1コマ
(平成5年7月・陸上競技場)

みんな仲間になろう!!
遊びと歴史をある集い

世代間交流事業 (平成5年12月11日・
青年会館)

町
民
運
動
会
地
域
活
動
事
業
の
一
環
と
し
て、
町

民
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
が、
毎
年
継
続
し
て
行
う
事
業
と

し
て
、
町
民
運
動
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
いる
。
町

と
教
育
委
員
会
の
主
催
で、
町
体
育
協
会
の
主
管
に
よ

り
、
平
成
四
年
から
は
町
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
て

お
り
、
一三
町
内
会
の
対
抗
戦
と
な
っ
て
い
る
の
で、

地
域
の
名
誉
を
か
け
た
熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
町
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

二
四
三

香植

保 楽 谷 守 島 田 田

辰 敏 正 恒 一 純

夫 夫 勝 智 雄 征 次

昭
六
一
・
四
・
一～
現

昭
六〇
・
四
・
一
～
平
四
・
三
・
三
一

昭
六〇
・
四・
一～
平
元
・三
・
三
一

昭
五
六
・
四
・
一～
平
二
・三
・
三
一

昭
五
四
・
四
・
一～
現

廣
田

昭
五
一・
四
・
一～
平
四
・三
・
三
一

昭三
四・
四
・
一～
平
二
・三
・
三
一

在
任
期
間

氏
名

平
六
・
四
・
一～
現

平
六
・
四
・
一～
現

平
四
・
四
・
一～
現

平
四
・
四
・
一～
六
・
三
・
三
一

一
平
二
・
四
・
一～
現

平
二
・
四
・
一
～
現

平
元
・
四
・
一～
六
・
三
・
三
一

在 在 在 在 在

西 大 細 北 上ケ 氏
名

歴
代
体
育
指
導員

在

在
東 星 須 阿 山 藤 安

藤 部 森 岡 井

喜 雅 哲 和 孝

章 之 悟 久 聡 正 義

在
任
期
間
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に、
体
力
の
保
持
増
進
を
図
り
、
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツの
普
及
に
役
立
って
い
る
。

2
青
少
年
教
育

成
人
と
な
っ
た
喜
び
と
、
自
覚
を
持
ち、
社
会
人
と
し
ての
意
識
と
郷
土
愛
の
高
揚
を
図
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
る
成
人

式
は、
平
成
七
年
一
月
十
五
日
の
式
で
第
四
六
回
を
数
え、
イベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た。

成
人
式

ッツ
:

野球教室 秋山幸二選手 プロ野球ダイエーホー
クス を迎えて (平成6年11月・ふれあいプラザ)

秩
父
別
町
青
少
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
青
少
年
問
題
協
議

年
問
題
協
議
会
会
は、
毎
年
重
点
テ
ー
マ
を
定
め
て
そ
の
促
進
を
図
っ
て
い
る

が
、
特
に平
成
四
年
九
月
か
ら
は、
学
校
五
日
制
に
よ
り
、
毎
月
第
二
土
曜
日
が
学

休
日
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
を
「
青
少
年
の
日
」
と
定
め
て
、
家
庭
や
社
会

で
有
効
に
学
ぶ
日
と
し
て
、
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

青
少
年
の
日
の
実
践
目
標
を

挨
拶
を
し
よ
う
、
一声
か
け
よ
う

一二
親
子
で
地
域
で
町
を
き
れ
い
に
し
よ
う

三
対
話
の
中
か
ら
交
通
安
全
を
進
め
よ
う

の三
項
目
に
置
き
、
家
庭
に
社
会
に
呼
び
か
け
て
、
心
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
健

全
な
青
少
年
を
育
て
る
運
動
を
進
め
て
い
る
。

二
四
四

Sipo



昭
和
六
十
一
年
在
職
者
以
降
の
歴
代
委
員
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

篠
原

東 石
塚 中 川

村

ロ

谷谷
田
純
一

植
田
顕
治

伊
藤
澄
夫

北
原
ス
ミ
子

大
西
章
允

梅
澤
宗
純

塩
地
安
子 名

昭 昭

昭
五
九
・三
・
一～

平
元
・
四
・
二
六

平
元
・
一
一
・
三
〇

昭
五
八
・
一二
・
一～

昭
五
八
・
一〇
・
一～

昭
五
八
・
四
・
一～

昭
五
八
・
四
・
一～

昭
五
八・
四
・
一～

昭
五
五
・
二
・
一～

昭
六
三
・
二
・
二
八

昭
五
四
・
三
・
三
～

昭
六
二
・
三
・
二
七

昭
五
四
・
三
・
二
八～ 現
在

昭
五
四
・二
・
一～

学
識
経
験
者

(ボ
ラ
ン
テ
ィア
)

在
任
期
間

(
社
会
課
長
)

関
係
行
政
機
関

(子
供
会
育
成
連
会
長
)

学
識
経
験
者

(商
工
会
長)

学
識
経
験
者

(民
生
委
員
)

学
識
経
験
者

関
係
行
政
機
関

(教
育
委
員
長
)

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(社
会
福
祉
協
議
会
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(小
学
校
長
)

学
識
経
験
者

(農
協
婦
人
部
長
)

浪
花

原
田

山
崎

上
ケ
島
力
雄

氏山
森

加
藤

後
藤

高
崎

中
西
輝
行
昭
六
一
・
四
・
一～

昭
六
三
・
三
・
三
一

昭
六
三
・
三
・
三
一

昭
六
二
・
三
・
三
一

昭
六
一
・三
・
一～

昭
六
三
・
二
・
二
八

昭
六
一
・三
・
一
～

昭
五
八
・
四
・
一～

昭
五
七
・
四
・
八～

昭
五
七
・
四
・
一～

昭
五
五
・六
・
一～

在
任
期
間

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(高
校
長
)

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(
P
T
A
連
合
会
長
)

関
係
行
政
機
関

(
助
役
)

関
係
行
政
機
関

(町
長
・
会
長
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(町
内
会
長
)

学
識
経
験
者

(
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
)

学
識
経
験
者

(駐
在
所
警
察
官
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(社
教
委
員
長
)

備
考

歴
代
秩
父
別
町
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

勉

錦
司

健

二 勇 弘

平
六
・
九
・
三
〇

昭
六
一
・
二
・
二
八

昭
六
三
・
二
・
二
八

昭
六
三
・
三
・
三
一

平
元
・
三
・
三
一

町
議
会
議
員

(
町
長
・
会
長
)

関
係
行
政
機
関

繁 名聡
昭
六
二
・
四
・
一～

昭
六
三
・
三
・
三
一

平
元
・
三
・
三
一

昭
六
二
・
四
・
一～

昭
六
二
・
三
・
二
八
～

平
六
・
九
・
一
八

昭
六
一
・
九
・
一九
～現
在

現
在

現
在

氏

昭
六
三
・
三
・
三
一

五九
・三

・
一～

平
四
・
三
・
三
一

備

考

正
司

義
博

正
義

前
田
力
男

田
中

上
田

康
雄 実

正
雄

森
成

昭
六
三
・
三
・
三
一

平
元
・
三
・
三
一

(高
校
長
)二
四
五

第
三
章
社
会
教
育

昭
五
九
・
三
・
一～

昭
六
一
・
四
・
一～



二
四
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沼田

原
田

川
合

中
西

稲
澤

小
野

山
森

坂
田

坂
本

吉
澤

青
大

萩
野 橋

本

門
間

次
雄

森
成

保
敏

伴
浩

弘
子

鶴
雄

幸
夫

信
次

田
中
敏
男
昭
六
三
・
四
・
一～

平
二・
三
・
三

博
昭
六
三
・
四
・
一～

平
元
・
三
・
三
一

(
P
T
A
連
合
会
長
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(中
学
校
長
)

学
識
経
験
者

関
係
行
政
機
関

(教
育
長
)

(民
生
委
員
)

学
識
経
験
者

(商
工
会
長
)

学
識
経
験
者

(
P
T
A
連
合
会
長
)

学
識
経
験
者

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(農
協
婦
人
部
長
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(高
校
長
)

学
識
経
験
者

(青
年
団
長
)

(中
学
校
長
)

学
識
経
験
者

平
四
・
三
・
三
一
学
識
経
験
者

(駐
在
所
巡
査
部
長
)

寺
坂

末
原

一
関
博
幸

福
井
郁
郎
昭
六
三
・
四
・
一～

村
重

植
田

藤
井
利
一

伊
藤

畑 北
垣
一
弘

岡
田
隆
俊

金
森
一
巳

巳 正 正 宏正 宏正

平 平 平 平 平平 平 平 平 平 平 平 平平
五
・
三
・
三
一

平
六
・
三
・
三
一

四
・
四
・
一～

三
・
四
・
一～

三
・
四
・
一～

平
七
・
三
・
三
一

平
四
・
三
・
三
一

二
・
四
・
一～

平
四
・
二

二
・
四
・
一～

二
・
四
・
一～

平
五

二
・
四

平
四
・

二
・
四
・

平
四
・

二
・四

・
一～

平
二
・
三
・
三
一

(小
学
校
長
)

学
識
経
験
者

(連
合
町
内
会
長
)

学
識
経
験
者

関
係
行
政
機
関

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

町
議
会
議
員

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(小
学
校
長
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(社
会
福
祉
協
議
会
)

学
識
経
験
者

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(
P
T
A
連
合
会
長
)

町
議
会
議
員

学
識
経
験
者

(町
内
連
合
会
長
)

学
識
経
験
者

(中
学
校
長
)

学
識
経
験
者

(小
学
校
長
)

学
識
経
験
者

関
係
行
政
機
関

(社
会
課
長
)

一・
三
一

三
一

・
二
四

邦
世
昭
六
三
・
四
・
一～

昭
六
〇
・
四
・
一〇
～

昭
六
三
・
三
・
三
一

昭
六
三
・
三
・
三
一

昭
六
〇
・
四
・
一
～

悟
昭
五
九
・
一〇
・
一
～

平
元
・
三
・
一～

平
元
・
四
・
二
七
～

平 平 平平
二
・

元
・
四
・

平
五
・

元
・
四
・

平
三
・
11

元
・
四
・
一

平
元
・
三

昭
六
三
・
四
・
一

平
二
・
三

昭
六
三
・
四
・
一～・三

一

・三
一

現
在

現
在

平
二
・
三
・
三
一

元
・
四
・
一～ 11 ～・
三
一

・
三
一

一 ～・三
一

現
在

現
在

(社
会
福
祉
協
議
会
長
)

(
P
T
A
連
合
会
長
)

平
元
・
三
・
三
一

平
二・
二
・
二
八

昭
六
三
・三
・
一～

平
三
・
三
・
三〇

早
川

正
剛
昭
六
三
・三
・
一～

弘 ・-勲

昇
平 平
三
・
三
・
三
一～現
在

・二
八

平
五
・
三
・
三
一

東原

純
次博
昭
六
三
・
三
・
一～

尭
雄

貞
良

正
晴
昭
六
〇
・四
・
一
～

第
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平

1

四
・
四
・
一～

平
六
・
三
・
三
一

(高
校
長
)

(社
会
課
長
)

関
係
行
政
機
関
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岡 宮
島 本.

佐
崎
雅
俊

政
人

雅
之

悦
子

英
樹

俊
雄

春 春
日
清
晴 昇

平 平 平 平 平五五
・
四
・
一
～

・
四・
一～

平
七
・
三
・
七

平
五・
四
・一
～

学
識
経
験
者

四
・
一二
・
二
五
～
関
係
行
政
機
関

(子
供
会
育
成
会
長
)

(駐
在
所
警
察
官
)

学
識
経
験
者

(
連
合
町
内
会
長
)

学
識
経
験
者

(
連
合
町
内
会
副
会
長
)

学
識
経
験
者

(社
会
福
祉
協
議
会
)

学
識
経
験
者

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(連
合
町
内
会
長
)

学
識
経
験
者

(中
学
校
長
)

学
識
経
験
者

(農
協
婦
人
部
長
)

永
守
広
吉

小
釜

尾
山

尾
藤

造
田

齋
藤
雅
博

岡
田
好
子

正
春
平
六
・
一〇
・
一～

徳
一
平
六
・
九
・
一
九
～

平
六・
四・
一～

平
六・
四
・
一
～

平
六
・
四
・
一～

平
六
・四
・一
～
現
在

平
六・
三・
三一

四
・四
・
一～

町
議
会
議
員

(
農
協
婦
人
部
長
)

学
識
経
験
者

(
教
育
委
員
長
)

関
係
行
政
機
関

(
助
役
)

関
係
行
政
機
関

(町
P
連
会
長
)

学
識
経
験
者

(青
年
団
長
)

学
識
経
験
者

(高
校
長
)

学
識
経
験
者

(小
学
校
長
)

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

(
P
T
A
連
合
会
長
)

信 静 功 聡平
七
・
三
・
三
一

平
七
・
三
・
八
～

現
在

～ 現
在

現
在

現
在

現
在

現
在

現
在

平
四
・
四
・
一～

平
四
・
四
・
一～

平平
六
・
三
・
一～

平
六
・
三
・
一～

平
六
・
三
・
三
一

五
・
四
・
一～

平
五
・
一二・三

一
澁
谷

佐
藤

吉
澤

山下 伊
藤 日

畑

秀
雄

光
男男

現
在

現
在

現
在

平
二・
三
・
三
一

二
・
三
・
一～

現
在

現
在

現
在

(
住
民
課
長
)

平

学
識
経
験
者

福
島

松
本

平 平

二
四
七
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六
編
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3
婦
人
教
育

全町婦人大運動会(平成7年11月19日・ファ ミリー
スポーツセンター)

婦
人
教
育
活
動
の
現
状
社
会
構
造
や
社
会
生
活
の変
化
は、
婦
人
の
意
識
や
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し、
過
去
の
婦
人
生
活

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た、
余
暇
の
増
大
や
生
活
周
期
の
変
化、
生
活
要
求
の
多
様
化
な
ど
を
も
た
ら
し

た。
本
町
の
社
会
教
育
の
面
か
ら
み
た
婦
人
の
態
様
は、
年
令
層
ご
と
に
生
活
課
題
や
学
習
要
求
が
異
な
る
ので
、
事
業
を
計
画
す
る
と

き
は
、
こ
の
点
に
配
慮
し
て
立
案
し
、
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
行
わ
れ
て
いる
婦
人
を
対
象
と
し
た
事
業
は
、
婦
人
学
級
・
婦
人
活
動
交
流

会
・
中
堅
婦
人
研
修
会
派
遣
・
文
化
講
演
会
・
全
町
婦
人
大
運
動
会、
そ
の
他
文
化

活
動
・
スポ
ー
ツ
活
動
等
が
あ
る
が、
家
庭
教
育
事
業
と
関
連
し
た
研
修
講
座
も
数

多
い
の
で、
そ
の
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、
婦
人
は
団
体
へ
の
加
盟
率

が
よ
い
の
で、
地
域
活
動
を
通
じ
、
地
域
課
題
解
決
の
た
め、
婦
人
自
ら
の
実
践
活

動
に
よ
っ
て、
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
建
設
の
た
め
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と

も
学
習
活
動
に、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
活
動
に、
生
活
・
文
化
活
動

に
、
参
加
機
会
を
設
け
、
婦
人
教
育
の
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
、
つ
と
め
て
いく
こ
と

と
に
し
て
い
る
。

二
四
八



4
生
涯
学
習
へ
の
指
向
<
本
編
第三
章
第
四
節
に
収
録
>

5
社
会
教
育
関
係
団
体

青
年
団
体
青
年
層
の
団
結
と
行
動
力
によ
っ
て
、
各
面
に
お
いて
町
発
展
の
た
め
活
躍
し
て
き
て
い
る
が、
更
に
青
年
団
体
指
導

者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め、
宿
泊
研
修
お
よ
び
他
町
村
青
年
団
体
と
の
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
青
年
団
役
員
を
対
象
と
し
て行
わ
れ
て
お
り
。
各
種
研
修
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て、
青
年
団
活
動
の
在
り

方
を
探
り、
地
域
で
の
活
動
に
役
立
て
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
歴
代
正
副
団
長
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

青
年
団
歴
代
正
副
団
長

年昭
六
二 度

小 佐 原 金
釜崎

金
森

金
森

一巳
中
西

山
森
山
森 団
長

信 俊 弘 巳 巳 聡

尻 山 村
佐 原 川 内 中 原 中
崎 村

雅 智 純 弘
純
一

中
西
伴
浩

副
団
長

俊 弘 志 淳 一高
橋 高 吉 高

田 橋

川
合

飯
尾
川
西 副
団
長敏
子

敏
子
一美
敏
子 弘 明 優

美 美 子

婦
人
団
体
毎
年
度
推
進
目
標
を
定
め
て
、
団
体
の
育
成
を
図
っ
て
お

り
、
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
学
習
活
動、
小
集
団
に
よ
る

学
習
活
動
の
奨
励
と
、
各
種
交
流
活
動
の
推
進
に
努
め
て
お
り
、
か
つ
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る。

<
秩
父
別
農
業
協
同
組
合
婦
人
部
>

部
長
は、
昭
和
六
十
一
年
現
在
で
は
北
原
スミ
子
で
あ
っ
た
が、
平
成
元
年

二月
二
十
八
日
か
ら
稲
澤
弘
子
・
五
年
三
月
一
日
か
ら
吉
澤
悦
子
・
七
年
三
月

一
日
か
ら
岡
田
好
子
が
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
部
員
数
は
、
(昭
六

二
四
九

第
三
章
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六 五 四 三

二
平
元
六三

雅
俊

一
口

伴
浩
幸
夫
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二
五〇

二)
三
四
八、
(昭
六
三
)
三
四
四、
(平
元
)三
三
五、
(平
二
)
三
二
七
、
(平三
)
三
二
一、
(平
四)
三〇
〇
、
(平
五)
二
七
三
、

(平
六
)
二
五
九
で
あ
る
。

<
秩
父
別
町
商
工
会
婦
人
部
>

昭
和
五
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
の
部
長
は
内
田
カ
ネ、
平
成
六
年
度
の
部員
数
は
七
〇
名
で
あ
る
。

体
育
団
体

<
秩
父
別
町
体
育
協
会
>

主
に
町
民
運
動
会
・
全
道
百
足
競
争
大
会
を
主
管
し
、
こ
の
他
に
一三
種
の
町
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
主
催
し、
町
民
の
健
康、
体
力
増
進
の
機
会
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
歴
代
体
育
協
会
正
副
会
長
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
体
育
協
会
正
副
会
長

年

六 五 四 度

高 高 高
桑 桑桑

大
西
章
允

章

会
長

優 優 優 允

高
崎

高
崎

高
崎

高
桑 副
会
長

馨 馨 馨 優

田
中

田
中

田
中

植
田

祥
司

祥
司

祥
司

純
次

副
会
長

加
盟
団
体
数
は
、
平
成
元

年
ま
で
は
一
二
団
体
で
あ
っ

た
が
、
二
年
にミ
ニバ
レ
ー

が
加
入
し
た
の
で、
現
在
は

一三
団
体
で
あ
る
。

¥1

町民スキー大会 (平成6年2月・荒井山)

平 昭

昭
六
二



秩
父
別
町
体
育
協
会
加
盟
団
体
一
覧

ミ
ニ
バ
レ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

山
岳
会

ス
キ

ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

剣

道 道

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

卓

球 球

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
レー
ボー
ル

軟
式
野
球
連
盟

称
設平
二
・
一一

昭
五
九・

四
昭
三
九
・
三

昭
三
二
・

昭
五
八・

昭
三
八
・
八 三 立

会
員

一
四
〇

1
0
0

三
〇
三
〇
七
〇

三
〇
三
C

宮
本
光
男

畑
山
茂
美

安
部
行
男

貞
良
祥
司
英
樹
純
次

進 猛

前
川
忠
英

我
部
山
豊
春

上
ヶ
島
恒
雄

松
木
和
男

会田
村

松
永

山下 植田青木 田中
三〇 七〇
一二
〇
五
〇

五
〇
三
〇

昭
四
九
・

四
昭
五
〇・

四
昭
四
八
・
九

昭
四
八
・
五

昭
五
一
・
六

昭
四
〇
・
四四

そ
の
他
の
団
体

○
ふ
る
さ
と
運
動
実
践
グ
ル
ー
プ
「若
い
芽
」

な
か
よ
し
ラ
ン
ド
共
和
国
の
運
営、
秋
祭
り
で
の
獅
子
舞
協
力、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ステ
ィバ
ル
への
参
加、
雪
ん
こ
ま
つ
り
の
運
営
等
、

幼
児
か
ら
青
年
ま
で
の
広
い
層
の交
流
活
動
を
続
け
て
い
る。

昭
和
六
十
一
年
以
降
の
歴
代
会
長
は、
(昭
六
一)
山
森
幸
夫、
(
昭
六
二
・
六三
)
永
峰
敏
幸
、
(平
元
)
金
森
一
巳
、
(平
二
～
現
)

第
三
章
社
会
教
育

二
五
一

名
長

庭

昭
二
六
・



第
六
編
教
育
・
文
化

小学生のバレーボールと野球スポーツ少年団 (平成7年9月3日・小学校)

中
西
伴
浩
で
あ
る
。

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

日
本
ジ
ャン
ボ
リ
ー
、
全
道
カブ
ラ
リ
ー
等
へ
の
参
加
を
は
じ
め、
日
常
の訓
育
、
訓
練
に
励
ん

で
お
り、
各
種
行
事、
歳
末
街
頭
募
金
等
へも
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。
平
成
六
年
現
在、
隊
員

数
は三
三
名
、
育
成
会
員
数
は
九
八
名
で
あ
る
。

○
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

秩
父
別
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
お
よ
び
秩
父
別
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い
て
は、
前
町

史
以
降
特
に
変
更
は
な
い
。

・
秩
父
別
タ
イ
ガ
ー
ス
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

四
年
生
以
上
の
児
童
を
対
象
と
し
て、
健
全
な
心
身
の
育
成
と
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し、
主
と
し
て
夏
期
(五
月
～
十
月)
の
間
放
課
後
に
練
習
を
重
ね、
小
学
校
教
員
と
一
般
指
導

者
に
よ
っ
て
練
習
を
つみ
、
毎
年、
優
勝
・
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
て
い
る
。
深
川、
妹
背
牛
・
雨

竜
・
沼
田
等
の
近
隣
町
の
大
会
に
出
場、
平
成三
年
度
は
全
道
大
会
出
場
を
果
し
て
い
る
。

・
秩
父
別
ジ
ュ
ニ
アバ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

従
来
よ
り
活
動
は
続
け
て
い
た
が、
平
成
六
年
度
か
ら
は
更
に
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
五、
六
年
生
の
女
子
を
対
象
と
し
て
指
導
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
健
全
な
心
身
の
育

成
、
団
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。
北
空
知
地
区
を
中
心
と
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

し
、
活
躍
し
て
い
る
。
指
導
者
に
は、
小
学
校
教
師が
当
た
って
い
る
。

二
五
二



第
三
節
社
会
教
育
施
設

1
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

利
用
状
況
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
調

町
民
研
修
セン
ター
利
用
者
数
調

年度 利用者数
人

昭61 4,03162 2,87463 2,778

平元 3,015
2 2,983
3 2,800

4 3,110
5 2,840

0
0 1,935

人
31,44162 32,62963

30,662
平元 34,913
2 30,856
3 29,680
4 31,155
5 29,071
6 29,071

年度 利用者数

昭61

施
設
設
備の
充
実

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ア
リ
ー
ナ
(総
合
体
育
室
)
の床
は
建
設
当
時
、
新
素
材
によ
る
使
い
易
い

と
言
わ
れ
た
塗
床
を
採
用
し
た
が
、
老
化
に
よ
り
弾
力
性
が
失
わ
れ、
冷
た
く
傷
付
き
易
い
こ
と
が
分
か
った
の

で
、
昭
和
六
十
三
年
に
床
全
体
に
柔
ら
か
く
温
か
い
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
に
取
り
替
え
る
工
事
を
行
っ
た
。
併
せ
て
壁
は
ラ
ワ
ン
材
に、
天

井
は
断
熱
性
と
吸
音
性
を
備
え
た、

ロ
ッ
ク
ク
ー
ル
天
井
材
に
張
り
替
え
た
。

ま
た、
暖
房
設
備
も
、
石
油
を
燃
料と
す
る
「
遠
赤
外
線
輻
射
暖
房
方
式
」
に
改
め
る
な
ど
、
アリ
ー
ナ
全
体
が
よ
り
快
適
な
環
境
に

第
三
章
社
会
教
育

二
五三



主な公園施設の利用状況調

施設 バッテ ィ ング
セン ター

屋外テニス
コー ト

グ ラン ド
(野球場) 野外活動広場

ス ケー ト リン
グ (特設)

年次 期 間 利用
者数 期 間 利用

者数 期 間 利 用
者数 期 間 利用

者数 期 間 利用
者数

平 元 10. 9 569 10.21 885 10.211,540 9,10 892 2.183,040

5.14～
10.10 309 10.20 704 10.201,879 9.101,144 2.201,071
5.14～ 4.28～ 4.28～ 7.1～ 1.2～

3 10.10 303 10.20 619 10.201,243 9.10 992 2.201,020
5.14～ 4.28～ 4.28～ 7.1～ 1.1～

4 10.10 339 10.20 558 10.201,001 9.10 1,064 2.191,675

5.16～ 4.29～ 1.7～
5 10.10 329 10.20 1,044

4.29～
10.202,648 9.10 1,796 2.25 909

6
5.14～
10.10 288 10.20 759 10.202,239 9.10 2,453 2.15 925

公
園
施
設
の
利
用
状
況
は、
上
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

公
園
の
主
な
施
設
の平
成
元
年
以
降
の
利
用
状
況

安 一 神
部 関 薮 下

山 松

松
本
徳
一

氏
名

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
館
長

歴
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ

準
一
平
六
・
一
一・
一〇
～
現

博
幸
平
四
・
一二
・
二
五～
平
六
・
一一
・
九

平
元
・

四
・

一～
平
四
・
一二
・
二四

昭
六
三
・

四
・

一～
平
元
・
三・
三
一

昭
六
〇
・
四
・

三
～
昭
六
三
・

三
・
三
一

間

教
育
次
長

備
考

人 人 人 人 人

5.15～ 5.8～ 5.8～ 6.25～ 12.31～

第
六
編
教
育
・
文
化

二
五
四

昭
和
六
十
一
年
以
降
は、次

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

改
修
さ
れ
た
。

在
任

期

歴
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
館
長

2
フ
ァミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園

4.29～ 4.29～ 7.1～ 12.25～

4.29～ 4.29～ 7.1～ 1.2～
2

7.1～

武

英
樹



3
青
年
会
館

年度 利用者数
人

昭61 4,03162

2,87463 2,065
平元 1,520 平元 3,592
2 1,544
3 1,479
4 1,720 4 3,207
5 1,253
6 853

荒
井
山
ス
キ
ー
場
利
用
者
数
調

ー
ル
の
閉
鎖

第
一
・第
二
プ
昭
和
四
十
二
年
七
月、
秩
父
別
小
学
校
の
敷
地
内
に、
待
望
の
第
一プ
ー
ルが
造
成
さ
れ、
更
に
五
十
年
四
月
フ
ァ

ミ
リ
ー
スポ
ー
ツ
セン
ター
裏
に、
第
二
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
小
中
学
生
お
よ
び
一
般
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
き

た
。
し
かし
両プ
ー
ルと
も
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
B
&
G
財
団
に
よ
る
海
洋
セ
ン

タ
ー
建
設
の、
誘
致
計
画が
進
ん
だ
平
成
三
年
八
月
、
こ
れ
ら
を
閉
鎖
し
た
。

荒
井
山
ス
キ
ー
場
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
利
用
状
況
は、
上
の
表
の
と
お
り
で
あ

る
。

第
三
章
社
会
教
育

年度 利用者数

人
昭61 2,012 4

そ
の
他
の
体
育
施
設

63 2,778
青
年
会
館
利
用
者
数
調

こ
れ
は青
少
年
の
専
用
施
設
で
あ
る
が、
支
障
の
な
い
限
り、
九

時
から
一
七
時
ま
で
の
間、
一般
に
も
開
放し
て
使
用
申
し
込
み

利
用
状
況
は、
上
の
表
のと
お
り
で
あ
る
。

を
受
け、
利
用
で
き
る
よ
う
にし
た
。

青
年
会
館
の
利
用

2

2,091
3 3,580

5 2,9640
0 2,520

62 2,256

二
五
五



二
五
六

新
し
い
施
設

図
書
館
従
来
郷
土
館
内
に
併
設
さ
れ
て
い
た
図
書
室
は
、
図

書
の
貸
し
出
し
冊
数
も
利
用
者
数
も
年
々
増
加
し
、

幅
広
い
情
報
の
収
集
が
可
能
な
多
機
能
図
書
館
の
必
要
性
が
強
く
な
っ

た
。
ま
た、
学
校
の
週
休
二
日
制
、
生
涯
学
習
上
か
ら
も
多
様
化
す
る

学
習
要
求
を
満
た
す
施
設
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
った
。

そ
こ
で
町
は、
文
化
的
・
教
育
的
・
社
会
的
・
情
報
的
・
古
文
書
的

な
ど
の
諸
機
能
を
備
え
た、
総
合
的
図
書
館
の
建
設
を
計
画
。
平
成
四

年
十
一
月、
二
億
二
、
八
六〇
余
万
円
の
経
費
を
か
け
て
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
一
部
二
階
建
て
、
五
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
図
書
館

を
建
設
し
、
十二
月
一
日
に
開
館
し
た。
蔵
書
は
当
初
は
一
万
五
千
冊

で
、
最
終
的
に
は
三
万
冊
ま
で
備
え
る
計
画
で、
一
般
図
書
の
他
に、

行
政
資
料
・
生
活
文
化
等
の
情
報
も
逐
次
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た、
特
色
と
し
て
オ
ー
デ
ィ
オ・
ビ
ジ
ュ
ア
ル・
ルー
ム
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
キ
ャプ
テ
ン
シ
ステ
ム
な
ど
の
ニ
ュー
メ
デ
ィ
ア
を

駆
使
し
た
情
報
収
集
が
可
能
で
あ
る
。
変
わ
った
と
こ
ろ
で
は、
札
幌

1階平面図
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0

身障WC
女子便所

文
湯
沸
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市
在
住
の
杉
本
米
蔵
の
作
成
・
寄
贈
に
か
か
る
「世
相
史
年
表
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り、
開
基
百
年
の
歩
み
と
世
相
の
移
り
変
わ
り
が、

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る。

初
代
館
長
に
は
早
川
欽
一
が
任
命
さ
れ、
町
社
会
教
育
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「図
書
館
運
営
協
議
会」
の
委
員
に
よ
っ
て
、
運
営

方
針
が
検
討
決
定
さ
れ
て
い
る
。
運
営
の
目
標
を、
開
か
れ
た
図
書
館、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た
機
能
的
図
書
館、
文
化
性
を
備
え
た
図

書
館、
情
報
セン
ター
と
し
て
の
図
書
館、
地
域
に
根
ざ
し
た
図
書
館
に
置
い
て
い
る
。
利
用
者
数
は、
四
年
度
が六
、
八二
九
名、
五

年
度
が
一
万
八、
六
二
九
名、
六
年
度
が
一
万
八、
七
七
八
名
と
な
っ
て
い
る
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
第
一
・
ニ
プ
ー
ル
の
老
朽
化
が
す
す
む
中
で
、
折
か
ら
B
&
G
財
団
(ブ
ルー
シ
ー
・
アン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

財
団
)
が
市
町
村
を
対
象
に、
社
会
体
育
施
設
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
建
設
を
す
べ
く、
平
成
二
年
十
月
に
要
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ三
年
五
月
、
本
町
に
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
(プ
ー

ル)
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。
秩
父
別
温
泉
隣
り
に
上
屋
付プ
ー
ル
六
コー
ス
(二
五
×
一
三
メー
ト
ル)
お
よ
び
更
衣
室
や
事
務
所
を

備
え
た
管
理
棟
が
、
財
団
負
担
の
建
設
費
二
億
一、
〇
〇
〇
万
円
で
建
設
さ
れ
た
(
町
にも
一
部
負
担
が
あ
っ
た)。

四
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
計
画
的
な
管
理
運
営
に
よ
っ
て、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
利
用
度
が
高
く
、
水
と
親
し
む
健
康
づ
く
り
の
拠

点
施
設
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
開
設
期
間
は
六
月
一
日
か
ら
九
月三
十
日
ま
で
で、
現
在
ま
で
の
利
用
状
況
は、
四
年
度
が
延べ
一万

五
、
三
五〇
名
、
五
年
度
が
一
万
五、
四
五
九
名、
六
年
度
は
一
万
九、
一九
九
名
で
あ
った。

陸
上
競
技
場
平
成三
年
に
着
工
し
た
町
営
陸
上
競
技
場
の
造
成
は、
四
年
五
月
に
完
成
し、
六月
一
日
に
オー
プ
ン
し
た。
総
面
積

二
万
四、
四〇
二
平
方
メ
ー
ト
ル、
すべ
て
の
陸
上
競
技
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
陸
連
の
第
四
種
公
認
を

第
三
章
社
会
教
育

二
五
七
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海洋センター平面図
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A 幼児用プール

1玄関 7シャワー室 (女) B プール(ステンレス製)6コース25M×13M
2ホール 8便所 (男)
3事務室・コーチ控室 9便所 (女)
4更衣室 (男) 10機械室
5更衣室 (女) 11倉庫
6シャワー室 (男) 12薬品庫

海洋センター 秩父別町営プール (平成6
年8月)

受
け
た
本
格
的
な
も
の
に
し
た。
ま

た
、
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
、
芝
生

の
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
も
利
用
で

き
、
要
し
た
総
事
業
費
は
一
億
九、

七
〇
三
万
余
円
で
あ
っ
た
。

二
五
八

今
後
、
北
空
知
の
陸
上
競
技
大
会

の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こと
に

な
り
、
スポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
ほ
か
、

町
民
運
動
会
や、
と
ん
で
ん
ま
つ
り

の
む
か
で
競
走
、
北
海
道
大
学
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
な
ど
に
利
用
さ

れ、
町
民
の
体
力
向
上
と
親
睦
交
流

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

な
お、
初
代
場
長
に
は
岩
田
兼
一

が
任
命
さ
れ、
四
年
度
中
の
延べ
利

用
者
数
は三
、
八
九
三
名
、
五
年
度

は
六、
〇
七二
名
、
六
年
度
は
七
、

1



陸上競技場平面図

ちっぷ
しゆう&ゆ B&G海洋センター第

三
章
社
会
教
育

400mトラック
走巾跳
三段跳 サッカーコート

走高跳助走路
助走路 一

国旗掲揚塔 槍投助走路 障害池
砲丸投げ 兼用サークル

棒高跳

ハンマー投
円盤投400mトラック
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陸上競技場 (平成7年6月)
二
五
九

ゲートボール場(平成5年9月)

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

八二
三
名
で
あ
っ
た
。

町
民
の
健
全
な
心
身
の
発
達
と
、
ゲー
ト
ボ
ー
ルの
普
及
、
振
興
を
図
る
た
め
、
フ
ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
南
一
〇
〇
米
の
並
び
に、
専
用
の
町
営
ゲー
ト
ボ
ー
ル
場
を
造
成
し
た
。
敷
地
面
積
九
、
四
五
四
平
方
メ
ー

ト
ル、
八
面
の
コー
ト
と
一九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
芝
生
広
場
が
あ
り、
付
属
施
設
と

し
て
ト
イ
レ、
休
憩
場、
駐
車・
駐
輪
場、
物
品
庫、
ベ
ン
チ
等
が
設
け
ら
れ、
総
工
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費
は
四、
五〇
〇
万
円
で
あ
った。

平
成
五
年
九
月
一
日
に
オー
プ
ン
し
、
五
年
度
中
の
利
用
者
数
は
一、
五
三
五
名
、
六
年
度
は
四、

〇三
三
名
で
あ
った
。

第
四
節
生
涯
学
習
の
推
進

名

備

考

役
職
氏

経
緯
と
構
想

教
育
計
画
委
員
会
委
員

文
部
省
は、
昭
和
六
十
二
年
の
臨
時
教
育
審
議
会
の
最
終
答
申
を
受
け
て、
六
十
三
年
度
か
ら
生
涯
学
習
社
会
へ
の
移

行
の
た
め
の
、
各
面
の
改
革
を
進
め
る
諸
施
策
を
打
ち
出
し
、
こ
れ
に
基づ
いて
北
海
道
教
育
委
員
会
で
も
各
種
方
針

を
提示
し
た
。
町
教
育
委
員
会
は
こ
の方
策
に
沿
っ
て、
生
涯
学
習
時
代
到
来
の
認
識
に
立
っ
て
、
「だ
れ
も
が、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
何
で
も
学
習
で
き
る
」
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間
、
秩

父
別
教
育
計
画
委
員
会
を
設
け
て
、
二
年
四
月
仮
称
「教
育
の
町
宣
言
」
の
内
容、
手
順、

方
法
等
に
つ
い
て
の
計
画
、
生
涯
学
習
推
進
体
系
の
策
定
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
諮
問
し

た
。

会
長

門
間
永
守
よ
り
子

小
野
鶴
雄

末
原

宏
早
川

正
剛

川
合

保
敏

早
川
欽
一悟
行
政
機
関

11

社
会
教
育
委
員

学
校
長

町
議
会
議
員

団
体
代
表

学
識
経
験
者

設
置
さ
れ
た
教
育
計
画
委
員
会
の
委
員
は、
上
記
の
メン
バ
ー
で
あ
った。

教
育
計
画
委
員
会
は、
二
年
間
に
わ
た
り
慎
重
に
検
討
を
重
ね、
先
進
地
の
山
口
県
周
東

町、
香
川
県
綾
南
町
等
の
調
査
を
も
と
に
、
生
涯
学
習
内
容
の
体
系
化
を
策
定
す
る
と
と
も

に、
学
習
者
の
援
助
・
協
力
を
し
て
いく
機
関
の
、
組
織
化
に
つ
い
て
も
討
議
し
た
結
果、

四
年
二
月
二
十
日、
町
教
員
委
員
会
あ
て
に
答
申
書
を
提
出
し
た。
答
申
に
は、
本
町
が
生

委
員

副
会
長" "1

11 11



涯
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
と
し
て
ま
ず
「生
涯
学
習
の
町
宣
言
」
を
、
行
う
べ
き
こ
と
と
そ
の
実
施
要
領、
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
組
織

化
の
方
法、
普
及
・
啓
蒙
の
た
め
の手
引
書
発
行
の
構
想
等
を
盛
り
込
み
、
基
本
的
事
項
と
し
て
用
語
の
定
義も
行
った
。
す
な
わ
ち、

生
涯
学
習
お
よ
び
生
涯
教
育
と
い
う
二
通
り
の
使
い
方
に
つ
い
て、
「生
涯
学
習
」
は
各人
が、
自
発
的
意
志
に
基づ
い
て
行
う
学
習
で、

必
要
に
応
じ
て
自
己
に
適
し
た
手
段
・
方
法
で
生
涯
を
通
じ
て
行
う
こ
と
を
言
い、
学
習
者
側
の
用
語
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
「生
涯
教

育
」
は、
生
涯
学
習
を
行
う
た
め、
自
ら
学
習
す
る
意
欲
と
能
力
を
養
う
よ
う
促
進
し
、
社
会
の
様
な々
教
育
機
能
の
関
連
性
を
考
慮
し

つつ
、
総
合
的
に
整
備
充
実
を
図
る
教
育
活
動
を
言
い、
行
政
側
の
用
語
と
す
る
と
い
う
も
の
で
、
自
分
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
か
、
学
ば

さ
れ
る
か
の大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で、
委
員
会
と
し
て
は、
学
習
者
の
主
体
的
意
志
に
よ
って
進
めら
れ
る
こ
と
を
尊
重
し
て
、
本
町

の表
現
は
「
生
涯
学
習
の
町
」
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
し
た
。

生
涯
学
習
推
進
生
涯
学
習
は
、
町
民
自
ら
の
自
発
的
意
志
に
よ
り、
進
め
ら
れ
る
こと
が
基
本
で
あ
り
、
組
織
を
構
成
す
る
構
成
員

協
議

会
全
員
が
主
体
者
で
あ
り、
推
進
者
で
あ
る
と
の認
識
に
立
ち、
四
年
六
月
に
「
生
涯
学
習
推
進
協
議
会」
を
設
け
る

こ
と
と
し
た
。

協
議
会
は、
時
代
の
伸
展
に
対
応
し
た
、
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
学
校
・
家
庭
・
社
会
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
機
能
を
総
合
的
に
整
備

充
実
し
、
生
涯
学
習
体
系
を
確
立
し
、
生
涯
学
習
の
町
づ
く
り
を
す
す
め
る
協
議
機
関
で、
行
政
・
学
校・
社
会
の
学
識
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

第
三
章
社
会
教
育

二
六
一
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秩
父
別
町
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
委
員

"" "

北
垣

寺
迫
造
田

尾
山
伊
藤

佐
藤

尾
藤

藤
井
利
一

原
田
森
成

高
鶴
光
雄

齊
藤
和
雄

吉
澤
國
太
郎

正
春 弘 悟

徳
一

正
義
義
博 名

四
・
六・

1
～

六
・

四・
四
・
六・

六
・

四
・

六
・

六
・
四
・

一～
現

四
・
六
・

一～
‘

"1 11

四
・

六
・

六
・
一〇
・

四
・

六
・

六
・
〇
・

一～
現

四
・

六
・

一～
平
六
・
九
・
三〇

一
～
現 期

間

在

在 在 在 〇 在 在 〇 在在

農
業
改
良
普
及
所
長

高
校
P
T
A
会
長

.11
中
学
校
P
T
A
会
長

11 11

高
等
学
校
長

中
学
校
長

"
小
学
校
長

商
工
会
長

農
協
組
合
長

改
良
区
理
事
長

議
会
議
長

"
教
育
委
員
長

教
育
長

助 町

役 長
備

考

(平
七
・
三
・
三
一
現
)

委
員

副
会
長

会
長

役
職
氏田
中

遠
藤

永
守
広
吉優

一
弘
公
裕 聡 静 動

雅
之 功

六
・
四
・
一～

現
在

S ～ ～ 一～
現

一～
現

二
一
～
現

任

～

5
"

一
～
平
六
・
三
・
三
一

一～
現

一
～
現

一
～
平
六・

三
・
三
一 在

11

" " " ! 11 11

福
島

川
口

門
間
松
本

高
崎

後
藤

平
四
・

六
・

在11

四
・

" "1
～
平
六
・
三
・
三
一

～
平
六
・
三
・
三
一

””” 現 現

～
平
六
・
九
・三
〇

小
学
校
P
T
A
会
長

生涯学習推進員会談

生涯学習推進員会議 (平成4年7月21日・スポー ツ
センター)

二
六
二

守
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伊
藤
俊
雄

吉
岡
小
三
郎

鈴
木

繁
上
ケ
島
恒
雄

高
桑

優
相
馬
義
三
郎

宮
本
光
男

上
ケ
島
力
雄

上
ケ
島
力
雄
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委
員
一青
木
貞
良
平
四
・

六
・

四
・
六
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一～
”

七
・
二・
一
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11 11

四
・

六
・

一～
‘

六
・
四
・

一～
現

五
・

一・
二
〇
～
〃
六
・
三
・三
一

～
平
五
・

～
こ

～
現

在

在 在

子
ど
も
会
育
成
会
長

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

体
育
指
導
委
員
長

体
育
協
会
長

町
文
化
連
盟
会
長

町
内
会
長
会
会
長

社
会
教
育
委
員
長

社
会
福
祉
協議
会
長

第
三
章
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ま
た
、
各
機
関、
団
体
の
実
務
者
と
町
内
会
の
代
表
者
三
六
名
で
組
織
し
た、
生
涯
学
習
推
進
員
会
議
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
、

生
涯
学
習
の
普
及
浸
透
を
図
る
こ
と
にし
た
。
こ
の
会
議
は、
四
年
七
月
に
は
手
引
書
「生
涯
学
習
実
践
の
み
ち
し
る
ベ
ー
み
ん
な
で
取

り
組も
う
一人
一
学
‒
」
を
発
行
し
、
全
家
庭
に
配
布
し
た
ほ
か、
町
民
の
や
る
気
を
助
長
す
る
た
め、
生
涯
学
習
奨
励
賞
の
創
設、
学

習
だ
よ
り
「生
き
活
き」
の
発
行
も
行
っ
て
い
る
。
生
涯
学
習
の
手
引
書
は、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
目
標
を
掲
げ
、
更
に
こ
れ
に
対
応
し

て
「
個
人
で
は」「

家
庭
で
は
」「
地
域
社
会
で
は」「

行
政
で
は
」
等
に
分
類
し
た
実
施
項
目
が
表示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
発
達
に
基

づ
く
段
階
と
し
て
「
乳
幼
児
期」「

少
年
期」
「青
年
期
」「
成
人
期」「

高
齢
期」
の
五
期
に
分
け
て、
各
自
が
選
択
す
る
べ
き
課
題
を
設

け
た
も
のと
し
た
。

畑

～
平
七
・

二
・
二
一

一
一
・
一九
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生涯学習の町宣言大会

生 涯 学 習 の 町 宣 言
わたしたちは、用�材体に満ちた鉄父別の約えてあることに替り責任をもちます。
周民一人一人が豊かで幸せな生活を送るため生涯を返してましたりることがまけきく自覚いにいき
わたしたちは次のことからを自ら進んでま残し豊かな町の発熱につとめます。
1.知識や技能を高め、広い心を焼います
2.スボーンを楽しみ
3.越譯 あ、

けやかが身体をませます

生涯学習の町宣言大会 (平成6年4月23日・ファミ
リー スポーツセンター)

二
六
四

生
涯
学
習
の
展
開
生
涯
学
習
は、
学
習
者
の
主
体
性
・
自
主
性
に
よ
って
行
わ
れ
る
も
の
な
の
で、
こ
の
要
請
に十
分
こ
た
え
る
、

環
境
整
備
が
肝
要
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
の
一
つ
と
し
て
、
四
年
に
生
涯
学
習
推
進
室

が
設
置
さ
れ
た
。
五
年
六
月
か
ら
は、
道
内
二
一
二
市
町
村
を
結
ぶ、
北
海
道
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
た
の
で、
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
加
入
し
て
「
施
設
」
「団
体
・
グ
ルー
プ
」「
学
習
機
会
」
「
指
導
者
」
「資
格
」
に
関
す
る
情
報
を
町
民
に
提
供
し
て
い
る
。
更
に
生
涯

学
習
の
振
興
を
図
る
た
め
、
秩
父
別
町
生
涯
学
習
指
導
者
登
録
事
業
を
実
施
し
て
お
り、
指
導
者
の
養
成、
発
掘
に
努
め、
登
録
お
よ
び

有
効
活
用
を
促
進
し
て
い
る
。
登
録
対
象
者
は
二
〇
歳
以
上
の
成
人
で
、
1
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
の
実
技
指
導
、
2
教
育
委
員
会
お
よ

び
町
内
会
等
が
開
催
す
る
事
業、
3
全
町
的
な
規
模
の
指
導
者
養
成
事
業
そ
の
他
に、

協
力
可
能
な
者
と
し
て
い
る
。

平
成
六
年
三
月
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て、
三
本
の
柱
か
ら
な
る
「生
涯
学
習
の
町

宣
言
」
を
議
決
し
、
四
月
二
十三
日
フ
ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て、

「生
涯
学
習
の
町
宣
言
大
会」
が
盛
大
に
執
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
道
内
に
お
い
て
は、

本
町
が
三
番
目
の
宣
言
の
町
で
あ
る
。
大
会
で
は、
二
十
一
世
紀
を
背
負
っ
て
生
き
る

若
者
六
名
に
よ
っ
て、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
決
意
が
力
強
く
述
べ
ら
れ、
次
の
宣
言

文
によ
り
厳
か
に
行
わ
れ
た。

生
涯
学
習
の
町
宣
言

わ
た
く
し
た
ち
は、
開
拓
精
神
に
満
ち
た
秩
父
別
の
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を

も
ち
ま
す
。

町
民
一
人
一
人
が
、
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ



と
の
大
切
さ
を
自
覚
い
た
し
ま
す
。

わ
たく
し
た
ち
は
、
次
の
こと
が
ら
を
自
ら
進
ん
で
実
践
し、
豊
か
な
町
の
発
展
に
つ
と
め
ま
す
。

1
知
識
や
技
能
を
高
め、
広
い
心
を
培
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
や
か
な
身
体
を
鍛
え
ま
す
。

2
趣
味
を
深
め、
豊
か
な
情
操
を
養
い
ま
す
。

3大
会
の
席
上、
秩
父
別
町
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
か
ら
、
阿
部
五
郎
他
六
五
名
の
学
習
者
に
対
し
生
涯
学
習
奨
励
賞
「
生
き
活
き
賞」

が
贈
ら
れ
、「
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
、
一人
一
学
」
の
ス
ロー
ガン
を
採
択
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
入
れ
な
が
ら
華
や
か
に
行
わ

れ
た
。一方
、
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
事
業
と
し
て
、
1
学
習
活
動
の
促
進、
2
学
習
情
報
の
収
集
・
提
供
、
3
学
習
相
談、
4
総
合
企
画
・

調
整
、
5
指
導
者
養
成
の
各
事
業
が
取
り
上
げ
ら
れ、
そ
れ
ぞ
れ
細
部
の
実
施
要
領
が
作
成
さ
れ
実
践
に
移
さ
れ
た。

第
五
節

国
際
教
育

1

概

要

現
在
は
国
際
化、
科
学
技
術
化、
情
報
化、
高
齢
化
を
はじ
め
産
業
構
造、
人
口
構
造、
労
働
時
間
の
変
更
等
社
会
の
様
な々
局
面
に

お
いて
、
広
範
か
つ
急
速
な
変
化
が
進
行
し
て
お
り、
こ
れ
に
柔
軟
か
つ
適
確
に
対
処
す
る
こと
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
国
際
化
の

進
展
に
よ
っ
て
、
国
外
の
よ
り
広
い、
よ
り
多
く
の
情
報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し、
か
ね
て
か
ら
国

第
三
章
社
会
教
育

二
六
五



二
六
六

第
六
編
教
育
・
文
化

際
教
育
に力
を
入
れ、
異
地
域・
異
文
化
など
の
交
流
を
進
め、
相互
理
解
に
努
め、
協
調
性
や
創
造
性
の
育
成
を
図
って
き
た。
考
え

方
・
文
化
・
生
活
様
式
な
ど
の、
異
な
る
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
は、
相
互
理
解
を
促
す
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
と
し
て
大
切
な
広
い

心
を
培
い、
平
和
と
調
和
の
世
界
を
創
り
出
す
活
動
で
あ
る
の
で
、
国
際
交
流
を
は
じ
め
多
く
の
地
域
と
の
交
流
事
業
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。
本
町
青
年
の
海
外
派
遣、
外
国
青
年
の
招
致、
他
地
域
と
の
交
流、
国
際
交
流
広
場
の
開
催
等
、
年
実々
施
し
て
い
る
事
業
も

多
い。

2
海
外
派
遣

町
の
将
来
を
担
う
若
者
と
し
て
見
聞
を
広
め、
国
際
感
覚
を
十
分
に
身
に
つ
け
て
も
ら
い、
研
修
後
は
成
果
を
団
体
活
動
や
地
域
活
動

に
、
反
映
さ
せ
る
こと
を
期
待
し
て
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
毎
年
、
本
町
青
年
を
海
外
に
派
遣
し
て
き
た
。
派
遣
は
お
お
む
ね
北
海
道
青

年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
北
海
道
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
が
毎
年
主
催
す
る
、
派
遣
事
業
に
参
加
す
る
方
法
に
よ
って
お

り
、
団
体が
推
薦
す
る
青
年
の
中
か
ら
町
が
選
出
し
て
応
募
し
、
主
催
者
側
の
選
考
に
よ
って
決
定
さ
れ
て
い
る
。

参
加
者
の
資
格と
し
て
は、
北
海
道
に
居
住
す
る
心
身
健
康
な
青
年
で
、
協
調
性
が
あ
り、
計
画
に
従
っ
て
規
律
あ
る
行
動
を
行
い
、

帰
国
後
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
生
かし
て
、
社
会
参
加
活
動
並
び
に
地
域
の
発
展
の
う
え
に、
指
導
的
役
割
を
果
し
得
る
者
と
認
め
ら
れ

た
者
と
な
っ
て
い
る。
こ
れ
ま
で
に
本
町
か
ら
派
遣
さ
れ
た
青
年
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



青
年
海
外
派
遣
事
業
調
べ

平

六 五 四 三 二 元

六
三

六
二

六
一

昭
六
〇

年
度

塩
谷
雅
則

武
田
美
喜
子

阿
部
了
一

川
尻
智
志

中
西

岩
永

武
田

内
山
元
一
北
海
道
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

北
米
・
カ
ナ
ダ

ヨ
ー
ロ
ッパ

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

北
米
・
カ
ナ
ダ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

東
南
ア
ジ
ア

中
国

韓
国

韓
国

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

中
国

東
南
ア
ジ
ア

北
米
・
カ
ナ
ダ

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

派
遣

国 国

商
工
青
年
部

!

青
年
団

若
い
芽
11 11

青
年
団

商
工
青
年
部

11 11 11

! 2 ! " !
!

!

11 11

青
年
団

選
出
団
体

"

北
海
道
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

総
務
庁
(日
中
青
年
親
善
交
流
)

総
務
庁
(
日
韓
青
年
親
善
交
流
)

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

総
務
庁
(
日
中
青
年
親
善
交
流
)

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

工
藤

美
紀

康
雄

前
田
力
男

岡
崎

派
遣
者
氏
名

主
催

団
体

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北
米
・
カ
ナ
ダ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

北
海
道
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

北
海
道
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

伴
浩

直
樹 淳

佐
崎
雅
俊

藤 森 村

幸
仁
一
巳

純
一 明 敏

美 実 幸 弘 聡 二

修
山
森

本
村

田
中

北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

北
海
道
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

近 金中
照
和

11

飯 稲 永 原
尾 澤 峰

北
海
道
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会

二
六
七

第
三
章
社
会
教
育

中
国

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

商
工
青
年
部



二
六
八

第
六
編
教
育
・
文
化

こ
の
ほ
か、
町
の
人
材
育
成
事
業
補
助
要
綱
に
よ
っ
て
、
農
業
研
修
の
た
め
海
外
派
遣
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
、
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大

会
参
加
の
た
め、
中
学
生
を
開
催
国
へ派
遣
し
、
あ
る
い
は
B
&
G
財
団
の
企
画
に
よ
る
、
少
年
の
船
に
小
・
中
学
生
を
参
加
さ
せ
、
グ

ア
ム・
サイ
ペ
ン
等
を
訪
問
す
る
な
ど
、
各
種
の
機
会
を
活
用
し
て、
海
外
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

3
語
学
指
導
助
手
(AET)

の
招
聘

FESTIVALINTERNATIONALS

広 場

大列
大

国際交流広場 (平成5年10月・交流会館)

こ
の
内
容
は、
第
二
章
学
校
教
育
の
第
一
節
小
学
校
の
現
況
・
第
二節

中
学
校

の
現
況
・
語
学
指
導
助
手
・
第
四
節
高
等
学
校
の
中
の
「そ
の
他
の
教
育
活
動
」
の
項

で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ、
記
述
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4
国
際
交
流
広
場
の
開
催

概
要
か
ね
て
から
、
町
の
青
年
婦
人
の
国
際
交
流
につ
い
て
は、
機
会
ある

毎
に、
派
遣
あ
る
い
は
招
致
し
て
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
組
織
化

し
、
国
際
交
流
広
場
と
し
て、
町
内
外
に
呼
び
か
け
て
開
催
し
た
の
は、
平
成
三
年
十
月

が
第
一
回
で
あ
る
。
こ
れ
は、
道
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る、
語
学
指
導
助
手
を
中
心
と
し

た
、
外
国
青
年
と
の
交
流
の
場
で
、
年
開々
催
し
て
お
り、
町
民
が
諸
外
国
の
文
化
や
生

活
に
触
れ
、
本
町
の
文
化
・
生
活
を
紹
介
し
、
相
互
理
解
を
図
り
、
国
際
交
流
を
促
進
す



る
機
会
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

主
催
は
秩
父
別
町
教
育
委
員
会
と
A
J
E
T
北
海
道
(
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
の
会)
で
あ
っ
て、
各
国
代
表
の
講
演、
各
国

の
生
活
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
、
楽
し
い
い
ろ
い
ろ
の
イベ
ン
ト
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
毎
回
イ
ギ
リ

ス
・
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
多
数
の
外
国
青
年
が
集
ま
り
、
北
海
道
の
語
学
指
導
助
手
の
間
で
は
、
本
町
の
広
場

が
最
高
の
国
際
交
流
広
場
で
あ
る
と
評
さ
れ、
フ
ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
交
流
会
館
で
開
催
し
て
い
る
。

1
要

第
六
節
第
四
十
四
回
国
民
体
育
大
会
(は
ま
なす
国
体)
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー

概

平
成
元
年、
本
道
を
会
場と
し
て
第
四
十
四
回
国
民
体
育
大
会
「
は
ま
な
す
国
体」
が、
「
君
よ
今、
北
の
大
地
の
風
と
な
れ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
道
民
の
北
方
風
土
に
根
ざ
し
た
た
く
ま
し
さ
と
、
自
由
闊
達
な
気
風
を
一
層
発
揚
す
る
た
め
、
道
民
の

総
力
を
結
集
し
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
大
自
然
を
生
かし
た、
特
色
あ
る
北
海
道
国
体
と
し
て
開
催
す
る
こと
を
目
指
し
、
道

内
二
一
二
市
町
村
を
く
ま
な
く
回
る
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
が
イ
ベ
ン
ト
等
を
組
み
合
わ
せ
て行
わ
れ、
全
道
的
に
国
体
気
運
の
盛
り
上

げ
が
図
ら
れ
た。
町
で
も
関
係
諸
団
体
と
協
力
し
て、
広
報・
チ
ラシ
に
よ
る
町
民
へ
の
協
力
啓
蒙
、
町
民
体
育
大
会
に
お
い
て
の
イベ

ン
ト
・
シン
ボ
ル
旗
の
掲
揚
・
テ
ー
マ
ソン
グ
の
放
送
・
競
技
優
勝
者
へ
の
記
念
章
の
授
与
等
、々
更
に
デ
モ
ン
ス
ト
レー
シ
ョ
ン
行
事

の
ゲ
ー
ト
ボー
ル
大
会
へ
の
参
加
な
ど
、
国
民
体
育
大
会
の
意
気
高
揚
を
図
っ
て
き
た
。

第
三
章
社
会
教
育

二
六
九



第
六
編
教
育
・
文
化

出 版 元 年
空知開拓の火」大会旗・炬火リレー引継式;

第44路國民体 業之众�文様も大変樹・您火リレー変容でいき

炬火リレー (平成元年9月12日・5条3丁目付近と役場前)

2
大
会
旗
・
炬
火
リ
レー

九
月
八
日
、
夕
張
「石
炭
の
歴
史
村」
で
採
火
さ
れ
た
炬
火
「
空
知
開
拓
の
火
」
は、
大
会
旗
と

と
も
に
空
知
管
内
の
各
市
町
村
を
リ
レ
ー
し
、
九
月
十
二
日
午
後
二
時
一
分
に
、
妹
背
牛
町
か
ら
本

町
に
引
き
継
が
れ
た
。

役
場
前
の
広
場
で
引
き
継
ぎ
式
を
終
え
、
勇
壮
な
秩
父
別
太
鼓
の
鳴
り
ひ
び
く
中、
中
学
生
一二

名
に
よ
る
第
一
走
者
が
出
発
し
、
中
継
地
点
に
待
機
す
る
小
学
生
・
青
年
団
・
体
育
協
会
・
高
校
生

各
一二
名
の
走
者
団
に
次
に々引
き
継
が
れ、
五
区
間
七
・
三
キ
ロ
メー
ト
ル
の
リ
レ
ー
を
行
い、

最
終
走
者
の
秩
父
別
高
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
に
よ
っ
て、
無
事
沼
田
町
へ大
会
旗
と
炬
火
が
引

き
継
が
れ
た。
あ
い
にく
の
曇
り
空
で、
途
中
雨
に
う
た
れ
た
が
、
力
強
い
足
取
り
で
全
員
力
走

し
、
任
を
果
し
た
。

二
七
〇



大会旗、炬火リレーコース

田第四 の沼
いしかりぬぎた 高 穂第二

旭町 A64:6
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田
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化

第
六
編
教
育・
文
化

第
四
章
文

第
一
節

文
化
財
保
護

1
記

念
碑

秩
父
別
町
の
開
基
百
年
を
祝
い、
い
ろ
い
ろ
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た。

そ
の
事
業
あ
る
い
は
そ
の
趣旨
を
永
く
後
世
に
伝
え
、
将
来
の
町
民
が
こ
れ
を
認

識
で
き
る
よ
う
に
す
る
目
的
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
碑
を
建
立
し
た
。

開
基
百
年
之
碑
建
立
年
月
日
平
成
六
年
六
月
三
十
日

建
立
場
所

碑
名
揮
毫

秩
父
別
町
役
場
前

秩
父
別
町
長
後藤

義
博

秩
父
別
町
開
基
百
年
を
記
念
し
て
建
立
、
立
石
は
原
田
森

成
・
千
代
子
夫
妻
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
道
産
の
茶
褐

色
の
自
然
石
で
あ
る
。
施
工
者
は
深
川
市
の
三
上
石
材
工
業

所
で
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル、
幅
四
・
五
メ
ー
ト
ル、
奥
行

一
・
二
メー
ト
ル、
台
座
は
白ミ
カ
ゲ
石
で
あ
る
。

二
七二

開基百年之碑(平成6年6月30日・役場前)



風
雪
之
碑
建
立
年
月日

建
立
場
所

建
立
者

碑
名
揮
毫

秩
父
別
町
長
後
藤

図
案
と
製
作
渡
辺
貞
之

秩
父
別
屯
田
会

義
博

風雲之碑

高
さ
三
・
六
メー
ト
ル、
幅
五
メー
ト
ル
の
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で、
台
座
は
白
ミ
カ
ゲ
石
で
覆
い、
裏
面
に

は
黒
ミ
カ
ゲ
石
に
屯
田
兵
氏
名
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
白

ミ
カ
ゲ
石
の
石
碑
は
雪
の
山
を
表
し
、
白
い
帯
状
の
模
様

は、
厳
し
い
風
の
模
様
で
、
先
人
達
の
辛
苦
を
象
徴
し
て

い
る
。
上
部
の
カ
ーブ
は
人
と
いう
字、
陶
板
の
五
羽
の

鳥
は
屯
田
五
中
隊
を
表
わ
し、
彫
像
は
、
開
拓
者
の
像

で
、
額
に
汗
す
る
男
が
手
を
休
め
ふ
と
太
陽
を
み
つ
め
る

姿
で、
希
望
と
力
強
さ
を
示
し
、
稲
を
か
か
え
た
女
は
豊

か
な
み
の
り
を
願
う
姿
を
示
し
て
い
る
。
碑
文
は、
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

碑
文
秩
父
別
町
は、
明
治二
十
八、
二
十
九
年
の
両
年
に
互
っ
て
屯
田
兵

四
百
戸
と
そ
の
家
族二
千
三
百
有
余
名
が、
遠
く
香
川
県
を
始
め
一
府
二
十
三
県

よ
り
北
辺
の
警
備
と
本
道
開
拓
の
使
命
を
担
い、
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
後
に
こ
の

二
七
三

風 雪之碑 (平成6年6月21日・スポーツセン ター
前庭)

第
四
章
文

化

平
成
六
年
六
月
二
十
一
日

秩
父
別
町
二
条
一
丁
目



二
七
四
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地
に
入
植、
爾
来、
屯
田
兵
と
そ
の
家
族
は
苛
酷
な
自
然
と
戦
い、
粗
衣
粗
食
に
堪
え
日
夜
練
兵
と
開
拓
に、
そ
れ
は
現
代
人
の
想
像
を
絶
す
る
辛

酸
を
し
の
ぎ
、
幾
多
の
試
練
を
克
服
し
て
、
そ
の
使
命
を
達
成、
か
く
し
て
明
治三
十
七
年
屯
田
兵
制
度
が
解
除
と
な
る
や、
納
内
・
一巳
兵
村
に

所
有
す
る
二
千
町
歩
の
立
木
と
公
有
地
を
売
却、
こ
れ
を
基
金
と
し
て
滝
の
上
に
水
源
を
求
め、
灌
溉
工
事
に
着
手、
将
来
屯
田
兵
の
子
弟
が
住
み

つ
いて
いく
穀
倉
地
帯と
し
て、
今
日
の
緑
豊
か
な
郷
土
秩
父
別
町
の
基
礎
を
築
か
れ
た。
時
恰も
屯
田
兵
入
植
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、

こ
れ
を
機
に
「風
雪
之
碑
」
に
四
百
余
名
の
屯
田
兵
を
深
く
銘
記
し
往
時
を
偲び
感
謝
の
心
を
い
つ
ま
で
も
町
民
の
象
徴
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
た

く
記
念
碑
を
建
立
し
、
本
町
発
展
の
礎
と
す
る
。

平
成
六
年
六
月二
十
一
日

秩
父
別
屯
田
会
長
宮
本
光
男

2
そ

の
他

高
徳
寺
ゆ
か
り
の
詩
人
、
俳
人
顕
彰
碑

建
立
年
月
日
平
成
二
年
十
一
月
十
九
日

秩
父
別
町
高
徳
寺
境
内

建
立
者

建
立
場
所

郷
土
四
詩
人
顕
彰
会

<
代
表
者
>
原
田
森
成

建
設
費

六
〇
余
万
円
(
高
徳
寺
門
徒
を
中
心
と
し
た
有

志
の
寄
付
)

人

郷土四詩人顕彰碑 (平成2年11月10日・高徳寺)

秩
父
別
に
住
み、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
田
園
詩
人
と
し
て、
全
国
的
に



活
躍
し
た
吉
田
迪
男
の
業
績
を
讃
え、
併
せ
て
高
徳
寺
ゆ
か
り
の
俳
人、
二
代
住
職、
三
代
住
職
と
そ
の
俳
友
、
柴
田
清
富
の
事
績
を
顕

影
し
た
碑
で
あ
る
。

碑
は
高
さ
一・
五
メー
ト
ル、
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
自
然
石
(原
田
森
成
の
拠
出
)
で、
中
に
黒
ミ
カ
ゲ
石
で
次
の
よ
う
に
吉
田
迪

男
・
金
倉
儀
一
(二
代
住
職、
号
愚
仏)・

金
倉
義
純
(三
代
住
職、
号
冷
月)・

柴
田
清
富
(元
村
長、
号
旅
人)
の
四
首
の
歌
が
刻
字

さ
れ
て
い
る。

時
雨
る
る
や

新
堂
の
棟
高
う
し
て

笹
し
げ
み
道
せ
ば
ま
り
て
赤
土
の

岸
辺
に
出
で
ぬ
雨
龍
川べ
り吉

田
迪
男

愚
仏

鐘
撞
き
て
秋
咲
き
木
蓮
見
つ
け
た
り

二
世
住
職

三
世
住
職

冷
月

旅
人

釘
う
ち
し
音
掌
に
の
こ
る
秋
深
し

郷
土

館

営 3

歴
史
的
に
本
町
発
展
の
足
跡
を
見
る、
施
設
と
し
て
の
郷
土
館
は、
平
成
四
年
ま
で
は
そ
の
一室
を
図
書
室
と
し
て
開

放
し
、
町
民
の
利
用
に
供
し
て
き
た
。
し
か
し
、
時
代
の
進
展
と
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
総
合
的
図
書
館
の

二
七
五

運

第
四
章
文

化



二
七
六

建
設
を
計
画、
四
年
十二
月
に開
館
の
運
び
と
な
っ
た
の
で、
図
書
室
を
廃
止
し、
資
料
の
整
理
を
行
っ
て、
郷
土
館
本
来
の
運
営
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
町
民
の
学
習
要
求
を
十
分
把
握
し
て、
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ
か、
光
デ
ィ
ス
ク
フ
ァイ
ルシ
ステ
ム
を
活
用
し
て、
収

蔵
品
の
保
存
と
検
索
の
利
便
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た、

マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
の
活
用
に
よ
る
視
聴
覚
学
習
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い

る
。保
有
資
料
平
成
七
年
三
月
末
現
在
の
資
料
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

保
有
数

物
件
名

一
五
六
点

農
機
具
|
家

具
|
文

一
四
九
点

一八
〇
点

四
八
点

書
写

真
勲

章
一
二
点

屯
田
兵
関
係

一〇
七
点

計
参
考
品
標
本
・
考
古

四
一点

七
四
六
点

歴
代
館
長
昭
和
六
十
一
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
館
長

在

任

期

間

佐
木々
薫
平
四
・
四
・

一～
平
七
・
三
・
三
一

武
平
二・
四・
二
五
～
平
四
・三
・
三
一

神
薮

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザー

備
"1 11 育

次

長

五
三
点考

松
本

山
下
英
樹
徳
一

氏
名 名

平
元
・
四
・

一～
平
二
・
四
・
二
四

昭
六
〇
・
四
・

一～
平
元
・
三
・
三
一
教

第
六
編
教
育
・
文
化



第
二
節
文
化
活
動

1
活
動
状
況

1)
文
芸
活
動

秩
父
別
町
文
化
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
、
文
芸
関
係
各
団
体
は、
例
会
に
お
け
る
研
修
の
ほ
か、
他
地
域
同
好
の
団
体
と
も
交
流
を
図

り、
そ
の
知
識・
技
能
の
向
上
に
励
ん
で
い
る。
ま
た
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
道
民
芸
術
祭
兼
空
知
管
内
郷
土
芸
術
祭
に
も
、
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り、
短
歌
の
こ
ほ
ろ
ぎ
社
・
八
葉
会、
川
柳
の
秩
父
別
川
柳
会
、
俳
句
の
交
竜
吟
社
等
は、
常
連
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
サー
ク
ル
は、
開
基
百
年
を
記
念
し
て
、
平
成
六
年
十
一
月
に
合
同
句
集
「
鐘
の
音」
を
発
刊
し
た
。

ま
た、
各
関
係
団
体
は
平
成二
年
か
ら
創
設
さ
れ
た、
全
道
シ
ルバ
ー
作
品
展
に
も
参
加
し
て
お
り、
第
一
回
作
品
展
で
は
書
の
部
で

石
塚
文
子
が
銀
賞
を
、
工
芸
の
部
で
坂
無
文
吉
が
銅
賞
を
受
賞
し
、
第
二
回
作
品
展
で
は、
書
の
部
で
鉢
呂
徳
次
が
銀
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
本
町
文
芸
部
門
の
実
力
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

(2)

芸
能
活
動化

文
芸
活
動
と
同
様
に、
文
化
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
芸
能
関
係
各
団
体
は、
日
頃
の
研
さ
んの
成
果
を、
い
ろ
い
ろ
の
機
会
に
発
表
し

て
お
り
、
道
民
芸
術
祭
兼
空
知
郷
土
芸
術
祭
で
は、
有
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
いる
。
舞
踊
の
徳
美
会
・
ひ
ま
わ
り
会
、
民
謡
会

第
四
章
文

二
七
七



芸 能 発 表 会我父別N
�合文化祭

コ ー ラス (平成6年11月3日・スポーツセンター)

華 道 (平成6年11月3日・スポーツ センター)

徳美会による舞踊 (平成6年11月3日)

第
六
編
教
育
・
文
化

は
毎
回
参
加
し
て
お
り、
老
人
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
も
、
元
気
な
と
こ
ろ
を
み
せ
て
出
演
し
て
い
る
。

か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
会
場
の
アト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
出
演
し
て、
伝
統
あ
る
獅
子
舞
を
披
露
し
て、
好
評
を
博
し
た
。

な
お、
昭
和
六
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
瀬戸
大
橋
博
覧
会
の
際
は、
本
町
ち
く
し
神
楽
獅
子
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が、
六
月
二
十
八
日

二
七
八



文
化
団
体

3第
四
章
文

化

食品コンクール金賞の 「大根葉とおから漬け」
(平成5年11月3日)

文
化
連
盟
昭
和
四
十
九
年
に
結
成
以
来、
本
町
文
化
の
振
興
発
展
に尽
く
し
て
き
た、
秩
父
別
町
文
化
連
盟
は、
平
成
五
年
が
二

十
周
年
に
当
り、
十
一
月
二
十
一
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セン
ター
に
お
いて
、
盛
大
な
記
念
式
典
を
挙
行
し
た。

そ
の
間
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
、
道
民
芸
術
祭
お
よ
び
空
知
管
内
郷
土
芸
術
祭
に
、
連
盟
加
盟
団
体
多
数
を
参
加
さ
せ
、
他
市
町
村
文
化
団

体
と
の
交
流
を、
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

町
内
で
は、
毎
年
十
一
月
三
日
の
秩
父
別
総
合
文
化
祭
を
機
会
に、
文
芸
部
門
、
芸

能
部
門
に
よ
る
多
彩
な
発
表
会
を
行
い、
加
盟
団
体
の
日
常
活
動
を
広
く
町
民
に
公
開

し
、
各
団
体
の
自
主
的
活
動
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
の
創

造
と
、
充
実
し
た
文
化
の
発
展
の
た
め
、
グ
ルー
プ
を
中
心
と
し
た
文
化
活
動
の
促
進

に
努
め
て
い
る
。
ま
た、
町
と
の
共
催
に
よ
っ
て、
生
活
文
化
展
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
て
お
り、
生
活
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
手
作
り
の
食
品
や
保
存
食、
付
加

価
値
を
高
め
た
ア
イ
デ
ア
料
理
な
ど
、
郷
土
の
良
さ
を
見
直
し
、
食
品
に
よ
る
ふ
る
さ

と
お
こし
を
推
進
し
て
い
る
。

な
お、
文
化
活
動
の
各
種
発
表
会
・
研
修
・
練
習
等
に
使
う
小
ホー
ル
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
、
ダ
ン
ス
部
の
練
習
に
適
し
た
場
所
が
な
い
こ
と
、
茶
道
修
練
の
た
め
の
炉

を
備
え
た
和
室
が
必
要
な
こと
な
ど
に
つ
いて
、
要
望
を
ま
と
め
た
陳
情
書
が
三
年
二

二
七
九



二
八〇

月
会
長
名
で
町
当
局
お
よ
び
関
係
先
に
提
出
さ
れ
た
が、
こ
れ
は
そ
の
後
交
流
会
館
の
新
設
等
に
よ
って
解
決
さ
れ
た
。

会
長
は
相
馬
義
三
郎
(昭
六
一
～
現
在)、

副
会
長
は
上
ヶ
島
力
雄
(昭
六
三
～
現
在
)、
澁
谷
房
子
(昭
六
三
～
平
二
)、
門
間
恵
子

(平
三
～
現
在
)
で
あ
る
。

加
盟
団
体
と
構
加
盟
団
体
数
は、
平
成二
年
ま
で
は三
二
団
体で
あ
っ
た
が、
三
年
に
三
六
団
体
と
な
り、
更
に
四
年
に三
七
団
体

成
員
・
代
表
者
と
な
っ
て
現
在
に
至
って
い
る
。

部
門
別
の
加
盟
団
体
等
の
内
訳
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
文
化
連
盟
団
体
一
覧

こ
ほ
ろ
ぎ
社

ひ
ま
わ
り
会

徳
美

コ
ー
ラ
ス
ア
ゼ
リ
ー
ア

パ
ン
ジ
ー
ク
ラ
ブ

ダ
ン
ス
好
友
会

秩
父
別
町、ダン

ス
ク
ラ
ブ

日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
深
川
支
部
秩
父
別
道
場

昭
三
四
・
一一

名

昭
一
一・
一二

昭
四
六
・
一
一

昭
四
三
・
三

昭
五
三
・
四

昭
五
二
・

四

昭
五
八・

四
昭
四
七
・

九 立

一〇 一〇 一五

一五 一
四 一三 一〇
一三

森
え
つ

信
太
秀
子

渡
邉

ハ
ツ
ェ

早
川
雅
子

岡
田

貞
子

前
田
友
治

三
〇
森
山
幸
夫

岡
崎
逸
人

森
山
幸
夫

信
平
俊
行

代
表
者
氏
名

平
成
六
年
四
月
現
在

短 舞 詩

民 部

歌 踊

コ
ー
ラ
ス

ダ
ー
ン

ス 吟 謡 門

老
連
民
謡
ク
ラ
ブ

秩
父
別
民
謡
会

団

会

体
設

会
員
数

第
六
編
教
育
・
文
化
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俳

太 琴

手
紡
ぎ
研
究

茶

造 華 園

芸 芸

碁 真 道

川郷
土
研
究

秩
父
別
川
柳
会

柳

八
葉

化

句句
-交

竜
吟
社

秩
父
別
太
鼓
保
存
会

手
紡
ぎ
研
究
会

琴
曲
永
守
社
中

お
茶

の
会

浮
彫

会

松
月

会
月
常
華

社

会 中 会

秩
父
別
バ
ラ
会

文
人
一
会

芸
秩
父
別
棋
友
会

カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

書
道
研
究
会

屯
田

ち
く
し
神
楽
獅
子
保
存
会

会

明
四
一
・

昭
四
〇
・

八

昭
五
九
・

四

昭
五
七
・
四

一〇 一
五

二
二 一〇 一〇 三 1
0
一〇 一〇 二
〇
三
〇 一〇
八〇 二三 一

五

三
五

一〇
〇 1
C

後
藤
義
博

梅
澤
宗
純

佐
藤

ト
ミ

永
守
よ
り
子

澁
谷

房
子

徳
本
君
子

山下 香川
桂
子
里
子

白
崎

キ
ク

森
山
倫
枝

相
馬
義
三
郎

岡
崎
義
男

上
ヶ
島
力
雄

四
十
坊
尚

出
口
沙
恵
子

齊
藤
康
彦

内
田
一
成

宮
本
光
男

上
ケ
島
力
雄

10

植
田
節
子

昭
六
三
・
五

昭
六
三
・

昭
六
一・

九

昭
六
〇
・

四

昭
元
・

昭
四
〇
・

昭
五
六
・
四

昭
四
七
・
四

平
三
・
四

昭
三
七
・
四

昭
五
〇
・

三

昭
四
六
・

昭
五
九
・
四

昭
四
五
・

昭
五
四
・
四

明
四
七
・

八
四
〇

神

楽

(
獅
子
)

滝
の
上
獅
子
舞
保
存
会

鼓 道 形 道

松 源 朋 陶

陶
部

会

陶|囲 写 書

二
八
一



謡

籐
工
芸

カ
ラ
オ
ケ

手 木 部
門 門

秩
父
別
町
宝
生
会

ラ
タ
ン
サ
ー
ク
ル

老
人
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

コ
ッ
ト
ン
ハ
ウ
ス

フ
ァミ
リ
ー
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル

み
ず
の
え
会

木
彫
サ
ー
ク
ル

団
体

名

平
五
・

一

昭
五
八
・

昭
六
〇
・

二

平
四
・
三

昭
六
三
・

昭
六
二
・

昭
六
〇
・

設
立

五
|

1
0

四〇 一五
二
〇 一〇 1
0

会
員
数

青
木

貞
良

早
川

綾

沼
田
清
治

篠田
雅
子

伊
藤
ー
ク
ニ
子

青
木

貞
良

河
瀬
元
子

代
表
者
氏
名

第
六
編
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文
化

二
八二

曲 芸

水
墨
画

彫



第
七
編

福
祉
と
保
健

ミティィービスセンクー

在宅福祉の拠点としてオープンした デイサービスセンター (平成7年3月末撮影・2条1丁目)





第
一
章
民
生
保
護
の
変
遷

第
一
節
福
祉
制
度

1
各
種
委
員
会

民
生
委
員
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
任
し
、
地
域
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
と
と
も
に、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
を
尊
重
す

る
任
務
も
負
い、
自
主
活
動
や
協
力
活
動
を
常
時
行
っ
て
い
る
。
更
に、
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
実
績

を
把
握
し
分
析
し
て
、
そ
の
効
果
的
な
活
用
を、
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
諸
問
題
解
決
に
当
っ
て
い
る
。

歴
代
民
生
委
員
(兼
児
童
委
員
)

氏
名

在
任

1
～

現 現 現 現 現 現 元現

期
間

在 在 在 在 在 在

【平
四
・
七
・
二
九
福
祉
事
業
功
労
者
支
庁
長
賞

昭
五
八
総
務
委
員

考

第
一
章
民
生
保
護
の
変
遷

二
八
五

沼
田

鉢
呂
博
巳

内
田
て
い

小
竹
井
原
美
数
繁
信

次
雄

昭
六
一
・
一
一
・三
〇
～

昭
六
一・
一
一
・三
〇
～

昭
五
八
・
一
二・

昭
五
八
・
一
二
・

一～
昭
五
八
・
一
一
・

一～
現

昭
五
五
・
一二
・

一～
現

勇
山
本
和
子

中
村

昭
五
四
・
三
・

一～
平
元
・
一一
・
三
〇

備



二
八
六

第
七
編
福
祉
と
保
健

昭
四
〇
・
六
・三
〇
～
現

在
任

期

在 間

常
楽
寺
住
職

備
考

保
護
司
前
町
史
以
降
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

青 岡 上 篠 氏

木 島 田 田
ヨ 秀
シ 雄 實 章

名

歴
代
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
前
町
史
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。間

議 議

会 会
備

議 議

員 員

考

.

平
二
・
七
・
一五
～
現

平
元
・
五
・
一五
～
現

昭
五
九
・
四
・
一五
～
平
二
・
三
・
一四

昭
五
八・

一・
一五
～
平
元
・
三
・
一四

在
任

現
平
元
・
一二
・
一～

現
平
元
・
一
二
・

一～
現

平
元
・
一
二
・

一～
現

昭
六
一
・
一
一・
三
〇
～
平
元
・
一
一・
三
〇

若
林
貞
江

森
剛

忠
敏

平
六
・

一・
一一

昭
六
一
・
一
一・
三〇
～
平
元
・
一
一
・三
〇在 在 在 在

山
本
常
信

氏 歴
代
保
護
司名

佐
藤
良
子

高
橋
健
二
郎

古
村
豊
一

相
座

期

在 在
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二
八
七

山 稲 佐 一 金 篠 澁 永 高

下 沢 藤 関 山 原 谷 井 松

英 弘 一 博 敏 房 親 保
樹 子 美 幸 江 勉 子 夫 一

平
六・

五
・
二
五
～
現

平
六
・
五
・
二
五
～
現

平
四
・
一
二・
二
五～

現
平
四
・

五
・
二
五
～
平
六
・
五
・
二
四

昭
六
一
・
一二
・
二
五
～
現

昭
五
八
・
一
二・

一～
平
四
・
一
二
・
二
四

昭
五二
・
一〇
・

一～
平
五
・
九
・
三
〇

昭
五〇
・
一〇
・

一～
平三
・
一一
・
一
一

昭
四
一
・
一・
二
〇
～
現

在 在 在 在 在

勉



第
七
編
福
祉
と
保
健

第
一
節

第
二
章
事
業
と
施
設

福
祉
事
業

-
生
活
保
護

生
活
保
護
の
状
況
本
町
の
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は、
所
得
向
上
や
年

金
制
度
の
充
実
に
よ
り
年
減々
少
の
傾
向
を
た
ど
っ
て

お
り、
平
成
六
年
十
二
月
現
在
で
は、

一四
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
世
帯
類
型

を
み
ると
、
高
齢
者
世
帯
・
母
子
世
帯
・
疾
病
お
よ
び
障
害
者
世
帯
な
ど
、
と

な
っ
て
い
る。
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
生
活
基
盤
の
弱
い
世
帯

も
あ
る
の
で、
常
に
実
態
を
把
握
し
て、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
生
活
保
護
の
状
況
は、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

生活保護の状況

別 保 護 扶 助 別 人 員

人

年

世帯

戸数
人員 生活 住宅 教育 医療

保護率

人口 1,000

人当り

昭61

36 51 48 44 4 33 13.562 29 S 39 36 4 26 10.863 2 30 29 26 3 21 8.3
平元

24 32 31 25 3 21

8.72 23 3 28 21 3 24 8.13 21 28 26 19 2 23 7.54 18 25 23 18 2 22 6.81
0 15 20 19 14 2 19 5.56 13 19 19 13 2 19 5.3

二
八
八



2
児
童
福
祉

現
況

本
町
は
昭
和
六
十
年
代
か
ら
次
第
に、
少
子
化
が
す
す
み
、
加
え
て
児

童
福
祉
施
設
が
老
朽
化
し
て、
利
用
率
が
著
し
く
低
下
し
た
の
で、
平

成
四
年
に
東
町
内
に
あ
っ
た
「母
と
子
の
家
」
と
西
栄
町
内
に
あ
った
「西
児
童
館」
を

廃
止
し
た
。
ま
た、
少
子
化
に
伴
っ
て
発
生
す
る
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
「
健
や

か
に
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
づく
り
」
め
ざ
し
て、
平
成
六
年
一
月
一
日
か
ら
民
生

委
員
の
中
に、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す
る
、
主
任
児
童
委
員
が
配
置
さ
れ
た
。

年度別児童手当支給状況

年 度 受給者数人 支 給 総 額 円 備 考

昭61 105 5,441,000 受の62 132 4,675,000 給短63 122 4,450,000 者期
平元 111 4,322,500 の受
2 120 4,550,000 数給

00 124 4,370,000 は者4 98 6,455,000 年も
5 8 5,535,000 度含6 18 4,955,000 内む

年
度
別
児
童
手

当
支
給
状
況
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
は、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

児
童
顕
彰
規
定
に

よ
る
被
表
彰
者
秩
父
別
町
児
童
・
生
徒
の
表
彰
は、
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
に
は
該
当
者
が
出
て
い
な
い。

第
二
章
事
業
と
施
設

二
八
九



母子医療費助成状況

年 度 件 数 金 額 円 対象者人
昭61 156 447,245

22

62 90 337,141

22

63 79 172,708

24

平元

65 151,187

23

2

110 452,849
33

3

187 1,022,277
38

4

165 484,338

30

5

179 413,872

30

6

117 396,736

30

寡婦医療費助成状況

年 度 件 数 金

額 円

対象者人
昭61

65 190,98762 55 149,73563 74
228,680 9

平元

61 320,284

9

2 76

348,078

17

3
145 713,580

22

4

172 1,046,270

25

5

101 943,513

25

6

103 1,448,969

21

母子福祉資金貸付状況

年 度 件 数 貸付金額 円

昭61 1 81,00062 1

360,00063 2

480,000
平元 -2 2

200,0003 2

520,0004 2

520,0005 0 0

6 0 0

と
お
り
で
あ
る
。

助
成
状
況

母
子
家
庭
に
つ
い
て
は、
今
後
と
も
物心
両
面
に
お
い
て
援
護
活
動
を、
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
昭

和
六
十
一
年
度
以
降
の
母
子
医
療
費
・
寡
婦
医
療
費
の
助
成
状
況、
お
よ
び
母
子
福
祉
資
金
貸
付
状
況
は、
次
表
の

母
子
福
祉

第
七
編
福
祉と
保
健

二
九
〇
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4
身
体
障
害
者
福
祉

現
況
本
町
の
身
体
障
害
者
は
約二
五〇
名
で、
こ
れ
ら
の
人
を
中心
に、
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
秩
父
別
町
分
会が
組
織
さ

れ
、
会
員
は
積
極
的
な
自
助
援
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
心
身
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
家
庭
へ
の
援
護
強
化

と
と
も
に、
障
害
者
が
精
神
的
に
孤
立
し
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
相
談
の
機
会
や、
社
会
参
加
の
機
会
の
拡
充

等
に
努
め
て
い
る
。
平
成
二
年
に
福
祉
八
法
の
改
正
が
行
わ
れ、
五
年
から
身
体
障
害
者
の
補
装
具
交
付
事
務
な
ど
の、
権
限
が
町
に
委

譲
さ
れ
た。
こ
れ
によ
り
五
年
以
降
に、
町
が
交
付
し
た
実
績
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

補
装
具
等
の
貸
与
・
給
付
の
状
況

平
六 五 四 三

年
別

四 三 一 〇件

四
一二
、
〇〇〇

一
五
八、
〇
五
〇

一
四
一、
三
五〇

日
常
生
活
用
具
(重
度
)

〇
円

○
<

11 三 〇
件

更

一
一八、

八〇
〇

二〇
一
、
〇
〇
〇

生生
医 医

〇円

療
一

三 C

四
九

三
〇

〇
件

年度別身体障害
者手帳交付者数

年 度 人 数

昭62 20人63 8

平元

19

2 20

3 16

4 21

0 1

co

14

二
、
〇三
三
、
六
一八

補

七
九
六
、
一六
一

装

つ 〇
円 具

二
六

一
一 〇
人二
九
一

身
体
障
害
者
手

帳
交
付
者
数

第
二
章
事
業
と
施
設

昭
和
六
十二
年
度
以
降
は、
下
表
の
よう
に
な
っ
て
い
る。

1 一



第
七
編
福
祉
と
保
健

年
度
別
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
登
録
数
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
は、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

重
度
身
体
障
害
者
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
助
成
状
況
は
、
下
表
の
と
お
り
で
あ

医
療
費
助
成
状
況
る
。

5
老
人
福
祉

現
況
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い、
国
は
高
齢
者
が
居
住
す
る
市
町
村
に

お
い
て
、
在
宅
ケ
ア
お
よ
び
、
施
設
ケ
ア
の
両
面
に
わ
た
る
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が、

一元
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め、
平
成二
年
六
月
老
人
福

祉
法
・
老
人
保
健
法
な
ど
、
関
係
八
法
の
改
正
を
行
な
い、
五
年
度
か
ら
は
道
と
市
町
村

に
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
沿
っ
て
本
町
は
、
六
年
度

か
ら
十
二
年
度
に
わ
た
る
「
秩
父
別
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画」
を
樹
立
し
た
が、
こ
れ

は
国
の
保
健
福
祉
施
策
動
向
を
踏
ま
え
「第三

次
秩
父
別
町
総
合
計
画
」
を
ベ
ー
ス
に
し

て、
本
町
の
保
健
福
祉
行
政
を
、
推
進
す
る
う
え
の
基
本
指
針
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
町
は
平
成
四
年
度
よ
り、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は、
一人
暮
ら
し
の
老
人
家
庭
等
に、
緊
急
通
報
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
電
話
機
と
、

重度身体障害者医療費助成状況

年 度 件件数 金 額 円 対象者人
昭61 1,145 7,316,852

75

62

1,281 6,874,148

77

63 1,186 4,672,386 7
平元 1,297 5,093,277

73

平 元 237
2 1,444 7,603,798

80 2

236
3 1,609 16,810,442

86 3

242
4 1,705 14,664,083

90 4

249
5 1,666 14,145,868

72

6

1,757 13,234,077

80

身体障害者手帳所
持者登録数

年 度 人 数

昭 62 226人63 227

二
九
二

5

245
6 244



第13回秩父別町社会福祉大会

創立40年福祉大会 老人福祉センター (平成3年11
月21日)

電
話
機
の
回
線
と
直
結
さ
れ
た
煙
セン
サー
と
ガ
ス
セン
サー
を
貸
与
し
、
こ
れ
ら
の
装
置
が
深
川
地
区
消
防
組
合
消
防
司
令
室
緊
急
通

報
セン
タ
ー
と
常
時
電
話
回
線
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
突
発
事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
、
通
報
セン
タ
ー
に
情
報
が
入

り
、
こ
れ
に
よ
り
通
報
セ
ン
タ
ー
で
は、
隣
人
等
の
緊
急
協
力
員
に
連
絡
し
、
状
況
の
確
認
お
よ
び
適
切
な
処
置
を
講
じ
ら
れ
る
仕
組
み

で
、
素
早
い
救
援
体
制
が
と
れ
る
シ
ステ
ム
で
あ
る
。
五
年
一
月
十
九
日
か
ら
北
空
知
(深
川
市
・
秩
父
別
町
・
沼
田
町
・
妹
背
牛
町
・

幌
加
内
町)
地
区
で
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。
本
町
で
は
四
年
度
一〇
台
、
五
年
度
二
〇
台
、
六
年
度
五
台
が
設
備
さ
れ
て
い
る
。

交通安全

一
些
文
学
科
江
山西
党
史
类
生

一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
急
増
し
て
お
り、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
と
と
も
に
経
済
問
題
・
健
康
問
題
等
へ
の
対
策
が
重
要
と
な
って
き
た

ので
、
寝
た
き
り
老
人
問
題
と
併
せ
て
、
援
護
対
策
の
充
実が
望
ま
れ
て
い
る
。
町
で

は
こ
れ
ら
の
支
援
対
策、
ま
た
在
宅
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め、
介
護
者
教
室
の
開
催

や、
入
浴
サー
ビ
ス
を
は
じ
め、
安
否
確
認
の
電
話
サ
ー
ビ
ス、
除
雪
・
布
団
乾
燥

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
以
降
五
年
毎
の
人
口
構
造
の
推
移
は
、
次
頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
顕
著
な
高
齢
化
が
認
め
ら
れ
る
。
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5年毎 人口構成の変化

総 数

男 女 0% 50% 100%

55
昭
5
5
・
1
0
・
1 1

4,163人
15才未満
(874人)

21.0%

15才以上65才未満
(2,725人)

65.5%

65才以上
(564人)

13.5%10 人

人 男 人 女
442

人 男
432

人 女 人 男 女 人
305

昭
60
10

4,003人
15才未満
(714人)

15才以上65才未満
(2,608人)

65才以上
(681人)

17.8% 65.2% 17.0%人 人

男 人 女
371

人
343

男
1,249
人 女 人 男 人 女

302
人

379

2
1

平
2
・
1
0
・
1

10

3,735人
15才未満
(602人)

16.1%
15才以上65才未満
(2,370人)

65才以上
(763人)

20.4%

人

人 男
�

314
人

288
男 人1,125

女
1,245

人 男 女 人
口

428

平
6
・
10
・
1

3,606人
15才未満
(522人)

15才以上65才未満
(2,244人)

65才以上
(840人)

23.2%
人 人 男

人女
264

人 男
258

人女
1,089

人 男
1,717 1,889 1,155

人 女
364

人
476

年
度
別
診
療
別
老
人
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
町
費

医
療
費
助
成
状
況
支
弁
に
よ
る
満
七〇
歳
未
満
を

対
象
と
し
た
、
医
療
費
助
成
状
況
は
、
次
頁
の
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

第
七
編
福
祉
と
保
健

二
九
四

2,011 2,152 1,310 1,415
一人
259

1 1,922 2,081 1,359

63.5%

1,774 1,961
人

335
女

14.5% 62.2%
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年度別診療別老人医療費助成状況 (町費支弁額,対象満70歳未満) (単位 円)

区 入 院 入 院 外 歯 科

|調

剤 合 計 療 養 費年
度

分

件 数 件 数 件 数 件 数 件 数 件 数

費 用 額 費 用 額 費 用 額 費 用 額 費用額(助成)費用額(助成)

27件 617件 72件 79件 795件 12件
昭61

1,252,595円 2,294,058円 334,084円 724,568円 4,605,305円 28,305円12

313

29 38 392

1162

352,919 1,339,401 182,278 422,456 2,297,054 22,257

63 0

200,507 86,396 98,607 385,510 7,666

平元
0 25,665 15,194 60,280 94,181

0

2

304,171 101,265 6,452 168,540 580,428 5,780

3
96,023 158,293 25,176 116,670 396,162 12,4120 56 3 0 59 2

4

0

387,444 16,458 0 403,902 4,9986 32 2 0 40 0

5

152,971 442,616 1,685 0 597,272

0

6

113,917 136,079 13,418 0 263,414 6,566

老人福祉センターヨクリ 区 健康手帳の交付

年
度

分

医療対象者 左以外の40
歳以上の者

昭 61 46人 一 人62 39 63

63 17 65

平 元

49 43

2 76 65

3 45 75

4 8 46

5 17 49

6 11 45

0 52 12 6 70 2

0 15 5 4 24 0

8 29 2 11 50 1

3 39 1 6 49 1

9 7 1 0 17 1

いつまでもお元気で (平成5年11月)

二
九
五



区分 区分
被指導実人員 被指導延人員

年度 年度
昭 61 一回 一 人

健
康
教
育

昭 61 6人

139人

健
康
相
談

第
七
編
福
祉
と
保
健

二
九
六

老
人
保
健
法
に
基
づ
い

て
、
本
町
が
実
施
し
て
い

訪
問
指
導63 53 635

63 222 2,186
平 元

22 593 平 元 141 2,1462 19 495

2 77 1,5063 51 1,015

3 72 1,1004 46 1,101

4 78

1,1365 46 1,649

5 79 1,1796 37 806

6 78 1,109

2 9 45 2

164 3013 12 86 3

177 4434 13 112 4 215 2565 13 108 5 239 2926 13 119 6 263 373

区分
開 催 回数 被指導延人員

年度
昭 61 24回 778人 昭

61 166回 2,842人62 50 1,400

62 210 5,000

62 62 7 84

63 63 7 84

平 元 170 577平 元

区分 開催回数 参加延人員 機
能
訓
練

年度

り
で
あ
る
。

る
各
種
老
人
保
健
事
業
は、
次
の
各
表
の
と
お

老
人
保
健
事
業

開催回数 被指導延人員
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昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の、
満
七
〇
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
診
療
別
内
訳
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

区分 対 象 者 受 診 者 数 精 密 診 査

年度 受診率 要精検者数 要精検 率

昭 61 1,500人 529人 35.3% 58人 11.0%62 1,190 490 41.2

61 12.463 1,583 447 28.2

62 13.9
平 元 1,113 533 47.9

47

8.8
2 1,844 532 28.9

43 8.1
3 1,600 488 30.5

44 9.0
4 1,508 470 31.2

48 10.2
5 1,635 504 30.8

58 11.5
6 1,640 422 25.7

41 9.7

区分 対 象 者 受 診 者 数 精 密 診 査

年度 受診率 要精検者数 要精 検 率

昭 61 900人 180人 20.0%

1人

0.6%62 791 226 28.6 1 0.463 1,139 243 21.3

0 0

平 元 699 179 25.5

0 0

2

1,180 236 20.0

0 0

3

1,161 217 18.7 1 0.5
4 1,002 166 16.6 2 1.2
5 1,075 209 19.4

0 0

6

1,020 168 16.5

0 0

子
宮
が
ん
検
診
(
頸
部)二
九
七

療
養
給
付
等
の

診
療
別
内
訳

項目 対 象 者 受 診 者 数 指導区分別人員

年度 受診率 異常なし 要指導 要医療

昭 61 1,421人 817人 57.5% 445人 223人 144人62 1,190 905 76.1 324 385 19663 1,075 768 71.4 277 289 202
平 元 1,063 764 71.9 268 341 155

2 1,285 843 65.6 355 398

90

3

1,052 676 64.3 258 312 106
4 824 575 69.8 169 236 170
5 1,014 665 65.6 166 285 214
6 985 660 67.0 167 320 173

循
環
器
検
診

胃
が
ん
検
診



療養給付等の診療別内訳 (満70歳以上) (単位 円)

年度
区分 昭和61年度 62年 63年 平成元年

件 数 764 823 839
19,875

243,218,850
27,693

278,561,270

入院外
件 数
日 数
費用額

6,718
26,321

109,256,780

6,646
20,780

112,274,980
22,659

112,967,960 110,595,330
件 数 525

1,647
518

1,747
10,050,530

413
1,337

9,229,530

440
1,464

調 剤
件 数
費用額

1,242
51,078,080

1,205
51,130,130

1,139
50,481,970

1,144
56,414,150

施 設
件 数
費用額
件 数
費用額

9,249
401,374,220

9,192
412,816,970

9,109
414,898,310

9,355
453,857,530小 計

件 数 218 278 345 411
療養費 費用額 14,083,434 21,981,203 23,202,628 30,800,880

合 計
件 数
費用額

9,467
415,457,654

9,470
434,798,173

9,454
438,100,938 484,658,410

2年 3年 4年 5年 6年

973 947 998 918
23,475 23,283

314,075,250
23,972

332,595,500 308,917,140

885
20,319

307,989,710
6,930 7,249 7,368 7,549 7,733
20,666

119,273,440
22,006 21,933 21,837 21,848

140,813,920 130,951,070 125,117,960 137,838,732
473 474

1,547
11,344,950

470
1,562

542 548
1,668

14,340,100
1,063 1,122 1,181 1,194 1,218

52,790,695 54,036,770 44,179,250 43,246,180 41,795,5201 59 60

13,721,702 14,191,972 10,353,283
9,440 9,851 10,077

534,308,272
10,264

507,202,802
10,429

512,317,345
486 555 426 252 226

37,095,737 45,035,469 33,436,930 16,506,956 12,768,892
9,926 10,406 10,503 10,516 10,655

536,578,088 577,192,654 567,745,202 523,709,758 525,086,237

第
七
編
福
祉
と
保
健

933
入 院 日 数

費用額
18,378

231,610,430
19,924

239,361,330
6,718 6,838

21,262

歯 科 日 数
費用額 9,428,930 8,286,780

317,684,270

9,703,710 12,860,750
1,692

15,729,550

61 45

30,236 11,886,295

499,482,351 532,157,185

1,497

21,159

9,766

二
九
八



ゆ
う
&
ゆの

平
成二
年
四
月
に
オー
プ
ン
し
た
「
ち
っ
ぷ
ゆ
う
&
ゆ
」
は
、
町
民
は
も
と
よ
り
近
隣
市
町
村
の
人
々
に
も
、
利
用
さ

入
館
料
補
助
れ
て
い
る
が、
特
に
高
齢
者
の、
憩
いと
保
養
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
老
人
保
健
事
業
の
一
環
と
し

て、
本
施
設
の
利
用
に
つ
いて
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
と
割
引
サー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
町
費
補
助
に
よ
り
、
本
町
の
満
七〇
歳
以
上
の

人
に
は
年
二
回
無
料
券
を
、
六
五
歳
以
上
の人
に
は
年
間
二
九
回、
二
五
〇
円
割
引
の
優
待
券
を
発
行
し
て
い
る
。

・

高�青事業団設立総会

15
高齢者事業団設立総会(平成6年6月9日 役場別館)

秩
父
別
町
高
齢
者サ

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
見
合

ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
う
、
最
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め、
町
と
し
て
保
健
・
福
祉・
医
療
に
係
る
各
種
サー
ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
・
推
進
し

て、
高
齢
者
の
福
祉
向
上
を
図
る
機
関
と
し
て
、
こ
の
チ
ー
ム
が
平
成
元
年
一
月
に
発
足

し
た
。

高
齢
者
に
対
す
る
サー
ビ
ス
が
偏
ら
ず
、
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
事
業
と
し
て

は、
保
健
婦
・
家
庭
奉
仕
員
の
訪
問、
相
談
活
動
を
通
じ
て
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
こ
と
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
・
経
済
状
況
・
家
庭
環
境
等
を
踏
ま
え
た
、
具
体
的
処
遇

方
策
を
確
立
す
る
こと
、
関
係
サー
ビ
ス
提
供
機
関
へ
の、
サー
ビ
ス
提
供
要
請
を
行
う

こ
と
な
ど
で
あ
っ
て、
事
務
局
は
役
場
住
民
課
内
に
置
か
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
の
委
員
は、
関
係
す
る
九
団
体
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
町
長
が

委
嘱
し
た
者
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
発
足
以
来
の
委
員
は
次
表
の
と
お
り
で
あ

る
。

第
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施
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第
七
編
福
祉
と
保
健

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
委
員

町町〃民老老町老身保
民保 生人人社人体健
生健 委家福会福障所
担婦 員庭祉福祉害保
当 奉施祉相者健
者 仕設協談相婦

員職議員談
員: 員

協
議
会
職
員

氏
名

年
度

坂池中相宮蓑栗鉢東早
本田村座本口岡呂 坂

ヤ
明 忠工知英徳徳和

博子勇敏子夫光次治子

氏
名

平
元

坂池中相宮蓑栗鉢東早
本田村座本口岡呂 坂

明 忠エ知英徳徳和
博子勇敏子夫光次治子

氏
名 二

一斎小沼宮蓑栗鉢東阿
関藤竹田本口岡呂 部

ヤ
博直美次工知英徳徳浩
幸美数雄子夫光次治美

氏
名

三

一斎小沼宮蓑栗鉢東阿
関藤竹田本口岡呂 部

ヤ
博直美次工知英徳徳浩
幸美数雄子夫光次治美

氏
名

四

山斎小沼岡蓑坂稲東縄
下藤竹田田口本澤 井

英直美次悦知 杉徳詠
樹美数雄子夫博男治子

氏
名 五

山斎小 沼岡近坂稲東縄
下藤竹田田藤本澤 井

氏
名 六

英直美次悦幸 杉徳詠
樹美数雄子男博男治子

母
体
職
種

6
そ
の
他
の
事
業

秩
父
別
町
高
か
ね
て
か
ら
、
働
く
意
欲
の
あ
る
老
人
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
か
ん
が
み
、
町
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

齢
者
事
業
団
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
六〇
歳
以
上
の
希
望
者三
六
名
の
登
録
を
み
た
の
で、
秩
父
別
町
高
齢
者
事
業
団
を、
創
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
六
年
六
月
発
足
を
見
た
が、
北
空
知
管
内
で
は
深
川
・
沼
田
・
北
竜
に
次
い
で
、
四
番
目
の
事
業
団
で
あ
っ

て、
高
齢
者
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
、
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
て、
シ
ルバ
ー
パ
ワー
の
発
揮
と
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
就
労

は
一
日
八
時
間
以
内
と
し
て
おり
、
事
務
所
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
置
き、
会
長
に
上
ヶ
島
力
雄、
副
会
長
に
澁
谷
政
人
、
ほ
か
理
事
・

監
事
が
就
任
し
て
い
る
。

三
〇
〇
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退 所 式(平成7年3月25日) 入 所 式 (平成6年4月2日)

入所児童数の推移 (毎年4月1日現在)

区分 年 齢 別 入 所 児 童 数 合

年度
1-2
歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

昭61

2人 9人

25人 31人 67人62 0 6 26 33 6563 2
0
2
2

5 24 34 65

平元

7 26 262
3
4 4

0
0
0 31 36

1
0
0
0

2
2

101

20 3513 24

S
E
8
8
6
8

保
育
所
と
そ
の
概
要
昭
和
四
十
年
台
に
は、
児
童
数
の

増
加
に
伴
い、
地
域
の
状
況
に
応

じ
て
町
立
保
育
所
・
へき
地
保
育
所
・
季
節
保
育
所
を
設
け

た
。
そ
の
後
次
第
に
入
所
希
望
者
が
増
加
し
た
た
め、
町
立

保
育
所
で
は
増
・
改
築
を
行
い、
収
容
定
員
数
の
増
加
を
は

か
る
ほ
ど
で
あ
っ
た。
し
かし
五
十
年
台
以
降
は
年
児々
童

数
が
減
少
し
、
五
十
八
年
に
へき
地
保
育
所
・
季
節
保
育
所

を
廃
止
し
、
こ
れ
を
町
立
保
育
所
に
吸
収
統
合
す
る
措
置
が

行
わ
れ、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
全
国
的
な
少
子
化
傾
向

は
、
本
町
で
も
例
外
で
な
く
、
今
後
の
入
所
児
童
数
の
増
加

は、
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の、
入
所
児
童
数
の
推
移
は、
上

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
〇
一

第
二
節
福
祉
施
設

-
児
童
・
母
子
福
祉
施
設

302936 39



第
七
編
福
祉
と
保
健

母と子の料理教室 (平成5年12月20日・婦人会館)

児
童
館
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め、
昭
和
四
十
二
年
に、
旧
西
小
学
校
校
舎
跡
地
に
西
児
童
館、
四
十
九
年
に
市
街
地
に

筑
紫
児
童
館
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
西
児
童
館
は、
地
域
が
離
農
等
に
よ
っ
て
過
疎
化
し
、
別
表
に示
す
よ
う
に
児

童
数
が
減
少
し
、
か
つ
建
物
が
築
後
二
五
年
を
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
み、
維
持
費
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
四

年
十
二
月
二
十
五
日
限
り
で
廃
止
し
た
。

母
と
子
の
家
こ
の
施
設
は、
学
校
統
合
に
よ
る
旧
東
校下
の
要
望
に
よ
り、
市
街
地

か
ら
約
五
キ
ロ
メー
ト
ル
離
れ
た
、
東
山
地
区
住
民
の
交
流
の
場
と
し

て
、
ま
た
季
節
保
育
所
や
児
童
生
徒
・
母
子
の
健
全
育
成
の
場
と
し
て
広
く
利
用
す
る
た

め、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
に
校
舎
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
地
域
の
過
疎
化
に
よ

り
、
別
表
に
示
す
よ
う
に
児
童
数
が
減
少
し
、
更
に
建
物
も
築
後
二
三
年
を
経
過
し
て
老

朽
化
が
進
み、
加
え
て
維
持
管
理
費
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
四
年
十
二
月
二
十
五

日
廃
止
し
た
。

な
お
同
年
十
二
月
七
日
、
隣
接
し
て
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
(地
域
集
会
施
設
)
が
新

設
さ
れ
た
の
で、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地
域
活
動
等
に
利
用
で
き
、
広
く
福
祉
活
動
の
場

と
し
て
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

婦
人
会
館
婦
人
会
館
の
近
年
の
利
用
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
〇
二



第
二
章
事
業
と
施
設

(平
成
七
年三
月
三
一
日
現
)

維

持
管

理

遊
園
地
市
街
地
の
児
童
の
、
安
全
な
遊
び
場
を
確
保
す
る
た
め、
児
童
遊
園
地
を
設
け
て
い
る
が、
現
在
は
次
表
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

西児童館地域の児童の推移

年 度 小学生 中学生 計

昭 61 16人 15人 31人62 13 13 28

63 15 12 27

平 元

16 7 23

2 8 10 18

3 6 8 14

4 7 0
0

16

平4.12.25で廃止

母と子の家地域の児童の推移

年 度 小学生 中学生 計

昭 61 18人

8人

26人62 16 8 24

63 16 7 23

平 元

14 0
0

23

2 14 00

23

00 1 10 21

4 12 0
0

20

平4.12.25で廃止

婦人会館利用状況

年 度 利用件数 利用人数

平 元 155件 3,179人
2 212 3,512
3 189 3,069
4 174 2,628
5 189 2,506
6 224 2,782

屯
田

♪

旭 中
央
西
!

筑
紫

秩
父
別
町
高
徳
児
童
遊
園
地

遊
園
地
名

昭 昭 昭

六 " 四 " 二
九

開
設
年
度
固
定
遊
具
・
砂
場
な
ど

施
設
の
概
要

町
内
会
が
管
理

地
代
は
町
が
負
担、
日
常
管
理
は
町
内
会

町
内
会が
管
理

地
代
は
町
が
負
担、
日
常
管
理
は
町
内
会

町
内
会
が
管
理

三
〇
三

"1



三
〇
四

第
七
編
福
祉
と
保
健

2
老
人
福
祉
施
設

町
で
は、
在
宅
高
齢
者
の
ケ
ア、
介
護
者
の
相
談・
指
導
援
助
の
た
め
平
成
七
年三
月
一
日
か
ら
「デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
老
人
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る。

現

況

旭 遊 園 地 (平成7年9月)

園生活にも潤いを (平成6年5月末・和敬園)

旧
西
小
学
校
教

員
住
宅
跡
地
を

利
用
し
て
、
設
置
さ
れ
た
が
、
老

朽
化
が
進
み
平
成
三
年
八
月
で
廃

止
し
た
。

恵
比
寿
会
館

寿
農

園
主
と
し
て
苗
木

の
育
成
を
手
掛

け
、
花
卉
・
苗
木
の
販
売
も
行
っ

て
き
た
が
、
需
要
が
な
く
な
っ
た

た
め、
平
成
三
年
度
で
廃
止
し

た
。



特
別
養
護
老
人
ホ
ー
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
社
会
福
祉
法
人
施
設
と
し
て、

ム
昭
啓
会
和
敬
園
昭
和
五
十
七
年
に
開
設
さ
れ、
定
員
八〇
名
の
老
人

ホ
ー
ムと
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お、
開
園
以
来
園
長
を
務
め
て
い
た
、

蓑
口
知
夫
が
平
成
六
年三
月
勇
退
し
、
後
任
に
近
藤
幸
男
が
就
任
し
た
。

施
設
の
概
要
入
園
状
況
等
は、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
体
の
不
自
由
な
老
人
の
、
在
宅
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
デ

ス
セ
ン
タ
ー

イ
サ
ー
ビ
ス
セン
ター
を、
平
成
七
年
三
月
一
日
か
ら
開
設
し

た
。
秩
父
別
中
学
校
西
隣
の、
町
有
地二
、
四三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
総
面
積
六
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の、
近
代
的
建
物

が
、
総
事
業
費
三
億
七
、
三
四
四
万
余
円
を
か
け
て
完
成
し
た
が
、
こ
れ
は
北
海

道
内
で
も
数
少
い、
単
独
施
設
で
あ
る
(大
部
分
は
老
人
福
祉
施
設
に
併
設
)。

利
用
者
は、
町
が
認
定
し
た
心
身
に
障
害
を
持
つ
在
宅
の
老
人
(三
月
一
日
現

在
四三
名)
で、
原
則
と
し
て
一
人
週
一
回
日
帰
り
で、
一日
当
た
り
一
五
名
が

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
に
よ
る
送
迎
が
行
わ
れ、
午
前
一
〇
時

に
来
所
し
て、
健
康
チ
ェ
ッ
ク・
入
浴
・
日
常
動
作
訓
練
・
昼
食
等
の
サー
ビ
ス

を
受
け
て、
午
後
三
時三
〇
分
に
帰
宅
す
る
も
の
で、
費
用
は
一回
五〇
〇
円
と

特別養護老人ホーム昭啓会和敬園 (平成3年調)
所在地 北海道雨龍郡秩父別町1514番地 設置経営主体 社会福祉法人秩父別昭啓会

敷地面積 9,322.0ml 建物床面積 2,433.2m2開園年月日 昭57. 4. 1

1期工事 1,551.69m2 昭57

建造物の構造 鉄筋コンクリート造り、平屋建 2期工事 881.48m2 昭60

当初 50名 2人室10室入園 昭61 80人 昭62 80人 昭63 80人 平元 80人 平2 80人

定員昭60から80名居室4人室15室 者数 平3 80人 平4 80人 平 5 80人 平6 80人 平7 80人
運営 入園費用は、その人の家族関係や

収入によって決められた額を納入
する。

職員 昭61 昭62 昭63 平元 平 2 平 3 平 4 平 5 平6

状況 数 31人 36人 36人 36人 38人 38人 39人 39人 39人

理 事 長 布川 昭雄 (昭57～現在)歴
代 医 師 布川 令子(昭57～現在)

園
長 蓑口 知夫 (昭57.4～平6.3) 近藤 幸男(平6.4～現在)

その他

第
二
章
事
業
と
施
設
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三
〇
六

第
七
編
福
祉
と
保
健

デイサービスセンター内部
(正面奥は玄関,右手前休憩室,左側は厨房と
ホール)

特 殊 浴 槽 (車椅子
のまま入浴できる)

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て、
日ご
ろ
在
宅
介
護
に
当
た
っ
て
い
る
家
族
の
負
担

も
相
当
に、
軽
減
さ
れ
る
も
の
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
長
に
高
崎
正
義
が
就
任
し
、
生
活
指
導
員
・
栄
養
士
・
調
理
員
・看
護

婦
・
寮
母
・
運
転
手
等
を
配
置
し
、
総
勢
八
名
の
ス
タ
ッフ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。第
三節

福
祉
関
係
団
体

1
福
祉
団
体

秩
父
別
町
社
会
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
福
祉
事
業
は
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の

福
祉
協
議
会
時
代
と
言
わ
れ、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
、
社
会
福
祉
の
充

実
が
提
起
さ
れ
て
い
る
中
で、
住
民
誰
も
が
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
図
って
い

く
た
め、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
従
来
の
五
部
会
制
を
、
福
祉
部
会
と
奉
仕
部
会
の

二
部
会
制
に
改
組
し
た。
社
会
情
勢
は、
大
き
な
う
ね
り
で
急
速
に
転
換
し
て
お

り
、
公
的
な
施
策
の
拡
充
と
相
ま
っ
て
連
帯
的
な
相
互
扶
助
思
想
の
涵
養
が
急
務
で

あ
り
、
住
民
の
積
極
的
社
会
参
加
のも
と
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
は、
事
業
の
能
率

的
運
営
と
組
織
活
動
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。



社会福祉法人秩父別町社会福祉協議会組織機構図 (現)

会

長 顧 問 若 干 名

副 会 長 3名

理 事 15名 局 長1名
監 事

3名

(含正副会長、
常務理事1名)

事務局
専任職員1名

福 祉 部 会
評 議 員 40名

選出区分 人員
町 内 会 長

13

各 学 校 長 3 評 議 員 ・ (選 出 区 分 別)
団 体 名 人員 団 体 名 人員

町 内 会 長

13 交通安全協会 1

奉 仕 部 会 2 老人ク連合会 2

青 少 年 組 織 2 身 障 分 会 2

交通安全指導員会 1 遺 族

会 1

ボランテ ィア代表 2 商 エ

会 1

民 生 委 員 5 農業協 同組合 1

文 化 連 盟 1 農 協 婦 人 部 1

保 護 司 会 1 商 工 婦 人 部 1

人 権 擁 護 委 員

1

各

学 校 2

(平成7年4月25日現)
支援ボランティア団体

団 体 名 人 員

山 び こ 会

21鈴 蘭 会 15

老人クラブ連合会 986
160身障者秩父別分会

農 協 婦 人 部 150
商 工 婦 人 部

75

商 工 青 年 部

28

農 協 青 年 部年 団

60青 30

警 察 署 1

保 護 司 6

教 育 委 員 5

奉 仕 部 会
選出区分 人員

町 内 会

13

民 生 委 員

10

人権擁護委員

2
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三〇
八

5 4 3
入

交 会

付

科
目 目

財
政
の
推移

森 塩
地

植
田

得
能
正
義

川
口
上
ケ
島
力
雄

青
木

貞
良 名

四、二九九、八二〇
一、八七〇、五七四

昭
六0 在

三、一九三、一五〇
八三1、000

六三

平
五
・
四
・
二
四
～
現

平
二
・
四
・

一～
現

昭
六二
・
四
・

一～
平
二・
三
・
三
一

一
～
昭
六
二
・
三
・
三
一 在 在

会 員 調
(町内居住者世帯主全員)

年 度 会 員 数

昭 61 1,117人

62 1,107

63 1,107
平 元 1,093

2 1,105

0
0 1,171

4 1,185

5 1,184

6 1,194

昭
五
七
・
四・

一
～
現

昭
六
〇
・
四
・

一～
平
四
・
三
・
三
一

昭
六
〇
・四
・

一～
現

任

六、〇三三、三五一
ハニハ、八00

平
元

三、ハセミ、六四三
七九六、八〇〇

二

四、六八一、三二二
八二〇、八00

三

八、一五五、一三五
八〇四、000

四

一〇、九八二、七七一
八一五、二00

五

九、八七一、一三〇
八〇一、四00

六

(単
位
円
)

副
会
長

会
長

役
職
名

氏

金 費

久
夫
安
子
純
次 弘

歴
代
会
長
・
副
会
長

生
活
福
祉
資
金
・
生
活
援
護
資
金
の
援
助

活
動
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
住
民
相
談
所
の
開
設

第
七
編
福
祉と
保
健

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サー
ビ
ス
・
除
雪
サ
ー
ビ
ス

2

ボ
ラ
ン
テ
ィア
団
体
の
育
成

生
活
改
善
運
動
の
実
践

期期
間

在

昭
六
〇
・
四
・



三
〇
九

累 合 利

年
度
中
積
立
金

社
会
福
祉
事
業
基
金
の
推
移
(昭
和
六
〇
・
四
・
一〇
創
設
)

歳 出 歳く
り
こし
額

合 予 積 諸 事 総

備 立 業 務 二収 附

計 費 金 費

|計二
、四八八、四五三
三、二八一、七六〇
八九、三

八
一、六二八、九三一
一、三
八、000

二、一四八、〇〇五

六、六九六、九九八 0

三
三、100

三、五四〇、〇二六
二、八二三、七八ニ
八、八四五、〇〇三

三、五
天、二三

三、一四八、〇〇五
二四八、七〇七
一、九七二、三

五

一、二八五、九四四

一、八三五、六六八

八、六四四、三二一
一三、三五〇
六八〇、二

八
三三
、三00

四、五九二、三
八

三、〇三七、四一五
一〇、四七九、九七九
一、二八四、三七七
五二〇、六九三
二、六九六、七七六

一、三
七、六九〇

一、九六一、七〇六

九、九〇四、六四一

一、三三二、五〇四
五
八、八00

二、ニャニ、八二四
五、〇七八、五一五

三、四一九、三一〇
六、一九五、四三三

二、八六六、三四七
一五、七三一、八五四

一、九六一、七〇六
六天八、六七七
三、〇四三、三四六

1、 100.000

二、七七一、五〇八

一五、八一〇、七四三

一、三〇〇、七〇三
六一二、000
七、六〇四、九一八
六、二九ニ、六三三
一八、五八二、三五一

二、一七五、〇九ニ
五七二、三五七
三、八え

、三三
一、一九八、七〇八

二、三六六、〇二七

一五、八二〇、七四三

一、三
三、六五五
三五九、二

三
六、八九七、三〇〇
六、六〇五、二三

一七、五三六、七〇三

二、七七一、五〇八
四四二、一九三
三、四五五、四四六
一、一八六、〇ニや

合 諸

計

計 息

寄
付
金
積
立
金

一般
会
計
積
立
金
昭二、〇九七、ミ七三

一、四六七、四四八
二七、四四八
八五0,000
100,000

六八八、二四四
一八八、二四四

#00,000
六一

七六一、二〇七

一六一、二〇七

00
000
六二

二七一、四七一

七一、四七一

六三
平

一八八、五九八

元

二八〇、二
ム
三三二、五〇円
00000 三

四九〇、二三四

四

四00、七〇三

五 (単
位
円
)

三一五、六五五 六 0

二、一七五、〇九二

二三、五四六、七六三 0

二、二八四、三七七

10、二五一、七五五 0

三九〇、100
七、〇四二、六二七
二、九一九、〇三八

六、三
〇、三
八

三、〇七九、七八〇

一、三
五、八七四
六六、一九六

二、二〇八、二七三

共
同
募
金
配
分

一、三
九、一五五

一〇、一六九、二九八 0
#00.000

中
支
出
金

く
り
こ
し
金

附
入 金

第
二
章
事
業
と
施
設

三、五六四、八二三
四、二五三、〇六五

五、○一四、一七二
五、二八五、六四三

五、七七四、二四一 七、四五四、三五九
八、七八五、八六三一〇、四七五、九八七二

、七七六、六九○一三、〇九〇、三四五

四八八、五九八
一、六八〇、二二八

一、三三二、五〇四
一、六九〇、二三四

二、三〇〇、七〇三
一、三

三、六五五

11 0

四、六二五、〇二七

一、八三五、六六八
五七八、七九〇
二、六六三、七七八

一、二八六、000

0

一、二八〇、五10

一
般
会
計
繰
入
金

昭
六
・
三
・
三



第
七
編
福
祉
と
保
健

日
本
赤
十
字
社
赤
十
字
事
業
に
協
力

秩
父
別
分
区
を
始
め
て
か
ら
、
お

よ
そ
九
〇
年
余、
「町
の
赤
十
字
」
と
し

て
定
着
し
、
全
戸
の
協
力
に
よ
り
そ
の
実

績
も
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
昭
和
六
十
一

年
度
以
降
の
社
員
に
よ
る
社
資
は、
下
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る。

北
海
道
共
同
募
金
従
来
の
活
動
を
継

会
秩
父
別
分
会
承
し
、
募
金
活
動

を
行
っ
て
お
り、
実
績
は
下
記
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

日赤社資の状況

年
会員数
(全世帯)

社 資

昭61 1,051世帯 280,900円62 1,037 250,00063 1,040 277,000
平元 1,036 356,000
2 1,065 262,000
3 1,057 271,000
4 1,069 790,000
5 1,077 318,000
6 1,092 352,000

年度別募金実績

年度
歳末助け合
い募金

一般 (戸別・
学校)募金 計

昭62 584,311円 1,286,182円 1,870,493円63 580,510 1,209,431 1,789,941
平元 633,231 1,176,513 1,809,744
2 526,457 1,233,809 1,760,266
3 523,251 1,236,657 1,759,908
4 541,256 1,230,508 1,771,764
5 480,528 1,263,327 1,743,855
6 536,208 1,310,178 1,846,386

以
降

昭
六
一

年

全
世
帯

会
員
数

社
協
お
よ
び
受
給
者
と
の
連
携

と
世
論
の
醸
成
・
寄
付
者
の
意
志
反
映
・

奉
仕
事
業
推
進
・
募
金
活
動
・
広
報
活
動

主主
な

活
動

(昭
六
〇
～
現
在)

青
木
貞
良

歴
代

会
長

お
い
て
記
念
式
典
な
ど
を
盛
大
に
挙
行
し
た
。

六
月
に三
十
周
年
を
迎
え
、
老
人
福
祉
セン
タ
ー
に

身
体
障
害
者
福
祉
協
昭
和三
十
八
年
六
月
発
足

会
秩
父
別
町
分
会
し
た
本
会
は、
平
成
四
年

北
海
道
共
同
募
金
会
秩父
別
分
会

三
一〇



昭
和
六
十二
年
以
降
の
分
会
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
秩
父
別
町
分
会

平
元

六三
昭
六二
年
度

六 五 四 三一
五
八

一
五
六

一
五
六

一
五
九

一
七
一

一
六
七

一
六
六

一
八二
名

会
員

五
四〇
、
〇
〇
〇
円

予

五
八三
、
〇
〇
〇

五
八〇
、
〇
〇
〇

六
八〇
、
〇
〇〇

五
八〇
、
〇

五
四
〇
、
C

五
四
〇
、
C

四
九
〇
、
C

"1 "

ふ
れ
あ
い広
場
・
見
舞
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

事

業

東
徳
治
(
昭
六
一
～
平
五
)

歴
代

会会
長

高
橋
健二
郎
(平
六
～
現
在
)

11

" !

普
及
・
研
修
会・
親
交
ゲ
ー
ム

な

身
体
障
害
者
福
祉
事
業
調
査
研
究
・
福
祉
思
想
の

主

0 算

二

老
人
ク
ラ
ブ
昭
和
六
十三
年
に
協
栄
老
人
会
が
一〇
周
年
を、
平
成
元
年
に恵
比
須
クラ
ブ
が
二
〇
周
年、
南
睦
会
が
一〇
周
年

を
、
四
年
に
ち
く
し
長
生
会
が
一〇
周
年
を、
五
年
に
中
央
東
老
人
ク
ラブ

(元
年
一月
に
中
央
長
生
会
を
改
称)
が

一〇
周
年
、
六
年
に
北
部
老
人
ク
ラ
ブ
が
二
〇
周
年、
西
栄
老
人
ク
ラ
ブ
が
二
五
周
年
を
迎
え
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
足
跡
を
刻

み
、
記
念
祝
賀
の
行
事
を
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一方
、
各
老
人
クラ
ブ
の
連
絡
調
整
機
関
と
し
て、
結
成
さ
れ
た
秩
父
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は、
設
立
か
ら
二〇
年
目
を
迎
え、

第
二
章
事
業
と
施
設

三
一
一



昭
和
六
十
二
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

9 8

4 3 2

第一回町長杯空知ゲートボール大会 (平成6年9月・
ゲートボール場)

前

ち
く
し

中
央
東

中
央
西

西
栄

北
斗

北
部

新
盛

楽天
会

南
睦
会

協
栄

東 日
の
出

古
村

相
座

鈴
木

鎌
倉
忠
喜
代

後
藤
光
夫 清

義
雄

坂
本

一男
森
川
栄
作

藤
岡
通
和

吉
岡
小
三
郎

沼
口
与
一

遠
藤
重
男

二
七
五
一
五三 二二 五四
三
〇
二
五

二
七

三
六

二
四
二
五

三
六
一
六

二
五

三
三 七〇 六六
三
九
六
三
三
八

二
二
三
三
三
七

二
八

三
〇
四
六
一
六
三
六

男
一
女

会
員
数

老
ク
連
会
長

老
ク
連
副
会
長

老
ク
連
副
会
長

備 (平
六
年
度
)

三
一
二

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

第
七
編
福
祉と
保
健

平
成
五
年
七
月
に、
老
人
福
祉
セ
ン
ター
に
お
いて
二
十
周
年
記
念
式
典

を
挙
行
し
、
記
念
誌
を
発
行
す
る
な
ど
各
種
行
事
を
行
っ
た
。

な
お、
元
年
に
設
立
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
園
芸
愛
好
会
は、

三
年
一
月
に
解
散
と
な
っ
て
い
る
。

考

一辻久
保

豊
一

忠
敏 繁

会
名
|
会

長
名

高
松
保
一



平
六 五 四 三 二 元

六三 六二
昭
六
一

年
度

八
二
八
五
八
四

八
七
八
四
八
五
八
六
八
九
八
八
名

会
員

四
七
五
、
〇
〇
〇

四
九
五
、
〇
〇

四
七
五
、
C

二〇
九
、
C

二〇
八
、

二
〇
七、
〇
〇

二
一〇
、
八
C

二
一
八
、
〇
〇

会
費
・
補
助
金

予
算

助
・
会
員
福
祉
向
上

主

戦
没
者
慰
霊
祭
・
会
員
相
互
扶

な
行

事

宮
本

光
男

" 1 11 11 11 11 11
東

東 歴
代
会
長

秩
父
別
町
遺
族
会
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平

六 五 四三 二元

六三
昭
六
二

年
度

九
八
六
么

一
、
〇
一〇
〃

一、
〇
一〇

〃
五
八〇
、

九
九
〇
〃

九
八
八
〃

九
六
〇
〃
七
七
〇
、

九
一
〇
〃

八
五
五
名

九
九
三
、

九
九
四
、

C C C

八
〇
三
、
O
C

六
七
〇
、
〇
〇
〇

予

老
人
ク
ラ
ブ
相
互
の
連
絡
調
整

主
なな

事
業

鈴
木

繁

向
井
盛
義

歴
代
会
長

三
一三

第
二
章
事
業
と
施
設

秩
父
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員

算

O
O

七
〇
〇
、

七
七
〇
、

八
〇

豊
男



第
七
編
福
祉
と
保
健

英
霊
にこ
た
え
る
会
秩
父
別
町
支
部
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
六三 六二
昭
六
一

年
度

六 五 四 三 二 元 ‒

一
八
四

一
八
四

一
六
四

三
三
三

四
五
〇

四
五
〇
名

記
録
が
な
い

会
員

一〇 一〇 1C
六
〇
五
〇
、

五
〇
、
〇

会
費
制

予
算

"
靖
国
カレ
ン
ダ
ー
配
布

・
戦
没
者
遺
骨
収
集
の
促
進

・
靖
国
神
社
国
家
護
持
運
動

・
英
霊
の
慰
霊
、
顕
彰

な
事

業

原
田
森
成

11 11

金
子
港

♪(
十
月
)

得
能
与
吉

歴
代
会
長

湖北
海道

慰 霊 祭 (平成2年8月・忠魂記念碑前)

2
ボ
ラ
ン
テ
ィア
グ
ル
ー
プ

秩
父
別
町、ボ
ラ
ン
テ
ィ
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ップ
を
も
つ

ア
活
動
連
絡
協
議
会
人
が々
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
中
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
は、
社
会
福
祉
の
原
点
と
い
わ
れ
る
。

と
り
わ
け
高
齢
化
社
会
で、
地
域
福
祉
の
充
実
と
推
進
を
は
か
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
意
義
は
極
め
て
大
き
い、
そ
し
て
そ
の

ネ
ッ
ト
ワー
ク
づ
く
り
が
実
践
に
お
いて
高
い
原
動
力
と
な
る
。
こ
の
た
め、
従
来
か
ら
地
域
住
民
の
ボ
ラン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
高
め、
組
織
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
育
成、
援
助
し
て
いく
と
と
も
に、
相
互
の
連
携
を
密
に
し
て、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

A 三
一
四

主主

つ



の
健
全
な
発
展
を
図
っ
て
来
た
が
、
平
成
四
年
九
月
本
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た。
本
会
は
ボ
ラン
テ
ィ
ア
活
動
を
目
的
と
す
る
、
本
町
内

の
団
体
お
よび
個
人
を
も
っ
て
構
成
さ
れ、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め、
個人
的
・
組
織
的
活
動
を
自
主
的
に、
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り、
望
ま
し
い
活
動
の
発
展
を
期
し
て
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

一
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
にこ
た
え
る
奉
仕
活
動

会
独
自
の
ニ
ー
ズ
調
査
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘

三
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
連
絡・
協
調
・
情
報
の
交
換

四
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
研
究、
研
修
会
へ
の
参
加
な
ら
び
に
開
催

本
会
の
事
務
所
は、
秩
父
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
置
か
れ、
現
在
会
長
は
塩
地
安
子
(山
び
こ
の
会
)、
副
会
長
は
内
田
カ
ネ

(商
工
婦
人
部)・

吉
澤
悦
子
(
農
協
婦
人
部)・

植
田
達
朗
(商
工
青
年
部
)
の
ほ
か
各
団
体
を
代
表
す
る
メン
バ
ーが
、
理
事
と
な
っ

て
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

年

六五四

二 度

二〇
二〇
二
〇 二
五

二〇 一八
名

会
員

二
五
五
、
〇
〇
〇

二
六
五
、
六
七
四

予

算

・
ね
た
き
り
、
重
度
身
体
障
害
者
見
舞
い

・
福
祉
施
設
奉
仕
・
敬
老
事
業
奉
仕

大
会

・
道
地
区
研
修
会
・
旅
行
・
空
知
地
区
福
祉

・
癩
患
者
慰
問
・
町
行
事
手
伝
い

・
運
動
会
救
援
・
老
人
介
護
・
害
虫
駆
除

な
事

業

二

塩
地
安
子

歴
代
会
長

第
二
章
事
業
と
施
設

三
一
五

日
赤
奉
仕
団
・
山
び
こ
の
会
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
のと
お
り
で
あ
る
。

平
元

昭
六
一

二

三
二
〇

主



ボ
ラ
ン
テ
ィア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況

第
七
編
福
祉
と
保
健

v

和敬園ガラス拭き やまびこ会 (平成5年5月7日)

ふれあい昼食会 食改善協議会 (平成6年12月6
日・老人福祉センター)

花壇づくりに協力 つつじの会 (平成6年5月上
旬・スポーツセンター)

三
一
六



第
二
章
事
業
と
施
設

平
六 五 四三二元

以
降

昭
六
二

年
度
|二
三
二
八

二
八

二三 二五
名

会
員

一
四
六
、
0

一三
〇
、
〇
〇

一
五
五
、
〇

一
三
〇
、
〇
〇
〇

そ
の
他

会
費
・
社
協
補
助

予

算

・
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動

・
研
修
会
・
空
知
道
母
連
と
の
連
携

な
事

業

山
森
ト
シ
子

六
三
)

(昭
五
四
～

宮
本
ヤ
エ子

歴
代
会
長

秩
父
別
町
鈴
蘭
会
昭
和
六
十
二
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
一

昭
六
一

年
度
会
員八八八八八八

八
名
会
員
負
担

予
算

な
ど 主

な
事

業

須 伊土栗北西
藤 井岡守保

孝
一 辰

悟広享行智夫

1
1

歴
代
会
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
つつ
じ
の
会
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
六五四三二元降

(不
特
定
)

・
研
修
旅
行
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
・
除
雪

・
町
内
の
独
居
老
人
と
と
も
に
花
壇づ
く
り

主

1 11 11 11

11

三
一
七



三
一八

秩
父
別
高
校
本
高
校
の
活
動
に
つ
い
て
は、
第
六
編
第
二
章
第
四
節
高
等
学
校1
秩
父
別
高
等
学
校
の
「現
況
」
の
項
を
参
照
さ
れ

た
い
。

秩
父
別
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

萩
野
正
晴

門
間

悟

宮
本
順
二

井
上

国
弘

栗
岡

初

大
西
章
允

(七
月
翌
六
月
)

歴
代
会

長

(
六
四
)

六三

昭
六
二

年
度四
五
四
”
五
〇
一
ヶ

三
五
一
ク
|

二
五
一
ク
|

四
八
か
」

五
〇
〃

五
二
名

会
員

二
七
六
〃

二
七
三
ク

二
七
五
〃

二
五
九
〃

二
五
八
万
円
三
四
一
時
間

費

七
三
八
ク

五
六
九
ク

二
七
〇
ノ

二
五
三
〃

一
六
五
ノ

労
力
金へ
一
九
四
〃

ク
四
八
か

ク
六
一
!

少
一
一六
〃

少
一
一〇

ノ

約
六
二
万
円 額

真
心
の
奉
仕

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
で

さ
わ
や
か
な
奉
仕

笑
顔
と
真
心
で

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム

和
・
輪
・
環
で
行
こ
う

よ
り
よ
い
奉
仕

心
を
大
き
く
広
げ
て

!
we

serve
!

奉
仕
の
灯
の
継
承
を
守
る

奉
仕
の
心

勇
気
と
英
知
で
も
や
そ
う

年
度
の
運
営
方
針

"

" "

"1 "

済
的
・
労
力
的
奉
仕

社
会
福
祉
に
対
す
る
経

主
な
活

動

第
七
編
福
祉
と
保
健

会 会
員
通
常

事
業

実
績

平
元



第
二
章
事
業
と
施
設

春の交通安全運動 ライオンズクラブ(平成5年
4月8日)

六
五
四
か

五
五
四
”

五
〇
七
〃

五
〇
一
〃

三
六
四
ノ

四
一
〇
ノ

ハ
八三
〃

♪
二
八
六
!

愛
の
炎

地
域
に
と
も
そ
う

ウ
イ

サ
ー
ブ

社
会
の
健
康
に

" "1

植
田
顕
治

篠
田

章

三
一
九

:技父約書には100 百年の輝く軌跡シ



三
二
〇

第
七
編
福
祉
と
保
健

第
四
節
青
少
年
関
係
団
体

1
子
ど
も
会

子
ど
も
会
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め、
四
十
年
代
後
半
か
ら
、
各
町
内
会
単
位
で
子
ど
も
会
が
結
成
さ
れ、
そ
の
育
成
組

織
も
作
ら
れ
て
活
動
し
て
き
た
。
町
・
学
校
・
教
育
委
員
会
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
各
種
事
業
を
行
い、
成
果
を

あ
げ
て
き
て
い
る
。

各
子
ど
も
会
の
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
が、
年
児々
童
数
が
減
少
し
て
、
運
営
の
合
理
化
の
た
め

北
斗
子
ど
も
会
は、
六
十三
年
に
北
部
子
ど
も
会
と
合
併
し
た
。



第
二
章
事
業
と
施
設

三 二会
長

会
員
数

育
成
会
長

会会
長

会
員
数

育
成
会
長

会
長

会
員
数

育
成
会
長

会
長

会
員
数

育
成
会
長

会
長

会
員
数

育
成
会
長

会
長

会
員
数

石

初山子

三
七 享

真
由
美

遠
藤 三
四

孝
信

土
井

石
山孝
雄

三
八

和
泉
直

石山孝
雄

三
八

得
能
修

田
村栄
司

渡
部俊
英

栄
司

二
九

日
の
出

貴
宏

原
田 二
一

康
彦

真
也

吉田 二
三

康
彦

さ
ゆ
り

高
橋 二三 康
彦

朋
美

二
三

吉
沢邦
世

桜
井幸
司

二
四

吉
沢邦
世

花
沢大樹

二
六

和
彦

筒井 二三 博
行

小
坂和
正

二
八

岡
田隆
俊

和
正

二
七

岡
田隆
俊

三
四

岡
田隆
俊

一
直
人

岡田 三
八

誠
治

良之
上
ヶ
島

四
一

協
栄

四
〇

直
次

正
紀

三
六

沼
田
忠

由
紀
夫

五
島 三
五

章
一

宮
本勇
人

三
六

辻
義
春

沼
田卓
也

二
五

岡
田利男

博
幸

二
二

合
併

北
部と

宮
島直
次

宮
森直
樹

宮
島

宮
本
九 九

茂
人

熊
木 111

熊
木広
子

山
田 二三

き
よ
え

飯
塚訓
子

二
五

正
士

北
原憂
香

二
五

利
津
子

山
田 光
範

中川 二
六

逸
人

中

寿川一

三
〇

二一一

谷
田

前
川涼
子

二
四

義
孝

二
六

永
守広
吉

二三 実

武
田綾
子

二一
一

良
紀

竜至 鬼
頭
輝

二〇

鬼
頭
健

柴
田裕
紀

二
一

南南

信
一

一
四

東
錦
司

永
守秀
基

一
八

東
錦
司

吉
田敦

二三
錦
司

永守直
人

二
七

東
錦
司

宮
島将
樹

二
六

錦
司

松
本 三
一

西
栄

保
章

五
二

陽

一

北
垣悟
志

五
〇 定

下
川
原

真
太
郎

萩
野
..

四
九

博
幸

一
関
..

岡
崎貴
成

五
三

一関博
幸

北垣慎
二

五
七

金
森 大

弘滝一

五
三

中
央
西

久
保
田

四
〇 俊
雄

今
井
.

憲
生

三
七

晴
生

一
世

四
〇
晴生

正
仁

四三

今井晴
生

裕之
田
中 四
二

今井晴
生

史
晃

四
三

中
央
東

須
藤 三
一

須
藤
悟

三
一

須
藤悟 三
六

須
藤
悟

喉
香

溝
口 三
九

丸
山
豊

朋
臣

四
五

筑
紫

千
恵

五
一

元
彦

四
七

元
彦

中
村浄
晃

四
七

元
彦

五一 元
彦

直
樹

高
橋
__

五
九

勝
隆

直
樹

六
五

旭

鈴
木
健

一
二

敏
明

1
0

鈴
木正
夫 1
1

篠
原
寛

和
俊

一
三三

篠
原
寛

山
下

篠
原 二
四

駅
前

三
七
七

三
七
七

三
九
五

四
二
三

四
三
三

四
六
〇

会
員
数
合
計

町
内
子
ど
も
会
の
状
況

三
二
一

平
元

六
三

六
二

昭
六
一

年
度
項
目
会
内

東

宮
島

五
島

岡
田

北
部
北
斗
屯
田
新
盛

一三

造
田

小森
誠

一 六
一
弘

北垣
鬼
頭
広

二〇 清
照

武田
東嶋
林

東

近
江

佐
藤

伊
藤泰央

三
二 悟

石塚 石
塚

佐
藤

吉
武

山
下 -四 寛

栄
司

山
田 二

剛

省
吾

番
場 二
二

篠
田博
幸

八

直
次

勇
人

岡
崎

東東
尚

保

国
枝

横山

石
塚

岡
崎

今井

今
井

石
塚

石
塚

山下

斎
藤

井
上

斎
藤

今
川 石
塚

田
村

三
三

斎
藤

小
坂

速
見

北
原

高
橋

聡

圭
吾

飯
塚

今井

桜

小西

土
井



第
七編

福
祉と
保
健

六 五 四育
成
会
長

会
長

会
員
数

育
成
会
長

会
長

会
員
数

育
成
会
長 長 長

会
員
数

育
成
会
長

石
和山弘

秀
哉

三
二

三
四

正
幸

原
田良
隆

一
六

杉
本 一
三三

佐
範藤昭

俊
理 一

+

洋
一

上
ケ
島

上
ヶ
島
|
辻

二
二

杉

公本利

賢
次

安
井 三
四

俊
夫

岡
田

西
谷

山
田三
四 肇

元
樹

三
六

利
幸

北
垣
修

北
垣広
美

一
八

栄
子

加
賀
美 小

永
守真
司

秀
幸

二
一

博
幸

貴
志

二
六 実

勝
美

丈
晴

一
〇

東
敏
治

東
智
治 九 健
大
門

嶋林, 一
六

永
守敏
春

木
下 千
春

中
易 六
一

康
二

西
田

筒
井 五
三

晃
光

雄
児

五三 佐
陽藤一

孝
行

貴
臣

中
伊
藤

小
武
田

三
七

孝
行

大
貴 葵

小
佐
木々

四
〇 武

義田次

伸
行

中
栗
岡

小
稲
場

三
八

伊
藤俊
雄

三
宅 佐

正久
人間

三
六
義
夫

昌
展

二
九

一
義

佳
美

三
一 進

勝
也

貴
史

母
近
藤

英
明

小
桐
山

五
〇

和
夫

五
五

和
夫

ゆ
か
り

中
伊
藤

小
竹
内

五〇 和藤夫

橋
本

鈴
木 一
二

公
利

絵
理

一三 康
之

那
須

鈴
木 那

康須之

三
五
〇

三
五
九

三
七
一

- 勝
雄

勝
利

二
〇

高
橋勝
雄

俊治
楠
本

菜
穂
美

良
隆

原
田

斎
藤隆
彦 八

赤
松

加
賀
美
聖
高
橋

二
四

寿
光

宮
本 北 麻宮

清垣 衣本
香小隆田

二
二

渡
辺妙子

山
田

小
西隆
文

二
一

広
吉

山
森

造
田

鬼
頭

鬼
頭 一二

浩
文

慶
兆

後
藤

吉
田 1
0 徹

吉
田 隆
憲

後
藤 正
春
造
田

岡
崎一
博
栗
岡

栗
岡

横
山

寺
迫

梅
森

多
田

佐
久
間晃
曾
我 近

和藤

公
利

真
実 健 一
一

三
二
二

内
海

得
能

遠
藤

修

三
五

政
志

合田

得
能直
治

高
橋

沼
口

植田

篠
田

宮
西

幸
三

藤
岡

美
穂

信
一

一
步

一
裕

橋
本

橋
本

良
紀

$
伊
藤

近近
藤

元
輝

永
守

健

会



秩
父
別
町
子
ど
も
会
育
成
子
ど
も
会
を
指
導
し
援
助
す
る
組
織
と
し
て、
子
ど
も
会
育
成
会
が
各
町
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が、
こ

会
連
絡
協
議
会
の
現
況
の
単
位
会
を
総
合
し
て
育
成
会
連
絡
協
議
会
が
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
会
は
、
会
費
や
社
会
福
祉
協
議
会

の
助
成
等
を
資
金
と
し
て
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
初
級
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
・
中
級
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
・
少
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
・
少
年
ス
ポ
ー
ツ大
会
等
を
実
施
す
る
ほ
か、
B
&
G
秩
父
別
海
洋
セン
ター
に
お
け
る
水
泳
レ
クリ

エー
シ
ョ
ン
大
会
等
も
共
同
で

行
っ
て
い
る。

ま
た、
町
青
少
年
問
題
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り、
学
校
週
五
日
制
に
伴
う
休
日
等
の
拡
大

に
対
応
し
、
青
少
年
の
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
生
活
・
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち

がゆ
と
り
を
も
っ
て
、
いき
いき
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
あ

いさ
つ
・
清
掃
・
交
通
安
全
運
動
等
の実
践
指
導
にも
努
め
て
い
る。

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
の
現
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
度

六 五 四三二

元 六三

三
五
〇

三
五
九

三
七
一

三
七
七

三
七
七

三
九
五

四
二
三

四
三
三

会
員
数

社
協
助
成

予

五
三
〃

五
八
〃

五
二
〃

六
〇
ク

六
六
ク

六
六
〃

六
六
ク

七
二
万
円

算

講
習
会
、
育
成
指
導
者
講
習
会
等

子
ど
も
会
初
級
・
中
級
リ
ー
ダ
ー

主
な
事
業

1 1 / 伊 〃 〃 〃東藤
伊
藤

俊
雄

錦
司

歴
代
会
長

第
二
章
事
業
と
施
設

三二
三

七田子ども会

子 ど も会 とんでんまつりに華をそえる(平成
5年8月)

平 昭

昭
六
二



三二
四

第
七
編
福
祉
と
保
健

北
海
道
子
ど
も
会
安
全
会
子
ど
も
会
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
万
一
の事
故
に
備
え
て、
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
と
い
う
安
全
共
済

事
業
が
、
社
団
法
人
北
海
道
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
に
よ
っ
て行
わ
れ
て
い
る
。
加
入
対
象
者
は、
就
学

前
の子
ど
も
を
除
い
た、
子
ど
も
会
関
係
者
な
ら
ば
誰
で
も
よ
く
、
年
間
一人
一〇
〇
円
の
会
費
で
加
入
で
き
る
。
保
障
内
容
は
、
傷
病

見
舞
金
・
死
亡
見
舞
金
・
特
別
見
舞
金
・
特
別
追
加
見
舞
金
・
対
人
賠
償
保
険
金・
対
物
賠
償
保
険
金
等
で
あ
っ
て、
加
入
者
の
故
意
に

よ
る
も
の
等、
給
付
の
で
き
な
い
場
合
を
除
いて
事
故
が
あ
っ
た
と
き
は、
市
町
村
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
事
務
局
へ
申
告
し
、

審
査
を
経
て
給付
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。



第
三
章
国
民
年
金

第
一
節
沿

革

1
昭
和
六
十
一
年
度
の
制
度
抜
本
改
正

改
正
の
概
要
国
民
年
金
は、
す
べ
て
の
日
本
国
民
を
対
象
と
し
て
、
老
齢・
障
害
・
死
亡
に
つ

いて
年
金
を
支
給
し
、
健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
・
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

「国
民
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
年
法
律
第三
四
号
)」
の
施
行
日
(昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
)
以
後
は、
国
民
年
金
の
適
用
の
範
囲が
すべ
て
の
国
民
に
拡
大
さ
れ、
被
用

者
年
金
制
度
の
被
保
険
者
(ま
た
は
組
合
員
)
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
も
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と

な
っ
た
。

被
保
険
者
は、
二〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
で
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
人
と
し
、
被
用
者
年
金

制
度
の
老
齢
(退
職)
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
を
除
いて
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
に

な
り
、
次
の
三
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

1
第
一
号
被
保
険
者
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
人
で
、
次
の

第
三
章
国
民
年
金

厚生年金保除 共済
年金

国 民 年 金 (基 礎 年 金)

(自営業者等)(第2号被保険者
の被扶養配偶者) (民間サラリーマン)

公務
員等-米

〈第1号被保険者〉〈第3号被保険者〉〈第2号被保険者〉

三
二
五



第
七
編
福
祉
と
保
健

2
・
3
該
当
者
で
な
い
人。
な
お、
二〇
歳
以

上
の
学
生
も
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

さ
れ
た
。

第
二
号
被
保
険
者
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
お
よ
び
共
済
組
合

の
組
合
員
(た
だ
し
、
六
五
歳
以
上
の
組
合
員

に
つ
いて
は
老
齢
(退
職
)
年
金
等
の
受
給
者

は
除
く
。)

3
第
三
号
被
保
険
者
第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
、
二〇

歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
人
(た
だ
し
、
被
扶
養

配
偶
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
は、
都
道
府

県
知
事
が
行
う
。)

ま
た、
新
国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
制
度
は
、
過
渡
期
で
あ
る
た
め
旧
国

民
年
金
法
に
よ
る
給
付
受
給
者も
お
り、
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
給
付
状
況

は
、
下
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

国民年金被保険者適用状況調

被 保 険 の 適 用 状 況年
度

推定被保
険者の数

A
第1号

B
任意
U

60歳以上
(再掲)

第3号 計

昭61 1,485 1,259

3 0
0 222 1,48462

1,495 1,204

5 0
0 228 1,43763 1,523 1,104

4 0
0 242 1,350

平元 1,504 1,091

6 2

226 1,323
2 1,081 1,027

6 2

219 1,252

00 960 935

7 00 238 1,180
4 950 899

4 2

232 1,135
5 920 883

2 1

231 1,116
6 870 822

1 0

237 1,060

国民年金事業年報

三
二
六
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第
三
章
国
民
年
金

三二
七

国
民
年
金
の
給
付
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年

強 制
Z
任 意

O

計
P

加入率
P

(B+C)
‒免険

昭61 358

56 414 34.262 358

46 404 34.663 344

36 380 35.7
平元 606

63 669 32.5
2 305

28 333 33.5
3 277
27 304 33.7
4 258
27 285 32.9
5 255

28 283 33.7
6 230

26 256 33.0

法定免除 申請免除 計
昭61

39 13 52

62 31 12 43

63 31 13 44

平元

29 0
0

37

2 33 7 40

00

32 0 41

4 31 7 38

32 14 4610
0 35 13 48

付
加
保
険
料
被
保
険
者
調

保
険
料
免
除
者
調

国
民
年
金
事
業
年
報

2
国
民
年
金
受
給
者
数
調

国
民
年
金
事
業
年
報



三
二
八

国
民
年
金
給
付
状
況
調

第
七
編
福
祉
と
保
健各
年
度三
月
末
現
在

度年六 四

分区モ三七
西三
、四三
、000

八〇 ���� 七五 七一 七一

PO 七四 七五

七一、六八二、六〇〇
六六、一八四、五〇〇
六三、三三八、九〇〇

兵
、七二九、四〇〇
五五、五七二、000
五一、六一八、二〇〇
五三、九〇八、九〇〇
五五、八〇二、三〇〇

三 三三一四、六六五、七00
一五、四五九、八〇〇

八〇五
四三七、二六七、100天三一

一七、〇四五、九〇〇
七九〇
四〇八、〇三九、一〇〇

天六一
三三
、七六六、100 一二九

一五、二六〇、〇〇〇
七六五
三七五、一六九、七〇〇

六七九
三二九、三八〇、100

九、七九五、二〇〇
七三七
二四七、四四六、100

六、二二〇、五〇〇
七二三
言二〇、五六六、二〇〇

六五六
三七九、七四九、100

五、二六六、〇〇〇
七〇〇
三二〇、二〇三、九〇〇

天四六
八、〇三六、〇〇〇

天九二
三〇四、三

八、三〇〇
六四三
三七二、一天八、〇〇〇

年
金
額
件
数
年
金
額
件
数
年
金
額
件
数
年
金
額
件
数
年
金
額
件
数

国
民
年
金
分

内

訳
二四五九九四一九九
四九四五二九三九八
六三五四四六八五三 金 ・支

〇五八九八八七八八
八八 四〇 O 額 給

件
数

給
停
止

全
部
支

八九八九九四四五五

備すれ扶公()
°かの ‘の
をい配 数
さず は

考

福
祉
年
金
給
付
状
況
‒
‒
各
年
度三
月
末
現
在

平 昭
六六六

六五四三二元三ニー 項

三四六七八九一二四
七八五七九九二五七

件
数

合
一一ニニニニ三三四七、 一五二 年
八三一九四四八五四
三四二四一二.二三五

一、 一、 計
四一五七四〇七四四
八ノ

金金

額

二四五六七七九〇
九二一四六九三!

一
二
四

件
数

- ニニ三三
二五八二六六〇三? 年
五八九九四九六五四
八四二八九二九三七
八六六八ミミ〇もミ
四六一八六二〇六六

金
額

支
給

(一)

八六六四四六五八八 一
一

ニ
九一一五三、六元九、六00
二
八、二三六、三〇〇
八四、二七三、000

1 六

11

0 1 1 四

死
亡
一
時
金額
件
数

C 0000-0000-0 00 0 1

金ゼ 1,000 額

額0 0 0 0 0 0 0

昭
六六三 六二
天二六
天完

二
天六七
三〇三、一八〇、100

平
元
天ペ
ニスニ、〇七八、九〇〇
三天三、八三

、四00
二五一、〇三九、000

五〇三
二四〇、三九〇

〇〇〇

件
数
年
金
額
件
数

老
齢
給
付
障
害
給
付
遺
族
給
付

計

一五、七三
、〇〇〇

大四〇
五〇九、八一天、六〇〇

五六九
〇
九、七七四、九〇〇
言〇七、三七九、八〇〇
三
九、一四〇、九〇〇

二七三 八六
五五、七八九、六00
四七、010、100
四〇、八二七、000
五
、六
一、九〇〇

三
、〇五
、000

基
礎
年
金
分●

扶
)

0
一九五、000
二三六、五〇〇

国
民
年
金
事
業
年
報
(単
位
円
)

1 二100000
八〇八、000
二四三
、五〇〇 0

100'000
四二や、000

金

一

件
数 (公

・
配

一、 一、 一、
+

年 部 100
0五一、七00

八一八
四六一、〇一九、四〇〇

五九九

一元

一八

三 10 四

五
七二八三八〇、一六九、二〇〇
七〇四
三五八、兵

八、五〇〇
三
天八六
三元、七八四、七〇〇

天六五
三〇〇、四

五、九00

三七五、五九二、〇〇〇

七二 六五 四九

二元、100

特
別
一
時
金

国
民
年
金
事
業
年
報
(単
位
円
)

年度

全
部



第
四
章
住

第
一
節
公
営
住
宅

1
住
宅
事
情

住
宅
状
況
本
町
の
気
候
・
風
土
に
あ
わ
せ
た
快
適
な
生
活
を
送
る
こ

と
ので
き
る
住
環
境づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
住

宅
改
善
に
努
め
て
き
た
。
平
成
二
年
度
か
ら
は
国
の
特
定
団
地
の
指
定
を
受

け
、
中
央
西
C
団
地
に
公
営
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
簡
易
耐

火
構
造
の、
住
宅
七二
戸
を
建
設
す
る
も
の
で
、
新
し
い
タ
イプ
の
団
地
と

し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

な
お
団
地
名
に
つ
い
て
は、
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
以
降
従
来
の
呼び

名
を
改
正
・
整
理
し
た。
団
地
の
配
置
は、
下
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

町
営
住
宅

第
四
章
住

宅宅

お
り
で
あ
る
。

住
宅
団
地
別
・
建
設
年
度
別
管
理
戸
数
は、
次
表
の
と

公営住宅の団地名
旭C団地 (北星C団地)

4 小学校 善性寺

中央西C団地
中央東C団地
(緑団地)

旭B団地
(東星団地)
旭A団地
(北星団地)平22 グ

ラ
ン
ド

中
学
校

中央西B団地
(中央西団地)

秩
父
別
駅

中央西A団地
(旭団地)

中央東B団地
(中央団地) 保育所 消防署 百貨店原

建
田
設 ガソリン

ノスタンド原
建

田
龍 兵村団地

(兵村団地) 秩父別
高 校

駅前団地
(筑紫団地)

三二
九

中央東A団地
(秩父別団地)

筑紫団地
(東光団地)

秩父神社
ファミリー
スポーツセンター

ラ
イ
ス
セン
タ
ー

土 地
改良区

中学校

児童公園

役場 農協
老人福社 商工会センター

農協條理工坊

(注) 太字は新団地名,( )内は旧団地名

宅



6

5 4 3

0
0

2

平
元

昭
88

昭62年現在ま
での住宅状況
(旧団地名による)

二1 ニー |ニー|ニー 二1 二一 ニ ー

種 種
二 一

種 種
一
四
戸

八
戸

旧
国
地
名
秩
父
別
中
央

△
六

C
緑

六 ○

C C C C C C C 八 〇

1
0 四

中
央
西

1

二四
1二四四 八C 八四 一六○

造
成
)

(平
二年

(東
光
)
北
星

C

C C

旭B

四 〇

東
星
北
星
C
筑
紫○

C C 〇 八四
六 計
一一
七
六
戸

五
八
戸

一
七
〇
戸

五
四
戸

一
五
八
戸

五〇
戸

五
〇
戸

四
六
戸

一二
六
戸

四
六
戸

一
一八
戸

四
六
戸 計

一
一〇
一
一〇
戸

四
六
戸 計

第
七
編
福
祉
と
保
健

町
営
住
宅
団
地
別
・
建
設
年
度
別
管
理
戸
数
調

三
三
〇

六四

一
二 四

八〇 八四 ○ 八〇 八 〇 計

C

兵
村

八
一二

二〇

C C 八〇

○ 旭C

八 〇C C C C C C

新
団
地
名
中
央
東
A
中
央
東
B
中
央
東
C
中
央
西
A
中
央
西
B
中
央
西
C

二
二三〇

旭
A

駅
前 六

兵
村

累 累一
五〇
戸

一
六
一
四
二
戸

C20

C O C

O

一
六

旭

C



教職員住宅保有戸数 ()内旧団地名

団地名中央東
A団地
(秩父別)

中央東
B団地
(中央)

中央東
C団地
(緑)

旭
C団地
(北星C)

兵村
団地

(兵村)
計 前年比増減

年次
戸 戸 戸 戸 戸 戸

昭60

11 1 8 4 4 28

61 11 1 8 4 4 28

62 11 1 8 4 4 28

63 11 1 8 4 4 28

平元

11 1 8 4 4 28

2 9 1 8 4 4 26 △23 9 1 4 4 0 18 △84 9 3 4 4 0 20 2

5 8 3 0 4 0 15 156 8 3 0 4 0 15 0

建設中の町営住宅中央西C団地 (平
成2年9月中旬)

校 長 住 宅 (右,小・左,中 学校)

教
職
員
住
宅
秩
父
別
高
等
学
校
の
道

移
管
に
伴
い、
平
成
二

年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
の
間
に、
校
長
住

宅
を
含
め
計
一
一戸
が
道
へ
移
管
さ
れ

た
。
現
在
小
中
学
校
教
職
員
住
宅
と
し

て
、
一五
戸
を
保
有
し
て
お
り
、
四
年
度

に
す
べ
て
水
洗
化
の
工
事
を
完
了
し
た
。

更
に
同
年
度
に
小
・
中
学
校
長
住
宅二

棟
を二
条
二
丁
目
(常
楽
寺
横)
に
新
築

し
、
十
二
月
一
日
か
ら
入
居
し
て
い
る
。

住
宅
の
保
有
戸
数
は、
上
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

三
三
一

第
四
章
住

宅



三
三
二

第
七
編
福
祉
と
保
健

第
五
章

保
健
衛
生

第
一
節
環
境
衛
生

1
近
年
の
環
境
衛
生
の
概
要

飲
料
水
の
状
況
北
空
知広
域
水
道
計
画
の
完
成
によ
り、
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
、
本
格
的
に
広
域
水
道
用
水
の
給
水
を
受
け
る
よ

う
に
な
り、
飲
料
水
問
題
は
解
消
さ
れ
た。

広
域
水
道
事
業
の
現
況
に
つ
いて
は、
第
六
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

下
水
の
状
況
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
生
活
排
水
や、
し
尿
そ
の
他
の
汚
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
永
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
五
十
七
年
度
から
始
ま
っ
た
集
落
排
水
事
業
の
工
事
に
よ
っ
て、
管
路
の
敷
設
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
完
成、

生
活
雑
排
水
の
処
理、
ト
イレ
の
水
洗
化
等
が
進
み、
快
適
な
環
境
が
創
ら
れ
た
。

下
水
道
事
業
の
現
況
に
つ
いて
は、
第
七
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

衛
生
状
況
一
般
き
れ
い
な
町、
明
る
い
町、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づく
り
を
目
指
し、ご

み
処
理
につ
い
て
は
町
民
の
自
覚
と
協

力
を
求
め
て、
記
名
方
式
で
収
集
を
行
っ
て
い
る。
更
に
近
隣
町
村
と
協
力
し
て
、ご
み
処
理
場
を
建
設
し
て
お
り、



上
下
水
道
の
設
備、
し
尿
処
理
施
設
の
改
善
等、
環
境
衛
生
の
整
備と
相
ま
っ
て、
衛
生
的
で
健
康
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

2
整
備
状
況

棄
物
処
理
場
(四
町
共
同
)

北
空
知
衛
生
施
設
組
合
廃
ゴミ
処
理
につ
い
て
は、
前
町
史
に述べ

たと
お
り
で
あ
る
が、
不
燃
物の
最
終
処
理
場
につ
い
て
は
法

の
改
正、
保
健
所
等
の
指
導
も
あ
り、
現
在
の
安
定
型
処
理
場
を
、
平
成
八
年～
九
年
の
二
か
年
で
管
理

型
処
分
場と
し
て
新
し
く
建
設
す
る
。

機械化された近代的浄化センター 2条3丁目

ゴミ収集車

畜
犬
取
締

昭
和三
十
四
年
三
月

公
布
の
条
例
に
基
づ

いて
処
理
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
四
年
三

月
に
条
例
お
よ
び
施
行
規
則
の
全
面
改
正

が
実
施
さ
れ、
現
在
は
この
新
し
い
規
定

に
基づ
いて
措
置
さ
れ
て
い
る
。

第
五
章
保
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衛
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三
三
三
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三
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第
二
節
予
防
衛
生

1
近
年
の
予
防
衛
生
の
概
要

防
疫
に
対
す
る
指
導
近
年
医
療
技
術
の
向
上
と
新
薬
の
開
発
等
で、
集
団
発
生
の
病
気
は
ほ
と
んど
み
ら
れ
な
い。
し
か
し、
高
齢

化
に
伴
う
成
人
病
の
増
加
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
対
策
は
急
務
で
あ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
た
めの
、
各
種
検
診
の
励
行
を
進
め
て
い
る。
ま
た、
予
防
接
種
によ
る
防
疫
対
策
、
き
め
細
か
な
保
健
指
導
を
行
う
と
と
も
に、

乳
幼
児
検
診も
積
極
的
に
実
施
し、
町
民
一人
ひ
と
り
の
健
康
保
持、
体
力
強
化
の
た
め
の
保
健
事
業
の
充
実
を
期
し
て
い
る。
平
成
五

年
十
月
に
は
町
民
に
呼
び
か
け
て
フ
ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
一回
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
よ
っ
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
機
会
が
設
け
ら
れ
た。

疾
患
の
種
類
と
数
近
年
の
本
町
の三
大
死
因
は、
高
齢
化
に
伴
う
特
有
の
死
因
、
例
え
ば
心
不
全
・
肺
炎・
気
管
支
炎
など
が
増
加

し
て
いる
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ガン
死
は
総
数
で
は
変
化
が
な
いが
、
壮
年
期
の
胃
ガ
ン
、
老
齢
期
の
肺
ガ
ン

等
の
死
亡
が
目
立
ち
、
大
腸
ガ
ン
死
も
み
る
よう
に
な
った。

罹
病
の
傾
向
は、
高
齢
化
の
影
響
か
ら
、
循
環
器
系
の
疾
患
が
増
え
て
お

り、
高
血
圧
系
・
梗
塞
系
な
ど
疾
患
の
欧
米
化
が
進
ん
で
いる
。
ま
た、
歯
科
系
疾
患
が
急
増
し
て
重
症
化
し
て
お
り
、
農
村
的
特
徴
の

筋
・
骨
格
系
の
疾
患
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
全
体
的
に
高
齢
化
に
伴
う
慢
性
疾
患
(高
血
圧
・
心
臓
病
・
整
形

外
科
的
疾
患)
を
持
つ
人
が
増
加
し
て
い
る
関
係
から
、
病
院
で
の
受
診
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
循
環
器
検
診
の
結
果
で
は、
貧
血
を



も
つ
人
が
多
く、

一方
高
血
圧
症
に
代
わり
、
高
コ
レ
ス
テ
ロー
ル
症
等
が、
増
加
し
て
い
る
のが
目
立
って
い
る
。

主
要
死
因
別
死
亡
者
数
昭
和
六
十
年
以
降
の
状
況
は
、
下
表
のと
お
り
で
あ
る
。

伝
染
病
と隔

本
町
は
、
昭
和三
十
一
年
十
月
設
立
さ
れ
た
、
深
川
市
外
二
町
伝
染
病
隔
離
病

離
病
舎
組
合
舎
組
合
(深
川
市
・
秩
父
別
町・
妹
背
牛
町)
に
加
入
し
て
い
た
が
、
同
組
合

の
隔
離
病
舎
が
、
老
朽
化
に
よ
り
維
持
困
難
と

な
っ
た
た
め、
六
十
三
年
十
月三
十
一日
組
合
を

解
散
し
た。
そ
し
て
、
関
係
市
町
は
沼
田
町
外二

町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
加
入
町
と
共
に、
同
年

十
一
月
一
日
新
た
に
北
空
知
伝
染
病
隔
離
病
舎
組

合
を
設
立
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
加
入
市

町
は
深
川
市
・
秩
父
別
町
・
沼
田
町
・
北
竜
町
・

幌
加
内
町
・
妹
背
牛
町
の
一
市
五
町
で、
組
合
事

務
所
は
沼
田
町
に
置
か
れ
て
い
る
。

保
健
所
と
保
健
婦
保
健
婦
業
務
の
重
要
性
か

ら
、
昭
和
六
十
三
年
度
以

住 民 検 診(平成元年6月6日・福祉センター)

主要死因別死亡者数

年度 昭 60 昭 63 平 2 平 4 平

C
O

死因 割合 死亡数割合死亡数 割合 死亡数 割合死亡数 割合死亡数割合人
7

25.9 7 16.3 7 13.2

L
O 10.9 5 9.1

悪 性 新 生 物 6 22.3 4 9.3 1 20.8 7 15.2 9 16.4

心 臓 疾 患 7 25.9

0
0 20.9

11

20.8

13 28.3

12 21.8
肺炎及気管支炎

0 0 6

14.0

1
0 9.4

10 21.7

14 25.4
そ の 他 7 25.9 7 39.5

19 35.8 1 23.9

15

27.3

総

数 27 100.0

43 100.0

53 C

100.0

46

100.0 5 100.0

人 % 人 %

人 %

脳 血 管 疾 患

% 人 %

三
三
五
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接 種 検 診

種
別

ジ 風 麻 三
1
種

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

B
.

C
.
G

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

環がが人が
リ

ア 疹 疹合 器んん科ん核

年
度

五
一

二
一

三
四

一
一二
七
九
二〇

八
一
七

一
八〇
五
二
九

六
二四〇 二〇
三
九

一
三
二
七
九
四
四

七〇
三

九
〇
五

一、
二
六
六
一、
二
四
五

九
四

二
四
三

四
四
七

六
三四

一

一
四
一

七
八
四
四

五
五
七

七
六
八

一、
二
六
四

一
六
〇

一
七
九

五三
三

一、
二
三
三

平
元

四
四
一
二
二
八

一三
九
六
八

四
〇

二
六
八

八
四三

九
四
七

八
六
八

一
八
一

二
一
七

四
八
八

一、
〇
四
七

三

三
八
一
三
二
二

一〇
六
五
五

三
九

一七
四

六
二
九

七
五
九

一三
二

一
七二
五
一
三

九〇〇

五〇 一一
一
八

一
一〇
五
一

一 八
三
八二
七
二
一

九〇
九

二〇
一

二〇
九

五
三
一

一、
〇
七
五

五

四
五
一二
四
四

1
1
1
七
四
五
四

七
一
五

八四
四

一
六
二

一六
八

四
二
二

九
八
五

六

な
お
、
地
域
の
保
健
ニー
ズ
を
、
各
種
デ
ー
タ
から
集
計
し
、
こ
れ
を
保
健
婦
と
し
て
の
専
門
的
知
識
に
基
づ
い
て
分
析
・
整
理
し

第
七
編
福
祉
と
保
健

降
一
名
増
員
し
て
三
名
の
保
健
婦
に
よ
る
保
健
業
務
推
進
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

三三
六

て、
今
後
の
町
の
保
健
活
動
方
針
と
す
べ
く、
平
成
四
年
か
ら
十
一
年
ま
で
の、
長
期
保
健
計
画
を
策
定
し
推
進
し
て
い
る
。

各
種
検
診
と
予
防
接
種
状
況
調

各
種
検
診
と
予
防
接
種
昭
和
六
十
一
年
以
降
の
状
況
は、
次
の
各
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

二〇
七

二
三
六

五
三
二

一、
四
九三

一、
二
五
七

四
八

一二
二〇
二
三
二
六三
三
四

五
二
一

七
六
四

一、
一六
八

11

101 五〇
三
四

二
二
四

六
七
六

二
六
一
六

三
一

四

中
止

循 肺 乳 婦 胃 結
フ

テ
混

混

一
、
〇
七
五

昭
六
一

一
〇
四

二
二
六

四
九
〇

七 九 九
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乳がん検診

区分 受 診 者 数 精 密 診 査
対 象 者

年度 受 診 率 要精検者数 要精 検 率

昭61 1,250人 59人 4.7%

0人

0.0%62 791 104 13.1 1 1.063 1,139

94 8.3 3 3.2
平元 704 160 22.7

0 0

2

1,145 207 18.1 2 1.0
3 1,177 181 12.4

0 0

4

1,063 132 12.4 2 1.5
5 1,120 201 17.9 6 3.0
6 1,075 162 15.1 2 7.4

肺ガン検診

区分 - 次 検 診 精 密 検 査
対 象 者 レン ト ゲ

ン撮影 受 診 率 喀痰検査要精検者数要精検率年度
昭61 人 人 %

人 人 %

62

1,400 1,266 90.4 179

10 0.863 1,643 1,245 75.8 209

13 1.0
平元 1,485 1,264 85.1 212

14 1.1
2 1,601 947 59.2 117

12 1.3
3 1,872 1,047 55.9 112 7 0.7
4 1,044 759 72.7

99 1

0.1
5 1,398 904 65.0

91 9

1.0
6 1,166 844 72.4 103

13 1.5
三
三
七
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乳幼児健康診断の受診状況

年次
種別

59/69人中
年2回
児にとって2回

77/91
年4回

71/78 67/72
年4回 年 4回

児にとって前期
後期の2回

1才6か月

児健診

34/38人中 36/43 43/47 37/41
年4回

2才児学級
36/50人中 43/56 35/52 37/41

年2回

3才児健診
38/41人中

年2回

38/40 31/31 44/44

年次
種別 平元

2 3 4 5 6

51/56
年4回

62/69
年6回

93/96
年6回

72/73
年6回

79/87
年6回

109/113
年6回

乳児健診
→ → "

1才6か月

児健診

32/33 23/25 32/35 31/34 22/23 30/35
→"

年3回

35/36 31/34 14/2225/32
年4回

30/32 17/21
2才児学級

42/42 38/38 35/37 22/22 27/32 31/32
→"3才児健診

く
の
町
民
が
献
血
へ協
力

し
て
い
る
。
年
度
別
の
献

な
ど
の
働
き
掛
け
で
、
多

内
会
や
社
協
、
各
事
業
所

の
町
内
巡
回
が
あ
り
、
町

献

血
状
況
は、
次
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

三三
八血

年
三
回

献
血
車

62 63

乳 児健診

昭60

61

児にとって3回
(3.4、 6.7、
9.10月)

年4回 年2回
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♪
教
育
委
員
会
教
育
長

秩
父
別

選
出
区
分

助 町

役 長

氏名
後
藤

氏

昭
六二

一門
間

高
崎

後
藤

氏

悟

正
義

義
博

六三

門
間

高
崎

後
藤 平

正 義
悟 義博 元門

間

高
崎

後
藤

悟

正
義

義
博 名 二

門
間

高
崎

後
藤

氏

悟

正
義

義
博 名

111門
間

高
崎

後
藤

氏

悟

正
義

義
博 名 四

門
間

高
崎
後
藤

氏

正 義
悟 義博 名

五

三
三
九

徳正 義
悟 一義博 名 六

秩
父
別
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

p
r
o

乳幼児の検診 (平成5年2月・福祉センター)

年度別献血状況

年 度 献 血 人 数

昭 61 319人 (3回)62 306 (3)
平

63元
2
3
4
5
6

220 (3)243 (3〃)
168 (2)
161 (2〃)
169 (2〃)

( )内は巡回数

秩
父
別
町
健
康づ

本
協
議
会
は、
町
民
の
健
康

く
り
推
進
協
議
会
増
進
と
疾
病
予
防
等
、
総
合

的
な
健
康
づ
く
り
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
昭
和
五
十
五
年
に
設
立
さ
れ
た。
業
務
は
、
町

民
の
健
康
管
理
・
健
康
づ
く
り
等
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し
た
事
項
の
実
践
に
協
力
す

る
こと
で
あ
っ
て、
委
員
は
町
長
を
は
じ
め、
関
係

行
政
機
関
の
職
員
お
よ
び
町
内
の
各
組
織
から
選
出

さ
れ
た
二
〇
名
以
内
で
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
歴
代
の
委
員
は
次
表
のと
お
り
で
あ
る
。

2
衛
生
関
係
団
体
と
活
動

224 (3〃)
206 (3〃)

名氏
名

氏

悟

正
義

義
博 名

年
度

門
間

高
崎

門

松高後
間 本崎藤

氏
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(注
)
平
成
五
年
地方
労
働
組
合
協
議
会
改
め
「
地
区
連
合
協
議
会
」
と
な
る
。

深
川
保
健
所
長

♪
地
区
労
働
組
合
協
議
会
長

農̂
協
婦人
部
長

少
農
業
協
同
組
合
長

斉
藤
和
雄

石
塚

山
森
健二 聡

山
森
幸
夫

盛
義
光
雄
章
允

貞
良
純
次 章

滝
田
新
田 稲沢

斉
藤

石
塚

中
西

向
井

高
鶴
大
西
光
雄
章允

章
允
貞
良 昇

滝
田

稲沢
斉
藤

原
田

金
森
向
井

高
鶴

大
西

青
木
貞
良 昇

滝
田
高井
稲
沢

斉
藤

原
田

鈴
木 高 高

鶴 桑 木 鶴

坦

哲
夫

弘
子

和
雄

森
成 弘 繁

光
雄

貞
良 昇

光
雄

井
上
二
一
男

原
田
忠
男

吉
沢
斉藤 原
田

佐
崎
鈴木
高
鶴

雅
俊

光
雄 優

上
ケ
島
力
男

高
鶴
光
雄

吉
田
浩
二

高久
孝
一

吉
沢
斉藤 原田

森
成

小
釜

高
鶴

高
桑
光雄 優

青
木

貞
良

宮
本
光
男

高
鶴

三
四
〇

光
雄信 繁

♪
商
工
会
長

⇒
青
年
団
長

♪
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

♪
国
保
運
営
協
議
会
長

♪
体
育
協
会
長

の
社
会
福
祉
協
議
会
長

♪
町
内
会
連
合
会
長

秩
父
別
議
会
総務
(経
済)
委員
長

滝
田

坦 坦
滝
田

天
野
邦
弘

北
原
スミ
子

斉
藤
和
雄

斉
藤

原
田

金
森

向
井

高
鶴
大
西

貞
良
青木 畑滝
田

征
勝
弘子

安
井
稲沢

和
雄 健
二
伴
浩

盛
義

高
鶴
大
西

青
木

植
田

篠
田

坦

青植 篠

坦

吉
沢
国
太
郎坦

孝
義

弘
子
和
雄

森
成

一
巳

盛
義

光
雄

章
允

貞
良

純
次 章

盛
義
向井

牛木
向 鈴 大 青 植 篠

西 木 田 田

新
田
征
勝

北
原
ス
ミ
子

協
会
秩
父
別
支
部

深
川
地
方
食
品
衛
生
本
協
会
は、
食
品
衛
生
関
係
法
に
基
づ
く
食
品
関
係
業
者
が
会
員
と
な
り、
昭
和二
十
五
年
五
月
二
十
五
日
に

設
立
さ
れ
た
。

秩
父
別
支
部
は、
協
会
設
立
と
同
時
に
会
員
二
九
名
で
発
足
し
、
会
員
の
自
覚
を
高
揚
し
、
自
主
管
理
体
制
の
確
立
と
推
進
を
図
り
、

食
品
衛
生
の
向
上
に
努
め、
保
健
衛
生
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
主
な
事
業
は
1
食
品
取
扱
者
の
清
潔
保
持、

2
原
材
料
の
品
質
管
理、
3
機
械
器
具
の
衛
生
管
理、
4
食
中
毒
警
報、
5
大
腸
菌
検
査
の
実
施、
6
衛
生
パ
レ
ー
ド
、
7
食
品
衛
生
週

間
、
8
優
良
店
舗
推
せ
ん
等
で
あ
っ
て
、
食
品
衛
生
責
任
者
と
連
携
し
て
、
自
主
管
理
活
動
を
主
体
と
し
て
指
導
を
進
め
て
い
る
。

支
部
の
事
務
所
は、
町
役
場
内
住
民
課
衛
生
係
に
置
か
れ
て
お
り、
運
営
の
た
め
の
予
算
は、
会
費
・
商
工
会
補
助
金
・
寄
付
金
そ
の

他
で
賄
わ
れ
て
い
る。
歴
代
支
部
長
は、
柴
田
朝
男
(～
昭
五
七)
・
出
淵
孝
利
(昭
五
八
～
平
二
)
・
小
林
頼
政
(平
三
～
現

一
畑 高
鶴
光
雄坦

新
田
征
勝

弘
子
和
雄

森
成
一
巳
原

盛
義

光
雄

章
允

優
高
桑

青
木
貞
良

悦子
和
雄
森
成 繁
鈴
木

悦
子
和
雄

石
塚
健二

木 田 田純次 章

青 畑 高



在
)
で
あ
る
。

昭
和
六
十
二
年
以
降
の
支
部
会
員
数
・
予
算
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

年次別秩父別支部会員
数・予算

年
昭62 一人 330,000円
#63

32 348,000
平元

33

338,0002 31 337,000
〃3

0
0

31 373,000
" 4

4 30 426,000

"

5 29 448,000
" 6

0 27 430,000

第
三
節
医

療

1
医
療
事
情

医
療
機
関
近
隣
の
深
川
市・
旭
川
市
に
は
総
合
病
院
が
あ
り
、
開
業
医
も
多
く、
か
つ
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て
、
設
備
の

整
っ
た
病
院
で、
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
長
期
に
わ
た
る
歯
の
治
療
、
高
齢
者
の
家
庭

療
養
等
に
は、
地
元
に
病
院
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
早
川
内
科
医
院
、
町
立
歯
科
診
療
所
・
佐
木々
医
師
に
よ
り
診
療

が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が、
早
川
医
師
が
健
康
を
害
し
、
閉
院
さ
れ
た
こ
と
から
、
町
と
し
て
は
急
き
ょ
町
立
診
療
所
を、
建
設

す
る
こ
と
と
し
、
建
物
・
医
療
施
設
を
整
え
る
と
と
も
に、
深
川
市
内
の
布
川
医
院
の
協
力
を
得
て
、
平
成
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
開
業

し
た
。
こ
れ
に
よ
り、
本
町
は
町
立
の
二
つ
の
診
療
所
に
よ
り、
町
民
の
保
健
と
診
療
に
あ
た
る
こと
に
な
っ
た。

○町
立
歯
科
診
療
所
の
改
築

本
診
療
所
は、
昭
和
六
十
一
年
に
改
築
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
患
者
の
増
加
と
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
必
要
性
か
ら
、
再
度

改
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
五
年
末
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
翌
六
年
一
月
の
完
成
を
め
ど
に
進
め
ら
れ
た
。
建
設
位
置
は
従
前
と
同

様
に
二
条
二
丁
目
で
、
木
造
平
屋
建、
建
坪
一二
四
・
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で、
建
築
費
は二
、
八
一〇
万
円、
医
療
機
器
一
、

三
三
三
万二
千
余
円
(
補
助
九
九
九
万
九
千
余
円
)
で
完
成し
た。
医
師
は
佐
木々
正
人
歯
科
医
師
で
、
他
に
衛
生
師
一
名
・
助
手
二

第
五
章
保
健
衛
生

三
四
一

会員数 予 算



町立歯科診療所平面図
550 1550
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ブラッシング
院長室

待合室診療室

消毒・準備コーナー
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WC==

事務受付技工室 スタッフルーム
機械室 物置 職員WC 玄関三三風除:

-1

スローブ

町立歯科診療所 (平成7年6月・2条2丁目)

よ
び
エ
ッ
ク
ス
線
・
心
電
図
等
の

各
種
医
療
機
器
の
購
入
費
を
合
わ

せ
て
五
、
三
〇
〇
万
円
の
事
業
費

で
完
成
し
、
深
川
市
内
の
開
業
医

布
川
医
院
(布
川
昭
雄
院
長
)
の

協
力
を
得
て、
医
師
の
布
川
令
子

を
診
療
所
の
管
理
者
と
し
て
迎
え

た
。
診
療
科
目
は
内
科
・
外
科
・

小
児
科
・
理
学
診
療
科
の
四
科

で、
診
療
日
は月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま

で
と
な
っ
て
お
り、
医
師
の
ほ
か

看
護
婦
二
名
・
事
務
職
員
一
名

で
、
平
成
六
年
十
二
月
一
日
か
ら

三
四
二

第
七
編
福
祉
と
保
健

名
・
事
務
員
一
名
の
構
成
に
よ
っ
て、
六
年二
月
四
日
か
ら
診
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○町
立
診
療
所
の
開
設

早
川
医
師
が
健
康
上
の
理
由
から
、
閉
院
し
た
こと
に
伴
い、
善
後
措
置
を
検
討
の
結
果、
町
立
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
、
秩

父
別
中
学
校
向
い
側
の二
条
二
丁
目
の
敷
地
に、
木
造
平
屋
建
、
建
坪
一
四
七
・
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
を
新
築
し
た
。
工
事
費
お



町立診療所平面図

UP
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UP

二風除室 [外来便所 暗室 UP

検査室 会議室
二玄関
ニコート掛二 7.29m2 # 操作室

新設された町立診
療所 (平成7年6
月・中学校向い)生一下足箱 廊下 風除室:

-本棚 洗濯室,
くカーテンレール

・バーテーションカーテンレール待合室
33.62m2

診 察室ホカーテンレール18.23ml
処置室
12.15cm

I薬局
4.05m

事務室
10.53m2

薬品庫、
4.86mP /

診
療
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
早
川
医
院
の
閉
院
以
来
一〇
か
月
に

わ
た
っ
た、
無
医
状
態
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
った
。

第
四
節
国
民
健
康
保
険

1
事
業
と
財
政

保
険
事
情
高
齢
社
会
へ急
激
に
移
行
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い

て
は、
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
そ
の
対
応
策
を
迫
ら
れ
て

い
る
が
、
医
療
保
険
制
度
の
面
でも
、
各
種
の
措
置
が
と
ら
れ
て
き

た
。
昭
和
五
十
七
年
の
老
人
保
健
法
の
制
定、
五
十
九
年
の
国
民
健
康

保
険
法
改
正
に
伴
う、
退
職
者
医
療
制
度
の
創
設
等
を
は
じ
め
と
し

て
、
所
要
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
退
職
者
医
療
制
度
は、
世

代
間
の
負
担
の
公
平
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
被
用
者
年
金
の
、
老
齢
年

金
受
給
権
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て、
退
職
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
八

割
給
付
を、
家
族
に
つ
いて
は
入
院
時
八
割
給
付
を
保
障
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
財
源
は、
退
職
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
、
現
在
負

担
し
て
い
る
国
保
保
険
料
と
、
被
用
者
保
険
か
ら
の
拠
出
金
に
よ
っ
て

三
四
三

第
五
章
保
健
衛
生

ポーチ!

7

レントゲン室 院長室
6.08m



六 五 四

11 二
平
元

六一六三� � �

昭
六

年
次

六三 六三九

六五三

六六三
六三六
六四 六九九 七三三

七六二 六九戸
世
帯
数

一、六六

一、六九〇

一、七八二

一、八六九

一、九〇九
一、九八九

三、二〇三

二、三四一

二、四二四

三、三
九 人

者
の
数

被
保
険

一三〇、八三

一五〇、三三五

一四九、四四三

一六〇、五四九
一六八、七九五

一七八、六三四
一七四、九四七
一六ニ、五七七

一三
、二六八

二三四、三九四
千
円
総
額

給
付
額円
拠
出
金
等

老
人
保
険

二七、二四四

二九、五一六

三
、〇三〇

言
、一〇四

モ
、二三
二
、三五六

一六、五八七

一八、八〇円
一九、二七〇

一八、六八五
千
円

支
出
金

そ
の
他

一〇九、九八六
二
八、九九〇

二三九、二〇七

二四三、一五五

二六五、四〇一

二七五、六七〇
二五〇、二八一

二三四、八六四

一七九、四三一
一七八、三一四 円
保
険
料
額

一
世
帯
当
り

八〇、〇六二

八八、九四九
八三、八六二
八五、九〇一

八八、四三一

八九、八二
七九、四二三
六九、四四八

五三、七四一

五二、〇六九 円
一
人
当
り

二
、吾
一

三
九、六ち

三
七、六言
一六八、八吾

三五〇、九七〇

三〇〇、二五〇

三
〇、四三一
二七三、四五六

三天七、七九ニ
三三七、九一六

一二七、五四八

二三、六九三
一言
、五〇八

一二三、七五一

二
六、九三九

九七、八一九

一〇三、四三一
八四、四五五

二
四、二
七

九九、一〇六 円
保
険
給
付
額

一
人
当
り 三
四
四

第
七
編
福
祉と
保
健

賄
う
こ
と
と
し
、
構
造
的
な
負
担
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
措
置
で
あ
る
。

昭
和
六
十
年
以
降
の
国
民
健
康
保
険
の
状
況
は、
次
表
のと
お
り
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
の
状
況

保
険
料

二〇八、四
三

二〇七、三五〇

二三九、六九五

二三一、二九〇

三
三、三
七

一九四、五六二

一八〇、七八一
一九七、七〇九
二三
四、三五四

一九五、四
八

保
険

一五五、三
九

一七五、四二〇

一四〇、六一五

二〇、四
七

二〇、二七四

一三三、六六〇

一四八、九七四
八一、七四〇

二三、四九五
一
九、七二六
千
円

保
険
料
額
保
険
給
付
額

一
世
帯
当
り

円



三
四
五

(注
)
食
事
療
養
費
は、
入
院
患
者
に
限
り
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

合 入

区
分

計

療
養
費

小 り
設
置
)

平
六
七

食
事
療
養 剤 科

費
用
額

件
数

費
用
額

件
数

費
用
額

件
数

費
用
額

件
数

費
用
額

件
数

費
用
額

日
数

件
数

費
用
額

数 数

費
用
額

日
数

件
数

年
度

二八一、〇九三、四二〇

一三、五九八

二、二〇六、四四〇

110%

二七八、九八六、九七〇
一三、デニ

五、一九
、三〇〇

三九〇

四四、〇八五、三九〇

九、〇七〇
二、六六三

九八、八二八、二六〇

三
、六〇六
九、八天八

一三〇、九一四、〇二〇

九、ベニヤ
四八一

二四九、〇三
、昼
豆

二三、九八五

一、ミ
ニ、四五五

二四七、六三〇、〇八〇

三三、八三一

五、一三二、三二〇

三四九
四九、九七七、五〇〇
九、お品
二、八三三

100’八一四、八三〇
三
、丟
三

九、二七五
九一、七〇五、四二〇

六、八三 三天五

二三
、三
五、四六〇

二
、三
〇

1、五〇七、PIO

一九九

三宅、六一八、七五〇
二、三

三

四、一四三、五二五

え
、八一七、三

〇

七、二〇八
二、二〇六

九七、八一八、二〇三
一八、〇三天

八、四七〇

べ、四五八

三五九

二七五、六八七、八九ニ
二
、三天三

二、五〇七、三〇三 一五六

二七三、一八〇、五九〇

二
、三三天

四、二三
、〇六〇

二四五

豆
、空
九、一六〇

六、一五四

二、〇〇五

一〇五、六〇六、二
三〇

一八、五五〇

八、五六二

一二七、八一四、一四〇

七、七六五
七、五七〇

一八八、三
〇、六三四

10、六九四

一、五〇〇、九六四

三八六、八一九、六七〇
一〇、五七八

二、五六六、八四〇

二〇九

三天、一〇四、八三〇
四、七六〇
一、五
三

二三、六〇〇、二九〇
一九、一八六

八、四三一

一言
、吾
七、中IO

七、八六八
四二六

二五五、〇六八、一九一
九、八八五

二五三、七〇八、二二〇
九、七八七

三、一五六、八五〇

二七六

こも、二五六、二六〇

四、八三二

一、五三や

二〇、二四
、六二〇

一六、〇四三

七、六二四

一〇三、二
三、気
〇

六、二九三

二五九、八五五、九五四

九、七二

一、一九〇、五九五 三

二五八、六六五、三五九
九、五九〇

六、二一五、〇六〇

二、一七五、一九九

二四二
三三、五四七、五二〇

四、二七五

一、四〇二

一二五、二三六、二七〇

一六、え
七

七、六三五

101、 七〇二、三
〇

五、五五五

六

国
民
健
康
保
険
療
養
給
付
等
の
診
療
別
内
訳

療
養
給
付
等
の
診
療
別
状
況
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
内
訳
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
五
章
保
健
衛
生

調 歯

入
院
外 院

院
日 件

一〇二、四〇五、二二〇

二〇、五六八

九、〇八ニ

七九、四〇一、九二〇
六、四四八

六三

二
九、二

七、三七二

二、四二四
一、四九八、五三

平
元

二七八、七五〇、五〇五
10、九四七

二、二六五、四至五 二一

二七六、四八五、OYO
一〇、八元

二、九九三、七四〇

五、ハ六二
一、八〇八

二三、四五五、八四三
一八、三
九

八、四意
一〇四、四九九、七二七

111

四二
六

三、
六一

六、二六一、100

三
三

四一、八〇九、六10

七、九五〇
二、五
六

九六、八三九、九二三

1

五

一六九

計

昭
六
一

六二

一三三



第
七
編
福
祉
と
保
健

歴
代
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

氏
名

在

任

期

間

現 現 現 現 現 現

在 在

在 在 在

被
保
険
者
代
表

医
師

被
保
険
者
代
表

公
益
代
表

歯
科
医
師

11 !

被
保
険
者
代
表

医
師

備備
考

第
五
節
墓
地
と
火
葬
場

1
北
空
知
葬
斎
組
合

運
営
状
況
昭
和
四
十
八
年
四
月
深
川
市
・
秩
父

別
町
お
よ
び
妹
背
牛
町
の
一市
二
町

に
よ
り
組
織
さ
れ、
運
営
さ
れ
て
い
る
。
火
葬
料
は
従

前
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
負
担
し
て
き
た
が、
組
合
の

意
見
統
一
に
よ
り、
平
成
五
年
六
月
以
降
こ
れ
が
個
人

負
担
(
有
料
)
と
な
っ
た
。
大
人
一
体
に
つ
き
一
万

二
、
〇
〇
〇
円
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本
町
と
し
て
は、
独
自
に
助
成
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
葬
斎
組
合
の
領
収
書
を
添

え
て
、
町
に
申
請
す
れ
ば
全
額
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た、
平
成
七
年
四
月
か
ら
、
新
た
に
北
竜
町
が
加
入
の

予
定
で
、
構
成
市
町
は
一
市
三
町
と
な
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の、
火
葬
場
取
扱
状
況
と
歴
代
組
合
長
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
四
六

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
歴
代
の
委
員
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

田
壱
隆
平
六
・
一〇
・
一九
～

柴
川 田 田 々 鶴 木 塚 田 川

作
治

光
雄 健 幸

実

木

繁 二 夫 滋

人

昭
雄
平
六
・
一〇
・
一九
～

布

熊 上 佐 高 鈴 石 谷 早

昭
五
八
・
三
・三
一
～

昭
六
三
・
一〇
・
一
九
～

昭
六
一
・
五
・

一～

昭
四
九
・
一〇
・
一九
～

平
二・

一〇
・
一九
～
平
六
・
一〇
・
一
八

昭
五
八
・
三
・
三
一～
昭
六
三
・
一〇
・
一
八

昭
四
九
・
一〇
・
一九
～
平
二
・
一〇
・
一八

昭
三
三
・
一
一・

六～
平
六
・
一〇
・
一八

公
益
代
表



火
葬
場
取
扱
状
況
と
歴
代
組
合
長

年 項
目六 五 四 三

111
二

四
一

五
〇
三
九

四
四
四
五
三
七
四二 三九
三
七

死
体
一
死
産C O

一 1 1 1

胞
衣
汚
物

二〇
、
一九
七

三三
、
八〇
〇

一
八、
〇
七
〇

一
八、
二
九
七

一七、
〇
六
七

二〇
、
八
八
七

一四
、
二
二
三

一五
、
八二
〇

一
七、

一〇
〇

組
合
決
算

一、
一八
六

二、
五
七
五

一
、
五
七
七

一、
六
九
〇

一、
五
三
五

一、
四
〇
七

一、
三
〇
〇

一
、
八二
六 千円

(平
六
・
一〇
・
一
五
付
)

河
野
順
吉
(深
川
市
長
)

" "

! ! !
!

" 1 11

1 11 11

11 11 11 11

藤
田
守
也
(深
川
市
長
)

平
元
六三 六二

昭
六
一

二
二 二

四

二
〇
二
五
二
六
三
五

三
四

千
円

秩
父
別
町
負
担

歴
代
組
合
長

2
墓
地
の
整
備
事
業

概

要

現
墓
地
は、
明
治
四
十三
年
に
改
葬
さ
れ、
使
用
を
開
始
し
て
から
八〇
年
を
経
過
し
た
平
成二
年
ま
で
、
貸
付
区
画

の
使
用
者
の
移
動
、
使
用
の
有
無
等
に
つ
い
て、
未
整
理
の
状
態
で
あ
っ
た。
し
た
が
っ
て
、
遊
休
区
画
の
整
理、
返

還
可
能
区
画
の
調
査
、
貸
付
可
能
の
区
画
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
等、
確
認
を
要
す
る
点
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
詳
し
く
調
査
し
、

町
有
墓
地
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

第
五
章
保
健
衛
生

三
四
七



三
四
八

第
七
編
福
祉
と
保
健

ま
ず
、
未
貸
付
区
画
・
未
使
用
区
画
・
使
用
者
の
居
住
お
よ
び
継
承
者
・
不
要
者
か
ら
の
返
還
の
状
況
等
に
つ
い
て、
調
査
し
て
現
況

を
把
握
し
た
う
え
で
、
墓
地
の
墓
苑
化
を
進
め
る
た
め、
新
条
例
を
制
定
し
て
貸
付
お
よ
び
、
管
理
等
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
実
施
計
画
を
練
っ
た
う
え
で
、
墓
苑
化
に
必
要
な
土
地
の
確
保、
各
種
施
設
(駐
車
場・
公
園
・
便
所
・
あ
ず
ま
や
風
休
憩
所
・

給
水
場
・
墓
地
内
通
路・
供
養
塔
・
道
路
等)
の
造
成
・
整
備
を
行
っ
た
。
工
事
は
平
成
二
年
半
ば
か
ら
三
年
秋
ま
で
か
か
り、
総
経
費

と
し
て
四
、
一七
四
万
余
円
を
要
し
た
。

区
画
整
理
使
用
す
る
人
の
利
用
条
件
を
整
え
る
た
め、
墓
地
内
通
路
と
新
旭
ケ
丘
路
線
を
造
成
し
、
駐
車
場
・
公
園
を
新
設
す
る

こ
と
と
し
た
が、

こ
の
た
め
に
必
要
と
す
る
用
地
を
次
の
よ
う
に入
手
し
、
墓
苑
内
お
よ
び
周
辺
の
整
備
を
行
っ
た
。

・
駐
車
場
お
よ
び
公
園
用
地

地
番
二
一
〇
一‒‒六

一
四
、
六
九
四・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
中西

輝
行
か
ら
購
入

・
参
道
・
旭
ケ
丘
路
線
用
地

地
番
一
八
四
九
‒‒四
四

少
一
八
四
九
‒
四
五

少
一八
四
九
‒
四
六

四
四三
・
二
♪

大
聖
寺

" "

八
二
四
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
常
楽
寺
か
ら
寄
贈
を
受
け
る

五
一
二
・
〇

〃
高
徳
寺
♪

少
一八
四
九
‒‒四

七

入
手
し
た
用
地
の
位
置
関
係
は、
別
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
四
八
・
〇

ノ

よ
び
通
路
の
整
備

旭
ケ
丘
路
線
新
設
お
道
路
用
地と
し
て三
ヶ
寺
か
ら
寄
付
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
墓
苑
を
巡
廻
す
る
道
路
の
新
設
が
可
能
に
な

「り
、
利
便
性
が
大
幅
に
増
大
し
た
。
ま
た、
墓
地
区
画
間
に
あ
る
通
路
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
敷



き
整
備
を
図
っ
た
。

道
路
新
設
工
事
‒‒‒‒幅

員
五
メー
ト
ル、
延
長
四
五
八
メ
ー
ト
ル、
完
成
平
成
三
年
八
月

通
路
整
備
工
事‒‒‒

幅
員
〇
・
四
メ
ー
ト
ル、
延
長
二
、
六三
二
メ
ー
ト
ル、
完
成
平
成三
年
八
月

従
前
か
ら
大
聖
寺
向
い
側
に
駐
車
場
(一
、
〇
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル)
が
あ
っ
た
が
、
自
家
用
車
に
よ
る
参
詣
者
が

公
園
の
整
備
増
加し
、
手
狭
に
な
った
こ
と
や、
手
洗
い
に
つ
い
て
も
必
要
性
が
高
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
問
題
解
消
の
た

め
、
次
の
よ
う
な
施
設
の
設
備
を
図
っ
た。

常楽寺所有地
1849-6

高徳寺所有地
1849-5

第
五
章
保
健
衛
生

1849-44 -45
町

道用
水
路

1849-1

墓 苑

新設道路

1849
-10

-46

大聖寺境内
1849-9_-41

2101-61
駐車場、公園
造成地-47

町 道

1848
-18

1848-7
駐車場

2102-42

三
四
九

整備された墓地内通路(平成6年7月)

駐
車
場
お
よび



第
七
編
福
祉
と
保
健

駐
車
場
造
成
工
事‒‒‒ア

ス
フ
ァ
ルト
舗
装
(一
、
一六
八
平
方
メ
ー
ト
ル)
三〇
台
駐
車
可
能

公
園
造
成
工
事‒‒‒‒造

成
面
積
三
、
五
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル

・
便
所
新
設
‒
セ
ラミ

ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
平
屋
建
(一
三
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル)
一棟

・休
憩
所
新
設
‒
木
造
あ
ず
ま
や
造
り
平
屋
建
(一
九
・
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル)
一棟

萬
靈
供
養
ど

萬靈供養塔 (平成2年8月9日)

墓地公園内の便所 (平成3年8月)

墓地公園内の休憩所(平成3年8月)

三
五
〇



第
六
節
上
水
道
事
業

1
広
域
水
道
事
業
の
状
況

運
営
状
況
深
川
市
・
秩
父
別
町
・
沼
田
町
・
北
竜
町
・
妹
背
牛
町
(
昭
五六
・
七・
一〇
加
入)
の
一
市
四
町
の
共
通
し
た
水
事
情

の
悪
化
と
、
今
後
の
水
需
要
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
五
十三
年
六
月
に
広
域
水
道
事
業
企
業
団
の
設
立
認
可

を
受
け
、
折
か
ら
進
行
中
で
あ
っ
た
国
営
雨
竜
川
中
央
土
地
改
良
事
業
に
係
る
農
業
用
ダ
ム
を
、
共
同
事
業
に
よ
る
多
目
的
ダ
ム
に
変
え

て
、
水
源
を
確
保
す
る
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。
第
一
期が
五
十
四
～
五
十
八
年
度
、
第
二
期
が
六
十
四
(平
元
)
～
六
十
五
(平
二
)
年

度
の工
期
予
定
で
進
めら
れ、
そ
の
間
本
町
と
し
て
は
簡
易
水
道
給
水
区
域
の
拡
張
と
、
老
朽
化し
て
有
収
率
が
低
下
し
て
い
る
既
設
配

水
管
を
年
次
計
画
で
更
新
・
改
良
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ、
六
十
年
に
暫
定
水
利
権
を
得
て
、
待
望
の
水
道
用
水
供
給
が
開
始
さ
れ
た。

創
設
事
業
と
し
て
の、
水
源
開
発
事
業
並
び
に
広
域
化
施
設
事
業
は
着
と々
進
み
、
平
成
四
年
五
月
に
沼
田
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
、

事
業
のす
べ
て
が、
完
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
計
画
最
大
取
水
量
一
日
当
た
り
二
万
四
、
二〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル、
計
画
最
大
供
給
量

一
日
当
た
り
二
万
二
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル、
計
画
給
水
人
口
五
万
四、
五
八
〇
人
と
し
て
稼
働
し
て
お
り
、
一市
四
町
に
よ
る
水
道

用
水
供
給
事
業
の、
経
営
に
関
す
る
事
務
の
共
同
処
理
は、
順
調
に
経
過
し
て
い
る
。

給
水
状
況
平
成
元
年
以
降
の
水
道
用
水
供
給
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
五
章
保
健
衛
生

三
五
一



三
五
二

水
道
用
水
供
給
状
況
(毎
年
三
月
末
現
在)

平
六 五 四 三 二 元

三、三三〇ク
三、二〇九!
三、一九六

ク
三、三一四

ク
三、三〇五!
三、三
一人

一、三
三、曲/

日

一、二〇‒〃
九九〇
ク

九九〇ク
九七〇
!

1.000
4 3
m
/
日

三〇六、一七六ク
二七六、二八〇

〃
二八九、一七〇〃
三
四、二五〇

ノ
三
九、二九八!
四二〇、八八八”“/年
実
績
年
間
給
水
量

三
九、六三三ノ
二
五、五三〇

!
二〇、三

〇ク
三
二 、 00 ー

ク
二〇六、二五九!
二〇四、五六八:m/

年

七五・〇%
七八・0%

在七・一%
六四・六♡♡
四九・ハソ。七九、八〇〇

七九、二六六
七二・もの。

七八、七二三
ハミ、九やO
七八、五四四
モO、〇七九曲

実
績
年
間
有
収
水
量
有
収
率
配
管
延
長
備
考

給
水
料
平
成三
年
度
以
降
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

用 時 臨 用 般 →平
三
・
三
以
降

平
三
・
三
以
降

(前
)

区
分

一
〇

18
一、
四
四
〇

二、
八
〇
〇
円

基
本
料
金

基
本
料
金
(一
ヶ
月
に
つ
き
)
超
過
料
金八
〇
〇

二
五
〇

二
五
〇

(一
日
に
つ
き
)円

例
三
号
)
を
施
行
し
料
金
を
改
訂
し
た
。

法
の
一
部
を
適
用
す
る
条
例
(平
三
・二
条

(注)
秩
父
別
簡
易
水
道
事
業
は、
地
方
公
営
企
業

給
水
料
の
算
定
基
準

基
本
水
量m3

八
、
〇
〇
〇

実
績
一
日
最
大
給
水
量

(役
場
決
算
書
よ
り
)

第
七
編
福
祉と
保
健

年
度
現
在
給
水
人
口
計
画
一
日
最
大
給
水
量



第
七
節
下
水
道
事
業

1
平
成三
年
完
成
ま
で

農
業
集
落
排
水
事
業
着
手
か
ら
完
了
ま
で
の
事
業
費
の
概
要
は、
下

事
業
費
の
概
要
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

終
末
処
理
場
終
末
処
理
場
は
、
下
水
道
に
集
中
的
に
流
し
込
ま
れ
た

生
活
雑
排
水
や
し
尿、
ま
た
生
産
活
動
か
ら
生
ず
る
汚

水
等
を、
浄
化
処
理
す
る
施
設
と
し
て
、
本
町
で
は
一
条三
丁
目
に
建
設

さ
れ、
昭
和
六
十
三
年
に
完
成
し
た
。
本
施
設
は、
流
入
す
る
汚
水
に
バ

ク
テ
リ
ア
を
加
え
て
、
急
速
に
浄
化
す
る
オ
キ
シ
デ
ィ
シ
ョ
ンデ
ッ
チ方

式
を
用
い
て
お
り、
工
費
は
機
械
設
備
等
を
含
め
て
、
総
額
六
億
二
〇
〇

万
余
円
を
要
し
た
。

本
施
設
は
「
秩
父
別
町
浄
化
セン
タ
ー」
と
称
し
て
い
る
。

農業集落排水事業費の概要 (単位 千円)

項 目 計画総事業費 実質工事費

管路工事費 923,357 899,594
ポンプ施設費 10,000 16,426
処理施設費 328,000 521,198
調査設計費 42,374 41,151
用 地 費 34,388 34,388

補償 費 15,960 13,960
工 事 雜 費 17,921 20,283
単 独工 事 費
事 務 費 20,584 23,205負

担
内
訳

国 庫 717,675 806,484

地 元 674,909 763,721

合 計 1,392,584 1,570,205

第
五
章
保
健
衛
生

三
五
三
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七
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平成6年度迄 雑排水及び水洗化設備加入内訳
(平成7年3月31日現在)

一般住宅 役場関係 会社及び団体 計 1入率 未 加 入 戸 数
町 内会 区域内

総戸数
区域内 一般 役場 会社 備 考考総人口雑排水水洗化雑排水水洗化雑排水水洗化雑排設雑排設水洗設水洗設雑排水水洗化

設 備設 備設 備設 備設 備設備備戸数備人口備戸数備人口設 備設 備住宅関係団体
北部町内会

2 3 1

1( 1) 2 3( 1) 100.050.0

協栄町内会

2 8 21 2) 2

8(

2 8

100.0|100.0

屯田町内会

45 9
4 24(23) 13(13) 8(8)

45 94(

44 90

100.097.8
中央西町内会 209 668 103(83)100(86) 5(5)208 668(174 600 99.583.3

1 -
-
-

筑紫町内会 141 356 124(105) 8(

8
) 8

(6)140 354(119)298 99.383.7 1

旭町内会 181 469 103(82)76(40) 179 468(122)371 98.967.4

1 2

駅前町内会

79

172 56(38) 19( 1) 2(2)

77

167 42)113 97.452.6

2 2

2

合 計 794 2,063 472(382)|278(194)

37

(28)7872,055(605)1,74199.176.2

6 1 7

注 ( )は内数

加
入
の
状
況
集
落
排
水
処
理
事
業
へ
の、
各
町
内
会
別
の
加
入
状
況
は、
上
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

. 運
営
状
況
農
業
排
水
(用
水
併
用
)
と
家
庭
雑
排
水
の
分
離
を
図
り
、
環
境

の
改
善
お
よ
び
河
川
の
水
質
汚
染
を
防
止
す
る
、
農
業
集
落
排
水

事
業
は、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
、
農
村

等
で
も
行
わ
れ
る
よう
に
な
り、
本
町
で
は
五
十
七
年
に
指
定
を
う
け
た
。
本
町
で

は
し
尿
処
理
も
行
う
こ
と
と
し
て
、
市
街
地
域
を
中心
と
し
た
集
落
排
水
事
業
(公

共
下
水
道
方
式
)
と
し
、
五
十
七
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
排
水
管
の
敷
設
工
事

下水道整備工事 兵村団地 (平成元年
7月24日)

三
五
四

74.8中央東町内会 135 293

59 (49) 61(45)

14 (7)134 293(101)261 99,3



や、
排
水
管
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
し
尿
や、
生
活
雑
排
水
な
ど
を
処
理
す
る
浄
化
セ
ン
タ
ー
の、
建
設
工
事
等
を
進
め
て
平
成
三
年
に
す

へて
の
工
事
が
完
了
し
た
が、

一部
を
六
三
年
から
供
用
を
開
始
し
た
。

町
で
は、
各
家
庭
に
お
いて
雑
排
水
施
設
と
、
下
水
道
本
管
を
接
続
す
る
た
め
の、
工
事
に
対
す
る
助
成
や、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
など

に
要
す
る
費
用
を
、
無
利
子
で
融
資
す
る
町
独
自
の
制
度
を
設
け、
こ
の
事
業
の
促
進
を
図
っ
て
き
た。
こ
の
ほ
か、
各
町
内
の
期
成
会

が
行
う
敷
設
本
管
と
接
続
す
る
工
事
の
助
成
を
行
う
な
ど
、
事
業
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
加
入
し
て
い
る
。

工
事
着
手
か
ら
完
了
ま
で
に
要
し
た
実
質
工
事
費
は、
前
掲
の
と
お
り
一五
億
七
、
〇
〇
〇
余
万
円
で
あ
る
が。
そ
のう
ち
町
が
負
担

し
た
額
は
七
億
六、
三
七
二
万
余
円
で、
残
り
の
八
億
六二
八万
余
円
は
国
庫
負
担
で
あ
っ
た。

利
用
状
況
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
六 五 四 三 二 元

一四
七
、
一五
二

一四
〇
、
七二
五

一五
一、
四
七
三

一三
三
、
二三
〇

一
二〇
、
一三
三

一年

流
水
総
量

流
入

水
量

四三
一

三
八五

四
一
五

三
六
四

三
九
二

一
日
平
均

九
四
四

五
二
七

九
三
一

七
〇
八

五
六三

m3

七
八
七

七
六
五

六
九三
六
七
五

六
一
四

四
三
二

四
四
・
〇

四
四
・
五

四
一
・
四

四
六
・
九

四
八
・
二

四
〇
・
〇

利

五
・
七

六
・
六

六
・
四

五
・
九

五
・
二

七
・
九

用

五
・
五

六
・
八

六
・
五

四
・
九

二
・
七

三
・
一 況

一
二・
一
三
・

一
三
・三

一
一
・〇

九
・
八

一
一・
二

三
四二
二
一
三

一
六
二

S
S
B
O
D
C
O
D

状

三 六

脱
水
�
泥
量
"Ⅱ

第
五
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五
五

農
業
集
落
排
水
利
用
状
況

日
最
大
加
入
戸
数
透
視
度



三
五
六
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使
用
料
平
成
四
年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

使
用
料
の
算
定
基
準

一
、
八
五
〇

一、
八
五
〇

六
"Ⅲ

一、
一三
〇

基基
本

料
金

円 円

基
本
料
金
(一
ヶ月
に
つ
き
)

一™m
一八
〇

一™m
一八〇

超
過
料

円金

(注)
秩
父
別
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
制
定
(平
四
・
四
・
一)
に
よ
り
料
金
施
行
。

団
体
用

営
業
用

一
般
家
庭
用

一
般
家
庭
用

用
途
別

一〇
%m

○
3

m



働

1
労
働
事
情

秩
父
別
地
区
労
働
組
合
は、
昭
和三
十
六
年
以
来
平
成
元
年三
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ

て
、労
働
者
や
住
民
の
共
通
課
題
を
組
織
的
な
運
動
推
進
に
よ
っ
て、そ

の
役
割
を
果
し
て
き

たが
、「
秩
父
別
地
区
連
合
組
合
協
議
会
」と
改
称
し
、当
面
連
合
内
で
担
う
困
難
な
課
題
は
、

平
和
セン
ター
に
移
行
し
、
従
来
の
課
題
を
中
心
に
運
動
を
展
開
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

町
内
の
労
働
組
合
の
状
況
に
つ
い
て
は、
特
段
の
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

本
町
の
年
次
別
労
働
組
合
数
と
組
合
員
数
は、
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
地
区
連
昭
和
三
十
六
年
結
成
以
来、
組
合
員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
活
動
を

合
組
合
協
議
会
続
け
て
お
り
、
現
在
の
加
入
単
産
は
、
全
通
(郵
便
局
)、
北
教
組

(秩
小
・
秩
中)、

高
教
組
(秩
高
)
の三
単
産
で、
組
合
員
数
は三
六
名
で
あ
る
。
歴
代
会

長
(
議
長
)
は、
中
野
勉
(
昭
六
一
)・
新
田
征
勝
(昭
六
二
)・
天
野
邦
弘
(昭
六
三
)・

新
田
征
勝
(平
元
)・
安
井
孝
義
(平
二
)・
新
田
征
勝
(平
三
)・
高
井
哲
夫
(平
四
)・
原

田
忠
男
(平
五
)・
高
久
孝
一
(平
6)
で
あ
る
。

第
六
章
労

働

労働組合数と組合員数 労働組合基本調査より
二次産業 三 次 産 業 労働組合法

適用労働組
合と員数総 数 建 設 業 サー ビス業 公

務

年 組合
数

組 合
員数

組合
数

組合
員数

組合
数

組合
員数

組合
数

組合
員数

組合
数

組合
員数
人

昭59・6・30 135

75 1

人
60 75

63 // // 178

1
1 67 1 70 1 50 137

2 // // 200

1 77 1 69 1 54

146
3 // // 184

1 65 67 52 132
4 // // 172

1 50

1
1
1 68 53 68

2
2
2
1

54

118
5 // // 121

人
一 1
161 67 1 50

1
2
2 128

平元 ” ” 187

2
3
3
3

人 人

三
五
七

3
3
2

68

1
1
1

第
六
章

労





第
八
編

治
安
と
防
災

小
不
聚
商品

LLARK

は

集中豪雨による市街地水害 国道233号線が冠水して川となる (昭和63年8月26日撮影)





章

敬言

第
察

第
一
節
警
察
機
構
の
変
遷

1
不
安
の
な
い
町
づ
く
り

現
状
本
町
は
現
在
ま
で
大
き
な
犯
罪
こ
そ
発
生
し
て
い
な
いが、

比
較
的
都
市
に
近く
、
か
つ
自
動
車
等
交
通
機
関
の
発
達

も
あ
っ
て、
今
後
と
も
外
部
と
の
交
流
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で、
防
犯
活
動
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
平
成二
年
三
月
に
次
の
よ
う
に
「防
犯
の
町
」
宣
言
を
行
い、
防
犯
に
対
す
る
町
民
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
地
域
防
犯
の
体
制
づ
く
り
を
進
めて
い
る
。

「防
犯
の
町
」
宣
言

私
達
の
日
常
生
活が
平
穏
か
つ
安
全
で
あ
る
こ
と
は、
町
民
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

し
かし
な
が
ら
、
複
雑
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い、
住
民
生
活
を
侵
害
す
る
各
犯
罪
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。町
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
現
状
を
認
識
し
、
町
民
及
び
関
係
機
関・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
や
青
少
年
非
行
及
び
暴
力
の
追
放、
テ
ロ・
ゲ

リ
ラ
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

秩
父
別
町
は、
住
民
の
生
命
や
平
穏
で
安
全
な
日
常
生
活
を
確
保
す
る
た
め、
町
民
一
致
協
力
し
青
少
年
の
非
行
防
止、
長
寿
社
会
に
対
応
し
た

高
齢
者
の
犯
罪
被
害
防
止
など
に
努
め
る
と
と
も
に、
地
域
に
根
ざ
し
た
防
犯
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
り
、
犯
罪
・
暴
力
を
追
放
し
、
平
和
で
明
る

第
一
章
警

察
三
六
一
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災

い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
決
意
し
、
ここ
に
「防
犯
の
町」
を
宣
言
し
ま
す
。

深
川
警
察
署
秩
父

別
駐
在
所
警
察
官
前
町
史
以
降
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
駐
在
所
警
察
官

恵
爾

春
日
清
晴
平
四
・

四
・

一
石
戸
伸
介

田
中
敏
男

佐
木々
博
章

氏
名

平
六
・
四
・

一
平
七
・
三
・
三
一

一
平
四
・
三
・
三
一

昭
六
三
・
四
・
五
平
六
・
三
・
三
一

昭
五
八・

五
・
一〇

平
二・

四
・

転
出
年
月
日在

ー

巡
査
部
長

警
部
補

巡
査
長

巡
査
部
長

巡
査

職
名

続
木

1
事
件
の
発
生
状
況

第
二
節
治
安
状
況

昭
和
六
十
一
年
以
降
の、
本
町
に
お
け
る
刑
法
犯
事
件
発
生
件
数
お
よ
び
変
死
件
数
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お、
こ
の
表
に

秩
父

別
町

三
六
二

平
成
二
年
三
月
十
六
日就
任
年
月
日

現

平
二
・

四・



含
ま
れて
いな
い
近
年
の
刑
法
犯
少
年
の
数
は、
平
成二
年
が
四人
、
三
年
が
五
人、
四
年
が二
人、
五
年
が
一
人、
六
年
が〇
と
いう

状
況
で
あ
る
。第
一
章
警

察

刑法犯事件発生件数調 (単位 件)

別
年次 凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 そ の 他 計

昭61

0 0 22 0 22

62 0 0 14 0 14

63 0 0 14 0 14

平元

0 0 21 0 21

2 0 0 26 0 26

3 0 1 21 0 22

4 0 0 12 0 12

5 0 1 23 0 24

6 0 0 16 0 16

秩父別駐在所調

変 死 調 (単位 件)

変 死 数
年次

備 考

(交通事故死は除外)

昭62 2 急性心不全・脳溢血63 4

縊死・脳挫傷・凍死など
平元 2 縊死・心不全2 1

脳挫傷3 3

出血死・急性心不全・縊死

4 1

脳出血で倒れ凍死5 3

病死

6 2

水死・病死

秩父別駐在所調

三
六
三



第
八
編
治
安
と
防
災

第
三
節
防
犯
活
動

1
防
犯
事
情

防
犯
推
進
委
員
設
置
地
域
住
民
の
自
主
的
な
防
犯
体
制
を
確
立
し
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
効
果
的
な、
防
犯
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
、
明
る
い
地
域づ
く
り
に
資
す
る
た
め、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
付

で
防
犯
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
た
。
委
員
は、
町
防
犯
協
会
会
長
と
警
察
署
長
と
が
、
協
議
し
決
定
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

委
員
は、
地
域
防
犯
推
進
委
員
(
お
お
む
ね
六
〇
世
帯
を
単
位
と
し
た
居
住
区
域
に
一人
)、
集
合
住
宅
防
犯
推
進
委
員
(マ
ン
シ
ョ

ン
・
ア
パ
ー
ト
等
集
合
住
宅
の
各
棟ご
と
に
一
人
)、
事
業
所
防
犯
推
進
委
員
(犯
罪
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
所
・
営
業
所

のう
ち
、
委
嘱
の
必
要
性
の
あ
る
事
業
所
ご
と
に
一
人
)
の三
種
に
分
か
れ
て
お
り
、
委
嘱
に
際
し
て
は
委
員
証
を
交
付
し
、
任
期
は三

年
と
な
っ
て
い
る。

活
動
内
容
は、
1
駐
在
所
と
連
携
を
密
に
し
て
地
域
の
犯
罪
情
勢
を
把
握
し
、
2
広
報
資
料
に
よ
っ
て
地
域
住
民
に
広
報
啓
発
を
行

い、
3
防
犯
運
動
の
行
事
・
会
議
・
研
修
会
等
へ参
加
し、
4
防
犯
診
断
等
住
民
へ
の
、
防
犯
指
導
の
協
力
援
助
を
行
う
な
ど
、
防
犯
上

必
要
な
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。

委
員
は、
駐
在
所
等
の
所
管
内、
ま
た
は
町
内
会
等
の
区
域
ご
と
に、
防
犯
推
進
委
員
連
絡
会
を
、
警
察
署
単
位
の
防
犯
協
会
等
の
区

域
ご
と
に、
防
犯
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
上
部
組
織
と
し
て
、
北
海
道
防
犯
団
体
連
合
会
が
あ
る
。

本
町
の
防
犯
推
進
委
員
は、
代
町々
内
会
長
と
職
域
代
表
者三
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
が、
年
次ご
と
の
委
員
は、
次
表
の
と
お
り
で

三
六
四



第
一
章
警

察

防 犯 診 断

あ
る
。防
犯
推
進
委
員

庄 南 尾 坂 内 畑 東 澁 前 川 高坂 早 上青司 谷 本 田 谷 田西 桑

重
隆 清 良

忠 政
勉 孝 昇 正 人 実 巌 優 進 毅:

庄 南 尾 坂 内 畑 東 澁 後 川 篠宮言 谷 本 田 谷 藤西
四

重 忠 政 武

宮
本
光
男

山
森

秀
雄

上
ケ島
力
雄

青
木
昭
雄

中
村
正
美

庄 南 尾 坂 内 畑 東 澁 後 後 篠
司 谷 本 田 谷 藤 藤 原 本 田

上
ヶ
島
力
雄

池
川

五
重 忠 政 武博隆 清 良 勉 孝 昇 正 人 司 義 勉

豊

庄
司

尾
谷谷 坂 内 内栗 森 飛 後 岡宮 早 稲 池1

谷 、田 田 岡 谷 藤 島 本 川
六

重 忠一久 博 秀光
隆 清 良 勉 孝 成初 夫博義雄 男毅 博 豊 雄

三
六
五

防
犯
協
会
は、
治
安
協
力
会
(昭
和二
十
八
年)
防
犯
協
会
(昭
和二
十
九

年
)
の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至
って
い
る
が、
この
間
防
犯
連
絡
所
制
の

職 域 代 表 駅旭 筑 中中西
前 紫 央央栄

東 西 ミ"1
北
部

ぐ

新
盛 田

協
栄

会 理 農
社 容
員 院 業

11 11 11

11

11 11 11

東 日
の
出
町
内
会
境谷

照
男

選
出
区
分
/
年
次

以下 11
上
ケ
島
力
雄

青
木
昭
雄

平
三

隆 清 良 勉孝 昇 正 人 司 巌 勉 男

宮
光
男
英
一

中
村
正
美
飯
沼

秩
父
別
町
防
犯
協
会



三
六
六

第
八
編
治
安
と
防
災

期
間
も
あ
り
、
現
体
制
に
な
った
の
は
、
平
成三
年
五
月
か
ら
で
あ
る
。

上
部
組
織
と
して
、
深
川
警
察
署
管
内
の
市
町
に
設
け
ら
れ
て
い
る
防
犯
関
係
団
体
等
で
構
成
さ
れ
た、
深
川
地区
防
犯
協
会
連
合
会

が
結
成
さ
れ
て
お
り、
会
長
に
深
川
市
長
、
副
会
長
に
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
青
木
貞
良
会
長
、
理
事
に
後
藤
義
博
町
長
他
が
就
任
し
、

各
防
犯
協
会
の
連
携
を
密
に
し
て
活
動
し
て
い
る
。

街
路
灯
の
改
修
街
路
灯
は、
防
犯
以
外
に
交
通
安
全
面
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
更
に、
町
並
の
景
観
の
役
も
担
っ

て
いる
。
既
製
の
街
路
灯
は、
昭
和
四
十
年
代
の
も
の
で
あ
り
、
老
朽
化
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
平
成
四
年
か
ら

六
年
に
亘
り
改
修
し
た
。
詳
し
く
は、
特
集
編
三
の
5
参
照
の
こ
と
。

新しく設備された街灯 (平成6年8
月)

深
川
地
区
暴
力
追
放
運
動
協
議
会
は、
昭
和
六
十三
年
六
月

推
進
協
議
会
秩
父
別
支
会
二
十
四
日
に
設
立
さ
れ、
個
人
・

集
団
を
問
わ
ず
一
切
の
暴
力
を
追
放し
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域

づく
り
の
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と

に、
暴
力
排
除
気
運
を
高
め、
実
効
あ
る
暴
力
追
放
運
動
を
推
進

し
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

事
業
と
し
て
は、
啓
発
活
動、
シー
ル
等
の
作
成
と
配
布
、
看

板
の
設
置
、
街
頭
啓
発
活
動、
被
害
届
け
出
等
の
促
進
、
強
化
月

間
の
設
定
等
の
実
践
活
動
を
進
め
て
い
る
。



こ
の
協
議
会
の
事
業
の
円
滑
な
運
営
・
推
進
を
図
る
た
め
支
部
を
設
け、
本
町
に
お
い
て
も
協
議
会
の
発
足
と
同
時
に、
秩
父
別
支
会

を
設
置
し
て
い
る
。
構
成
団
体
は、
秩
父
別
町
・
秩
父
別
町
商
工
会
・
秩
父
別
町
建
設
業
協
会
・
秩
父
別
町
料
飲
店
組
合
・
秩
父
別
農
業

協
同
組
合
・
秩
父
別
土
地
改
良
区
・
丸
信
運
輸
鉄料の

七
団
体
で
あ
っ
て、
事
務
局
を
町
役
場
住
民
課
内
に
置
き
、
暴
力
追
放
の
運
動
を

進
め
て
い
る
。

暴追協のシンボルマーク

シンボルマークの説明

このシンボルマークは、平和のシンボ
ルである鳩を中心として、暴力のない、
明るい平和社会を建設するために、みん
なが手と手を固く結びあい、力を合せて、
平和な郷土北海道を建設する意図を示し
たものである。

第
一
章
警

察
三
六
七



三
六
八

第
八
編
治
安
と
防
災

防
第
二
章
消

第
一
節
消
防
機
構
の
変
遷

1
組
織
・
機
構
の
充
実

演習で一斉放水 (平成4年10月31日・秩父別温泉広場)

組
織・
機
構
の
改
正
平
成
六
年
四
月
一
日
秩
父
別
消
防
団
の
機
構
の
一
部
を
改
正

し
、
従
来
の
部
長
制
を
廃
止
し
て
、
新
規
に
分
団
制
を
取
り
入

れ
る
こ
と
と
し
、
第
一
分
団
・
第
二
分
団
の
二
分
団
制
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
組

織
は
よ
り
充
実
が
図
ら
れ
、
消
防
活
動
の
円
滑
化
が
す
す
め
ら
れ
た
。
団
員
の
総
数
に
は

変
更
が
な
い
。

職
員
配
置
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



職
員
(支
署
職
員
)
配
置
状
況

年
度
|六 五 四 三二

二
平
元
六三

蓑口内
田
弘
司

日" 口
公
夫

支
署
長
消
防
司
令

一一 消
防
司
令
補三

消
防
士
長一一 ミニ

一 一 三三

11

消
防
士

計

六 六 六 六 六 六 六 六 六

消
防
団
員
と
常
備
体
制
消
防
団
員
は
常
備
職
員
と
は
異
な
っ
た
職
種
で
あ
る
が、
そ
の
目
的
は
同
一
で
あ
る
。
消
防
職
員
・
団
員
は

日
夜
を
問
わ
ず
、
災
害
の
予
防
と
警
戒
に、
ま
た
そ
の
鎮
圧
に
献
身
的
努
力
を
し
て
、
消
防
任
務
の
完
遂
を

図
る
と
と
も
に、
消
防
施
設
の
充
実
等、
消
防
業
務
の
円
滑
な
進
行
に
努
め
て
い
る
。
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
消
防
団
員
と
、
常
備
職

員
の
配
置
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
章
消

防

(平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
)

○

消
防
副
士
長

○一

六二
昭
六
一

三
六
九



三
七〇

消
防
団
員
と
常
備
職
員

第
八
編
治
安
と
防
災

安
部
行
男

吉
澤
國
太
郎
平
四
・四
・

一～
現

昭
五
四
・
七
・
二
一～
平
四
・
三
・
三
一

氏
名 名

団

在

任

期

在 間 長

備
考

香
川
光
男

安
部
行
男

氏
名 名

副

平
四
・四
・

一～
現

昭
五
四
・
七
・
二
一
～
平
四
・
三
・
三
一

任 団

期

在 間

長

備
考

秩
父
別
町
消
防
団
歴
代
正
副
団
長

1 1 1 1 1 1 1 1

副
団
長

消

分
団
長二

防

副
分
団
長

一一 一

六 八八 八 八 八八九九 団

三
八

三
八
三
八

三
八

三
八

三
八

三
八
三 三
六

五
〇

五
〇
五〇 五
〇
五
〇
五〇
五
〇
五〇 五〇 計

六 六 六 六 六 六 六 六 六

平
元
六三 六二

昭
六
一

年
度

一
部
改
正

組
織
機
構
の

項

1 1 1 1 1 1 1 1 1

団
長

部

二三 三

長
班
長

団
員

(六)在

歴
代
正
副
団
長
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

常
備
職
員

六 五 四三二
事



第
二
章
消

歡迎 罐 のなるまち

分 列 行 進 (平成6年8月24日・2
条1丁目)

平 年

六五 四三二元

六
三 11 度

(平
六
・
一〇
・
一五
以
降)

河
野
順
吉
(深
川
市
長
)

" 11 11 11 " 11 11 11

藤
田
守
也
(深
川
市
長
)

歴
代
管

理
者

三
一
ま
で)

(各
年
四
・
一～
翌
三
・

五
、
三
〇
〇
、
C

五
、
〇
七
〇
、

四
、
九
七〇
、

四、
八
八〇
、

四
、
七
九
七
、

四、
七
一
〇、

四
、
六
三
〇

四
、
四
四
〇
、

四
、
三
二
〇
、

負
担
金
(秩
父
別
町
分
)

二
・
三
一
ま
で
)

(各
年
一
・
一～
一

七
五 五 四六五五五三七ナ

四
四
二
九 五一

(秩
父
別
町
分
)
回

救
急
出
動
回
数

深
川
地
区
消
防
組
合
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

分
団

第
二

分
団

第
一

団
別

平
六
・
四
・
一～
現
在

須
藤

平
六
・
四
・
一～
現
在

高
崎

分
団

長

平
六
・
四
・
一～
現
在

四
十
坊
尚

平
六
・
四
・
一～
現
在

柴
田
壹
隆

副
分
団
長

平
六
・
四
・
一～
現
在

尾
谷
重
良
・
三
宅

平
六
・
四
・
一～
現
在

山
下
義
光
・
佐
久
間
進
・
曽
我
勝
巳

班

晃
・
熊
田
政
人

長
(三
名
)

正
副
分
団
長
・
班
長
平
成
六
年
の
組
織
機
構
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
設
け
ら
れ
た
分
団
の
正
副

分
団
長
お
よび
各
分
団
所
属
の
班
長
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

秩
父
別
町
消
防
団
正
副
分
団
長
・
班
長

悟 馨

O
円

三
七
一

防 出 初 式 後藤統監の閲団 (平成7
年1月・役場前)

六

昭
六
一



三
七
二

第
八
編
治
安
と
防
災

大型水槽付消防ポンプ車 (平成7年
3月購入)

第
二節

消
防
機
構
の
強
化

1

1 1

一
台

タ
ン
ク
車
一

別

1 1

一
台

連
絡
車

1 1 C
台

水
槽
車

消
防
機
械
設
備
状
況

広
報
連
絡
車
・
普
通ポ
ン
プ
自
動
車
更
新

ル
積
載
可
)

動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
を
購
入
(一
万
リ
ッ
ト

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
廃
棄
し
、
小
型

設
備

状

況

輸
送
車
ポ
ン
プ
車

利
1 1

一台
小
型
ポ
ン
プ

用一台1 1

人員輸送車(平成6年2月購入)

る
。 消
防
機
械
の
設
備
状
況

消
防
施
設
の
設
置
状
況
な
い
。

施
設
設
備
の
充
実

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
変
更
は

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
設
備

状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ

平
元
六
三 六
二

昭
六
一

年
度



五 四 三 二六

1

1

1

1

1

1

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
(定
員
一〇
名
)を

購
入
、
消
防
団
員
の
輸
送
が
主
た
る
目
的

二
台

1

1

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
更
新
(六
千
五
百
リ
ッ

1

1

11

1

1

1

ト
ル
積
載
)

な
お、
消
防
団
創
立
八
十
周
年
の記
念
と
し
て
、
消
防
後
援
会
か
ら
消
防
活
動
上
の
連
絡
網
充
実
を
図
る
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ポ
ー
タ

ブ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
スア
ン
プ
一
式
が
贈
呈
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
十
周
年
を
記
念
し
て
団
旗
を
新
調
し
た
。
旧
団
旗
は
昭
和

二
十
三
年
以
来
消
防
団
の
シ
ン
ボ
ルと
し
て
活
躍
し
て
き
た
が、
い
た
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
年
号
が
平
成
に
変
わ
っ
た
の
を
機
会

に
平
成
二
年
九
月
七
日
更
新
し
た
も
の
で
あ
る
。

消
防
水
利
施
設
年
昭
和
六
十
二
年
度以
降
の
設
置
状
況
は、
次
表
の
と

度
別
設
置
状
況

お
り
で
あ
る
。

秋
大
型
消
防
題

新 団 旗

第
二
章
消

防
三
七三

1

1

11

1

1



平 六三
昭
六
二 年

六 五 四 三 二 元 度火
栓

水
道
消

設

槽 防
火
水

置
数

廃
止
数

年

火
栓

五
一
五 一五
一
五

一
一

一
二

一
四
一
四 末

1 11一
八 八 八 八 八 八 七 七

一
槽 ▶

防
火
水

現
数

池
サ
イ
ホ
ン
利
用

備

(平
成
六
年
十
二
月
末
現
在
)

三
七
四

第
八
編
治
安
と
防
災

消
防
水
利
施
設
年
度
別
設
置
状
況

(注
)
水
利
施
設
位
置
図
は、
前
町
史
収
録
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
。 一

一三 一
四 四
一
四
一
五
一
五 一五 一五

消
火
栓

打
込
み
水
道
消

一

戸 防
火
井
そ
の
他

有

○ 一 1 1 一

一 一・四 四

考



そ
の
1
秩
父
別
町
消
防
水
利
施
設
配
置
図

(平
成
7
年
5
月
31日
現
)

五
位

更
新
第十

我成第三成
分

北
商

高
巴第

潮
田
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治
安
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防
災

そ
の
2
秩
父
別
町
市
街
地
区
消
防
水
利
施
設
配
置
図

--

グ
ラ ウン

ド
洗営
野
小
学
校

C

凡
例

。

D.D.

打
込
防
火
栓

8
D

P
0
0
0
百
百

水
道
消
火
栓

4

防
火
水
槽

18

=

1.0

0

T
O

T
O

no
�
改

�北
影
中
学
校
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人
爆
性

#
洗 文
別
町役

Do

P
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別
農
協

E
r
-
-
-
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3
3

� �
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�育 成真
セ
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タ
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成
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年
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現
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2
消
防
後
援
会
組
織

秩
父
別
町
消
防
後
援
会
後
援
会
の
近
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

六 五 四 三 二 元

六
三 六二

昭
六
一

年
度
会

1 11 11 11

全
世
帯 員

約
七
五
万
円

約
六
六
万
円

予
算

1 1 11 11 1 11 11

活
動
等
の
後
援

出
初
式
・
消
防
演
習
活
動
・
防
火

主
な

事
業

1 11 11 11 1 11 11

宇
野
幸
助

村
重 歴
代
会
長

負
担
金
一
戸
八
〇
〇
円

" " "

11

11 11

負
担
金
一戸
七〇
〇
円

そ
他
の の

三
七
七

第
二
章
消

防

秩
父
別
町
消
防
後
援
会

平

博



第
八
編
治
安
と
防
災

第
三
節
防
災
活
動

1
近
年
の
状
況

火災のようす

概
要
近
年、
公
共
建
築
物
に
お
け
る
防
火
管
理
体
制
の
強
化、
消
防
用
設
備

等
の
充
実
、
内
装
の
制
限
等
に
よ
る
防
火
・
不
燃
化
が
徹
底
し
、
一般

家
庭
に
お
い
て
も
住
宅
状
況
が
改
善
さ
れ、
消
火
器
等
の
普
及
も
促
進
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
建
築
物
は、
長
く
厳
し
い
冬
を
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
屋
内
の
気

密
性
を
高
め
て
い
る
結
果
、
火
災
発
生
時
に
は
有
害
物
質
を
多
量
に
含
ん
だ
煙
が
充
満

し
、
滞
留
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
で
暖
房
用
に
灯
油
・
重
油
等
の

危
険
物
お
よ
び
プ
ロ
パン
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
火
災
の
態
様
は
複
雑

に
な
っ
て
お
り
、
火
災
の
発
生
及
び
焼
死
事
故
の
潜
在
的
危
険
性
が
一段
と
強
ま
っ
て
き

て
いる
。
ま
た、
一九
九
三
年
七
月
の
北
海
道
南
西
沖
地震

(M)七
・
八)、

一九
九
四

年
十
月
の
北
海
道
東
方
沖
地
震
(
M
八・
一)、

一九
九
五
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
地

震
(M
七
・
二)
と
相
次
ぐ
大
規
模
地
震
の
発
生
や、
風
水
害
に
よ
る
生
命・
財
産
の
損

失
を
受
け
て
い
る。
こ
れ
ら
の
反
省
に
た
っ
て、
今
後
の
災
害
に
対
し
、
細
心
の
気
配
り

と
十
分
な
対
策
が
必
要
時
期
に
な
って
い
る
。

三
七
八



火
災
発
生
状
況
過
去
一〇
年
の
火
災
発
生
件
数
を
み
る
と
、
年
間
一
件
から
最
高
五
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
火
災
の
種
類

は
、
建
物
火
災
が
ほと
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た、
火
災
原
因
は、
最
近
は
住
宅
建
築
の
改
善
が
進
み、
煙
突
の
不
備
等

に
よ
る
火
災
が
減
少
し
た
反
面
、
ち
ょ
っと
し
た
気
の
ゆ
る
み
に
よ
る、
失
火
が
原
因
で
火
災
と
な
る
例
が
み
ら
れ
る
。
焼
死
者
は
、
昭

和
四
十
九
年
以
降
発
生
し
て
い
な
い。

本
町
に
お
け
る
火
災
発
生
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
要
火
災
一
覧
表

・
八
・
一九
一
一条
東
一
丁
目

平
元
・
六・
一四

・
一
二・
一八

六三
・

二・
一七

・
八
・
五

・
三
・

九
二
条
二
丁
目

・
二
九

六
二
・

一
・
二
〇
三
条
一
丁
目

六
一
・
一〇
・
一
五

昭
六
〇
・
一
一
・
二
九

発
生
年
月
日

場

そ
の
他

そ
の
他

建
物

車
輌

建
物

車
輌 "

建
物

所
被
災
物
件
焼
失
程
度

麦
わ
ら
焼
き
の
火
入
れ
が
拡
大
延
焼

あ
ぜ
草
焼
き
の
火
が
ハ
サ
ギ
に
延
焼

火 石
油
ス
トー
ブ
か
ら
も
れ
た
灯
油
に
引

ヒ
ー
タ
ー
の
配
線
が
加
熱

ガ
ソ
リ
ン
に
ラ
イ
タ
ー
の
火
が
引
火

マ
フラ
ー
が
わ
ら
に
接
触
し
て
着
火

天
ぷ
ら
鍋
の
火
の
消
し
忘
れ
で
引
火

灯
油
ス
ト
ー
ブ
に
ガ
ソ
リ
ン
使
用

風
呂
釜
の
空
た
き

風
呂
釜
の
火
が
逆
流
着
火

因

九
〇
二
ク

二、
〇
八
七
ク

五
五
七
ク

三
二
三
か

二〇
ノ

一、
一一
四
♪ 九

11.

一〇
千
円

損
害

額

(平
七
・
三
・
三
一
現
消
防
調
)

第
二
章
消

防
三
七
九

死
傷
・
そ
の
他

11

部
分
焼

"

全
焼 " " "

部
分
焼

原

一
一
条
四
丁
目

六
条
二
丁
目

一
一
一
番
地

一二
〇
四
番
地

二
条
二
丁
目

七
条
三
丁
目
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災

・
九
・
二
五

・
九
・
一〇

六
・

六
・
二
四

・
一〇
・
一七

五
・
三
・
二
四

四
・
七
・
五

・
六
・
二
一
一条
六
丁
目

・
五
・
三
一
六
条
東
一
丁
目

三
条
一
丁
目

四
条
二
丁
目

三
条
六
丁
目

・
一
一
・
一九

二
条
二
丁
目

南
二
条
六
丁
目

平
元
・
一〇
・

五
南
一
条
一
丁
目

三
条
八
丁
目

東
山

南
一
条
東
一
丁
目
納

屋
|

南
二
条
東
二
丁
目

一
条
七
丁
目

滝
の
上
三
四
番
地

" "

建
物

納
屋

空
き
家

寄
宿
舎

建
物

納
屋

全
焼

部
分
焼

全
焼

全
焼

部
分
焼

全
焼

部
分
焼

く
ん
炭
の
再
熱

乾
燥
機
の
過
熱

枯
草
焼
却
の
飛
火

落
雷
に
よ
り
屋
内
配
線
発
熱

間
`
た
ば
こ
の
火
種
落
下
(階
段
の
す
き

自
動
車バ
ッテ
リー
の
不
備

焼
却
炉
の
飛
火

屋
内
配
線
の
絶
縁
劣
化
に
よ
る
発
熱

屋
内
配
線
の
短
絡

化
に
よ
り
加
熱
し
壁
に
着
火
発
生

モ
ー
ター
の
コン
デ
ン
サ
ー
の
絶
縁
劣

火 焚
火
の
火
の
粉
が
飛
火
し
、
屋
根
に
着

灯
油
用
風
呂
釜
の
空
た
き

灯
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
衣
類
落
下

い
た
灯
油
も
れ

乾
燥
機
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
り
火
の
つ

六
、
一六
四
ノ

八
六
♪

七、
一四
二
♪

九
四
〃

六
二
ク

四
二
ー
ク

五、
九
八
七
ク

一〇
一
ク

三
〇
〇

ク

四
、
四
三
一
ク

三
、
九
三
八
ク

七
ッ

五
一
五
ク

二
、
一二
五
ク

"1 "
"

住
宅
一
部
分
焼

♪
(車
庫
)
♪

全
焼

部
分
焼

"

三
・
三
・
二
五

・
七
・

八

二
・
三・
二二

・三
一



第
二
章
消

防

火災予防パレード 秩父別中学校通り(平成6年4月)

火
災
予
防
運
動
こ
の
運
動
を、

一層
強
化し
充
実
を
図
るべ
く
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
り
、
火
災
発
生
の
防
止、
焼
死

事
故・
財
産
焼
失
等
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
運
動
の
重
点
目
標
は
、
1
家
庭
及
び
地
域
に
お

け
る
防
火
対
策
の
推
進
、
2
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の
確
立
、
3
異
常
乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
、

4
店
舗
・
宿
泊
施
設
等
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
、
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安
全
の
確
保、
5
社
会
福
祉
施
設
・
病
院
等
自
力

避
難
が
困
難
な
人
が、
多
数
入
所
し
て
い
る
施
設
に
お
け
る
、
防
火
安
全
対
策
の
徹
底
、
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施、
広
報
媒
体
や
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
各
種
行
事
に
よ
る
防
火
思
想
の
徹
底、
立
入
検
査
、
機
械
・
器
具
等
の
点
検、
消
火
器
操
法
の
訓
練
等
多
岐
に
わ
た
り
、

地
域
住
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

秩
父
別
町
防
災
災
害
の
予
防、
応
急
お
よび
復
旧
対
策
等
の
防
災
活
動
に
即
応
す
る

会
議
と
組
織

体
制
を
確
立
し
、
緊
急
時
の
災
害
対
策
の
総
合
的
運
営
を
図
る
た

め
、
秩
父
別
町
防
災
会
議
条
例
の
定
め
ると
こ
ろ
に
よ
り
、
本
町
に
お
け
る
地
域
防
災
計

画
を
樹
立、
こ
れ
に
よ
っ
て
災
害
情
報
の
収
集、
防
災
施
設
の
設
置、
機
関
相
互
間
の
連

絡
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
対
策
の
万
全
を
期
し
て
い
る
。

秩
父
別
町
防

火
管
理
協
会
前
町
史
以
降、
本
協
会
に
関
す
る
事
項
で
は、
本
町
内
の
防
火
対
象
施

設
が
六
三
(う
ち
特
定
防
火
対
象
物二
三
)
に、
防
火
管
理
者
が
四
八

名
に、
年
間
予
算
が
約三
二
万
円
に、
歴
代
会
長
が
川
口
弘
(昭
四
八
・
五
・
八
～
六

二
・
三
・
三
一
)
か
ら
山
本
常
信
(昭
六
二
・
四・
一～
現
在
)
にそ
れ
ぞ
れ
変
更
と

三
八
一
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な
っ
て
いる
。

避
難
場
所
災
害
発
生
時
の
避
難
所
は、
学
校
・
会
館
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し、
緊
急
を
要
す
る
場
合
で、
こ
れ
ら
の
避
難
所
を

使
用
す
る
こと
が
で
き
な
い
と
き
は、
最
寄
り
の
民
間
施
設
又
は
公
園
・
空
き
地
等
を
使
用
す
る
。
ま
た、
そ
の
地
区

全
域
が
災
害
の
た
め、
使
用
不
能
の
と
き
は、
他
地
域
の
避
難
所
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
長
は、
避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
は、
避
難
住
民
を
誘
導
し
て
収
容
さ
せ
る
と
と
も
に、
直
ち
に
連
絡
員
を
派
遣
し
て
駐
在
さ
せ
、

管
理
に当
た
ら
せ
る
な
ど
、
避
難
所
へ
の
誘
導
・
収
容
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

三
八
二



第
三
章
災

害

第
一
節
自
然
災
害
の
記
録

1
自
然
災
害
発
生
状
況
と
被
害
の
記
録

前
町
史
以
降
の
自
然
災
害
の
発
生
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る、
平
成
二
年
以
後

は
直
接
・
間
接
的
に
受
け
た
被
害
は
あ
る
も
の
の、
損
害
額
は
軽
微
で、
記
録
に
掲
げ
る

ほ
ど
のも
の
は
な
い
。

地
震

雪
害
凍
上

地
震

災
害
名

自
然
災
害
の
記
録

第
三
章
災

六
二
・

一
・
一四

六〇
昭
五
八・

三
・
二
一

発
生
年

月
日

水
路

道
路

境
川

被
害
の
種
別

用
水
路
二
ヶ
所

農
業
用
施
設

被
害
を
受
け
た
箇
所
・
物
件

被
害

状

被
害
額七〇
、
〇
〇
〇

四、
一〇
〇

八〇
、
〇
〇
〇

況

(千
円
)

日
時
不
詳

凍
上
被
害
の
為

摘

要

一面の冠水 境川南2条付近 (昭和63年8月26日)

害

三
八
三



三
八
四

第
八
編
治
安
と
防
災

豪 集
中
豪
雨1

災
害
復
旧
状
況

第
二
節
災
害
復
旧
対
策

融
雪
災
平
六
・

四
・

一～
一
六
河
川

雨
|
平
元
・
八・
二
三

昭
六
三
・
八
・
二
四
～
二
六

農
業
用
地

家
屋

そ
の
他

商
工

土
木

農
業
用
施
設

農
作
物

農
業
用
地

家
屋

排
水
路
一
ヶ
所

床
上
浸
水
五
六
戸
床
下
浸
水
四
五
七
戸

四
条
八
丁
目
旧
秩
父
別
川

一〇
円)

浸
水
に
よ
る
成
育
不
足
(田二

〇
12
畑

住
宅
一
棟

公
園
一
件

工
業
三
件

河
川
六
件
道
路
四
五
件

農
業
用三
二
件
営
農
用二
九
三
件

被
害
作
物
(
田
九
一
六
12畑
一二
二
1)

田
畑
冠
水
(
田
八
1)
畑
一
一.)

三〇
、
七
九
六

四
〇
、
六
五
〇

五
〇
、
〇
〇
〇

一
四、
八
六
七

五
〇

五
、
〇
〇
〇

五、
七
四
六

七
三
二
、
八
五
〇

三
三
九、
五
五○

二〇
三
、
九
九〇

災
害
復
旧
土
木
工
事
の
状
況
昭
和
六
十
一
年
以
降
の、
災
害
復
旧
土
木
工
事
の
実
施
状
況
は、
次
の一
覧
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



第
三
章
災

害 護 岸 工 事(平成5年10月頃・秩
父別川)

V7型トラフ布設 (平成4年10月・
1丁目2地区)

災害復旧工事一覧表

災害発生年月日 場 所 工事
年度

工 法

工事費
(千円) 備考

昭61・ 1・ 町道1条路線 昭61 アスファルト舗装工 L= 180m 11,300 凍害

町道市街12号路線 " " L= 275.4m 13,350

"1

町道市街19号路線 "11 " L= 182m 13,280 "

町道5条路線 ガードケーブル設置換 L= 605m 930 雪害

・4・ 町道2丁目路線 積ブロックエ48.7m ガードケーブル46
m

6,680 融雪

・11.13

11

西南地区 V型トラフ装工 L= 909m 26,700 地震

筑北地区 "111 H鋼柵渠工 L= 452m 21,730

62・1・14 兵村地区 #62 L= 543m 28,740

"1

・4・20～28 熊田川 " 11 積ブロックエ L=54.6m 2,350 融雪

63・8・25～26 桜川 #63 連結ブロック L=19m 2,880 豪雨

中山1地区

"" V型トラフ装工 L= 239m 10,880 "

大聖川

11

L= 617m 29,450
町道中山北路線 土留工20m法止工30m路盤工360m 6,010 "

町道中山路線 路盤工 310m 1,180

"1

町道東山路線 # 50m土留工255m 4,970 "

町道7条路線 土留工96m 3,600

"1

町道2条路線 14m 2,880

町道滝の上路線 " 27m 480

その他町道五か所

"1 路盤工 2,600 "

町道滝の上路線 平元 積ブロックエ L=38m 5,768

"1

桜川 積ブロック三面張工L=173.1m 26,728 "

小石川 L= 498m 62,315

11

小石川 L= 144m 18,849 融雪

桜川 " L= 144m 17,819 "

大聖川

"” V型トラフ装工 L= 316.5m 14,626

"

三
八
五

平元・4・8



平2・ 西南地区 # 2

11

L= 267.7m 11,948 ク

3.4.5 1丁目地区 #3

11

L= 769m 29,252

11

4.3.31～4.4

"1 # 4 L= 316m 11,639

11

旧秩父別川 積ブロックエ 連絡ブロック工夫 L=
64m

17,304

11

5.1.15 日の出地区 " 5 H型鋼柵渠工 L= 107m 8,733 地震

3・31～4 ・0
0

1丁目地区 V型トラフ装工 L=43m 1,358 融雪

中山地区 L=29m 2,244

旧秩父別川 積ブロックエ L=35m A= 136m2 9,021 "

6.4.12～16 " # 6 連節ブロック L=30m A=260m2 7,560

第
八
編
治
安
と
防
災

三
八
六
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秩父別2-3

50

0

秩父別町2条3丁目十字路(平成6年8月)
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第
三
節

戦
後
の
道
路
整
備

1
主
要
道
路
の
整
備

概
要
高
度
経
済
成
長
は、
大
都
市
へ
の人
口
集
中
を
招
き
、
経
済
活
動
の
活
発
化
は
物
資
の
輸
送
需
要
や
都
市
に
お
け
る
通

勤
・
通
学
輸
送
を
著
し
く
増
大
さ
せ
た
が、
そ
の
反
面、
農
山
漁
村
の
過
疎
化
が
促
進
さ
れ、
公
共
輸
送
の
弱
体
化
が

す
す
み
、
バ
ス
運
行
路
線
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

ま
た、
自
動
車
の
急
速
な
発
達
と
普
及
は、
道
路
の
整
備
を
促
し
、
主
要
都
市
は
勿
論、
市
町
村
道
の
急
速
な
改
良
舗
装
に
ま
で
及
ん

だ。
更
に
主
要
都
市
間
の
輸
送
時
間
の
短
縮、
安
全
と
確
実
性、
輸
送
力
の
増
強
等
の
要
望
が
高
ま
る
と
こ
ろ
から
、
そ
の
対
応
策
と
し

て
、
高
速
自
動
車
の
建
設
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
お
り、
北
空
知
地
区
で
も
、
本
町
を
経
由
す
る
深
川
～
留
萌
間
の
高
規
格
道
路
の
建
設

工
事
が
着
工
さ
れ、
当
面
、
深
川
市
～
秩
父
別
町
間
の
完
成
は、
平
成
九
年
度
を
目
途
に、
進
行
中
で
あ
っ
て
、
そ
の
完
成
に
よ
り
人
の

移
動
、
物
の
輸
送
を
通
じ
て
、
地
域
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
が
あ
る
も
の
と
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
本
町
内
の
国
道
・
道
・々
町
道
の
年
次
別
整
備
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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九



五 四 111

11

平
元

六三

昭
六
二

年
度

道
々

国
道

町
道

道
々

国
道

町
道

道
々

国
道

町
道

道
々

国
道
町
道
道
々

国
道

町
道

道
々

国
道

町
道
道
々
国
道

種
別

一二七・五

一二五・三

二天六・三
-

一三五・四
一五・五
九・一
一二四・七
二三・四
九・一
一二四・七
二二・四
九・三 km

実
延
長

一三六・九

一

一二四・六

ー 一二五・八

一二四・八
一五・五
九・三
一二四・一
二
・四
九・二
一二
四・一
一二
・四
九・三

km 路

数 橋

五八七

五七三

五八四

五八四
一〇八

一五・五
九・三
九九・一
三三・四
九・二
九四・八
三・四
九・三

改
良
済 現

一九・

二〇 ・三

二二・四

二三・八 0 0

二五・六 0 0

二九・九 0 0 km
未
改
良
状

八五・〇

八三・七

一 八二・三
六八・〇 1 一
六九・二 0 0 0 0

七七・七 0 0

砂
利
道 路

六〇・二

五八・七

五八・三

五六・三
一五・五
九・一
五三・四
三・四
九・二

00・0
三七・七
100.0
100.0

舗
装
率

別四七・二

四六・九

四六・三
九四・八

九四・七
一五・石
九・三
九四・四
二・四
九・一
九四・四
一二・四
九
二
一
100.0 %
除
雪
率

雪七四・四

七五・一 1

一 七五・五
100.0
100.0
七五・七
100.0
100.0
七五・五
100.0

100.0
卡六・〇
100.0
100.0 %
改
良
率

別

六七・三

六六・五
1 ‒
‒ km

三・四
九・二 km

舗
装
道 面

延九四・八

九五・二 除
km 長 三

九〇

町
内
の
道
路
状
況

第
九
編
交
通
と
通
信種

------

六 1 六三 1

六三
10

七� 三 五 臺 三五 メ
ー
ト
ル

類梁

10八・四

一〇四・九

10三・九

10一・六
八一・〇
100.0

七九・五
100.0

100.0
七・三

四二・八
100.0
100.0
四四・八 %

一 五六三 三三
五

天八四
二一

‒‒ km
道

四七・0

100.0



平
六

町
道

道
々

国
道

町
道

二二八・〇
一二七・四

一二
七・五

六三 六三

五八七

五八七

二
〇・七

一〇九・

一七・三

一八・八

八六・五

八五・三

六四・三

六六・九

六三・七

一

六一・一

四九・八

四七・七

九四・

九五・〇

七三・五

七四・三

七
六
七
五
七
四
七
三 七二 七一
七
〇

路
線
路

線
名

種指
別定二

七
五
・
二

五
〇
〇
・
二
か
二
条
!

三
八
〇
・
二
か
一

二
七
三
・
二
「
か
二
丁
目
路
線

町
道
市
街
一
八
号
路
線

起

一
九

ノ 点
終ハ
市
街
二
六
号
路
線

町
道
東
二
丁
目
路
線

字
秩
父
別
二
〇
八
五
番
地

へ
市
街
二
六
号
路
線

"
東
二
丁
目
路
線

町
道
市
街
一
九
号
路
線

字
秩
父
別
一
五
四
八
番
地
先

点

少
五

三
・
一五

ヘ
ル
・
一
二・

一
八

少三
・
六
・
二
七

ヘ
ク
・
一
二
・
二
〇

少
二
・
三
・
一
二

" 月

日定

市
街
地
道
路

市
街
地
道
路

平
元
・
一二
・
二〇

市
街
地
道
路

備
考

建
設
課
調

第
一
章
交

通

ク
市
街
三
八
号
路
線

ミ
旭
ケ
丘
路
線

ク
一条
北
路
線

"
市
街
三
七
号
路
線

少
東
二
丁
目
西
路
線

四
一〇
・
三
〃
三
条
路
線

三
六

ぐ
一五
五
・
〇

二二
七
・
八

延
長

m長

.

を
行
い、
安
全
道
路
の
維
持・管

理
をし
て
い
る
。

2
町

道

町
道
認
定
路
線
で、
前
町
史
収
録
以
後
の
分
は
別
表1
、
平
成
四
年三
月
十
五
日
付
を
も
って
告
示
さ
れ
た
町
道
路
線
変
更
の
内
訳
は

別
表
2
、
近
年
実
施
さ
れ
た
町
道
改
良
舗
装
工
事
等
につ
いて
は
別
表3
の
と
お
り
で
あ
る
。

別
表
1
町
道
一
覧
(平
成
七
年三
月
三
十
一
日
現
在)

番
号

町
道
市
街
三
五
号
路
線

ハ
二
丁
目
路
線

11

年認

(注
)
道
は々
昭
和
六
十
年
八
月
で、
国
道
は六
十
一
年
で
舗
装
道
工
事
は
完
了
し
て
い
る
。
以
後
は
安
全
設
備
の
強
化、
路
面
補
修
工
事
等

-

一三
九
一
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昭
和
61年
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昭
和61年

以
降
町
道
認
定
路
線
図
(農
村
地
区
)

位
I

更
新
第
-4

我第二

275
北
電
第
三

礼
品
I
.
C

▲
4
9

八和
小

北帝

T
m

-137.

通道深川学�志線

-135

-122

条

板
谷

小
華
四
輝

瑞
穂

図y

西
北
京

本
培
本
社

深

第
一
章
交

通
三
九三

道

近道小蓮沼田線3628

柳川

田
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別
表
2
秩
父
別
町
町
道
路
線
変
更
内
訳

六
一

二
五

一
四 番整

号理

旧 新 旧 新 旧 新 旧 別新
旧町

道
市
街
一
号
路
線

町
道
市
街
二
六
号
路
線

町
道
市
街二
六
号
路
線

町
道
八
条
路
線

町
道
八
条
路
線

町
道
南
二
条
路
線

町
道
南
二
条
路
線

線
名

町
道
三
条
路
線

町
道
市
街三
七
号
路
線

町
道三
条
路
線

字
秩
父
別
1526-1

字
秩
父
別
1518-1

雨
竜
川
河
川
敷

町
道
東
山
路
線

町
道
東
山
路
線

字
秩
父
別
2049-10

国
道
二
三
三
号

字
秩
父
別
2005-23

国
道
二
三
三
号

字
秩
父
別
2008-53

点点

五
・
四
五

一〇
・
三
〇

一〇
・
三
〇

三
二
・
八二

一
四
・
五
四

三
二
・
八
二

一四
・
五
四

二
四
・
一〇

七
・
二
七

二
四
・
一〇

七
・
二
七

(
三)

敷
地
幅

(=) 長
経

字
秩
父
別
2008‒‒53地

先
よ
り
東
へ
八・

七
・
六
・
五
・
四
・
三
・
二
・
一
・
東
一
・

東
二
・
東
三
の
各
丁
目
を
経
由
し
国
道
二
三

三
号
線
に
至
る

字
秩
父
別
2005‒‒23地

先
よ
り
東
へ
九
・

八
・
七
・
六
・
五
・
四
・
三
・
二
・
一
・
東

一・
東
二
・
東
三
の
各
丁
目
を
経
由
し
国
道

二
三
三
号
線
に
至
る

字
秩
父
別
2049-10

地
先
よ
り
東
へ二
・

一・
東
一
の
各
丁
目、
東
山
西
路
線
を
経
由

し
町
道
東
山
路
線
に
至
る

雨
竜
川
河
川
敷
よ
り
東
へ
三
・
二
・
一・
東

一
の
各
丁
目
、
東
山
西
路
線
を
経
由
し
町
道

東
山
路
線
に
至
る

字
秩
父
別
1518‒‒1

地
先
よ
り
南
へ
市
街
二

五
号
路
線
を
経
由
し
字
秩
父
別
1526‒‒1

に
至
る
町
道
三
条
路
線
よ
り
南
へ
市
街
二
五
号
路
線

を
経
由
し
町
道
市
街三
七
号
路
線
に
至
る

字
秩
父
別
1332番

32地
先
の
町
道三
条
路
線

六
五
〇
・
一一

二
五
二
・
六

六
四
・
六

三
、
五
六
四・
九

三
、
〇三
〇
・
九

七
、
四三
三
・
一

六、
六
七
七
・
一

延

三
九
四

路

終起

S



七
五

三
六

新 旧 新

町
道
一
条
北
路
線

町
道
一
条
北
路
線

町
道
市
街
一
号
路
線

字
秩
父
別
2085

番
地21

町
道
一
丁
目
路
線

字
秩
父
別2085番

地21
町
道
一丁
目
路
線

町
道
一
条
北
路
線

町
道三
条
路
線

一〇
・
九
〇

一〇
・
九〇

一四
・
〇
〇

～
五
・
四
五

三
一
〇
・
五

二
八
〇
・
C

八
一
四
・
一

よ
り
南
へ
市
街
五
号
路
線
道
秩々
父
別
停
車

場
線
市
街
六
・
八・
九
・
一〇
号
路
線
を
経

由
し
字
秩
父
別
二
五〇
番
地
五
四
地
先
の
町

道
市
街
一二
号
路
線
に
至
る

字
秩
父
別
1332番32地

先
の
町
道三
条
路
線

よ
り
南
へ
市
街
五
号
路
線
道
道
秩
父
別
停
車

場
線
市
街
六
・
八
・
九
・
一〇
・
一二
号
路

線
を
経
由
し
字
秩
父
別
2085番

47地
先
の
町

道
一
条
北
路
線
に
至
る

字
秩
父
別
2085番45地

先
の
町
道
一
丁
目
路

線
よ
り
東
へ
字
秩
父
別
2085番

地17を
経
由

し
字
秩
父
別
2085番

地21に
至
る

字
秩
父
別
2085番45地

先
の
町
道
一丁
目
路

線
よ
り
東
へ
字
秩
父
別
2085番

地17を
経
由

し
字
秩
父
別
2085番

地21
に
至
る

平
六

平
五

年
度

第
一
章
交

町
道
南
一
条
路
線

町
道
一
丁
目
路
線

町
道
市
街
一
号
路
線

町
道三
条
路
線
～
三
丁
目

路
線

名

改
良
舗
装

工
事
内
容

" "

国
庫
補
助
事
業

道
営
負
担
金
事
業

備

別
表
3
町
道
改
良
舗
装
工
事
等
実
施
状
況

" "

考

通
三
九
五



第
九
編
交
通
と
通
信

三
九
六

平
七
町
道
一
丁
目
路
線

町
道
南
一
条
路
線

町
道
三
丁
目
路
線

町
道
三
条
路
線

町
道
一
已
路
線

町
道
七
条
路
線

町
道
六
条
路
線

町
道
市
街
一
号
路
線

々

"

改
良
工
事

改
良
舗
装

局
部
改
良

舗
装
工
事

11

改
良
舗
装

"

国
庫
補
助
事
業

道
営
負
担
金
事
業

"

起
債
事
業

国
庫
補
助
事
業

※
本
年
度
から
道
路
に
並
木
を
植
栽
す
る
こ
と
に
な
り、
町
道
南二
条
路
線
から
着
手
し
た。

3
道

い
ず
れ
の
路
線
も
、
昭
和
六
十
年
七
月三
十
一
日
現
在
で
改
良
・
舗
装
・
橋
梁
(永
久
橋
)
は
すべ
て
安
全
確
保
の
道
路
と
し
て
、
完

成
し
て
い
る
(計
画
工
事
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
完
了
)。
そ
の
後
の
整
備
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

深
川
多
度
志
線

平
成
五
年
以
降
交
通
量
の
増
加、
車
輌
の
大
型
化
に
よ
り
、
車
道
幅
員
狭
隘
・
急
カー
ブ
・
急
勾
配
等
の
二
次
改
良
工
事
を
実
施、
更

に
舗
装
補
修
の
た
め
路
上
再
生
工
。



小
藤
沼
田
線

秩
父
別
停
車
場
線

沼
田
妹
背
牛
線

深
川
多
度
志
線

路
一線

名

路
と
し
て
完
成

て
安
全
確
保
の
道

(永
久
橋)
は
総

良
・
舗
装
・
橋
梁

昭
六〇
・
八
で
改

い
ず
れ
の
路
線
も

一、
七
五
三

一、
八〇
二

五、
三
五
二

歩
道
延
長
印

そ
の

歩
道
造
成、
舗
装
補
修、
道
路
照
明

街
路
灯
整
備、
側
溝
整
備

舗
装
補
修、
道
路
照
明、
歩
道
拡
幅

二
次
改
築
、
平
成
五
年
度
着
手、
舗
装
補
修

改
修
・
補
修
の
状
況

後
の

工
事

状
況 況六、
九
三
八

九
九
七

五、
八
八二

一、
六
九
九

路
長

m
そ
の
他

三
九
七

第
一
章
交

通

市街1号線改良舗装工事 (平成5年8月・2条1丁目)

沼
田
妹
背
牛
線

平
成
五
年
に
歩
道
整
備
と
し
て
歩
道
拡
幅
一
九
五
メ
ー
ト
ル
。
街
路
灯
整
備。

平
成
六
年
に
歩
道
拡
幅
七
九
メー
ト
ル
。
街
路
灯
の
整
備三
基
。

秩
父
別
停
車
場
線

平
成
四
年
に
町
並
整
備
と
し
て
街
路
灯
の
整
備。
側
溝
老
朽
化
に
よ
る
整
備。

平
成
五
年
に
町
並
整
備
と
し
て
花
壇
造
成。
街
路
灯
整
備
。

平
成
六
年
に
花
壇
造
成
三
二
二
メ
ー
ト
ル
。

小
藤
沼
田
線

昭
和
六
十
三
年
に
交
通
安
全
対
策
と
し
て、
歩
道
造
成二
四
〇
メー
ト
ル
。

平
成
二
年
に
舗
装
補
修
の
た
め
、
路
上
再
生
工
。
道
路
照
明
設
備。

平
成
六
年
に
路
上
再
生
工
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

札
幌
土
木
現
業
所
深
川
出
張
所
(平
成
七
年三
月
一
日
現
在)

(計
画
工
事
一
〇
〇
%
完
了
)



る
。
し
た
が
っ
て
道

間、
距
離
の
減
少
等

に
よ
っ
て、
北
海
道

民
の
暮
ら
し
や
産
業

を
豊
か
に
発
展
さ
せ

る
、
可
能
性
を
も
っ

て
い
る
も
の
で
あ

町
内
を
通
る
国
道
(二
三
三
号
線)
の
道
程
は
九・
二
七
一
(約
九
・
三
)
キ
ロ
メー
ト
ル
で、
昭
和
六
十
一
年
に
歩
道
工
事
が
完
了

し
、
付
帯
工
事
も
終
わ
っ
て
い
る
。
以
後
は、
交
通
量
の
増
加
に
伴
う
路
面
の
摩
耗
補
修、
安
全
柵
の
整
備
な
ど
安
全
と
維
持
管
理
に、

か
か
わ
る
程
度
の工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
深
川
道
路
維
持
事
務
所
調
べ
に
よ
る
、
交
通
量
調
査
の
結
果
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
、
高
規
格
道
路
が、
本
町
を
経
由
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
高
規
格
幹
線
道
路
は
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、
必
要
な
道
路
で
、
国
土
開
発

幹
線
自
動
車
道
(高
速
道
路
)
お
よ
び
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
か
ら
、
構
成
さ
れ
て
お
り
、
高

速
性
・
定
時
性
を
維
持
で
き
る
、
自
動
車
の
た
め
の
専
用
道
路
と
し
て
、
速
く
て
、
安
全
で、
快
適
と

いう
直
接
的
な
効
果
を
生
む
ば
か
り
で
な
く
、
空
港
・
港
湾
と
の
ア
ク
セ
ス、
情
報
格
差
の
減
少
、
時

4
国

道

第
九
編
交
通
と
通
信町内を横断する国道233号線 (平成7年9月・2条2

丁目)

平
四
・
一〇

昭
六
三
・
一〇

観
測
年
月
日

二
条
二
丁
目

観
測
地
点

四
、
八
〇
七
ク

四
、
〇
五
七
台

(特
殊
車

八
・
四
%)

(1
ナ
ン
バ
ー

八
・
〇
%
)

一
四
・
九
〃

二
八・
六
%

交
通
量

大
型
混
入
率

深
川
道
路
維
持
事
務
所

国
道
二
三
三
号
線
交
通
量
調
査
記
録
(毎
日
七
時
～
一
九
時
)

三
九
八



第
一
章
交

通

市街地1号線排水工事
の布設(平成5年7月)

整備された農免農道(平成5年6月・2条東1丁目
陸橋を下りたところから) 内

で
も
一〇

路
線、
九
三
〇
キ
ロ
メー
ト
ル
余
り
の
建
設
が
要
望
さ
れ
て
い
る。

深
川
～
留
萌
間
約
五
〇
キ
ロ
メー
ト
ル
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
は、
昭
和
六
十
一年
六

月
建
設
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
、
道
路
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
路
は、
深
川
J
・
C
・
T
で
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
と
接
続
し
、
秩
父
別
・
沼
田
・
幌
糠
を
経
て
留
萌
に
至
も
の
で、
最
初
に
深
川
～
沼

田
間
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
建
設
が
行
わ
れ
、
続
い
て
沼
田
～
幌
糠
間
一六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幅
員
は
一
般
部
で
上
幅
二
三
・
五
メ
ー
ト
ル、
全

体
計
画
で
は、
上
下
二
車
線
ず
つ
の
四
車
線
道
路
で、
設
計
速
度
を
一〇
〇
皿
/ト
と

し
て
い
る
が
、
当
面
は
片
側
一
車
線
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
へ
の
乗

り
降
り
は
イ
ン
ター
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
み
と
さ
れ、
本
町
にも
そ
の
イ
ン
ター
チ
ェ
ン

ジ
が
設
け
ら
れ
る
。
す
で
に
環
境
ア
セ
ス
メン
ト
も
行
わ
れ、
深
川
大
橋
・
南
一
条
付

近
の
国
道
・
鉄
道
を
ま
た
ぐ
高
架
橋、
道
路
基
盤
等
の
建
設
が
進
み、
北
空
知
で
唯
一

の
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リア
が
冒
険
の
森
公
園
の
隣
接
地
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
秩
父
別

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
、
供
用
開
始
は
平
成
九
年
度
に
見
込
ま
れ
て
い
る
。

本
路
線
の
開
通
に
よ
り
、
道
北
圏
・
道
央
圏
へ
の
輸
送
時
間
の
大
幅
短
縮、
快
適
な

走
行
性
お
よ
び
疲
労
軽
減、
荷
痛
み
の
減
少
、
交
通
事
故
の
減
少
等
の
、
効
果
が
考
え

ら
れ
る
。
更
に
深
川
市
を
中
心
と
す
る
、
北
空
知
生
活
圏
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
旭
川

と
留
萌
の
生
活
圏が
一
体
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
林
・
漁
業
の
市
場
圏
が
拡
大
さ

三
九
九



四
〇
〇

第
九
編
交
通
と
通
信

れ
、
日
常
社
会
生
活
の
利
便
性
の
向
上
と
と
も
に、
企
業
立
地、
観
光
開
発
の、
可
能
性
の
増
大
が
図
ら
れ
る
も
のと
、
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ま
た、
大
雪
・
大
雨
な
ど
の
災
害
時
に
は、
現
国
道
の
代
替
路
線
と
し
て
の、
交
通
機
能
を
確
保
す
る
役
割
を、
担
っ
て
い
る
重
要

路
線
で
も
あ
る
。

5
農
免
農
道
の
整
備

年
度
毎
整
備
状
況
前
町
史
に
収
録
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

農
道
整
備
状
況
調

( 平
成
7
年
3
月
31日
現
)

番
号
1
・
2
級
そ
の
他
事

業
名

地
区
名
施
工
年
次
延
長

m
幅

員
構
造
備
考
・
事
業
主
体

33
農
免
農
道
整
備

日
の
出

S
61～

平
元

L
=1,498

5.5
(7.5)

舗
道

34
団
体
営
農
道
整
備
秩
父
別

S
62

L
=

117
5.0

(6.5)
砂

町
2
条
(歩
)

35

"

"

L
=
200

"1
11

〃
4
丁
目

36
11

"
L
=
181

"

"

"1
〃
6
丁
目
1
条
以
北

37
!

L
=

131

"

"

"1
〃
7
条

38
"1

L
=

310
"

"
〃
東
1
丁
目
9
条
以

北

39
L
=
328

"

"

"

〃
4
条
東
1
丁
目
以

東



40
"1

L=
358

"

41
"1

平
元

L
=
520

42
L
=
540

"

43
L
=
336

"
11

44
"

L
=

176
11

"

45
"

L
=
143

11
"

〃
南
山
桜
川
橋
以
西

〃
南
2
条
8
丁
目
以

西
4647

"1
L
=
384

11
11

11
"1
11
第
1
幹
線
以

東

48
L
=

662
"

"
"

〃
4
条
及
東
2
丁
目

山
岳
部

49
"

"
L
=
100

"
"1

"1
〃
8
条
3
丁
目
以
西

50

"

"

L
=
105

"
"

"
〃
南
2
条
8
丁
目
よ

り
143m

の
以
西

51
"1

秩
父
別
第
2
平
3

L
=
437

〃
8
条
3
丁
目
よ
り

西
100m

の
以
西

52
"

11
L
=
651

"
"

〃
南
2
条
8
丁
目
よ

り
248m

の
以
西

53
土
地
改
良
総
合
整
備

平
2
～
3

L
=
687

"
道
3
丁
目
1
条
以
南

54
"

兵
村

"
平
4

L
=
560

4.0
(7.0)

〃
一
已
南
2条
北
以

南

第
一
章
交

通
四
〇
一

〃
南
山
2
条
以
東

〃
2
丁
目
8
条
以
北

〃
6
条
1
～
2
丁
目

〃
東
2
丁
目
3
条
以

北

L
=
397

"
"1

"1
〃
3
条
8
丁
目
以
西

平
2



第
九
編
交
通
と
通
信

四〇
二

55

"

東

山央

平
2
～
3

L
=1,234

"1
"

11
中

S
62

S
63

L
=
520

"

"

"

"

筑
北盛

兵
村

平
5

L=
548

"

"

5859
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
新

平
5
～
6

L
=1,120

L
=1,210

5.5
(10.8)

5.0
(6.0)

舗砂

〃’6
条
1
～
2
丁
目

〃
3
条
1
～
3
丁
目

〃
3
丁
目
1～
南
2

条
61

日
の
出

平
6

L=
510

4.0
(6.0)

"1
町
一
已
南
2
条
北
へ

南
2
条

62
"

原
野

L
=
538

5.0
(6.5)

"
〃
7
丁
目
1
条
～
南

1
条

63

"

北

西

北
西

"
L=

286
4.0
(6.0)

〃
6
条
4
丁
目
以
西

L
=

531
5.0

(6.5)
"

〃
東
山
西
6
～
8
条

〃
8
条
3
丁
目
以
西

〃
2
丁
目
8
条
以
北

5657

11

60

"
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第
九
編
交
通
と
通
信

6
道
路
環
境
の
整
備

冬
期
間
の
除
排
雪
本
町
内
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
道
路、
国
道
二
三
三
号
線
(町
内
延
長
九
・
二
七
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)、

道
四々
路
線
(町
内
延
長
一
五・
五
キ
ロ
メー
ト
ル)
お
よ
び
町
道
に
つ
いて
、
北
海
道
開
発
局、
北
海
道
、
秩

父
別
町
が
そ
れ
ぞ
れ
期
間
除
雪
を
行
っ
て
冬
期
交
通
を
確
保
し
て
い
る
。
開
発
局
お
よ
び
北
海
道
は
、
三
段
階
に
分
け
た
除
雪
作
業
基
準

を
制
定
し
て
いる
が、
お
お
む
ね
第
一
種
は
昼
夜
の
別
な
く
除
雪
し
て
交
通
を
完
全
に
確
保
す
る
。
第
二
種
は
二
車
線
確
保
を
原
則
と

し
、
作
業
は
昼
間
だ
け
と
す
る、
第
三
種
は
一
車
線
確
保
を
原
則
と
し
、
作
業
は
昼
間
だ
け
と
し
て、
待
避
所
を
設
け
る、
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
本
町
も
こ
れ
に
準
じ
て、
第
二
種
・
第
三
種
と
同
様
の
基
準
を
設
け
て
、
整
備
を
図
っ
て
お
り
、
作
業
は
直
営
分
と
委
託

分
と
に
分
け
て
、
実
施
し
て
い
る
。

な
お、
平
成
六
年
と
七
年
の三
月
末
現
在
で
、
ま
と
め
た
除
雪
実
績
は、
次
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が、
特
に
六
年
の
冬
は
雪
が
多

く
加
え
て
、
強
風
で
地
吹
雪
に
よ
る
吹
溜
り
が
で
き
、
除
雪
車
の
出
動
が
大
幅
に
増
え
た
た
め、
近
隣
各
市
町
と
も
除
排
雪
費
の
増
額
が

著
し
か
っ
た。
本
町
で
は
前
年
比
一二
・
一パー

セン
ト
増
の
二
、
九
八〇
万
円
(三
二
二
万
円
増)
を
記
録
し
て
い
る
。

四〇
四



現有除排雪機械と更新予定 (年次計画)
(平成7年3月現在)

番号 機 械 名名

規 格 数 量

購入年月日 金額 (円)

備 考

1

TCM タイヤ ドーザ 12t 1 S60.10.30 18,180,000 H7年度更新予定
2 トラック グレー ダー

SG

10t 1 S61.10.30 15,440,000
8

3

小型ロータリー

PS 130 1 S62.11. 6 16,866,000

9 11

4

グレー ダー (V)2W 3.7m 1 S63.11.10 20,970,000

10 "

5

ロー タ リー

PS 300 (小1)2 H元.11.20 25,699,530

11 "

6

除雪ダンプカー (V)1W 10t級"

2

H6.12.15 16,008,500

16 "1

だ父別町除雪ス テ ー

除
雪
率

除
雪
延
長

道
路
実
延
長

% km km

町

七
四
・
四

九
八
・
四

一二
八
・
〇 道国

九
・
五

九
・
五 道
道

一五
・
五

一
五・
五 々
町

七
三
・五

九
四
・
一

一
二
八・〇 道

|国

九
・
五

九
・
五 道
道

一五
・
五

一
五
・
五 々

除
雪
状
況

除雪ダンプカー(平成6年1月入庫)

自
動
車
保
有
状
況

1
交
通
事
情

第
四
節
交
通
安
全

画
は、
上
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

除
排
雪
用
機
械
現
在
本
町
が
保
有
し
て
い
る
除
排
雪

用
の
機
械
と
、
そ
の
年
次
別
更
新
計

平
成
七
年三
月
三
十
一
日

町
道
路
管
理
係
調

"

7

" " V
H4.11.25 18,766,806

14

平
成
六
年
三
月
三
十
一
日

全
国
の
自
動
車
や
オ
ー
トバ
イ
の

保
有
台
数
は
、
国
民
二
人
に
一

四
〇
五

第
一
章
交

通



四
〇
六

第
九
編
交
通
と
通
信

台
、
一世
帯
当
た
り
一・
五
台
と
い
わ
れ
て
お
り、
本
道
に
お
い
ても
昭
和
五
十
八
年
に二
二
二
万
台
で
あ
った
も
の
が、
平
成
五
年
に

は三
〇
八
万
台
と
一〇
年
間
で
三
九
パ
ー
セン
ト
増
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
運
転
免
許
保
有
者
数
も
、
同
様
に
顕
著
な
伸
び
を
示
し
て

お
り、
本
町
に
お
い
て
は
全
町
民
の
約
半
数
が
保
有
し
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
各
種
自
動
車
の
年
次
別
保
有
状
況
は、
次
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
年
保々
有
数
は
増
加
し
て
い
る
。

自
動
車
保
有
状
況

三、五九一ク
二、五八八

ク
三、五三五!
三、五〇八ク
三、四九八ク
二、四七モノ
三、云ハ

ク
二、三四〇台 数

二
八〃
二
五〃
二
四〃

10七
〃

九八〃
九ニク
九一台
普
通
者

貨

一九〇ノ
三〇九ク
三一四ク

三言
台

物

一
々

一
个 "1 11 "
つ台

乗

四
ノ

四
ノ

三
ノ

二
ク 一ノ

一九
〃

二〇 ク
一八
ク

一七台 用

一、二〇五〃
一、二二六〃
一、〇九五〃
一、〇七九ク
一、〇六八〃
一、〇七四

ク
一、〇三

ノ
一、〇五七台 用

二四
ク

三
〃

一八ク
一七
ク

一五
〃

一七ク
一六
〃

一五台

用
途
車

三
三
〃

特
殊
車

大
型

一八ク
一七
ク "1 "

10 ⇒
一五ク
一四台

二
輪
車

小
型

六九三ク
六四六!
六三
ク

五九ニク
五五三ノ
五四六〃
五一七ク
四九一台

自
動
車

北
海
道
運
輸
局
調

六 五 四 111二

平
元 六三
昭
六二

年
度
総

小
型
車
被
索
引
車
普
通
者
小
型
車

合

一五
〃

一八
ク

一七
ク

二0
〃

云
一
〃

二=

三
四ク
三
九台

軽

余
暇
と
車

モー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
の
普
及
は
、
機
動
性
を
大
き
く
し
、
人
の
生
活
圏
を
広
げ
た
。
こ
の
た
め
、
余
暇
を
活
用
し
た

遠
隔
地
の
自
然
探
勝、
史
跡
・
美
術
品
等
の
探
訪
、
観
光
地
訪
問
な
ど
を
可
能
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
買
い
物
等
の

利
便
も
高
め
て
く
れ
た
。
特
に
青
年
層
は、
時
間
の
余
裕
が
で
き
る
と
、
目
的
地
に
向
っ
て
車
を
走
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
女
性
ド

乗
車O

二
台

二
ク

三五〇
ク



ラ
イ
バ
ー
の
増
加
も
著
し
く
、
運
行
台
数
は
必
然
的
に
増
え
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
交
通
事
故
の
増
加
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

2
交
通
安
全
対
策

交
通
量
の
増
加
物
資
輸
送
が
次
第
に、
鉄
道
か
ら
貨
物
自
動
車
に
移
り
、
自
家
用
乗
用
車
の
保
有
台
数
が
増
加
し
た
こ
と
は、
交
通

量
の
大
幅
な
増
加
につ
な
が
り
、
今
日
で
は
第三
次
交
通
戦
争
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ、
そ
の
特
徴
と
し
て
一
時
減

少
傾
向
に
あ
った
交
通
事
故
数
が、
こ
こ
数
年
ま
た
増
加
の方
向
に
あ
り
、
特
に
若
者
と
高
齢
者
の
事
故が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。

交
通
安
全
宣
言
本
町
は
昭
和三
十
九
年
に
交
通
安
全
宣
言
を
行
い、
交
通
安
全
意
識
の
啓
発
・
高
揚
と
、
安
全
運
転
の
推
進
を
図
っ

て
、
年
交々
通
事
故
の
防
止
に
努
力
し
て
き
た
。
車
輌
保
有
台
数
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
事
故

死
傷
者
数
が
減
少
し
て
い
る
の
は、
安
全
運
動
の
展
開
、
安
全
教
育
の
徹
底
等
の
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
交
通

事
故
に
対
し
、
安
全
運
動
と
事
故
防
止
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
、
交
通
安
全
部
会
を
廃
止し
、
昭

和
六
十
一
年
四
月
に、
新
た
に
交
通
安
全
協
会
を
設
立
し
、
以
後
、
安
全
協
会
を
中
心
と
し
て、
町
民
総
参
加
に
よ
る
交
通
道
徳
の
、
普

及
高
揚
を
図
り、
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
、
交
通
事
故
の
抑
止
に
努
め
て
い
る
。
協
会
の
事
務
所
は
役
場
内
に
置
か
れ
、
安
全
協
会
長

は
原
田
森
成
が、
就
任
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

な
お、
秩
父
別
高
校
で
は、
昭
和
六
十三
年
以
来、
毎
年
交
通
安
全
運
動
期
間
に、
学
校
前
の
国
道二
三三
号
で
運
転
者
に
対
し
、
三

第
一
章
交

通
四〇
七
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九
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と
通
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四〇
八

あ
な

秩父別高校生の交通安全キャンペーン おにぎ
りとメッセージを～(平成5年6月・農協前) 年

生
が、
手
作
り
の
お
に
ぎ
り
や
メ
ッ
セー
ジ
を
配
っ
て、
交
通
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
本
町
は、
昭
和
六
十
二
年
八
月
十
一
日
か
ら、
平
成
二
年
五
月

の
目
標
達
成
状
況
七
日
ま
で、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
千
日
を
達
成
し
、
社
団
法
人
北

海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
表
彰
を
受
け
て
お
り、
こ
の
事
故
死
ゼ
ロ
は
三
年
十
月

十
九
日
ま
で
続
き
、
一、
五
三
一
日
の
最
高
記
録
を
樹
て
て
い
る
。
以
後
再
び
事
故
死

ゼ
ロ
に
挑
戦
し
、
五
年三
月
四
日
で
五〇
〇
日
を
達
成
し
、
同
月
十
日
道
交
通
安
全
推

進
委
員
会
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。
道
内
で
は
五
〇
番
目
の
記
録
で
、
空
知
管
内
で

は
上
砂
川
・
雨
竜
・
北
村
・
赤
平
・
砂
川
に
次
いで
六
番
目
の
実
績
で
あ
る
。

施
設
の
整
備
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は、
本
町
交
通
安
全
推
進
計
画

に
基
づ
い
て
年
次
計
画
を
も
っ
て、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
信
号
機
の
新
設
と
既
設
信
号
機
の
改
良
整
備

1二
歩
道
の
新
設
、
通
学
・
通
園
路
の
自
転
車
歩
行
者
用
道
路
の
整
備

三
ガ
ー
ド
レ
ー
ル・
道
路
照
明
・
道
路
標
識
等
の
整
備

四
道
路
構
造
の
改
善
等

な
お、
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
に
は、
国
道二
三
三
号
線
沿
い
の
役
場
前
に、
新
し



第
一
章
交

通

事故 「なし」キャンペーン ライオンズクラブから
提供された (平成6年11月)

5

交 通安 全

交通監視所
(昭和63年12月・役場前)

い
交
通
監
視
所が
建
設
さ
れ
た。
従
前
の
監
視
所
は、
秩
父
別
高
校
前
にプ
レ
ハ

ブ
造
り
の
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が、
交
通
安
全
協
会
が
道
と
町
の
補
助
を
受

け
て
事
業
費
五〇
〇
万
円
を
か
け
て
新
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
て、
八
角
形
の
建
物
で、
一階
は
休
憩
所
、
二
階
が
監
視
室
と
な
っ
て

お
り
、
交
通
安
全
啓
発
の
拠
点
と
し
て
い
る。

交通事故発生件数

発
生
件
数

死
者
数

人
1

負
傷
者
数

20歳
未
満
人
一

21 5
29歳

人
一

30～39歳
40～49歳

50～59歳
60歳
以
上

件 人 1 人 人
一

62 16 2 21

1 - - 1 1
63 16 0 23 4 7 1 2 2 7

平元

18 0 25 8 3 4 3 3 4

2 14 0 21 0 6 3 8 1 3

00 15 1 22 2 6 0 4 6 4

4 10 0 18 1 9 2 1 5 0

5 16 0 21 0 6 5 2 3 5

co

23 3 34 0 8 9 5 8 4

7年3月
末 現

0
0

0 4 0 2 0 1 1 0

1 1 -昭61
13

人
29

死 傷 者 年 齢 別

事
故
発
生
件
数
調
昭
和
六
十
一
年
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

四〇
九
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交
通
安
全
推
進
委
員
歴
代
の
推
進
委
員
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

歴
代
交
通
安
全
推
進
委
員

森 氏

剛 名

現
在

蓑
口
公
夫

昭
六
一
・
四
・
一

昭
六
三
・
四
・
一

就
任
年
月
日

昭
六
三
・
三
・
三
一

退
任
年
月
日

交
通
障
害
保
険
制
度
「交
通
事
故
の
保
障
は
住
民
の
相
互
扶
助
で
」
を

合
言
葉
に、
北
空
知
市
町
が
共
同
で
実
施
し
て
い

る
交
通
障
害
保
険
制
度
は、
発
足
し
て
から
ほ
ぼ
三
十
年
に
達
し
よ
う
と
し

て
お
り、
そ
の
間
不
幸
にし
て
交
通
事
故
に
遭
っ
た
人
の々
救
済
に
お
い

て
、
こ
の
制
度
が
果
し
て
き
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
近
年
の
本
町
に
お
け
る
加
入
状
況
は、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
で
あ
る

が
、
今
後
と
も
加
入
促
進
に
努
め、
厳
し
い
交
通
情
勢
下
で
の
、
万
一の
場
合
の
保
障
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

第
五
節
「
河
川
と
橋
梁

1
河
川
の
改
修
状
況

次
の
河
川
を
は
じ
め、
別
図
の
河
川
に
つ
いて
は、
平
成
五
年
四
月
一
日
現
在、
改
修工
事
と
災
害
復
旧
工
事
等
に
よ
る
、
整
備
が
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
。

平
成
四
年
度
よ
り
、
筑
紫
橋
の下
流
に
お
い
て、
河
道
掘
削
によ
る
土
砂
を
利
用
し
て、
築
堤
の
嵩
上
げ
工
事
が
進
めら

○
雨
竜
川
れ
て
い
る
。

普
通
河
川
部
分
は、
昭
和
五
十
一
年、
六
十
三
年
の
集
中
豪
雨
お
よ
び
平
成
元
年
の
融
雪
災
害
復
旧
工
事
に
よ
り
、
コン

○
桜
川



秩父別堺川内水排除施設 (平成4年4月・南2条2
丁目)

ク
リ
ー
ト三
面
張
装
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
延長
は
一、
一五〇

メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。

○
イ
ス
カ
川

なし
●秩
父
別
川
雨
竜
川
合
流
点
よ
り
第
一
幹
線
用
水
路
と
の、
平
面
交
差
部
ま
で
の
間

で
、
平
成
四
年
度
よ
り
改
修工
事
が
進
め
ら
れ
て
いる
。

○
中
央
川

○
筑
紫
川

な
し

な
し

○
旧
秩
父
別
川
起
点
は
四
条
地
先
の
雨
竜
川
合
流
点
で
上
流
に
向
か
い
八
・
七
・六
・

五
丁
目、
四
条
四
丁
目
、
五
条三
丁
目、
六
条
を
経
て二
丁
目
を
終
点
と
し

た、
延
長
五
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ルの
河
川
。
旧
雨
竜
川
の
合
流
点
よ
り
上
流

に
つ
い
て
は、
道
営
圃
場
整
備
事
業
お
よ
び
用
排
水
施
設
整
備
事
業
に
よ

り、
三
面
張
装
工
(又
は、
二
面
張
装
工
)
に
よ
る
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
。

○
熊
田
川

起
点
境
川
よ
り
上
流
南
二
条
一
丁
目
、
南
一
条
を
経
て
一
条
付
近
を
終
点
と
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
二
年
よ
り
六
十
二
年

ま
で
の
間
に、
災
害
復
旧
工
事
に
よ
る
コ
ン
ク
リー
ト
装
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
交

通
四
一
一
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四
一
二

町
内
河
川
図

第五

田
位
置

更
新
第
4

成第三

秩
父
別
町
O
::

成
年

275M: 35.
¥58

0

北
意
第
三

高
種
第

旭
町

田茶

共成第

�
!

八
条南

(11)
沼田

岩村

215

137.5

父
別

.Al
秩
父
別
町
の
河
川
名

対
図
番
号

河
川
名

長
さm

1
熊

の
沢

川
620

(2)

田
秩
父
別
川

5,500

3

筑

紫

川

2,600
12

4)
大

聖
3,200

8
-122

(5)
中

央
川

850
*場

6)
桜

川
1,500

中の

7

小
石

川
850

(8)
田

川
1,400

9
大

藤
川

100
谷

10
イ

ス
カ
川

2,200

ETH

小
暮
四
線

瑞
穂

九区

西
北
京

(12)
境

川
4,200

本
書

培
本
社

k
深

.

藤沼田線3628

熊

山東三十日

11
秩
父

別
川

6,500

父
別

町

6

10

護道深川學度志

川
・向



2
橋
梁
の
改
修
状
況

平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
橋
梁
改
修
状
況
(
訂
正
も
含
む
)
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一 1 111 1一 一 一 一 一 一 橋梁種別四八 四三
五一
か

四二
四三

か

南
一四
ク

二
号
橋

橋
梁
名

三

三 三

110

一五 路線番号東
山
路
線

八
1
1
0

八
1
1
0

一
10 10 10 10 構造形式三 二

二

三 111 二 二 使用材料
一 床版材料 工

一 八 1 六 1 一昭
丟 架設年次
一九・六
八・五

七・二

七・ 一

三
五
六・七 橋m 長

最大支間長

径 間 数

五・〇

五・五

六・〇
五・〇
四・五
五・五

車 道

幅

R
L

歩
道

中 央 帯一・五

二・〇 一・五

0・五

四・0 路 肩

六・五

七・五

八・〇
六・五

五・〇

九・五 計 m

一二七・四〇

六三・七五
五七・六〇

四六・三

五九・八五 面 積m2

三 三 11 11

三 現 況

D
b

P
b

D
b
(
年
次
訂
正
)

Db(
路
肩
訂
正
)

B
O
X
(
路
肩
訂
正
)

三
B
O
X 摘

要

橋
梁
一
覧

(平
成
七
年三
月三
一
日
現
)

四
一
三

第
一
章
交

通
道路種別六 八

1一 一 路面位置

上
部

二

二 二 二

一
条
路
線

路
線
名

六
条
路
線

五
条
路
線

四
条
路
線

三 二五 橋梁番号

三 �

11

三
か "

一七
南
一
条
路
線

七

下部工基礎
ハ
六二

ク二九

員



四
一
四

第
九
編
交
通
と
通
信

717

るもい

秩 父 別 駅 高校生とお年寄りがお客さん (平成5年2月)

第
六
節
「
鉄

道

1
運
行
と
利
用
状
況

従
前
から
国
鉄
の
赤
字
対
策
と
し
て
、
赤
字
ロー
カ
ル
線
が
次
々
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
十

二
年
に
全
面
的
に
民
営
化
に
移
行
さ
れ、
留
萌
本
線
は
貨
物
列
車
が
廃
止
さ
れ
て、
普
通
列
車
の
み

と
な
っ
た。
留
萌・深

川
間
は
一
日
八
往
復
(う
ち
快
速
一
往
復
)
と
な
り
、
利
用
者
も
急
激
に
減

少
し
、
現
在
で
は
朝
夕
通
学
生
が
主
に
利
用
す
る
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
一日
の
利
用
客
数
は
ワ
ン

マン
運
行
の
た
め、
正
確
な
調
査
が
不
能
で
あ
る
が、
六
十
二
年
から
平
成二
年
こ
ろ
ま
で
は
九〇

名
余
り、
三
年
以
降
は
六
〇
名
余
り
に
減
少
し
て
い
る
。

第
七
節
バ
ス・
タ
ク
シ
ー
等

1
バ
ス
の
運
行
と
路
線

町
の
中
心
を
縦
貫
す
る
国
道二
三
三
号
線
は、
基
幹
道
路
で
あ
る
の
で、
北
空
知バ
ス
(元
中
央

バ
ス)
会
社
が
平
成二
年
四
月
一
日
に
開
業
し
、
従
前
の
道
北
ベ
ス
株
式
会
社、
沿
岸
バ
ス株
式
会



旭
川・
千

札
幌
・
留
萌
線

留
萌
・
旭
川
線

沼
田

線
路
線

名成線
旭
川
～
千
歳
空
港

札
幌
～
深
川
～
秩
父
別
～
留
萌

留
萌
～
秩
父
別
～
深
川
～
旭
川

深
川
～
秩
父
別
～
沼
田

区

間

♪
一二

ノ
ノ
一
二
ノ

か
二
〇
か

延
三
六
本

回

数中
央
バ
ス

♪

沿
岸
バ
ス

道
北
バ
ス

北
空
知
バ
ス
株
式

会
社
名

会
社

"平
成三
年
十二
月
一
日
廃
止

高
速
る
も
い
号
、
乗
降
で
き
る
の
は
一
日
七
本

六
ク

心
一〇

4
一
日
一
八
往
復
運
行

摘
要

(平
成
七
年三
月
三
一日
現
)四
一
五

第
一
章
交

通

バ
ス
運
行
状
況

北空知バス (平成6年8月・役場前停留所)

社
と
併
せ
て
三
社
の
運
行
路
線
と
な
り
、
深
川・旭

川
・留
萌・沼

田
方
面
へ
の
交
通
が
便

利
に
な
っ
た
。
ま
た、
留
萌
～
札
幌
間
に
直
通
特
急
バ
ス
が、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
運
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に、
道
央
自
動
車
道
の
開
通
に
伴
い、
平
成二
年
九
月
に

は
深
川
イ
ン
ター
チ
ェン
ジ
が
設
け
ら
れ
、
都
市
方
面
へ
の
交
通
が
一
段
と
便
利
に
な
っ

た。
し
かし
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
隣
接
の
妹
背
牛・雨

竜・北
竜
町
へ
の
運
行
が、
ま
だ

実
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

な
お、
二
年
四
月
か
ら
三
年
十
二
月
ま
で
は、
深
川
か
ら
千
歳
空
港
ま
で
の
高
速
バ
ス

が
運
行
さ
れ
た
が、
利
用
客
が
少
な
い
た
め
短
期
間
で
廃
止
に
な
っ
た。

本
町
内
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

!



第
九
編
交
通
と
通
信

2
ン

ー
タ
ク
シ

1

昭
和三
十
一
年
か
ら
深
川
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
が、
本
町
に
営
業
所
を
開
業
し
て
い
た
が、
六
十
三
年
七
月
十
五
日
妹
背
牛
町
の
三
共

ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
に
営
業
所
を
譲
り、
秩
父
別
営
業
所
と
し
て
開
業
し
て
い
る
。

四
一
六



信

1
郵
便
事
情

業
務
の
能
率
化
秩
父
別
郵
便
局
は、
現
在
職
員
は
内
勤
六
名
、
外
勤
五
名
で、
二

十
数
年
前
の
半
数
と
な
っ
て
お
り
、
集
配
等
外
部
業
務
は、
二
輪

車
・
軽
四
輪
車
等
の
、
機
動
力
に
よ
っ
て
能
率
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
部
業
務
は

パ
ソ
コ
ン
を
はじ
め
、
各
種
専
門
機
器
の
活
用
に
よ
っ
て
、
正
確
・
迅
速
を
要
求
さ
れ

る
高
度
の
事
務
処
理が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

郵
便
物
の
取
扱
状
況
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
は、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
一
七

第
二
章
通

信

郵便端末機(平成6年8月・秩父別郵
便局)

I

為替貯金端末機 (平成6年8月・秩父
別郵便局)

第
二
章
通

便
第
一
節

郵



第
九
編
交
通
と
通
信

郵便物取扱状況 秩父別郵便局調 (毎年3月末)

引 受

数 配

達 数
年度 備考

総 数 普通通常 特殊通常小 包総数 普通通常特殊通常小 包

昭61 190,530 182,865 5,840 1,825 454,060 443,475 7,665 2,92062 210,240 197,465 8,030 4,745 420,595 390,550 4,015 8,03063

174,986 165,684 5,866 3,436 288,715 279,955 4,015 4,745
平元 302,865 290,607 7,608 4,650 377,960 365,096 6,205 6,659
2 295,549 284,510 5,675 4,464 438,356 422,541 8,515 7,300
3 325,795 314,300 6,137 5,358 417,096 397,386 10,220 9,490
4 370,000 357,600 7,000 5,400 287,700 283,100 2,500 2,100
5 324,500 313,600 6,500 4,400 734,800 724,200 6,500 4,100
6 392,000 381,500 5,800 4,700 798,700 788,800 5,600 4,300

簡易保険加入状況 秩父別郵便局調
(毎年3月末)

年度
加入件数 (年
度末現在高)

年間契約額
(掛金総額)

年間給
付件数 備考

昭61 1,562 11,672,423 17962 1,627 12,763,785 21163

1,632 13,130,504 283
平元 1,631 13,499,935 398
2 1,681 14,120,051 298
3 1,722 15,425,077 425
4 公表中止

保
険
加
入
の
状
況
易
保
険
の
加
入
状
況
は、
右

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
簡

佐
藤

永
井

氏
親
夫 名

歴
代
秩
父
別
郵
便
局
長

一
美
平

三・
六
・二
三
～
現

昭
四
六
・
六
・
三
〇
～
平
三
・
六
・
二二

在
任

期
間

在

備

考

通 通

個 通 通 個

歴
代
局
長
歴
代
郵
便
局
長
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
四
年
度
以
降
は
公
表
を
中
止
し
て
い
る。

四
一
八

簡易保険端末機 (平成6年8月・秩父
別郵便局)



第
二
節
電
気
通
信

電話加入状況
NTT深川

年度 総 数 単 独 共 同 公 衆
昭61 1,211 1,206

1
0

62 1,260 1,255

5

13 1,245 1,242

0
0

平元 1,263 1,261

2 13

2

1,283 1,280

0
0

13

信 3

1,279 1,276

0
0

13

4

1,293 1,291

2 13

1
0 1,306 1,304

2 15

6

1,321 1,319

2 15

第
二
章
通

1
民
営
化
後
の
状
況

概
昭
和
五
十
七
年
七
月
、
臨
時行
政
調
査
会
の
答
申
を
受
け
て
、
政
府
は
電
公々
社
の
特
殊
会
社
へ
の
移
行
を
検
討、
五

十
九
年
十
二
月
に
関
係
法
が
成
立
し
て、
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
N
T
T
が
発
足
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
電
公々
社
の
、

電
気
通
信
事
業
独
占
に
終
止
符
が
う
た
れ
て
自
由
化
し
、
競
争
に
よ
っ
て
よ
り
便
利
に
、
よ
り
高
度
・
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
受
け
ら
れ

要

る
よ
う
に
な
っ
た
。
N
T
T
は
民
間
会
社
と
は
い
え、
公
共
性
の
強
い
会
社
で
あ
る
の

で
、
新
規
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
郵
政
省
の
許
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

投
資
に
よ
っ
て
そ
の
開
発
が
、
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
変
わ
っ
た
点
で
あ
る
。

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
式
公
衆
電
話
は、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ、
そ
の
便
利
さ

を
認
めら
れ
て
お
り、
デ
ィ
ジ
タ
ル
電
話
交
換
機
や
光
フ
ァ
イバ
ー
ケ
ー
ブ
ル
設
置
に

よ
る
、
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
も
進
ん
で
い
る。
六
十
三
年
五
月
に
N
T
T
デ
ー

タ
通
信
が
独
立
、
平
成
四
年
に
は
移
動
通
信
部
門
も
、
分
離
し
て
新
会
社
と
な
り
、
自

動
車
電
話
の
普
及
で
、
場
所
の
制
約
の
な
い、
自
由
な
通
話
が
可
能
と
な
っ
た。
携
帯

電
話
は、
時
間
の
経
過
と
と
も
に小
型
・
軽
量
化
し
た
も
の
が
開
発
さ
れ、
利
用
が
拡

大
さ
れ
る
な
ど
、
マ
ルチ
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
到
来
に
こ
た
え
て、
技
術
革
新
と
サ
ー
ビ

四
一
九
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九
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交
通
と
通
信

1,2 3

4)5,6)

7.8 9)

* 0,抽)

コードレス電話機 (親,子機) 携帯用電話機～役場

四二
〇

一
家

ス
に
努
め
て
い
る
。

電
話
加
入
状
況
に
一

ポケッ トベル～役場

1531

TheSara=NP

台
の
電
話
の
時
代
は
す
で

に
過
ぎ
て
、
現
在
で
は
一

人
に
一
台
の
、
マ
イ
テ
レ

ホ
ン
時
代
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
六
年
の
全
国
加

入
台
数
は、
約
七
千
万
台

に
達
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
本
町
も
例
外
で
は
な
く
、
昭
和
六
十

一
年
以
降
の
加
入
台
数
は、
前
頁
の
よ
う
に
増
え
て
お
り
、
加
え
て

フ
ァ
クシ
ミ
リ
の
普
及、
自
動
車
電
話
・
携
帯
電
話
・
コ
ー
ド
レ
ス

電
話
・
ポ
ケ
ッ
トベ
ル
に
人
気
が
出
て
い
る
。

電
報
取
扱
状
況
電
報
の
取
扱
い
は、
昭
和
四
十
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
始
め、
近
年
で
は
慶
弔
電
報
が
そ
の
主

流
と
な
っ
た。
し
か
も
最
近
は、
電
報
と
い
う
メ
デ
ィア
が
見
直
さ

れ
、
気
持
を
伝
え
た
いと
い
う
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ
う
、
電
報
台
紙
に



押
し
花
を
飾
っ
た
も
の、
メ
ロデ
ィ
の
流
れ
る
も
の、
花
束
を
添
え
たも
の、
さ
ら
に
自
筆
の
電
文
を
電
送
す
る
な
ど
贈
る
人
の
心
が
伝

わ
る
オプ
シ
ョ
ン
付
に、
人
気が
で
て
いる
よ
う
で
あ
る
。

第
二
章
通

信
四
二
一





生
活
・
宗
教

第
十
編

開基飛兒百年 ちっぷべつ

C

開基百年記念 とんでんまつり(平成6年8月12日・スポーツセンター前)





第
一
章
生
活
実
態
の
推
移

第
三
節

現
代
の
生
活

1
豊
か
な
経
済
社
会

概
況

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
恵
ま
れ
た、
し
か
も
、
文
化
水
準
の
高
い
暮
ら
し
を
願
っ

て
、
生
活
改
善
運
動
が
続
け
ら
れ
て
き
た。
生
活
改
善
向
上
に
向
け、
婚
礼
や
葬
礼
の
合
理
化
な
ど
に
成
果
を
あ
げ、

町
づ
く
り
の
住
民
運
動
へ
と
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

一方
産
業
構
造
の
改
革
も
進
み、
本
町
内
の
中
小
企
業
に
お
いて
も
、
〇
A
化
・
総
合
店
舗
の
経
営
等が
行
わ
れ、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
経
営
も
、
大
き
く
転
換
さ
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
重
要
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
国
際
化
・
自
由
化
の
波
が
急
速
に
押
し
寄
せ
た
結

果
、
生
産
調
整、
市
場
の
確
保
と
拡
大
、
生
産
技
術
の
改
善
と
機
械
化
等、
農
業
振
興
上
に
幾
多
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
す
で
に
貯
え
ら
れ
た
個
々
の
経
済
的
ゆ
と
り
が
生
活
と
結
び
付
き
、
生
活
事
情
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。
豊
か
な
物

資
、
季
節
感
を
失
っ
た
食
生
活、
便
利
な
家
電
製
品、
シ
ン
プ
ル
な
家
具
調
度
品
、
輸
入
品
の
増
加、
豊
富
な
建
築
資
材
等
、々
和
洋
折

衷
の
生
活
が
主
流
と
な
っ
た
。
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ、
余
暇
の
利
用
も
車
を
使
い、
家
族
ぐ
る
み
の
旅
行
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
昭
和
六
十
一
年
から
平
成
三
年
を
ピ
ー
ク
と
し
た
平
成
景
気
は、
い
ざ
な
ぎ
景
気
に
続
く
戦
後二
番
目
の
景
気
と
い
わ

れ
、
国
民
生
活
の
向
上
へ
一層
の
影
響
を
与
え
た。

第
一
章
生
活
実
態
の
推
移

四
二
五



四二
六

第
十
編
生
活
・
宗
教

生
活
改
善
運
動
の
継
承
昭
和二
十
九
年
から
始
ま
っ
た
新
生
活
運
動
は、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中心
と
な
っ
た
推
進
に
よ
って
、
一

応
の
成
果
を
収
め、
町
民
一
体
の
運
動
と
し
て
実
践
さ
れ
て
き
た。
し
かし
、
高
度
経
済
成
長
の
時
代
を
経

た
こ
と
か
ら
、
住
民
の
生
活
が
向
上
し
、
運
動
に
対
す
る
住
民
の
関
心
も
次
第
に
薄
れ、
加
え
て
経
済
活
動
と
の
調
和、
地
域
に
よ
る
意

識
の
格
差
等
の
問
題
も
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
六
十
一
年
に、
次
の
よ
う
な
新
た
な
実
践
目
標
を
設
定
し
、
時
間
の
励
行
を
は

じ
め
冠
婚
葬
祭
等
の
簡
素
化
を
図
っ
て
冗
費
を
節
約
し
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
防
止
に
努
め
て
き
て
い
る
。

結
婚
祝賀
会

祝
賀
会
は、
結
婚
す
る
本
人
を
中
心
と
し
て
、
最
小
限
の
参
加
者
にし
ぼ
り、
会
費
四、
〇
〇
〇
円
以
内
の
会
費
制
と
し
て、
引

出
物
は
一
切
廃
止
す
る
。

儀

香
典
は
三
、
〇
〇
〇
円
以
内
と
し
、
供
花
は
必
要
あ
る
場
合
の
み
と
す
る
。
引
出
物
は
最
小
限
の志
程
度
と
し
、
通
夜
の
茶
菓
等

葬

の
接
待
は
や
め
る
。
骨
上
法
要
は
近
親
者
・
町
内
班
程
度
に
お
さ
え
、
香
典
返
し
は
三
〇
〇
円
以
内
と
す
る
。

出
産
見
舞
い

見
舞
金
は三
、
〇
〇
〇
円
以
内
と
し
、
返
礼
は
出
生
児
の
氏
名
を
記
載
し
た
「は
が
き
」
の
礼
状
と
す
る
。

病
気
見
舞
い

見
舞
金
は三
、
〇
〇
〇
円
以
内
と
し
、
全
快
祝
い・
快
気
祝
い
は
廃
止
し
て
「は
が
き
」
に
よ
る
礼
状
と
す
る
。

入
学
・
進
学
・
就
職
祝
い

廃
止
す
る
。



住
居
事
情
生
活
の
拠
点
と
し
て
、
快
適
で
安
心
し
て
住
め
る
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
は
、
働
く
人
の
夢
で
あ
る
。
近
年、
建
築

資
材
や工
法
が
改
良
さ
れ、
多
種
多
様
の
建
築
が
可
能
と
な
り
、
特
に
寒
冷
地
向
き
住
宅
と
し
て
の
気
密
性
が
高
く
、

外
観
の
美
し
さ
と
耐
久
性
が
あ
り
、
居
住
性
の
良
い
住
ま
いが
望
ま
れ
て
い
る
。
建
築
資
金
の
融
資
制
度
で
は
利
用
し
易
い
金
利
で
貸
し

出
さ
れ
、
税
制
上
の
優
遇
措
置、
住
宅
手
当
の
支
給
な
ど
で、
建
築
が
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

本
町
で
は、
公
営
住
宅
建
築
が
年
次
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
併
せ
て、
個
人
住
宅
に
お
い
て
も
老
朽
化
し
た
住
宅
の
改

善
・
改
築、
新
し
い
土
地
の
取
得
と
造
成も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
いる
。
近
年
の
町
営
住
宅
状
況
に
つ
いて
は、
第
七
編
第
四
章
第
一

節
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2
生
活
機
器
の
普
及

概
況

め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
に
よ
り、
家
庭
生
活
の
利
便
さ
を
求
め
て、
各
種
生
活
機
器
が
急
速
に
普
及
し
た。
具
体
的
な

統
計
資
料
の
な
いも
の
が
多
く
、
保
有
数
は
わ
か
ら
な
いが
、
互
いの
コミ
ュ
ニ
ケー
シ
ョ
ン
から
、
そ
の
利
用
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
化
製
品
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

通
信
関
係

電
話
機
(
プ
ッ
シ
ュ
ホン
・
コ
ー
ド
レ
ス
)、
携
帯
電
話
、
留
守
番
電
話
、
ポ
ケ
ッ
トベ
ル、
ファ
ク
シ
ミ
リ
等

情
報
関
係

第
一
章
生
活
実
態
の
推
移

四
二
七



四
二
八

第
十
編
生
活
・
宗
教

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ラジ
オ
(携
帯
用
も
)、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン、
ラ
ジ
オ
付
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー、

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス

ク
プ
レ
ー
ヤー
、
ワー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サー
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラと
デ
ッ
キ、
パ
ー
ソ
ナ
ルコ
ンピ
ュ
ー
タ
ー、
BS
放
送
受
信
機
、

ス
テ
レ
オ
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ンテ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
器
等

生
活
関
係

洗
濯
機
(
自
動
式
)
と
乾
燥
機、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫、
掃
除
機、
オー
ブ
ン
ト
ー
ス
ター
、
電
子
レ
ン
ジ
・
ミ
キ
サー
・
ジ
ュ
ー

サ
ー
等

学�:

一

�
・☆

NTIFAX LE

ファクシミリの導入 (平成7年4月・役場)

自
転
車
・
バ
イ
自
転
車
は
子
供
用
・
大
人
用
と
一人
一台
で、
子
供
は
遊
具
と
し
て

ク
・
乗
用
車

も
利
用
し
、
大
人
も
老
人
・
若
者
の
別
な
く
一
人
一
台
の
割
合
で
所

有
し
て
い
る
。
特
に
モ
ー
ター
バ
イ
ク
は
、
便
利
さ
か
ら
年
代
に
合
わ
せ
た
も
の
が
普
及

し
て
お
り
、
道
路
の
舗
装が
進
ん
だ
現
在、
一層
使
い
易
く
な
って
い
る
。

乗
用
車
の
普
及
も
め
ざ
ま
し
く
、
一戸
一
台
か
ら
社
会
人
の
い
る
家
庭
で
は、
専
用
の

車
を
持
って
い
る
。
そ
の
保
有
状
況
に
つ
い
て
は、
第
九
編
第
一
章
第
四
節
1
を
参
照
さ

れ
た
い。
現
状
で
は、
軽
自
動
車
・
貨
物
車
・
特
殊
用
途
車
等
を
含
め
る
と
、
本
町
の
保

有
台
数
は
平
成
六
年
末
で、
戸
数
一、
一九
一
戸
に
対
し
二、
五
九
一
台
で
あ
る
。
特
に

軽
自
動
車
は、
仕
事
用
と
し
て
便
利
な
た
め
利
用
数
が
多
く
、
次
表
の
よ
う
な
普
及
状
況

と
な
っ
て
い
る
。



第
一
章
生
活
実
態
の
推
移

四
二
九

平

六 五 四 三 二 元

六三
昭
六
二

種
別

三
三
三
!

三
三
九
ク

三
四
六
么

三
七
八
ク

四
〇
七
〃

四
一
一
ノ

四
三
〇
〃

四
五
〇
台

五〇
90以
下

二

二
三
ノ

一
八
ク

二
五
〃

三
一
ク

三
〇
〃

三
一
ク

三
六
〃

三
八
台

輪

一
六
〃

一
五
〃

一
七
〃

二
一
か

一
七
〃

一六
ク

一
八
〃

一
八
台

車

一二
五
20以
上

三
六
ク

三
三
ノ

三
一

ぐ

三
一
ノ

二
七
〃

二
一
ノ

一
七
ク

一六
台

8
以
下
)四
五
♪

三
七
ク

二
六
ク

一
七
ク

一三
ノ

一三
〃

二
〇
ノ

一九
台

乗
用
(
五
〇
〇

五
六
六
ク

五
二
九
ク

五
二
八
ル

五〇
五
ノ

四
七
五
ノ

四
八〇
〃

四
四
一
ク

四
二
三
台

自
家
用

貨
物
(五
〇
〇
60以
下
)

一
个

備
考

軽
自
動
車
普
及
状
況

(毎
年
三
月
末
現)

営
業

用二
ノ

二
台

年
九
〇
60以
下

一
二
五
60以
下



第
十
編
生
活
・
宗
教

第
二
章
風
俗
・
習
慣

一
般
風
俗
の
変
遷

第
二
節1
冠
婚
・
葬
祭

第
一
章
第三
節
1
で
述
べ
た
よ
う
に、
昭
和
六
十
一
年
に
設
定
さ
れ
た
「冠
婚
葬
祭
等
簡
素
化
実
践
目
標
」
に
基
づ
き
、
世
間
体
や
見

え
を
なく
し
て
、
冗
費
を
省
く
運
動
に
全
町
民
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
年
の
婚
礼
や
葬
礼
の
様
子
を
記
録
し
て
み
た
。

最近の結婚式(平成7年4月・秩父
別農業協同組合)

霊 柩 車 (平成7年9月)

四
三
〇

祭

壇 (平成7年9月・常楽寺)



第
三
章
文
芸
と
娯
楽

況

第
一
節
文
芸
活
動

1
概

近
年
は
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
機
械
が
導
入
さ
れ、
仕
事
の
能
率
化
と
時
間
の
ゆ
と
り
が
生
じ
、
経
済
的
にも
精
神
的
に
も
、
余
裕
が
も
て

る
よ
う
な
時
代
と
な
っ
た。
従
前
か
ら
、
忙
し
い
中
にも
生
活
に
潤
い
と
楽
し
み
を
与
え
てく
れ
る
も
の
と
し
て
、
文
芸
活
動
が
続
け
ら

れ
て
き
た
が
、
現
在
の
生
活
に
お
い
ても
、
時
代
に
合
わ
せ
た
様
式
に
活
動
を
変
化
さ
せ、
消
長
を
く
り
返
し
、
姿
を
変
え
て
多
様
化
し

な
が
ら
、
町
独
自
の
文
化
が
発
展
し
て
き
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は、
第
六
編
第
四
章
第
二
節
を
参
照
さ
れ
た
い。

第
二
節
趣
味
・
娯
楽

1
行
事
と
集
い

年
中
行
事
伝
統
と
し
き
た
り
に
よ
っ
て、
い
つ
と
は
な
し
に
地
域
に定
着
し
、
一年
の
節
目
や
楽
し
み
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
各
種
の
行
事
や
集
いも
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
様
相も
内
容
も
変
化
し
、
季
節
感
を
味
わ
う
も
の
、
新
し
い
時

第
三
章
文
芸
と
娯
楽

四三
一



四三
二

第
十
編
生
活
・
宗
教

代
に
添
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
のが
、
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
催
事
は、
住
民
中
心
か
ら
広
く
他
の
町
(中
に
は
外
国
の

国
)々
から
参
加
す
る
も
の
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
屯
田
祭
り

は、
一大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

近
年
の
代
表
的
な
祭
り
・
イベ

ン
ト
に
は、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

主
な
年
間
行
事

〇
六

月

T
レストラン

ちっぷフェスティバル(平成6年6月・ゆう&ゆ広場)

ち
っ
ぱ
フ
ェ
ステ
ィバ
ル
(ゆ
う
&
ゆ)広
場
)

こ
の
催
事
は、
古
く
昭
和
四
十
四
年
五
月
十
一日
、
観
光
協
会
が
主
催
し
て
滝
の
上
公

園
開
き
と
し
て
始
ま
っ
た
のが
初
ま
り
。
と
こ
ろが
食
品
管
理
上
問
題
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

へ
滝
の
上
隧
道
工
事
が
始
ま
り
、
五
十
九
年
、
会
場
を
フ
ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
移
し
、
名
称
も
「
公
園
ま
つ
り
」
に
改
め
た。
六
十
一
年
に
は
更
に
町
花
の
つ
つじ
に

因
ん
で
、
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」
と
改
称
し
た
。

一方
、
六
十
二
年
商
工
会
は、
商
工
業
の
振
興
と
活
性
化
を
目
ざ
し
て、
一丁
目
道
路

を
通
行
止
め
し
、
秩
父
別
で
は
初
め
て
の
歩
行
者
天
国
と
し
て、
六
月
相
馬
祭
に
合
わ
せ

て
第
一
回
「
お
祭
り
広
場
」
を
開
い
て
き
た
。
平
成三
年
に
な
っ
て
前
記
「つ
つ
じ
ま
つ

り
」
の
時
期
と
が
近
い
こ
と
、
主
催
者
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
予
算・
実
行
委
員
の
確

保
、
会
場
が
狭
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
「お
祭
り
広
場」
と
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」
を
合
併
し
、

「チ
ップ
商
工
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル」
と
し
た。
さ
ら
に
四
年、
お
祭
り
広
場
と
通
算
し
て

第
六
回
目
の
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル
を
、
秩
父
別
町
の
イ
ベ
ン
トと
す
る
こ
と
に
し
て
『ち
っ



ぷ
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル』
と
改
称
し
た
。
た
ま
た
ま二
年
四
月
に
「秩
父
別
温
泉
ゆ
う
&
ゆ
」
が
開
館、
広
場
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
の

で、
三
年
六
月
開
催
か
ら
は
会
場
を
温
泉
広
場
と
し
、
町
民
参
加
に
よ
る
代
表
的
な、
ま
つ
り
行
事
と
な
って
い
る
。

〇
七

月
町
民
運
動
会
(
秩
父
別
町
営
陸
上
競
技
場
)

平
成
六
年
七
月
三
日、
第
四
十二
回
町
民
運
動
会
を
開
催、
主
管
は
町
体
育
協
会
で
あ
る
。
一三
の
町
内
会
を
A
・
B
のニ
ク
ラ
ス
に

分
け
て
、
暑
さ
の
中、
町
民
こ
ぞ
っ
て
有
意
義
な
一
日
を
過ご
す
日
と
して
、
定
着
し
て
い
る
。
な
お、
第
六
編
第三
章
第二
節1
も
参

照
さ
れ
た
い
。

〇
八
月

秩
父
別
と
ん
で
ん
ま
つ
り
(イ
ベ
ン
ト
広
場
・
陸
上
競
技
場
)

昭
和
五
十
三
年
第
一
回
と
ん
で
ん
ま
つ
り
を
始
め
て
か
ら
、
平
成
六
年
で
第
十
七
回
目
を
迎
え
た
。「
屯
田
兵
の
不
撓
不
屈
の
精
神
を

後
世
に
引
き
継
ぎ
、
よ
り
豊
か
で
活
力
の
あ
る
郷
土
の
発
展
を
目
指
し
、
町
民
相
互
の
連
帯
感
の
強
化
に
寄
与
す
る
。」「
町
民
が
参
加
し

て
楽
し
い、
見
て
楽
し
い」
を
テ
ー
マ
に、
誰
も
が
楽
し
め
る
お
ま
つ
りと
し
て
き
た。
平
成
六
年
は、
開
基
百
年
の
記
念
すべ
き
年
で

あ
り
、
秩
父
別
を
歴
史
的
に
捉
え
た、
祭
り
と
な
る
よ
う
計
画
・
実
行
さ
れ
た
。
祭
り
の
実
行
委
員
長
は
町
長
が
主
宰
し
、
祭
り
の
本
部

は
町
民
の
代
表
者
に
よ
る、
四
部
会
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
を
き
め、
行
事
を
行
っ
た
。

恒
例
の
と
ん
で
ん
祭
り
は、
毎
年
八
月
第
一
土
・
日
曜
日
に
開
か
れ
る。
行
事
内
容
は、
毎
年
多
少
変
更
さ
れ
る
が、
開
基
百
年
の
と

ん
で
ん
祭
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
は、
次
のよ
う
に
な
って
い
る
。

と
ん
で
ん
祭
り
二
日
間
の
祭
り
の
概
要

月
日
時一八、00～

一九、00 間
行

と
ん
で
ん
祭
り
パ
レー
ド

屯
田
兵
仮
装
、
ふ
る
さ
と
お
ど
り
(三
〇

事
所

市
街
地
一
周

役
場
前
出
発

場

第
三
章
文
芸
と
娯
楽

四
三
三



四
三
四

(日
曜
日
)

八
月
八
日

(土
曜
日)

八
月
七
日

11.00～一八、00

11'00 ～
111.00

一九、00

当
ゲ
ー
ム

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ベ
ッ
味

野
菜
重
量
当
ク
イ
ズ
、
生
卵
キ
ャ
ッ
チ

ジ
カ
セ、
車
用
液
晶
≧
、
丸
太
早
切
競
走、

コ
ン
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
招
待
、
20ラ

ビ
ンゴ
ゲ
ー
ム
景
品
、
スー
パ
ー
フ
ァ
ミ

そ
の
他

販
売
(出
来
た
て
)

採
れ
た
て
野
菜
の
格
安
販
売、
笹
だ
ん
ご

地
場
産
農
産
物
販
売

れ
も
三
〇
〇
8
)

肉
ま
つ
り

ビ
ー
ル
パ
ーテ
ィ

で
五
千
円
、
親
子
む
か
で
一
万
円

賞
金
額
一
二
〇
万
円
、
優
勝
男、
女
各
一

五
万
円
+
副
賞
六
万
円
相
当
、
子
供
む
か

全
道
む
か
で
競
走
大
会

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤー
、
花
火
大
会

人
五
〇
〇
円
、
小
人
一〇
〇
円
)、
キ
ャ

(一、
〇
〇
〇
円
)、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
(大

も
ち
ま
き
(三
俵
)、
ビ
ー
ル
飲
み
放
題

(ち
っ
ぱべ
つ

ゆ
横)

温
泉
ゆ
う
&

(ち
っ
ぷ
べ
つ

お
ま
つ
り
広
場

ゆ
横
)

温
泉
ゆ
う
&

(ち
っ
ぷ
べ
つ

町
営
陸
上
競
技

ゆ
横
)

温
泉
ゆ
う
&

お
ま
つ
り
広
場

秩父列とんでんまつリバムド

とんでんまつりパレード (平成6年8月・役場前)

第
十
編
生
活
・
宗
教○
人
)、
山
車、
子
供
み
こ
し

～10.00
前
夜
祭

羊
肉
六
〇
〇
円
、
牛
肉
八
五〇
円
(い
ず



第
三
章
文
芸
と
娯
楽

第1回大学駅伝 スター ト地点
(平成6年9月・陸上競技場)

北育ち元気マラソン ゴールは目前
(平成5年9月・陸上競技場入口付
近)

〇
九
月

北
育
ち
元
気
マ
ラ
ソ
ン
(秩
父
別
町
営
陸
上
競
技
場
)

第
一
回
目
は
、
平
成
四
年
九
月
十
三
日
秩
父
別
町
営
陸
上
競
技
場
を
会
場
と
し
て、
J
A

ち
っ
ぱ
べ
つ
が
主
催
し
、
秋
風
を
う
け
収
穫
前
の
田
園
の
周
囲
を
、
"貴
方
と
私
の
交
流
’
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
消
費
者と
生
産
者
の
交
流
の
場
、
と
し
て
行
わ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
あ

る
。
種
目
に
は、
三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ルと
五、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
が
あ
り
、
し
か
も

自
己
宣
言
タ
イ
ム
に
よ
り
クラ
ス
編
成
が
な
さ
れ、
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
出
場
者
は
宣
言
タ

イ
ム二
〇
分
以
内、
五
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
宣
言
タ
イ
ム三
〇
分
以
内
で
走
れ
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
い
る
。
募
集
人
員
も
「
き
ら
ら
3
9
7
」
に
因
み三
九
七
名
で
締
め
切
ら
れ
る。

結
果
は
、
実
力
点
・
正
確
点
・
運
勢
点
の
総
合
点
で
順
位
が
決
ま
る
と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
方

法
で
決
定
し
、
一～
三
位
と
敢
闘
賞
・
技
能
賞
が
男
女
別
に
贈
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ト
ロ

フ
ィー
・
副
賞
の
他
に、
特
別
賞
と
し
て
地
元
特
産
物
が
、
二〇
名
に
授
与
さ
れ
る
。
全
道
各

地
か
ら
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
平
成
六
年
で
第三
回
目
の
大
会
を
終
了
し
た
。

全
道
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
・
北
海
道
学
生
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

〇
九

月

(秩
父
別
町
営
陸
上
競
技
場
)

札
幌
市
の
河
川
敷
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
大
会
を
一
般
道
路
を
使
う
本
来
の
駅
伝

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
、
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
行
事
に
組
み
込
み、
平
成
六
年

九
月
二
十
五
日
第
一
回
(通
算
第
六
回)
を
開
催
し
た
。
秩
父
別
町
営
陸
上
競
技
場
を
発
着
地

と
し
て
、
道
知
事
杯
第
六
回
全
道
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
と
道
教
育
長
杯
第
一
回
全
道
大

四
三
五



四
三
六

第
十
編
生
活
・
宗
教

学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
を、
男
子
八
区
間
(一
〇
一
・三
九
五
キ
ロ)、
女
子
六
区
間
(三
七
・
六
九
五
キ
ロ)
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
た
。
本
大
会
は
関
係
者
の
理
解
と
協
力
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
連
盟
で
は
、
「本
道
の
大

学
陸
上
長
距
離
にと
っ
て、
大
き
な
拠
点
を
得
まし
た。」

と
、
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

〇
十

月
イ
ン
ター
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(秩
父
別
町
交
流
会
館
)

第
一
回
目
は、
平
成
三
年
十
月
二
十
三
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
町
教
育
委
員
会
と
A
E
T
北
海
道
支
部
会
(語
学
指

導
等
を
行
う
外
国
青
年
の
会
)
の
共
催
で
開
か
れ
た。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
目
的
は
、
諸
外
国
の
生
活
・
文
化
に
接
し
、
外
国
青
年

と
町
民
が
語
り
合
い、
理
解
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て、
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
時
代
へ
向
か
っ
て
、
広
い
視
野
を
育
て
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
初
回
目
は
、
イ
ギ
リ
ス・
カ
ナ
ダ
・
ア
メリ
カ
等
九
か
国
三
五
名
の
外
国
青
年
が
集
合
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
を
紹
介
す
る
観
光
パ
ネ

ル
や
パ
ン
フ
レ
ット
、
紙
幣
・
V
T
R
の
コ
ー
ナ
ー
、
食
べ
物
の
紹
介
、
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ
れ、
互
い
に
片
言
で
は
あ
る
が
万
国
共
通

の、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
、
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ンを
図
る
姿
は
、
これ
ぞ
国
際
交
流
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
年
参々
加
国
数
や人

数
も
増
え
て
、
平
成
六
年
に
四
回
目
を
迎
え
た
が
、
四
年
十
二
月
に
交
流
会
館
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
こ
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
お

茶
会
・
お
華
会
・
書
道
の
会
・
秩
父
別
太
鼓
等
の
日
本
文
化
の
交
流
会
へと
、
内
容
も
よ
り
充
実
さ
れ
た
も
のと
な
っ
て
い
る
。
な
お
第

五
編
第
三
章
第
一
節
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。

趣
味
・
同
好
の
集
い
第
六
編
第
三
章
第
二
節
お
よ
び
同
第
四
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に、
文
芸
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
等
同
好
の
人

び
と
が
数
多
く
の
、
集
い
を
作
っ
て
活
動
し
て
お
り、
詳
し
く
は
該
当
部
分
を
参
照
さ
れ
た
い。

な
お、
文
化
連
盟
加
盟
の
ち
く
し
神
楽
獅
子
舞
保
存
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
、
瀬
戸
大
橋
博
覧
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
出
演
、
伝
統
の
舞
い
を
勇
壮
に
披
露
し
て
喝
采
を
浴
び、
香
川
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。



-+○年日年の輝く軌跡未来へ伸びる

オンコの剪定作業(平成6年6月・役場前庭)

園
芸
ク
ラ
ブ
趣
味
・
同
好
の
集
い
の
中
で、
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
地
道
な
活
動
を

続
け
て
い
る
秩
父
別
町
園
芸
クラ
ブ
の
努
力
は、
評
価
が
高
い。
自
然

の
美
し
さ
を
大
切
にし
、
花
木
を
愛
す
る
こと
か
ら
、
創
作
す
る
楽
し
さ
と
趣
味
を
通
じ

て
喜
び
を
共
にし
て
い
る
こ
の
グ
ルー
プ
は、
緑
化
運
動
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
樹
木
・
草
花
の
手
入
れ
等
の、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
にも
加
わ
り、
町
を
あ
げ
て

の
自
然
美
豊
か
な
町
づく
り
に
貢
献
し
て
い
る。
現
在
会
長
向
井
盛
義、
副
会
長
沼
田

次
雄
・
栗
岡
初
で
あ
る
。
事
務
局
は
役
場
産
業
課
内
に
置
か
れ
て
い
る
。

第
三
章
文
芸
と
娯
楽

四三
七



第
十
編
生
活
・
宗
教

第
四
章
宗

教

第
二
節
神
社
と
教
会

1
神

�

道

秩父神社鎮座100年記念大祭(平成
6年6月25日・祝賀会農協)

こ
の十
年
間、
祭
神
・
祭
事
は
従
来
と
ほと
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
が、
時
代
の
流
れ、
世

代
の
交
代
な
ど
で
信
仰
者
が
減
少
し
、
御
神
体
を
本
社
に
返
納
し
た
も
の
も
あ
り
、
中
に
は

個
人
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
り
、
高
齢
者
の
集
ま
り
の
中
で
、
細
と々
祭
事
の
行
わ
れ

て
い
る
も
の
な
ど
も
あ
る
。
し
か
し
大
部
分
は
、
生
活
の
節
目
、
町
民
の
年
中
行
事
、
楽
し

み
の
場
と
し
て、
次
の
世
代
に
継
承
さ
れ
て
祭
事
が
催
さ
れ
て
き
て
い
る
。
各
神
社
の
十
年

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
次
表
の
よ
う
で
あ
る
。

四
三
八



第
四
章
宗

教

宣教宗
教 教

宗
教
法
人
出
雲

伏
見
稲
荷

教
会
所

黒
住
教
秩
父
別

教
会

天
理
教
筑
志
分

秩
父
神
社

神
社
・
教
会

をな 日管続を昭
もく死者け開和
っ ‘去がて設二

名
余
り

変わ
り
な
し

余を国毎せ天毎
り行一年て理年
う斉五 ‘教一
の月観本月

文舞一賀ホ奉六場・本築成座平
化へ ‘会|祝年新新殿工 ‘百成財昭一挙ル大六設社内事同年四
に五八行に祭月公務部 五記年
指一四氏てをニの所お
定町名子記執五 h増よ他

伏月主一三年荷 一 き曜者参・ が無筑一式・金 築屋
見一管二代間宣 三し日募拝十

○ん ‘集と月
有形紫町典農座工・根

稲三者月目守教
荷日が六主り所

名民獅住・協百 ‘駐己
俗子民祝大年同車修御改結鎮名一全 併に四

代
山
崎
朝
義

五
代
金
山
徳
美

歴
代
神
職

恵
|
平
三
・
一二
・
六
死
去

信
徒
数
二
〇
六
代
木
村
博
俊
副
高
松
保
一

昭
四
八
～
現
在

昭
五
二
・
四
～
現
在

そ
の

他

月美
社
務参

事
施工、記

念
事
業
(御

記
念
事
業
奉
賛
会
結

年
七
月
秩
父
神
社
鎮

(昭
六
〇
～
平
六
・
三
・
三
一)

十
年
の
歩
みて同 。平きし七

四̀そ成た ‘年
京年の三が四に
都五後年 ‘〇稲

信一第光部・
徒ひ三希大四
数の 日望祭月 ーの一数念行日 新び

三
代
水
谷

四
三
九



第
十
編
生
活
・
宗
教

滝の上神社 (平成2年新造)

拓
魂
の
社

金
刀
毘
羅
宮

水
天
宮

滝
の
上
神
社

相
馬
交
通
神
社

稲
荷
神
社

名
余
り

変
わ
り
な
し
崇
敬
者
二
〇

名造祭神日しあ化年前
余営も殿いてりが頃町
りで行を開 .
つあわ新基平」 ご鳥に
平るれし百成 し居よ
六 たく年六 こく ・る
•崇 造を ニな御と
八敬三営記 年 り堂昭
現者度 ‘念ハが の和
在五目造し月経建老四
「○の営て五過と朽七

四六
六
名(平
六
・
四
現
在)

父
別
土
地
改
良
区
組
合
員

変
わ
り
な
し

○
名
余
り

獅
子
舞
が
有
名
氏
子
数
三

平
成
二
年
神
殿
新
築

住
民
一

変
わ
り
な
し
氏
子
数
町

一
八
四
名

名
余
り

変
わ
り
な
し
崇
敬
者
六
三

後
閉
所
と
な
る

神
社
に
御
神
体
を
返
納、
以

社
長
原
田
森
成
氏

原
田
建
設
工
業
会
社

大株式

" 11

秩
父
神
社
神
職

寄
進
者

四
四〇

p
m

新造された金刀比羅宮 (平成6年6月・
3条3丁目)

越
中

" "
崇
敬
者
秩



2
地
神
宮
他

平
成
二
年
か
ら
農
業
経
営
の
近
代
化
を
図
る
た
め、
農
村
自
治
区
割
の
再
編
が
行
わ
れ、
こ
れ
に
伴
い
従
来二
七
区
か
ら
な
っ
て
い
た

も
の
が、

一二
の
区
割
に
整
理
統
合
さ
れ、
農
業
生
産
組
合
体
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果、
各
区
で
祀
ら
れ
て
い
た
地

神
宮
も
、
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
も
の、
統
廃
合
さ
れ
た
も
の
な
ど
生
じ
た
が
、
そ
の
状
況
は
次
表
の
よ
う
に
な
って
い
る
。

第
四
章
宗

教

東 東
栄

東
光
生
産
組
合

新
生
産
組
合
名

設

" "

置

7 4
.
5
.
6

2
.
3

1 旧
生
産
組
合
名

者

変
わ
り
な
し

変
わ
り
な
し

変
わ
り
な
し

変
わ
り
な
し

場

所
従
来
ど
お
り

に
新
築
(平
四
・
一

条
東
通
り
旧
会
館
跡
曲

事
を
行
う
。
会
館
は
七

従
来
ど
お
り
別
々
に
祭

地 地 ら で三
神神はの祀区
宮 と二でり生
で合区 拝 産
祭祀生平石組
事し産成は合
を ‘組五なは
行そ合年か掛
うののか っ軸

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
)

同
伴
で
直
会
(日
の
出
生
産
組
合

春
と
秋
の
地
神
祭
後
、

沿

革

11 "四
四
一

" "

維
持
・
管
理
は
新

備
考

協
栄
北

●
一
)



南生産組合地神宮 北部生産組合地神宮

こ

協栄南生産組合地神宮

南 中
央
西

北
部

協
栄
南

" "1

12 11 10 8

27 16 9

17

一
条
五
丁
目

会
館
の
西
側

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

変
わ
り
な
し

六
条
三
丁
目

テ
ィ
会
館
前

北
部
コ
ミ
ュ
ニ

五
条
一
丁目

協
栄
南
会
館
前

合
祀
祭
を
行
う
。
旧
一

議
、
三
年
八
月
二
五
日

宮
も
こ
の
方
向
で
協

産
組
合
が
統
合
。
地
神

日
旧
一
二
・
二
七
区
生

平
成二
年一二

月
一
九

の
剝
離
の
修
復
を
し
た

平
成
三
年
に
拝
石
と
台

深員にをれ一

二・
一

秩
父
神
社
に

る
。
他
の
二
拝
石
は
、

日
十
区
の
も
の
を
和

区
の
も
の
で
、
手

移
転
し
、
台
石
W
1

宮
も
合
併
、
現
在
地
に

三
・
一
二
・
一)、
地
神

テ
ィ
会
館
を
建
築

し、
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

旧
三
生
産
組
合
が
統
合

父生な併をれら平
神産る ‘もた生成
社組 協 っ °産三
に合な栄て五組年
返のお南地年合一
納拝 地̀神九統月
す石旧神宮月合一
るは九宮も吉が日
秩区と合日さか産

組
合

維
持・
管
理
は
生

に産維 事行人維
組組持 もい単持
合合・ 行 位̀•
員長管 う春で管
全を理 °秋交理
員中は の替は
心生 祭で五

第
十
編
生
活
・
宗
教

四
四
二

"

る集組う生一二社の一・

ま合 産日・に二り員春組よ吉返拝
‘と秋合り日納
親家ので統一へ
交族祭祭合四平 ‘祀は三に神平ニ合

中石
は

(平



第
四
章
宗

教

西栄生産組合 新盛生産組合地神宮

筑
柴

西
栄

新
盛

屯
田

" " "1

22 2118

14 13

23 19 15

24 20

●
変
わ
り
な
し

二
条
八
丁
目

テ
ィ
会
館
前

西
栄
コ
ミ
ュ
ニ

三
条
五丁
目

テ
ィ
会
館
横

新
盛
コ
ミ
ュ
ニ

変
わ
り
な
し

生
産
組
合
は、
旧
五
地

にと祀はし一四と組平
返の り旧合九年に合成
納拝新一祀区一なが五
さ石したと会二り統年
れはく区な館月 ‘合に
る秩建のる前一地さ旧
父立も °に日神れ四
神 ‘の拝移に宮る生
社あを石転旧はこ産

は二年宮こが四数
行テかのれ統

従
来
ど
お
り

夫い祭こしと区と二
わィら合に合一
れ会は祀合、五
る館新とわ平区
地盛なせ四生
でコるて・ 春 存念の旧地
祭 ミ °地 ご秋す碑ま二神

て行のるとま七宮維
持
・
管
理
は
従

春
秋
の
二
回
祭
事

産
組
合

維
持・
管
理
は
生

回祭〃

祭
事
は
春
秋
の
二

"

.11 "

事̀とてしのし区
同直はに旧 ‘拝ての
ミーな地開石祀拝

ではあるで拓は り石地 ○保記そ を

事 ュ五神～

数
減
少
に
よ
り
旧
一

会
館
建
築。
そ
の
後
戸

日
新
盛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

昭
和
六二
年
一二
月
一

四
四三



第
十
編
生
活
・
宗
教

25
26

日は行れそ区
に平わののが
改成れ旧ま統
造四て区ま合
し年い毎 で 、
た一 るに ‘地

°祭そ神
月会事れ宮
一館はぞは

来
と
同
じ

四
四
四

第
三
節
寺
院
と
祠
堂

1
現

況

日
常
の
心
の支
え
の
一
つ
と
し
て
求
め
て
き
た、
仏
教
に
対
す
る
信
仰
心
は
、
現
在
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
や
や
も
す
る

と
豊
かで
多
彩
な
生
活
が
、
心
を
希
薄
に
し
が
ち
で
あ
り、
将
来
を
担
う
青
少
年
の
頃
か
ら
、
宗
教
的
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
各

寺
院
は
社
会
教
育
活
動
の一
環
と
し
て
、
宗
教
の
場
を
提
供
し
て
、
土
・
日
曜
学
校
・
書
道
塾
・
絵
画
教
室
・
音
楽
会
等
を
催
し
て
取
り

組
ん
で
い
る。
な
かで
も
、
善
性
寺
に
設
立
さ
れ
て
い
る
「丸
木
位
里
・
俊
夫
妻
の
美
術
室
」
は、
特
異
な
存
在
と
し
て
人
々
の
関
心
を

集
め
て
い
る
。

宗
教
法
人
善
性
寺
丸
世
界
的
に
著
名
な
「
原
爆
の
図
」
を
制
作
し
、
人
の
生
命
の
尊
さ
と
世
界
平
和
へ
の
願
い
を
、
訴
え
て
き
た
丸

木
位
里
・
俊
美
術
室
木
夫
妻
の
美
術
室
で
あ
る
。
昭
和二
十
年
八
月
六
日
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
直
後、
夫
妻
は
広
島
に
入

り
苦
し
む
人
を々
目
の
あ
た
り
にし
、
そ
の
惨
状
を
三
五
年
間
か
け
て
、
一五
部
の
「原
爆
の
図
」
と
し
て
制
作
し
た
。
平
成三
年
来
道

の
際、
善
性
寺
の
広
間
書
院
が
新
築
さ
れ
た
の
で、
新
し
い
作
品
の
制
作
と
「
一
九
九二
・
原
爆
の
図
」
と
題
し
た
大
屏
風
画
を
収
納
し



た
。美
術
室
と
美
術
品
美
術
室
五
〇
・
収
蔵
室
一〇

・
ロ
ビ
ー
二
五
の
規
模
で
、
「原
爆
の
図
」
一点
、
「屏
風
画
」
「
龍
虎
」「
地

獄
極
楽
」
の三
点
、「
地
獄
シ
リ
ー
ズ
」
一〇
点
、
水
彩
・
水
墨
画
と
し
て
「風
景
」
「
仏
画
」「
花
」
な
ど
色
紙
画
・
油
彩
画
等

数
点

鑑
賞
訪
問
者
の
状
況
年
間
お
よ
そ
一、
〇
〇
〇
人
。
札
幌・
旭
川
等
道
内
各
地
を
は
じ
め、
そ
の
他
遠方
から
の
訪
問
も
多
い。

そ
の
他
丸
木
夫
妻
作
の
絵
本
、
原
爆
の
図
の
写
真
集、
野
焼
陶
芸
家
猪
風
来
の
作
品
等
も
展
示
。
年
間
を
通
し
て
開
室
。

林林姐姐
善
性
寺
美
容室

善性寺美術室入口

地獄と天国

四
四
五

松木っーナ

絵 本

第
四
章
宗

教 祝総
代
一同

善
性
寺

丸木美術館開
館



第
十
編
生
活・
宗
教

各
寺
十
年
の
歩
み
町
内
五
寺
の
十
年
間
の
歩
み
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

寺
院
・
祠
堂

十
年
(昭
六
一ー
平
六
)
の
歩
み

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
敬
園
で
仏
教
会
五
か
寺
に
よ
り
輪
番

で
隔
月
毎
に
法
話
会
を
行
う
(昭
五
八
年
以
後
)。
更
に
町
高

齢
者
学
級
に、
年
一
回
講
話
活
動
も
行
っ
て
い
る。

常
楽
寺

(大
師
堂)

大
聖
寺

(昭
和
五
九
年
七
月、
会
館
一
五
坪・
廊
下
一
五
坪
を
改
修
し

て
広
間
(会
館)
二
二
・
五
坪
と
し
た
。

・
金
剛
講
(ご
詠
歌)
修
行

・
大
師
堂、
昭
和
六三
年
四
月二
〇
日
解
体

信
者
が
減
少
し
、
御
堂
も
老
朽
化
し
た
た
め
、
本
尊
「弘
法

大
師」
像
を
大
聖
寺
に
移
す
。

・
昭
和
六
〇
年
庫
裡
の
一
部
を
増
改
築
し
、
総
坪
数
一
一二
坪
|
四
代
赤
松

央

訂
正
・
一六
七
五
ペー
ジ
一
二
行
目…
…
に
本

堂
内
装
を
手
が
け
、
本
堂
欄
間…
…
と

続
く

補
足
・
一六
七
六
ペ
ー
ジ二
行
目
「注
い
だ
。」

の
あ
と
に
「昭
和三
十
五
年三
月二
十

四
日
病
没
し
た
」
と
挿入

・
同
頁
四
行
目
「
完
成、
」
の
あ
と
に

「親
鸞
聖
人
七
百
回
大
遠
忌
、
蓮
如
上

人
四
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
を
奉
修
す

る
」
を
追
加

前
町
史
の
訂
正

・
説
教
所
創
設
者
大
山
秀
顕
法
師
の
後
に

佐
伯
快
筌
・
田
内
宗
慶
・
澁
谷
隆
英
と

寺
号
公
称
後
山
下
圭
弾
法
師
と
引
継
が

れ
る
壇
信
徒
(含
信
者)

一七〇
戸
と

訂
正

特
記
事
項
な
し

四
四
六

歴
代
住
職

四
代
山
本
常
信
前
町
史
の
訂
正
と
補
足

そ

の

他

四
代
山
下
圭
司

・
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秩
父
別
第
一
団
結
成



善性
寺

と
な
る
。

して
い
る
。

・
年
中
行
事
‒‒毎
年
七
月
音
楽
会
、
ビ
ー
ルパ
ー
テ
ィ
を
開
催

顕
彰
詩
碑
(四
詩
人
)
建
立
(平二
・
一
一・
吉
)

四
代
金
倉
泰
賢
特
記
事
項
な
し

で
行
う
こ
と
と
な
る
。

戦
没
者
追
弔
会
‒‒遺

族
会

太
子
祭
‒‒五
か
寺
仏
教
会

が、
平
成
元
年
か
ら

従
来
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
わ
れ
た

・
太
子
祭
・
戦
没
者
追
弔
会

高
徳
寺

大
光
寺

・
年
中
行
事
‒‒毎
年
六
月
観
音
例
祭
を
行
う
。

・
白
壽
ボ
ケ
封
じ
観
音
建
立
(平
三
・
六・
一)

四
代
梅
澤
大
観

活
動
を
行
って
い
る
。

・
善
性
寺
土
曜
学
校
の
名
称
で
、
第
二
、
四
土
曜
日
に
子
供
会

書
院
の
一
部
一
五
坪
が
丸
木
美
術
室
に
な
っ
て
い
る
。

た
庫
裡
・
広
間
・
書
院
の
総
坪
数
二
二
九
坪
と
な
る
。
な
お

・
平
成
三
年
広
間
・
書
院
一
一七
坪
を
新
築
し
、
本
堂
を
除
い

第
四
章
宗

教
四
四
七





特
集
編

秩
父
別
町
開
基
百
年

百年 の 輝 く 軌 跡 未 来 へ 伸 び る
秩 父 別町開 基100年 記 念式 典

開基100年記念式 ステージは清楚に 式典は厳粛に (平成6年6月30日撮影・スポーツセンター)





一拓
か
れ
て
百
年

平
成
六
年、
秩
父
別
町
は
開
基
百
年
の
意
義
ある
年
を
迎
え
た。
明
治二
十
八
年、
北
の
防
人
と
し
て、
開
拓
者
と
し
て
の
使
命
を

担
っ
た、
屯
田
兵
が
この
地
に入
り、
千
古
斧
鉞
を
知ら
ぬ
大
原
始
林
に、
開
拓
の
鍬が
入
れ
ら
れ
た
の
が
歴
史
の
始
ま
り
で
あ
る
。

以
来
百
年
と
い
う
広
遠
な
歳
月
の
な
か
で、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
受
け
持
っ
た
人
た
ち
に
よ
っ
て、
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
た
こ
の
美
し

い
豊
か
な
大
地
と
田
園
を
一
望
し
た
と
き
、
深
い
感
動
を
覚
え
る
と
同
時
に、
そ
の
偉
大
な
足
跡
に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
も
の
で

あ
る
。

ま
た、
こ
の大
き
な
節
目
を
し
っ
か
り
と
銘
記
し
、
新
し
い
世
紀
へ力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
す
と
き
で
も
あ
る
。

二
記
念
事
業
の
推
進

開
基
百
年
記
念

事
業
推
進
体
制
事
業
の円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め、
平
成
二
年三
月
に
「開
基
百
年
記
念
事
業
基
金
条
例」
を
制
定
し
、
百
年
の
意

義
を
ふ
ま
え
て
、
町
民
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ィア
を
募
集
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
百
年
に
ふ
さ
わ
し
い、
事
業
や
行

事
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
記
念
事
業
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
三
種
の
事
業、
す
な
わ
ち
1
記
念
式
に
伴
う
事
業、

2
町
の
中
を
整
備
す
る
事
業、
3
後
世
に
残
す
事
業
を
選
定
し
、
こ
れ
の
実
現
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

四
五
一



四
五
二

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

五
年
四
月
一
日。
総
務
課
に
開
基
百
年
記
念
事
業
担
当
の
係
を
置
き
、
五
月
十
一
日
に
は
事
業
の
推
進
と
住
民
の
意
見
を、
広
く
反
映

さ
せ
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
事
業
連
絡
会
議
を
設
置
し
た
。
こ
の
会
議
は、
町
特
別
職
と
住
民
の
代
表
で
あ

る
、
町
議
会
の
代
表
者
の
九
名
で
組
織し
た
。

開
基
百
年
記
念
事
業
基
金
条
例
平
成
二
年
三
月
十
四
日
条
例
第三
号

(設
置
)

第
一
条
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
地

方
自
治
法
(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
七
号
)
第二
四
一
条
の
規
定

に
よ
り
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
事
業
基
金
(以
下
「基
金」
と
い

う
。)
を
設
置
す
る
。

(基
金
の
積
立
)

第
二
条
基
金
と
し
て
積
立
て
る
金
額
は、
指
定
寄
付
及
び
歳
入
歳
出

予
算
の
定
め
る
額
と
す
る
。

第
三
条
基
金
に
属
す
る
現
金
は
金
融
機
関
へ預
金、
そ
の
他
最
も
確

(管
理
)

実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(益
金
の
処
理)

第
四
条
基
金
か
ら
生
ず
る
収
益
は、
一般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計

上
し
て、
こ
の
基
金
に
繰
り入
れ
る
も
のと
す
る
。

(委
任
)

第
五
条
この
条
例
に定
め
る
も
の
の
ほ
か、
基
金
の
管
理
及
び
処
分

に
関
し
て
必
要
な
事
項
は、
町
長
が
別
に
定
め
る
。

附
則

こ
の
条
例
は、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

開
基
百
年
記
念
事
業
連
絡
会
議
設
置
要
綱

平
成
五
年
制
定

(設
置
)

第
一
条
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
の

意
見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
秩
父
別
町
開
基
百

年
記
念
事
業
連
絡
会
議
(以
下
「
連
絡
会
議」
と
い
う
。)
を
置
く
。

(業
務
)

第
二
条
連
絡
会
議
は、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
項

に
つ
いて
協
議
す
る
。

(1)
開
基
百
年
記
念
式
典
に
関
す
る
こ
と



(二
)
そ
の
他
開
基
百
年
記
念
事
業
に
関
す
る
こ
と

(組
織
)

第
三
条
連
絡
会
議
は
、
町
長
、
助
役、
収入
役
、
教
育
長
及
び
住
民

の
代
表
で
あ
る
町
議
会
の
代
表
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

(定
数
及
び
任
期
)

第
四
条
構
成
員
の
定
数
は
九
名
と
し
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し、

構
成
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
補
欠
構
成
員
の
任
期
は、
前
任
者

の
残
任
期
間
と
す
る
。

(会
議
)

第
五
条
会
議
の
招
集
は
必
要
に
応
じ
町
長
が
行
い
、
町
長
が
座
長
を

連
絡
会
議
の
構
成
員
お
よ
び
事
務
局
員
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

開
基
百
年
記
念
事
業
連
絡
会
議
組
織
表

構
成
員大吉門早高後成

山澤間川崎藤

國 正正義
太

勇郎悟雄義博

議教収助町
" 育入
会長役役長

事
務
局高辻松務大高萩

鶴村本 西鶴野
氏

公成徳 章光正
名

人光一 允雄晴

記
念
事
業
係
長

総
務
課
長
補
佐

総
務
課
長

11 11

議
会

選
出
区
分

務
め
る
。

(庶
務
)

第
六
条
連
絡
会
議
の
庶
務
は、
総
務
課
開
基
百
年
記
念
事
業
係
に
お

い
て
処
理
す
る
。

(補
則)

第
七
条
この
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
連
絡
会
議
の
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
町
長
が
別
に定
め
る
。

附
則

こ
の
要
綱
は、
平
成
五
年
五
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

氏
名

選
出
区
分

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

四
五三



四
五
四

秩父別町開基100年百年の輝く軌跡未来へ伸びる
!"""""

庁舎屋上のスローガン (平成4年10月)

百
年
の
厚
く
教
育

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

作品を手に 柴田加奈子

三
各
記
念
事
業

1
記
念
式
に
伴
う
事
業

○
ス
ロー
ガ
ン
の
設
定

開
基
百
年
の
意
気
高
揚
を
願
い、
町
民
は
も
と
よ
り
遠
く
離
れ
た、
ふ
る
さ
と
会
員
に

も
呼
び
か
け
て
公
募
し
、
応
募
さ
れ
た
多
く
の
作
品
の
中
か
ら、
二
条
二
丁
目
在
住
の
柴

田
加
奈
子
の
作
品
「
百
年
の
輝く
軌
跡
未
来
へ
伸
び
る
」
を
選
定
し
た。

案
内
板
(塔
)
の
設
置

国
道
二
三
三
号
沿
線
に、
二
基
の
案
内
板と
庁
舎
屋
上
に
看
板
を
設
置
し
た。
看
板
は

高
さ
一
・
二
メー
ト
ル、
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
で、
塔
は
北
海
道
を
形
象
化
し、
白
を
基
調

に
三
色
で
彩
っ
た
高
さ
九
メー
ト
ル、
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル、
厚
さ
〇
・
四
五
メ
ー
ト
ル

の
木
製
の
も
ので
あ
る
。



特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

歡迎 、鐘 のなるまち べつ

歓迎アーチ (平成5年9月・スポーツセンター前)

HEKOOz

未
来
へ
伸
びる

百
年
の
輝
く
軌
跡

案 内 板 国道233号線
(平成4年8月・高等学校
付近)

歓
迎
ア
ー
チ

歓
迎
・
案
内
のア
ー
チ
を
、
町
道
一
丁
目
(ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
の
町
道
)

に
設
置
し
た。
全
体
は
セピ
ア
を
基
調
と
し
た
高
さ
九
・
五
メ
ー
ト
ル、
幅
一
四

メ
ー
ト
ルの
鉄
骨
造
り
で、
上
部
に
町
の
象
徴
で
あ
る
、
幅
一
メー
ト
ル
の
鐘
が

取
り
付
け
ら
れ
て
お
り、
左
右
に
周
辺
の五
つ
の
施
設
を
絵
サ
イン
で
表
わ
し
て

と
り
つ
け
た。
夜
に
は、
左
右
斜
め
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
の
明
か
り
で、
対
角
線
に

ラ
イ
ト
ア
ップ
し
て、
「鐘
の
な
る
町
ち
っぷべ

つ」
をPR

し
た。

2
町
の
中
を
整
備
す
る
事
業

秩
父
別
町
図
書
館

C

情
報
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
備
え
た
図
書
館
と
し
て、
平
成
四
年
十
二
月
一
日
開

館
し
た。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
隣
り
の
敷
地
に
総
工
費
二
憶三
、
七
七
二
万
円

を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
、
一部
二
階
建
の
施
設
で、
外
壁
に
は
未
来
を
夢
み
る
モ

ザ
イ
ク
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
詳
細
は
第
六
編
第
三
章
第三
節
5
を
参
照
さ
れ
た

い
。

四
五
五



特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

C
秩
父
別
町
交
流
会
館

交
流
ホ
ー
ルと
各
種
研
修・
講
座
・
会
議
等
に
利
用
す
る
建
物
と
し
て、
平
成
四
年
十
二
月
十

五
日
に
開
館
し
た
。
秩
父
別
温
泉
の
斜
め
向
い
に
、
セピ
ア
と
赤
を
基
調
と
し
た
色
彩
を
施
し
た

鉄
骨
平
屋
建
で、
工
費
は
一
憶
二
、
〇
八
三
万
円
で
あ
る
。
詳
細
は
第
五
編
第三
章
第
一
節2
を

参
照
さ
れ
た
い。

(
秩
父
別
町
ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ

平
成
五
年
十
二
月
十
九
日
オ
ー
プ
ン
し
た。
ふ
れ
愛
ゾ
ー
ン
21構
想
の
中
核と
し
て
、
四
季
や

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
スポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
土
間
式
。
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
世
代

を
こ
え
て
交
流
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
多
目
的
な
施
設
で
あ
る
。
外
壁
に
は
応
募
し
た
小
中
高
生

に
よ
る
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
建
物
の
周
囲
九、
ハ
三
二
平
方
メー
ト
ル
の
用
地
は、
多
目
的
運

動
広
場
(イ
ベ
ン
ト
会
場
)
と
し
て
利
用
で
き
る
。
陸
上
競
技
場
に
並
行
し
て
建
設
さ
れ、
総
工

費
は三
憶
九
、
〇
〇
〇
万
円
を
要
し
た
。
詳
細
は
第
五
編
第
三
章
第
一
節
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四
五
六

秩父別町交流会館 茶の湯 (平成6
年10月)

秩父別町図書館 ゆった りとした館内



特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

シンプルな姿に変った街
路灯 (平成6年8月)

ふれあいプラザ アリーナ(平成6年7月・2条1
丁目

ゲートボール場(平成5年10月・1条1丁目)

秩
父
別
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

平
成
五
年
八
月
二
十
八
日
オー
プ
ン
し
た。
町
道
一丁
目
沿

い
に
八
面
の
コ
ー
ト
が
造
ら
れ、
北
空
知
随
一
の
施
設
で
あ

る
。
九
、
四
五
四
平
方
メ
ー
ト
ルの
中
に
は、
芝
生
。
ト
イ
レ

を
設
備
し
、
総
工
費
は
四
、
五
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

街
路
灯
の
改
修

老
朽
化し
た
街
路
灯
一
八
一
基
を
撤
去
し
、
開
基
百
年
を
記

念
し
て
、
2
世
紀
に
躍
動
す
る
秩
父
別
町
の
テー
マ
「鐘
の
な

る
ま
ち
」
に
沿
っ
た、
鐘
形
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
灯
具
に
改
修
し
た
。
一灯
型
二

九
八
基
、
二灯
型
三
七
基
、
総
灯
数三
三
五
基
を、
平
成
四
年
に
着
工
し
て
六
年
ま
で

か
け
て
改
修し
、
総
工
費
一
憶
七、
二〇
〇
万
円
を
要
し
た
。

四
五
七



特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

3
後
世
に
残
す
事
業

C
百
年
記
念
塔

鉄
骨
造
り
で
、
塔
の
高
さ
は
開
基
百
年
に
合
わ
せ、
一〇
〇
フ
ィ
ー
ト
(三
〇
・
四
八
メー
ト
ル)
と
し
、
茶
色
と
白
色
を
基
調
と
し

た
色
彩
で
、
最
頂
部
に
は
直
径
一
・六
六
メ
ー
ト
ル、
高
さ
一
・
四
一
メ
ー
ト
ル、
重
さ二
・
八
一
五
ト
ン
と
、
国
内
最
大
級
の
オ
ラ
ン

ダ
製
の
洋
鐘
が
取
り
付
け
ら
れ
て
いる
。
この
ス
イ
ン
グ
ベ
ルは
銅
と
錫
製
で
、
その
音
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ制
御
に
よ
り
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
四
方
に
響
く
。
ま
た、
地
上
か
ら
二
七
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に、
設
け
ら
れ
た
展
望
室
か
ら
は、
秩
父
別
町、ば
か
り
で
な
く
隣
接
市
町

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
更
に
一
階
に
設
置
さ
れ
た、
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
で
も
、
そ
の
眺
望
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
夜
は
一

六
基
の
投
光
器
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ップ
で
、
北
空
知
随
一の
こ
の

記
念
塔
を、
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

着
工
は
平
成
五
年
六
月
三
十
日
、
同
年
十二
月
十
九
日
に
竣
功

し
、
総
工
費
は
二
憶
一、
五
七
五
万
円
で
あ
っ
た。
同
年
九
月
に

設
置
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
第
五
編
第三
章
第
一
節

2
を
参
照
さ
れ
た
い。

建設中の百年記念塔(平成5年10月
頃・ゆう&ゆ広場)

四
五
八



讃
歌
・
音
頭
の
制
作

平
成
五
年
十
二
月、
テー
マ
ソン
グと
し
て
「
鐘
の
な
る
ま
ち
」
と
「ち
っぷ
べ
つ
温
泉
音
頭」
(
踊
り
振
付
つ
き
)
の二
曲
が
制
作

さ
れ
た。
町
の
情
景
や
田
園
風
景
を
存
分
に
取
り
入
れ
た
詩
で、
開
基
百
年
を
記
念
し
、
町
の
文
化
財
産
と
し
て
、
次
世
代
に
残
そ
う
と

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
制
作
費
は
五〇
〇
万
円
で、
東
芝
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ、
歌
は
デ
ュー
ク
エ
イ
セ
ス
と
相
原
ひ

ろ
子
で
、
C
D
と
テ
ー
プ
の
二

種
類
で
記
録
し
た
。

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

秩父別町開基100年記念事業
イメージソング・温泉音頭発表会/祝賀コンサート

「鐘のなるまち」歌 デュークェイセス (平成6年
6月30日・スポーツセンター)

「ちっぷべつ温泉温度」歌 相原ひろ子 (平成6年
6月30日・スポーツセンター)

四
五
九



ふ 自季
れ 然節
あ との
う人恵
と がみ がし てろ映 よ 明時 が息 のい田よはど

な あ こえ る代 なづ 米ちで るこ
ろ溶野 りわ伸びる実 くを り くど 「開 か ま

弾創 ま口こい ふ拓 な で
き合山 す乗るよふの ん る す マろのる魂 月 も
ら っに せ 町ろる歌 で ン ちさ 日澄

秩めて 秩 て こさよ 秩 をと をみ
父 く 父 び と 父百 燃の
別 と 別 百 謳に 別 年 やこ

ろ

秩の
父 坂 前

下川
恒

滉慶

=100

きた の そら どこ まで も す み わ た る かぜ

5

はるかなつきひ を さ さや く よ ひろ が るい な だ かい た くだ ましい たたえ てつい

C

で ふ る さ と の だい ち にい の ち い の ち をもーやー す あ せ が

66

か が や く こ めど こ ろ あ あ ーい きづ く ロマン ひゃく ねん の かねが ーなり ま

2De

ベ n 2.あた きせ

5 D

つ の め ぐ み の に や ま ー に しぜん と ひ と が と け ー あ っ て ふれ

生

あ うと こ ろ きら め くとこ ろ ちっ ぷ べつ ちっ ぶ べ n

鐘
の

な
る

ま
ち

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

作作
編
曲詩

秩
父
別

年 う の す秩
父
別別

汗大讚広さ渡北
あ が地 えがさるの
あ輝に てるや風空

鐘 くい継稲く

0 子

Tp.

す ちっ ぷ べつ ちっ

四
六
〇

. De2.

若生つ豊夢槌新
あ さきつかを音し
あ 溢るじな呼がい

鐘 れ よが土ぶ

け に ませび

り



歌/ 相原ひろ子

作詞:大町志郎 作曲:山中 博 編曲:坂下 滉

魅
力
が
い
っ
ぱい

秩
父
别
温
泉

希
望
の
町
と
く
り
ゃ

北
海
道
ど
真
ん
中

ち
っ
ぶ

ち
つ
ぶ

ち
つ
ぶ

ゆう
ア
ン
ド
ゆ

花
と
み
ど
り
は
愛
の
素

空
の
青
さ
は
元
気
の
素
よ

屯
田
兵
と
く
り
ゃ

想
い
出
い
っぱ
い
秩
父
別
温
泉

あ
の
川
も

こ
の
丘
も

ち
っ
ぷ

ち
っ
ぷ

ち
つ
ぶ

ゆう
ア
ン
ド
ゆ

夢
を
あ
し
た
に
広
げ
よ
う

碁
盤
に
見
立
て

笑
顔
が
い
っぱ
い
秩
父
別
温
泉

キ
ン
コ
ン
カ
ン
と
く
り
ゃ

ち
っ
ぶ
べ
つ
ソ
レ

団
ら
ん
の
鐘
の
音
が

ち
っ
ぶ

ち
っ
ぷ

ち
っ
ぶ

ゆ
う
ア
ン
ド
ゆ

い
の
ち
生
き
い
き
米
ど
こ
ろ

君
の
頑
張
り

あ
な
た
の
努
力

し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
秩
父
別
温
泉

遊
ア
ン
ド
湯
と
く
り
ゃ

ち
っ
ぶ
べ
つ

ソ
レ

遊
ん
で
遊
湯
に
入
っ
て
湯

ち
っ
ぷ

ち
っ
ぷ

ち
っ
ぷ

ゆ
う
ア
ン
ド
ゆ

北
の
大
地
の
頬
染
め
る

朝
日
・
夕
日
が
色
鮮
や
か
に

ち
っぷ

ちっ
ぷ
ちっぶ

秩父
別
温
泉

ち
っ
ぷ
ちっ
ぷ
ちっ
ぷ
秩
父
別
温
泉

ゆ う - ろあ H か -

V

.

き た E だ い ち の ほ 子 め る

たっ ぷちっ ぶ ちっ ぶ ゆ うろん、どゆう あ そ ん でゆう ゆ にはいってゆう

ゆ うわんどゆ たく りち つぶ べつ (ソ レ) じ ー あ わ せ い っ ー はい

ちっぶべ つー おんせ ん きつぶきっぶ ちっぷ ちっぶ べつー お んせ

ん

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

四
六
一

ち
っ
ぶ
べ
つ

ッ
レ

ち
っ
ぷ
ち
っ
ぷ
ち
っ
ぶ
秩
父
別
温
泉

ち
っ
ぷ
ちっぷ

ちつぶ
秩父
別
温
泉

町
を
そ
っ
くり

ち
っ
ぷ
べ
つ

ソ
レ

あ さ ひ



特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

そ
の
他

4

百
祿
園
:
第
五
編
第三
章
第
一
節
3
参
照

百
年
記
念
之
碑
・
風
雪
之
碑
:
第
六
編
第
四
章
第
一
節
1
参
照

100th

B-2

平
成
工
事
先
生

★
心 開
基
10年

記
念

西
本
の
桜
と
點
�
未
来
へゆ
び
る

鮮茶100年記念塔

年賀はがき 平成6
年用3種

記念町勢要覧 (平成6年5月)

未 来へ託 すキー の伝達式

7.55.4
% ..

タイムカプセル
記念塔地下へ
(平成 6年12月22
日・スポーツ セン
ター)

「出合い」アルバム集
(平成6年12月)

記念バッヂ(平成5年) チー ベルくん 100年を啓
発 (平成5年)

四
六二



※
百
年
映
画
:(8

ミ
リ
)

※
百
年
記
念
ア
ルバ
ム
「出
会
い
」
の
発
刊
:
平
成
六
年
町
に
在
住
の
全
戸
家
族
写
真
。
A
4
判
四
一
四ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
写
真
集

※
百
年
記
念
町
政
要
覧
の
発
刊
:
開
基
百
年
の
歩
み
を
要
約
し
、
集
大
成
し
た
「耳
を
澄
ま
し
て
ご
ら
ん
」
A
4
判
四
〇
ペ
ー
ジ

総
カ
ラ
ー
写
真
の
要
覧

※
タ
イ
ム
カプ
セ
ル
埋
設
:
現
在
の
秩
父
別
の
姿
を
表
す
資
料
を
広
く
収
集、
記
念
塔
地下
に
埋
設
し、
五
〇
年
後
の
町
民
に
贈
る
。

※
秩
父
別
町
史
「
続
巻」
の
発
刊
:
開
基
九
十
年
を
記
念
し
て
発
刊
し
た
町
史
の
続
巻
と
し
て
、
百
年
ま
での
一
〇
年
間
の、
変
遷
を

収
録
し
た
も
の

※
そ
の
ほ
か、
公
園
・
並
木
・
記
念
の
杜
・
道
路
等
の
自
然
環
境
の
整
備
事
業

※
更
に、
百
年
記
念
の
啓
発
と
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
の
絵
葉
書
・
年
賀
葉
書
(平
成
六
年
用
)・
ワ
ッペ
ン
(チ
ー
ベ
ル
く
ん
)
町

民
章
(バ
ッヂ)・

屋
内
外
用
の
ぼ
り
等
も
作
成
し
た
。

四四
記
念
祝
賀
行
事

記
念
式
典
開
基
百
年
記
念
式
典
は、
平
成
六
年
六
月
三
十
日
午
前
十
時三
十
分
よ
り
、
フ
ァミ
リー
ス
ポー
ツ
セ
ン
ター
に
お
い

て、
内
外
約
五
百
名
余
の
来
賓
の
出
席
で
厳
粛
に
執
行
、
秩
父
別
町
二
世
紀
へ
の
出
発
を
祝
った
。

式
典
に
先
立
ち
、
町
役
場
前
庭
に
建
立
さ
れ
た
「
開
基
百
年
之
碑
」
の
除
幕
式
が
、
原
石
を
寄
贈
し
た
原
田
千
代
子
の
除
幕
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。
式
場
に
は
屯
田
兵
の
父
祖
の
地
で、
姉
妹
町
の
香
川
県
綾
南
町
の
関
係
者二
二
名
も
出
席
し
、
提
供
さ
れ
た
地
元
特
産
の
ア

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

四
六
三
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ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
の
花
が
ス
テー
ジ
を
飾
っ
た
。

式
は
プ
ロ
ロー
グ
に
「
秩
父
別
町
開
基
百
年
先
人
達
の
歩
み」
のビ
デ
オ
が
特
設
ス
クリ
ー
ン
に上
映
さ
れ、
こ
の
終
了
を
待
って
記

念
式
典
を
開
式
し
た
。
国
歌
斉
唱、
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷、
後
藤
町
長
式
辞
に
続
い
て
、
香
川
県
綾
南
町
と

秩
父
別
町
の
姉
妹
町
締
結
十
五
年
を
記
念
し
て
、
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
た。
綾
南
町
か
ら
は、
同
町
出
身
の
彫
刻
家
福
家
靖
夫
制
作

の
ブ
ロン
ズ
像
が
贈
ら
れ
、
本
町
か
ら
は
地
元
出
身
で
世
界
的
な
画
家
・
丸
木
俊
の
油
絵
を
贈
っ
た
。
続
い
て
表
彰
式
に
移
り
、
町
政
功

労
者
の
顕
彰
・
開
基
百
年
記
念
表
彰
・
永
住
功
労
表
彰
・
開
基
百
年
記
念
寄
付
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い、
次
に
北
海
道
知
事
横
路

孝
弘
(代
理
)・
空
知
町
村
会
長
竹
内
正
一
代
理
沼
田
町
長
篠
田
久
雄・
香
川
県
綾
南
町
長
藤
井
賢
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
来
賓
の

紹
介、
祝
電
の
披
露
の
あ
と
、
秩
父
別
中
学
校三
年
生
四〇
名
に
よ
る
、
開
基
百
年
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「鐘
の
な
る
ま
ち
」
を
合
唱
で
披

露
し
た。
更
に
秩
父
別
小
学
校
児
童
を
代
表
し
て、
六
年
生
の
赤
松
哲
陽
・
渡
辺
希
美
の
二
人
が、
秩
父
別
町
の
発
展
を
祝
っ
て
「二
世

紀
へ
の
誓
い」
を
読
み
上
げ
た。
終
わ
り
に
参
列
者
に
対
し、
秩
父
別
町
議
会
議
長
吉
澤
國
太
郎
から
、
謝
辞
が
延べ
ら
れ、
閉
式
の
こ

と
ば
で
式
典
を
閉
じ
た
。

町
長
が
述
べ
た
式
辞
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

式

辞

本
日
こ
こ
に、
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
式
典
を
行
う
に
あ
た
り、
北
海
道
知
事
様
を
は
じ
め、
国
会
議
員
各
位
な
ら
び
に、
町
内
外
の
関
係
機

関
の
方
が
た
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は、
私
にと
り
ま
し
て
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に、
誠
に
感
激
に
堪
え
な
い

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。



式辞を述べる後藤町長 (平成6年6月30日・スポー
ツセンター)

秩
父
別
町
は、
明
治
二
八
年、
翌二
九
年
に
屯
田
兵
四〇
〇
名
と
そ
の
家
族
あ
わ
せ

て二
、
三
〇
〇
名
の
入
植
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
ので
あ
り
ま
す
。

町
史
に
は、
明
治二
八
年
五
月
一
五
日
の入
植
の
模
様が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

「石
狩
川
を
船
で
渡
り
深
川
村
に
入
った
。
こ
の
日
は、
大
隊
本
部
並
び
に
一巳
の

兵
屋
に
一
泊
し、
翌
五
月
一
五
日
秩父
別
へ向
け
て
宿
舎
を
出
発
し
た。
当
日
は天
気

快
晴
で
一
同
勇
躍
行
進
し
、
文
字
通
り
刈
り
分
け
の
山
道
を
踏
み
し
め、
早
い
組
は
正

午
頃、
遅
い
組
は
午
後三
時
頃
兵
村
に
到
着
し
た。
そし
て
、
二
条
一丁
目
の
交
差
点

で
、
さ
き
に
抽
選
し
た
番
号
を
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
屋
を
求
め
て
散
っ
て
い
っ

た。」
この
と
き
から
、
秩
父
別
の
一
頁
は
始
ま
っ
たの
で
あ
り
ま
す
。

住
居
と
な
る
兵
屋
も
、
昼
な
お
暗
い
大
原
始
林
の
中
に
あ
り
、
覚
悟
の
上
と
は
云
い

な
が
ら
も
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょう
か。

振
り
返
る
暇
も
な
く
、
始
ま
っ
た
大
自
然
と
の
闘
い。
厳
し
い
軍
律
に
よ
る
連
日
の

訓
練
。
そ
の
あ
い
間
を
縫
って、

家
族
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
大
木
の
伐
採
や
笹
の
根
を

起
こ
す
作
業
は、
人
間
の
手
だ
け
が
頼
り
で
あ
り
、
時
折
わ
が
物
顔
で
横
行
す
る
熊
と
の
遭
遇
など
、
恐
怖
と
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
の
開
拓
作

業
は、
想
像
に
絶
す
る
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
支
え
た
の
は
、
屯
田
兵
に
課
せ
ら
れ
た
北
海
道
の
守
り
と
、
開
拓と
い
う二
つの
大
き
な
使
命
と
責
任
で
あ
った
こと
と
思
い
ま
す
。

屯
田
兵
の
出
身
地
は、
中
部
以
南
の
関
西
、
四
国
そ
し
て
九
州
の
比
較
的
暖
か
い
地
方
二
三
県
から
で
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
が
初
め
て
経
験
す
る

こ
と
ば
か
り
で
あ
り
、
特
に
冬
の
零
下
三
〇
度
近
い
寒
さ
に
は、
底
知
れ
ぬ
恐
怖
で
あ
り
、
縮
み
上
が
る
思
い
で
あ
っ
た
こと
が
、
古
老
の
話
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

四
六
五
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血
の
に
じ
む
よ
う
な
開
拓
へ
の
努
力
は、
やが
て
成
果
と
な
り、
四
年
目
に
は
兵
村
内
が
漸
く
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に、
有

志
に
よ
り
試
作
さ
れ
て
い
た
稲
作
も
目
途
が
た
ち
、
本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ、
明
治三
四
年
雨
竜
川
を
水
源
と
す
る
六〇
〇
町
歩
の
開
田
計
画
が

樹
立
さ
れ
た
ので
あ
り
ま
す
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
同
年
十
一
月
深
川
村
から
分
村
し
、
秩
父
別
村
と
な
り
戸
長
役
場
が
置
か
れ
ま
し
た
。
加
え
て
翌三
五
年
三
月
屯
田
兵
現
役

解
除と
な
り
、
兵
村
の
す
べ
て
の
事
務
は
戸
長
役
場
に引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
開
田
計
画
も
同
様
引
き
継
が
れ、
一部
の
根
深
い
反
対
は
あ
った
も
の
の、
そ
れ
を
説
得
し
て、
資
金
の
調
達
を
行
い、
着
工
に
こ

ぎ
着
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
工
事
の
さ
な
か、
明
治
三
七
年
日
露
戦
争
が
勃
発
し
、
四〇
〇
戸
の
お
お
か
た
の戸
主
に
動
員
令
が
下
り
、
事
業
は
残
っ
た
少
数
の
戸

主
と
留
守
家
族
が
家
業
を
守
り
な
が
ら
、
開
田
の
夢
を
現
実
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

入
植
以
来
一〇
年
が
経
過
し
、
産
業、
教
育、
生
活
など
諸
施
設
も
固
ま
り
、
戸
数
七
五
二
戸
人
口三
、
二
九
七
人
と
な
っ
た
明
治
三
九
年
四

月
、
待
望
の二
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
た。

村
勢
も
開
拓
草
創
期
から
発
展
拡
充
期
に入
り
、
開
拓
も
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
か
ら
呼
び
寄
せ
や
分
家
など
に
よ
って、

第
二
給
与
地、
東
山、

滝
の
上
地
区
の
耕
地
化
が
進
み、
各
種
機
関
も
整
い、
生
活
や
経
済
も
著
し
い
向
上
を
見
せ
ま
し
た
。

水
田
開
発
も
兵
村
財
産
か
ら
村
有
と
な
っ
た
山
林
一
、
六〇
〇
余
町
歩
を
売
却
し
、
工
事
費
に
充
て、
八
〇
〇
町
歩
の
か
ん
が
い
工
事
を
完
成
さ

せ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
英
邁
な
決
断
が
あ
っ
て、
今
日
の
米
づ
く
り
秩
父
別
町
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
留
萌
鉄
道
の
開
通
が
あ
り、
物
資
の
移
入
に
画
期
的
な
伸
長
を
見
て、
村
勢
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
を
い
た
し
ま
し
た。

時
を
経
て、
大
正
二
年
は
未
曾
有
の大
凶
作
と
な
り、
村
民
の
生
活
は
窮
乏
の
渕
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
試
練
に
よ
っ
て
不
撓
不
屈
の

精
神
を
培
い、
農
業
や
副
業
な
ど
の
研
究
活
動
を
盛
ん
にし
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
共
同
作
業
で
道
路
改
修
が
な
さ
れ、
交
通
運
輸
も
進
み
、
生
活
に
明
る
さ
と
大
き
な
潤
い
を
与
え
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
いて
、
生
活
・
経
済
の
伸
長
・
発
展
が
認
め
ら
れ、
大
正
一
二
年
四
月
、
一
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
念
願
の
完
全
な
自
治
体
と
し
て



の
歩
み
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

当
時
の
感
懐
を
開
村三
五
年
記
念
誌
の
寄
稿
文
に
は、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「初
め
て
本
村
の人
と
な
り、
大
豆
を
植
え
た
水
田
の
畦
を
見
た
と
き
、
言
い
知
れ
ぬ
懐
か
し
さ
を
感
じ
た。
そ
し
て、
こ
れ
が
果
た
し
て
北
海

道
で
あ
ろ
う
か
と
、
渡
道
以
来、
自
分
の
歩
い
て
来
た
土
地
の
荒
涼
そ
の
ま
ま
に
な
り
つ
つ
あ
った
心
が、
駘
蕩
た
る
春
風
と
潤
い
に
遭
う
た
か
の

様
な
感
じ
が
し
た
。
荒
涼
た
る
原
野
も
三
五
年
経
て
ば、
こう
ま
で
も
淳
化、
美
化
さ
れ
る
も
ので
あ
ろ
う
か。
数
百
年
数
千
年
の
歴
史
を
も
つ
内

地
の
美
田
の
村
と
同
じ
村
に
成
し
あ
げ
た
、
過
去三
五
年
間
の
先
輩
の
努
力
に
感
謝
の
念
が
湧
く
の
を
禁
じ
得
な
い
。」
こ
れ
は
、
苛
酷
な
原
始
の

自
然
を
見
て
き
た
人
の
目
に
映
った人

間
の
英
知
と
努
力
へ
の
賛
辞
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後、
昭
和
初
期
の
農
業
恐
慌
と
冷
害
を
漸
く
切
り
抜
け
た
と
き、
日
本
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
に
戦
争
へ
の
道
を
歩
み、
多
く
の
人
が々
国

の
た
め
に
殉
じ
、
苦
渋
に
満
ち
た
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
終
戦
は
多
く
の
混
乱
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が、
同
時
に
新
生
日
本
の
出
発
で
も
あ
り
ま
し

た
。
昭
和二
二
年
地
方
制
度
の
改
革
で
、
公
選
に
よ
る
第
一
回
の
選
挙
は
実
施
さ
れ、
新
し
い
地
方
自
治
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
外
地
か
ら
の
引
揚
げ
、
復
員
が
あ
り
、
食
料
増
産
は、
緊
急
を
要
し
、
中
山
・
原
野
両
地
区
三
七
〇
町
歩
の
戦
後
開
拓
と
入
植
が
あ
り

ま
し
た
。

逐
年
人
口
も
増
加
し
、
昭
和
三
二
年
に
は
戸
数
一
、
二〇
五
戸
・
人
口
七、

一
二三
人
を
数
え
ま
し
た
。
ま
た、
農
業
高
校
の
設
置
、
二
条
通
り

の
国
道
昇
格、
筑
紫
橋
が
架
橋
さ
れ
る
な
か、
市
街
地
連
担
戸
数
も
整
い、
町
政
へ
の
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和
三
四
年
九
月
町
政
が
施
行
さ
れ
ま
し

た。昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
は、
機
械
力
の
発
達
に
よ
り
畑
地
帯
の
開
田が
進
み
ま
し
た
。
ま
た、
農
業
基
本
法
の
制
定
に
よ

り、
農
業
の
構
造
改
善
が
促
さ
れ、
農
業
の
機
械
化
に
よ
る
大
区
画
は
場
が
誕
生
す
る
な
ど
、
農
業
の
増
収
技
術
が
大
き
く
開
花
し
た
時
期
で
あ
り

ま
す
。
当
町
に
お
き
ま
し
て
は、
初
め
て
米
の
出
荷
量
が二
〇
万
俵
を
突
破
し
、
内
発
的
な
行
動
力
が
実
を
結
ん
だ
と
き
で
あ
り
ま
す
。

し
かし
な
が
ら
、
昭
和
四
五
年
に
は
米
あ
ま
り
現
象
か
ら
減
反
政
策
が
と
ら
れ、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
〇
年
代
か
ら
は、
町
勢
に
も
落
着
き
が
得
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
総
合
的
な
町
づ
く
り
に
よ
って
町
勢
の
伸
展
を
は
か
る
べ
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く
、
総
合
計
画
を
樹
立
し
諸
施
策
が
進
めら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
統
合
小
学
校
校
舎
建
設
に
始
ま
り、
保

育
所
、
役
場
庁
舎
、
ス
ポ
ー
ツ
セン
タ
ー
の
建
設
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
施
設
設
備
の
充
実
が
な
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
構
造
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ、
良
質
米
生
産
へ
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ、
近
代
化
農
業
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

複
合
経
営
を
目
ざ
し、
東
部
丘
陵
地
帯
を
農
業
用
草
地
と
し
て
開
発
す
る
ほ
か、
町
営
牧
場
の
開
設、
施
設
園
芸
の
実
施、
加
工
場
の
建
設
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
は
企
業
誘
致
も
積
極
的
に
進
めら
れ、
現
在
の
「
ア
サ
ノ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
フ
ァ
ッ
シ
ョン
赤
坂、
大
月
工
業
」
な
ど
五
社

の
誘
致
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
活
環
境
面
で
は、
町
内
再
編
に伴
う
各
町
内
会
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
会
館
の
建
設
、
広
域
に
よ
る
上
水
道
の
完
備
、
集
落
排
水
事
業
に
よ
る
水
洗

化
、
冒
険
の
森
公
園
や
農
村
公
園
の
造
成、
生
活
道
路
の
改
修
舗
装
化
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

教
育
文
化
面
で
は、
教
育
の
機
会
均
等
と
質
の
向
上
の
た
め、
小
学
校
の
統
合
を
実
施
し
、
小
・
中
・
高
、
各
学
校
の
新
築
又
は
改
築、
そ
し
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
町営
球
場
、
郷
土
館
、
青
年
会
館
、
公
認
陸
上
競
技
場
、
海
洋
セ
ン
ター
、
図
書
館
の
建
設
な
ど
、
スポ
ー
ツ

施
設
の
充
実
と
学
習
環
境
づく
り
に
努
め
て
参
り
ま
し
た。
ま
た、
町
づく
り
の
た
め、
次
代
を
担
う
青
少
年
を
は
じ
め
、
婦
人
、
各
職
域
を
と
お

し
て
、
毎
年
、
国
内
外
の
研
修
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

福
祉
面
で
は、
健
康
と
生
き
が
い
を
重
点
に、
特
別
養
護
老
人
ホー
ム
の
誘
致
や
寿
の
家
・
児
童
館
・
婦
人
会
館・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
た
ほ
か、
本
年
は、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セン
タ
ー
を
建
設
し
、
来
た
る
べ
く
二
一
世
紀
の
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
元
年
温
泉
掘
削
に
よ
り
秩
父
別
温
泉
が
誕
生
い
た
し
ま
し
て
、
町
内
外
の
多
く
の
人
び
と
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り、
健
康
・

交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
温
泉
周
辺
に
は
開
基
百
年
を
記
念
し
て、
日
本
庭
園、
交
流
会
館、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
記

念
塔
な
ど
の
完
成
を
見
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
四
年
に
は、
屯
田
兵
出
身
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
ま
す
香
川
県
綾
南
町
と
姉
妹
町
の
締
結
を
し
、
毎
年、
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
議
会
議
員
の
行
政
視
察
調
査
に
始
ま
り
、
青
少
年・
婦
人
・
高
齢
者
ま
た
は
農
業
・
商
業
関
係
と
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、

開
拓
に
始
ま
っ
た
友
好
の
絆
は、
固
く
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。



こ
のよ
う
に
、
百
年
に
至
る
道
程
を
ふ
り
返
り
思
い
ま
す
こ
と
は、
そ
の
時
代
を
受
け
継
が
れ
た
先
人
先
輩
が、
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に、
衆
智

を
集
め、
情
熱
を
も
っ
て
築
い
て
こ
ら
れ
た
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
開
基
以
来
、
今
日
ま
で
町
政
の
伸
展
の
た
め
心
魂
を
傾
け
ら
れ
、
町
政
に
大
き
な

ご
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
功
労
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た、
本
日、
表
彰
さ
れ
ま
す
町
政
功
労
者二
九
名
五
団
体、
開
基
百
年
表
彰
者
十
六
名、
永
住
功
労
者
一
四
一名
、
寄
付
者二
二
名
の
各
位
に

対
し
ま
し
て
も
深く
感
謝
の
意
と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
秩
父
別
町
は、
社
会
資
本
の
整
備
率
で
全
道
有
数
の
水
準
に
あ
り
、
こ
の
輝
か
し
い
不
滅
の
業
績
は、
永
く
後
世
に引
き
継
が
れ
て
行
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。

「百
年
の
輝
く
軌
跡
未
来
へ
伸
び
る
」
こ
れ
は
百
年
の
記
念
ス
ロー
ガ
ン
で
あ
り
ま
す
が、
こ
の
輝
かし
い
足
跡
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
新

し
い
世
紀
が
更
に
輝
き
を
増
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
新
し
い
出
発
は、「

み
ど
り
と
共
生
す
る
新
し
い
農
業
農
村
の
創
出
で
あ
り、
多
く
の
人
び
と
の
交
流
の
中
で
、
人
間
と
し
て
生
き
る
喜
び

と
ロマ
ン
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
理
念
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
子
供
そ
し
て
孫
た
ち
が
自
信
と
誇
り
を
も
ち
、
安
心
し
て
住
め
る

町
を
責
任
を
も
っ
て、
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

開
村
三
〇
年
記
念
誌
の
辞
に
「一
村
一
郷
の
発
展
過
程
を
見
る
な
ら
ば
、
只
僅
か
に
一
歩
の
進
を
得
た
る
に
過
ぎ
な
い。
い
ま、
こ
れ
を
継
承
す

る
人
は
常
に
新
し
く
、
創
業
当
時
の
鉄
の
如
き
意
志
と
、
火
の
如
き
熱
と
、
虹
の
如
き
鮮
や
か
な
色
彩
に
輝
く
希
望
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
のこ
と
は
、
永
遠
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
、
二
一世
紀
を
担
う
若
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
ビ
ジ
ョ

ンづ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
ま
た、
本
年三
月
に
「生
涯
学
習
の
町
」
を
宣
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

開
基
百
年
記
念
塔
の
頂
上
に
据
え
ら
れ
た、
二・
ハ
ト
ン
の
洋
鐘
は、
秩
父
別
町二
世
紀
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
そ
の
音
色
は
町
民が
心
を
合
わ

せ
て、
こ
れ
から
の
町
を
創
っ
て
いく
証
で
あ
り
ま
す
。
ここ
に百
年
を
契
機
と
し
て、
輝
か
し
い
未
来
に
向
か
い、
町
勢
の
一層
の
伸
展
の
た
め

に、
町
民
一
同
力
を
合
わ
せ
て
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
が、
本
日
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
の
な
お
一層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
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す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て、
式
辞と
い
たし
ま
す
。

平
成
六
年
六
月
三
十
日

表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。○
町
政
功
労
章
(町
表
彰
条
例
に
基
づく
表
彰
者
)

上
平
勝
二
郎

尾
谷
重
良

戸
田
フ
サ
エ

萩
野
マ
サ
子

内
田

カ
ネ

原
田
森
成

惣
伊
田
勇
作

・
産
業
功
労

安
部
行
男

植
田
純
次

出
淵
孝
利

・
自
治
功
労

北
垣
和
雄

石
山

守

田
村
亀
之
進

谷
田
幸
夫

古
村

豊
一

木
島
耕
平

藤
岡

胤
浩

四
七
〇

秩
父
別
町
長
後
藤
義
博

町政功労者の表彰(平成6年6月30日 ・スポーツ
センター)

飯
沼
幹
生

・
特
別
(個
人
)

高
松
保
一

・
社
会
功
労

齊
藤
和
雄



原
田
千
代
子

加
地
彦
太
郎

上
ケ
島
力
雄

・
特
別
(法
人
)

北
空
知
信
用
金
庫
代
表

秩
父
別
農
業
協
同
組
合
代
表

秩
父
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
代
表
篠
田

○
表
彰
・
感
謝
状

中
村

勇
得
能
正
義

植
田
順
介

・
開
基
百
年
記
念
表
彰
(各
分
野
で
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
)

相
座
忠
敏

高
松
久
市

吉
田

隆
治

金
山
徳
美

川
口

弘

日
赤
奉
仕
団
山
び
こ
の
会

・
永
住
功
労
表
彰
(秩
父
別
町
在
住
六
〇
年
以
上
で
満
八〇
歳
以
上
の
方
)

青
木
義
治

天
野
ラ
チ
カ

飯
沼

實
飯
沼

キミ巽
浦
川
き
よ
の

大
池
ミ
ツ

大
西
忠
男

大
野

イ
ト

内
田
栄
助

磯
野
正
夫

阿
部
ア
サ
エ

蓑
口
知
夫

東池
川
鐵
郎

豊
男

飯
沼
綾
子

植
田
文
一

上
田
徳
男

石
塚
源
作

阿
部
五
郎

稲
井
直
五
郎

内
山

善
蔵

秩
父
別
町
開
基
百
年

四
七
一

特
集
編

森梅
澤

え
つ

宗
純

早
川
マ
キ
ェ

照
男章

鈴
木

齊
藤
和
雄

樋
口
組
代
表

大
広
建
設
機
械
リ
ー
ス
代
表
大
広

荒
井

收 茂

渋
谷
政
人

沼
田
次
雄

鉢
呂
博
己

北
原
スミ
子

藤
原

塩
地
安
子豊

青
木
サ
ク
ノ

青
木
尚
二

明
瀬
明
之

浦
川

や
す

井
下

ハ
ル

岩
崎
ー
シ
カ

稲
澤

浦
川
徳
惠

山
下
武
夫

後
藤
京
子

造
田
忠
士



・
開
基
百
年
記
念
事
業
寄
付
感
謝
状
(二
〇
万
以
上
一
〇
〇
万
未
満
の
金
品
寄
贈
者
)

米
重

勝

本
村
キ
ク
エ

宮
島

ス
エ

前川
君
子

番
場
喜
市

番
場
き
の

松
本
勇
平

丸
山
フ
ジ
ェ

水
上

ス
エ

水
上
春
代

宮
家
雅
雄

村
重

チ
ョ

横
山
ト
メ
キ

前
田
現
二

宮
島
久
信

番
場
初
次
郎

中
西
タ
エ
ノ

野
澤

ウ
メ

早
川
マ
キ
ュ

飛
谷
吉
次

中
田
ノ
ブ
ェ

中
村
媳
子

谷
田
た
き
る

玉
井

ナ
ツ

坂
無
文
吉

篠
田
勝
次

高
木
弥
八
郎

高
崎
常
雄

坂
本

く
に

篠
田
喜
一
郎

小
西

國
彦

小
西
竹
代 勇

片
山
よ
し
い

金
子
コ
イ
ン勇

岡
崎

明
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集
編
秩
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岡
田
仁
一
郎

香
川
ッ
チ
オ

金
山
守
一

黒
田
智
恵
子

高
鶴

四
七
二

岡
田
志
な
子

金
森
政
太
郎

黒
田
正
夫

五
島
秀
男

境
谷
あ
さ
を

四
十
坊
幸
作

惣
伊
田
よ
ね

谷
本
増
太
郎

昇 昇
東
倉
秀
一

+
1

戸
田
フ
サ
エ

中
村
ハ
チ
イ

根
木
ツ
ギ
ェ

武
雄

由
松

梨
木
ツ
ル
エ

那
須
コ
ギ
ン

西
田

中
村
好
孝

中
村

キミ
中
村
末
吉

中
村

田
屋

タ
キ

辻
村
シ
ゲ
ヨ

筒
井

篠
田

コ
ト

高
崎
ア
ヤ
ノ

高
橋

ツ
ヨ

高
松
シ
ズ

多
田

稔 稔

岡
崎

加
藤

留
芳

川
西
よ
し
い

合
田
政
太
郎

小
林
シ
ゲ
コ

岡
崎
義
男

加
藤
キ
ン
子

河
瀬
外
次
郎

高
鶴
シ
ゲ
子

小
林
聰
章

佐
木々
一
夫

佐
藤
チ
ンシ
ョ

鈴
木

テ
ル

鈴
木
豊
一

塩
地
千
代
子

塩
谷
惣
伊
田
作
松

キ
ュ

隆

山
森
太
郎

宮
森
こ
の
江

村
重
武
二

横
山

こ
と

岡
崎
マ
サ
エ

金
倉

チ
ェ

川
原
教
一

合
田

フ
ジ

小
山
タ
カ
ノ

斉
藤
武
夫

岡
田

シ
ズ

金
森
キ
ク
エ

栗
岡

シ
ョ

小
坂
う
た

山
森

一郎
宮
森
常
次
郎

宮
森
政
治

渡
部
ア
サ
コ

山
下

イ
ン

山
下

め
い

宮
本

勇

藤
岡
春
野

古
川

め
よ

本
多
五
郎

本
多

な
つ

繁
男

速
見
芳
明

速
見

フミ
原
田
菊
枝

林 永
守



伊
藤
哲
夫

山
下

イ
ン

株
式
会
社
植
田工
務
店

近
藤
建
設
株
式
会
社

秩
父
別
町
職
員
一
同

松
木
建
設
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
江
口
組

札
幌
秩
父
別
会

東
京
秩
父
別
会

有
限
会
社
松
本
建
設

大
内
建
設

株
式
会
社
米
重
建
設

株
式
会
社
萩
野
建
設

・
開
基
百
年
記
念
事
業
寄
付
者
名
(平
成
六
年
十
二
月
末
現
在
)

【平
成
元
年
度
】

秩
父
別
町
北
垣
和
雄

【平
成
二
年
度
】

聰
章

秩
父
別
町
故
森

信
義

則
直

秩
父
別
町
小
林

秩
父
別
町
鈴
木

【平
成
三
年
度
】

札
幌
市
札
幌
秩
父
別
会

秩
父
別
町
杉
本
弥
一
郎

深
川
市

秩
父
別
町
松
永
ハ
ル

墓
田
恵
子

登

【平
成
四
年
度
】

札
幌
市
松
村
憲
治

秩
父
別
町
秩
父
別
町
青
年三
団
体
交
流
会

札
幌
市
杉
本
米
蔵

宮
本
順
三

石
山
建
設
株
式
会
社

川
西
建
設
株
式
会
社

田
島
工
業
株
式
会
社

富
士
電
機
工
業
株
式
会
社

勇
秩
父
別
町
畑

昇

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

四
七
三

札
幌
市
後
藤

秩
父
別
町
秩
父
別
町
退
任
議
員
親
睦
会

秩
父
別
町
高
鶴

津
野
ミ
ョ
子

秩
父
別
町
故
笹
木
正
信

秩
父
別
町
宮
崎
武
一

大
阪
府

上
田
夏
子

山
下
忠
雄

平
野
満
子

米
村
弘
美

有
限
会
社
高
村
電
気
商
会



四
七
四

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

【平
成
五
年
度
】

旭
川
市
田
島
工
業
株
式
会
社

興
和
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
植
田
工
務
店

札
幌
市
原
田
建
設
工
業
株
式
会
社

秩
父
別
町
寺
迫
工
業
株
式
会
社

秩
父
別
町
大
内
建

設

秩
父
別
町
松
木
建
設
工
業
株
式
会
社

秩
父
別
町
株
式
会
社
米
重
建
設

秩
父
別
町
熊
田

正
秩
父
別
町
北
雄
美
装
有
限
会
社

勇
秩
父
別
町

上
田
夏
子

秩
父
別
町
植
田
伊
太
郎

札
幌
市
川
村
幸
夫

綾
南
町
渡
辺
忠
孝

秩
父
別
町
秩
父
別
専
門
店
会

秩
父
別
町
宮
本
順
三

秩
父
別
町
秩
父
別
農
業
協
同
組
合

秩
父
別
町
石
山

秩
父
別
町
内
田
カ
ネ守

秩
父
別
町
尾
谷
重
良

秩
父
別
町
有
限
会
社
大
広
建
設
機
械
リ
ー
ス

深
川
市
北
空
知
信
用
金
庫

秩
父
別
町
森

秩
父
別
町
早
川
マ
キ
ュ

【平
成
六
年
度
】

秩
父
別
町
造
田
忠
士

札
幌
市

原
田
建
設
工
業
株
式
会
社
親
睦
会

深
川
市
株
式
会
社
北
陸
銀
行
深
川
支
店

秩
父
別
町
北
垣
建
設
工
業
株
式
会
社

秩
父
別
町
川
西
建
設
株
式
会
社

秩
父
別
町
石
山
建
設
株
式
会
社

秩
父
別
町
有
限
会
社
松
本
建
設

秩
父
別
町
有
限
会
社
高
村
電
気
商
会

札
幌
市
飯
沼
幹
生

秩
父
別
町
戸
田
フ
サ
エ

秩
父
別
町
萩
野
マ
サ
子

え
つ

東
京
都
山
下
忠
雄

札
幌
市
山
下
武
夫

深
川市

函
館市

加
地
彦
太
郎

株
式
会
社
江
口
組

帯
広
市
田
中
敏
男

秩
父
別
町
後
藤
京
子

深
川
市
株
式
会
社
樋
口
組

秩
父
別
町
平
野
満
子

秩
父
別
町
原
田
千
代
子

秩
父
別
町
梅
澤
宗
純

秩
父
別
町
上
ヶ
島
力
雄

東
京
都
東
京
秩
父
別
会

秩
父
別
町
山
下

イ
ソ

秩
父
別町

秩
父
別
町

秩
父
別
町
株
式
会
社
萩
野
建
設

秩
父
別
町
近
藤
建
設
株
式
会
社

青
森
市
米
村
弘
美

札
幌
市
渡
辺
達
夫

札
幌
市

田
村
亀
之
進

札
幌
市
青
木

札
幌
市
伊
藤
哲
夫



特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年 「秩父別町開基100年祝賀会」

(平成6年6月30日・ふれあいプラザ)
「乾杯!」秩父別町名誉町民
の梅澤宗純(平成6年6月
30日・ふれあいプラザ)

栗
沢
町
真
島
正
芳

秩
父
別
町
秩
父
別
町
職
員
一
同

秩
父
別
町
秩
父

別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

深
川
市
富
士
電
機
工
業
株
式
会
社

東
京
都
大
西
俊
子

深
川
市
北
海

秩
父
別
町
下
地
貫
一

札
幌
市
石
栗

道
拓
殖
銀
行
深
川
支
店

深
川
市
株
式
会
社
板
倉
会
館

清

記
念
祝
賀
会
式
典
後、
会
場
を
「ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ」
に
移
動
し
て、
記
念
祝
賀
会

が
盛
大
に
開
か
れ
た
。
開
会
宣
言
、
後
藤
町
長
の
挨
拶、
空
知
支
庁
長

今
哲
也
の
祝
辞
が
あ
っ
て、
名
誉
町
民
梅
澤
宗
純
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に入
っ

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
秩
父
別
太
鼓
保
存
会
会
員
によ
る
"一
〇
〇
イ
ン
・
チ

ク
シ
ベ
ッッ
と
題
す
る
演
技
=
百
年
を
記
念
し
て
開
拓
当
初
の
原
始
の
森
の
静
寂
から
、

辛
苦
の
開
拓
の
歴
史、
そ
し
て
百
年
後
の
繁
栄
し
た
、
秩
父
別
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
創

作
・
編
成
さ
れ、
苦
労
の
様
子
・
豊
饒
の
喜
び
か
ら
現
在
の
限
り
な
く
発
展
す
る
、
秩
父

別
町
を
表
現
し
て
い
る
と
いう
=
が
披
露
さ
れ
た
。
続
い
て
ち
く
し
神
楽
獅
子
保
存
会
会

員
に
よ
る
神
楽
獅
子
=
こ
れ
は三
百
数
十
年
の
昔
、
讃
岐
の三
野
村
に
伝
わ
る
暴
れ
猫
獅

子
と
言
わ
れ、
犬
太
鼓
を
中
心
に
獅
子
と
の
戦
い
が
、
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

いう
=
が
勇
壮
華
麗
な
舞
で
披
露
さ
れ
た
。
最
後
に
香
川
県
綾
南
町
の
水
本
勝
規
町
議
会

四
七
五



特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

議
長
の
力
強
い
発
声
に
よ
り、
万
歳
を
三
唱
し
て
幕
は
閉
じ
ら
れ
た。

そ
の
他
祝
賀
の
記
念
行
事
と
し
て
、
多
数
の
催
し
が
行
わ
れ
た。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

※
六
月
十
九
日

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
演
奏
会
「
マ
ー
チ
の
タ
べ
」

※
!

呈
茶
席
お
茶
の
会
主
催
野
立
ス
ポ
ー
ツ
公
園

♪
二
十
九
日
開
基
百
年
記
念
花
火
大
会
・
ち
っ
ぷ
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル
温
泉
駐
車
場

※

イ
メー
ジ
ソ
ン
グ
・
温
泉
音
頭
発
表
会

デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
・
相
原
ひ
ろ
子
歌
謡
シ
ョ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※
♪三
十
日

開
基
百
年
記
念
パ
レー
ド
・
姉
妹
町
郷
土
芸
能
交
流
会
市
街
・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

ち
っ
ぷ
べ
つ
夏
に
躍
る
・
H
B
C
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ

※※

少
十
二
日

少
十
三
日

相
撲
ち
ゃ
ん
こ
料
理
と
ビ
ー
ル
パー
テ
ィー

町
主
催・
町
商
工
会
主
管
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

大
相
撲
大
島
部
屋
一
行
巡
業
と
町
民
と
の
交
流
ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ

民
謡
を
訪
ね
て
・
N
H
K
公
開
放
送
著
名
民
謡
歌
手
が
来
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※
十
月
二
十
九
日
～
十
一
月
三
日
ま
で
開
基
百
年
記
念
写
真
展
郷
土
館

※
♪三
十
日

"鐘
の
な
る
ま
ち
"
ハン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

四
七
六

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※
八
月
六
日

ハ
七
日

※※
九
月

一
日

文
化
女
子
大
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー



び

五
結

こ
の
記
念
事
業
が、
町
民
一人
ひ
と
り
に
意
義
あ
る
も
のと
す
る
た
め、
数
年
来
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る。
町
民
は

も
と
よ
り
町
外、
道
外
か
ら
も
縁
故
の
深
い
大
勢
の
来
賓
の
臨
席
に
よ
り、
心
か
ら
の
祝
福
を
受
け、
秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
式
典
が

盛
会
の
う
ち
に
終
了
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
新
し
い
出
発
へ
の
大
き
な
は
げ
み
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た、
この
事
業
遂
行
の
た
め、
企
業・
団
体
・
町
民
か
ら
内
外
を
問
わ
ず
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
き、
町
挙
げ
て
の
記
念
事
業
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は、
秩
父
別
町
が
二
世
紀
に
向
か
っ
て
大
き
く
発
展
す
る
期
待
と
確
信
を
得
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い

る
。こ
の
千
載
一
遇
の
機
会
に
恵
ま
れ
た、
当
事
者
と
し
て、
こ
の
感
激
を
長
く
後
世
に
残
し
た
い
も
の
と
念
じ
、
敢
て
特
集
編
を
設
け、

こ
れ
を
誌
す
も
の
で
あ
る
。

特
集
編
秩
父
別
町
開
基
百
年

四
七
七





秩
父
別
町
史

年
表
(昭
和
六
十
二
年
一
月
以
降
)

続
巻



抄

秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と

(一
九
八
七)

昭
和
六
十
二

年(西
暦
) 号

国

1
月
8
送
電
線
故
障
で
上
川
・
空
知・
留
萌
の
六
万
二
千
戸
に
影
響

2
月
1
国
鉄
広
尾
線
廃
止
3
高
松
宮
宣
仁
親
王
、
肺
が
ん
で
死
去

19日
本
初
の
地
球
観
測
衛
星
「も
も
一号
」
の
打

(八
二
歳)

ち
上
げ
成
功

3
月
99羽
幌
線
六
〇
年
の
歴
史
に
幕
3)明
治
五
年
以
来
の
国
鉄
事

業
団
一
一五
年
の
歴
史
に
幕

4
月
1
新
生
J
R
一
一
の
民
間
会
社
が
営
業
開
始
12知
事
・
道
議

会
議
員
選
挙
、
横
路
孝
弘
再
選
14知
床
国
有
林
の
択
伐
に
着
手

現
地
で
反
対
運
動
展
開

5
月
10帝

銀
事
件
死
刑
囚
平
沢
貞
通
死
去(
九
五
歳
)
獄
中
生
活

三
二
年

29)第
一
〇
八
通
常
国
会
で
売
上
税
な
ど
税
制
改
革
関
連

六
法
案
廃
案

6
月
9
層
雲
峡
小
函
ト
ン
ネ
ル
付
近
で
柱
状
節
理
が
崩
落
、
石
狩
川

と
国
道
を
覆
い
三
人
死
亡
五
人
重
傷

7
月
3
生
産
者
米
価
五
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
三
一年
ぶ

り
4
N
H
K
衛
星
第
一T
V
放
送
開
始
19三
井
石
炭
鉱
業
所

砂
川
炭
鉱
(上
砂
川)
閉
山
2
大
夕
張
鉄
道
廃
止
、
J
R
幌
內

線
廃
止
30釧
路
湿
原
国
立
公
園
に
指
定
(二
八
番
目
)

8
月
97国

産
初
の
技
術
衛
星
の
打
ち
上
げ
成
功
99横

路
孝
弘
知
事

ソ
連
極
東
地
域
訪
問

1
月
16中

央
バ
ス
東
山
路
線
廃
止
、
こ
れ
に
伴
い
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
開
始

2
月
8
町
長
選
挙
第
四
代
町
長
に
後
藤
義
博
当
選
77第

二
六
回
町
議
会
議
員
選
挙

3
月
7
秩
父
別
町
史
(
前
町
史)
発
刊
2
名
誉
町
民
(元
町

長
)
森
田
清
公
葬
39)第
十
代
議
長
に
宮
本
光
男
、
副
議
長

に
川
原
喜
延
を
選
出

4
月
の
ス
ク
ー
ルバ
ス
東
方
面
住
民
混
乗
開
始

5
月
1
白
鳥
三
〇
〇
羽
飛
来
(北
部
岡
内
宅
前
)
2
滝
の
上

水
源
地
通
水
式
14町
功
労
者
小
山
幸
次
死
去

6
月
19秩
父
別
町
農
民
大
会
開
催
(
農
協)

7
月
12農

業
委
員
選
挙

8
月
7
綾
南
町
親
善
使
節
団
(う
ど
ん
使
節
)
一行
十
名
来
町

十
九
日
に
藤
井
賢
町
長
も
来
町

9
月
10霜
害
予
防
対
策
本
部
設
置

10月
1～3174

消
防
一〇
t
水
槽
車
購
入
地
下
温
水
電
気
探
査

実
施

1
月
2
町
功
労
者
八
名
表
彰
84新

盛
コ
ミ
ュ
ニテ
ィ
会
館
落

12月
10秩
父
別
農
業
大
学
開
校
(酪
農
学
園
短
大
分
校
二
年

成
式

四
八〇

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道
史



行 制
)
2
北
空
知
衛
生
セン
ター
組
合
二
〇
周
年
記
念
式
挙

昭
和
六
十三

9
月
18道

央
自
動
車
道
岩
見
沢
～
美
唄
間
開
通
(19)マ

ル
優
廃
止
・

所
得
税
減
税
等
四
法
案
参
議
院
で
可
決

10月
28自
転
車
レー
ス
第
一
回
ワ
ー
ル
ド
北
海
道
開
催
(一
九
チ
ー

84消
費
者
米
価
新
米二
・
五パ
ー
セン
ト、

古
米
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
昭
和
十
七
年
食
管
制
度
設

立
以
来
初

1
月
6
中
曽
根
康
弘
内
閣
総
辞
職
竹
下
登
内
閣
発
足
6
農
産
物

輸
入
自
由
化
枠
拡
大
阻
止
総
決
起
集
会
開
催

12月
1
全
日
本
民
間
労
働
組
合
連
合
会
(連
合
)
発
足
(四
八
単
産

加
盟
)9)千

歳
空
港
乗
客
一〇
〇
〇
万
人
突
破

止 夕
張
鉱
で
山
は
ね
一人
死
亡
一
二
人
負
傷

1
月
4
円
高
騰
最
高
値
一
二〇
円
四
五
銭
と
な
る
(14三

菱
南
大

5
J
R
松
前
線
廃
3
月
65秩
父
別
消
防
団
第
三
部
が
本
部
に
統
合
記
念
式
挙
行

4
月
29山

本
常
信
藍
綬
褒
賞
受
賞
99中
央
スー
パ
ー
開
店

5
月
44子
ど
も
冒
険
の
森
公
園
オ
ー
プ
ン

6
月
99ち
く
し
神
楽
獅
子
舞
一
行
瀬
戸
大
橋
博
覧
会
会
場
で

披
露

7
月
公
営
住
宅
団
地
名
改
称
5
綾
南
町
農
業
委
員
一
行
来
町

15町
づ
く
り
懇
談
会
発
足
19)北
空
知
信
用
金
庫
秩
父
別

支
店
新
築
地
鎮
祭
99地

熱
開
発
事
業
ボー
リ
ン
グ
開
始

8
月
1
雑
排
水
の
水
洗
化
事
業
着
手
2
「ち
っ
ぷ
べ
つ
議
会

だ
よ
り
」
創
刊
55～65降

雨
量
四
〇
〇
ミ
リ
を
超
し
水

害
被
害
甚
大
被
害
総
額
九
億
二
、
九
六
一
万
円
水
害
対

策
本
部
設
置

5
月
1
帯
広
市
で
小
三
の
男
子
が
拾
っ
た
機
関
砲
弾
で
遊
ん
で
い
る
9
月
1
フ
ァミ
リ
ー
スポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ア
リ
ー
ナ
ー
大
改

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

四
八
一

(一
九
八
八
)

24ナ

2
月
2
ガ
ッ
ト
理
事
会
で
日
本
の
輸
入
制
限
農
産
物
一
〇
品
目
の
自

由
化
採
択
25冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
会
の
ス

ケー
ト
で
橋
本
聖
子
五
種
目
に
日
本
新
で
入
賞

3
月
1
8
J
R
津
軽
海
峡
線
開
通
青
函
連
絡
船
廃
止
と
な
り
八
〇
年

の
歴
史
に
幕
10屋
根
付
球
場
「東
京
ド
ー
ム
」
完
工
式

4
月
10第
五
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
・
北
海
道
新
長
期
総
合
計
画

実
施
に
入
る
10世
界
最
長
道
路
鉄
道
併
用
橋
「瀬
戸
大
橋
」
九

年
六
か月
ぶ
り
に
開
通、
宇
高
連
絡
船
九
八
年
の
歴
史
に
幕

J
R
歌
志
内
線
廃
止

ム
・
九
五
名
参
加)



抄

秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と

年(
西

暦
) 号

国

う
ち
爆
発
し
死
亡

6
月
3
世
界
食
の
祭
典
札
幌
・
函
館
等
各
市
で
開
催
19自
民
党

が
三
パ
ー
セン
ト
消
費
税
導
入
計
画
を
発
表

7
月
2
十
勝
海
洋
博
覧
会
開
幕
(九
月
ま
で
)

幕
(九
月
十
八
日
ま
で
)20新

千
歳
空
港
開
港
国
際
エ
ア
カ
ー

ゴ
の
初
便
就
航

9
青
函
博
覧
会
開

8
月
15～65留

萌
・
空
知
中
心
に
豪
雨
禍
発
生

9
月
5
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
社
贈
収
賄
工
作
発
覚
一
大
政
治
問

題
に
発
展
17)第
二
四
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ソ
ウ
ル
大
会
開
幕

19天
皇
陛
下
大
量
吐
血
し
容
体
悪
化

10月
8
道
央
自
動
車
道
美
唄
～
滝
川
間
開
通
10食

の
祭
典
閉
幕
赤

字
九〇
億
円
と
な
り
道
議
会
で
責
任
追
求

1
月
1
J
R
名
寄
本
線
全
線
を
バ
ス
に
転
換

12月
2
札
幌
地下
鉄
線
(
東
豊
線)
営
業
開
始
6
北
電
泊
原
発
一

号
機
発
電
開
始
27交
通
事
故
死
一
万
人
突
破
74)消
費
税
導
入

を
柱
と
す
る
税
制
改
革
関
連
法
案
成
立

1
月
7
昭
和
天
皇
崩
御(午

前
六
時三
三
分)

皇
太
子
明
仁
親
王
践

祚
8
午
前
零
時
元
号
を
平
成
と
改
元
(14国

の
各
機
関
の
第

二
・
第
四
土
曜
日
閉
庁
が
ス
タ
ー
ト
23は

ま
な
す
国
体
第
二
幕

冬
季
開
幕
(帯
広
で
ス
ケ
ー
ト
)

3)
「追
号
奉
告
の
儀
」
昭
和

修
工
事
着
工
10綾
南
町
藤
井
賢
町
長
以
下
二
三
名
親
善
交

流
団
一
行
来
町

10月
1
～
2
8
8
空
知
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ンテ

ィ
ア
フ
ェ
ステ

ィ
バ
ル

に
参
加
・
滝
川
市
5
消
防
普
通
ポ
ンプ
車
購
入
3)深
川

市
外
二
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
解
散

1
月
1
町
政
功
労
者
六
名
表
彰
1
北
空
知
伝
染
病
隔
離
病
舎

組
合
設
立
13地
熱
開
発
ボ
ー
リ
ン
グ
成
功
(湯
温三
〇
・

一
度
湯
量
一〇二

・
七
L
/
秒)

1
ち
く
し
獅
子
保
存

会
香
川
県
知
事
よ
り
感
謝
状
受
領
4
秩
父
別
高
等
学
校
創

立
三
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
2
北
空
知
信
用
金
庫
秩
父
別

支
店
新
店
舗
で
開
店
60フ
ァミ
リー
ス
ポー
ツ
セン
タ
ー

・
ア
リ
ー
ナ
ー
改
修
完
了

6
水
稲
採
種
組
合

12月
2
役
場
前
に交
通
安
全
監
視
所
完
成

二
〇
周
年
記
念
式
挙
行

こ
の
年
近
年
希
な
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
田
畑
の
冠
水
主
要
道
路

も
被
害
甚
大
。

2
月
2
農
業
大
学
開
校
(こ
の
後
閉
校
)

3
月
3
軍
恩
連
盟
秩
父
別
支
部
婦
人
部
一
〇
周
年
記
念
式
挙
行

4
月
1
農
業
集
落
排
水
施
設
供
用
開
始
44)秩
父
別
産
米
「ゆ

き
ひ
か
り
米
酒
」
発
売

四
八二

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道
史

平 で
成

一
月
七
日
ま

昭
和
六
十
四

元



月
八
日
よ

(一
九
八
九
)

り
天
皇
と
追
号

2
月
4
ス
ピ
ー
ド
ス
ケー
ト
八
九
年
女
子
世
界
選
手
権
大
会
五
〇
〇

メ
ー
ト
ルで
橋
本
聖
子
日
本
人
で
初
優
勝
19は

ま
な
す
国
体

第
三
幕
冬
季
開
幕
(旭
川
で
ス
キ
ー
)
4)新
宿
御
苑
に
て
昭
和

天
皇
「大
喪
の
礼
」
執
行
世
界
各
国
一
六
四
か
国
か
ら
代
表
者
参

列
こ
の
日
は
「国
民
の
休
日
」
と
な
る

3
月
7
日
本
初
の
民
間
通
信
衛
星
打
ち
上
げ
成
功
18
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
世
界
選
手
権
大
会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
伊
藤
み
ど
り
日

本
初
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
8
リ
ク
ル
ー
ト
問
題
で
文
部
省
高
石
事

務
次
官
逮
捕

4
月
1
消
費
税
ス
タ
ー
ト
10川
崎
市
内
の
竹
や
ぶ
か
ら
約
一
億円

が
入
っ
たバ
ッグ
が
み
つ
か
る
29昭
和
天
皇
誕
生
日
(四
月
二

十
九
日
)
を
祝
日
の
「
み
ど
り
の
日
」
と
制
定

5
月
6
ノ
モ
ン
ハン
へ
初
の
慰
霊
団
派
遣
決
ま
る
(事
件
か
ら
五
〇

年
)

6
月
1
大
韓
航
空
一
番
機
が
新
千
歳
空
港
か
ら
金
浦
空
港
へ
飛
び
立

つ
2
竹
下
登
内
閣
総
辞
職
宇
野
宗
佑
内
閣
誕
生

7
月
23第

一
五
回
参
議
院
議
員
選
挙
自
民
党
大
敗
与
野
党
逆
転

8
月
8
参
議
院
選
挙
の
責
任
を
と
り
宇
野
宗
佑
内
閣
総
辞
職

部
俊
樹
内
閣
誕
生

9
月
3
は
ま
な
す
国
体
夏
季
大
会
開
幕

深
川
間
開
通
2)北

炭
幌
內
鉱
閉
山

10月
1
T
V
北
海
道
本
放
送
開
始
1
日
銀
第
二
次
公
定
歩
合
改

1
道
央
自
動
車
道
滝
川
～

6
月
17恵

比
寿
老
人
ク
ラ
ブ
二
〇
周
年
記
念
式
挙
行
7
自
然

と
語
ら
う
公
園
公
開
55「子

ど
も
冒
険
の
森
公
園」
建
国

式
挙
行

7
月
10綾
南
町
民
生
委
員
親
善
団
一
行
来
町
(18南
睦
会
一〇

周
年
記
念
式
挙
行

シン
ボ
ル
テ
ー
マ
「鐘
の
な
る
町
ち
っ

ぷ
べ
つ
」
採
択

8
月
8
英
語
指
導
助
手
(AET)

の
ダ
イ
ア
ン
・
ロー

マ
ス

着
任
83大
雨
に
よ
る
災
害
対
策
本
部
設
置
3)国
体
炬
火

リ
レ
ー
の
リ
ハ
ー
サ
ル
実
施

9
月
7
秩
父
別
消
防
団
創
立
八〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
(12)第

四
四
回
は
ま
な
す
国
体
大
会
旗・
炬
火
リ
レ
ー
(秩
父
別
～

沼
田
)
5
高
等
学
校
対
策
協
議
会
設
立

10月
8
9
空
知
ニ
ュ
ー
フ
ロン
テ
ィア
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル
参

加
・
岩
見
沢
市
27農
業
気
象
観
測
装
置
設
置
8
郷
土
館

特
別
展
示
「北
海
道
の
昆
虫
展
」
開
催

1
月
1
元
町
長
梅
澤
宗
純
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る
1
町

政
功
労
者
三
名
・
一
団
体
表
彰

12ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
更

新
9
海
|12月

18メ
ロン
部
会
売
上
一
億
円
達
成
祝
賀
会
開
催

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

四
八
三



四
八
四

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道
秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と

、年
(西

暦
) /号

国
抄

定
、
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
げ
て
年
一
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
し

史

即
日
実
施

1
月
2
三
陸
沖
で
M
七
・
一の
地
震
発
生
各
地
に
軽
度
の
津
浪

田
島
根
医
大
で
日
本
初
の
生
体
部
分
肝
移
植
手
術
親
子
間
で
実
施

4)総
評
解
散
新
連
合
が
七
八
単
産
・
八〇
〇
人
を
結
集
し
て
発

足
12月
19改
正
「
年
金
法
」
成
立
55日
銀
第
三
次
公
定
歩
合
改
定

〇
・
五
パ
ー
セン
ト
上
げ
て
年
二
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
即

日
実
施
3)北
海
道
交
通
事
故
死
六
五
九
人
で
全
国
最
悪

1
月
12礼

宮
文
仁
親
王
(二
四
歳
)
川
嶋
紀
子
(二
三
歳
)「
納
采
の

儀
」
74衆

議
院
解
散

2
月
1
官
民
労
働
組
合
の
統
一
に
よ
る
連
合
北
海
道
発
足
会
長
高

橋
実
就
任
(18)第三

九
回
衆
議
院
議
員
選
挙
自
民
党
安
定
過
半

数
確
保
65三
月
一
日
か
ら
サ
ッ
ポ
ロビ
ー
ル三
〇
円
値
上
げ
を

決
定
27)第二

次
海
部
俊
樹
内
閣
成
立

銀
第
四
次
公
定
歩
合
改
定

3
月
9
～
1
9
第
二
回
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大
会
札
幌
市
で
開
催
70日

一
・〇
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
て

三
・
二
五
パ
ー
セ
ン
トと
す
る
3)南
大
夕
張
炭
鉱
閉
山

4
月
16北
電
泊
原
発二
号
機
に
使
用
す
る
核
燃
料
搭
載
船
到
着
搬

入
反
対
派
千
人
が
集
会
を
開
く
2
ア
メ
リ
カ
宇
宙
開
発
事
業
団

1
8
町
づ
く
り
懇
談
会
二
年
間
の
集
大
成
の
答
申
書
を
町
長

に
提
出

4
1
週
休
二
日
制
導
入
に
伴
い
第二
・
第
四
土
曜
日
閉
庁
・
公

営
住
宅
建
設
団
地
事
業
着
手
1
西
方
面
ス
クー
ル
バ
ス
に

住
民
混
乗
開
始
10秩
父
別
温
泉
を
「ゆ
う
&
ゆ
」
と
命
名

オ
ー
プ
ン

5
月
1
収
入
役
森
久
夫
退
任
・
収
入
役
制
廃
止
助
役
兼
掌・
出

納
室
設
置
6
交
通
事
故
死
ゼ
ロ千
日
達
成
12北
空
知
信

用
金
庫
創
立
四
〇
周
年
記
念
式
挙
行

に
よ
る
町
内
放
送
開
始

6
月
(1)鹿

児
島
県
十
島
村
議
会
議
員
一
行
来
町
(19)防

災
無
線

(24)道
民
ス
ポー
ツ空
知
卓
球
大
会

平
成

(一
九
九〇
)

二



が
日
本
人
の
毛
利
衛
を
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
飛
行
士
に
決
定

5
月
14遊

覧
飛
行
へ
リ
が
藻
岩
山
に
墜落

六
名
全
員
死
亡

6
月
18ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
規
制
法
成
立
99海
部
俊
樹
首
相、
沖
縄

県
戦
後
四
五
周
年
の
「慰
霊
の
日
」
に
現
職
首
相と
し
て
初
参
列

8
礼
宮
文
仁
親
王
と
川
嶋
紀
子
結
婚
秋
篠
宮
家
創
設

7
月
2
札
幌
～
グ
ア
ム
線
就
航
7
ス
ーパ
ー
ひ
か
り
時
速
二
七

〇
キ
ロ
達
成
94戦
後
初
の
北
方
墓
参
団
根
室
港
出
港

8
月
1
暑
寒
別
・
天
売・
焼
尻
国
定
公
園
指定

3
日
本
人
の
平
均

寿
命
男
七
五
・
一九
歳
女
八
一
・七
七
歳
と
厚
生
省
か
ら
発
表

28ソ
連
の三
歳
児
コ
ン
ス
タン
チ
ン
ち
ゃ
ん
大
や
け
ど
で
札

幌
医
大
に
緊
急
入
院
60日
銀、
第
五
次
公
定
歩
合
改
定
、
〇
・

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
て
四
・
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た

9
月
2
イ
ラ
ク
で
抑
留
さ
れ
た
日
本
人
婦
女
子
七〇
名
解
放
さ
れ
帰

国
男
性
は
な
お
軍
事
施
設
に
分
散
監
禁
中
。
憲
法
論
議
の
結

果
海
上
自
衛
隊
を
ペ
ルシ
ャ
湾
の
機
雷
除
去
に
派
遣
す
る
こ
と
に

決
定
19～20台

風
十
九
号
日
本
列
島
縦
断
死
者
・
行
方
不
明

五
三
人
余
り
の
他
大
被
害
発
生

10月
1
国
勢
調
査
実
施
総
人
口
一
億二
、
三
六
一
万
一
、
五
四
一

人
(
道人
口
五
六
四
万三
、
七
一
五
人
)
50道
央
自
動
車
道
深
川

～
旭
川
間
開
通

1
月
1
新
空
知
大
橋
(
滝
川
)
渡
橋
式
日
本
一
長
い
直
線
道
路

12月
2
ソ
連
の
宇
宙
船
ソ
ュ
ー
ズT
M
Ⅱ
号
日
本
人
記
者
を
搭
乗

さ
せ
て
打
ち
上
げ
十
日
帰
還
99第二

次
海
部
俊
樹
内
閣
改
造

開
催
(フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セン

タ
ー
)
89
進
出
企
業

の
滝
川
通
運
北
空
知
営
業
所
開
所

7
月
18農
業
委
員
選
挙
7
北
斗
老
人
ク
ラ
ブ
一
〇
周
年
記
念

式
挙
行
50親
善
交
流
使
節
団
教
育
関
係
五
・
児
童
生
徒
一

○
綾
南
町
訪
問
(八
月二
日
ま
で
)

8
月
1
特
産
物
展
示
館
開
設
4
横
路
孝
弘
知
事
ふ
る
さ
と

訪
問
で
来
町
9
万
霊
供
養
塔
建
立
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
栽

培
で
知
事
賞
受
賞
(谷
田
純
一
)

9
月
44さ
わ
や
か
ト
イ
レ
完
成

の
消
防
団
旗
更
新
19助
役

高
崎
正
義
再
任

10月
1
国
勢
調
査
実
施
2)第
四
回
空
知
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル
に
愛
郷
会
出
演
・滝
川
市

1
月
1
町
政
功
労
者
八
名
表
彰
5
日
の
出
老
人
クラ
ブ
一
〇

周
年
記
念
式
挙
行
150商工

会
施
行
三
〇
周
年
記
念
式
挙

行
「秩
父
別
町
商
工
史
」
刊
行
19高
徳
寺
ゆ
か
り
の
詩

人
・
俳
人
顕
彰
碑
除
幕
式
挙
行

12月
4
ゆ
う
&
ゆ
入
館
一〇
万
人
突
破
1
進
出
企
業
の
宇
佐

美
材
木
工
場
操
業
開
始
19ゆ
う
&
ゆ
宿
泊
施
設
オ
ー
プ
ン

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

四
八
五



抄

秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と

(一
九
九
一)

平
成
三 三

年(西
暦
) ～号

実
施

国

1
月
17湾

岸
戦
争
(イ
ラ
ク
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
戦
)
勃
発
空
襲
開
始

24日
本
政
府
湾
岸
戦
争
に
九
〇
億
ド
ル
(一
兆
一
千
七
百
億

円
)
追
加
支
援
決
定

2
月
9
関
西
電
力
美
浜
原
発
蒸
気
発
生
細
管
損
傷
に
よ
る
国
内
初

の
事
故
発
生
83皇
太
子
徳
仁
親
王
「立
太
子
宣
明
の
儀
」

3
月
291札

幌
ユ
ニバ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会
開
幕
9
東
京
都
新

宿
区
に
新
都
庁
舎
完
成
13幕
張
メ
ッ
セ
で
国
際
食
品
展
開
催、

ア
メ
リ
カ
産
米
展
示
で
日
米
コ
メ
戦
争
過
熱
化

4
月
1
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
輸
入
自
由
化
7
北
海
道
知
事
選
で
横
路

孝
弘
三
選
10ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
ソ
連
大
統
領
来
日
24統

一
地
方

選
挙
最
後
の
市
町
村
長
選
挙
65ペ

ルシ
ャ
湾
の
機
雷
排
除
の
た

め
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
艇
を
派
遣

5
月
2
戦
後
四
六
年
ぶ
り
に
稚
内
～
泊
航
路
復
活
19滋

賀
県
信
楽

高
原
鉄
道
列
車
衝
突
事
故
発
生
97)第二

回
国
連
軍
縮
東
京
会
議

開
催
(三
七
か
国
)

6
月
3
長
崎
県
島
原
普
賢
岳
噴
火
大
火
砕
流
が
発
生
し
一八〇

戸
炎
上
報
道
員
三
三
名
死
亡
55)京
都
府
福
知
山
市
内
J
R
踏
切

事
故
発
生
三
七
〇
人
負
傷

1
月
1
町
内
生
産
組
合
が
再
編
成
さ
れ
一二
組
合
で
ス
タ
ー

ト
8
綾
南
町
親
善
交
流
団
一
行
一
五
名
来
町
29空
知
教

職
員
組
合
深
川
支
部
秩
父
別
分
会
結
成
50境
川
救
急
内
水

排
除
事
業
起
工
式
挙
行

2
月
8
農
林
水
産
省
北
海
道
対
策
室
一
行
来
町

挙
、
後
藤
義
博
無
投
票
再
選
75)第二

七
回
町
議
会
議
員
選

挙

8
町
長
選

3
月
1
生
産
組
合
再
編
成
に
よ
り
二
七
組
合
か
ら
一
二
組
合
に

な
る
3)第
一
一
代
議
長
に
吉
澤
國
太
郎
副
議
長
に
大
山
勇

を
選
出

4
月
3
B
&
G
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
現
地
調
査

5
月
8
8
B
&
G
地
域
海
洋
セ
ン
ター
理
事
会
で
プ
ー
ル
の
建
設

決
定

6
月
1
3
B
&
G
財
団
プ
ラ
ン
説
明
会
開
催
15桜
の
杜
プ
レ
ー

ト
取
付
け
(小
学
生
)
ぬ
ち
っぷ
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル

開
催
(名
称
改
め
温
泉
広
場
で
開
く
・
通
算
五
回
目
)

7
月
4
綾
南
町
育
成
農
クラ
ブ
研
修
交
流
団
一
行
来
町
27札

響
弦
楽
四
重
奏
演
奏
会
開
催

7
月
1
日
銀
四
年
半
ぶ
り
に
公
定
歩
合
を
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
下
8
月
B
&
G
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
起
工
式
挙
行
23農
協
倉

四
八
六

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道
史



平
成
四

(一
九
九
二
)

げ
三
・
五
パ
ー
セン
ト
に
14第
一
一代
社
会
党
委
員
長
に
田
辺

誠
就
任
12三
井
砂
川
炭
鉱
跡
地
に
「
無
重
力
実
験
施
設
」
オ
ー

プ
ン
バ
ブ
ル
景
気
の
終
焉
と
と
も
に
金
融
不
祥
事
が
相
次
い
で

表
面
化

8
月
2
北
電
泊
原
発
で
一
号
機
に
続
き
二
号
機
にも
故
障
を
発
見

(
ソ
連
で
クー
デ
タ
ー
失
敗
共
産
党
解
党
宣
言
ソ
連
崩
壊
し

八
〇
年
の
歴
史
に
幕

9
月
19道

央
と
道
東
を
結
ぶ
二
七
四
号
線
開
通
74国
内
景
気
戦
後

最
長
(
五
八
か
月
)
と
な
る

10月
25道
央
自
動
車
道
登
別
～
室
蘭
間
開
通
77)海
部
俊
樹
内
閣
総

辞
職
第
八
七
代
宮
沢
喜
一
内
閣
誕
生
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
ミ
ャ

ン
マー
の
スー
チ
ー
女
史
受
賞

1
月
19上

川
管
内
中
川
町
の
国
有
林
か
ら
世
界
最
大
級
の
ク
ビ
ナ
ガ

リ
ュ
ウ
の
化
石
を
発
見

12月
10北
大
医
学
部が
道
内
初
の
生
体
肝
移
植
手
術
実
施

1
月
94札

幌
市
議
会
地
下
鉄
の
初
乗
料
金
を
一
八
〇
円
と
決
定

(一
五
パ
ー
セ
ン
ト
ア
ップ
)

2
月
8
第
一
六
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ルベ
ー
ル
大
会
六
四

か
国
参
加
で
開
幕
25旧
日
本
軍
の
従
軍
慰
安
婦
問
題
で
韓
国
が

国
連
人
権
委
に
補
償
請
求
の
申
し
立
て

3
月
12道

央
高
速
道
路
(千
歳
線)
で
一六
〇
台
玉
突
き
事
故
二

人
死
亡
七
三
人
重
傷

4
月
1
日
銀
公
定
歩
合
を
〇
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
て

庫
新
築
落
成

9
月
14～16空

知
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加・
岩
見
沢
市
74交
通
事
故
死
ゼ
ロ
一、
五〇
〇
日
達

成
感
謝
状
伝
達
式

10月
1
本
町
郷
土
資
料
を
綾
南
町
で
綾
南
町
郷
土
資
料
を
本

町
で
相
互
特
別
展
示
を
実
施
14善

性
寺
に
丸
木
位
里
・

俊
夫
妻
美
術
室
開
設
の
第
一
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル開
催(フ

ァミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー)

1
月
2
町
政
功
労
者
七
名
表
彰
83町
づ
く
り
「空
知
百
万

石
」
交
流
会
開
催
(ゆ
う
&
ゆ
)
百
祿
園
園
名
碑
竣
功

12月
2
農
協
青
年
部
・
婦
人
部
創
立
四
〇
周
年
記
念
式
挙
行

3
北
部
コミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
落
成

こ
の
年
・
平
成
二
年
か
ら
着
工
の
墓
地
墓
苑
化
事
業
秋
に
完
了

1
月
18中

央
西
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
一〇
周
年
記
念
式
挙
行

2
月
9
富
山
県
縁
の
会
設
立
総
会
開
催

3
月
2
金
倉
義
慧
の
「遥
か
な
る
屯
田
兵
」
出
版
10西
南
地

区
土
地
改
良
事
業
竣
工
式
挙
行
J
J
R
留
萌
線
秩
父
別
駅

無
人
化
に
伴
い
乗
車
券
発
売
停
止

4
月
2
軍
恩
連
盟
秩
父
別
支
部二
〇
周
年
記
念
式
挙
行
3
傷

痍
軍
人
会
北
空
知
支
部
三
〇
周
年
記
念
式
挙
行
2
0
B
&
G

地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
調
印
式

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

四
八
七



秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道

史

二
・
七
五
パ
ー
セン
ト
と
す
る
79北
方
領
土
か
ら
ビ
ザ
な
し
渡

航
第
一
陣
来
道
一九
人
花
咲
港
へ

5
月
10日

本
側
ビ
ザ
な
し
渡
航
(北
方
領
土)
が
出
発
19沖

縄
本

土
復
帰二
〇
周
年
記
念
式
典
で
天
皇
陛
下
か
ら
お
言
葉

6
月
2
国
内
初
の
情
報
博
「コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ル
ド

,92北
海
道
二
〇
〇
〇
」
札
幌
月
寒
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
で
開
幕

7
月
1
千
歳
空
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
業
65)第
二
五
回
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
バ
ル
セ
ロ
ナ大
会
で
岩
崎
ひ
ろ
子
が
平
泳
ぎ
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
世
界
記
録
で
金
メ
ダ
ル
8
第
一
六
回
参
議
院
議
員

選
挙
自
民
大
勝

8
月
15天
皇
・
皇
后
両
陛
下
中
国
訪
問
日
中
交
流
史
上
初
め
て

27自
民
党
金
丸
信
、
佐
川
急
便
献
金
疑
惑
で
副
総
理
を
辞
任
20

,92北
海
道
マラ
ソ
ン
大
会
開
催
一、
四
三
〇
人
参
加

9
月
12宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
米
国
エン
デ
バ
ー
で
宇
宙
飛
行
17P

K
O
法
に
基
づ
き
自
衛
隊
海
外
派
遣
第
一
陣が
広
島
か
ら
出
発

23三
井
芦
別
鉱
山
閉
鎖

※
バ
ブ
ル
崩
壊
で
不
況
到
来
佐
川
問
題
で
政
界
大
揺
れ

10月
13国
内
最
大
の
自
転
車
ロー
ド
レ
ー
ス
第
六
回
ツ
ー
ル
ド
北
海

道
釧
路
を
出
発

BBPKO
法
に
基
づ
く
自
衛
隊
第
二
陣
三
七
六

人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
出
発
99国
道
二
三
一
号
留
萌
～
増
毛
町
歩

古
丹
～
大
別
刈
六
七
キ
ロ
開
通
27道

央
自
動
車
道
室
蘭
～
伊
達

七
名
と
一
団
体
表
彰

5
月
19綾
南
町
議
会
議
員
一
行
来
町
150平
林
恒
夫
が
勲
七
等

青
色
桐
葉
章
受
章
50町
営
陸
上
競
技
場
四
種
公
認
検
定
認

可
6
月
1
町
営
陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン
19身
体
障
害
者
秩
父
別

分
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
式
挙
行
27和

敬
園
一〇
周
年
記

念
式
挙
行
88町
営
陸
上
競
技
場
落
成
記
念
第
一
回
北
空
知

小
学
生
陸
上
記
録
会
開
催

7
月
6
A
E
T
ロ
ー
マ
ス
先
生
「記
念
バ
ラ
園
」
オ
ー
プ
ン

1
B
&
G
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
挙
行
十
五
日
オ
ー
プ

ン
65英
語
指
導
助
手
(
A
E
T
)
サ
マ
ン
サ・
グ
デ
ィ
ン

グ
着
任
88～37綾

南
町
へ親
善
交
流
団
派
遣
(教
育
関
係

五
名
・
児
童
生
徒
一〇
名
)

農
協
玄
米
ベ
ラ
集
出
荷
施
設
落
成

8
月
7
綾
南
町
青
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団
来
町
74開

基
百
年
ス

ロ
ー
ガ
ン
選
考
「輝
く
軌
跡
未
来
へ伸
び
る
」
決
定
31

9
月
9
国
営
土
地
改
良
事
業
雨
竜
川
中
央
地
区
沼
田
ダ
ム
完
成

式
(沼
田
町
)

10月
160遺
族
会
五〇
周
年
記
念
式
挙
行
7)第
二
回
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル・
フ
ェ
ステ
ィバ
ル開
催
(交
流
会
館
)

11月
1
ち
く
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
開
設
2
町
政
功
労
者

5
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

四
八
八

年(
西

暦
)

二号

国
抄

秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と



平
成

五

(一
九
九
三
)

間
一
二
・
九
キ
ロ
開
通

1
月
2
釧
路
市
の
湿
原
国
立
公
園
隣
接
地
で
野
火
発
生
一、
一〇

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
く

12月
12宮

沢
喜
一
改
造
内
閣
発
足
(14元
道
知
事
・
元
自
治
大
臣
町

8
ス
キー
ジ
ャ
ン
プ
・
ラ
ー
ジ
ヒ
ル

村
金
五
死
去
(
九二
歳)

W
杯
札
幌
大
会
で
東
輝が
最
長
不
倒
一二
二
メー
ト
ル
で
初
優
勝

※
こ
の
年
米
作
著
し
く
不
良、
不
況
続
く

1
月
15本
道
全
域
と
東
北・
関
東
に
か
け
て
M
七
・
八
の
大
地震
発

生
(釧
路
六
帯
広
五
浦
河
五)
死
者
二
人
負
傷
者三
六
八人

家
屋
倒
壊
三
七
三
戸
交
通
網
寸
断

2
月
3
日
銀
公
定
歩
合
〇
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト下
げ
て
バ
ブ
ル
幕

開
け
当
時
の
二
・
五
パ
ー
セン
ト
と
す
る
。
イ
ン
フ
レ
の
懸
念
大

3
月
1
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
禁
止
区
八
五
市
町
村
を
指
定
3
奈

良
の
日
本
最
古
の
「
前
方
後
円
墳
」
か
ら
円
筒
埴
輪
多
数
出
土

150横
路
道
政
新
長
期
計
画
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
汚
職
に
判
決

4
月
12皇

太
子
・
小
和
田
雅
子
「
納
采
の
儀
」
83天

皇
・
皇
后
両

陛
下
戦
後
初
め
て
沖
縄
を
訪
問

5
月
1
0
P
K
O
第
二
次
文
民
警
察
隊
五
一名
(女
性
六
名
を
含
む)

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
発
15J

リ
ー
グ
開
幕
65き

ら
ら
3
9
7
初

値
上
り
六
〇
キ
ロ一
万
九、
七
八
一
円

6
月
の
宮
中
賢
所
に
て
皇
太
子
・
小
和
田
雅
子
成
婚
之
儀
執
行
パ

レ
ー
ド
挙行

本
日
は
休
日と
な
る
の
釧
路
市
に
お
いて
一
〇

七
か
国
参
加
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
国
際
会
議
開
催
18野

党
が

秩
父
別
町史

続
巻
年
表

§
高
規
格
道
路
着

テ
ィ
バ
ル
(VTR

で
参
加)
H
B
C

工
式
挙
行
60町
立
図
書
館
建
設
落
成

12月
1
町
立
図
書
館
オ
ープ
ン
7
東
コ
ミ
ュ
ニテ
ィ
会
館
落

成
8
米
づ
く
り
百
選
入
選
記
念
祝
賀
会
開
催
13)交
流
会

館
開
館
・
落
成
記
念
文
化
講
演
会
開
催
(は
ら
・
た
い
ら
)

15
「鐘
の
な
る
ま
ち
」
歓
迎
ア
ー
チ
完
成
16筑
紫
長
生
会

一〇
周
年
記
念
式
挙
行
25収
入
役
に
早
川
正
雄
就
任

1
月
12名
誉
町
民
笹
木
正
信
公
葬
19)深
川
地
区
消
防
組
合
緊

急
通
信
シ
ステ
ム
運
用
開
始
22一

丁
目
通
り
美
化
促
進
運

動
期
成
会
が
環
境
づ
く
り
優
良
実
践
団
体
と
し
て
知
事
表
彰

受
賞
55秩
父
別
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
二
二
台
導
入

2
月
13ヤ

ン
グ
フ
ェ
ステ
ィバ
ル
開
催
19～22愛

郷
会
一行

が
綾
南
町
へ
親
善
交
流
に
訪
問

3
月
10三
月
四
日
交
通
事
故
無
事
故
五
〇
〇
日
達
成
北
海
道
交

通
安
全
協
会
よ
り
表
彰
10故
笹
木
正
信
に
従
六
位
の
叙
位

伝
達

4
月
1
週
休二
日
制
施
行
2
ス
ク
ー
ルバ
ス
車
輌
更
新
33

山
本
か
の
め
で
た
く
白
寿
99前
消
防
団
長
吉
澤
國
太

郎
藍
綬
褒
章
受
章

5
月
4
ゆ
う
&
ゆ
オ
ー
プ
ン
以
来
入
館
者
五
〇
万
人
達
成

19
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
修工
事
着
手
15町
白
壽
記
念
式

6
月
27ち

っ
ぷ
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル
開
催
(名
称
改
め
通
算
七
回

目
)

四
八
九



秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道
秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と

内
閣
不
信
任
案
提
出
衆
議
院
解
散
と
な
る
2)新
党
「さ
き
が

け
」
誕
生
党
首
武
村
正
義
22羽
田
派
四
四
名
の
議
員
が
自
民

党
を
離
脱
新
生
党
結
成
65長

崎
県
島
原
普
賢
岳
で
火
砕
流
発

生
国
道
五
七
号
線
突
破

7
月
7‒‒9

第
一
九
回
東
京
サミ
ッ
ト
開
催
(12)二
二
時
一
七
分
北

海
道
南
西
沖
に
M
七
・
八
の
地
震
発
生
、
津
浪
と
火
災
の
た
め
特

に
奥
尻
島が
甚
大
な
被
害
を
受
け
壊
滅
状
態
と
な
る
18第
四
〇

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙、
投
票
率
六
七
・
二
六
パ
ー
セン
ト
で
戦

後
最
低、
初
の
全
国
即
日
開
票
新
生
・
日
本
新
・
さ
き
が
け
が

躍
進
97天
皇
・
皇
后
両
陛
下
奥
尻
島
を
お
見
舞
い

(26)

8
月
3
衆
議
院
議
長
に
社
会
党
の
土
井
た
か
子
就
任
6
自
民
党
の

総
裁
に
河
野
洋
平
反
自
民
連
合
は
首
班
に
細
川
護
熙
を
選
出

9
第
七
九
代
細
川
護
熙
連
立
内
閣
成
立
七
党
の
寄
り
合
い
所
帯

12五
期
札
幌
市
長
を
務
め
た
板
垣
武
四
死
去
(七
七
歳)

農
水
省
は
九
十三
年
産
米
作
柄
状
況
発
表
本
道
作
況
指
数
八
八

の
著
し
い
不
良
(
全
国
で
二
番
目
の
悪
さ
)

9
月
14長
雨
・
冷
夏
で
野
菜
不
足
1
臨
時
国
会
招
集
小
選
挙
区

比
例
代
表
並
立
制
導
入
19自
民
党
総
裁
に
河
野
洋
平
当
選
29

日
銀
公
定
歩
合
を
〇
・
七
五
下
げ
史
上
最
低
の
一
・
七
五
と
し

た
28第
一
三代
社
会
党
委
員
長
村
山
富
市
が
当
選
の
新
羽
田

タ
ー
ミ
ナ
ル
開
業
99本
年
度
産
米
戦
後
最
低
の
不
作
、
本
道
指

7
月
18農

業
委
員
選
挙
新
農
業
委
員
一
四
名
決
定
14町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
二
〇
周
年
記
念
式
挙
行

9
月
1
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
オ
ー
プ
ン
4
道
民
ス
ポ
ー
ツ

空
知
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
本
町
で
開
催
10中
学
校
校
舎
大

規
模
改
修
工
事
完
了

10月
1
開
基
百
年
年
賀
はが
き
と
り
ま
と
め
始
ま
る

4
ツ
ー

ル
ド
北
海
道
が
秩
父
別
町
を
通
過
16～17

第
三
回
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル
開
催
九
か
国
参
加

1
月
2
町
政
功
労
者
一
一名
・
四
団
体
表
彰
5
東
老
人
ク
ラ

ブ
二
五
周
年
記
念
式
挙
行
13土
曜
休
日
を
利
用
し
て
札
幌

少
年
少
女
合
唱
団
を
招
き
地
元
中
学
生
と
交
流
2
町
文

化
連
盟
創
立
二
〇
周
年
記
念
式
挙
行

12月
10百

年
記
念
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「チ
ー
ベ
ルく
ん
」
と
命
名

9)開
基
百
年
記
念
塔
完
成
・
ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ
ー
オ
ー
プ

ン
44空
知
農
業
共
済
金
(冷
害
)
を
三
九
五
億円
支
出

過
去
最
高
で
九
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
農
家
が
対
象
55ゆ

う
&
ゆ
増
築
オ
ー
プ
ン

こ
の
年
・
冷
害
不
作

四
九
〇

年(西
暦
)

一号

国

●

史
抄



数
四
六
と
発
表

10月
4
知
事
選
で
自
民
は
「他
党
と
の
相
乗
り
も
あ
り
う
る
」
と
渡

辺
省
三
道
連
会
長
表
明
15ロシ

ア
海
軍
が
日
本
海
に
原
子
力
潜

水
艦
の
廃
液
九
〇
〇
キ
ロ
を
不
法
投
棄
日
本
政
府
厳
重
抗
議

4
冷
害
被
害
全
道
で
一、
九
七
四
億円
にの
ぼ
る

1
月
19政
治
改
革
関
連
政
府
案
が
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
可
決

8
釧
路
の
一
家三
人
殺
人
犯
小
島
忠
夫
の
死
刑
執
行
(一八

年
ぶ

り
)

12月
8
米
市
場
開
放
(ミ
ニ
マ
ム・
ア
ク
セ
ス)
現
実
受
け
入
れ
と

な
る

19未
明
コ
メ
開
放
決
定
全
中
農
政
協
猛
反
対
し
抗
議
声

明
を
出
す
。
ウ
ル
ガ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
決
着
食
糧
・
サ
ー
ビ
ス
産

業
等
の
ガ
ッ
ト
決
定
17元
首
相
田
中
角
栄
死
亡
(七
七
歳)

(1)昭
和
新
山
満
五
〇
歳

平
成

六
(一
九
九
四
)

全 24

1
月
94郵
便
料
金
値
上
げ
(封
書
八〇
円
・
は
が
き
五
〇
円
)

道
央
自
動
車
道
砂
川
付
近
で
二
五
台
の
玉
突
き
事
故
発
生
33

道
労
協
セン
タ
ー
が
解
散
四
四
年
の
歴
史
に
幕

2
月
8
政
府
財
源
問
題
は
未
定
な
が
ら
一月
か
ら
国
税
・
地
方
税

の
約二
〇
パ
ー
セン
ト
減
税
を
発
表
2
台
風
並
の
低
気
圧
で
道

内
交
通
麻
痺
新
得
で
J
R
特
急
脱
線
七
人
怪
我
24冬
季
オ
リ

ン
ピ
ック
で
日
本
は
団
体
複
合
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
55住

友
赤
平

鉱
五
五
年
の
歴
史
に
幕

3
月
24韓
国
金
大
統
領
夫
妻
国
賓
と
し
て
来
日

※
米
不
足
に
伴
う
諸
問
題
で
政
府
対
応
に
苦
慮
(輸
入
米
・
ブ
レ

1
月
8
花
卉
販
売
一
億
円
達
成
記
念
祝
賀
会
開
催
99庁

内
〇

A
化
工
事
に
着
手

2
月
4
町
立
歯
科
診
療
所
改
築
落
成
診
察
開
始
7
消
防
小

型
動
力
積
載
ポ
ン
プ
車
購
入
10綾
南
町
よ
り
小
中
学
生
親

善
交
流
団
一
行
一
五
名
来
町
18本

町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
交
流

団
の
青
年
一
六
名
が
綾
南
町
を
訪
問

3
月
23名

誉
町
民
(元
町
長
)
早
川
清
視
公
葬

4
月
1
百
祿
園
文
芸
碑
設
置
要
項
施
行
1
消
防
機
構
の
一
部

を
変
更
し
分
団
制
を
導
入
84生
涯
学
習
宣
言
の
町
「宣
言

式
」
挙
行
50綾
南
町
よ
り
商
工
青
年
部
一
行
来
町

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

四
九
一



秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道

史

ンド
販
売
・
米
ド
ロ・
や
み
販
売
等
)

4
月
8
細
川
護
熙
首
相
無
責
任
にも
辞
意
表
明
後
継
問
題
で
紛

糾
15ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
規
制
地
域
拡
大
25新
生
・
日
本
新
・

さ
き
が
け
・
改
革
の
会
が
院
内
会
派
「改
新
の
会
」
を
結
成
こ

れ
に
反
対
し
て
社
会
党
が
与
党
か
ら
離
脱
を
決
定
後
継
内
閣
問

題
難
行
65台
北
発
の
中
華
航
空
エ
ア
バ
ス
が
名
古
屋
空
港
で
着

陸
に
失
敗
炎
上
死
者
二
六
四
人
(
内
日
本
人
一
五
〇
人
)
の
惨

事
と
な
る
(65)難
行
の
末
に
第
八
〇
代
総
理
に
羽
田
孜
を
指
名
内

閣
よ
う
や
く
成
立

5
月
3
道
内
の
交
通
規
制
緩
和
さ
れ
る
15JR

上
砂
川
線
七
五
年

の
歴
史
に
幕

6
月
97円

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
九
九
円
(73新
千
歳
空
港
二
四

時
間
運
用
開
始
25羽
田
孜
内
閣
二
か
月
で
総
辞
職
国
会
解
散

せ
ず
27松
本
市
の
住
宅
街
で
毒
ガ
ス
事
件
発
生
七
人
死
亡二

〇
〇
人
以
上
入
院
の
被
害
99衆
参
両
院
で
次
期
首
班
に
社
会
党

委
員
長
村
山
富
市
が
第
八
一
代
総
理
に
50社
会
・
自
民
・
さ
き

が
け
の
三
党
連
合
で
村
山
富
市
内
閣
成
立
社
会
党
首
班
は
四
七

年
ぶ
り

7
月
3
松
本
事
件
で
猛
毒
サ
リ
ン
検
出
10円

高
続
き
九
六
円
記
録

12夫
婦
別
姓
を
認
め
る
(民
法
改
正
)
14ア

メ
リ
カ

宇
宙

5
月
6
元
町
長
故
早
川
清
視
に
従
五
位
の
叙
位
伝
達
15秩
父

別
神
社
鎮
座
百
年
記
念
式
挙
行
20開
基
百
年
ム
ー
ド
を
高

め
る
た
め
町
内
に
の
ぼ
り
林
立

用
無人
ヘ
リ
導
入

60病
虫
害
防
除
農
薬
散
布

6
月
8
金
刀
比
羅
宮
百
年
記
念
と
し
て
新
神
殿
造
営
楽
19海

上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
演
奏
会
開
催
2)風
雪
之
碑
除
幕
式

挙
行
27前
町
長
梅
澤
宗
純
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る

60開
基
百
年
記
念
式
挙
行
(フ
ァミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
)
同
祝
賀
会
開
催
(ふ
れ
あ
いプ
ラ
ザ)、

約
六
〇
〇

人
出
席
50開

基
百
年
之
碑
除
幕
式
挙
行

一
月
六
日
ま
で)

7
月
1
高
齢
者
事
業
団
発
足
6
第
九
回
北
空
知
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
開
催
五
六
チー
ム
参
加
10朝
市
オー
プ
ン
(十

ゆ
み
ち
の
駅
オ
ー
プ
ン

4
京
大
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
開
催
5
5
～
9
親
善
交
流
団
一
行
綾
南
町

訪
問
99英
語
指
導
助
手
(AET)

と
し
て
英
国
人
ロ

バ
ー
ト
・
トー
マ
ス
着
任

8
月
1
農
村
地区
合
併
浄
化
槽
設
置
工
事
着
手
(六
五
基
)

6
綾
南
町
郷
土
芸
能
交
流
団
一
行
来
町
12ち

っ
ぷ
百
祭
町

民
パ
ーテ
ィ
ー
開
催・
一〇
〇
〇
人
参
加
13大
相
撲
大
島

部
屋
一
行
来
町
25故
川
原
喜
延
勲
六
等
瑞
宝
章
受
章
31

四
九
二

年(西
暦
) 号

国
抄

秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と



ロ
ケ
ッ
ト
・
ア
ポ
ロ
打
ち
上
げ
成
功
日
本
人
女
性
向
井
千
秋
搭

乗
4
村
山
富
市
首
相
国
会
答
弁
で
自
衛
隊
の
合
憲
を
表
明
こ

れ
を
巡
り
社
会
党
内
混
乱

8
月
7
～
1
2
国
際
エ
イ
ズ
会
議
開
催
(横
浜
)
8
菅
野茂

参
議

一
就
任
25第
一
回
北
海
道
大
学
対
校
駅
伝
選
手
権
大
会
開

催
院
議
員
に
繰
り
上
げ
当
選
ア
イ
ヌで
は
初
め
て
74三
〇
年
続

い
た
ス
ス
キノ
の
歩
行
者
天
国
消
え
る

※
七
、
八
月
に
わ
た
り
全
国
的
に
猛
暑
、
北
海
道
は
過
去
最
高
を

塗
り
替
え
る、
西
日
本
は
水
不
足
で
給
水
制
限

9
月
4
関
西
国
際
空
港
開
港

10月
1
本
日
よ
り
N
T
T
通
話
料
値
上
げ
実
施
4
北
海
道
東
方
沖

地
震
発
生(M

八・
一)、
根
室
・
釧
路
方
面
被
害
甚
大
13大
江

健
三
郎
ノー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
決
定
10本
日
よ
り
預
金
金
利

自
由
化
と
な
る

豊
作

8
昨
年
の
大
凶
作
から
一
転
し
二
六
年
ぶ
り
の

1
月
2
円

一ド
ル
九
六
円
三
五
銭
戦
後
最
高
値
を
更
新
14道

内
各
地
で
記
録
的
降
雪
(十
三
日
か
ら
真
冬
並
み
)
25税
制
改

正
法
成
立
(
九
七
年
から
消
費
税
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
)

2)中
学
生
大
河
内
清
輝
君
い
じ
め
を
苦
に
遺
書
を
残
し
て
自

殺
国
会
でも
問
題
と
な
る

12月19道
内
の
交
通
事
故
死
六
〇
〇
人
を
突
破
25三

陸
は
る
か
沖

地
震
発
生
青
森
県
八
戸
ほ
か
に
被
害

平
成

1
月
19早

朝
神
戸
地
方
にM
七
・
二
の
地
震
発
生
関
東
大
震
災
以

来
の
規
模で

被
災
者三
一
万
人
以
上
倒
壊
・
焼
失
家
屋
多

小
学
校
パ
ソコ
ン
教
室
開
室

9
月
10町

出
身
四
画
家
合
同
展
開
催
(19)第
九
代
助
役
松
本
徳

10月
4
北
空
知
管
内
市
外
局
番
二
桁
ス
タ
ー
ト
12百

年
記
念

西
公
園
完
成
15～10第

四
回
イ
ン
ター
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ

ス
テ
ィバ
ル
開
催
27秩
父
別
小
学
校
開
校
百
年
記
念
式
挙

行
12月
1
町
立
診
療
所
落
成
診
療
開
始
9
開
基
百
年
記
念
ア

ル
バ
ム
「出
会
い
」
発
刊
駅
前
に
公
衆
便
所
開
設
22開

基
百
年
記
念
タ
イ
ム
カプ
セル

「未
来
へ
託
す
キー
」
伝
達
式

挙
行

こ
の
年
・
町
開
基
百
年
の
年
で
各
種
行
事
が
盛
大
に
執
行
さ
れ

た

1
月
65横

路
孝
弘
知
事
ふ
る
さ
と
訪
問
で
和
敬
園
に
来
園

3)二
十
一
世
紀
農
村
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
会
議
町
長
に
提
言
書

秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

四
九
三

(一
九
九
五)

七



秩
父
別
町
史
続
巻
年
表

道

数
阪
神
淡
路
大
地
震
と
命
名

2
月
2
一
九
年
ぶ
り
に
ロ
ッ
キー
ド
事
件
に
最
高
裁
判
決
田
中角

栄
元
首
相
の
収
賄
罪
確
定
再
審
請
求
却
下
3
リ
レ
ハ
ン
メ
ル

冬
季
オ
リン
ピ
ッ
ク
で
道
産
子
の
阿
部
雅
司
が
健
闘
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
で
金
メ
ダ
ル

3
月
1
円
九
五
円
に
七
日
に
は
八〇
円
代
に
突
入
18歌
志
内

の空
知
炭
鉱
が
一〇
五
年
の
歴
史
に
幕
の
午
前
八
時
ご
ろ
東
京

の
地
下
鉄
霞
ヶ
関
駅
乗
入
れ
の
車
輌
で
猛
毒
サ
リ
ン
に
よ
る
中
毒

事
件
発
生
死
者
一
一名

入
院
五
、
五
〇
〇
名
の
惨
事
22目

黒
公
証
役
場
仮
谷
事
務
長
強
制
拉
致
事
件
発
生
。
地
下
鉄
事
件
と

と
も
に
オ
ー
ム
真
理
教
の
犯
行
疑
惑
が
強
ま
り
同
教
各
施
設
の

強
制
捜
査
実
施
、
証
拠
物
件
押
収

2
月
10‒13綾

南
町
よ
り
小
中
学
生
親
善
交
流
訪
問
団
一
五
名

来
町

29)町
長
選
挙、
後
藤
義
博
無
投
票
で三
選
第
二
八

回
町
議
会
議
員
選
挙
無
投
票
で
当
選
決
定

3
月
1
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
所
式
挙
行

17ョ
ッ
ト
冒

険
家
野
村
輝
之
講
演
会
99水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
導

入
9)第
一
二
代
議
長
に
大
西
章
允
副
議
長
に
早
川
正
剛

を
選
任

四
九
四

年(
西

暦
) 号

国
史

抄
秩
父
別
町
の
主
な
で
き
ご
と

提
出



参
考
文
献
又
は
資
料

全
道
・
地
方
関
係

・
北
海
道
史
略
年
表
(
昭
六
三
・
九
)
北
海
道
立
文
書
館
・北
海
道
年
鑑
(昭
六
二
～
毎
年
)
北
海
道
新
聞
社
・
農
林
水
産
統
計

(昭
六
二
～
毎
年
)
北
海
道
農
林
水
産
統
計
局

・交
通
安
全
緑
書
(毎
年
)
北
海
道
生
活
福
祉
部
・交
通
年
鑑
(毎
年
)
北
海
道
交

通
安
全
推
進
委
員
会

・北
海
道
の
統
計
(毎
年
毎
月
)
北
海
道
統
計
企
画
振
興
部

・第
四
四
回
国
民
体
育
大
会
報
告
書
(平
二
・

二)
第
四
四
回
国
民
体
育
大
会
実
行
委
員
会
・
国
勢
調
査
速
報
(平
二
年
度)
総
務
庁
統
計
局

・
国
民
年
金
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(毎

年
)
社
会
保
険
庁

・空
知
の
統
計
(毎
年)
北
海
道
空
知
支
庁
・空
知
の
農
業
(毎
年
)
北
海
道
空
知
支
庁

・滝
川
市
史
続
編

(平三
・
三)
滝
川
市
役
所
・新
深
川
市
史
(平
六
・
三
)
深
川
市
役
所

・新
十
津
川
町
百
年
史
(平
三
・
三
)
新
十
津
川
町
役

場
・
妹
背
牛
町
百
年
史
(平
五
・
一
一)
妹
背
町
役
場
・北
竜
町
百
年
記
念
史
(平
三
)
北
竜
町
役
場
・沼
田
町
百
年
史
(平
六
)

沼
田
町
役
場

秩
父
別
町
関
係

・
秩
父
別
町
史
(
昭
六
二
)
・
広
報
誌
(毎
月
)
・
日
誌
(毎
日
)
・
町
勢
要
覧
(
毎
年)
・
開
基
百
年
記
念
事
業
計
画
(平
三
)

秩
父
別
町
例
規
類
集

・議
会
録
・
議
会
だ
よ
り
(
昭
六
二
以
降
)
・
過
疎
地
域
振
興
計
画
書
(昭
六〇
～
平
七
)
・
過
疎
地
域
活
性
化

計
画
書
(平
二
～
六
)
・
秩
父
別
町
総
合
計
画
書
(
昭
六
一
～
平
七
)
・
第
三
次
秩
父
別
総
合
計
画
書
(平
三
)
・
保
健
計
画
(平
四
～

一
一)
・
自
然
と
語
ら
う
公
園
基
本
構
想
(平
元
)
・
行
事
記
録
(毎
月
)
・
交
通
安
全
計
画
書
(毎
年
)
・
各
課
事
業
計
画
(毎
年
)

→
以
上
役
場



・
創
立
三
十
八
周
年
法
人
化
十
年
記
念
誌
(平
元
)
秩
父
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
秩
父
別
消
防
八
十
年
史
(平
元
・
九
)
深
川
地
区
消

防
組
合
秩
父
別
支
署
・
改
良
区
だ
よ
り
(
創
刊
号
よ
り
)
秩
父
別
町
土
地
改
良
区
・
秩
父
別
町
商
工
史
(平二

・
一
一)
秩
父
別
町
商
工

会
・
各
老
人
ク
ラ
ブ
記
念
誌
(昭
六
三
～
平
五
)
秩
父
別
町
老
人
クラ
ブ
・
秩
父
別
町
文
化
連
盟
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
(平
五
・
一

一)
文
化
連
盟
事
務
局
・
秩
父
別
町
社
会
教
育
中
期
計
画
書
(昭
六
一
～
平
二
)
・
秩
父
別
町
社
会
教
育
推
進
計
画
(毎
年
)
・
生
涯
学

習
実
践
へ
の
と
り
く
み
(平
四
)
・
各
運
営
計
画
(図
書
館
・
郷
土
館
・
海
洋
セン
タ
ー
・
陸
上
競
技
場
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ター
・
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
)
→
以
上
教
育
委
員
会
・
開
校
百
年
統
合三
十
周
年
記
念
誌
「創
穂
」
(平
六
・
九)
秩
父
別
小
学
校
・
創
立三
十
周
年
記

念
誌
(昭
六
三
)
秩
父
別
高
等
学
校
・
秩
父
別
農
協
業
務
報
告
・
営
農
のし
お
り
(
毎
年
)
・
農
協
青
年
部
四
十
周
年
・
婦
人
部
四
十
周

年
各
史
→
以
上
秩
父
別
J
A

・
鎮
座
百
年
記
念
誌
(平
六
・
六)
秩
父
別
神
社
・
秩
父
別
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
(平
六
・
一二
)
秩
父
別
町
役
場



あ
と
が
き

日
々
の
辛
苦
に
耐
え、
明
日
の
繁
栄
を
夢
見
て
ひ
た
す
ら
開
墾、
前
人
未
踏
の
地
も
稔
り
豊
か
な
肥
沃
の
大
地と
変
わ
り、
道
内
屈
指

の
優
良
米
産
地
に
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た。
爾
来、
本
町
は
百
年
の
歳
月
を
迎
え
先
人
の
労
苦
に
感
謝
し
、
二
世
紀
へ
の
大
い
な
る
発
展

を
願
っ
て、
平
成
六
年
六
月
吉
日
(一
九
九
四
年
)
に
百
年
を
祝
う
「秩
父
別
町
開
基
百
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会」
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
町
史
の
編
集
計
画
を
も
っ
た
の
が
平
成三
年
で
し
た。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は、
す
で
に
九
十
年

間
の
史
実
集
録
「
秩
父
別
町
史」
が
出
版
さ
れ
て
お
り
(昭
和
六
十
二
年三
月
(一
九
八
七
年))、

今
回
は、
そ
の
後
を
引
き
継
ぎ
十
年

間
の
史
実
を
ま
と
め
「続
巻」
と
し
て
編
集
し
、
両
史
を
も
っ
て
「秩
父
別
町
百
年
史
」
と
な
る
よ
う
制
作
し
た
も
の
で
す
。

本
町
史
の
編
集
推
進
に
当
っ
て
は、
役
場
総
務
課
が
担
当
し
原
案
作
成
に
当
り
、
各
課
で
検
討
を
加
え
な
が
ら
資
料
の
提
供
を
願
い、

委
嘱
さ
れ
た
担
当
者
が
整
理
し
た
も
の
を
委
託
し
た
専
門
業
者
(株)ぎ

ょ
う
せ
い
)
が
執
筆
し
編
集
し
ま
し
た
。
例
言
に
も
あ
る
よ
う

に
、
本
史
は
総
て
前
町
史
に
従
い、
お
よ
そ
十
年
間
(
昭
六
〇
～
平
六
)
の
史
実
を
集
録
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
前
町
史
と
揃
え
て
利
用

さ
れ
る
こと
が
よ
り
理
解
さ
れ
易
い
と
考
え
ま
す
。
尚
、
発
刊
は
平
成
六
年
五
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が、
年
度
内
(四
月
～
翌
三

月
)
の
史
実
を
記
述
す
べ
き
が
望
ま
し
い
と
い
う
事
で
発
刊
日
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

発
刊
に
至
る
経
過
を
略
記
し
ま
す
と
、
平
成三
年
五
月
か
ら
資
料
収
集
を
始
め、
平
成
五
年
三
月
に
業
者
と
契
約
。
資
料
提
出
は
平
成

六
年
三
月
か
ら
で
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
は
第
一
校
閲
、
第
二
校
閲
、
第
三
校
閲
を
経
て
発
刊
に
至
り
ま
し
た
。

最
後
に、
本
町
史
編
集
に
当
り
多
く
の
方
、々
各
機
関、
各
団
体
か
ら
資
料
提
供
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
不
備
な
面



も
多
あ々
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が、
秩
父
別
町
開
基
百
年
事
業
の
記
念
と
し
て、
読
者
の
皆
様方
に
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
で
あ
り

ま
す
。平
成
八
年三
月
吉
日

編
集
担
当
者
赤
松

庸



秩
父
別
町
史
(続
巻
)
編
集
担
当

事
務
担
当
者

編
集
委
嘱
担
当
者
赤
松

庸

(平
五
・
三
ま
で
伊
藤

(平
四
・
三
ま
で
竹内

補
佐
辻
村
成
光

茂
樹)
廣
)

校
閲
・
資
料
補
完

教
育
長
門
間

悟

収
入
役
早
川
正
雄

又 助

総
務
課
長
佐

木々
弘

振
興
課
長
一
関
博
幸

住
民
課
長
山
下

英
樹

産
業
課
長
神
藪

建
設
課
長

議会事務局長
伊
藤

安
部
準
一 廣

小
玉

直
幸

教
育
次
長

高
崎
正
義

校
閱
者
青
木
貞
良

(前
)助役 �

松本
徳
一

総
務
課
長
佐
木々
弘

武





秩
父
別
町
史

続
巻

平
成
八
年
三
月
発
行

編
集
者
秩
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別
町
役
場
総
務
課

発
行
所
秩

発
行
者
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別

町

秩
父
別
町
長
後
藤
義
博

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
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町
二
条
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目

印
刷
(株)
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東
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